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請
住
戸
数
が
百
戸
を
超
え
二
百
戸
以

内
の
も
の 

 
 

 
 

 

四
十
一
万
千
円 

㈧ 

申
請
住
戸
数
が
二
百
戸
を
超
え
三
百
戸

以
内
の
も
の 

 
 

 

五
十
三
万
九
千
円 

㈨ 

申
請
住
戸
数
が
三
百
戸
を
超
え
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
十
三
万
三
千
円 

⑶ 

共
同
住
宅
の
共
用
部
分 

次
に
掲
げ
る
区

分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額 

㈠ 

床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル 

以
内
の
も
の 

 
 

 
 

 

十
一
万
千
円 

㈡ 

床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

十
九
万
二
千
円 

㈢ 

床
面
積
の
合
計
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 



                                  

 

百
一 

都
市
の
低
炭

素
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
第
五
十

三
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
低
炭 

 
 

建
築
基
準 

関
係
規
定

適
合
の
審

査
の
申
出 

を
伴
う
低 

 

前
号
に
規
定
す
る
合
算
し
て
得
た
金
額
に
、
次
の

イ
に
定
め
る
額
を
加
算
し
、
次
の
ロ
又
は
ハ
に
掲

げ
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
当
該
ロ
又
は
ハ
に
定
め
る

額
を
更
に
加
算
し
て
得
た
金
額 

イ 

次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定 

三
十
万
三
千
円 

㈣ 

床
面
積
の
合
計
が
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

三
十
九
万
四
千
円 

㈤ 

床
面
積
の
合
計
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
二
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の 

 

も
の 

 
 

 
 

 
 

四
十
七
万
四
千
円 

㈥ 

床
面
積
の
合
計
が
二
万
五
千
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の 

五
十
五
万
三
千
円 

⑷ 

住
宅
用
途
を
含
む
建
築
物
の
住
宅
用
途
以

外
の
部
分
及
び
非
住
宅
建
築
物 

次
に
掲
げ

る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額 

㈠ 
床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル

以
内
の
も
の 

 
 

 
 

 

二
十
五
万
円 

㈡ 

床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

四
十
一
万
二
千
円 

㈢ 

床
面
積
の
合
計
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

五
十
九
万
千
円 

㈣ 

床
面
積
の
合
計
が
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

七
十
三
万
千
円 

㈤ 

床
面
積
の
合
計
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
二
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の

も
の 

 
 

 
 

 
 

八
十
六
万
七
千
円 

㈥ 

床
面
積
の
合
計
が
二
万
五
千
平
方
メ
ー 

ト
ル
を
超
え
る
も
の 

九
十
八
万
九
千
円 

 



                                  

 
 

素
建
築
物
新
築
等

計
画
の
認
定
の
申

請
（
同
法
第
五
十

四
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
申
出
を 

 

伴
う
申
請
に
限

る
。
）
に
対
す
る

審
査 

 

炭
素
建
築 

物
新
築
等 

計
画
認
定 

申
請
手
数 

料 

め
る
額 

⑴ 

床
面
積
の
合
計
が
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
千
円 

⑵ 

床
面
積
の
合
計
が
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

一
万
四
千
円 

⑶ 

床
面
積
の
合
計
が
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
万
四
千
円 

⑷ 

床
面
積
の
合
計
が
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
万
千
円 

⑸ 

床
面
積
の
合
計
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
万
八
千
円 

⑹ 

床
面
積
の
合
計
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
七
万
八
千
円 

⑺ 

床
面
積
の
合
計
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
十
三
万
五
千
円 

⑻ 

床
面
積
の
合
計
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
十
二
万
円 

⑼ 

床
面
積
の
合
計
が
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
も
の 

 
 

 
 

七
十
七
万
七
千
円 

ロ 

建
築
基
準
法
第
八
十
七
条
の
二
の
昇
降
機
に

係
る
部
分
が
含
ま
れ
る
場
合 

次
に
掲
げ
る
区

分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額 

⑴ 

昇
降
機
を
設
置
す
る
も
の
（
⑵
に
掲
げ
る

も
の
を
除
く
。
） 

一
基
ご
と
に
一
万
四
千
円
（
小
荷
物
専
用

昇
降
機
に
つ
い
て
は
、
五
千
円
） 

⑵ 

建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ 

 



                                  

  
 

 
 

る
確
認
を
受
け
た
昇
降
機
の
計
画
を
変
更
し

て
昇
降
機
を
設
置
す
る
も
の 

一
基
ご
と
に
七
千
円
（
小
荷
物
専
用
昇
降

機
に
つ
い
て
は
、
四
千
円
） 

ハ 

構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
要
す
る
場
合 

申

請
に
係
る
構
造
計
算
適
合
性
判
定
を
要
す
る
一 

の
建
築
物
ご
と
に
次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ

れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額 

⑴ 

判
定
対
象
床
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

㈠ 

㈡
以
外
の
も
の 

十
六
万
六
千
八
百
円 

㈡ 
構
造
計
算
が
大
臣
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
行
わ
れ
る
も
の 

十
一
万
五
千
三
百
五
十
円 

⑵ 

判
定
対
象
床
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を

超
え
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

㈠ 

㈡
以
外
の
も
の 

二
十
二
万
二
千
四
百
五
十
円 

㈡ 

構
造
計
算
が
大
臣
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
行
わ
れ
る
も
の 

十
四
万
三
千
七
百
円 

⑶ 

判
定
対
象
床
面
積
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

 

㈠ 

㈡
以
外
の
も
の 

 

二
十
五
万
五
千
円 

㈡ 

構
造
計
算
が
大
臣
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
行
わ
れ
る
も
の 

 
 

 
 

 
 

十
五
万
七
千
三
百
五
十
円 

⑷ 

判
定
対
象
床
面
積
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

 

㈠ 

㈡
以
外
の
も
の 

 

三
十
三
万
六
千
九
百
円 

㈡ 

構
造
計
算
が
大
臣
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
行
わ
れ
る
も
の 

十
九
万
九
千
三
百
五
十
円 

 



                                  

 

百
二 

都
市
の
低
炭

素
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
第
五
十

五
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
低
炭

素
建
築
物
新
築
等

計
画
の
変
更
の
認

定
の
申
請
に
対
す

る
審
査
（
次
号
に

規
定
す
る
審
査
を

除
く
。
） 

 
 

低
炭
素
建 

築
物
新
築 

等
計
画
変 

更
認
定
申 

請
手
数
料 

  

次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
て
得
た
金
額 

イ 

変
更
後
の
低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
が
都

市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
五
十

四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
を
示
す
書
類
が
提
出
さ
れ
た
場
合 

⑴ 

一
戸
建
て
の
住
宅 

 
 

 

二
千
五
百
円 

⑵ 

住
宅
用
途
を
含
む
建
築
物
の
住
戸
部
分 

次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定

め
る
額 

㈠ 

申
請
住
戸
数
が
一
戸
の
も
の 

 
二
千
五
百
円 

㈡ 

申
請
住
戸
数
が
一
戸
を
超
え
五
戸
以
内 

の
も
の 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
千
円 

㈢ 

申
請
住
戸
数
が
五
戸
を
超
え
十
戸
以
内

の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
千
円 

㈣ 

申
請
住
戸
数
が
十
戸
を
超
え
二
十
五
戸

以
内
の
も
の 

 
 

 

一
万
五
千
五
百
円 

㈤ 

申
請
住
戸
数
が
二
十
五
戸
を
超
え
五
十

戸
以
内
の
も
の 

 
 

 
 

二
万
六
千
円 

㈥ 

申
請
住
戸
数
が
五
十
戸
を
超
え
百
戸
以

内
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

四
万
七
千
円 

㈦ 

申
請
住
戸
数
が
百
戸
を
超
え
二
百
戸
以

内
の
も
の 

 
 

 
 

七
万
四
千
五
百
円 

㈧ 

申
請
住
戸
数
が
二
百
戸
を
超
え
三
百
戸

以
内
の
も
の 

 
 

 
 

 

九
万
四
千
円 

㈨ 

申
請
住
戸
数
が
三
百
戸
を
超
え
る
も
の 

⑸ 

判
定
対
象
床
面
積
が
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
も
の 

㈠ 

㈡
以
外
の
も
の 

六
十
一
万
九
千
三
百
五
十
円 

㈡ 

構
造
計
算
が
大
臣
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
行
わ
れ
る
も
の 

三
十
三
万
七
千
九
百
五
十
円 

 



                                  

 
 

 
 

 
 

十
万
五
百
円 

⑶ 

住
宅
用
途
を
含
む
建
築
物
（
住
戸
部
分
を

除
く
。
）
及
び
非
住
宅
建
築
物 

次
に
掲
げ

る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額 

㈠ 

床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル

以
内
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 

五
千
円 

㈡ 

床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

を
超
え
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

一
万
五
千
五
百
円 

㈢ 

床
面
積
の
合
計
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

四
万
七
千
円 

㈣ 
床
面
積
の
合
計
が
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

七
万
四
千
五
百
円 

㈤ 

床
面
積
の
合
計
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
二
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の

も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 
九
万
四
千
円 

㈥ 

床
面
積
の
合
計
が
二
万
五
千
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の 

十
一
万
七
千
五
百
円 

ロ 

イ
以
外
の
場
合 

⑴ 

一
戸
建
て
の
住
宅 

 
 

 

一
万
九
千
円 

⑵ 

住
宅
用
途
を
含
む
建
築
物
の
住
戸
部
分 

次
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定

め
る
額 

㈠ 

申
請
住
戸
数
が
一
戸
の
も
の 一

万
九
千
円 

㈡ 

申
請
住
戸
数
が
一
戸
を
超
え
五
戸
以
内

の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 

三
万
三
千
円 

㈢ 

申
請
住
戸
数
が
五
戸
を
超
え
十
戸
以
内

の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 

四
万
八
千
円 

㈣ 

申
請
住
戸
数
が
十
戸
を
超
え
二
十
五
戸

以
内
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 

七
万
円 

 



                                  

 
 

 

㈤ 

申
請
住
戸
数
が
二
十
五
戸
を
超
え
五
十

戸
以
内
の
も
の 

 
 

 

十
万
千
五
百
円 

㈥ 

申
請
住
戸
数
が
五
十
戸
を
超
え
百
戸
以

内
の
も
の 

 
 

 
 

 

十
五
万
五
百
円 

㈦ 

申
請
住
戸
数
が
百
戸
を
超
え
二
百
戸
以

内
の
も
の 

 
 

 

二
十
万
五
千
五
百
円 

㈧ 

申
請
住
戸
数
が
二
百
戸
を
超
え
三
百
戸 

 

以
内
の
も
の 

 

二
十
六
万
九
千
五
百
円 

㈨ 

申
請
住
戸
数
が
三
百
戸
を
超
え
る
も
の 

三
十
一
万
六
千
五
百
円 

⑶ 

共
同
住
宅
の
共
用
部
分 

次
に
掲
げ
る 

区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額 

㈠ 
床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル

以
内
の
も
の 

 
 

 

五
万
五
千
五
百
円 

㈡ 

床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

 
 

 
 

 
 

 

九
万
六
千
円 

㈢ 

床
面
積
の
合
計
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

十
五
万
千
五
百
円 

㈣ 

床
面
積
の
合
計
が
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

十
九
万
七
千
円 

㈤ 

床
面
積
の
合
計
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
二
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の

も
の 

 
 

 
 

 
 

二
十
三
万
七
千
円 

㈥ 

床
面
積
の
合
計
が
二
万
五
千
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の 二

十
七
万
六
千
五
百
円 

⑷ 

住
宅
用
途
を
含
む
建
築
物
の
住
宅
用
途
以

外
の
部
分
及
び
非
住
宅
建
築
物 

次
に
掲
げ

る
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額 

㈠ 

床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

以
内
の
も
の 

 
 

 
 

十
二
万
五
千
円 

 



                                

（
埼
玉
県
証
紙
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

埼
玉
県
証
紙
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

百
三 

都
市
の
低
炭

素
化
の
促
進
に
関

す
る
法
律
第
五
十

五
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
低
炭

素
建
築
物
新
築
等

計
画
の
変
更
の
認

定
の
申
請
（
同
条

第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第

五
十
四
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
申

出
を
伴
う
申
請
に

限
る
。
）
に
対
す

る
審
査 

 

建
築
基
準 

関
係
規
定 

適
合
の
審 

査
の
申
出 

を
伴
う
低 

炭
素
建
築 

物
新
築
等 

計
画
変
更 

認
定
申
請 

手
数
料 

 

 

第
百
一
号
金
額
の
欄
イ
の
額
に
、
前
号
に
規
定
す

る
合
算
し
て
得
た
金
額
を
加
算
し
、
第
百
一
号
金

額
の
欄
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
当

該
ロ
又
は
ハ
に
定
め
る
額
を
更
に
加
算
し
て
得
た

金
額 

 

㈡ 

床
面
積
の
合
計
が
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

二
十
万
六
千
円 

㈢ 

床
面
積
の
合
計
が
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

二
十
九
万
五
千
五
百
円 

㈣ 

床
面
積
の
合
計
が
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の 

三
十
六
万
五
千
五
百
円 

㈤ 

床
面
積
の
合
計
が
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
二
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の

も
の 

 
 

 
 

四
十
三
万
三
千
五
百
円 

㈥ 

床
面
積
の
合
計
が
二
万
五
千
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も
の 四

十
九
万
四
千
五
百
円 

 



 
 

別
表
埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
項
中
第
三
百
六
十
一
号

を
第
三
百
六
十
五
号
と
し
、
第
三
百
四
十
四
号
か
ら
第
三
百
六
十
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
三
百
四
十
三
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。 

       
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

三
百
四
十
四 

低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
認
定
申
請
手
数
料 

三
百
四
十
五 

建
築
基
準
関
係
規
定
適
合
の
審
査
の
申
出
を
伴
う
低
炭
素
建
築
物
新
築
等

計
画
認
定
申
請
手
数
料 

三
百
四
十
六 

低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
変
更
認
定
申
請
手
数
料 

三
百
四
十
七 

建
築
基
準
関
係
規
定
適
合
の
審
査
の
申
出
を
伴
う
低
炭
素
建
築
物
新
築
等

計
画
変
更
認
定
申
請
手
数
料 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県

条
例
第
五
十
六
号
）（
地
域
政
策
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
の
推
進
を
図
る
た
め
、
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
市
町

村
が
処
理
す
る
こ
と
と
し
、
及
び
規
定
の
整
備
を
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

新
た
に
移
譲
を
行
う
事
務
（
五
事
務
） 

㈡ 

処
理
す
る
市
町
村
が
拡
大
す
る
事
務
等
（
三
十
四
事
務
） 

㈢ 

規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日 

 
 

た
だ
し
、
二
㈡
の
う
ち
「
一
般
旅
券
の
申
請
受
理
、
交
付
等
」
の
一
部
市
町
村
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
五
年
六
月
一
日
、
十
月
一
日
又
は
十
一
月
五
日
、
二
㈢
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
公
布

の
日 



条 
 

例 

 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

第
一
条 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
埼
玉
県
条
例

第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
十
五
項
第
一
号
事
務
の
欄
及
び
第
二
号
事
務
の
欄
中
「
第
五
条
第
六
項
（
法
」
の
下

に
「
第
四
十
八
条
第
九
項
、
」
を
、
「
第
八
十
五
条
の
三
第
四
項
」
の
下
に
「
及
び
第
十
項
」

を
加
え
、
「
及
び
第
九
十
六
条
の
二
第
七
項
」
を
「
、
第
八
十
七
条
の
三
第
六
項
、
第
九
十
六

条
の
二
第
七
項
並
び
に
第
九
十
六
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
市
町
村
の
欄
中
「
さ

い
た
ま
市
、
川
越
市
、
熊
谷
市
、
川
口
市
、
行
田
市
、
秩
父
市
、
所
沢
市
、
飯
能
市
、
加
須
市
、

本
庄
市
、
東
松
山
市
、
春
日
部
市
、
狭
山
市
、
羽
生
市
、
鴻
巣
市
、
深
谷
市
、
上
尾
市
、
草
加

市
、
越
谷
市
、
蕨
市
、
戸
田
市
、
入
間
市
、
朝
霞
市
、
志
木
市
、
和
光
市
、
新
座
市
、
桶
川
市
、

久
喜
市
、
北
本
市
、
八
潮
市
、
富
士
見
市
、
三
郷
市
、
蓮
田
市
、
坂
戸
市
、
幸
手
市
、
鶴
ケ
島

市
、
日
高
市
、
吉
川
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
白
岡
市
」
を
「
各
市
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
四
十
項
第
一
号
事
務
の
欄
３
中
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
に
改

め
、
「
第
十
三
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
」
を
加
え
る
。 

別
表
第
四
十
一
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
下
に
「
（
平
成
十
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
」

を
、
「
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
」

の
下
に
「
（
平
成
十
八
年
政
令
第
七
十
号
）
」
を
、
「
改
正
前
の
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査

技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
の
下
に
「
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
二
十
六
号
）
」
を

加
え
、
「
第
三
条
、
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
す
る
。 

別
表
第
四
十
四
項
事
務
の
欄
中
「
も
の
」
の
下
に
「
（
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
県

が
施
行
す
る
住
宅
地
区
改
良
事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
市
町
村
の
欄
中

「
行
田
市
、
秩
父
市
、
飯
能
市
、
加
須
市
、
本
庄
市
、
東
松
山
市
、
狭
山
市
、
羽
生
市
、
鴻
巣

市
、
上
尾
市
、
戸
田
市
、
入
間
市
、
朝
霞
市
、
志
木
市
、
和
光
市
、
新
座
市
、
桶
川
市
、
久
喜

市
、
八
潮
市
、
三
郷
市
、
蓮
田
市
、
坂
戸
市
、
幸
手
市
、
鶴
ケ
島
市
、
日
高
市
、
吉
川
市
、
ふ

じ
み
野
市
、
」
を
削
る
。 

別
表
第
五
十
一
項
第
一
号
事
務
の
欄
１
中
「
指
示
」
の
下
に
「
（
販
売
業
者
（
卸
売
業
者
を

埼
玉
県
条
例
第
五
十
六
号



除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
及
び
店
舗
が
一
の
市
町
村
の
区
域
内
の
み
に
あ
る

も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
欄
２
中
「
受
理
」
の
下
に
「
（
販
売
業
者
（
卸

売
業
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
及
び
店
舗
が
一
の
市
町
村
の
区
域
内
の

み
に
あ
る
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
欄
３
中
「
調
査
」
の
下
に
「
（
販
売

業
者
（
卸
売
業
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
及
び
店
舗
が
一
の
市
町
村
の

区
域
内
の
み
に
あ
る
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
欄
４
中
「
及
び
立
入
検
査
」

を
「
（
販
売
業
者
（
卸
売
業
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
及
び
店
舗
が
一

の
市
町
村
の
区
域
内
の
み
に
あ
る
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
に
改
め
、
同
欄
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。 

５ 

法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査 

別
表
第
五
十
一
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
中
「
さ
い
た
ま
市
、
川
越
市
、
熊
谷
市
、
川
口
市
、

行
田
市
、
秩
父
市
、
所
沢
市
、
飯
能
市
、
加
須
市
、
本
庄
市
、
東
松
山
市
、
春
日
部
市
、
狭
山

市
、
羽
生
市
、
鴻
巣
市
、
深
谷
市
、
上
尾
市
、
草
加
市
、
越
谷
市
、
蕨
市
、
戸
田
市
、
入
間
市
、

朝
霞
市
、
志
木
市
、
和
光
市
、
新
座
市
、
桶
川
市
、
久
喜
市
、
北
本
市
、
八
潮
市
、
富
士
見
市
、

三
郷
市
、
蓮
田
市
、
坂
戸
市
、
幸
手
市
、
鶴
ケ
島
市
、
日
高
市
、
吉
川
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
白

岡
市
、
」
を
削
る
。 

別
表
第
八
十
九
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
中
「
、
所
沢
市
」
を
削
る
。 

別
表
第
九
十
六
項
第
二
号
事
務
の
欄
１
中
「
第
十
三
条
た
だ
し
書
、
」
を
削
る
。 

第
二
条 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

別
表
第
二
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
中
「
所
沢
市
」
の
下
に
「
、
鶴
ケ
島
市
」
を
加
え
る
。 

別
表
第
七
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
中
「
川
島
町
」
の
下
に
「
、
吉
見
町
」
を
加
え
、
同
項
第

二
号
市
町
村
の
欄
中
「
川
島
町
」
の
下
に
「
、
吉
見
町
、
小
鹿
野
町
」
を
加
え
る
。 

別
表
第
十
四
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
中
「
毛
呂
山
町
」
の
下
に
「
、
滑
川
町
」
を
加
え
る
。 

別
表
第
二
十
二
項
市
町
村
の
欄
中
「
吉
見
町
」
の
下
に
「
、
と
き
が
わ
町
」
を
加
え
る
。 

別
表
第
二
十
六
項
事
務
の
欄
中
「
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
」
及

び
「
同
法
」
を
「
法
」
に
、
「
第
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
六
十
九
条
」
に
改

め
、
同
項
市
町
村
の
欄
中
「
及
び
川
越
市
」
を
「
、
川
越
市
及
び
戸
田
市
」
に
改
め
、
同
項
を

同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

一 

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
。
以
下 

 

こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う 

 

ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
の
放
課 

 

後
児
童
健
全
育
成
事
業
及
び
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
に 

 

係
る
も
の
に
限
る
。
） 

戸
田
市 



別
表
第
二
十
九
項
市
町
村
の
欄
中
「
蓮
田
市
」
の
下
に
「
、
鶴
ケ
島
市
」
を
加
え
る
。 

別
表
第
三
十
項
市
町
村
の
欄
中
「
東
松
山
市
」
の
下
に
「
、
鴻
巣
市
」
を
加
え
る
。 

別
表
第
三
十
二
項
市
町
村
の
欄
中
「
松
伏
町
」
を
「
吉
見
町
、
松
伏
町
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
三
十
三
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
中
「
、
戸
田
市
」
及
び
「
、
日
高
市
」
を
削
り
、
同

項
第
二
号
市
町
村
の
欄
中
「
上
尾
市
」
の
下
に
「
、
戸
田
市
」
を
、
「
鶴
ケ
島
市
」
の
下
に
「
、

日
高
市
」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
市
町
村
の
欄
中
「
行
田
市
」
の
下
に
「
、
戸
田
市
」
を
、
「
久

喜
市
」
の
下
に
「
、
八
潮
市
、
日
高
市
」
を
加
え
る
。 

別
表
第
四
十
五
項
市
町
村
の
欄
中
「
皆
野
町
」
の
下
に
「
、
長

町
、
美
里
町
」
を
加
え
る
。 

別
表
第
四
十
六
項
第
一
号
事
務
の
欄
中
「
、
薬
事
法
施
行
令
」
を
「
及
び
薬
事
法
施
行
令
」

に
改
め
、
「
及
び
薬
事
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働

省
令
第
十
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
改
正
省
令
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
欄
１
中
「
附

則
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
行
う
既
存
薬
種
商
に
係
る
業
務
及
び
同
法
」
を
削
り
、
同

欄
８
を
削
り
、
同
欄
７
中
「
除
く
。
）
」
の
下
に
「
に
係
る
も
の
に
限
る
。
」
を
加
え
、
同
欄

７
を
同
欄
８
と
し
、
同
欄
６
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

７ 

法
第
六
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
及
び
立
入
検
査 

別
表
第
四
十
六
項
第
一
号
事
務
の
欄

19
を
削
る
。 

別
表
第
四
十
八
項
第
一
号
市
町
村
の
欄
、
同
項
第
二
号
市
町
村
の
欄
及
び
同
項
第
三
号
市
町

村
の
欄
中
「
秩
父
市
」
の
下
に
「
、
加
須
市
」
を
、
「
幸
手
市
」
の
下
に
「
、
鶴
ケ
島
市
」
を

加
え
、
同
項
第
四
号
市
町
村
の
欄
中
「
戸
田
市
」
を
「
行
田
市
、
加
須
市
、
戸
田
市
、
久
喜
市
」

に
改
め
、
「
幸
手
市
」
の
下
に
「
、
鶴
ケ
島
市
」
を
加
え
る
。 

別
表
第
五
十
一
項
第
二
号
市
町
村
の
欄
中
「
三
芳
町
」
の
下
に
「
、
滑
川
町
、
吉
見
町
」
を

加
え
る
。 

別
表
第
六
十
項
第
二
号
市
町
村
の
欄
中
「
松
伏
町
」
を
「
吉
見
町
、
松
伏
町
」
に
改
め
る
。 

別
表
第
六
十
二
項
第
五
号
市
町
村
の
欄
及
び
同
項
第
六
号
市
町
村
の
欄
中
「
杉
戸
町
」
の
下

に
「
、
松
伏
町
」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
市
町
村
の
欄
中
「
行
田
市
」
の
下
に
「
、
加
須
市
、

戸
田
市
、
朝
霞
市
、
志
木
市
」
を
加
え
、
同
項
第
十
号
市
町
村
の
欄
中
「
、
松
伏
町
」
を
削
る
。 

別
表
第
六
十
三
項
第
六
号
市
町
村
の
欄
中
「
八
潮
市
」
の
下
に
「
、
富
士
見
市
」
を
加
え
、

同
項
第
八
号
市
町
村
の
欄
及
び
同
項
第
九
号
市
町
村
の
欄
中
「
さ
い
た
ま
市
、
川
越
市
、
熊
谷

市
、
川
口
市
、
行
田
市
、
秩
父
市
、
所
沢
市
、
飯
能
市
、
加
須
市
、
本
庄
市
、
東
松
山
市
、
春

日
部
市
、
狭
山
市
、
羽
生
市
、
鴻
巣
市
、
深
谷
市
、
上
尾
市
、
草
加
市
、
越
谷
市
、
蕨
市
、
戸

 

１ 

法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理 

 

２ 

法
第
七
十
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
並
び
に
検
査 

 
 

及
び
調
査 

 
３ 

法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
及
び
命
令 

 



田
市
、
入
間
市
、
朝
霞
市
、
志
木
市
、
和
光
市
、
新
座
市
、
桶
川
市
、
久
喜
市
、
北
本
市
、
八

潮
市
、
三
郷
市
、
蓮
田
市
、
坂
戸
市
、
幸
手
市
、
鶴
ケ
島
市
、
日
高
市
、
吉
川
市
、
ふ
じ
み
野

市
、
白
岡
市
」
を
「
各
市
」
に
改
め
、
同
項
中
第
十
二
号
を
削
り
、
第
十
三
号
を
第
十
二
号
と

す
る
。 

別
表
中
第
百
五
項
を
第
百
九
項
と
し
、
第
百
四
項
を
第
百
八
項
と
し
、
第
百
三
項
を
第
百
七

項
と
す
る
。 

別
表
第
百
二
項
中
第
十
三
号
を
第
十
四
号
と
し
、
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
下
げ
、
同
項
第
九
号
市
町
村
の
欄
中
「
熊
谷
市
」
の
下
に
「
、
行
田
市
、
秩
父
市
、
所
沢

市
、
飯
能
市
、
加
須
市
、
本
庄
市
、
東
松
山
市
、
深
谷
市
、
上
尾
市
」
を
、
「
草
加
市
」
の
下

に
「
、
越
谷
市
、
戸
田
市
、
朝
霞
市
、
久
喜
市
、
蓮
田
市
、
坂
戸
市
、
幸
手
市
、
鶴
ケ
島
市
、

日
高
市
、
吉
川
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
白
岡
市
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第

八
号
市
町
村
の
欄
中
「
日
高
市
」
の
下
に
「
、
吉
川
市
」
を
、
「
嵐
山
町
」
の
下
に
「
、
小
川

町
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
を
第
七

号
と
し
、
同
項
第
五
号
市
町
村
の
欄
中
「
熊
谷
市
、
」
及
び
「
、
草
加
市
」
を
削
り
、
同
号
を

同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
、
同
項
を
同
表
第
百
六
項
と
す
る
。 

五 

条
例
及
び
規
則
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も

の １ 

条
例
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
の
受
理
（
ば

い
煙
（
工
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
粉
じ
ん
に
係

る
も
の
に
限
る
。
） 

２ 

条
例
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
（
１
の
請
求

に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

３ 

条
例
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
五
十
三
条
第
一
項
、
第

五
十
四
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
五
十
八
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
（
ば
い
煙
（
工
場
に
係
る

も
の
を
除
く
。
）
及
び
粉
じ
ん
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

４ 

条
例
第
五
十
六
条
及
び
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
命
令
（
ば
い
煙
（
工
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び

粉
じ
ん
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

５ 

条
例
第
五
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
短
縮

（
ば
い
煙
（
工
場
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の

に
限
る
。
） 

６ 

条
例
第
百
十
三
条
第
三
項
（
条
例
第
百
十
五
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届 

熊
谷
市
、
草
加

市 



別
表
中
第
百
一
項
を
第
百
五
項
と
し
、
第
九
十
四
項
か
ら
第
百
項
ま
で
を
四
項
ず
つ
繰
り
下

げ
る
。 

別
表
第
九
十
三
項
市
町
村
の
欄
中
「
加
須
市
」
の
下
に
「
、
草
加
市
」
を
、
「
越
谷
市
」
の

下
に
「
、
朝
霞
市
」
を
、
「
志
木
市
」
の
下
に
「
、
和
光
市
」
を
、
「
八
潮
市
」
の
下
に
「
、

三
郷
市
」
を
、
「
蓮
田
市
」
の
下
に
「
、
坂
戸
市
、
幸
手
市
、
鶴
ケ
島
市
、
吉
川
市
」
を
加
え
、

同
項
を
同
表
第
九
十
七
項
と
し
、
同
表
中
第
九
十
二
項
を
第
九
十
六
項
と
し
、
第
九
十
一
項
を

第
九
十
四
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

出
の
受
理
（
条
例
第
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

工
場
等
（
工
場
を
除
く
。
）
の
う
ち
、
別
に
規
則
で
定
め

る
指
定
工
場
等
に
係
る
事
務
に
限
る
。
） 

７ 

条
例
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
（
条
例

第
百
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
工
場
等
（
工
場
を

除
く
。
）
の
う
ち
、
別
に
規
則
で
定
め
る
指
定
工
場
等
に

係
る
事
務
に
限
る
。
） 

８ 

条
例
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
（
１ 

 

か
ら
７
ま
で
の
事
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

９ 

条
例
第
百
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
及
び
資
料
の 

 

徴
収
（
１
か
ら
７
ま
で
の
事
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

 

 

 

米
穀
等
の
取
引
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及
び
産
地
情
報 

の
伝
達
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
二
十
六 

号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ 

加
須
市
、
吉
見

町
、
神
川
町 

95

 
 

 
 

 

く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の 

１ 

法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
（
米
穀
事 

 

業
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
並
び
に
事
業 

 

場
及
び
店
舗
が
一
の
市
町
村
の
区
域
内
の
み
に
あ
る 

 

も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

２ 

法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
（
１
の
勧 

 

告
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

３ 

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
及 

 

び
立
入
検
査
（
米
穀
事
業
者
又
は
米
穀
等
の
運
送
業 

 

者
若
し
く
は
倉
庫
業
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
た
る
事 

 

務
所
並
び
に
事
業
場
及
び
店
舗
が
一
の
市
町
村
の
区 

 

域
内
の
み
に
あ
る
も
の
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

 

別
表
中
第
九
十
項
を
第
九
十
三
項
と
し
、
第
八
十
九
項
を
第
九
十
二
項
と
す
る
。 



別
表
第
八
十
八
項
第
三
号
市
町
村
の
欄
中
「
さ
い
た
ま
市
、
川
越
市
、
熊
谷
市
、
川
口
市
、

行
田
市
、
秩
父
市
、
所
沢
市
、
飯
能
市
、
加
須
市
、
本
庄
市
、
東
松
山
市
、
春
日
部
市
、
狭
山

市
、
羽
生
市
、
鴻
巣
市
、
深
谷
市
、
上
尾
市
、
草
加
市
、
越
谷
市
、
蕨
市
、
戸
田
市
、
入
間
市
、

朝
霞
市
、
志
木
市
、
和
光
市
、
新
座
市
、
桶
川
市
、
久
喜
市
、
北
本
市
、
八
潮
市
、
富
士
見
市
、

三
郷
市
、
蓮
田
市
、
坂
戸
市
、
幸
手
市
、
鶴
ケ
島
市
、
日
高
市
、
吉
川
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
白

岡
市
」
を
「
各
市
」
に
改
め
、
「
嵐
山
町
」
の
下
に
「
、
小
川
町
」
を
、
「
皆
野
町
」
の
下
に

「
、
長

町
、
小
鹿
野
町
」
を
加
え
、
同
項
を
同
表
第
九
十
一
項
と
す
る
。 

別
表
第
八
十
七
項
事
務
の
欄
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
七
十
八
号
）
」
及
び
「
同
法
」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
項
市
町
村
の
欄
中
「
北

本
市
」
の
下
に
「
、
八
潮
市
、
幸
手
市
」
を
加
え
、
同
項
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
に
第
一

号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
、
同
項
を
同
表
第
九
十
項
と
す
る
。 

一 

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
七
十
八
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
六
十
七
号
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
及
び
マ
ン
シ

ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平

成
十
四
年
国
土
交
通
省
令
第
百
十
六
号
。
以
下
こ
の
号
に
お

い
て
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、

次
に
掲
げ
る
も
の 

１ 

法
第
九
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
八

条
第
四
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
、
第
五
十
条
第
一
項
、

第
五
十
一
条
第
三
項
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
五
十
七

条
第
一
項
後
段
（
法
第
六
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
九
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
認
可 

２ 

法
第
十
一
条
第
一
項
（
法
第
三
十
四
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
縦
覧 

３ 

法
第
十
一
条
第
二
項
（
法
第
三
十
四
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
意
見
書
の

受
理 

４ 

法
第
十
一
条
第
三
項
（
法
第
三
十
四
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
審
査
、
命

令
及
び
通
知 

松
伏
町 



５ 

法
第
十
一
条
第
五
項
（
法
第
三
十
四
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
申
告
の
受

理 

６ 

法
第
十
四
条
第
一
項
（
法
第
三
十
四
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四
十
九
条
第
一
項

（
法
第
五
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含 

 

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
告
及
び
図
書
の
送
付 

７ 

法
第
二
十
四
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
の

受
理 

８ 

法
第
二
十
五
条
第
一
項
及
び
第
五
十
一
条
第
六
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
の
受
理 

９ 

法
第
二
十
五
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
第
六
項
及
び
第

五
十
一
条
第
七
項
、
法
第
五
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
四
十
九
条
第
一
項
並
び
に
法
第
九
十
九
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
公
告 

 
 

法
第
四
十
一
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
受

託 

 
 

法
第
四
十
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
申

出 

 
 

法
第
四
十
二
条
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
承
認 

 
 

法
第
九
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
及
び
資
料

の
徴
収
、
勧
告
、
助
言
並
び
に
援
助 

 
 

法
第
九
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令 

 
 

法
第
九
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
検

査 

 
 

法
第
九
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
の
取
消
し
、

変
更
及
び
停
止
並
び
に
命
令 

 
 

法
第
九
十
八
条
第
四
項
及
び
第
九
十
九
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
認
可
の
取
消
し 

 
 

法
第
九
十
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
総
会
及
び
総
代

会
の
招
集 

 
 

法
第
九
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
解
任
の
投
票
の

実
施 

 

10

 

11

 

12

 

13

 

1415

 

16

 

17

 

18

 

19



別
表
第
八
十
六
項
を
同
表
第
八
十
九
項
と
す
る
。 

別
表
第
八
十
五
項
市
町
村
の
欄
中
「
幸
手
市
」
の
下
に
「
、
鶴
ケ
島
市
、
松
伏
町
」
を
加
え
、

同
項
を
同
表
第
八
十
八
項
と
し
、
同
表
第
八
十
二
項
か
ら
第
八
十
四
項
ま
で
を
三
項
ず
つ
繰
り

下
げ
る
。 

別
表
第
八
十
一
項
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。 

 
 

法
第
九
十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
議
決
、
選
挙
、

当
選
及
び
解
任
の
投
票
の
取
消
し 

 
 

法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
、
処
分
の

取
消
し
、
変
更
及
び
停
止
並
び
に
命
令 

 
 

法
第
百
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理 

 
 

施
行
令
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
十
四

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
承
認 

 
 

施
行
令
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行 

 

令
第
七
条
第
二
項
及
び
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公 

 

告 

 
 

施
行
令
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行 

 

令
第
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
選
任 

 
 

施
行
令
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行 

 

令
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理 

 
 

施
行
令
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行 

 

令
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
受
理 

 
 

施
行
令
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行 

 

令
第
八
条
第
八
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
及
び
第
十
条
第
一 

 

項
の
規
定
に
よ
る
指
名 

 
 

施
行
令
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行 

 

令
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
存 

 
 

施
行
令
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行 

 

令
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
受
理 

 
 

施
行
令
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行 

 

令
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
決
定 

 
 

施
行
規
則
第
六
十
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の 

 

規
定
に
よ
る
公
告
の
掲
示 

 

二 

法
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
介
護
老

人
保
健
施
設
に
係
る
も
の
を
除
く
。
） 

和
光
市 

20 

 

21 

 
22 23 

 

24 

  

25 

 

26 

 

27 

 

28 

  

29 

 

30 

 

31 

 

32 

 



１ 

法
第
四
十
一
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
四

十
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
指
定 

２ 

法
第
七
十
条
第
六
項
（
法
第
七
十
条
の
二
第
四
項
（
法

第
百
十
五
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

及
び
第
七
十
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
及
び
第
八
十
六
条
第
三
項
（
法
第
八
十
六
条
の

二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定

に
よ
る
通
知
及
び
意
見
の
聴
取 

３ 

法
第
七
十
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
の
受
理 

４ 

法
第
七
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
七
十
二
条
第

一
項
た
だ
し
書
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
百
十
五
条
の
十

一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

申
出
の
受
理 

５ 

法
第
七
十
五
条
、
第
八
十
二
条
、
第
八
十
九
条
、
第
百

十
五
条
の
五
並
び
に
第
百
十
五
条
の
三
十
二
第
二
項
第
一

号
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理 

６ 

法
第
七
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第
八
十
三
条
の
二
第
一

項
、
第
九
十
一
条
の
二
第
一
項
、
第
百
十
五
条
の
八
第
一

項
及
び
第
百
十
五
条
の
三
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧

告 

７ 

法
第
七
十
六
条
の
二
第
二
項
、
第
八
十
三
条
の
二
第
二

項
、
第
九
十
一
条
の
二
第
二
項
、
第
百
十
五
条
の
八
第
二

項
及
び
第
百
十
五
条
の
三
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公

表 

８ 

法
第
七
十
六
条
の
二
第
三
項
、
第
八
十
三
条
の
二
第
三

項
、
第
九
十
一
条
の
二
第
三
項
、
第
百
十
五
条
の
八
第
三

項
及
び
第
百
十
五
条
の
三
十
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命

令 

９ 

法
第
七
十
六
条
の
二
第
四
項
、
第
七
十
八
条
、
第
八
十

三
条
の
二
第
四
項
、
第
八
十
五
条
、
第
九
十
一
条
の
二
第

四
項
、
第
九
十
三
条
、
第
百
十
五
条
の
八
第
四
項
、
第
百

十
五
条
の
十
及
び
第
百
十
五
条
の
三
十
四
第
四
項
の
規
定

に
よ
る
公
示 

 



 
 

法
第
七
十
六
条
の
二
第
五
項
、
第
七
十
七
条
第
二
項
、

第
八
十
三
条
の
二
第
五
項
、
第
八
十
四
条
第
二
項
、
第
九

十
一
条
の
二
第
五
項
、
第
九
十
二
条
第
二
項
、
第
百
十
五

条
の
八
第
五
項
及
び
第
百
十
五
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
通
知
の
受
理 

 
 

法
第
七
十
七
条
第
一
項
、
第
八
十
四
条
第
一
項
、
第
九

十
二
条
第
一
項
、
第
百
十
五
条
の
九
第
一
項
及
び
第
百
十

五
条
の
三
十
五
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
及

び
効
力
の
停
止 

 
 

法
第
百
十
五
条
の
三
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、 

 

出
頭
の
要
求
及
び
立
入
検
査 

 
 

法
第
百
十
五
条
の
三
十
四
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知 

 

三 

法
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
介
護
老

人
保
健
施
設
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

１ 

法
第
九
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
法
第
九
十
四
条

の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び

に
第
九
十
八
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
許
可 

２ 

法
第
九
十
四
条
第
六
項
（
法
第
九
十
四
条
の
二
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通

知
及
び
意
見
の
聴
取 

３ 

法
第
九
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
承
認 

４ 

法
第
九
十
九
条
、
法
第
百
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
医

療
法
第
九
条
第
二
項
及
び
第
十
五
条
第
三
項
並
び
に
法
第

百
十
五
条
の
三
十
二
第
二
項
第
一
号
、
第
三
項
及
び
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理 

５ 

法
第
百
条
第
三
項
、
第
百
三
条
第
五
項
及
び
第
百
四
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理 

６ 

法
第
百
一
条
、
第
百
二
条
第
一
項
、
第
百
三
条
第
三
項

及
び
第
百
十
五
条
の
三
十
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令 

７ 

法
第
百
三
条
第
一
項
及
び
第
百
十
五
条
の
三
十
四
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
勧
告 

８ 

法
第
百
三
条
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
三
十
四
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
公
表 

９ 

法
第
百
三
条
第
四
項
、
第
百
四
条
の
二
及
び
第
百
十
五 

和
光
市 

12 

 

13 10 

    

11 



 

条
の
三
十
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
示 

 
 

法
第
百
四
条
第
一
項
及
び
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
六

項
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し
及
び
効
力
の
停
止 

 
 

法
第
百
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
医
療
法
第
三
十
条
の

規
定
に
よ
る
弁
明
の
機
会
の
付
与 

 

法
第
百
十
五
条
の
三
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、 

出
頭
の
要
求
及
び
立
入
検
査 

 
 

 

法
第
百
十
五
条
の
三
十
四
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知 

 

四 

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年

法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二

十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、

次
に
掲
げ
る
も
の 

１ 

旧
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定 

２ 

旧
法
第
七
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
申

出
の
受
理 

３ 

旧
法
第
百
七
条
第
五
項
（
旧
法
第
百
七
条
の
二
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通

知
及
び
意
見
の
聴
取 

４ 

旧
法
第
百
十
一
条
並
び
に
第
百
十
五
条
の
三
十
二
第
二

項
第
一
号
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の

受
理 

５ 

旧
法
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
百
十
五
条
の
三

十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告 

６ 

旧
法
第
百
十
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第
百
十
五
条
の
三

十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表 

７ 

旧
法
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
及
び
第
百
十
五
条
の
三

十
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令 

８ 

旧
法
第
百
十
三
条
の
二
第
四
項
、
第
百
十
五
条
及
び
第

百
十
五
条
の
三
十
四
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
示 

９ 

旧
法
第
百
十
三
条
の
二
第
五
項
及
び
第
百
十
四
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理 

 
 

旧
法
第
百
十
四
条
第
一
項
及
び
第
百
十
五
条
の
三
十
五 

和
光
市 

13 10 

 

11 

 

12 10 



 
 

別
表
第
八
十
一
項
を
同
表
第
八
十
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

第
六
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
及
び
効
力
の
停
止 

 
 

旧
法
第
百
十
五
条
の
三
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命

令
、
出
頭
の
要
求
及
び
立
入
検
査 

 

                           

84 

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
。 

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
特
定
非

営
利
活
動
促
進
法
の
施
行
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
年
埼

玉
県
条
例
第
五
十
四
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
条
例
」

と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

（
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
内
に
事
務
所
を
設
置
す
る
特

定
非
営
利
活
動
法
人
に
係
る
も
の
を
除
く
。
） 

１ 

法
第
十
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
四
項
、
第
二

十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
る
申
請
書
の
受
理 

２ 

法
第
十
条
第
二
項
（
法
第
二
十
五
条
第
五
項
及
び

第
三
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
告
及
び
縦
覧 

３ 

法
第
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
三
項
、
第

三
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
十
四
条
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
認
証 

４ 

法
第
十
二
条
第
三
項
（
法
第
二
十
五
条
第
五
項
及

び
第
三
十
四
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
通
知 

５ 

法
第
十
三
条
第
二
項
（
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
三
条

第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
六
項
、
第
三
十
一
条
第
四

項
、
第
三
十
一
条
の
八
及
び
第
三
十
二
条
の
三
の
規

定
に
よ
る
届
出
の
受
理 

６ 

法
第
十
三
条
第
三
項
（
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
四
十

三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
証
の
取

消
し 

７ 

法
第
十
七
条
の
三
及
び
第
十
七
条
の
四
の
規
定
に

よ
る
選
任 

志
木
市 

11 



別
表
第
八
十
項
を
同
表
第
八
十
一
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

     

 

８ 

法
第
十
八
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理 

９ 

法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
受

理 

 
 

法
第
二
十
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
登
記
事
項

証
明
書
の
受
理 

 
 

法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
事
業
報
告
書
等
の 

 

受
理 

 
 

法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
及
び
謄
写 

 
 

法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定 

 
 

法
第
三
十
二
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調
査

の
受
託 

 
 

法
第
三
十
二
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
意
見

の
申
出 

 
 

法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴

収
及
び
立
入
検
査 

 
 

法
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令 

 
 

法
第
四
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
交

付 

 
 

法
第
四
十
三
条
の
二
（
法
第
十
二
条
の
二
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
意
見

の
聴
取 

 
 

法
第
四
十
三
条
の
三
（
法
第
十
二
条
の
二
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
意
見

の
受
理 

 
 

法
第
七
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
照
会
及
び
協
力
の

要
請 

 
 

条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
場
所
の
指
定 

 
 

条
例
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
縦
覧
及
び
閲
覧 
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15 

 

16 

 

17 18 

 

19 

  

20 

  

21 

 

22 23 

 

一 

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に 

 

関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
。
以
下
こ 

 

の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
、
密
集
市
街
地
に 

 

お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行 

 

令
（
平
成
九
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
。
以
下
こ
の
号 

さ
い
た
ま
市 

10 

 
11 



 

 

に
お
い
て
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
及
び
密
集
市
街
地 

 

に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施 

 

行
規
則
（
平
成
九
年
建
設
省
令
第
十
五
号
。
以
下
こ
の 

 

項
に
お
い
て
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事 

 
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の 

 

１ 
法
第
百
二
十
二
条
第
一
項
、
第
百
二
十
九
条
第
一 

項
、
法
第
百
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再
開

発
法
第
七
条
の
十
七
第
四
項
並
び
に
法
第
百
三
十
二

条
第
一
項
、
第
百
三
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま

で
、
第
百
五
十
七
条
第
一
項
、
第
百
六
十
三
条
第
四

項
、
第
百
六
十
五
条
第
一
項
、
第
百
七
十
二
条
第
一

項
、
第
百
七
十
五
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十
八
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可 

２ 

法
第
百
二
十
二
条
第
三
項
（
法
第
百
二
十
九
条
第

二
項
、
第
百
三
十
六
条
第
四
項
、
第
百
五
十
七
条
第

二
項
、
第
百
六
十
五
条
第
二
項
、
第
百
七
十
二
条
第

二
項
及
び
第
百
七
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
聴
取 

３ 

法
第
百
二
十
八
条
第
一
項
（
法
第
百
二
十
九
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百

四
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

法
第
百
五
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
並
び
に
第
百
七
十
一
条
第
一
項
（
法
第

百
七
十
二
条
第
二
項
及
び
第
百
七
十
五
条
第
二
項
に

 

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

公
告
及
び
図
書
の
送
付 

４ 

法
第
百
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再
開
発

法
第
七
条
の
十
七
第
七
項
及
び
法
第
百
四
十
八
条
第

 

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再
開
発
法
第
二
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理 

５ 

法
第
百
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再
開
発

法
第
七
条
の
十
七
第
八
項
、
法
第
百
三
十
二
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
二
十
八
条
第
一
項
、

法
第
百
四
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市

 



                               

再
開
発
法
第
二
十
八
条
第
二
項
、
法
第
百
六
十
三
条

第
六
項
、
法
第
百
七
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用 

す
る
法
第
百
七
十
一
条
第
一
項
並
び
に
法
第
二
百
六

十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
百
七
十
一
条
第
五
項
の
規

定
に
よ
る
公
告 

６ 
法
第
百
三
十
一
条
第
一
項
、
法
第
百
六
十
四
条
に

お
い
て
準
用
す
る
都
市
再
開
発
法
第
四
十
九
条
及
び

法
第
百
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認 

７ 

法
第
百
四
十
条
第
一
項
（
法
第
百
五
十
七
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
事

業
計
画
の
送
付 

８ 

法
第
百
四
十
条
第
三
項
（
法
第
百
五
十
七
条
第
二

項
、
第
百
六
十
九
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

意
見
書
の
受
理 

９ 

法
第
百
四
十
条
第
四
項
（
法
第
百
五
十
七
条
第
二

項
、
第
百
六
十
九
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

審
査
、
命
令
及
び
通
知 

 
 

法
第
百
四
十
条
第
六
項
（
法
第
百
五
十
七
条
第
二

項
、
第
百
六
十
九
条
及
び
第
百
七
十
二
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

申
告
の
受
理 

 
 

法
第
百
四
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
都

 

市
再
開
発
法
第
二
十
七
条
第
四
項
第
三
号
の
規
定
に

 

よ
る
報
告
の
受
理 

 
 

法
第
百
四
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
都

市
再
開
発
法
第
二
十
七
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
事

業
報
告
書
、
収
支
決
算
書
及
び
財
産
目
録
の
受
理 

 
 

法
第
百
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再
開

発
法
第
四
十
八
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調
査

の
受
託 

 
 

法
第
百
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再
開

発
法
第
四
十
八
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
意
見

 

10 

   

11 

  

12 

  

13 

  

14 



82 

                         

 

の
申
出 

 
 

法
第
百
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再
開

発
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
承
認 

 
 

法
第
二
百
四
条
第
一
項
後
段
（
同
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
百
七
十

七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
（
個
人
施
行
者
、

事
業
組
合
及
び
事
業
会
社
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

 
 

法
第
二
百
三
十
六
条
第
三
項
（
法
第
二
百
四
十
一

条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
る
承
認
（
個
人
施
行
者
、
事
業
組
合
及
び

事
業
会
社
に
係
る
も
の
に
限
る
。
） 

 
 

法
第
二
百
四
十
一
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
二
百
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
代
執
行

 
 

法
第
二
百
六
十
九
条
第
二
項
、
第
二
百
七
十
条
第

四
項
及
び
第
二
百
七
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

認
可
の
取
消
し 

 
 

施
行
令
第
二
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
承
認

 
 

施
行
令
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再

開
発
法
施
行
令
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公

告 

 
 

施
行
令
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再

開
発
法
施
行
令
第
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
令
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
書
面
の
受

理 

 
 

施
行
令
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再

開
発
法
施
行
令
第
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
令
第
十
三
条
第
八
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
及
び

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
名 

 
 

施
行
令
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再

開
発
法
施
行
令
第
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
令
第
十
三
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
選
任 

 
 

施
行
令
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再

開
発
法
施
行
令
第
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
令
第
十
三
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受

 

15 

 

16 

   

17 

   

18 

 

19 

  

20 21 

  

22 

   

23 

   

24 

  

25 



 

 

理 

 
 

施
行
令
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再

開
発
法
施
行
令
第
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
令
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
告 

 
 

施
行
令
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再

開
発
法
施
行
令
第
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
令
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
保
存 

 
 

施
行
令
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再

開
発
法
施
行
令
第
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
令
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
の
受

理 

 
 

施
行
令
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
再

開
発
法
施
行
令
第
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
令
第
十
六
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定

に
よ
る
決
定 

 
 

施
行
規
則
第
百
二
十
一
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び

第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
掲
示 

 

 

二 

法
及
び
施
行
規
則
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲

げ
る
も
の 

１ 

法
第
二
百
五
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
百
五
十
九

条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
決
定 

２ 

法
第
二
百
五
十
八
条
第
二
項
及
び
第
二
百
六
十
一

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告 

３ 

法
第
二
百
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知

の
受
理 

４ 

施
行
規
則
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

公
告
の
掲
示 

さ
い
た
ま
市 

 

三 

法
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の 

１ 

法
第
二
百
六
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令

２ 

法
第
二
百
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
百
七
十
一

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
、
処
分
の
取
消
し
、

変
更
及
び
停
止
並
び
に
命
令 

３ 

法
第
二
百
六
十
九
条
第
二
項
、
第
二
百
七
十
条
第

さ
い
た
ま
市 

26 

  

27 

  

28 

   

29 

   

30 

 

四
項
及
び
第
二
百
七
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る



別
表
中
第
七
十
九
項
を
第
八
十
項
と
し
、
第
七
十
八
項
を
第
七
十
九
項
と
す
る
。 

別
表
第
七
十
七
項
第
二
号
市
町
村
の
欄
中
「
加
須
市
」
を
「
熊
谷
市
、
川
口
市
、
行
田
市
、

所
沢
市
、
飯
能
市
、
加
須
市
、
本
庄
市
」
に
改
め
、
「
東
松
山
市
」
の
下
に
「
、
春
日
部
市
、

羽
生
市
、
鴻
巣
市
、
深
谷
市
、
上
尾
市
、
草
加
市
、
蕨
市
、
戸
田
市
、
朝
霞
市
」
を
、
「
和
光

市
」
の
下
に
「
、
新
座
市
」
を
、
「
久
喜
市
」
の
下
に
「
、
八
潮
市
、
蓮
田
市
、
坂
戸
市
、
幸

手
市
、
鶴
ケ
島
市
、
日
高
市
、
吉
川
市
、
ふ
じ
み
野
市
、
白
岡
市
」
を
、
「
嵐
山
町
」
の
下
に

「
、
小
川
町
、
川
島
町
、
吉
見
町
、
鳩
山
町
、
と
き
が
わ
町
、
小
鹿
野
町
、
神
川
町
、
寄
居
町
、

宮
代
町
、
杉
戸
町
、
松
伏
町
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
市
町
村
の
欄
中
「
ふ
じ
み
野
市
」
の
下

に
「
、
白
岡
市
」
を
加
え
、
同
項
を
同
表
第
七
十
八
項
と
す
る
。 

別
表
第
七
十
六
項
第
四
号
市
町
村
の
欄
及
び
同
項
第
五
号
市
町
村
の
欄
中
「
行
田
市
」
の
下

に
「
、
加
須
市
」
を
、
「
吉
川
市
」
の
下
に
「
、
白
岡
市
」
を
加
え
、
同
項
を
同
表
第
七
十
七

項
と
し
、
同
表
第
六
十
六
項
か
ら
第
七
十
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
表
第
六
十
五

項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

 

認
可
の
取
消
し 

４ 

法
第
二
百
六
十
九
条
第
三
項
及
び
第
二
百
七
十
一

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
公
告 

５ 

法
第
二
百
七
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第

二
百
七
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

検
査 

６ 

法
第
二
百
七
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
の

取
消
し
、
変
更
及
び
停
止
並
び
に
命
令 

７ 

法
第
二
百
七
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
総
会
、

総
会
の
部
会
及
び
総
代
会
の
招
集 

８ 

法
第
二
百
七
十
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
解
任
の

投
票
の
実
施 

９ 

法
第
二
百
七
十
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
議
決
、

選
挙
、
当
選
及
び
解
任
の
投
票
の
取
消
し 

 

 

電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

四
十
五
年
法
律
第
九
十
六
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ

る
も
の
（
一
の
市
町
村
の
区
域
内
に
の
み
営
業
所
を
設
置

し
て
電
気
工
事
業
を
営
も
う
と
す
る
者
に
係
る
も
の
に
限

る
。
） 

加
須
市
、
吉
見

町 

１ 

法
第
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
登



第
三
条 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

別
表
第
三
十
項
市
町
村
の
欄
中
「
戸
田
市
」
の
下
に
「
、
志
木
市
」
を
、
「
八
潮
市
」
の
下

に
「
、
三
郷
市
」
を
加
え
る
。 

第
四
条 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

別
表
第
三
十
項
市
町
村
の
欄
中
「
東
松
山
市
」
の
下
に
「
、
羽
生
市
」
を
、
「
戸
田
市
」
の

下
に
「
、
朝
霞
市
」
を
、
「
志
木
市
」
の
下
に
「
、
和
光
市
、
新
座
市
」
を
、
「
八
潮
市
」
の

66 

       

 

録 

２ 

法
第
六
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
第
三
項
及
び
第

二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知 

３ 

法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
証
の
交
付 

４ 

法
第
八
条
第
三
項
、
第
九
条
第
三
項
、
第
十
条
第

一
項
（
法
第
十
七
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
一
条
（
法
第
十
七
条
の

二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及

び
第
三
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理 

５ 

法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
証
の
再
交
付 

６ 

法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
消
除 

７ 

法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
証
の
返
納 

８ 

法
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
登
録
簿
の
謄
本
の
交

付
及
び
閲
覧 

９ 

法
第
十
七
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び

第
二
項
並
び
に
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

命
令 

 
 

法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第

三
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
受
理 

 
 

法
第
十
七
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
勧
告 

 
 

法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取

消
し
及
び
命
令 

 
 

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴

収
及
び
立
入
検
査 

 
 

法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
聴
聞 

 
 

法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
等 

 

10 

 

11 12 

 

13 

 

14 15 



下
に
「
、
富
士
見
市
」
を
、
「
坂
戸
市
」
の
下
に
「
、
吉
川
市
」
を
、
「
上
里
町
」
の
下
に
「
、

寄
居
町
、
松
伏
町
」
を
加
え
る
。 

第
五
条 

知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

別
表
第
三
十
項
市
町
村
の
欄
中
「
久
喜
市
」
の
下
に
「
、
北
本
市
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

第
一
条
の
規
定 

公
布
の
日 

二 

第
三
条
の
規
定 

平
成
二
十
五
年
六
月
一
日 

三 

第
四
条
の
規
定 

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日 

四 

第
五
条
の
規
定 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
五
日 

２ 

こ
の
条
例
（
第
一
条
の
規
定
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
（
前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に

掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
同
じ
。
）
の
施
行
の
際
改
正
後
の
別
表
の
事
務

の
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
そ
れ
ぞ
れ
の
法
令
、
条
例
若
し
く
は
規
則
（
以
下
「
法
令
等
」
と

い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の

又
は
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
法
令
等
の
規
定
に
よ
り
知

事
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
で
、
施
行
日
に
同
表
の
市
町
村
の
欄
に
掲
げ
る
市
町

村
の
長
が
管
理
し
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
事
務
に
係
る
も
の
は
、
施
行
日
以
後
に
お
け
る

法
令
等
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
の
長
の
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
当
該
市
町

村
の
長
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
県
の
機
関
の
請
求
に
よ
つ
て
出
頭
し
た
者
に
対
す
る
費
用
弁
償
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
五
十
七
号
）（
人
事
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
県
議
会
の
会
議
に
出
頭
し
た
参
考
人
等
に
対
す
る
費
用

弁
償
に
つ
い
て
定
め
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 
 

県
議
会
の
会
議
に
出
頭
し
た
参
考
人
等
に
対
す
る
費
用
弁
償
の
支
給
に
つ
い
て
、
常
任
委
員

会
等
と
同
様
の
取
扱
い
を
す
る
と
と
も
に
、
常
任
委
員
会
に
出
頭
し
た
参
考
人
等
に
対
す
る
費

用
弁
償
の
支
給
に
係
る
地
方
自
治
法
の
引
用
部
分
に
つ
い
て
規
定
の
整
備
を
行
う
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
第
一
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日
か
ら
適
用
す

る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
の
日
か
ら

起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

           



 

条 
 

例 
 

県
の
機
関
の
請
求
に
よ
つ
て
出
頭
し
た
者
に
対
す
る
費
用
弁
償
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

県
の
機
関
の
請
求
に
よ
つ
て
出
頭
し
た
者
に
対
す
る
費
用
弁
償
等
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

第
一
条 

県
の
機
関
の
請
求
に
よ
つ
て
出
頭
し
た
者
に
対
す
る
費
用
弁
償
等
の
支
給
に
関
す
る
条

例
（
昭
和
三
十
一
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
項
第
二
号
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
又
は
第
百
十
五
条
の
二
第
二
項
」
を
加
え
、
同

項
第
五
号
中
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
又
は
第
百
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。 

第
二
条 

県
の
機
関
の
請
求
に
よ
つ
て
出
頭
し
た
者
に
対
す
る
費
用
弁
償
等
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
一
項
第
二
号
中
「
第
百
九
条
第
六
項
（
同
法
第
百
九
条
の
二
第
五
項
又
は
第
百
十
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
百
十
五
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
百
十
五
条

の
二
第
二
項
（
同
法
第
百
九
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同

項
第
五
号
中
「
第
百
九
条
第
五
項
（
同
法
第
百
九
条
の
二
第
五
項
又
は
第
百
十
条
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
百
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
二
第

一
項
（
同
法
第
百
九
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
第
一
項
第
二
号
及

び
第
五
号
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規

定
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
七
十
二
号
）
附
則
第
一

条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

埼
玉
県
条
例
第
五
十
七
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
五
十
八
号
）

（
人
事
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
国
に
準
じ
て
退
職
手
当
の
額
の
改
定
等

を
行
う
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

支
給
水
準
の
引
下
げ 

 
 

 

退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
条
例
本
則
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
附
則
で
定
め
る
調
整

率
を
乗
じ
て
算
出
し
て
い
る
。
こ
の
調
整
率
を
、
百
分
の
百
四
か
ら
百
分
の
八
十
七
へ
段
階

的
に
引
き
下
げ
る
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

㈡ 

定
年
前
早
期
退
職
特
例
措
置
の
拡
充 

 
 

 

退
職
日
年
齢
及
び
勤
続
年
数
の
要
件
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
退
職
日
給
料
月
額
の
割
増

率
を
、
現
行
の
定
年
前
一
年
に
つ
き
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
限
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
拡
大
す
る
。 

 

㈢ 

規
定
の
整
備 

 
 

 

地
方
職
員
共
済
組
合
等
へ
の
出
向
歴
を
有
す
る
職
員
の
退
職
手
当
の
額
の
算
定
に
用
い
る

利
率
の
規
定
を
整
備
す
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
五
年
二
月
一
日
。
た
だ
し
、
㈡
は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日
、
㈢
は
公
布
の
日 

平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
以
降 

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
七
月
三

十
一
日
ま
で 

平
成
二
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十

一
日
ま
で 

現 

行 

期 

間 

百
分
の
八
十
七 

百
分
の
九
十
二 

百
分
の
九
十
八 
百
分
の
百
四 

調
整
率 

 



条 
 

例 

 
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
第
一
項
中
「
給
料
の
」
を
「
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
の
」
に
、
「
給
料

月
額
」
を
「
退
職
日
給
料
月
額
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
を
含
む
」
を
「
及
び
傷
病
に
よ

ら
ず
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
免
職
の

処
分
を
受
け
て
退
職
し
た
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
七
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
「
自

己
都
合
等
退
職
者
」
と
い
う
」
に
、
「
そ
の
者
が
」
を
「
自
己
都
合
等
退
職
者
が
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
四
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

十
一
年
以
上
二
十
五
年
未
満
の
期
間
勤
続
し
た
者
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
対
す

る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
退
職
日
給
料
月
額
に
、
そ
の
者
の
勤
続
期
間
の
区
分
ご
と
に
当

該
区
分
に
応
じ
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
と
す
る
。 

 
 

一 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
（
同
法
第
二
十

八
条
の
三
第
一
項
の
期
限
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
限
の
到
来
に

よ
り
退
職
し
た
者
を
含
む
。
）
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た

者 

 
 

二 

そ
の
者
の
事
情
に
よ
ら
な
い
で
引
き
続
い
て
勤
続
す
る
こ
と
を
困
難
と
す
る
理
由
に
よ

り
退
職
し
た
者
で
規
則
で
定
め
る
も
の 

 
 

三 

そ
の
者
の
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
勧
奨
を
受
け
て
退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
、
任
命
権
者

が
知
事
の
承
認
を
得
た
も
の 

 
 

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
勤
続
期
間
の
区
分
及
び
当
該
区
分
に
応
じ
た
割
合
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。 

 
 

一 

一
年
以
上
十
年
以
下
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
年
に
つ
き
百
分
の
百
二
十
五 

 
 

二 

十
一
年
以
上
十
五
年
以
下
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
年
に
つ
き
百
分
の
百
三
十
七
・
五 

 
 

三 

十
六
年
以
上
二
十
四
年
以
下
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
年
に
つ
き
百
分
の
二
百 

埼
玉
県
条
例
第
五
十
八
号



 
 

第
五
条
の
見
出
し
中
「
整
理
退
職
等
」
を
「
二
十
五
年
以
上
勤
続
後
の
定
年
退
職
等
」
に
改

め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

次
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
退
職
日
給
料
月
額
に
、
そ
の
者
の
勤

続
期
間
の
区
分
ご
と
に
当
該
区
分
に
応
じ
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
と
す
る
。 

 
 

一 

二
十
五
年
以
上
勤
続
し
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退

職
し
た
者
（
同
法
第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
の
期
限
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延

長
さ
れ
た
期
限
の
到
来
に
よ
り
退
職
し
た
者
を
含
む
。
）
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
他
の
法
令

の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者 

 
 

二 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
免
職
の
処
分
を
受
け
て
退

職
し
た
者 

 
 

三 

勤
務
公
署
の
移
転
に
よ
り
退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
、
任
命
権
者
が
知
事
の
承
認
を
得
た

も
の 

 
 

四 

公
務
上
の
傷
病
又
は
死
亡
に
よ
り
退
職
し
た
者 

 
 

五 

二
十
五
年
以
上
勤
続
し
、
そ
の
者
の
事
情
に
よ
ら
な
い
で
引
き
続
い
て
勤
続
す
る
こ
と

を
困
難
と
す
る
理
由
に
よ
り
退
職
し
た
者
で
規
則
で
定
め
る
も
の 

 
 

六 

二
十
五
年
以
上
勤
続
し
、
そ
の
者
の
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
勧
奨
を
受
け
て
退
職
し
た

者
で
あ
つ
て
、
任
命
権
者
が
知
事
の
承
認
を
得
た
も
の 

 
 

第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
勤
続
期
間
の
区
分
及
び
当
該
区
分
に
応
じ
た
割
合
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。 

 
 

一 

一
年
以
上
十
年
以
下
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
年
に
つ
き
百
分
の
百
五
十 

 
 

二 

十
一
年
以
上
二
十
五
年
以
下
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
年
に
つ
き
百
分
の
百
六
十
五 

 
 

三 

二
十
六
年
以
上
三
十
四
年
以
下
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
年
に
つ
き
百
分
の
百
八
十 

 
 

四 

三
十
五
年
以
上
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
一
年
に
つ
き
百
分
の
百
五 

 
 

第
五
条
の
三
の
表
以
外
の
部
分
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第

五
条
第
一
項
（
第
一
号
を
除
く
。
）
」
に
、
「
二
十
五
年
以
上
勤
続
し
、
法
律
の
規
定
に
基
づ

く
任
期
を
終
え
て
退
職
し
た
者
及
び
勤
務
公
署
の
移
転
に
よ
り
退
職
し
た
者
で
あ
つ
て
任
命
権

者
が
知
事
の
承
認
を
得
た
も
の
」
を
「
規
則
で
定
め
る
者
」
に
、
「
定
年
退
職
日
か
ら
一
年
前

ま
で
」
を
「
定
年
に
達
す
る
日
か
ら
規
則
で
定
め
る
一
定
の
期
間
前
ま
で
」
に
、
「
が
二
十
五

年
以
上
」
を
「
が
二
十
年
以
上
」
に
、
「
退
職
の
日
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
者
に
係

る
定
年
か
ら
十
年
を
減
じ
た
」
を
「
規
則
で
定
め
る
」
に
、
「
同
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
、

第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
の
表
読
み
替
え
る
規
定
の
欄
中
「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第

四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
読
み
替
え
る
字
句
の
欄
中
「
百
分
の
二
」

を
「
当
該
年
数
及
び
退
職
日
給
料
月
額
に
応
じ
て
百
分
の
三
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
規
則
で
定



め
る
割
合
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
七
条
の
三
の
表
読
み
替
え
る
字
句
の
欄
中
「
百
分
の
二
」
を
「
当
該
年
数
及
び
退
職
日
給

料
月
額
に
応
じ
て
百
分
の
三
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
規
則
で
定
め
る
割
合
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
七
条
の
四
第
四
項
第
一
号
中
「
自
己
都
合
退
職
者
（
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
傷
病
又

は
死
亡
に
よ
ら
ず
に
そ
の
者
の
都
合
に
よ
り
退
職
し
た
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
「
自
己
都
合
等
退
職
者
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
中
「
自

己
都
合
退
職
者
」
を
「
自
己
都
合
等
退
職
者
」
に
改
め
る
。 

 
 

附
則
第
三
十
六
項
中
「
二
十
年
以
上
」
及
び
「
及
び
傷
病
又
は
死
亡
に
よ
ら
ず
、
そ
の
者
の

都
合
に
よ
り
退
職
し
た
者
（
第
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
削
り
、
「
百
分
の
百
四
」
を
「
百
分
の
八
十
七
」
に
改
め
、
同
項
に
後
段
と
し
て

次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
の
五
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
前
条
並
び
に
附
則
第

三
十
六
項
」
と
す
る
。 

 
 

附
則
第
三
十
七
項
中
「
三
十
六
年
」
の
下
に
「
以
上
四
十
二
年
以
下
」
を
加
え
、
「
（
傷
病

又
は
死
亡
に
よ
ら
ず
、
そ
の
者
の
都
合
に
よ
り
退
職
し
た
者
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「
そ
の

者
の
勤
続
期
間
を
三
十
五
年
と
し
て
前
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
て
得
ら
れ
る
」
を
「
同

項
又
は
第
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に
前
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
」
に

改
め
る
。 

 

（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
埼
玉
県

条
例
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

附
則
第
三
項
中
「
第
三
条
中
傷
病
に
よ
り
退
職
し
た
者
に
係
る
退
職
手
当
に
関
す
る
部
分
、

第
四
条
若
し
く
は
第
五
条
又
は
附
則
第
二
十
六
項
」
を
「
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
」
に
改
め
、

「
二
十
年
以
上
」
、
「
（
同
項
の
規
定
に
該
当
す
る
退
職
を
し
た
者
に
あ
つ
て
は
、
二
十
五
年

未
満
）
」
及
び
「
、
改
正
後
の
条
例
第
三
条
か
ら
第
五
条
の
三
ま
で
及
び
附
則
第
七
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
」
を
削
り
、
「
百
分
の
百
四
」
を
「
百
分
の
八
十
七
」
に
改
め
る
。 

 
 

附
則
第
四
項
中
「
第
三
条
中
傷
病
に
よ
り
退
職
し
た
者
に
係
る
退
職
手
当
に
関
す
る
部
分
」

を
「
第
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
三
十
六
年
」
の
下
に
「
以
上
四
十
二
年
以
下
」
を
加
え
、

「
、
改
正
後
の
条
例
第
三
条
第
一
項
及
び
第
五
条
の
二
並
び
に
附
則
第
七
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
」
を
削
り
、
「
そ
の
者
の
勤
続
期
間
を
三
十
五
年
と
し
て
前
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算

し
て
得
ら
れ
る
」
を
「
同
項
又
は
改
正
後
の
条
例
第
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
に

前
項
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
」
に
改
め
る
。 

 
 

附
則
第
五
項
中
「
、
改
正
後
の
条
例
第
五
条
か
ら
第
五
条
の
三
ま
で
及
び
附
則
第
七
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
」
を
削
る
。 



 
 

附
則
別
表
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
以
後
の
項
中
「
以
後
」
を
「
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
」
に
改
め
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

                         

（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県

条
例
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

附
則
第
四
項
中
「
四
十
四
年
」
を
「
四
十
二
年
」
に
改
め
る
。 

 

（
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
条

例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

附
則
第
二
項
中
「
退
職
手
当
の
額
が
、
新
条
例
第
二
条
の
四
」
を
「
額
（
当
該
勤
続
期
間
が

平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
以
後 

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十

一
日
ま
で 

平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一

日
ま
で 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一

日
ま
で 

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で 

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で 

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十

一
日
ま
で 

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で 

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十

一
日
ま
で 

年
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト 

年
四
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト 

 

年
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト 

 

年
三
・
六
パ
ー
セ
ン
ト 

 

年
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト 

 

年
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト 

 

年
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト 

 

年
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト 

 

年
二
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト 

 

年
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト 

年
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト 

 

 



四
十
三
年
又
は
四
十
四
年
の
者
で
あ
っ
て
、
傷
病
若
し
く
は
死
亡
に
よ
ら
ず
に
そ
の
者
の
都
合

に
よ
り
又
は
公
務
に
よ
ら
な
い
傷
病
に
よ
り
退
職
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
が
旧
条
例

第
五
条
の
規
定
に
該
当
す
る
退
職
を
し
た
も
の
と
み
な
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
当
該
勤
続
期
間

を
三
十
五
年
と
し
て
旧
条
例
附
則
第
三
十
六
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
て
得
ら
れ
る
額
）

に
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
八
十
七
（
当
該
勤
続
期
間
が
二
十
年
以
上
の
者
（
四
十
二
年
以
下
の
者
で

傷
病
又
は
死
亡
に
よ
ら
ず
に
そ
の
者
の
都
合
に
よ
り
退
職
し
た
も
の
及
び
三
十
七
年
以
上
四
十

二
年
以
下
の
者
で
公
務
に
よ
ら
な
い
傷
病
に
よ
り
退
職
し
た
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
、

百
四
分
の
八
十
七
）
を
乗
じ
て
得
た
額
が
、
新
条
例
第
二
条
の
四
」
に
改
め
、
「
附
則
第
六
項
、

附
則
第
七
項
、
附
則
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
」
及
び
「
附
則
第
十
項
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
」
を
削
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

一 

第
二
条
中
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
附
則
別
表
の
改
正

規
定 

公
布
の
日 

 

二 

第
一
条
中
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第
三
条
、
第
四
条
、
第
五
条
（
見
出
し
を
含

む
。
）
、
第
五
条
の
三
、
第
七
条
の
三
及
び
第
七
条
の
四
第
四
項
の
改
正
規
定 

公
布
の
日

か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
新
退
職
手
当
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
十
六
項
（
新
退
職
手
当
条
例
附
則
第
三
十
八

項
及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
附
則
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
七
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
退
職
手
当
条
例
附
則
第
三
十
六
項
中
「
百
分
の
八
十
七
」
と
あ
る
の

は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
「
百
分
の
九

十
八
」
と
、
同
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
「
百

分
の
九
十
二
」
と
す
る
。 

３ 

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
附
則
第
三
項
（
同
条
例
附
則
第
五
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
四

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
例
附
則
第
三
項
中
「
百
分
の
八
十
七
」
と
あ
る
の
は
、

平
成
二
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は「
百
分
の
九
十
八
」

と
、
同
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
「
百
分
の

九
十
二
」
と
す
る
。 



４ 

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
附
則
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
百
分
の
八
十
七
」
と
あ
る
の
は
、
平

成
二
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
「
百
分
の
九
十
八
」

と
、
同
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
「
百
分
の

九
十
二
」
と
、
「
百
四
分
の
八
十
七
」
と
あ
る
の
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
同
年
十

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
「
百
四
分
の
九
十
八
」
と
、
同
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
六
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
「
百
四
分
の
九
十
二
」
と
す
る
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
五
十
九
号
）
（
税
務
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
地
方
消
費
税
の
税
率
を
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
必
要
な
規

定
の
整
備
を
行
う
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

地
方
消
費
税 

地
方
消
費
税
の
税
率
（
現
行
百
分
の
二
十
五
）
を
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
六
十
三 

分
の
十
七
に
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
七
十
八
分
の
二
十
二
に
引
き
上
げ
る
。 

㈡ 

行
政
手
続
条
例
の
適
用
除
外
規
定
の
見
直
し 

 
 

 

県
が
行
う
地
方
税
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て
、
行
政
手
続
条
例
の
適
用
除
外
規
定
を
見
直

し
、
理
由
を
提
示
す
る
。 

 

㈢ 

そ
の
他 

引
用
条
文
の
項
の
変
更
に
伴
う
規
定
の
整
備
を
行
う
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
。
た
だ
し
、
二
㈠
の
一
部
は
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
、
二
㈡
は

平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
、
二
㈢
は
公
布
の
日
。 



 

 
 

 

条 
 

例 
 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 

 
 

 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

第
一
条 

埼
玉
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

第
五
条
の
二
第
一
項
中
「
第
二
章
」
の
下
に
「
（
第
八
条
を
除
く
。
）
」
を
、
「
第
三
章
」

の
下
に
「
（
第
十
四
条
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

第
三
十
一
条
の
十
六
中
「
百
分
の
二
十
五
」
を
「
六
十
三
分
の
十
七
」
に
改
め
る
。 

附
則
第
二
十
五
条
第
一
号
中
「
第
九
条
第
五
項
」
を
「
第
九
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。 

第
二
条 

埼
玉
県
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
十
一
条
の
十
六
中
「
六
十
三
分
の
十
七
」
を
「
七
十
八
分
の
二
十
二
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

一 

第
一
条
中
埼
玉
県
税
条
例
附
則
第
二
十
五
条
第
一
号
の
改
正
規
定 

公
布
の
日 

 

二 

第
一
条
中
埼
玉
県
税
条
例
第
五
条
の
二
第
一
項
の
改
正
規
定
及
び
次
項
の
規
定 

平
成
二

十
五
年
一
月
一
日 

 

三 

第
二
条
の
規
定
及
び
附
則
第
四
項
の
規
定 

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日 

（
埼
玉
県
行
政
手
続
条
例
の
適
用
除
外
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

２ 

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
条
例
」
と

い
う
。
）
第
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
以
後
に
す
る
同
項
に
規

定
す
る
行
為
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
し
た
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
税

条
例
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

 

（
地
方
消
費
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

３ 

改
正
後
の
条
例
の
規
定
中
地
方
消
費
税
に
関
す
る
部
分
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下

こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
事
業
者
（
地
方
税
法
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）第
七
十
二
条
の
七
十
七
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
者
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
行
う
課
税
資
産
の
譲
渡
等
（
消
費
税
法
（
昭
和

埼
玉
県
条
例
第
五
十
九
号



 

六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）第
二
条
第
一
項
第
九
号
に
規
定
す
る
課
税
資
産
の
譲
渡
等
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
施
行
日
以
後
に
保
税
地
域
（
同
条
第
一
項
第

二
号
に
規
定
す
る
保
税
地
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
引
き

取
ら
れ
る
課
税
貨
物
（
同
条
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
課
税
貨
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
項

及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
事
業
者

が
行
っ
た
課
税
資
産
の
譲
渡
等
及
び
施
行
日
前
に
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
っ
た
課
税
貨
物
に
係

る
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

４ 

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
埼
玉
県
税
条
例
の
規
定
中
地
方
消
費
税
に
関
す
る
部
分
は
、

附
則
第
一
項
第
三
号
に
定
め
る
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
一
部
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以

後
に
事
業
者
が
行
う
課
税
資
産
の
譲
渡
等
及
び
一
部
施
行
日
以
後
に
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
ら

れ
る
課
税
貨
物
に
係
る
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
か
ら
一
部
施
行
日
の
前
日
ま

で
の
間
に
事
業
者
が
行
っ
た
課
税
資
産
の
譲
渡
等
及
び
施
行
日
か
ら
一
部
施
行
日
の
前
日
ま
で

の
間
に
保
税
地
域
か
ら
引
き
取
っ
た
課
税
貨
物
に
係
る
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
六
十

号
）（
共
助
社
会
づ
く
り
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

個
人
県
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
の
対
象
と
な
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
県
が
指
定
す
る

た
め
の
手
続
等
を
定
め
る
た
め
の
条
例 

二 

内
容 

 

㈠ 

法
人
の
指
定
の
手
続
及
び
基
準 

㈡ 

指
定
法
人
の
義
務
等 

㈢ 

名
称
使
用
制
限
の
違
反
に
対
す
る
罰
則 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
。
た
だ
し
、
二
㈢
は
平
成
二
十
五
年
二
月
一
日 

            



条 
 

例 

 
埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例 

 
 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
三
十
七
条
の

二
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
住
民
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
寄
附
金
を
受
け
入
れ
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
指
定

の
手
続
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
指
定
」
と
は
、
地
方
税
法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
同
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
寄
附
金
を
受
け
入
れ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名

称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
条
例
で
定
め
る
こ
と
を
い
う
。 

２ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
「
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」
と
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
う

ち
指
定
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。 

 

（
指
定
の
申
出
） 

第
三
条 

地
方
税
法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
書
を
知
事
に
提
出
し
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
、
主
た
る
事
務
所
及
び
そ
の
他
の
事

務
所
の
所
在
地
並
び
に
設
立
の
年
月
日 

 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
現
に
行
っ
て
い
る
事
業
の
概
要 

 

三 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
前
号
に
規
定
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
地
域 

 

四 

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

２ 

前
項
の
申
出
書
に
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
書
類
（
当
該
特
定
非

営
利
活
動
法
人
が
知
事
所
轄
法
人
（
法
第
九
条
の
所
轄
庁
が
知
事
で
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法

人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る

書
類
に
限
る
。
）
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

実
績
判
定
期
間
（
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
直
前
に
終
了
し
た

事
業
年
度
の
末
日
以
前
五
年
（
指
定
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
指
定

埼
玉
県
条
例
第
六
十
号



を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
年
）
内
に
終
了
し
た
各
事
業
年
度
の
う
ち
最
も

早
い
事
業
年
度
の
初
日
か
ら
当
該
末
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
内
の
日
を
含
む
各
事
業
年
度
（
そ
の
期
間
が
一
年
を
超
え
る
場
合
は
、
当
該

期
間
を
そ
の
初
日
以
後
一
年
ご
と
に
区
分
し
た
期
間
（
最
後
に
一
年
未
満
の
期
間
を
生
じ
た

と
き
は
、
そ
の
一
年
未
満
の
期
間
）
。
以
下
同
じ
。
）
の
寄
附
者
名
簿
（
各
事
業
年
度
に
当

該
申
出
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
受
け
入
れ
た
寄
附
金
の
支
払
者
ご
と
に
当
該
支
払

者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
並

び
に
そ
の
寄
附
金
の
額
及
び
受
け
入
れ
た
年
月
日
を
記
載
し
た
書
類
を
い
う
。
第
十
二
条
第

二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

 

二 

次
条
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
旨
を
説
明
す
る
書
類
（
前
号
に
掲
げ
る
書
類
を
除

く
。
）
及
び
第
六
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
旨
を
説
明
す
る
書
類 

 

三 

寄
附
金
を
充
当
す
る
予
定
の
具
体
的
な
事
業
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類 

 

四 

実
績
判
定
期
間
内
の
日
を
含
む
各
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書
、
計
算
書
類
（
法
第
二
十
七

条
第
三
号
に
規
定
す
る
計
算
書
類
を
い
う
。
）
及
び
財
産
目
録 

 

五 

実
績
判
定
期
間
内
の
日
を
含
む
各
事
業
年
度
に
お
い
て
役
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
者
全

員
の
役
員
で
あ
っ
た
日
に
お
け
る
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
に
つ
い
て

の
実
績
判
定
期
間
内
の
日
を
含
む
各
事
業
年
度
に
お
け
る
報
酬
の
有
無
を
記
載
し
た
名
簿 

 

六 

実
績
判
定
期
間
内
の
日
を
含
む
各
事
業
年
度
の
末
日
に
お
け
る
社
員
の
う
ち
十
人
以
上
の

者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
及
び
住
所
（
法
人
に
あ

っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
又
は
居
所
を
記
載
し
た
書
面 

 

七 

役
員
名
簿
（
法
第
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
役
員
名
簿
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
） 

 

八 

事
業
計
画
書
（
法
第
十
条
第
一
項
第
七
号
（
法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
認
証
を
受
け
て
い

る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
号
及
び
同
条
第
四
項
）
の
事
業
計
画
書
を
い
う
。
第
六
条
第
三
号

及
び
第
十
一
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
） 

 

九 

定
款
等
（
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
定
款
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
） 

 

（
指
定
の
た
め
に
必
要
な
手
続
を
行
う
基
準
） 

第
四
条 

知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
申
出
書
を
提
出
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
次
に
掲
げ
る

基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
つ
い
て
、
指
定
の
た
め

に
必
要
な
手
続
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一 

県
内
に
主
た
る
事
務
所
が
あ
る
こ
と
。 

 

二 

県
内
に
お
い
て
特
定
非
営
利
活
動
（
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
実
績
を
有
し
て
い
る
こ
と
。 

 

三 

広
く
県
民
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
、
次

に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
こ
と
。 



 
 

イ 

実
績
判
定
期
間
に
お
け
る
経
常
収
入
金
額
（
法
第
四
十
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
経
常

収
入
金
額
を
い
う
。
）
の
う
ち
に
寄
附
金
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
収
入
金
（
第
五
号
ロ
に

お
い
て
「
寄
附
金
等
」
と
い
う
。
）
の
占
め
る
割
合
が
規
則
で
定
め
る
割
合
以
上
で
あ
り
、

か
つ
、
地
方
公
共
団
体
、
国
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
法
人
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
地

方
公
共
団
体
等
」
と
い
う
。
）
と
特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
補
助
事
業
（
地
方
公
共
団
体

等
か
ら
の
補
助
金
そ
の
他
地
方
公
共
団
体
等
が
反
対
給
付
を
受
け
な
い
給
付
金
の
交
付
の

対
象
と
な
る
事
業
を
い
う
。
）
又
は
特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
委
託
事
業
（
地
方
公
共
団

体
等
が
当
該
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
委
託
し
て
実
施
す
る
事
業
又
は
事
務
を
い
う
。
）

を
県
内
で
実
施
し
た
実
績
が
規
則
で
定
め
る
件
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

実
績
判
定
期
間
に
お
い
て
寄
附
者
の
数
が
規
則
で
定
め
る
数
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
人
数
が
規
則
で
定
め
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

 

四 

実
績
判
定
期
間
に
お
け
る
事
業
活
動
の
う
ち
に
次
に
掲
げ
る
活
動
の
占
め
る
割
合
と
し
て

規
則
で
定
め
る
割
合
が
百
分
の
五
十
未
満
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

イ 

会
員
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
規
則
で
定
め
る
者
（
当
該
申
出
に
係
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
運
営
又
は
業
務
の
執
行
に
関
係
し
な
い
者
で
規
則
で
定
め
る
も
の
を
除

く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
会
員
等
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
資
産
の
譲
渡
若
し
く
は

貸
付
け
又
は
役
務
の
提
供
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
に
お
い
て
「
資

産
の
譲
渡
等
」
と
い
う
。
）
、
会
員
等
相
互
の
交
流
、
連
絡
又
は
意
見
交
換
そ
の
他
そ
の

対
象
が
会
員
等
で
あ
る
活
動
（
資
産
の
譲
渡
等
の
う
ち
対
価
を
得
な
い
で
行
わ
れ
る
も
の

そ
の
他
規
則
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
） 

 
 

ロ 

そ
の
便
益
の
及
ぶ
者
が
次
に
掲
げ
る
者
そ
の
他
特
定
の
範
囲
の
者
で
あ
る
活
動
（
会
員

等
を
対
象
と
す
る
活
動
で
規
則
で
定
め
る
も
の
及
び
会
員
等
に
対
す
る
資
産
の
譲
渡
等
を

除
く
。
） 

 
 

 

⑴ 

会
員
等 

 
 

 

⑵ 

特
定
の
団
体
の
構
成
員 

 
 

 

⑶ 

特
定
の
職
域
に
属
す
る
者 

 
 

ハ 

特
定
の
著
作
物
又
は
特
定
の
者
に
関
す
る
普
及
啓
発
、
広
告
宣
伝
、
調
査
研
究
、
情
報

提
供
そ
の
他
の
活
動 

 
 

ニ 

特
定
の
者
に
対
し
、
そ
の
者
の
意
に
反
し
た
作
為
又
は
不
作
為
を
求
め
る
活
動 

 

五 

そ
の
事
業
活
動
が
次
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
こ
と
。 

 
 

イ 

実
績
判
定
期
間
に
お
け
る
事
業
費
の
総
額
の
う
ち
に
特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
費

の
額
の
占
め
る
割
合
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
規
則
で
定
め
る
割
合
が
百
分
の
八

十
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

実
績
判
定
期
間
に
お
い
て
受
け
入
れ
た
寄
附
金
等
の
額
の
総
額
の
百
分
の
七
十
以
上
を



特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
費
に
充
て
て
い
る
こ
と
。 

 
六 

次
に
掲
げ
る
書
類
に
つ
い
て
閲
覧
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場

合
を
除
い
て
、
こ
れ
を
県
内
の
事
務
所
（
主
た
る
事
務
所
及
び
そ
の
他
の
事
務
所
の
う
ち
県

内
に
所
在
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
。 

 
 

イ 

事
業
報
告
書
等
（
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
報
告
書
等
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
、
役
員
名
簿
及
び
定
款
等 

 
 

ロ 

前
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
並
び
に
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
か

ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
、
同
条
第
三
項
の
書
類
及
び
同
条
第
四
項
の
書
類 

 

七 

前
条
第
一
項
の
申
出
書
を
提
出
し
た
日
を
含
む
事
業
年
度
の
初
日
に
お
い
て
、
そ
の
設
立

の
日
以
後
一
年
を
超
え
る
期
間
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
。 

 

八 

法
第
四
十
五
条
第
一
項
第
三
号
、
第
四
号
（
ハ
及
び
ニ
を
除
く
。
）
、
第
六
号
及
び
第
七

号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。 

 

九 

実
績
判
定
期
間
に
お
い
て
、
第
一
号
、
第
二
号
、
第
六
号
及
び
前
号
に
掲
げ
る
基
準
（
当

該
実
績
判
定
期
間
中
に
指
定
を
受
け
て
い
な
い
期
間
が
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
期
間
に

つ
い
て
は
第
六
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
を
除
く
。
）
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。 

 

（
合
併
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
関
す
る
適
用
） 

第
五
条 

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
、

合
併
後
存
続
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
又
は
合
併
に
よ
っ
て
設
立
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法

人
で
あ
っ
て
、
第
三
条
第
一
項
の
申
出
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
事
業
年
度
の
初
日
に
お
い
て

そ
の
合
併
に
係
る
登
記
の
日
以
後
一
年
を
超
え
る
期
間
が
経
過
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
場
合

に
お
け
る
前
二
条
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

 

（
欠
格
事
由
） 

第
六
条 

第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
に
つ
い
て
、
指
定
の
た
め
に
必
要
な
手
続
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

一 

そ
の
役
員
の
う
ち
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の 

 
 

イ 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
又
は
第
二

項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
取
消
し

の
原
因
と
な
っ
た
事
実
が
あ
っ
た
日
以
前
一
年
内
に
当
該
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の

そ
の
業
務
を
行
う
理
事
で
あ
っ
た
者
で
そ
の
取
消
し
の
効
力
を
生
じ
た
日
か
ら
五
年
を
経

過
し
な
い
も
の
又
は
法
第
四
十
七
条
第
一
号
イ
の
規
定
に
該
当
す
る
者 

 
 

ロ 

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
っ
た
日
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ

と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者 

 
 

ハ 

法
の
規
定
、
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法

律
第
七
十
七
号
）
の
規
定
若
し
く
は
埼
玉
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県



条
例
第
三
十
九
号
）
の
規
定
に
違
反
し
た
こ
と
に
よ
り
、
若
し
く
は
刑
法
（
明
治
四
十
年

法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
百
四
条
、
第
二
百
六
条
、
第
二
百
八
条
、
第
二
百
八
条
の
三
、

第
二
百
二
十
二
条
若
し
く
は
第
二
百
四
十
七
条
の
罪
若
し
く
は
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す

る
法
律
（
大
正
十
五
年
法
律
第
六
十
号
）
の
罪
を
犯
し
た
こ
と
に
よ
り
、
又
は
国
税
若
し

く
は
地
方
税
に
関
す
る
法
律
中
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
国
税
若
し
く
は
地
方
税

を
免
れ
、
納
付
せ
ず
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
税
の
還
付
を
受
け
、
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
違

反
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
関
す
る
罪
を
定
め
た
規
定
に
違
反
し
た
こ
と
に
よ
り
、

罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
っ
た
日
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
者 

 
 

ニ 

暴
力
団
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。
以
下
ニ
及
び
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
構
成
員
（
暴
力

団
の
構
成
団
体
の
構
成
員
を
含
む
。
）
又
は
暴
力
団
の
構
成
員
で
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五

年
を
経
過
し
な
い
者
（
第
六
号
ロ
に
お
い
て
「
暴
力
団
の
構
成
員
等
」
と
い
う
。
） 

 

二 

第
十
八
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
六
号
若
し
く
は
第
七
号
又
は
第
二
項
各

号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
取
消
し
の
効
力

を
生
じ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の 

 

三 

そ
の
定
款
又
は
事
業
計
画
書
の
内
容
が
法
令
又
は
法
令
に
基
づ
い
て
す
る
行
政
庁
の
処
分

に
違
反
し
て
い
る
も
の 

 

四 

国
税
又
は
地
方
税
の
滞
納
処
分
の
執
行
が
さ
れ
て
い
る
も
の
又
は
当
該
滞
納
処
分
の
終
了

の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
な
い
も
の 

 

五 

国
税
に
係
る
重
加
算
税
又
は
地
方
税
に
係
る
重
加
算
金
を
課
さ
れ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過

し
な
い
も
の 

 

六 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

 
 

イ 

暴
力
団 

 
 

ロ 

暴
力
団
又
は
暴
力
団
の
構
成
員
等
の
統
制
の
下
に
あ
る
も
の 

 

（
指
定
の
通
知
等
） 

第
七
条 

知
事
は
、
指
定
が
あ
っ
た
と
き
若
し
く
は
な
か
っ
た
と
き
又
は
第
四
条
の
規
定
に
よ
る

指
定
の
た
め
に
必
要
な
手
続
を
行
わ
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
そ
の
旨
を
、
第
三
条
第
一

項
の
申
出
書
を
提
出
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
及
び
当
該
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
主
た
る

事
務
所
の
所
在
す
る
市
町
村
の
長
に
対
し
、
速
や
か
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

知
事
は
、
指
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
そ

の
旨
及
び
当
該
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
係
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
公
表
す
る
も
の
と
す

る
。 

 

一 

名
称 



 

二 

代
表
者
の
氏
名 

 
三 

県
内
の
事
務
所
の
所
在
地 

 
四 

指
定
年
月
日 

 

五 
現
に
行
っ
て
い
る
事
業
の
概
要 

 

六 

前
号
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
地
域 

 

七 

そ
の
他
規
則
で
定
め
る
事
項 

 

（
名
称
等
の
使
用
制
限
） 

第
八
条 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
な
い
者
は
、
そ
の
名
称
又
は
商
号
中
に
、
指
定
特
定
非

営
利
活
動
法
人
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
文
字
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

何
人
も
、
不
正
の
目
的
を
も
っ
て
、
他
の
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
あ
る
と
誤
認
さ
れ

る
お
そ
れ
の
あ
る
名
称
又
は
商
号
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
指
定
の
更
新
） 

第
九
条 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
、
指
定
を
受
け
た
日
（
第
四
項
に
規
定
す
る
指
定
の
更

新
を
し
た
旨
の
通
知
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
通
知
に
係
る
報
告
を
し
た
日
）
の
属
す
る
月
の

翌
月
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
以
前
の
規
則
で
定
め
る
期
間
内
に
、
規
則
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
現
に
第
四
条
各
号
（
第
七
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し

て
い
る
旨
及
び
第
六
条
各
号
（
第
二
号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
旨
を
知
事
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

第
三
条
（
第
二
項
第
一
号
を
除
く
。
）
、
第
四
条
（
第
七
号
を
除
く
。
）
、
第
五
条
及
び
第

六
条
（
第
二
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

３ 

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
報
告
を
し
た
指
定

特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
第
四
条
各
号
（
第
七
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
、
か

つ
、
第
六
条
各
号
（
第
二
号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
指

定
の
更
新
（
当
該
報
告
の
日
以
後
に
お
い
て
指
定
の
継
続
の
確
認
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
次
項

及
び
第
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
す
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

知
事
は
、
指
定
の
更
新
を
し
た
と
き
は
そ
の
旨
を
、
指
定
の
更
新
を
し
な
い
と
き
は
指
定
の

取
消
し
の
た
め
に
必
要
な
手
続
を
行
う
旨
を
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
た
指
定
特
定

非
営
利
活
動
法
人
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
役
員
の
変
更
等
の
届
出
及
び
事
業
報
告
書
等
の
閲
覧
等
） 

第
十
条 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
、
役
員
名
簿
若
し
く
は
定
款
又
は
代
表
者
の
氏
名
の
変

更
（
定
款
に
係
る
変
更
に
あ
っ
て
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
変
更
を
除
く
。
）

が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法

人
が
知
事
所
轄
法
人
で
あ
っ
て
、
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
認
証
を
受

け
て
い
る
場
合
は
、当
該
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
は
同
条
第
四
項
の
申
請
書
の
提
出
を
も
っ
て
、

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
指
定
特
定
非
営
利
活
動

法
人
が
知
事
所
轄
法
人
で
あ
っ
て
、
当
該
届
出
の
内
容
が
、
役
員
名
簿
の
変
更
に
よ
る
も
の
に

あ
っ
て
は
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
も
っ
て
、
定
款
の
変
更
（
前
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
法
第
二
十
五
条
第
六
項
の
規

定
に
よ
る
届
出
を
も
っ
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
、
事
業
報
告
書
等
、
役
員
名
簿
又
は
定
款
等
の
閲
覧
の
請
求

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
県
内
の
事
務
所
に
お
い
て
、
こ

れ
を
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
、
前
項
の
書
類
（
事
業
報
告
書
等
（
年
間
役
員
名
簿
並
び
に

前
事
業
年
度
の
末
日
に
お
け
る
社
員
の
う
ち
十
人
以
上
の
者
の
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の

名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
又

は
居
所
を
記
載
し
た
書
面
に
限
る
。
）
及
び
役
員
名
簿
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
正
当
な
理
由

が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
公

表
（
第
十
二
条
第
六
項
及
び
第
十
八
条
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
表
」

と
い
う
。
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
事
業
の
概
要
等
に
関
す
る
変
更
の
届
出
等
） 

第
十
一
条 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
、
第
三
条
第
一
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
掲
げ

る
事
項
若
し
く
は
事
業
計
画
書
に
記
載
し
た
事
項
又
は
そ
の
名
称
若
し
く
は
県
内
の
事
務
所
の

所
在
地
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を

知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
（
次
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
届
出
に

代
え
る
場
合
を
含
む
。
第
五
項
及
び
第
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
そ
の
変
更
の

内
容
が
当
該
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
で
あ

る
と
き
は
、
知
事
は
、
指
定
の
変
更
の
た
め
に
必
要
な
手
続
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
指
定
特
定
非
営
利
活
動

法
人
が
知
事
所
轄
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
名
称
又
は
県
内
の
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
（
所
轄

庁
の
変
更
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
認
証
を
受
け
て
い
る

場
合
は
、
当
該
変
更
に
つ
い
て
は
同
条
第
四
項
の
申
請
書
の
提
出
を
も
っ
て
、
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
届
出
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
指
定
特
定
非
営
利
活
動



法
人
が
知
事
所
轄
法
人
で
あ
っ
て
、
当
該
届
出
の
内
容
が
、
県
内
の
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

（
所
轄
庁
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
に
限
る
。
）
に
よ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
法
第
二
十
五
条

第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
も
っ
て
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。 

５ 

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
（
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

場
合
は
、
指
定
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
）
は
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の

主
た
る
事
務
所
の
所
在
す
る
市
町
村
の
長
に
対
し
、
速
や
か
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
申
出
書
等
の
添
付
書
類
及
び
役
員
報
酬
規
程
等
の
備
置
き
、
閲
覧
等
） 

第
十
二
条 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
、
第
三
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
（
こ
れ

ら
の
規
定
を
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
掲
げ
る
書
類
を
、
規
則

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
指
定
を
受
け
た
日
（
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
の

更
新
に
係
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
通
知
を
受
け
た
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
五
年

間
、
県
内
の
事
務
所
に
備
え
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
、
毎
事
業
年
度
初
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
規
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
作
成
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
書
類
に
あ
っ
て
は
そ
の
作
成

の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
間
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
に
あ
っ
て
は
翌
々
事

業
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
、
県
内
の
事
務
所
に
備
え
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

前
事
業
年
度
の
寄
附
者
名
簿 

 

二 

前
事
業
年
度
の
役
員
報
酬
又
は
職
員
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
程 

 

三 

前
事
業
年
度
の
収
益
の
明
細
そ
の
他
の
資
金
に
関
す
る
事
項
、
資
産
の
譲
渡
等
に
関
す
る

事
項
、
寄
附
金
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類 

 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
書
類 

３ 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
、
助
成
金
の
支
給
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
助

成
の
実
績
を
記
載
し
た
書
類
を
作
成
し
、
そ
の
作
成
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
が
経
過
し
た
日

を
含
む
事
業
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
、
こ
れ
を
県
内
の
事
務
所
に
備
え
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

４ 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
、
海
外
へ
の
送
金
又
は
金
銭
の
持
出
し
（
そ
の
金
額
が
二
百

万
円
以
下
の
も
の
を
除
く
。
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
と
き
は
、
事
前
に
、
そ

の
金
額
及
び
使
途
並
び
に
そ
の
予
定
日
（
災
害
に
対
す
る
援
助
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
場
合
で

事
前
の
作
成
が
困
難
な
と
き
は
、
事
後
遅
滞
な
く
、
そ
の
金
額
及
び
使
途
並
び
に
そ
の
実
施
日
）

を
記
載
し
た
書
類
を
作
成
し
、
そ
の
作
成
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
が
経
過
し
た
日
を
含
む
事

業
年
度
の
末
日
ま
で
の
間
、
こ
れ
を
県
内
の
事
務
所
に
備
え
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
、
第
三
条
第
二
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
（
こ
れ
ら
の
規



定
を
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
掲
げ
る
書
類
又
は
第
二
項
第
二

号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
若
し
く
は
第
三
項
の
書
類
若
し
く
は
前
項
の
書
類
の
閲
覧

の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
県
内
の
事
務
所
に
お
い

て
、
こ
れ
を
閲
覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
、
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち

規
則
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

表
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
役
員
報
酬
規
程
等
の
提
出
） 

第
十
三
条 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
事
業
年
度
一

回
、
事
業
報
告
書
等
及
び
前
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
を
知
事
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
知
事
所
轄
法
人
で

あ
っ
て
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
報
告
書
等
を
提
出
し
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
項
本

文
の
規
定
に
よ
る
事
業
報
告
書
等
の
提
出
は
要
さ
な
い
。 

２ 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
、
助
成
金
の
支
給
を
行
っ
た
と
き
又
は
海
外
へ
の
送
金
若
し

く
は
金
銭
の
持
出
し
を
行
う
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
条
第
三
項
又
は
第

四
項
の
書
類
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
役
員
報
酬
規
程
等
の
公
開
） 

第
十
四
条 

知
事
は
、
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
提
出
を
受
け
た
第
三
条
第
二
項
第
二
号

若
し
く
は
第
三
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

に
掲
げ
る
書
類
、
事
業
報
告
書
等
、
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
場
合
に

係
る
書
類
、
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
若
し
く
は
同
条
第
三

項
の
書
類
若
し
く
は
第
四
項
の
書
類
（
過
去
三
年
間
に
提
出
を
受
け
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は

役
員
名
簿
若
し
く
は
定
款
等
に
つ
い
て
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
規
則
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
閲
覧
さ
せ
、
又
は
謄
写
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
合
併
） 

第
十
五
条 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
、
他
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
合
併
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
合
併
後
存
続
す
る
特
定
非
営
利
活

動
法
人
又
は
合
併
に
よ
っ
て
設
立
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
第
四
条
各
号
（
第
七
号
を
除

く
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
、
及
び
第
六
条
各
号
（
第
二
号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
特
定
非
営

利
活
動
法
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
す
る
市
町
村
の
長
に
対
し
、
速
や
か
に
通
知
す
る
と
と

も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 



４ 

第
三
条
、
第
四
条
（
第
七
号
を
除
く
。
）
、
第
六
条
及
び
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
的
読
替

え
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

５ 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
を
伴
わ

な
い
合
併
を
し
た
場
合
は
、
地
方
税
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
条
例
に

規
定
さ
れ
て
い
る
当
該
合
併
前
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
は
、
合
併
後
の
法
人
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 

 

（
報
告
及
び
検
査
） 

第
十
六
条 

知
事
は
、
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
第
四
条
各
号
（
第
七
号
を
除
く
。
）
に
掲

げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
疑
い
が
あ
る
と
き
、
第
六
条
各
号
（
第
二
号
を
除
く
。
）
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
き
そ
の
他
こ
の
条
例
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
疑
い

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
対
し
、
そ
の
業
務
若
し
く
は
財
産
の
状

況
に
関
し
報
告
を
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
当
該
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
事
務
所
そ

の
他
の
施
設
に
立
ち
入
り
、
そ
の
業
務
若
し
く
は
財
産
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他

の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関

係
人
に
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解

し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
勧
告
、
命
令
等
） 

第
十
七
条 

知
事
は
、
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
つ
い
て
、
次
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
指
定
特
定
非
営
利
活
動

法
人
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
改
善
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
旨
の
勧
告
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
と
き
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
、
そ
の
勧
告
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
、
正
当
な

理
由
が
な
く
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
採
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
特
定
非
営
利
活

動
法
人
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
。 

４ 

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
告
示
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
概
要
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
指
定
の
取
消
し
の
た
め
に
必
要
な
手
続
を
行
う
基
準
等
） 

第
十
八
条 

知
事
は
、
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き



は
、
指
定
の
取
消
し
の
た
め
に
必
要
な
手
続
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 
一 

第
四
条
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
き
。 

 
二 

第
六
条
各
号
（
第
二
号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
。 

 

三 
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
と
き
。 

 

四 

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
わ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。 

 

五 

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
特
定
非
営
利

活
動
法
人
が
、
第
四
条
各
号
（
第
七
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め

る
と
き
、
又
は
第
六
条
各
号
（
第
二
号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と

き
。 

 

六 

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
合
併
後
存
続
す
る
特

定
非
営
利
活
動
法
人
又
は
合
併
に
よ
っ
て
設
立
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
、
第
四
条
各

号
（
第
七
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
、
又
は
第
六

条
各
号
（
第
二
号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
。 

 

七 

正
当
な
理
由
が
な
く
、
前
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
。 

 

八 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
指
定
の
取
消
し
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
。 

 

九 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
解
散
し
た
と
き
。 

２ 

知
事
は
、
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指

定
の
取
消
し
の
た
め
に
必
要
な
手
続
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

第
四
条
第
二
号
又
は
第
八
号
（
法
第
四
十
五
条
第
一
項
第
七
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）

に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
き
。 

 

二 

第
十
条
第
一
項
、
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
届
出

を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。 

 

三 

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
第
十
条
第
四
項
又
は
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
て

書
類
を
閲
覧
さ
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
書
類
を
閲
覧
さ
せ
た
と
き
。 

 

四 

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
第
十
条
第
五
項
又
は
第
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
違
反
し
て

書
類
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
表
を
し
な
か
っ
た
と
き
。 

 

五 

第
十
二
条
第
一
項
（
第
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
項

か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
て
、
書
類
を
備
え
置
か
ず
、
又
は
こ
れ
に
記
載
す
べ
き

事
項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
不
実
の
記
載
を
し
た
と
き
。 

 

六 

第
十
三
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
書
類
の
提
出
を
怠
っ
た
と
き
。 

 

七 

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同

項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。 

 

八 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
令
又
は
法
令
に
基
づ
い
て
す
る
行
政
庁
の
処
分
に
違

反
し
た
と
き
。 



３ 

知
事
は
、
指
定
の
取
消
し
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
当
該
指
定
が
取
り

消
さ
れ
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
及
び
当
該
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在

す
る
市
町
村
の
長
に
対
し
、
速
や
か
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の

他
の
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
協
力
依
頼
） 

第
十
九
条 

知
事
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
地
方
公
共
団

体
、
国
そ
の
他
の
者
に
対
し
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
照
会
し
、
又
は
こ
の

条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
罰
則
） 

第
二
十
条 

第
八
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
五
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。 

 

（
委
任
） 

第
二
十
一
条 

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
及
び
第
二
十
条
の
規
定
は
、
平

成
二
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

            



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
六
十
一
号
）（
青
少

年
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
浄
化
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、
青
少
年
に
対
し
入
れ

墨
を
施
す
行
為
を
禁
止
す
る
も
の 

二 

内
容 

 

㈠ 

入
れ
墨
を
施
す
行
為
の
禁
止 

㈡ 

場
所
提
供
の
禁
止 

㈢ 

罰
則 

 

ア 

入
れ
墨
を
施
す
行
為
の
禁
止
違
反 

 
五
十
万
円
以
下
の
罰
金 

 

イ 

場
所
提
供
の
禁
止
違
反 

 

三
十
万
円
以
下
の
罰
金 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
五
年
二
月
一
日 

   



 
 

条 
 

例 
 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
九
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
み
だ
ら
な
」
を
「 

ら
な
」
に
改
め
、
同
条
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
入
れ
墨
の
禁
止
） 

第
十
九
条
の
二 

何
人
も
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
青
少
年
に
対
し
、
入
れ
墨
を
施

し
、
受
け
さ
せ
、
又
は
こ
れ
ら
の
行
為
を
周
旋
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
条
第
一
号
中
「
み
だ
ら
な
」
を
「 

ら
な
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
覚
せ
い
剤
」

を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
充
て
ん
料
」
を
「
充 

料
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号

中
「
と
ば
く
」
を
「
賭
博
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

八 

前
条
に
規
定
す
る
行
為 

 

第
二
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

第
二
十
八
条
の
二 

第
十
九
条
の
二
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。 

 

第
三
十
一
条
中
「
若
し
く
は
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
十
九
条
の
二
」
を
加
え
、
「
及
び
第
二

十
九
条
」
を
「
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

埼
玉
県
条
例
第
六
十
一
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
六

十
二
号
）（
男
女
共
同
参
画
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
を
定
め
る
た

め
の
条
例
の
制
定 

二 

内
容 

 

㈠ 

設
備
の
基
準 

 
 

 

（
例
）
事
務
室
、
相
談
室
、
居
室
、
医
務
室
を
設
け
る
こ
と 

㈡ 

運
営
の
基
準 

 
 

（
例
）
人
権
に
配
慮
し
、
意
思
と
人
格
を
尊
重
し
た
運
営 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

            



条 
 

例 

埼
玉
県
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

  
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

  
 

 

埼
玉
県
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
六
十
五
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
婦
人
保
護
施
設
（
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）

第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
婦
人
保
護
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
基
本
方
針
） 

第
二
条 

婦
人
保
護
施
設
は
、
入
所
者
に
対
し
、
健
全
な
環
境
の
下
で
、
社
会
福
祉
事
業
に
関
す

る
熱
意
及
び
能
力
を
有
す
る
職
員
に
よ
り
、
社
会
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
支

援
を
含
め
、
適
切
な
処
遇
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
人
権
の
尊
重
） 

第
三
条 

婦
人
保
護
施
設
は
、
入
所
者
の
人
権
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
一
人
一
人
の
意
思

及
び
人
格
を
尊
重
し
て
、
そ
の
運
営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

婦
人
保
護
施
設
に
お
い
て
は
、
入
所
者
の
国
籍
、
信
条
、
社
会
的
身
分
等
に
よ
っ
て
、
差
別

的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

３ 

婦
人
保
護
施
設
は
、
入
所
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
職
員
に
対
し
、
必

要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
四
条 

婦
人
保
護
施
設
の
職
員
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
そ
の
業
務
上
知
り
得
た
入
所
者
に

関
す
る
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

婦
人
保
護
施
設
は
、
職
員
で
あ
っ
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
そ
の
業
務
上
知
り
得
た

入
所
者
に
関
す
る
秘
密
を
漏
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

（
最
低
基
準
と
婦
人
保
護
施
設
） 

第
五
条 

婦
人
保
護
施
設
は
、
こ
の
条
例
で
定
め
る
基
準
を
超
え
て
、
常
に
、
そ
の
設
備
及
び
運

営
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
構
造
設
備
の
一
般
原
則
） 

埼
玉
県
条
例
第
六
十
二
号



第
六
条 

婦
人
保
護
施
設
の
配
置
、
構
造
及
び
設
備
は
、
日
照
、
採
光
、
換
気
等
入
所
者
の
保
健

衛
生
に
関
す
る
事
項
、
入
所
者
に
対
す
る
危
害
の
防
止
及
び
防
災
に
つ
い
て
十
分
考
慮
さ
れ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
七
条 

婦
人
保
護
施
設
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を
設
け
る

と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

婦
人
保
護
施
設
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必
要
な
訓

練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
苦
情
へ
の
対
応
） 

第
八
条 

婦
人
保
護
施
設
は
、
そ
の
行
っ
た
処
遇
に
関
す
る
入
所
者
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設
置
す
る
等
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

婦
人
保
護
施
設
は
、
そ
の
行
っ
た
処
遇
に
関
し
、
婦
人
相
談
所
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け

た
場
合
に
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

婦
人
保
護
施
設
は
、
社
会
福
祉
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
運
営
適
正
化
委
員
会
が
行
う
同

法
第
八
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
に
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
帳
簿
の
整
備
） 

第
九
条 

婦
人
保
護
施
設
は
、
設
備
、
職
員
、
会
計
及
び
入
所
者
の
処
遇
の
状
況
に
関
す
る
帳
簿

を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
職
員
） 

第
十
条 

婦
人
保
護
施
設
の
職
員
に
係
る
基
準
は
、
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
九
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。）
第
八
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
職
員
の
知
識
及
び
技
能
の
向
上
等
） 

第
十
一
条 

婦
人
保
護
施
設
の
職
員
は
、
常
に
自
己
研
鑽 さん
に
励
み
、
婦
人
保
護
施
設
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
修
得
、
維
持
及
び
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

婦
人
保
護
施
設
は
、
職
員
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
施
設
長
の
資
格
要
件
） 

第
十
二
条 

婦
人
保
護
施
設
の
施
設
長
の
資
格
要
件
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
九
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
設
備
の
基
準
） 

第
十
三
条 

婦
人
保
護
施
設
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 



 

（
居
室
の
入
所
人
員
） 

第
十
四
条 

一
の
居
室
に
入
所
さ
せ
る
人
員
は
、
原
則
と
し
て
四
人
以
下
と
す
る
。 

 
（
自
立
の
支
援
等
） 

第
十
五
条 

婦
人
保
護
施
設
は
、
入
所
者
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
入
所
者
の
就
労
及
び
生
活

に
関
す
る
指
導
及
び
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
指
導
及
び
援
助
は
、
入
所
者
の
私
生
活
を
尊
重
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

婦
人
保
護
施
設
は
、
入
所
者
の
起
床
、
就
寝
、
食
事
、
入
浴
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
の
規
程
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

婦
人
保
護
施
設
は
、
入
所
者
の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
、
各
入
所
者
ご
と
に
自
立
促
進
計
画

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
給
食
） 

第
十
六
条 

給
食
は
、
食
品
の
種
類
及
び
調
理
方
法
に
つ
い
て
栄
養
並
び
に
入
所
者
の
身
体
的
状

況
及
び
嗜 し
好
を
考
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

調
理
は
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
さ
れ
た
献
立
に
従
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

栄
養
士
を
置
か
な
い
婦
人
保
護
施
設
に
あ
っ
て
は
、
献
立
の
内
容
、
栄
養
価
の
算
定
及
び
調

理
の
方
法
に
つ
い
て
保
健
所
等
の
指
導
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
保
健
衛
生
） 

第
十
七
条 

婦
人
保
護
施
設
は
、
入
所
者
に
つ
い
て
は
、
毎
年
二
回
以
上
定
期
に
健
康
診
断
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

婦
人
保
護
施
設
は
、
居
室
そ
の
他
入
所
者
が
常
時
使
用
す
る
設
備
に
つ
い
て
、
常
に
清
潔
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

婦
人
保
護
施
設
は
、
入
所
者
が
使
用
す
る
食
器
そ
の
他
の
設
備
又
は
飲
用
に
供
す
る
水
に
つ

い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
医
薬
品
、

衛
生
材
料
及
び
医
療
機
械
器
具
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

婦
人
保
護
施
設
は
、
当
該
婦
人
保
護
施
設
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な

い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
給
付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
の
管
理
） 

第
十
八
条 

婦
人
保
護
施
設
は
、
当
該
婦
人
保
護
施
設
の
設
置
者
が
省
令
第
十
四
条
の
二
第
一
項

の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
給
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
付
金
」
と
い
う
。）
の
支

給
を
受
け
た
と
き
は
、
給
付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
を
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
管

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

当
該
入
所
者
に
係
る
当
該
金
銭
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
こ
れ
ら
の
運
用
に
よ
り
生
じ

た
収
益
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
所
者
に
係
る
金
銭
」
と
い
う
。）
を
そ
の
他

の
財
産
と
区
分
す
る
こ
と
。 



 

二 

入
所
者
に
係
る
金
銭
を
給
付
金
の
支
給
の
趣
旨
に
従
っ
て
用
い
る
こ
と
。 

 
三 

入
所
者
に
係
る
金
銭
の
収
支
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
帳
簿
を
整
備
す
る
こ
と
。 

 
四 

当
該
入
所
者
が
退
所
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
入
所
者
に
係
る
金
銭
を
当
該
入
所
者

に
取
得
さ
せ
る
こ
と
。 

 

（
関
係
機
関
等
と
の
連
携
） 

第
十
九
条 

婦
人
保
護
施
設
は
、
婦
人
相
談
所
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
事
務

所
、
児
童
相
談
所
、
警
察
、
母
子
生
活
支
援
施
設
、
母
子
福
祉
団
体
、
公
共
職
業
安
定
所
、
職

業
訓
練
施
設
そ
の
他
の
関
係
機
関
及
び
婦
人
相
談
員
、
母
子
相
談
員
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員
、

保
護
司
そ
の
他
の
関
係
者
と
密
接
に
連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

     



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
鳥
獣
保
護
区
等
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例（
埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号
）

（
自
然
環
境
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正

に
伴
い
、
鳥
獣
保
護
区
等
に
設
置
す
る
標
識
の
寸
法
に
つ
い
て
条
例
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

制
札
の
標
示
面
は
、
環
境
省
令
の
規
定
に
準
拠
す
る
。 

 

㈡ 

標
識
の
区
分
に
よ
り
異
な
っ
て
い
た
制
札
の
支
柱
及
び
標
柱
の
地
上
高
の
寸
法
は
、
視
認

性
を
考
慮
し
、
基
準
を
統
一
す
る
。 

 

㈢ 

地
域
の
状
況
に
よ
り
制
札
の
支
柱
及
び
標
柱
の
地
上
高
の
寸
法
を
基
準
未
満
の
寸
法
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。 

 

㈣ 

標
識
の
区
分
と
寸
法
の
基
準
（
寸
法
省
略
） 

 
 

ア 

指
定
猟
法
禁
止
区
域 

 
 

イ 

鳥
獣
保
護
区 

 
 

ウ 

特
別
保
護
地
区 

 
 

エ 

休
猟
区 

 
 

オ 

特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域 

 
 

カ 

特
定
猟
具
使
用
制
限
区
域 

 
 

キ 

特
別
保
護
指
定
区
域 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 

          



条 
 

例 

 
埼
玉
県
鳥
獣
保
護
区
等
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
鳥
獣
保
護
区
等
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例 

 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律

第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
十
四
項
た
だ
し
書
（
法
第
二
十
八
条
第

九
項
及
び
第
二
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
四
条
第
七

項
（
法
第
三
十
五
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
鳥
獣
の
保
護
及

び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
八
号
。
次
条
第

一
項
第
七
号
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ

き
、
鳥
獣
保
護
区
等
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
標
識
の
寸
法
） 

第
二
条 

前
条
に
規
定
す
る
規
定
に
よ
り
条
例
で
定
め
る
標
識
の
寸
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

標
識
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
そ
の
他
の
地
域

の
状
況
に
よ
り
当
該
標
識
の
寸
法
（
地
上
高
の
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
縮
小
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
標
識
の
寸
法
は
当
該
各
号
に

定
め
る
寸
法
未
満
の
寸
法
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

法
第
十
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
指
定
猟
法
禁
止
区
域
を
表
示
す
る
標
識 

制
札
は
一

辺
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
支
柱
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
柱
は
地

上
高
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

二 

法
第
二
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保

護
区
を
表
示
す
る
標
識 

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め

る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

イ 

標
柱
を
用
い
る
標
識 

地
上
高
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 

ロ 

制
札
を
用
い
る
標
識 

制
札
は
縦
三
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
横
四
十
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
支
柱
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
柱
は
地
上
高
八
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

埼
玉
県
条
例
第
六
十
三
号



三 

法
第
二
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
十
三
項
に
規
定
す
る
特
別
保

護
地
区
を
表
示
す
る
標
識 

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定

め
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

イ 
標
柱
を
用
い
る
標
識 

地
上
高
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

制
札
を
用
い
る
標
識 

制
札
は
縦
三
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
横
四
十
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
支
柱
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
柱
は
地
上
高
八
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

四 

法
第
三
十
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
休
猟
区
を
表
示
す
る
標
識 

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ 

る
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

イ 

標
柱
を
用
い
る
標
識 

地
上
高
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

制
札
を
用
い
る
標
識 

制
札
は
一
辺
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
支
柱
を
用
い

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
柱
は
地
上
高
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

五 

法
第
三
十
五
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定

猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
表
示
す
る
標
識 

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ

又
は
ロ
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

イ 

標
柱
を
用
い
る
標
識 

地
上
高
百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 

ロ 

制
札
を
用
い
る
標
識 

制
札
は
縦
三
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
横
四
十
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
支
柱
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
柱
は
地
上
高
八
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

六 

法
第
三
十
五
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定

猟
具
使
用
制
限
区
域
を
表
示
す
る
標
識 

制
札
は
一
辺
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、

支
柱
を
用
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
柱
は
地
上
高
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す

る
こ
と
。 

七 

省
令
第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
保
護
指
定
区
域
を
表
示
す
る
標
識 

制
札
は

縦
七
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
及
び
横
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
支
柱
を
用
い
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
支
柱
は
地
上
高
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
標
識
の
寸
法
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る

標
識
の
区
分
ご
と
に
規
則
で
定
め
る
寸
法
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
六
十

四
号
）（
社
会
福
祉
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

生
活
保
護
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
を
定
め
る
た

め
の
条
例
の
制
定 

二 

内
容 

 

㈠ 

設
備
の
基
準 

 
 

 
 

（
例
）
救
護
施
設 

 
 

 
 

 
 

 

食
堂
、
洗
面
所
、
便
所
、
事
務
室
を
設
け
る
こ
と 

㈡ 

運
営
の
基
準 

 
 

 

（
例
）
非
常
災
害
対
策
と
し
て
、
必
要
な
物
資
の
備
蓄
に
努
め
る
こ
と 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日
。
た
だ
し
、
二
（
二
）
の
一
部
は
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

条 
 

例 

 
埼
玉
県
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

  
 
 

埼
玉
県
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例 

目
次 

 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
―
第
十
条
） 

 

第
二
章 

保
護
施
設 

 
 

第
一
節 

救
護
施
設
（
第
十
一
条
―
第
二
十
条
） 

 
 

第
二
節 

更
生
施
設
（
第
二
十
一
条
―
第
二
十
六
条
） 

 
 

第
三
節 

医
療
保
護
施
設
（
第
二
十
七
条
） 

 
 

第
四
節 

授
産
施
設
（
第
二
十
八
条
―
第
三
十
三
条
） 

 
 

第
五
節 

宿
所
提
供
施
設
（
第
三
十
四
条
―
第
三
十
九
条
） 

 

第
三
章 

社
会
事
業
授
産
施
設
（
第
四
十
条
） 

 

附
則 

第
一
章 

総
則 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
三
十
九
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
と
と
も
に
、
社

会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
授
産

施
設
（
同
法
第
二
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
授
産
施
設
で
あ
っ
て
、
生
活
保
護
法
の
適
用

を
受
け
な
い
も
の
に
限
る
。
第
三
章
に
お
い
て
「
社
会
事
業
授
産
施
設
」
と
い
う
。
）
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
基
本
方
針
） 

第
二
条 

保
護
施
設
は
、
入
所
者
又
は
利
用
者
（
以
下
「
入
所
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
健

全
な
環
境
の
下
で
、
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
熱
意
及
び
能
力
を
有
す
る
職
員
に
よ
る
適
切
な

処
遇
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
構
造
設
備
の
一
般
原
則
） 

第
三
条 

保
護
施
設
（
医
療
保
護
施
設
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
配
置
、
構
造
及
び
設
備
は
、

日
照
、
採
光
、
換
気
等
入
所
者
等
の
保
健
衛
生
に
関
す
る
事
項
及
び
防
災
に
つ
い
て
十
分
考
慮

さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

埼
玉
県
条
例
第
六
十
四
号



 

（
設
備
の
専
用
） 

第
四
条 

保
護
施
設
の
設
備
は
、
専
ら
当
該
施
設
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
入
所
者
等
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
職
員
の
資
格
要
件
） 

第
五
条 

保
護
施
設
の
職
員
の
資
格
要
件
に
係
る
基
準
は
、
救
護
施
設
、
更
生
施
設
、
授
産
施
設

及
び
宿
所
提
供
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準（
昭
和
四
十
一
年
厚
生
省
令
第
十
八
号
。

以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
職
員
の
専
従
） 

第
六
条 

保
護
施
設
の
職
員
の
専
従
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

（
苦
情
へ
の
対
応
） 

第
七
条 

保
護
施
設
は
、
そ
の
行
っ
た
処
遇
に
関
す
る
入
所
者
等
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切

に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

保
護
施
設
は
、
そ
の
行
っ
た
処
遇
に
関
し
、
生
活
保
護
法
第
十
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
保

護
の
実
施
機
関
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要

な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

保
護
施
設
は
、
社
会
福
祉
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
運
営
適
正
化
委
員
会
が
行
う
同
法
第

八
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
に
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
八
条 

保
護
施
設
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を
設
け
る
と
と

も
に
、
非
常
災
害
に
対
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

保
護
施
設
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必
要
な
訓
練
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

保
護
施
設
は
、
入
所
者
等
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お
い
て
必
要
と

な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
事
故
防
止
対
策
） 

第
九
条 

保
護
施
設
は
、
入
所
者
等
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
事
故
の
防
止
に
関
す
る
措
置
を

講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
帳
簿
の
整
備
） 

第
十
条 

保
護
施
設
は
、
設
備
、
職
員
、
会
計
及
び
入
所
者
等
の
処
遇
の
状
況
に
関
す
る
帳
簿
を

整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
章 

保
護
施
設 

 
 
 
 

第
一
節 

救
護
施
設 



 

（
規
模
） 

第
十
一
条 

救
護
施
設
は
、
三
十
人
以
上
の
人
員
を
入
所
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
規
模
を
有
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

救
護
施
設
に
、
当
該
救
護
施
設
と
一
体
的
に
管
理
運
営
を
行
う
、
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

困
難
な
要
保
護
者
を
入
所
さ
せ
て
生
活
扶
助
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
で
あ
っ
て
入
所

者
が
二
十
人
以
下
の
も
の
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
三
条
に
お
い
て
「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
施
設
」

と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
場
合
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
施
設
は
、
五
人
以
上
の
人
員
を
入
所
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
規
模
を
有
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

救
護
施
設
は
、
被
保
護
者
の
数
が
当
該
施
設
に
お
け
る
入
所
者
の
総
数
の
う
ち
に
占
め
る
割

合
を
お
お
む
ね
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
設
備
の
基
準
） 

第
十
二
条 

救
護
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
省
令
第
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と

す
る
。 

（
サ
テ
ラ
イ
ト
型
施
設
の
設
備
の
基
準
） 

第
十
三
条 

サ
テ
ラ
イ
ト
型
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
省
令
第
十
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
十
四
条 

救
護
施
設
の
職
員
の
配
置
の
基
準
は
、
省
令
第
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
居
室
の
入
所
人
員
） 

第
十
五
条 

一
の
居
室
に
入
所
さ
せ
る
人
員
は
、
原
則
と
し
て
四
人
以
下
と
す
る
。 

（
給
食
） 

第
十
六
条 

給
食
は
、あ
ら
か
じ
め
作
成
さ
れ
た
献
立
に
従
っ
て
行
う
こ
と
と
し
、そ
の
献
立
は
、

栄
養
並
び
に
入
所
者
の
身
体
的
状
況
及
び
嗜 し
好
を
考
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
健
康
管
理
） 

第
十
七
条 

入
所
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
入
所
時
及
び
毎
年
定
期
に
二
回
以
上
健
康
診
断
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
十
八
条 

救
護
施
設
は
、
入
所
者
の
使
用
す
る
設
備
、
食
器
等
又
は
飲
用
に
供
す
る
水
に
つ
い

て
は
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
医
薬
品
、

衛
生
材
料
及
び
医
療
機
械
器
具
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

救
護
施
設
は
、
当
該
救
護
施
設
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
生
活
指
導
等
） 



 

第
十
九
条 

救
護
施
設
は
、
入
所
者
に
対
し
、
生
活
の
向
上
及
び
更
生
の
た
め
の
指
導
を
受
け
る

機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
救
護
施
設
は
、
入
所
者
に
対
し
、
そ
の
精
神
的
及
び
身
体
的
条
件
に
応
じ
、
機
能
を
回
復
し
、

又
は
機
能
の
減
退
を
防
止
す
る
た
め
の
訓
練
又
は
作
業
に
参
加
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

３ 

入
所
者
の
日
常
生
活
に
充
て
ら
れ
る
場
所
は
、
必
要
に
応
じ
、
採
暖
の
た
め
の
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

一
週
間
に
二
回
以
上
、
入
所
者
を
入
浴
さ
せ
、
又
は
清
拭 しき
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

教
養
娯
楽
設
備
等
を
備
え
る
ほ
か
、
適
宜
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
給
付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
の
管
理
） 

第
二
十
条 

救
護
施
設
は
、
当
該
救
護
施
設
の
設
置
者
が
省
令
第
十
六
条
の
二
の
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
給
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
付
金
」
と
い
う
。
）
の
支
給
を
受
け
た
と
き

は
、
給
付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
を
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
管
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

一 

当
該
入
所
者
に
係
る
当
該
金
銭
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
こ
れ
ら
の
運
用
に
よ
り
生
じ

た
収
益
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
所
者
に
係
る
金
銭
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
他

の
財
産
と
区
分
す
る
こ
と
。 

二 

入
所
者
に
係
る
金
銭
を
給
付
金
の
支
給
の
趣
旨
に
従
っ
て
用
い
る
こ
と
。 

三 

入
所
者
に
係
る
金
銭
の
収
支
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
帳
簿
を
整
備
す
る
こ
と
。 

四 

当
該
入
所
者
が
退
所
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
入
所
者
に
係
る
金
銭
を
当
該
入
所
者

に
取
得
さ
せ
る
こ
と
。 

第
二
節 

更
生
施
設 

（
規
模
） 

第
二
十
一
条 

更
生
施
設
は
、
三
十
人
以
上
の
人
員
を
入
所
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
規
模
を
有
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

更
生
施
設
は
、
被
保
護
者
の
数
が
当
該
施
設
に
お
け
る
入
所
者
の
総
数
の
う
ち
に
占
め
る
割

合
を
お
お
む
ね
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
設
備
の
基
準
） 

第
二
十
二
条 

更
生
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
省
令
第
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ

と
と
す
る
。 

（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
二
十
三
条 

更
生
施
設
の
職
員
の
配
置
の
基
準
は
、
省
令
第
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 



 

（
生
活
指
導
等
） 

第
二
十
四
条 

更
生
施
設
は
、
入
所
者
の
勤
労
意
欲
を
助
長
す
る
と
と
も
に
、
入
所
者
が
退
所
後

健
全
な
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
入
所
者
各
人
の
精
神
及
び
身
体
の
条
件
に
適
合

す
る
更
生
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
く
指
導
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
生
活
指
導
等
に
つ
い
て
は
、
第
十
九
条
（
第
二
項
を
除
く
。
）

の
規
定
を
準
用
す
る
。 

（
作
業
指
導
） 

第
二
十
五
条 

更
生
施
設
は
、
入
所
者
に
対
し
、
前
条
第
一
項
の
更
生
計
画
に
従
っ
て
、
入
所
者

が
退
所
後
に
自
立
す
る
た
め
に
必
要
な
程
度
の
技
能
を
修
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

作
業
指
導
の
種
目
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
実
情
及
び
入
所
者
の
職
歴
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
準
用
） 

第
二
十
六
条 

第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
及
び
第
二
十
条
の
規
定
は
、
更
生
施
設
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
第
十
六
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
十
二

条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
六
条
の
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
三
節 

医
療
保
護
施
設 

 

（
設
備
及
び
運
営
の
基
準
） 

第
二
十
七
条 

医
療
保
護
施
設
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
そ
の
他
医
療

に
関
す
る
法
令
に
基
づ
く
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
当
該
法
令
に
基
づ
き
適
切
に
運
営
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
四
節 

授
産
施
設 

（
規
模
） 

第
二
十
八
条 

授
産
施
設
は
、
二
十
人
以
上
の
人
員
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
規
模
を
有
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

授
産
施
設
は
、
被
保
護
者
の
数
が
当
該
施
設
に
お
け
る
利
用
者
の
総
数
の
う
ち
に
占
め
る
割

合
を
お
お
む
ね
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
設
備
の
基
準
） 

第
二
十
九
条 

授
産
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
他

の
社
会
福
祉
施
設
等
の
設
備
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
施
設
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
設
備
の
一
部
を
設
け

な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

作
業
室 

二 

作
業
設
備 

三 

食
堂 



 

四 

洗
面
所 

五 

便
所 

六 

事
務
室 

２ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

作
業
室 

イ 

必
要
に
応
じ
て
危
害
防
止
設
備
を
設
け
、
又
は
保
護
具
を
備
え
る
こ
と
。 

ロ 

一
以
上
の
出
入
口
は
、
避
難
上
有
効
な
空
地
、
廊
下
又
は
広
間
に
直
接
面
し
て
設
け
る

こ
と
。 

二 

便
所 

男
子
用
と
女
子
用
を
別
に
設
け
る
こ
と
。 

（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
三
十
条 

授
産
施
設
の
職
員
の
配
置
の
基
準
は
、
省
令
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
工
賃
の
支
払
） 

第
三
十
一
条 

授
産
施
設
の
工
賃
の
支
払
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
自
立
指
導
） 

第
三
十
二
条 

授
産
施
設
は
、
利
用
者
に
対
し
、
作
業
を
通
じ
て
自
立
の
た
め
に
必
要
な
指
導
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
準
用
） 

第
三
十
三
条 

第
十
八
条
の
規
定
（
医
薬
品
、
衛
生
材
料
及
び
医
療
機
械
器
具
の
管
理
に
係
る
部

分
を
除
く
。
）
は
、
授
産
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

第
五
節 

宿
所
提
供
施
設 

（
規
模
） 

第
三
十
四
条 

宿
所
提
供
施
設
は
、
三
十
人
以
上
の
人
員
を
入
所
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
規
模
を

有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

宿
所
提
供
施
設
は
、
被
保
護
者
の
数
が
当
該
施
設
に
お
け
る
入
所
者
の
総
数
の
う
ち
に
占
め

る
割
合
を
お
お
む
ね
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
設
備
の
基
準
） 

第
三
十
五
条 

宿
所
提
供
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
省
令
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
三
十
六
条 

宿
所
提
供
施
設
の
職
員
の
配
置
の
基
準
は
、
省
令
第
三
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 



 

 

（
居
室
の
利
用
世
帯
） 

第
三
十
七
条 

一
の
居
室
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
二
以
上
の
世
帯
に
利

用
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

（
生
活
相
談
） 

第
三
十
八
条 
宿
所
提
供
施
設
は
、
生
活
の
相
談
に
応
ず
る
等
入
所
者
の
生
活
の
向
上
を
図
る
こ

と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
準
用
） 

第
三
十
九
条 

第
十
八
条
の
規
定
（
医
薬
品
、
衛
生
材
料
及
び
医
療
機
械
器
具
の
管
理
に
係
る
部

分
を
除
く
。
）
は
、
宿
所
提
供
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 
 

第
三
章 

社
会
事
業
授
産
施
設 

 

（
設
備
及
び
運
営
の
基
準
） 

第
四
十
条 

社
会
事
業
授
産
施
設
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
は
、
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第

七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
並
び
に
前
章
第
四
節
（
第
二
十
八
条
第

二
項
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 
 
 

附 

則 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
第
三
項
及
び
第
九
条
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
第
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
六
十
五
号
）（
高
齢
介
護
課
） 

一 

趣
旨 

 

社
会
福
祉
法
及
び
老
人
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
を
定
め
る
た
め
の
条
例
の
制
定 

二 

内
容 

㈠ 

設
備
の
基
準 

 

（
例
）
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

 
 

 

静
養
室
、
食
堂
、
浴
室
、
医
務
室
、
調
理
室
を
設
け
る
こ
と 

㈡ 

運
営
の
基
準 

（
例
）
非
常
災
害
対
策
と
し
て
、
必
要
な
物
資
の
備
蓄
に
努
め
る
こ
と 

三 

施
行
期
日 

 

公
布
の
日
。
た
だ
し
、
二
㈠
及
び
㈡
の
一
部
は
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日 

 



 

条 
 

例 

 
埼
玉
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例 

目
次 

 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
） 

 

第
二
章 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

第
一
節 

総
則
（
第
二
条
） 

 
 

第
二
節 

基
本
方
針
（
第
三
条
） 

 
 

第
三
節 

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
四
条
―
第
三
十
四
条
） 

 
 

第
四
節 

都
市
型
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
三
十
五
条
―
第

四
十
条
） 

 

第
三
章 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

第
一
節 

総
則
（
第
四
十
一
条
） 

 
 

第
二
節 

基
本
方
針
（
第
四
十
二
条
） 

 
 

第
三
節 

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
四
十
三
条
―
第
六
十
九
条
） 

 

第
四
章 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

第
一
節 

総
則
（
第
七
十
条
） 

 
 

第
二
節 

基
本
方
針
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
七
十
一
条
―
第
百

条
） 

 
 

第
三
節 

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
（
第
百
一
条
―
第
百
十
一
条
） 

 
 

第
四
節 

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
（
第
百
十
二
条
―
第
百
十
七
条
） 

 
 

第
五
節 

ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
十
八
条
―
第
百
二
十
一
条
） 

 

附
則 

 
 

 

第
一
章 

総
則 

 

（
趣
旨
） 

埼
玉
県
条
例
第
六
十
五
号



 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
六
十
五
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
と
と
も
に
、

老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
養

護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。 

 
 

 

第
二
章 
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

 
 

第
一
節 
総
則 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
社
会
福
祉

法
及
び
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
令
第

百
七
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ

る
。 

 
 

 
 

第
二
節 

基
本
方
針 

第
三
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
無
料
又
は
低
額
な
料
金
で
、
身
体
機
能
の
低
下
等
に
よ
り
自
立

し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
に
つ
い
て
不
安
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
家
族
に
よ

る
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
を
入
所
さ
せ
、
食
事
の
提
供
、
入
浴
等
の
準
備
、
相
談

及
び
援
助
、
社
会
生
活
上
の
便
宜
の
供
与
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
必
要
な
便
宜
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
入
所
者
が
安
心
し
て
生
き
生
き
と
明
る
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指

す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
、
常
に
そ
の
者
の
立
場
に
立
っ

て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
地
域
や
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、
社
会
福
祉

事
業
に
関
す
る
熱
意
及
び
能
力
を
有
す
る
職
員
に
よ
る
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
と

と
も
に
、
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
第
百
十
六
条
第
一
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
、
老
人

の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
者
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

第
三
節 

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
構
造
設
備
等
の
一
般
原
則
） 

第
四
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
配
置
、
構
造
及
び
設
備
は
、
日
照
、
採
光
、
換
気
等
入
所
者
の
保

健
衛
生
に
関
す
る
事
項
及
び
防
災
に
つ
い
て
十
分
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
立
地
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
者
の
外
出
の
機
会
や
地
域
住
民
と
の
交
流

の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
設
備
の
専
用
） 

第
五
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
は
、
専
ら
当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な



 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
所
者
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。 

 
（
職
員
の
資
格
要
件
） 

第
六
条 
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
の
資
格
要
件
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
職
員
の
専
従
） 

第
七
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
の
専
従
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
八
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規

程
（
第
二
十
九
条
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

職
員
の
職
種
、
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

入
所
定
員 

 

四 

入
所
者
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

 

五 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 

六 

非
常
災
害
対
策 

 

七 

そ
の
他
施
設
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
九
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を
設
け

る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
対
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
非
常
災
害
時
の
関
係
機
関
へ
の

通
報
及
び
連
携
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
職
員
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必
要
な

訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お
い
て
必

要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
記
録
の
整
備
） 

第
十
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
設
備
、
職
員
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録

を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

入
所
者
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
計
画 

 

二 

提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

 

三 

省
令
第
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入
所



 

者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
の
記
録 

 
四 

第
三
十
二
条
第
二
項
の
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

 
五 

省
令
第
三
十
三
条
第
二
項
の
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の

同
条
第
三
項
の
記
録 

 

（
設
備
の
基
準
） 

第
十
一
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
職
員
配
置
の
基
準
） 

第
十
二
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
配
置
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
入
所
申
込
者
等
に
対
す
る
説
明
等
） 

第
十
三
条 

入
所
申
込
者
等
に
対
す
る
説
明
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
二
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
対
象
者
） 

第
十
四
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
者
と
す
る
。 

 

一 

身
体
機
能
の
低
下
等
に
よ
り
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
に
つ
い
て
不
安
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
家
族
に
よ
る
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
も
の 

 

二 

六
十
歳
以
上
の
者
。
た
だ
し
、
そ
の
者
の
配
偶
者
、
三
親
等
内
の
親
族
そ
の
他
特
別
な
事

情
に
よ
り
当
該
者
と
共
に
入
所
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。 

 

（
入
退
所
） 

第
十
五
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
予
定
者
の
入
所
に
際
し
て
は
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、

生
活
の
状
況
、
家
庭
の
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
心
身
の
状
況
、
入
所
中
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
等
に
照
ら
し
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難
と
な

っ
た
と
認
め
ら
れ
る
入
所
者
に
対
し
、
そ
の
者
及
び
そ
の
家
族
の
希
望
を
十
分
に
勘
案
し
、
そ

の
者
の
状
態
に
適
合
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
他
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
援
助
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
退
所
に
際
し
て
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
介
護
保
険
法

（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
同
条
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
施
設
サ
ー

ビ
ス
計
画
を
い
う
。
）
の
作
成
等
の
援
助
に
資
す
る
た
め
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
（
同
条
第
二

十
三
項
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
を
い
う
。
第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
六
十

二
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
者
又
は
介
護
保
険
施
設
（
同
条
第
二
十
四
項



 

に
規
定
す
る
介
護
保
険
施
設
を
い
う
。
）
に
対
す
る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
ほ
か
、
そ
の
他
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
十
六
条 
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
録
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

（
利
用
料
の
受
領
） 

第
十
七
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
か
ら
利
用
料
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
支
払
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
入
所
者
の
所
得
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て

徴
収
す
べ
き
費
用
と
し
て
知
事
が
定
め
る
額
に
限
る
。
） 

 

二 

生
活
費
（
食
材
料
費
及
び
共
用
部
分
に
係
る
光
熱
水
費
に
限
る
。
） 

 

三 

居
住
に
要
す
る
費
用
（
前
号
の
光
熱
水
費
及
び
次
号
の
費
用
を
除
く
。
） 

 

四 

居
室
に
係
る
光
熱
水
費 

 

五 

入
所
者
が
選
定
す
る
特
別
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
の
う
ち

日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
入
所
者
に
負
担
さ

せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

２ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ

て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
入
所
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
を

記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
入
所
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
第
二
号
の
生
活
費
は
、
地
域
の
実
情
、
物
価
の
変
動
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
知

事
が
定
め
る
額
を
上
限
額
と
す
る
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
方
針
） 

第
十
八
条 

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
食
事
） 

第
十
九
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
栄
養
並
び
に
入
所
者
の
心
身
の
状
況
及
び
嗜 し
好
を
考
慮
し
た

食
事
を
、
適
切
な
時
間
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
生
活
相
談
等
） 

第
二
十
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
常
に
入
所
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等

の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
入
所
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
そ
の
相
談
に
適
切
に
応
じ
る
と
と

も
に
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
要
介
護
認
定
（
介
護
保
険
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護



 

認
定
を
い
う
。
第
五
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
申
請
等
入
所
者
が
日
常
生
活
を
営

む
の
に
必
要
な
行
政
機
関
等
に
対
す
る
手
続
に
つ
い
て
、
そ
の
者
又
は
そ
の
家
族
が
行
う
こ
と

が
困
難
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
意
思
を
踏
ま
え
て
速
や
か
に
必
要
な
支
援
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
常
に
入
所
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
入
所
者
と
そ
の

家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、入
所
者
の
外
出
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
二
日
に
一
回
以
上
の
頻
度
で
入
浴
の
機
会
を
提
供
す
る
等
の
適
切
な

方
法
に
よ
り
、
入
所
者
の
清
潔
の
保
持
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
か
ら
の
要
望
を
考
慮
し
、
適
宜
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
を

実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
） 

第
二
十
一
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
が
要
介
護
状
態
等
（
介
護
保
険
法
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
要
介
護
状
態
等
を
い
う
。
第
五
十
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
心
身
の
状
況
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
応
じ
、
適
切
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
（
同
法
第
二

十
三
条
に
規
定
す
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
健
康
の
保
持
） 

第
二
十
二
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
機
会

を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
に
つ
い
て
、
健
康
の
保
持
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
施
設
長
の
責
務
） 

第
二
十
三
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
長
（
次
項
に
お
い
て
「
施
設
長
」
と
い
う
。
）
は
、
軽
費
老

人
ホ
ー
ム
の
職
員
の
管
理
、
業
務
の
実
施
状
況
の
把
握
そ
の
他
の
管
理
を
一
元
的
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

施
設
長
は
、
職
員
に
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
三
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
次
条
か
ら

第
三
十
四
条
ま
で
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
生
活
相
談
員
の
責
務
） 

第
二
十
四
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
生
活
相
談
員
は
、入
所
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、

適
切
な
助
言
及
び
必
要
な
支
援
を
行
う
ほ
か
、次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

入
所
者
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
に
際
し
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
又
は
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
計
画
（
介
護
保
険
法
第
八
条
の
二
第
十
八
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
を

い
う
。
第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
作
成
等
に
資
す
る
た
め
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
又
は
介
護
予
防
支
援
事
業
（
同
法
第
八
条
の
二
第
十
八
項
に
規
定
す
る
介
護



 

予
防
支
援
事
業
を
い
う
。
第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
者
と
の

密
接
な
連
携
を
図
る
ほ
か
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
。 

 

二 
第
三
十
二
条
第
二
項
の
苦
情
の
内
容
等
の
記
録
を
行
う
こ
と
。 

 

三 

省
令
第
三
十
三
条
第
二
項
の
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の

同
条
第
三
項
の
記
録
を
行
う
こ
と
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
相
談
員
が
置
か
れ
て
い
な
い
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
あ
っ

て
は
、
介
護
職
員
が
同
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
二
十
五
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
に
対
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

職
員
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
職
員
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
者
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を

送
る
た
め
に
継
続
性
を
重
視
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
職
員
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
二
十
六
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
定
員
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え
て
入
所
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
二
十
七
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
使
用
す
る
食
器
そ
の
他
の
設
備
又
は
飲
用
に
供

す
る
水
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、

又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た

め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
職
員
に
対
し
、
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。 

 

二 

当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た

め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。 

 

三 

当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
職
員
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食

中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。 

 

四 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
定
め
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
発
生
が
疑
わ
れ

る
際
の
対
処
等
に
関
す
る
手
順
に
沿
っ
た
対
応
を
行
う
こ
と
。 



 
 

（
協
力
医
療
機
関
等
） 

第
二
十
八
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
病
状
の
急
変
等
に
備
え
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、

協
力
医
療
機
関
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
力
歯
科
医
療
機
関
を
定
め
て
お
く
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
掲
示
） 

第
二
十
九
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
見
や
す
い
場
所
に
、
運
営
規
程

の
概
要
、
職
員
の
勤
務
の
体
制
、
協
力
医
療
機
関
、
利
用
料
そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す

る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
三
十
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ

と
と
す
る
。 

 

（
広
告
） 

第
三
十
一
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
当
該
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
広
告
を
す
る
場
合
は
、

そ
の
内
容
が
虚
偽
又
は
誇
大
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
苦
情
へ
の
対
応
） 

第
三
十
二
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
入
所
者
又
は
そ
の
家

族
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
の

設
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
は
、
当
該
苦
情
の
内
容
等
を
記
録

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
県
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け

た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
県
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
改
善
の
内
容
を
県
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
社
会
福
祉
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
運
営
適
正
化
委
員
会
が
行
う

同
法
第
八
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
に
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
三
十
三
条 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は
そ
の
自
発
的

な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
入

所
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
、
市
町
村
等
が
派
遣
す
る
者
が
相
談
及
び
援
助
を
行
う
事
業
そ
の

他
の
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
） 



 

第
三
十
四
条 

事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
三
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
四
節 

都
市
型
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
こ
の
節
の
趣
旨
） 

第
三
十
五
条 
前
節
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
都
市
型
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
小
規
模
な
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
で
あ
っ
て
、
原
則
と
し
て
既
成
市
街
地
等
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律

第
二
十
六
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
表
の
第
一
号
の
上
欄
に
規
定
す
る
既
成
市
街
地
等
を
い

う
。
）
に
設
置
さ
れ
、
か
つ
、
知
事
が
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
指
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以

下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
節
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

（
入
所
定
員
） 

第
三
十
六
条 

都
市
型
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
入
所
定
員
を
二
十
人
以
下
と
す
る
。 

 

（
設
備
の
基
準
） 

第
三
十
七
条 

都
市
型
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
六
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
職
員
配
置
の
基
準
） 

第
三
十
八
条 

都
市
型
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
配
置
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
七
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
自
炊
の
支
援
） 

第
三
十
九
条 

都
市
型
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
心
身
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
、
自
炊
を

行
う
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
準
用
） 

第
四
十
条 

第
四
条
か
ら
第
十
条
ま
で
及
び
第
十
三
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
都
市

型
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
中
「
第
五
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
条
」
と
、
第
七
条
中
「
第
六
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
六
条
」
と
、
第
十
条
第
二
項
第
三
号
中

「
第
十
七
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
七
条
第
三

項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
条
に
お
い
て
準
用

す
る
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
第
二
項
」
と
、
第
十
三
条
中
「
第
十
二
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
二
条
」
と
、
第
十
八
条
中
「
第
十

七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
七
条
」
と
、
第
二
十
三
条

第
二
項
中
「
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
三
条
か
ら
前
条
ま
で
及
び
次
条
か
ら
第
三
十
四

条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
並
び
に
第
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
条
か
ら
第



 

十
条
ま
で
、
第
十
三
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
及
び
第
二
十
四
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
」
と
、

第
二
十
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
条
に
お
い
て

準
用
す
る
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
第
二
項
」
と
、
第
三
十
条
中
「
第
二
十

九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
九
条
」
と
、
第
三
十
四

条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

第
三
章 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

 
 

第
一
節 

総
則 

 

（
定
義
） 

第
四
十
一
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
老
人

福
祉
法
及
び
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
四
十
一
年
厚
生
省
令

第
十
九
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に

よ
る
。 

 
 

 
 

第
二
節 

基
本
方
針 

第
四
十
二
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
処
遇
に
関
す
る
計
画
（
次
節
に
お
い
て
「
処
遇

計
画
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
社
会
復
帰
の
促
進
及
び
自
立
の
た
め
に
必
要
な
指
導
及
び
訓

練
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
入
所
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
、
常
に
そ
の
者
の
立
場
に
立
っ

て
処
遇
を
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
明
る
く
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
有
し
、
地
域
や
家
庭
と
の
結
び
付
き
を

重
視
し
た
運
営
を
行
い
、
社
会
福
祉
事
業
に
関
す
る
熱
意
及
び
能
力
を
有
す
る
職
員
に
よ
る
適

切
な
処
遇
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
町
村
、
老
人
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事

業
を
行
う
者
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な

連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

第
三
節 

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
構
造
設
備
の
一
般
原
則
） 

第
四
十
三
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
配
置
、
構
造
及
び
設
備
は
、
日
照
、
採
光
、
換
気
等
入
所
者

の
保
健
衛
生
に
関
す
る
事
項
及
び
防
災
に
つ
い
て
十
分
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

（
設
備
の
専
用
） 

第
四
十
四
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
は
、
専
ら
当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
用
に
供
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で



 

な
い
。 

 
（
職
員
の
資
格
要
件
） 

第
四
十
五
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
の
資
格
要
件
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
職
員
の
専
従
） 

第
四
十
六
条 
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
の
専
従
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
四
十
七
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す

る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

職
員
の
職
種
、
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

入
所
定
員 

 

四 

入
所
者
の
処
遇
の
内
容 

 

五 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 

六 

非
常
災
害
対
策 

 

七 

そ
の
他
施
設
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
四
十
八
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を

設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
対
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
非
常
災
害
時
の
関
係
機
関

へ
の
通
報
及
び
連
携
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
職
員
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必
要
な

訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お
い
て
必

要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
記
録
の
整
備
） 

第
四
十
九
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
設
備
、
職
員
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
処
遇
の
状
況
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ

の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

処
遇
計
画 

 

二 

行
っ
た
具
体
的
な
処
遇
の
内
容
等
の
記
録 

 

三 

省
令
第
十
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入
所



 

者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
の
記
録 

 
四 

第
六
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

 
五 

省
令
第
二
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に

つ
い
て
の
記
録 

 

（
規
模
） 

第
五
十
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
二
十
人
以
上
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
併
設
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
十
人
以
上
）
の
人
員
を
入
所
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
規
模
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

（
設
備
の
基
準
） 

第
五
十
一
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
五
十
二
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
の
配
置
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
二
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
居
室
の
定
員
） 

第
五
十
三
条 

一
の
居
室
の
定
員
は
、
一
人
と
す
る
。
た
だ
し
、
入
所
者
へ
の
処
遇
上
必
要
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
二
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
入
退
所
） 

第
五
十
四
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
予
定
者
の
入
所
に
際
し
て
は
、
そ
の
者
の
心
身
の
状

況
、
生
活
歴
、
病
歴
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、

そ
の
者
が
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
常
に
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、
居
宅

に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
入
所
者
に
対
し
、
そ
の
者
及
び
そ

の
家
族
の
希
望
、
そ
の
者
が
退
所
後
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
生
活
環
境
等
を
勘
案
し
、
そ
の

者
の
円
滑
な
退
所
の
た
め
に
必
要
な
援
助
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
退
所
に
際
し
て
は
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
退
所
後
も
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
入
所
者
及
び
そ
の
家
族

等
に
対
す
る
相
談
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
援
助
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
処
遇
計
画
） 

第
五
十
五
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
長
（
第
六
十
一
条
に
お
い
て
「
施
設
長
」
と
い
う
。
）
は
、

生
活
相
談
員
に
処
遇
計
画
の
作
成
に
関
す
る
業
務
を
担
当
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 



 

２ 

生
活
相
談
員
は
、
入
所
者
に
つ
い
て
、
そ
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
そ

の
者
及
び
そ
の
家
族
の
希
望
等
を
勘
案
し
、
他
の
職
員
と
協
議
の
上
、
そ
の
者
の
処
遇
計
画
を

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

生
活
相
談
員
は
、
処
遇
計
画
に
つ
い
て
、
入
所
者
の
処
遇
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
必
要
な
見

直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
処
遇
の
方
針
） 

第
五
十
六
条 

処
遇
の
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ

と
と
す
る
。 

 

（
食
事
） 

第
五
十
七
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
栄
養
並
び
に
入
所
者
の
心
身
の
状
況
及
び
嗜 し
好
を
考
慮
し

た
食
事
を
、
適
切
な
時
間
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
生
活
相
談
等
） 

第
五
十
八
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
常
に
入
所
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境

等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
入
所
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
そ
の
相
談
に
適
切
に
応
じ
る
と

と
も
に
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
に
対
し
、
処
遇
計
画
に
基
づ
き
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
た
め
に
必
要
な
指
導
及
び
訓
練
そ
の
他
の
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
要
介
護
認
定
の
申
請
等
、
入
所
者
が
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な

行
政
機
関
等
に
対
す
る
手
続
に
つ
い
て
、
そ
の
者
又
は
そ
の
家
族
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
困
難

で
あ
る
場
合
は
、
当
該
入
所
者
の
意
思
を
踏
ま
え
て
速
や
か
に
必
要
な
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

４ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
常
に
入
所
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
入
所
者
と
そ
の

家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、入
所
者
の
外
出
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
に
対
し
、
退
所
後
の
地
域
に
お
け
る
生
活
を
念
頭
に
置
き
つ

つ
、
自
立
的
な
生
活
に
必
要
な
援
助
を
適
切
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
一
週
間
に
二
回
以
上
、
入
所
者
を
入
浴
さ
せ
、
又
は
清
拭 しき
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

８ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
教
養
娯
楽
設
備
等
を
備
え
る
ほ
か
、
適
宜
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
） 

第
五
十
九
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
が
要
介
護
状
態
等
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
心

身
の
状
況
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
応
じ
、
適
切
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 
 

（
健
康
管
理
） 

第
六
十
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
に
つ
い
て
、
そ
の
入
所
時
及
び
毎
年
定
期
に
二
回
以

上
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
施
設
長
の
責
務
） 

第
六
十
一
条 
施
設
長
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
の
管
理
、
業
務
の
実
施
状
況
の
把
握
そ
の

他
の
管
理
を
一
元
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

施
設
長
は
、
職
員
に
第
四
十
七
条
か
ら
第
四
十
九
条
ま
で
、
第
五
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
及

び
次
条
か
ら
第
六
十
九
条
ま
で
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の

と
す
る
。 

 

（
生
活
相
談
員
の
責
務
） 

第
六
十
二
条 

生
活
相
談
員
は
、
処
遇
計
画
を
作
成
し
、
そ
れ
に
沿
っ
た
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う

必
要
な
調
整
を
行
う
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

入
所
者
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
に
際
し
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
又
は
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
計
画
の
作
成
等
に
資
す
る
た
め
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
又
は
介
護
予
防
支
援
事
業
を
行

う
者
と
密
接
な
連
携
を
図
る
ほ
か
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
連
携
に
努
め
る
こ
と
。 

 

二 

第
六
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録
を
行
う
こ
と
。 

 

三 

省
令
第
二
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
措
置
に

つ
い
て
の
記
録
を
行
う
こ
と
。 

２ 

主
任
生
活
相
談
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
に
際

し
て
の
調
整
、他
の
生
活
相
談
員
に
対
す
る
技
術
指
導
等
の
内
容
の
管
理
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
相
談
員
が
置
か
れ
て
い
な
い
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
省
令
第
十
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
養
護
老
人
ホ

ー
ム
を
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
主
任
支
援
員
が
前
二
項
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す

る
。 

 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
六
十
三
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
に
対
し
、
適
切
な
処
遇
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
職
員
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
職
員
の
勤
務
体
制
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
者
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送

る
た
め
に
継
続
性
を
重
視
し
た
処
遇
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
職
員
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
六
十
四
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
使
用
す
る
食
器
そ
の
他
の
設
備
又
は
飲
用
に
供



 

す
る
水
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

医
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、

又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た

め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

結
果
に
つ
い
て
、
支
援
員
そ
の
他
の
職
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。 

 

二 

当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た

め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。 

 

三 

当
該
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
支
援
員
そ
の
他
の
職
員
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中

毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。 

 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
定
め
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
発
生
が
疑
わ
れ

る
際
の
対
処
等
に
関
す
る
手
順
に
沿
っ
た
対
応
を
行
う
こ
と
。 

 

（
協
力
病
院
等
） 

第
六
十
五
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
入
所
者
の
た
め
に
、
あ
ら
か
じ

め
、
協
力
病
院
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
力
歯
科
医
療
機
関
を
定
め
て
お
く
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
六
十
六
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

 

（
苦
情
へ
の
対
応
） 

第
六
十
七
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
行
っ
た
処
遇
に
関
す
る
入
所
者
及
び
そ
の
家
族
か
ら

の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設
置
す

る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の
内
容
等
を
記

録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
行
っ
た
処
遇
に
関
し
、
市
町
村
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た

場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
市
町
村
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
改
善
の
内
容
を

市
町
村
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
社
会
福
祉
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
運
営
適
正
化
委
員
会
が
行
う

同
法
第
八
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
に
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 



 

第
六
十
八
条 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は
そ
の
自
発
的

な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
措
置
に
関
す
る
入
所
者
か
ら
の
苦

情
に
関
し
て
、
市
町
村
等
が
派
遣
す
る
者
が
相
談
及
び
援
助
を
行
う
事
業
そ
の
他
の
市
町
村
が

実
施
す
る
事
業
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
） 

第
六
十
九
条 

事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
九
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 

第
四
章 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

 
 

第
一
節 

総
則 

 

（
定
義
） 

第
七
十
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
老
人
福

祉
法
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令

第
四
十
六
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例

に
よ
る
。 

 
 

 
 

第
二
節 

基
本
方
針
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
基
本
方
針
） 

第
七
十
一
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
に
対
し
、
健
全
な
環
境
の
下
で
、
社
会
福
祉

事
業
に
関
す
る
熱
意
及
び
能
力
を
有
す
る
職
員
に
よ
る
適
切
な
処
遇
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
処
遇
に
関
す
る
計
画
に
基
づ
き
、
可
能
な
限
り
、
居

宅
に
お
け
る
生
活
へ
の
復
帰
を
念
頭
に
置
い
て
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
、
相
談
及

び
援
助
、
社
会
生
活
上
の
便
宜
の
供
与
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
並
び
に
機
能
訓
練
、
健

康
管
理
及
び
療
養
上
の
世
話
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
入
所
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立

し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

３ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
、
常
に
そ
の
者
の
立
場
に

立
っ
て
処
遇
を
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
明
る
く
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
有
し
、
地
域
や
家
庭
と
の
結
び
付

き
を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、
市
町
村
、
老
人
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業

を
行
う
者
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連

携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
構
造
設
備
の
一
般
原
則
） 

第
七
十
二
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
配
置
、
構
造
及
び
設
備
は
、
日
照
、
採
光
、
換
気
等
の



 

入
所
者
の
保
健
衛
生
に
関
す
る
事
項
及
び
防
災
に
つ
い
て
十
分
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 
（
設
備
の
専
用
） 

第
七
十
三
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
は
、
専
ら
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
用
に
供

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。 

 

（
職
員
の
資
格
要
件
） 

第
七
十
四
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
の
資
格
要
件
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
職
員
の
専
従
） 

第
七
十
五
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
の
専
従
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
七
十
六
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に

関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

職
員
の
職
種
、
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

入
所
定
員 

 

四 

入
所
者
の
処
遇
の
内
容
及
び
費
用
の
額 

 

五 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 

六 

非
常
災
害
対
策 

 

七 

そ
の
他
施
設
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
七
十
七
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設

備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
非
常
災
害
時
の
関
係

機
関
へ
の
通
報
及
び
連
携
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
職
員
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必

要
な
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お
い

て
必
要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
記
録
の
整
備
） 

第
七
十
八
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
設
備
、
職
員
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

２ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、入
所
者
の
処
遇
の
状
況
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、

そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
一 

入
所
者
の
処
遇
に
関
す
る
計
画 

 

二 
行
っ
た
具
体
的
な
処
遇
の
内
容
等
の
記
録 

 

三 

省
令
第
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入
所

者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
の
記
録 

 

四 

第
九
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

 

五 

省
令
第
三
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に

つ
い
て
の
記
録 

 

（
設
備
の
基
準
） 

第
七
十
九
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
一
条
（
同
条
第
四
項

第
一
号
イ
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

２ 

一
の
居
室
の
定
員
は
、
一
人
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
認
め
る
場
合
は
、
四
人
以
下
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
八
十
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
の
配
置
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
二
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
） 

第
八
十
一
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
予
定
者
が
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
そ
の

他
入
所
予
定
者
に
対
し
自
ら
適
切
な
便
宜
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
適
切
な

病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
を
紹
介
す
る
等
の
適
切
な
措
置
を
速
や
か
に

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
入
退
所
） 

第
八
十
二
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
予
定
者
の
入
所
に
際
し
て
は
、
そ
の
者
に
係
る

居
宅
介
護
支
援
（
介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
支
援
を
い
う
。
第

五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
生

活
歴
、
病
歴
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
（
同
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を
い
う
。
）

の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら

し
、
そ
の
者
が
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
定
期
的

に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
項
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
生
活
相
談
員
、
介
護
職
員
又
は
看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師

（
第
九
十
条
に
お
い
て
「
看
護
職
員
」
と
い
う
。
）
等
の
職
員
の
間
で
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 



 

４ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、

居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
入
所
者
に
対
し
、
そ
の
者
及

び
そ
の
家
族
の
希
望
、
そ
の
者
が
退
所
後
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
環
境
等
を
勘
案
し
、
そ
の

者
の
円
滑
な
退
所
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
退
所
に
際
し
て
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等

の
援
助
に
資
す
る
た
め
、
居
宅
介
護
支
援
を
行
う
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
ほ
か
、

そ
の
他
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
入
所
者
の
処
遇
に
関
す
る
計
画
） 

第
八
十
三
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
に
つ
い
て
、
そ
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か

れ
て
い
る
環
境
、
そ
の
者
及
び
そ
の
家
族
の
希
望
等
を
勘
案
し
、
そ
の
者
の
同
意
を
得
て
、
そ

の
者
の
処
遇
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
処
遇
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
、
入
所
者
の
処
遇
の

状
況
等
を
勘
案
し
、
必
要
な
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
処
遇
の
方
針
） 

第
八
十
四
条 

処
遇
の
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ

と
と
す
る
。 

 

（
介
護
） 

第
八
十
五
条 

介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す

る
。 

 

（
食
事
） 

第
八
十
六
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
栄
養
並
び
に
入
所
者
の
心
身
の
状
況
及
び
嗜 し
好
を
考

慮
し
た
食
事
を
、
適
切
な
時
間
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
が
可
能
な
限
り
離
床
し
て
、
食
堂
で
食
事
を
と
る
こ
と

を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
相
談
及
び
援
助
） 

第
八
十
七
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
常
に
入
所
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る

環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
入
所
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
そ
の
相
談
に
適
切
に
応
じ

る
と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
社
会
生
活
上
の
便
宜
の
提
供
等
） 

第
八
十
八
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
教
養
娯
楽
設
備
等
を
備
え
る
ほ
か
、
適
宜
入
所
者
の

た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
が
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
行
政
機
関
等
に
対
す

る
手
続
に
つ
い
て
、
そ
の
者
又
は
そ
の
家
族
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
そ



 

の
者
の
同
意
を
得
て
、
代
わ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
常
に
入
所
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
入
所
者
と

そ
の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
外
出
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

（
機
能
訓
練
） 

第
八
十
九
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
に
対
し
、
そ
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
て
、

日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
機
能
を
改
善
し
、
又
は
そ
の
減
退
を
防
止
す
る
た
め
の
訓
練
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
健
康
管
理
） 

第
九
十
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
医
師
又
は
看
護
職
員
は
、
常
に
入
所
者
の
健
康
の
状
況
に

注
意
し
、
必
要
に
応
じ
て
健
康
保
持
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
入
所
者
の
入
院
期
間
中
の
取
扱
い
） 

第
九
十
一
条 

入
所
者
の
入
院
期
間
中
の
取
扱
い
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
二
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
施
設
長
の
責
務
） 

第
九
十
二
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
長
（
次
項
に
お
い
て
「
施
設
長
」
と
い
う
。
）
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
の
管
理
、
業
務
の
実
施
状
況
の
把
握
そ
の
他
の
管
理
を
一
元
的
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

施
設
長
は
、
職
員
に
第
七
十
六
条
か
ら
第
七
十
八
条
ま
で
及
び
第
八
十
一
条
か
ら
第
百
条
ま

で
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
九
十
三
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
に
対
し
、
適
切
な
処
遇
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
職
員
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
に
よ
っ
て
処
遇
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
所
者
の
処
遇
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
業
務
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
職
員
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
九
十
四
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
定
員
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え
て
入
所
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。 

 

（
衛
生
管
理
等
） 



 

第
九
十
五
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
所
者
の
使
用
す
る
食
器
そ
の
他
の
設
備
又
は
飲
用

に
供
す
る
水
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と

も
に
、
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が

発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
職
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。 

 

二 

当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止

の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。 

 

三 

当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
職
員
に
対
し
、
感
染
症
及

び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。 

 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
定
め
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
発
生
が
疑
わ
れ

る
際
の
対
処
等
に
関
す
る
手
順
に
沿
っ
た
対
応
を
行
う
こ
と
。 

 

（
協
力
病
院
等
） 

第
九
十
六
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
入
所
者
の
た
め
に
、
あ
ら

か
じ
め
、
協
力
病
院
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
力
歯
科
医
療
機
関
を
定
め
て
お
く
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
九
十
七
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

 

（
苦
情
処
理
） 

第
九
十
八
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
行
っ
た
処
遇
に
関
す
る
入
所
者
及
び
そ
の
家
族

か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設

置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の
内
容
等

を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
行
っ
た
処
遇
に
関
し
、
市
町
村
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受

け
た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
市
町
村
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
改
善
の
内

容
を
市
町
村
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
九
十
九
条 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は
そ
の
自



 

発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
入
所
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
、
市
町
村
等
が
派
遣
す
る
者
が
相
談
及
び
援
助
を
行
う
事
業

そ
の
他
の
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
） 

第
百
条 

事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
一
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
三
節 

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準 

 

（
こ
の
節
の
趣
旨
） 

第
百
一
条 

前
節
（
第
八
十
条
を
除
く
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
（
施
設
の
全
部
に
お
い
て
少
数
の
居
室
及
び
当
該
居
室
に
近
接
し
て
設
け
ら
れ
る
共

同
生
活
室
（
当
該
居
室
の
入
居
者
が
交
流
し
、
共
同
で
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
場
所
を
い
う
。

第
百
七
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
一
体
的
に
構
成
さ
れ
る
場
所
（
以
下
こ
の
章
に

お
い
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
入
居
者
の
日
常
生
活
が
営
ま
れ
、
こ
れ
に
対
す
る

支
援
が
行
わ
れ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
基
本

方
針
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、こ
の
節
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

（
基
本
方
針
） 

第
百
二
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
居
者
一
人
一
人
の
意
思
及
び
人
格
を
尊

重
し
、
入
居
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
居
宅
に
お
け
る
生
活

へ
の
復
帰
を
念
頭
に
置
い
て
、
入
居
前
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
と
入
居
後
の
生
活
が
連
続
し
た

も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
い
て
入
居
者
が
相
互
に
社
会
的
関
係
を

築
き
、
自
律
的
な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
地
域
や
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営
を

行
い
、
市
町
村
、
老
人
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
者
そ
の
他
の
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
百
三
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重

要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

職
員
の
職
種
、
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

入
居
定
員 

 

四 

ユ
ニ
ッ
ト
の
数
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
の
入
居
定
員 



 

 

五 

入
居
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
内
容
及
び
費
用
の
額 

 
六 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 
七 

非
常
災
害
対
策 

 

八 
そ
の
他
施
設
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
設
備
の
基
準
） 

第
百
四
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
五
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
） 

第
百
五
条 

サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
介
護
） 

第
百
六
条 

介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す

る
。 

 

（
食
事
） 

第
百
七
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、栄
養
並
び
に
入
居
者
の
心
身
の
状
況
及
び
嗜 し

好
を
考
慮
し
た
食
事
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
居
者
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
、
適
切
な
方
法

に
よ
り
、
食
事
の
自
立
に
つ
い
て
必
要
な
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
居
者
の
生
活
習
慣
を
尊
重
し
た
適
切
な
時
間
に

食
事
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
入
居
者
が
そ
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
で
き
る
限
り
自
立
し
て

食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
時
間
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
居
者
が
相
互
に
社
会
的
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
そ
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
入
居
者
が
共
同
生
活
室
で
食
事
を
と
る
こ
と
を
支
援

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
社
会
生
活
上
の
便
宜
の
提
供
等
） 

第
百
八
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
居
者
の
嗜 し
好
に
応
じ
た
趣
味
、
教
養
又

は
娯
楽
に
係
る
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
入
居
者
が
自
律
的
に
行
う
こ
れ
ら
の
活

動
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
居
者
が
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
行
政
機

関
等
に
対
す
る
手
続
に
つ
い
て
、そ
の
者
又
は
そ
の
家
族
が
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、

そ
の
者
の
同
意
を
得
て
、
代
わ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、常
に
入
居
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

入
居
者
と
そ
の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
入
居
者
の
外
出
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な



 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
百
九
条 

勤
務
体
制
の
確
保
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
百
十
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
の
入
居
定
員
及
び
居
室
の

定
員
を
超
え
て
入
居
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が

あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
準
用
） 

第
百
十
一
条 

第
七
十
二
条
か
ら
第
七
十
五
条
ま
で
、
第
七
十
七
条
、
第
七
十
八
条
、
第
八
十
一

条
か
ら
第
八
十
三
条
ま
で
、
第
八
十
七
条
、
第
八
十
九
条
か
ら
第
九
十
二
条
ま
で
及
び
第
九
十

五
条
か
ら
第
百
条
ま
で
の
規
定
は
、ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
四
条
中
「
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
五
条
」
と
、
第
七
十
五
条
中
「
第
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
二
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
六
条
」
と
、
第
七
十
八
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
五
条
第
五
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
三
十
六
条
第
七
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
九
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
十
一

条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
第
三
項
」
と
、

第
九
十
一
条
中
「
第
二
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二

十
二
条
」
と
、
第
九
十
二
条
第
二
項
中
「
第
七
十
六
条
か
ら
第
七
十
八
条
ま
で
及
び
第
八
十
一

条
か
ら
第
百
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
三
条
及
び
第
百
五
条
か
ら
第
百
十
条
ま
で
並
び
に

第
百
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
七
条
、
第
七
十
八
条
、
第
八
十
一
条
か
ら
第
八
十
三

条
ま
で
、
第
八
十
七
条
、
第
八
十
九
条
か
ら
第
九
十
二
条
ま
で
及
び
第
九
十
五
条
か
ら
第
百
条

ま
で
」
と
、
第
九
十
七
条
中
「
第
二
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
二
十
八
条
」
と
、
第
百
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
二
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
四
節 

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準 

 

（
こ
の
節
の
趣
旨
） 

第
百
十
二
条 

前
二
節
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
入
所
定

員
が
二
十
九
人
以
下
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
及
び
附
則
第
六
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
節
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

（
設
備
の
基
準
） 



 

第
百
十
三
条 

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
五
条

（
同
条
第
四
項
第
一
号
イ
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

２ 
一
の
居
室
の
定
員
は
、
一
人
と
す
る
。
た
だ
し
、
知
事
が
認
め
る
場
合
は
、
四
人
以
下
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
百
十
四
条 
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
職
員
の
配
置
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五

十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
介
護
） 

第
百
十
五
条 

介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と

す
る
。 

 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
百
十
六
条 

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
者
、

入
所
者
の
家
族
、
地
域
住
民
の
代
表
者
、
当
該
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
所
在
す

る
市
町
村
の
職
員
又
は
当
該
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
所
在
す
る
区
域
を
管
轄
す

る
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
、

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
知
見
を
有
す
る
者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議

会
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
運
営
推
進
会
議
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
、
お
お
む
ね
二
月
に

一
回
以
上
、
運
営
推
進
会
議
に
対
し
活
動
状
況
を
報
告
し
、
運
営
推
進
会
議
に
よ
る
評
価
を
受

け
る
と
と
も
に
、
運
営
推
進
会
議
か
ら
必
要
な
要
望
、
助
言
等
を
聴
く
機
会
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
前
項
の
報
告
、
評
価
、
要
望
、
助
言
等
に
つ
い
て

の
記
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
当
該
記
録
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は
そ
の

自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

４ 

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
提
供
し
た
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
入
所
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
、
市
町
村
等
が
派
遣
す
る
者
が
相
談
及
び
援
助

を
行
う
事
業
そ
の
他
の
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
準
用
） 

第
百
十
七
条 

第
七
十
一
条
か
ら
第
七
十
八
条
ま
で
、
第
八
十
一
条
か
ら
第
八
十
四
条
ま
で
、
第

八
十
六
条
か
ら
第
九
十
八
条
ま
で
及
び
第
百
条
の
規
定
は
、
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
四
条
中
「
第
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
条
」
と
、
第
七
十
五
条
中
「
第
六
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
六
条
」
と
、
第
七
十
八
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第



 

十
五
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
五
条
第
五
項
」

と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
九
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す

る
第
九
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
十
一
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
第
三
項
」
と
、
第
八
十
四
条
中
「
第
十
五
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
五
条
」
と
、
第
九
十
一
条
中
「
第

二
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
二
条
」
と
、
第
九

十
二
条
第
二
項
中「
第
七
十
六
条
か
ら
第
七
十
八
条
ま
で
及
び
第
八
十
一
条
か
ら
第
百
条
ま
で
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
十
五
条
及
び
第
百
十
六
条
並
び
に
第
百
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七

十
六
条
か
ら
第
七
十
八
条
ま
で
、
第
八
十
一
条
か
ら
第
八
十
四
条
ま
で
、
第
八
十
六
条
か
ら
第

九
十
八
条
ま
で
及
び
第
百
条
」
と
、
第
九
十
七
条
中
「
第
二
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十

九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
八
条
」
と
、
第
百
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
五
節 

ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
こ
の
節
の
趣
旨
） 

第
百
十
八
条 

第
二
節
か
ら
前
節
ま
で
（
第
百
十
四
条
を
除
く
。
）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ユ

ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
施
設
の
全
部
に
お
い
て
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
入

居
者
の
日
常
生
活
が
営
ま
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ
る
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

（
設
備
の
基
準
） 

第
百
十
九
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令

第
六
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
介
護
） 

第
百
二
十
条 

介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と

す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
二
十
一
条 

第
七
十
二
条
か
ら
第
七
十
五
条
ま
で
、
第
七
十
七
条
、
第
七
十
八
条
、
第
八
十

一
条
か
ら
第
八
十
三
条
ま
で
、
第
八
十
七
条
、
第
八
十
九
条
か
ら
第
九
十
二
条
ま
で
、
第
九
十

五
条
か
ら
第
九
十
八
条
ま
で
、
第
百
条
、
第
百
二
条
、
第
百
三
条
、
第
百
五
条
、
第
百
七
条
か

ら
第
百
十
条
ま
で
及
び
第
百
十
六
条
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
四
条
中
「
第
五
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
条
」
と
、
第
七
十
五
条
中
「
第
六
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
六
条
」
と
、
第
七
十
八
条
第
二
項
第
三
号
中



 

「
第
十
五
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
第

七
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
九
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
一
条
に
お
い

て
準
用
す
る
第
九
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
十
一
条
第
三
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
第
三
項
」
と
、
第
九
十
一
条
中
「
第

二
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
二
条
」
と
、
第
九

十
二
条
第
二
項
中「
第
七
十
六
条
か
ら
第
七
十
八
条
ま
で
及
び
第
八
十
一
条
か
ら
第
百
条
ま
で
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
条
並
び
に
第
百
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
七
十
七
条
、
第
七

十
八
条
、
第
八
十
一
条
か
ら
第
八
十
三
条
ま
で
、
第
八
十
七
条
、
第
八
十
九
条
か
ら
第
九
十
二

条
ま
で
、
第
九
十
五
条
か
ら
第
九
十
八
条
ま
で
、
第
百
条
、
第
百
三
条
、
第
百
五
条
、
第
百
七

条
か
ら
第
百
十
条
ま
で
及
び
第
百
十
六
条
」
と
、
第
九
十
七
条
中
「
第
二
十
八
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
八
条
」
と
、
第
百
条
中
「
第
三
十
一
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
百
五
条
中
「
第

三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
百

九
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
九
条
第
三
項
（
第
四
十
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
四
十
八
条
第
三
項
、
第
七
十
七
条
第
三
項
（
第
百
十

一
条
、
第
百
十
七
条
及
び
第
百
二
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
七
十
九

条
第
二
項
及
び
第
百
十
三
条
第
二
項
並
び
に
附
則
第
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
六
条

第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

次
に
掲
げ
る
厚
生
省
令
又
は
厚
生
労
働
省
令
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
基

準
省
令
」
と
い
う
。
）
の
本
則
に
規
定
す
る
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
の
基
準
で
あ
っ
て
、

基
準
省
令
の
制
定
又
は
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
（
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
の
基
準
と
さ
れ

る
も
の
を
含
む
。
以
下
「
基
準
省
令
経
過
措
置
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
る
も
の
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
基
準
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
こ
の
条
例
に
定
め
る
べ
き
基
準
と

し
て
特
例
基
準
と
同
一
の
内
容
を
規
定
し
た
場
合
に
お
け
る
必
要
な
経
過
措
置
は
、
こ
の
附
則

に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
基
準
省
令
経
過
措
置
の
例
に
よ
る
。 

 

一 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 

二 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 

三 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
三
条 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
、
社
会
福
祉
法
若
し
く



 

は
老
人
福
祉
法
又
は
基
準
省
令
そ
の
他
の
社
会
福
祉
法
若
し
く
は
老
人
福
祉
法
に
基
づ
く
命
令

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
準
省
令
等
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
従
い
、
条
例
で
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
た
基
準
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
例
に
定
め
の
な
い
も
の
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
の
条
例

に
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
基
準
省
令
等
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
。 

第
四
条 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
Ａ
型
（
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
附
則
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
Ａ
型
を
い 

 

う
。
）
の
非
常
災
害
対
策
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
附
則
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

第
九
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

第
五
条 

施
行
日
か
ら
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
一
部
施

行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
次
条
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
一
の
居
室
の
定
員
に
関
す
る

基
準
に
つ
い
て
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
十
一
条
第
四

項
第
一
号
イ
（
基
準
省
令
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
準
省
令
経

過
措
置
）
に
規
定
す
る
基
準
と
す
る
。 

２ 

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
存
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
っ
て
、
基
準
省
令
経
過
措

置
の
適
用
を
受
け
て
い
る
も
の
（
一
部
施
行
日
以
後
に
増
築
さ
れ
、
又
は
全
面
的
に
改
築
さ
れ

た
部
分
を
除
く
。
）
の
一
の
居
室
の
定
員
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
九
条
第
二
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
基
準
省
令
経
過
措
置
の
例
に
よ
る
。 

３ 

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
存
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る
も
の
を
除
く
。
）
（
建
築
中
の
も
の
を
含
み
、
知
事
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
の
一
の
居

室
の
定
員
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
七
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
準

省
令
経
過
措
置
（
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関

す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
七
号
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
整
備

省
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
限
る
。
）
の
例
に
よ
る
。 

第
六
条 

施
行
日
か
ら
一
部
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
一
の
居
室
の
定
員
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
第
五
十
五
条
第
四
項
第
一
号
イ
（
基
準
省
令
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
準
省
令
経
過
措
置
）
に
規
定
す
る
基
準
と
す
る
。 

２ 

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
存
す
る
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
っ
て
、
基
準

省
令
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
て
い
る
も
の
（
一
部
施
行
日
以
後
に
増
築
さ
れ
、
又
は
全
面
的

に
改
築
さ
れ
た
部
分
を
除
く
。
）
の
一
の
居
室
の
定
員
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
百
十

三
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
基
準
省
令
経
過
措
置
の
例
に
よ
る
。 

３ 

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
存
す
る
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
前
項
の
規
定
の



 

適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
）
（
建
築
中
の
も
の
を
含
み
、
知
事
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）

の
一
の
居
室
の
定
員
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
百
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
基
準
省
令
経
過
措
置
（
整
備
省
令
附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
限
る
。
）
の
例
に
よ
る
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
介
護
保
険
法
施
行
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
六
十
六
号
）（
高
齢
介
護
課
） 

一 

趣
旨 

 

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
、
指
定
介
護
老
人
福
祉

施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
等
の
基
準
等
を
定
め
る
た
め
の
条
例
の
制
定 

二 

内
容 

㈠ 

設
備
の
基
準 

（
例
）
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護 

浴
室
、
便
所
、
食
堂
、
機
能
訓
練
室
を
設
け
る
こ
と 

㈡ 

運
営
の
基
準 

（
例
）
非
常
災
害
対
策
と
し
て
、
必
要
な
物
資
の
備
蓄
に
努
め
る
こ
と 

三 

施
行
期
日 

 

公
布
の
日
。
た
だ
し
、
二
㈠
及
び
㈡
の
一
部
は
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日 

 



条 
 

例 

 
介
護
保
険
法
施
行
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

介
護
保
険
法
施
行
条
例 

目
次 

 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
） 

 

第
二
章 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等 

 
 

第
一
節 

総
則
（
第
二
条
―
第
四
条
） 

 
 

第
二
節 

訪
問
介
護 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
五
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
六
条
・
第
七
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
八
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
九
条
―
第
四
十
二
条
） 

 
 

 

第
五
款 

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
四
十
三
条
―
第
四
十
七
条
） 

 
 

第
三
節 

訪
問
入
浴
介
護 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
四
十
八
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
四
十
九
条
・
第
五
十
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
五
十
一
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
五
十
二
条
―
第
五
十
九
条
） 

 
 

 

第
五
款 

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
六
十
条
―
第
六
十
三
条
） 

 
 

第
四
節 

訪
問
看
護 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
六
十
四
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
六
十
五
条
・
第
六
十
六
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
六
十
七
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
六
十
八
条
―
第
七
十
九
条
） 

 
 

第
五
節 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
八
十
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
八
十
一
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
八
十
二
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
八
十
三
条
―
第
八
十
九
条
） 

埼
玉
県
条
例
第
六
十
六
号



 
 

第
六
節 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
九
十
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
九
十
一
条
） 

 
 

 
第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
九
十
二
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
九
十
三
条
―
第
九
十
八
条
） 

 
 

第
七
節 
通
所
介
護 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
九
十
九
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
百
条
・
第
百
一
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
二
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
三
条
―
第
百
十
三
条
） 

 
 

 

第
五
款 

指
定
療
養
通
所
介
護
の
事
業
の
基
本
方
針
、
人
員
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準 

 
 

 
 

第
一
目 

こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針
（
第
百
十
四
条
・
第
百
十
五
条
） 

 
 

 
 

第
二
目 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
百
十
六
条
・
第
百
十
七
条
） 

 
 

 
 

第
三
目 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
十
八
条
・
第
百
十
九
条
） 

 
 

 
 

第
四
目 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
二
十
条
―
第
百
三
十
一
条
） 

 
 

 

第
六
款 

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準（
第
百
三
十
二
条
―
第
百
三
十
五
条
） 

 
 

第
八
節 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
百
三
十
六
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
百
三
十
七
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
三
十
八
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
三
十
九
条
―
第
百
四
十
六
条
） 

 
 

第
九
節 

短
期
入
所
生
活
介
護 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
百
四
十
七
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
百
四
十
八
条
・
第
百
四
十
九
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
五
十
条
・
第
百
五
十
一
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
五
十
二
条
―
第
百
六
十
九
条
） 

第
五
款 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
目 

こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針
（
第
百
七
十
条
・
第
百
七
十
一
条
） 

 
 

 
 

第
二
目 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
七
十
二
条
・
第
百
七
十
三
条
） 

 
 

 
 

第
三
目 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
七
十
四
条
―
第
百
八
十
二
条
） 

 
 

 

第
六
款 

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準（
第
百
八
十
三
条
―
第
百
八
十
九
条
） 

 
 

第
十
節 

短
期
入
所
療
養
介
護 



 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
百
九
十
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
百
九
十
一
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
九
十
二
条
） 

 
 

 
第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
九
十
三
条
―
第
二
百
五
条
） 

 
 

 

第
五
款 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

 
 

第
一
目 
こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針
（
第
二
百
六
条
・
第
二
百
七
条
） 

 
 

 
 

第
二
目 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
八
条
） 

 
 

 
 

第
三
目 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
九
条
―
第
二
百
十
七
条
） 

 
 

第
十
一
節 

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
二
百
十
八
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
十
九
条
・
第
二
百
二
十
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
二
十
一
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
二
十
二
条
―
第
二
百
三
十
八
条
） 

 
 

 

第
五
款 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
の
基
本
方

針
、
人
員
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
目 

こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針
（
第
二
百
三
十
九
条
・
第
二
百
四
十
条
） 

第
二
目 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
四
十
一
条
・
第
二
百
四
十
二
条
） 

第
三
目 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
四
十
三
条
） 

第
四
目 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
四
十
四
条
―
第
二
百
四
十
九
条
） 

 
 

第
十
二
節 

福
祉
用
具
貸
与 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
二
百
五
十
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
五
十
一
条
・
第
二
百
五
十
二
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
五
十
三
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
五
十
四
条
―
第
二
百
六
十
四
条
） 

 
 

 

第
五
款 

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
六
十
五
条
・
第
二
百
六
十

六
条
） 

第
十
三
節 

特
定
福
祉
用
具
販
売 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
二
百
六
十
七
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
六
十
八
条
・
第
二
百
六
十
九
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
七
十
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
七
十
一
条
―
第
二
百
七
十
七
条
） 

第
三
章 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等 

第
一
節 

総
則
（
第
二
百
七
十
八
条
―
第
二
百
八
十
条
） 



第
二
節 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
八
十
一
条
） 

第
三
節 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
八
十
二
条
） 

第
四
節 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
八
十
三
条
―
第
三
百
十
九
条
） 

第
五
節 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準 

 
 

 

第
一
款 
こ
の
節
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針
（
第
三
百
二
十
条
・
第
三
百
二
十
一
条
） 

 
 

 

第
二
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
三
百
二
十
二
条
） 

 
 

 

第
三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
三
百
二
十
三
条
―
第
三
百
三
十
一
条
） 

 

第
四
章 

介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

第
一
節 

総
則
（
第
三
百
三
十
二
条
・
第
三
百
三
十
三
条
） 

 
 

第
二
節 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
三
百
三
十
四
条
） 

 
 

第
三
節 

施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
三
百
三
十
五
条
・
第
三
百
三
十
六
条
） 

 
 

第
四
節 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
三
百
三
十
七
条
―
第
三
百
七
十
二
条
） 

第
五
節 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
基
本
方
針
並
び
に
施
設
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準 

 
 

 

第
一
款 

こ
の
節
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針
（
第
三
百
七
十
三
条
・
第
三
百
七
十
四
条
） 

 
 

 

第
二
款 

施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
三
百
七
十
五
条
） 

 
 

 

第
三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
三
百
七
十
六
条
―
第
三
百
八
十
四
条
） 

 

第
五
章 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

第
一
節 

総
則
（
第
三
百
八
十
五
条
・
第
三
百
八
十
六
条
） 

 
 

第
二
節 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
三
百
八
十
七
条
） 

 
 

第
三
節 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
三
百
八
十
八
条
―
第
三
百
九
十
条
） 

 
 

第
四
節 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
三
百
九
十
一
条
―
第
四
百
二
十
四
条
） 

第
五
節 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準 

 
 

 

第
一
款 

こ
の
節
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針
（
第
四
百
二
十
五
条
・
第
四
百
二
十
六
条
） 

 
 

 

第
二
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
二
十
七
条
―
第
四
百
二
十
九
条
） 

 
 

 

第
三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
三
十
条
―
第
四
百
三
十
八
条
） 

 

第
六
章 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

等 

第
一
節 

総
則
（
第
四
百
三
十
九
条
―
第
四
百
四
十
一
条
） 

第
二
節 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
四
百
四
十
二
条
） 



第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
四
十
三
条
・
第
四
百
四
十
四
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
四
十
五
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
四
十
六
条
―
第
四
百
七
十
六
条
） 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
七
十
七

条
―
第
四
百
七
十
九
条
） 

第
六
款 
基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
八
十
条
―
第
四
百
八

十
四
条
） 

 
 

第
三
節 

介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
四
百
八
十
五
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
八
十
六
条
・
第
四
百
八
十
七
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
八
十
八
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
八
十
九
条
―
第
四
百
九
十
四
条
） 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
九
十
五 

条
・
第
四
百
九
十
六
条
） 

第
六
款 

基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
四
百
九
十
七
条
―
第
五
百 

条
） 

 
 

第
四
節 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
五
百
一
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
二
条
・
第
五
百
三
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
四
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
五
条
―
第
五
百
十
二
条
） 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
十
三
条

―
第
五
百
十
五
条
） 

 
 

第
五
節 

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
五
百
十
六
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
十
七
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
十
八
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
十
九
条
―
第
五
百
二
十
二
条
） 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
二
十
三 

条
・
第
五
百
二
十
四
条
） 

 
 

第
六
節 

介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
五
百
二
十
五
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
二
十
六
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
二
十
七
条
） 



 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
二
十
八
条
―
第
五
百
三
十
一
条
） 

 
 

 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
三
十
二

条
・
第
五
百
三
十
三
条
） 

 
 

第
七
節 

介
護
予
防
通
所
介
護 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
五
百
三
十
四
条
） 

 
 

 

第
二
款 
人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
三
十
五
条
・
第
五
百
三
十
六
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
三
十
七
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
三
十
八
条
―
第
五
百
四
十
五
条
） 

 
 

 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
四
十
六 

条
―
第
五
百
四
十
九
条
） 

第
六
款 

基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
五
十
条
―
第
五
百
五 

十
三
条
） 

 
 

第
八
節 

介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
五
百
五
十
四
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
五
十
五
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
五
十
六
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
五
十
七
条
―
第
五
百
六
十
一
条
） 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
六
十
二 

条
―
第
五
百
六
十
五
条
） 

 
 

第
九
節 

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
五
百
六
十
六
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
六
十
七
条
・
第
五
百
六
十
八
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
六
十
九
条
・
第
五
百
七
十
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
七
十
一
条
―
第
五
百
八
十
一
条
） 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
八
十
二

条
―
第
五
百
八
十
九
条
） 

第
六
款 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
の
基
本
方
針
、
設
備 

及
び
運
営
並
び
に
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

第
一
目 

こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針
（
第
五
百
九
十
条
・
第
五
百
九
十
一
条
） 

第
二
目 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
九
十
二
条
・
第
五
百
九
十
三
条
） 

第
三
目 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
九
十
四
条
―
第
五
百
九
十
八
条
） 

第
四
目 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
五
百
九
十 

九
条
―
第
六
百
三
条
） 

第
七
款 

基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準（
第
六
百
四
条
―
第
六
百
十
条
） 



 
 

第
十
節 

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
六
百
十
一
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
十
二
条
） 

 
 

 
第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
十
三
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
十
四
条
―
第
六
百
二
十
条
） 

 
 

 

第
五
款 
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
二
十
一

条
―
第
六
百
二
十
七
条
） 

 
 

 

第
六
款 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
の
基
本
方
針
、
設
備 

及
び
運
営
並
び
に
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

 
 

 
 

第
一
目 

こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針
（
第
六
百
二
十
八
条
・
第
六
百
二
十
九
条
） 

 
 

 
 

第
二
目 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
三
十
条
） 

 
 

 
 

第
三
目 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
三
十
一
条
―
第
六
百
三
十
五
条
） 

 
 

 
 

第
四
目 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
三
十 

六
条
―
第
六
百
四
十
条
） 

 
 

第
十
一
節 

介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
六
百
四
十
一
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
四
十
二
条
・
第
六
百
四
十
三
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
四
十
四
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
四
十
五
条
―
第
六
百
五
十
六
条
） 

 
 

 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
五
十
七 

条
―
第
六
百
六
十
三
条
） 

 
 

 

第
六
款 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
の 

基
本
方
針
、
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支

援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

第
一
目 

こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針
（
第
六
百
六
十
四
条
・
第
六
百
六
十
五
条
） 

 
 

 
 

第
二
目 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
六
十
六
条
・
第
六
百
六
十
七
条
） 

 
 

 
 

第
三
目 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
六
十
八
条
） 

 
 

 
 

第
四
目 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
六
十
九
条
―
第
六
百
七
十
三
条
） 

第
五
目 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
七
十 

四
条
・
第
六
百
七
十
五
条
） 

 
 

第
十
二
節 

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
六
百
七
十
六
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
七
十
七
条
・
第
六
百
七
十
八
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
七
十
九
条
） 



 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
八
十
条
―
第
六
百
八
十
七
条
） 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
八
十
八 

条
―
第
六
百
九
十
条
） 

第
六
款 

基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
九
十
一
条
・
第
六
百 

九
十
二
条
） 

 

第
十
三
節 
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
六
百
九
十
三
条
） 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
九
十
四
条
・
第
六
百
九
十
五
条
） 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
九
十
六
条
） 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
六
百
九
十
七
条
―
第
七
百
一
条
） 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
第
七
百
二
条
―

第
七
百
四
条
） 

 

附
則 

 
 

 

第
一
章 

総
則 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
） 

 

の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

第
二
章 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等 

 
 

 
 

第
一
節 

総
則 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
法
及
び
指

定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省

令
第
三
十
七
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の

例
に
よ
る
。 

（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
） 

第
三
条 

法
第
七
十
条
第
二
項
第
一
号
（
法
第
七
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
条
例
で
定
め
る
者
は
、
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十

六
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
二
十
六
条
の
四
の
二
に
規
定
す
る
者
と
す
る
。 

（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
一
般
原
則
） 

第
四
条 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
利
用
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
て
、
常
に
利
用

者
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
運
営
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
、
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
第
二
百
四
十
七
条
第
六
項
、
第



三
百
三
十
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ
⑴
及
び
第
六
百
七
十
一
条
第
六
項
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
、

他
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

者
と
の
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
利
用

者
の
安
全
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

第
二
節 
訪
問
介
護 

 
 

 
 

 

第
一
款 
基
本
方
針 

 

第
五
条 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
訪
問
介
護
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
四
百
四
十
五
条
第

二
項
に
お
い
て
「
指
定
訪
問
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に

お
い
て
も
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
の
介
護
そ
の
他
の
生

活
全
般
に
わ
た
る
援
助
を
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
訪
問
介
護
員
等
の
員
数
） 

第
六
条 

指
定
訪
問
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
四
百
四
十
五
条
第
二
項
に
お

い
て
「
指
定
訪
問
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に

お
い
て
「
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
訪
問
介
護
員
等
（
指
定
訪

問
介
護
の
提
供
に
当
た
る
介
護
福
祉
士
又
は
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者

を
い
う
。
第
四
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
七
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
八
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
広
さ
を
有
す
る
専

用
の
区
画
を
設
け
る
ほ
か
、
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
に
必
要
な
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
（
第
四
百
四
十
三
条
に
規
定
す

る
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
訪
問

介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
（
第
四
百
四
十
二
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
訪

問
介
護
を
い
う
。
）
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
第
四
百
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を

も
っ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。  



 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
） 

第
九
条 

内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
提
供
拒
否
の
禁
止
） 

第
十
条 

提
供
拒
否
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と

と
す
る
。 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
） 

第
十
一
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
の
通
常
の
事
業
の
実
施
地

域
（
当
該
事
業
所
が
通
常
時
に
当
該
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
地
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お

い
て
同
じ
。
）
等
を
勘
案
し
、
利
用
申
込
者
に
対
し
自
ら
適
切
な
指
定
訪
問
介
護
を
提
供
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、当
該
利
用
申
込
者
に
係
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
者（
居

宅
介
護
支
援
事
業
を
行
う
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の
連
絡
、
適
当
な
他
の
指
定
訪
問
介

護
事
業
者
等
の
紹
介
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
受
給
資
格
等
の
確
認
） 

第
十
二
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の

者
の
提
示
す
る
被
保
険
者
証
に
よ
っ
て
、
被
保
険
者
資
格
、
要
介
護
認
定
の
有
無
及
び
要
介
護

認
定
の
有
効
期
間
を
確
か
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
被
保
険
者
証
に
、
法
第
七
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る

認
定
審
査
会
意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
認
定
審
査
会
意
見
に
配
慮
し
て
、
指
定

訪
問
介
護
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
要
介
護
認
定
の
申
請
に
係
る
援
助
） 

第
十
三
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
の
開
始
に
際
し
、
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
利
用
申
込
者
に
つ
い
て
は
、
要
介
護
認
定
の
申
請
が
既
に
行
わ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
し
、
申
請
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
当
該
利
用
申
込
者
の
意
思
を
踏
ま
え

て
速
や
か
に
当
該
申
請
が
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
居
宅
介
護
支
援
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
）
が

利
用
者
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
な
い
等
の
場
合
で
あ
っ
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
要
介
護
認

定
の
更
新
の
申
請
が
、
遅
く
と
も
当
該
利
用
者
が
受
け
て
い
る
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
が
終

了
す
る
三
十
日
前
に
は
な
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
心
身
の
状
況
等
の
把
握
） 

第
十
四
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
に
係

る
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
が
開
催
す
る
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
八
号
）
第
十
三
条
第
九



号
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
等
を
通
じ

て
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
等
と
の
連
携
） 

第
十
五
条 
指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
そ
の
他
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な

連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
の
終
了
に
際
し
て
は
、
利
用
者
又
は
そ

の
家
族
に
対
し
て
適
切
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
利
用
者
に
係
る
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
及
び
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の

密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
た
め
の
援
助
） 

第
十
六
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
の
開
始
に
際
し
、
利
用
申
込
者

が
施
行
規
則
第
六
十
四
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
き
は
、
当
該
利
用
申
込
者
又
は

そ
の
家
族
に
対
し
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
を
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
依
頼
す
る
旨
を

市
町
村
に
対
し
て
届
け
出
る
こ
と
等
に
よ
り
、
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
を
法
定
代
理
受
領
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
説
明
す
る
こ
と
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
関
す
る

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
そ
の
他
の
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
十
七
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
施
行
規
則
第
六
十
四
条
第
一
号

ハ
及
び
ニ
に
規
定
す
る
計
画
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
作
成
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
当
該
計
画
に
沿
っ
た
指
定
訪
問
介
護
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
等
の
変
更
の
援
助
） 

第
十
八
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
を
希
望
す
る
場

合
は
、
当
該
利
用
者
に
係
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
へ
の
連
絡
そ
の
他
の
必
要
な
援
助
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
身
分
を
証
す
る
書
類
の
携
行
） 

第
十
九
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
訪
問
介
護
員
等
に
身
分
を
証
す
る
書
類
を
携
行
さ
せ
、

初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
す
べ
き
旨

を
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
二
十
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
当
該
指
定
訪
問

介
護
の
提
供
日
及
び
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に



よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
、

利
用
者
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
記
載
し
た
書
面
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
書
面
に
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
提
供
し
た
具
体
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
か
ら
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
文
書

の
交
付
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
そ
の
情
報
を
利
用
者
に
対
し
て
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
二
十
一
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
指
定
訪
問
介

護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に

係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
を
提

供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
指
定
訪
問
介
護
に
係
る
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

３ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
利
用
者
の
選
定
に
よ
り

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
の
居
宅
に
お
い
て
指
定
訪
問
介
護
を
行
う
場
合
は
、
そ

れ
に
要
し
た
交
通
費
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
保
険
給
付
の
請
求
の
た
め
の
証
明
書
の
交
付
） 

第
二
十
二
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問

介
護
に
係
る
利
用
料
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
提
供
し
た
指
定
訪
問
介
護
の
内
容
、
費
用
の

額
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
証
明
書
を
利
用
者
に
対
し
て

交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
訪
問
介
護
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
二
十
三
条 

指
定
訪
問
介
護
は
、
利
用
者
の
要
介
護
状
態
の
軽
減
又
は
悪
化
の
防
止
に
資
す
る

よ
う
、
そ
の
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
訪
問
介
護
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常

に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
訪
問
介
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
二
十
四
条 

訪
問
介
護
員
等
の
行
う
指
定
訪
問
介
護
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る



も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
訪
問
介
護
計
画
に
基

づ
き
、
利
用
者
が
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
。 

二 
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨
と
し
、
利
用
者
又

は
そ
の
家
族
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
等
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
説
明

を
行
う
こ
と
。 

三 

指
定
訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
技
術
の
進
歩
に
対
応
し
、
適
切
な
介
護
技

術
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と
。 

四 

常
に
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利

用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
適
切
な
相
談
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。 

（
訪
問
介
護
計
画
の
作
成
） 

第
二
十
五
条 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
（
省
令
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任

者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
利
用
者
の
日
常

生
活
全
般
の
状
況
及
び
希
望
を
踏
ま
え
て
、
指
定
訪
問
介
護
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
載
し
た
訪
問
介
護
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

訪
問
介
護
計
画
は
、
既
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
計
画
の

内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
訪
問
介
護
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
訪
問
介
護
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
訪
問
介
護
計
画
を

利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
訪
問
介
護
計
画
の
作
成
後
、
当
該
訪
問
介
護
計
画
の
実
施
状
況

の
把
握
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
訪
問
介
護
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

６ 

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訪
問
介
護
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

準
用
す
る
。 

（
同
居
家
族
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
禁
止
） 

第
二
十
六
条 

同
居
家
族
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
五
条

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
利
用
者
に
関
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
） 

第
二
十
七
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
を
受
け
て
い
る
利
用
者
が
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を
付
し
て
そ
の
旨
を
市
町
村
に
通
知
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

正
当
な
理
由
な
し
に
指
定
訪
問
介
護
の
利
用
に
関
す
る
指
示
に
従
わ
な
い
こ
と
に
よ
り
、



要
介
護
状
態
の
程
度
を
増
進
さ
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

二 

偽
り
そ
の
他
不
正
な
行
為
に
よ
っ
て
保
険
給
付
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
。 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
二
十
八
条 

訪
問
介
護
員
等
は
、
現
に
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
利
用
者

に
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
は
、
速
や
か
に
主
治
の
医
師
へ
の
連
絡
を

行
う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
管
理
者
及
び
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の
責
務
） 

第
二
十
九
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
の
従
業
者
及

び
業
務
の
管
理
を
、
一
元
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
の
従
業
者
に
こ
の
節
の

規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

３ 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を

行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
訪
問
介
護
の
利
用
の
申
込
み
に
係
る
調
整
を
す
る
こ
と
。 

二 

利
用
者
の
状
態
の
変
化
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
意
向
を
定
期
的
に
把
握
す
る
こ
と
。 

三 

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
へ
の
出
席
等
に
よ
り
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
等
と
連
携
を
図
る

こ
と
。 

四 

訪
問
介
護
員
等
（
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

対
し
、
具
体
的
な
援
助
目
標
及
び
援
助
内
容
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
状
況
に
つ

い
て
の
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
。 

五 

訪
問
介
護
員
等
の
業
務
の
実
施
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
。 

六 

訪
問
介
護
員
等
の
能
力
や
希
望
を
踏
ま
え
た
業
務
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
。 

七 

訪
問
介
護
員
等
に
対
す
る
研
修
、
技
術
指
導
等
を
実
施
す
る
こ
と
。 

八 

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
。 

（
運
営
規
程
） 

第
三
十
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の

運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
第
三
十
四
条
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。
）

を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
訪
問
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

六 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 



七 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
介
護
等
の
総
合
的
な
提
供
） 

第
三
十
一
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
の
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
入

浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
又
は
調
理
、
洗
濯
、
掃
除
等
の
家
事
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
介
護
等
」
と
い
う
。
）
を
常
に
総
合
的
に
提
供
す
る
も
の
と
し
、
介
護
等
の
う
ち
特
定
の
援

助
に
偏
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
三
十
二
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
適
切
な
指
定
訪
問
介
護
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
訪
問
介
護
員
等
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
事
業
所

の
訪
問
介
護
員
等
に
よ
っ
て
指
定
訪
問
介
護
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
訪
問
介
護
員
等
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
三
十
三
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
訪
問
介
護
員
等
の
清
潔
の
保
持
及
び
健
康
状
態
に
つ

い
て
、
必
要
な
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
の
設
備
及
び
備
品
等
に
つ
い
て
、
衛
生

的
な
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
掲
示
） 

第
三
十
四
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
、
運
営

規
程
の
概
要
、
訪
問
介
護
員
等
の
勤
務
の
体
制
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に

資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
三
十
五
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

（
広
告
） 

第
三
十
六
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
つ
い
て
広
告
を
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
が
虚
偽
又
は
誇
大
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

（
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
す
る
利
益
供
与
の
禁
止
） 

第
三
十
七
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
そ
の
従
業
者
に
対
し
、

利
用
者
に
対
し
て
特
定
の
事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金

品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
供
与
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
苦
情
処
理
） 



第
三
十
八
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
提
供
し
た
指
定
訪
問
介
護
に
係
る
利
用
者
及
び
そ
の

家
族
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口

を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の
内
容
等

を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
提
供
し
た
指
定
訪
問
介
護
に
関
し
、
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に

よ
り
市
町
村
が
行
う
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
の
求
め
又
は
当
該
市
町
村
の

職
員
か
ら
の
質
問
若
し
く
は
照
会
に
応
じ
、
及
び
利
用
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
市
町
村
が
行

う
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
市
町
村
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
改
善
の
内

容
を
市
町
村
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
提
供
し
た
指
定
訪
問
介
護
に
係
る
利
用
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し

て
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
（
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）

第
四
十
五
条
第
五
項
に
規
定
す
る
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
行

う
法
第
百
七
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
か
ら
同
号
の
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ

て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

前
項
の
改
善
の
内
容
を
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
地
域
と
の
連
携
） 

第
三
十
九
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
提
供
し
た
指
定

訪
問
介
護
に
関
す
る
利
用
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
市
町
村
等
が
派
遣
す
る
者
が
相
談
及
び
援

助
を
行
う
事
業
そ
の
他
の
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

（
事
故
発
生
時
の
対
応
） 

第
四
十
条 

事
故
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
会
計
の
区
分
） 

第
四
十
一
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
ご
と
に
経
理
を
区
分
す
る
と

と
も
に
、
指
定
訪
問
介
護
の
事
業
の
会
計
と
そ
の
他
の
事
業
の
会
計
を
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
四
十
二
条 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録



を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ

る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 
訪
問
介
護
計
画 

二 

第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

三 

第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

四 

第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

五 

省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に

つ
い
て
の
記
録 

 
 

 
 

 

第
五
款 

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

（
訪
問
介
護
員
等
の
員
数
） 

第
四
十
三
条 

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
訪
問
介
護
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ

ス
（
以
下
こ
の
款
及
び
第
四
百
八
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
「
基
準
該
当
訪
問
介
護
」
と
い
う
。
）

の
事
業
を
行
う
者
が
、
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
次
条
及
び
第
四
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て

「
基
準
該
当
訪
問
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
訪
問
介
護
員
等
（
基
準
該
当

訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
る
介
護
福
祉
士
又
は
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る

者
を
い
う
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と

と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
四
十
四
条 

基
準
該
当
訪
問
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
一
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
四
十
五
条 

基
準
該
当
訪
問
介
護
事
業
所
に
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
広
さ
の

区
画
を
設
け
る
ほ
か
、
基
準
該
当
訪
問
介
護
の
提
供
に
必
要
な
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

基
準
該
当
訪
問
介
護
の
事
業
と
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
介
護
（
第
四
百
八
十
条
に
規
定
す

る
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
介
護
を
い
う
。
）
の
事
業
と
が
、
同
一
の
事
業
者
に
よ
り
同
一
の

事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
四
百
八
十
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て

い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

（
同
居
家
族
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
制
限
） 

第
四
十
六
条 

同
居
家
族
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
制
限
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
二
条

の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
準
用
） 



第
四
十
七
条 

第
一
款
及
び
前
款
（
第
十
六
条
、
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
、
第
三
十

一
条
並
び
に
第
三
十
八
条
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
基
準
該
当
訪
問
介
護

の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

四
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

四
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
二
十
条
中
「
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介

護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
及
び
第
二
十
二
条

中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
訪

問
介
護
」
と
、
第
二
十
一
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、
第
二
十
五
条

第
一
項
中
「
第
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
条
第
二
項
」
と
、
「
第
二
十
九
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
四
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
九
条
」
と
、
第
三
十
五
条
中
「
第
三
十

三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
」
と
、
第
四
十
条

中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
、

第
四
十
二
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
三
節 

訪
問
入
浴
介
護 

 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
四
十
八
条 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
訪
問
入
浴
介
護
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
四
百
八

十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
「
指
定
訪
問
入
浴
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
要
介
護
状
態
と

な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
そ
の
有
す
る

能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
居
宅
に
お
け
る
入
浴
の
援
助

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
の
身
体
の
清
潔
の
保
持
、
心
身
機
能
の
維
持
等
を
図
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
四
十
九
条 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
四
百
八
十
八
条
第

二
項
に
お
い
て
「
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以

下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
指
定
訪

問
入
浴
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
第
五
十
五
条
に
お
い
て
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」

と
い
う
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と

と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
五
十
条 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
六
条
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 



 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
五
十
一
条 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
広
さ
を

有
す
る
専
用
の
区
画
を
設
け
る
ほ
か
、
指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供
に
必
要
な
浴
槽
等
の
設
備

及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
（
第
四
百
八
十
六
条

に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か

つ
、
指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
（
第
四
百
八
十
五
条
に
規

定
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
を
い
う
。
）
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一

体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
四
百
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
に

関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
五
十
二
条 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
指
定
訪

問
入
浴
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、
当
該
指
定
訪

問
入
浴
介
護
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者

に
支
払
わ
れ
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す

る
。 

２ 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
入
浴

介
護
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
指
定
訪
問
入
浴
介

護
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
費
用

の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

利
用
者
の
選
定
に
よ
り
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
の
居
宅
に
お
い
て
指
定
訪

問
入
浴
介
護
を
行
う
場
合
の
そ
れ
に
要
す
る
交
通
費 

二 

利
用
者
の
選
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
特
別
な
浴
槽
水
等
に
係
る
費
用 

４ 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
五
十
三
条 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
は
、
利
用
者
の
要
介
護
状
態
の
軽
減
又
は
悪
化
の
防
止
に
資

す
る
よ
う
、
利
用
者
の
状
態
に
応
じ
て
、
適
切
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



２ 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
質
の
評
価
を

行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
五
十
四
条 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
五
十
五
条 

訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
は
、
現
に
指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と

き
に
利
用
者
に
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
は
、
速
や
か
に
主
治
の
医
師

又
は
あ
ら
か
じ
め
当
該
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
が
定
め
た
協
力
医
療
機
関
へ
の
連
絡
を
行

う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
管
理
者
の
責
務
） 

第
五
十
六
条 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
従
業

者
の
管
理
及
び
指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
利
用
の
申
込
み
に
係
る
調
整
、
業
務
の
実
施
状
況
の
把

握
そ
の
他
の
管
理
を
一
元
的
に
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
従
業
者
に

こ
の
款
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
運
営
規
程
） 

第
五
十
七
条 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲

げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

六 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

七 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

八 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
記
録
の
整
備
） 

第
五
十
八
条 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す
る
諸

記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供
に
関
す
る

次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
等
の
記
録 



二 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

四 

省
令
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状

況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
五
十
九
条 
第
九
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
七
条
及
び
第
三
十
二
条
か

ら
第
四
十
一
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」

と
、
第
九
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」

と
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」

と
、
第
三
十
三
条
中
「
設
備
及
び
備
品
等
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
訪
問
入
浴
介
護
に
用
い
る
浴

槽
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
、
第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
五
款 

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
六
十
条 

訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
（
基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
訪
問
入
浴
介
護
又

は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
款
及
び
第
四
百
九
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
「
基

準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
次
条

及
び
第
六
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
「
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と

に
置
く
べ
き
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
を
い
う
。
）
の
員
数
に
係
る

基
準
は
、
省
令
第
五
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
六
十
一
条 

基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
六
条

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
六
十
二
条 

基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
広

さ
の
区
画
を
設
け
る
ほ
か
、
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供
に
必
要
な
浴
槽
等
の
設
備
及
び

備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
と
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
（
第
四
百
九
十
七

条
に
規
定
す
る
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
を
い
う
。
）
の
事
業
と
が
、
同
一
の
事
業

者
に
よ
り
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
四
百
九
十

九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
及
び
備
品
等
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
項

に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 



（
準
用
） 

 

第
六
十
三
条 

第
九
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二
十
二
条
、

第
二
十
七
条
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
、
第
三
十
八
条
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を

除
く
。
）
、
第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
及
び
第
四
十
八
条
並
び
に
前
款
（
第
五
十
二

条
第
一
項
及
び
第
五
十
九
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は

「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
、
第
九
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
八
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
八
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
二
十
条
中
「
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第

四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
二
十
二
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な

い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
」
と
、
第
三
十
三
条
中
「
設
備

及
び
備
品
等
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
に
用
い
る
浴
槽
そ
の
他
の
設
備
及
び

備
品
等
」
と
、
第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
八
条
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
三
十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
八
条
に

お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
、
第
五
十
二
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ

ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
」
と
、
同

条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、
第
五
十
四
条
中
「
第
五
十
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
五
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
四
節 

訪
問
看
護 

 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
六
十
四
条 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
訪
問
看
護
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
五
百
四
条
第

三
項
に
お
い
て
「
指
定
訪
問
看
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に

お
い
て
も
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
療
養
生
活
を
支
援
し
、
心
身
の
機
能
の

維
持
回
復
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
看
護
師
等
の
員
数
） 

第
六
十
五
条 

指
定
訪
問
看
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
五
百
四
条
第
三
項
に
お

い
て
「
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に

お
い
て
「
指
定
訪
問
看
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
看
護
師
そ
の
他
の
指
定
訪

問
看
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
看
護
師
等
」
と
い
う
。
）
の
員

数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 



第
六
十
六
条 

病
院
又
は
診
療
所
以
外
の
指
定
訪
問
看
護
事
業
所
（
次
条
第
一
項
及
び
第
九
十
二

条
第
一
項
に
お
い
て
「
指
定
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。
）
の
管
理
者
に
係
る
基
準

は
、
省
令
第
六
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
六
十
七
条 
指
定
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
広
さ

を
有
す
る
専
用
の
事
務
室
を
設
け
る
ほ
か
、
指
定
訪
問
看
護
の
提
供
に
必
要
な
設
備
及
び
備
品

等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
指
定
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
同
一
敷
地

内
に
他
の
事
業
所
、
施
設
等
が
あ
る
場
合
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
広
さ
を
有

す
る
専
用
の
区
画
を
設
け
る
こ
と
で
足
り
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

病
院
又
は
診
療
所
で
あ
る
指
定
訪
問
看
護
事
業
所
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な

広
さ
を
有
す
る
専
ら
指
定
訪
問
看
護
の
事
業
の
用
に
供
す
る
区
画
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
指

定
訪
問
看
護
の
提
供
に
必
要
な
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
（
第
五
百
二
条
に
規
定
す
る
指

定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
を
い
う
。
）
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
訪
問
看
護

の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
（
第
五
百
一
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
を

い
う
。
）
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
第
五
百
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も

っ
て
、第
一
項
又
は
前
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
） 

第
六
十
八
条 

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
利
用
申
込
者
の
病
状
、
当
該
指
定
訪
問
看
護
事
業
所

の
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
等
を
勘
案
し
、
自
ら
適
切
な
指
定
訪
問
看
護
を
提
供
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、主
治
の
医
師
及
び
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
へ
の
連
絡
を
行
い
、

適
当
な
他
の
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等
を
紹
介
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
等
と
の
連
携
） 

第
六
十
九
条 

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
看
護
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
そ
の
他
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接

な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
看
護
の
提
供
の
終
了
に
際
し
て
は
、
利
用
者
又
は
そ

の
家
族
に
対
し
て
適
切
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
主
治
の
医
師
及
び
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

に
対
す
る
情
報
の
提
供
並
び
に
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の

密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
七
十
条 

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
指
定
訪
問
看
護

を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、
当
該
指
定
訪
問
看
護
に
係

る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
看
護
を
提

供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
及
び
指
定
訪
問
看
護
に
係
る
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
十
三
条

第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
若
し
く
は
同
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問

看
護
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
六
十

四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
若
し
く
は
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定

訪
問
看
護
に
要
す
る
費
用
の
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
利
用
者
の
選
定
に
よ
り

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
の
居
宅
に
お
い
て
指
定
訪
問
看
護
を
行
う
場
合
は
、
そ

れ
に
要
し
た
交
通
費
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
訪
問
看
護
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
七
十
一
条 

指
定
訪
問
看
護
は
、
利
用
者
の
要
介
護
状
態
の
軽
減
又
は
悪
化
の
防
止
に
資
す
る

よ
う
、
療
養
上
の
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
訪
問
看
護
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常

に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
訪
問
看
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
七
十
二
条 

看
護
師
等
の
行
う
指
定
訪
問
看
護
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の

と
す
る
。 

一 

指
定
訪
問
看
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
の
医
師
と
の
密
接
な
連
携
及
び
第
七
十
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
計
画
書
に
基
づ
き
、
利
用
者
の
心
身
の
機
能
の
維
持
回
復

を
図
る
よ
う
妥
当
適
切
に
行
う
こ
と
。 

二 

指
定
訪
問
看
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨
と
し
、
利
用
者
又

は
そ
の
家
族
に
対
し
、
療
養
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
指
導
又
は

説
明
を
行
う
こ
と
。 

三 

指
定
訪
問
看
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
医
学
の
進
歩
に
対
応
し
、
適
切
な
看
護
技
術
を



も
っ
て
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
。 

四 

指
定
訪
問
看
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
常
に
利
用
者
の
病
状
、
心
身
の
状
況
及
び
そ
の

置
か
れ
て
い
る
環
境
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
適
切
な
指

導
を
行
う
こ
と
。 

五 

特
殊
な
看
護
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。 

（
主
治
の
医
師
と
の
関
係
） 

第
七
十
三
条 

主
治
の
医
師
と
の
関
係
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
訪
問
看
護
計
画
書
及
び
訪
問
看
護
報
告
書
の
作
成
） 

第
七
十
四
条 

看
護
師
等
（
准
看
護
師
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
利
用
者

の
希
望
、
主
治
の
医
師
の
指
示
及
び
心
身
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
、
療
養
上
の
目
標
、
当
該
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
載
し
た
訪
問
看
護
計
画
書
を
作
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

看
護
師
等
は
、
既
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
等
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
計
画
の
内

容
に
沿
っ
て
訪
問
看
護
計
画
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

看
護
師
等
は
、
訪
問
看
護
計
画
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
主
要
な
事
項
に
つ
い
て
利

用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

看
護
師
等
は
、
訪
問
看
護
計
画
書
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
訪
問
看
護
計
画
書
を
利
用
者

に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

看
護
師
等
は
、
訪
問
日
、
提
供
し
た
看
護
内
容
等
を
記
載
し
た
訪
問
看
護
報
告
書
を
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
訪
問
看
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
訪
問
看
護
計
画
書
及
び
訪
問
看
護
報
告
書
の
作
成
に

関
し
、
必
要
な
指
導
及
び
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

前
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
省
令
第
六
十
九
条
第
四
項
の
規
定
は
、

訪
問
看
護
計
画
書
及
び
訪
問
看
護
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
同
居
家
族
に
対
す
る
訪
問
看
護
の
禁
止
） 

第
七
十
五
条 

同
居
家
族
に
対
す
る
訪
問
看
護
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
十
一
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
七
十
六
条 

看
護
師
等
は
、
現
に
指
定
訪
問
看
護
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
利
用
者
に
病

状
の
急
変
等
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
応
急
の
手
当
を
行
う
と
と
も
に
、
速

や
か
に
主
治
の
医
師
へ
の
連
絡
を
行
い
指
示
を
求
め
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 



第
七
十
七
条 

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
看
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業

の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 
従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
訪
問
看
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

六 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

七 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
記
録
の
整
備
） 

第
七
十
八
条 

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録

を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
訪
問
看
護
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ

る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

省
令
第
六
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
治
の
医
師
に
よ
る
指
示
の
文
書 

二 

訪
問
看
護
計
画
書 

三 

訪
問
看
護
報
告
書 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
等
の
記
録 

五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

六 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

七 

省
令
第
七
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状

況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
七
十
九
条 

第
九
条
、
第
十
条
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
二
十
条

ま
で
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
及
び
第
五
十
六
条

の
規
定
は
、
指
定
訪
問
看
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
師
等
」
と
、
第
九
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
七
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
七
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
四
条
中
「
心
身
の
状
況
」

と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
、
第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

七
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
七
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
五
節 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 



 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
八
十
条 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
こ
の
章
及
び

第
五
百
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
「
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。
）
の
事
業

は
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お

い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者

の
居
宅
に
お
い
て
、
理
学
療
法
、
作
業
療
法
そ
の
他
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
利
用
者
の
心
身
の
機
能
の
維
持
回
復
を
図
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
八
十
一
条 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
五
百

十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
「
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該

事
業
を
行
う
事
業
所
（
次
条
第
一
項
及
び
第
八
十
七
条
に
お
い
て
「
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七

十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
及
び
備
品
等
の
要
件
） 

第
八
十
二
条 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
は
、
病
院
、
診
療
所
又
は
介
護
老
人
保

健
施
設
で
あ
っ
て
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
広
さ
を
有
す
る
専
用
の
区
画
を
設
け

て
い
る
と
と
も
に
、
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
必
要
な
設
備
及
び
備
品
等
を

備
え
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
者
（
第
五
百
十
七
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
を
い

う
。
）
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
と
指
定
介

護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
第
五
百
十
六
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
い
う
。
）
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て

い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
五
百
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す

こ
と
を
も
っ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
八
十
三
条 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当

す
る
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一

部
と
し
て
、
当
該
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額

か
ら
当
該
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 



２ 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指

定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の

額
及
び
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
、
健
康

保
険
法
第
六
十
三
条
第
一
項
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
六
十
四
条
第
一
項

に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
の
う
ち
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
相
当
す
る
も
の
に
要
す

る
費
用
の
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
利
用

者
の
選
定
に
よ
り
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
の
居
宅
に
お
い
て
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場
合
は
、
そ
れ
に
要
し
た
交
通
費
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び

費
用
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
八
十
四
条 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用
者
の
要
介
護
状
態
の
軽
減
又
は
悪
化

の
防
止
に
資
す
る
よ
う
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
八
十
五
条 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
は
、
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
提
供
に
当
た
る
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
（
次
条
に
お
い
て
「
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
」
と
い
う
。
）
が
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
方
針
は
、
次

に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
の
指
示
及
び
次
条
第
一

項
に
規
定
す
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
の
心
身
機
能
の
維
持

回
復
を
図
り
、
日
常
生
活
の
自
立
に
資
す
る
よ
う
、
妥
当
適
切
に
行
う
こ
と
。 

二 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨

と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
療
養
上
必
要

と
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
指
導
又
は
説
明
を
行
う
こ
と
。 

三 

常
に
利
用
者
の
病
状
、
心
身
の
状
況
、
希
望
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
的
確
な
把

握
に
努
め
、
利
用
者
に
対
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
。 

四 

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

計
画
に
従
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
状
況
及
び
そ
の
評
価
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
診
療
録
そ
の



他
の
診
療
に
関
す
る
記
録
（
第
九
十
五
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
百
四
十
一
条
第
五
項
に
お

い
て
「
診
療
記
録
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
医
師
に
報
告
す
る
こ
と
。 

（
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
作
成
） 

第
八
十
六
条 

医
師
及
び
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
は
、
当
該
医
師
の
診
療

に
基
づ
き
、
利
用
者
の
病
状
、
心
身
の
状
況
、
希
望
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
踏
ま
え

て
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等

を
記
載
し
た
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
は
、
既
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
当
該
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

医
師
又
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
は
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、そ
の
内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、

利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

医
師
又
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
は
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
八
十
七
条 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
料
及
び
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

六 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
記
録
の
整
備
） 

第
八
十
八
条 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計

に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画 

二 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
等
の
記
録 



三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

五 

省
令
第
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状

況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
八
十
九
条 
第
九
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二
十
二
条
、

第
二
十
七
条
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
、

第
五
十
六
条
及
び
第
六
十
九
条
の
規
定
は
、
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
」
と
、
第
九
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
四
条
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の

は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
、
第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
三

条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
八
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
六
節 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
九
十
条 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
居
宅
療
養
管
理
指
導
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
五
百

二
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
「
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
要
介
護

状
態
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
そ
の

有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
師
、
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
、
看
護
職
員
（
歯
科
衛
生
士
が
行
う
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
相
当
す
る
も
の
を
行
う
保

健
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
を
除
い
た
保
健
師
、
看
護
師
又
は
准
看
護
師
を
い
う
。
第
九
十

五
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
歯
科
衛
生
士
（
歯
科
衛
生
士
が
行
う
居
宅
療
養
管
理
指
導

に
相
当
す
る
も
の
を
行
う
保
健
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
を
含
む
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

同
じ
。
）
又
は
管
理
栄
養
士
が
、
通
院
が
困
難
な
利
用
者
に
対
し
て
、
そ
の
居
宅
を
訪
問
し
て
、

そ
の
心
身
の
状
況
、
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
療
養
上
の
管
理

及
び
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
者
の
療
養
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
九
十
一
条 

居
宅
療
養
管
理
指
導
従
業
者
（
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
事
業
を
行
う
者
（
以

下
こ
の
節
及
び
第
五
百
二
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
「
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
」
と

い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
次
条
第
一
項
及
び
第
九
十
六
条
に
お
い
て
「
指
定
居



宅
療
養
管
理
指
導
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
従
業
者
を
い
う
。
）
の
員
数
に
係

る
基
準
は
、
省
令
第
八
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
九
十
二
条 
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
所
は
、
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
又
は
指
定
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
（
指
定
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
第
五
百
三
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
い
う
。
）
を

い
う
。
第
五
百
二
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導

の
事
業
の
運
営
に
必
要
な
広
さ
を
有
し
て
い
る
ほ
か
、
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
必

要
な
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
（
第
五
百

二
十
六
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
を
い
う
。
）
の
指
定
を
併

せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導

（
第
五
百
二
十
五
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
を
い
う
。
）
の
事
業
と

が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
五
百
二
十
七

条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
基

準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
九
十
三
条 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
指

定
居
宅
療
養
管
理
指
導
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、
当

該
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
居
宅
療

養
管
理
指
導
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払

を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
居
宅

療
養
管
理
指
導
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
及
び
指
定
居

宅
療
養
管
理
指
導
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
、
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第

一
項
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
六
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
の
給

付
の
う
ち
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
相
当
す
る
も
の
に
要
す
る
費
用
の
額
と
の
間
に
、
不
合

理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指
定
居
宅
療

養
管
理
指
導
の
提
供
に
要
す
る
交
通
費
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た

っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に



つ
い
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
九
十
四
条 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
は
、
利
用
者
の
要
介
護
状
態
の
軽
減
又
は
悪
化
の
防
止

に
資
す
る
よ
う
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
質

の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
九
十
五
条 

医
師
又
は
歯
科
医
師
の
行
う
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る

と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
訪
問
診
療
等
に
よ
り
常
に
利
用
者
の

病
状
及
び
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、
計
画
的
か
つ
継
続
的
な
医
学
的
管
理
又
は
歯
科
医
学
的

管
理
に
基
づ
い
て
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
等
に
対
す
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等
に

必
要
な
情
報
提
供
並
び
に
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す

る
留
意
事
項
、
介
護
方
法
等
に
つ
い
て
の
指
導
、
助
言
等
を
行
う
こ
と
。 

二 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
か
ら
の
介
護

に
関
す
る
相
談
に
懇
切
丁
寧
に
応
ず
る
と
と
も
に
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
療
養

上
必
要
な
事
項
等
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
指
導
又
は
助
言
を
行
う
こ
と
。 

三 

前
号
に
規
定
す
る
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
す
る
指
導
又
は
助
言
に
つ
い
て
は
、
療
養

上
必
要
な
事
項
等
を
記
載
し
た
文
書
を
交
付
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

四 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
療
養
上
適
切
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
又
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
若
し
く
は
居
宅

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
場
合
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
居
宅
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
に
対
し
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
に
必
要
な
情

報
提
供
又
は
助
言
を
行
う
こ
と
。 

五 

前
号
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る
情
報
提

供
又
は
助
言
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

六 

前
号
の
場
合
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
へ
の
参
加
に
よ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
つ
い
て
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
て
、
原
則
と
し

て
、
情
報
提
供
又
は
助
言
の
内
容
を
記
載
し
た
文
書
を
交
付
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。 

七 

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
つ
い
て
、提
供
し
た
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
内
容
に
つ
い
て
、

速
や
か
に
診
療
録
に
記
録
す
る
こ
と
。 

２ 

薬
剤
師
、
歯
科
衛
生
士
又
は
管
理
栄
養
士
の
行
う
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
方
針
は
、
次



に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
指
示
（
薬
局

の
薬
剤
師
に
よ
る
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
あ
っ
て
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
指
示
に

基
づ
き
当
該
薬
剤
師
が
策
定
し
た
薬
学
的
管
理
指
導
計
画
）
に
基
づ
き
、
利
用
者
の
心
身
機

能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
居
宅
に
お
け
る
日
常
生
活
の
自
立
に
資
す
る
よ
う
、
妥
当
適
切
に

行
う
。 

二 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨
と
し
、

利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
療
養
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に

指
導
又
は
説
明
を
行
う
。 

三 

常
に
利
用
者
の
病
状
、
心
身
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
的
確
な
把
握
に
努

め
、
利
用
者
に
対
し
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。 

四 

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
つ
い
て
、提
供
し
た
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
内
容
に
つ
い
て
、

速
や
か
に
診
療
記
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
報
告
す
る
。 

３ 

看
護
職
員
の
行
う
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の

と
す
る
。 

一 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
等
に
対
す
る

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等
に
必
要
な
情
報
提
供
並
び
に
利
用
者
に
対
す
る
療
養
上
の
相

談
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
。 

二 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨
と
し
、

利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
療
養
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に

指
導
又
は
助
言
を
行
う
こ
と
。 

三 

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
つ
い
て
、提
供
し
た
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
内
容
に
つ
い
て
、

速
や
か
に
記
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
医
師
又
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
等
に
報
告
す
る

こ
と
。 

（
運
営
規
程
） 

第
九
十
六
条 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
所
ご
と
に
、

次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
種
類
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
記
録
の
整
備
） 



第
九
十
七
条 

指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す

る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供

に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

一 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
等
の
記
録 

二 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

四 

省
令
第
九
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状

況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
九
十
八
条 

第
九
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十
二

条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま

で
、
第
五
十
六
条
及
び
第
六
十
九
条
の
規
定
は
、
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
事
業
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
居

宅
療
養
管
理
指
導
従
業
者
」
と
、
第
九
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
一
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
一
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
四
条
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、

病
歴
、
服
薬
歴
」
と
、
第
十
九
条
中
「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」

と
、
第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令

第
三
十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
一
条
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
七
節 

通
所
介
護 

 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
九
十
九
条 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
通
所
介
護
（
以
下
こ
の
章
並
び
に
第
五
百
三
十

七
条
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
指
定
通
所
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、

要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、

そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
日
常
生

活
上
の
世
話
及
び
機
能
訓
練
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
社
会
的
孤
立
感
の
解
消
及
び
心

身
の
機
能
の
維
持
並
び
に
利
用
者
の
家
族
の
身
体
的
及
び
精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 



第
百
条 

指
定
通
所
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
並
び
に
第
五
百
三
十
七
条
第
二
項
第 

 

一
号
イ
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
指
定
通
所
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う 

 
事
業
所
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
通
所
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き 

 

従
業
者
（
第
四
款
に
お
い
て
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省 

 

令
第
九
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
管
理
者
） 

第
百
一
条 

指
定
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
九
十
四
条
に
規
定
す
る 

 

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
百
二
条 

指
定
通
所
介
護
事
業
所
は
、
食
堂
、
機
能
訓
練
室
、
静
養
室
、
相
談
室
及
び
事
務
室 

 

を
有
す
る
ほ
か
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
並
び
に
指
定
通
所
介 

 

護
の
提
供
に
必
要
な
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

食
堂
及
び
機
能
訓
練
室 

 
 

イ 

食
堂
及
び
機
能
訓
練
室
は
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
広
さ
を
有
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
合
計 

 
 

 

し
た
面
積
は
、
三
平
方
メ
ー
ト
ル
に
利
用
定
員
（
当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て 

 
 

 

同
時
に
指
定
通
所
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者
（
当
該
指
定
通
所
介
護 

 
 

 

事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
（
第
五
百
三
十
五
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護 

 
 

 

予
防
通
所
介
護
事
業
者
を
い
う
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、 

 
 

 

か
つ
、
指
定
通
所
介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
（
第
五
百
三
十
四
条
に
規
定 

 
 

 

す
る
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
） 

 
 

 

の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、 

 
 

 

当
該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
通
所
介
護
又
は
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
利
用
者
。
次
項 

 
 

 

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
の
上
限
を
い
う
。
第
百
七
条
第
四
号
及
び
第
百
九
条
に
お
い
て 

 
 

 

同
じ
。
）
を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

イ
に
か
か
わ
ら
ず
、
食
堂
及
び
機
能
訓
練
室
は
、
食
事
の
提
供
の
際
に
は
そ
の
提
供
に 

 
 

 

支
障
が
な
い
広
さ
を
確
保
で
き
、
か
つ
、
機
能
訓
練
を
行
う
際
に
は
そ
の
実
施
に
支
障
が 

 
 

 

な
い
広
さ
を
確
保
で
き
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
一
の
場
所
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

二 

相
談
室 

遮

物
の
設
置
等
に
よ
り
相
談
の
内
容
が
漏
え
い
し
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い 

 
 

る
こ
と
。 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
指
定
通
所
介
護
の
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な 

 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
通
所
介
護
の
提
供
に
支
障
が
な
い
場
合 

 

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 



４ 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、か
つ
、

指
定
通
所
介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一

体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
五
百
三
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に

規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
三
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た

し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
百
三
条 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
指
定
通
所
介
護

を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、
当
該
指
定
通
所
介
護
に
係

る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
通
所
介
護
を
提

供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
指
定
通
所
介
護
に
係
る
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

３ 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
額

の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

利
用
者
の
選
定
に
よ
り
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
に
居
住
す
る
利
用
者
に
対

し
て
行
う
送
迎
に
要
す
る
費
用 

二 

指
定
通
所
介
護
に
通
常
要
す
る
時
間
を
超
え
る
指
定
通
所
介
護
で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
選

定
に
係
る
も
の
の
提
供
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
通
常
の
指
定
通
所

介
護
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
を
超
え
る
費
用 

三 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用 

四 

お
む
つ
代 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
通
所
介
護
の
提
供
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
の

う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
そ
の
利
用

者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
費
用 

４ 

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す

る
。 

５ 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、第
三
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
通
所
介
護
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
百
四
条 

指
定
通
所
介
護
は
、
利
用
者
の
要
介
護
状
態
の
軽
減
又
は
悪
化
の
防
止
に
資
す
る
よ



う
、
そ
の
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
通
所
介
護
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常

に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
通
所
介
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
百
五
条 
指
定
通
所
介
護
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
通
所
介
護
計
画
に
基

づ
き
、
利
用
者
の
機
能
訓
練
及
び
そ
の
者
が
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な

援
助
を
行
う
こ
と
。 

二 

通
所
介
護
従
業
者
は
、
指
定
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と

を
旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
等
に
つ
い
て
、
理
解

し
や
す
い
よ
う
に
説
明
を
行
う
こ
と
。 

三 

指
定
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
技
術
の
進
歩
に
対
応
し
、
適
切
な
介
護
技

術
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と
。 

四 

指
定
通
所
介
護
は
、
常
に
利
用
者
の
心
身
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
つ
つ
、
相
談
援
助
等

の
生
活
指
導
、
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
の
希
望
に
沿
っ
て
適
切
に
提

供
す
る
。
特
に
、
認
知
症
（
法
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
認
知
症
を
い
う
。
第
百
四
十
条
第

三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
要
介
護
者
に
対
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
そ
の
特
性
に
対

応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
。 

（
通
所
介
護
計
画
の
作
成
） 

第
百
六
条 

指
定
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
希
望
及
び
そ
の
置

か
れ
て
い
る
環
境
を
踏
ま
え
て
、
機
能
訓
練
等
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
載
し
た
通
所
介
護
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

通
所
介
護
計
画
は
、
既
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
居
宅
サ

ー
ビ
ス
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
通
所
介
護
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

４ 

指
定
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
通
所
介
護
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
通
所
介

護
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

通
所
介
護
従
業
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
通
所
介
護
計
画
に
従
っ
た
サ
ー
ビ

ス
の
実
施
状
況
及
び
目
標
の
達
成
状
況
の
記
録
を
行
う
。 

（
運
営
規
程
） 

第
百
七
条 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の

運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 
指
定
通
所
介
護
の
利
用
定
員 

五 

指
定
通
所
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

六 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

七 

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

八 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

九 

非
常
災
害
対
策 

十 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
百
八
条 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
適
切
な
指
定
通
所
介
護
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
指
定
通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所

の
従
業
者
に
よ
っ
て
指
定
通
所
介
護
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
処

遇
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
業
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
通
所
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機

会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
百
九
条 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
利
用
定
員
を
超
え
て
指
定
通
所
介
護
の
提
供
を
行
っ
て

は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
百
十
条 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
非
常
災

害
時
の
関
係
機
関
へ
の
通
報
及
び
連
携
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
従
業
者
に
周
知

す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必
要
な
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
百
十
一
条 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
使
用
す
る
施
設
、
食
器
そ
の
他
の
設
備
又

は
飲
用
に
供
す
る
水
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、
又

は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 



第
百
十
二
条 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録

を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
通
所
介
護
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ

る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

通
所
介
護
計
画 

二 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
等
の
記
録 

三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

五 

省
令
第
百
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況

及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
百
十
三
条 

第
九
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
七
条
、
第
二

十
八
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
及
び
第
五
十
六
条
の
規
定
は
、
指
定
通
所
介
護

の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百

五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
三
十
四
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の

は
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
条
に

お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
五
款 

指
定
療
養
通
所
介
護
の
事
業
の
基
本
方
針
、
人
員
並
び
に
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準 

 
 

 
 

 
 

第
一
目 

こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針 

（
こ
の
款
の
趣
旨
） 

第
百
十
四
条 

第
一
款
か
ら
前
款
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
療
養
通
所
介
護
（
指
定
通

所
介
護
で
あ
っ
て
、
難
病
等
を
有
す
る
重
度
要
介
護
者
又
は
が
ん
末
期
の
者
で
あ
っ
て
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
当
た
り
常
時
看
護
師
に
よ
る
観
察
が
必
要
な
も
の
を
対
象
者
と
し
、
療
養
通
所
介

護
計
画
に
基
づ
き
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
及
び
機

能
訓
練
を
行
う
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
業
の
基
本
方
針
、
人
員

並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
款
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
基
本
方
針
） 

第
百
十
五
条 

指
定
療
養
通
所
介
護
の
事
業
は
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ

の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
日
常
生
活
上
の
世
話
及
び
機
能
訓
練
を
行
う
こ
と
に



よ
り
、
利
用
者
の
社
会
的
孤
立
感
の
解
消
及
び
心
身
の
機
能
の
維
持
並
び
に
利
用
者
の
家
族
の

身
体
的
及
び
精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
指
定
療
養
通
所
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
指
定
療
養
通
所
介
護
事

業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
指
定
療
養
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
主
治
の
医

師
及
び
当
該
利
用
者
の
利
用
し
て
い
る
訪
問
看
護
事
業
者
等
（
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
又
は
健

康
保
険
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
を
い
う
。
第
四
目
に
お
い

て
同
じ
。
）
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

第
二
目 
人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
十
六
条 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
款
に
お
い

て
「
指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基

準
は
、
省
令
第
百
五
条
の
四
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
百
十
七
条 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
五
条
の
五
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

第
三
目 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
定
員
） 

第
百
十
八
条 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
は
、
そ
の
利
用
定
員
（
当
該
指
定
療
養
通
所
介
護
事

業
所
に
お
い
て
同
時
に
指
定
療
養
通
所
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者
の
数
の

上
限
を
い
う
。
第
百
二
十
七
条
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
九
人
以
下
と
す
る
。 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
百
十
九
条 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
の
設
備
及
び
備
品
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
五

条
の
七
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

第
四
目 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
） 

第
百
二
十
条 

内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
五
条
の
八
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
心
身
の
状
況
等
の
把
握
） 

第
百
二
十
一
条 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、指
定
療
養
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

利
用
者
に
係
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
が
開
催
す
る
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
等
を
通
じ
て
、
利

用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
体
調
の
変
化
等
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
特
に
利
用
者
の
主
治
の
医
師
及
び
当
該
利
用
者
が
利
用
す
る
訪
問
看
護
事
業
者
等
と



の
密
接
な
連
携
を
図
り
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
等
と
の
連
携
） 

第
百
二
十
二
条 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
療
養
通
所
介
護
を
提
供
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
そ
の
他
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
療
養
通
所
介
護
の
提
供
の
適
否
に

つ
い
て
、
主
治
の
医
師
を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
に
お
い
て
検
討
す
る
た
め
、
当
該
利

用
者
に
係
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
し
て
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
係
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
し
て
、
居
宅

サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
及
び
変
更
等
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

４ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
療
養
通
所
介
護
の
提
供
の
終
了
に
際
し
て
は
、
利
用

者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
適
切
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
利
用
者
に
係
る
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
及
び
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
療
養
通
所
介
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
百
二
十
三
条 

指
定
療
養
通
所
介
護
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
療
養
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
通
所
介
護

計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
の
機
能
訓
練
及
び
そ
の
者
が
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
。 

二 

指
定
療
養
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
る
看
護
職
員
又
は
介
護
職
員
（
次
条
第
六
項
及
び
第

百
二
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
「
療
養
通
所
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
指
定
療
養
通

所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家

族
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
等
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
説
明
を
行
う
こ

と
。 

三 

指
定
療
養
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
技
術
の
進
歩
に
対
応
し
、
適
切
な
介

護
技
術
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と
。 

四 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
体
調
の
変
化
等
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
主
治
の
医
師
や
当
該
利
用
者
の
利
用
す
る
訪
問
看
護
事
業

者
等
と
の
密
接
な
連
携
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
及
び
手
順
等
に
つ
い
て
の
情
報
の

共
有
を
十
分
に
図
る
こ
と
。 

五 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
心
身
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
つ
つ
、

相
談
援
助
等
の
生
活
指
導
、
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
者
の
希
望
に
沿
っ



て
適
切
に
提
供
す
る
こ
と
。 

（
療
養
通
所
介
護
計
画
の
作
成
） 

第
百
二
十
四
条 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
希
望
及

び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
踏
ま
え
て
、
機
能
訓
練
等
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
載
し
た
療
養
通
所
介
護
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

療
養
通
所
介
護
計
画
は
、
既
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
居

宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

療
養
通
所
介
護
計
画
は
、
既
に
訪
問
看
護
計
画
書
（
第
七
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
訪
問

看
護
計
画
書
又
は
指
定
訪
問
看
護
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚

生
省
令
第
八
十
号
）
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
計
画
を
い
う
。
）
が
作
成
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
当
該
訪
問
看
護
計
画
の
内
容
と
の
整
合
を
図
り
つ
つ
、
作
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

４ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
療
養
通
所
介
護
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
療
養
通
所
介
護
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当

該
療
養
通
所
介
護
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

療
養
通
所
介
護
従
業
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
療
養
通
所
介
護
計
画
に
従
っ

た
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
状
況
及
び
目
標
の
達
成
状
況
の
記
録
を
行
う
。 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
百
二
十
五
条 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
現
に
指
定
療
養
通
所
介
護
の
提
供
を
行
っ
て

い
る
と
き
に
利
用
者
の
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
等
に
備
え
、
主
治
の
医
師
と
と
も
に
、
そ

の
場
合
の
対
応
策
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
緊
急
時
等
の
対
応
策
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て

利
用
者
ご
と
に
検
討
し
、
緊
急
時
等
の
対
応
策
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
緊
急
時
等
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
利
用
者
及
び
家
族
に
対

し
て
十
分
に
説
明
し
、
利
用
者
及
び
家
族
が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

療
養
通
所
介
護
従
業
者
は
、
現
に
指
定
療
養
通
所
介
護
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
利
用

者
の
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
は
、
緊
急
時
等
の
対
応
策
に
基
づ
き
、

速
や
か
に
主
治
の
医
師
又
は
第
百
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
緊
急
時
対
応
医
療
機
関
へ
の

連
絡
を
行
う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
主
治
の
医
師
と
密
接
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
、



利
用
者
の
状
態
の
変
化
に
応
じ
て
緊
急
時
等
の
対
応
策
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

５ 

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
緊
急
時
等
の
対
応
策
の
変
更
に
つ
い
て

準
用
す
る
。 

（
管
理
者
の
責
務
） 

第
百
二
十
六
条 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
の
従

業
者
の
管
理
及
び
指
定
療
養
通
所
介
護
の
利
用
の
申
込
み
に
係
る
調
整
、
業
務
の
実
施
状
況
の

把
握
そ
の
他
の
管
理
を
一
元
的
に
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
利
用
者
の
体
調
の
変
化
等
に
応
じ
た
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
主
治
の
医
師
や
当
該
利
用
者
が
利
用
す
る
訪
問
看
護

事
業
者
等
と
の
密
接
な
連
携
を
図
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
及
び
手
順
等
に
つ
い
て
の
情
報

の
共
有
を
十
分
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
指
定
療
養
通
所
介
護
の
提
供
に
適
切
な
環
境
を

整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
指
定
療
養
通
所
介
護
の
利
用
者
個
々
の
療
養
通

所
介
護
計
画
の
作
成
に
関
し
、
必
要
な
指
導
及
び
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
の
従
業
者
に

こ
の
目
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
運
営
規
程
） 

第
百
二
十
七
条 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
次
に
掲

げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
療
養
通
所
介
護
の
利
用
定
員 

五 

指
定
療
養
通
所
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

六 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

七 

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

八 

非
常
災
害
対
策 

九 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
緊
急
時
対
応
医
療
機
関
） 

第
百
二
十
八
条 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
病
状
の
急
変
等
に
備
え
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
、
緊
急
時
対
応
医
療
機
関
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

緊
急
時
対
応
医
療
機
関
は
、
指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
と
同
一
の
敷
地
内
に
存
し
、
又
は

隣
接
し
、
若
し
く
は
近
接
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



３ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
緊
急
時
に
お
い
て
円
滑
な
協
力
を
得
る
た
め
、
当
該
緊
急

時
対
応
医
療
機
関
と
の
間
で
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
事
項
を
取
り
決
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

（
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
管
理
委
員
会
の
設
置
） 

第
百
二
十
九
条 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
安
全
か
つ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保

す
る
た
め
、
地
域
の
医
療
関
係
団
体
に
属
す
る
者
、
地
域
の
保
健
、
医
療
又
は
福
祉
の
分
野
を

専
門
と
す
る
者
そ
の
他
指
定
療
養
通
所
介
護
の
安
全
か
つ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
安
全
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
管
理
委
員
会
（
次

項
に
お
い
て
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
お
お
む
ね
六
月
に
一
回
以
上
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
、
事
故
事
例
等
、
安
全
管
理
に
必
要
な
デ
ー
タ
の
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
デ
ー
タ
等

を
踏
ま
え
、
指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
所
に
お
け
る
安
全
か
つ
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
確

保
す
る
た
め
の
方
策
の
検
討
を
行
い
、
当
該
検
討
の
結
果
に
つ
い
て
の
記
録
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
百
三
十
条 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す
る
諸

記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
療
養
通
所
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
療
養
通
所
介
護
の
提
供
に
関
す
る

次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

療
養
通
所
介
護
計
画 

二 

前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
検
討
の
結
果
に
つ
い
て
の
記
録 

三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
等
の
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

六 

省
令
第
百
五
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故

の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
百
三
十
一
条 

第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
条
、

第
二
十
二
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
、
第
百
三
条
（
第
三
項
第

二
号
を
除
く
。
）
、
第
百
四
条
及
び
第
百
八
条
か
ら
第
百
十
一
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
療
養

通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ



る
の
は
「
第
百
五
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
三
十
四
条
中
「
訪
問

介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
療
養
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
五
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中

「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」

と
、
第
百
八
条
第
三
項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
療
養
通
所
介
護
従
業
者
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
六
款 
基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
三
十
二
条 

通
所
介
護
従
業
者
（
基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
通
所
介
護
又
は
こ

れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
款
並
び
に
第
五
百
五
十
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
及
び
第

四
項
に
お
い
て
「
基
準
該
当
通
所
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
が
当
該
事
業
を
行
う

事
業
所
（
次
条
並
び
に
第
百
三
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
一
号
イ
に
お
い
て
「
基
準
該
当

通
所
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
従
業
者
を
い
う
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準

は
、
省
令
第
百
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
百
三
十
三
条 

基
準
該
当
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
七
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
百
三
十
四
条 

基
準
該
当
通
所
介
護
事
業
所
に
は
、
食
事
を
行
う
場
所
、
機
能
訓
練
を
行
う
場

所
、
静
養
の
た
め
の
場
所
、
生
活
相
談
の
た
め
の
場
所
及
び
事
務
連
絡
の
た
め
の
場
所
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
並
び
に
基
準
該
当
通

所
介
護
の
提
供
に
必
要
な
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

食
事
を
行
う
場
所
及
び
機
能
訓
練
を
行
う
場
所 

イ 

食
事
を
行
う
場
所
及
び
機
能
訓
練
を
行
う
場
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
広
さ
を
有
す
る

も
の
と
し
、
そ
の
合
計
し
た
面
積
は
、
三
平
方
メ
ー
ト
ル
に
利
用
定
員
（
当
該
基
準
該
当

通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
基
準
該
当
通
所
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
利
用
者
の
数
の
上
限
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

イ
に
か
か
わ
ら
ず
、
食
事
を
行
う
場
所
及
び
機
能
訓
練
を
行
う
場
所
は
、
食
事
の
提
供

の
際
に
は
そ
の
提
供
に
支
障
が
な
い
広
さ
を
確
保
で
き
、
か
つ
、
機
能
訓
練
を
行
う
際
に

は
そ
の
実
施
に
支
障
が
な
い
広
さ
を
確
保
で
き
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
一
の
場
所
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

二 

生
活
相
談
を
行
う
場
所 

遮
蔽
物
の
設
置
等
に
よ
り
相
談
の
内
容
が
漏
え
い
し
な
い
よ
う

配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 



３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
基
準
該
当
通
所
介
護
の
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
に
対
す
る
基
準
該
当
通
所
介
護
の
提
供
に
支
障
が

な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

４ 

基
準
該
当
通
所
介
護
の
事
業
と
基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介
護
（
第
五
百
五
十
条
に
規
定
す

る
基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介
護
を
い
う
。
）
の
事
業
と
が
、
同
一
の
事
業
者
に
よ
り
同
一
の

事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
五
百
五
十
二
条
第
一
項
か
ら

第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
三
項
に
規
定
す

る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

（
準
用
） 

第
百
三
十
五
条 

第
九
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十

二
条
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
、
第
三
十
八
条
（
第

五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。
）
、
第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
、
第
五
十
六
条
、
第
九

十
九
条
及
び
第
四
款
（
第
百
三
条
第
一
項
及
び
第
百
十
三
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
基
準
該

当
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
中
「
第
八
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
百
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
百
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
二
十
条
中
「
内
容
、
当
該
指

定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受

け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
二
十
二
条
中
「
法
定
代
理

受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
通
所
介
護
」
と
、

第
三
十
四
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
五
条
中

「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
」
と
、
第

四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」

と
、
第
百
三
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
通
所
介
護
」
と
あ

る
の
は
「
基
準
該
当
通
所
介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
八
節 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
百
三
十
六
条 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
こ
の
章

及
び
第
五
百
五
十
八
条
第
四
号
に
お
い
て
「
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。
）

の
事
業
は
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居

宅
に
お
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

理
学
療
法
、
作
業
療
法
そ
の
他
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者

の
心
身
の
機
能
の
維
持
回
復
を
図
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 



（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
三
十
七
条 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
五

百
五
十
八
条
第
四
号
に
お
い
て
「
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が

当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
る
従
業

者
（
第
百
四
十
条
第
二
号
並
び
に
第
百
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
い
う
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
十
一
条
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
百
三
十
八
条 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
の
設
備
に
関
す
る
基
準
は
、
省
令
第

百
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
取
扱
方
針
） 

 

第
百
三
十
九
条 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用
者
（
当
該
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
（
第
五
百
五
十
五
条

に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
を
い
う
。
）
の
指
定
を
併
せ

て
受
け
、
か
つ
、
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
（
第
五
百
五
十
四
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運

営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

又
は
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
者
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
要
介
護
状
態
の
軽
減
又
は
悪
化
の
防
止
に
資
す
る
よ
う
、
そ
の
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
百
四
十
条 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の

と
す
る
。 

一 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
の
指
示
及
び
次
条
第
一

項
に
規
定
す
る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
の
心
身
の
機
能
の
維

持
回
復
を
図
り
、
日
常
生
活
の
自
立
に
資
す
る
よ
う
、
妥
当
適
切
に
行
う
こ
と
。 

二 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
は
、
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当

た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
療
養
上
必
要
と
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う



に
指
導
又
は
説
明
を
行
う
こ
と
。 

三 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
常
に
利
用
者
の
病
状
、
心
身

の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利
用
者
に
対
し
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
特
に
、
認
知
症
で
あ
る
要
介
護
者
に
対
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
そ

の
特
性
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
。 

（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
作
成
） 

第
百
四
十
一
条 

医
師
及
び
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
そ
の
他
専
ら
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
（
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い

て
「
医
師
等
の
従
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
診
療
又
は
運
動
機
能
検
査
、
作
業
能
力
検
査
等
を

基
に
、
共
同
し
て
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
希
望
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
踏
ま
え

て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
等
を
記
載
し
た
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
は
、
既
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
当
該
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

医
師
等
の
従
業
者
は
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

４ 

医
師
等
の
従
業
者
は
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
に
従
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
状
況
及
び
そ
の
評
価
を
診
療
記
録
に
記
載
す
る
。 

（
管
理
者
等
の
責
務
） 

第
百
四
十
二
条 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
の
管
理
者
は
、
医
師
、
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
又
は
専
ら
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
る
看
護
師
の
う
ち
か

ら
選
任
し
た
者
に
、
必
要
な
管
理
の
代
行
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
の
管
理
者
又
は
前
項
の
管
理
を
代
行
す
る
者
は
、

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
の
従
業
者
に
こ
の
款
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
の

必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
運
営
規
程
） 

第
百
四
十
三
条 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 



三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
定
員
（
当
該
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
利
用
者
の
数
の
上
限
を
い
う
。
） 

五 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

六 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

七 

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

八 

非
常
災
害
対
策 

九 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
百
四
十
四
条 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
利
用
者
の
使
用
す
る
施
設
、
食

器
そ
の
他
の
設
備
又
は
飲
用
に
供
す
る
水
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
当
該
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、

又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
百
四
十
五
条 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会

計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画 

二 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
等
の
記
録 

三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

五 

省
令
第
百
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状

況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
百
四
十
六
条 

第
九
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
条
、

第
二
十
二
条
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
七
条
か

ら
第
四
十
一
条
ま
で
、
第
六
十
九
条
、
第
百
三
条
及
び
第
百
八
条
か
ら
第
百
十
条
ま
で
の
規
定

は
、
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、



第
九
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、

第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、

第
十
四
条
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
、
第
二
十
八
条
及
び

第
三
十
四
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
、

第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三

十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
、
第
百
八
条
第
三
項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
九
節 

短
期
入
所
生
活
介
護 

 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
百
四
十
七
条 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
短
期
入
所
生
活
介
護
（
以
下
こ
の
節
並
び
に

第
五
百
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）

の
事
業
は
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居

宅
に
お
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
及
び
機
能
訓
練
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
利
用
者
の
心
身
の
機
能
の
維
持
並
び
に
利
用
者
の
家
族
の
身
体
的
及
び
精
神
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
四
十
八
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
並
び
に
第
五
百
六

十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が

当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
款
か
ら
第
四
款
ま
で
に
お
い
て
「
指
定
短
期
入
所
生
活

介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従

業
者
（
第
百
五
十
六
条
第
一
項
及
び
第
百
六
十
三
条
に
お
い
て
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」

と
い
う
。
）
そ
の
他
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
二
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
百
四
十
九
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
二
十

二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
定
員
等
） 

第
百
五
十
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
は
、
そ
の
利
用
定
員
（
当
該
指
定
短
期
入
所
生

活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

利
用
者
（
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業



者
（
第
五
百
六
十
七
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
第

三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業

と
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
（
第
五
百
六
十
六
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期

入
所
生
活
介
護
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
業
と
が
同
一
の

事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
指

定
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用
者
。
次
款
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
数
の
上
限
を
い
う
。
次
項
及
び
次
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
二
十
人
以
上
と
し
、

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
の
専
用
の
居
室
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
百
四

十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
省
令
第
百
二
十
一
条
第
二
項
の
適
用
を

受
け
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二

十
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
四
に
規
定
す
る
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
。
第
二
百
十
八
条
第
三
項
及
び
第
六
百
四
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
、
病
院
、
診
療
所
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、
地
域
密
着

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
又
は
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
指
定
を
受
け
て

い
る
施
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
」
と
い
う
。
）
に
併
設
さ
れ

る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
で
あ
っ
て
、
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
と
一
体
的
に

運
営
が
行
わ
れ
る
も
の
の
場
合
又
は
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短

期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
（
第
百
七
十
二
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介

護
事
業
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期

入
所
生
活
介
護
事
業
所
と
が
併
設
さ
れ
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
利

用
定
員
の
総
数
が
二
十
人
以
上
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
利
用
定
員
を
二
十
人
未
満
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
の
指
定
を

併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介

護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第

五
百
六
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
利
用
定
員
等
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と

を
も
っ
て
、
前
二
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
百
五
十
一
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
設
備
及
び
備
品
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令

第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
） 



第
百
五
十
二
条 

内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
二
十
五
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
開
始
及
び
終
了
） 

第
百
五
十
三
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
に
よ
り
、
若
し

く
は
そ
の
家
族
の
疾
病
、
冠
婚
葬
祭
、
出
張
等
の
理
由
に
よ
り
、
又
は
利
用
者
の
家
族
の
身
体

的
及
び
精
神
的
な
負
担
の
軽
減
等
を
図
る
た
め
に
、
一
時
的
に
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営

む
の
に
支
障
が
あ
る
者
を
対
象
に
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
そ
の
他
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の

提
供
の
開
始
前
か
ら
終
了
後
に
至
る
ま
で
利
用
者
が
継
続
的
に
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
必
要
な
援
助
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
百
五
十
四
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、

当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
短
期

入
所
生
活
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支

払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
短
期

入
所
生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
指
定
短

期
入
所
生
活
介
護
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生

じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る

費
用
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食

費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
利

用
者
に
代
わ
り
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二

項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

二 

滞
在
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の

基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者

に
代
わ
り
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第

二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
居
室
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と



に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 
送
迎
に
要
す
る
費
用
（
知
事
が
別
に
定
め
る
場
合
を
除
く
。
） 

六 

理
美
容
代 

七 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜

の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
そ
の
利

用
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当

た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費

用
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る
同
意
に
つ
い
て
は
、
文
書
に
よ

る
も
の
と
す
る
。 

（
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
） 

第
百
五
十
五
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
二
十
八
条

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
短
期
入
所
生
活
介
護
計
画
の
作
成
） 

第
百
五
十
六
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
相
当
期
間
以
上
に
わ
た
り
継

続
し
て
入
所
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
希
望

及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
踏
ま
え
て
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
の
開
始
前
か

ら
終
了
後
に
至
る
ま
で
の
利
用
者
が
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
性
に
配
慮
し
て
、
他
の
短
期

入
所
生
活
介
護
従
業
者
と
協
議
の
上
、
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具

体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
載
し
た
短
期
入
所
生
活
介
護
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

短
期
入
所
生
活
介
護
計
画
は
、
既
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当

該
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
短
期
入
所
生
活
介
護
計
画
の
作
成
に
当
た

っ
て
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
短
期
入
所
生
活
介
護
計
画
を
作
成
し
た
際

に
は
、
当
該
短
期
入
所
生
活
介
護
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
介
護
） 



第
百
五
十
七
条 

介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
三
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と

と
す
る
。 

（
食
事
） 

第
百
五
十
八
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
栄
養
並
び
に
利
用
者
の
心
身
の
状
況
及

び
嗜 し
好
を
考
慮
し
た
食
事
を
、
適
切
な
時
間
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
可
能
な
限
り
離
床
し
て
、
食
堂
で
食
事
を

と
る
こ
と
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
機
能
訓
練
） 

第
百
五
十
九
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、

必
要
に
応
じ
て
日
常
生
活
を
送
る
上
で
必
要
な
生
活
機
能
の
改
善
又
は
維
持
の
た
め
の
機
能
訓

練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
健
康
管
理
） 

第
百
六
十
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
医
師
及
び
看
護
職
員
（
看
護
師
又
は
准
看
護

師
を
い
う
。
）
は
、
常
に
利
用
者
の
健
康
の
状
況
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
健
康
保
持
の
た
め

の
適
切
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
相
談
及
び
援
助
） 

第
百
六
十
一
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置

か
れ
て
い
る
環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
そ
の
相
談
に

適
切
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
百
六
十
二
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
教
養
娯
楽
設
備
等
を
備
え
る
ほ
か
、
適

宜
利
用
者
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
百
六
十
三
条 

短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
は
、
現
に
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
を
行

っ
て
い
る
と
き
に
利
用
者
に
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
は
、
速
や
か
に

主
治
の
医
師
又
は
あ
ら
か
じ
め
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
定
め
た
協
力
医
療
機
関
へ

の
連
絡
を
行
う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
百
六
十
四
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の

重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 



三 

利
用
定
員
（
第
百
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
省
令
第
百
二

十
一
条
第
二
項
の
適
用
を
受
け
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
） 

四 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 
通
常
の
送
迎
の
実
施
地
域 

六 

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

七 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

八 

非
常
災
害
対
策 

九 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
百
六
十
五
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
利
用
者
数
以
上
の
利
用
者

に
対
し
て
同
時
に
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待

そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

第
百
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
省
令
第
百
二
十
一
条
第
二

項
の
適
用
を
受
け
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
あ

っ
て
は
、
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
定
員
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な

る
利
用
者
数 

二 

前
号
に
該
当
し
な
い
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
利
用
定
員
及
び
居

室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
百
六
十
六
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
を

立
て
、
非
常
災
害
時
の
関
係
機
関
へ
の
通
報
及
び
連
携
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に

従
業
者
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必
要
な
訓
練
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害

時
に
お
い
て
必
要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
地
域
等
と
の
連
携
） 

第
百
六
十
七
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は
そ

の
自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
百
六
十
八
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関

す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供

に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら



な
い
。 

一 

短
期
入
所
生
活
介
護
計
画 

二 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
等
の
記
録 

三 

省
令
第
百
二
十
八
条
第
五
項
に
規
定
す
る
身
体
的
拘
束
そ
の
他
利
用
者
の
行
動
を
制
限
す

る
行
為
（
以
下
「
身
体
的
拘
束
等
」
と
い
う
。
）
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
利
用
者
の

心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
の
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

六 

省
令
第
百
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状

況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
百
六
十
九
条 

第
十
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十

二
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
、
第
五
十
六
条
、
第
百
八
条
及
び

第
百
十
一
条
は
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」

と
、
第
三
十
四
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、

第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三

十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
、
第
百
八
条
第
三
項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
短
期

入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
五
款 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

 
 

 
 

第
一
目 

こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針 

（
こ
の
款
の
趣
旨
） 

第
百
七
十
条 

第
一
款
、
第
三
款
及
び
前
款
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入

所
生
活
介
護
の
事
業
（
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
で
あ
っ
て
、
そ
の
全
部
に
お
い
て
少

数
の
居
室
及
び
当
該
居
室
に
近
接
し
て
設
け
ら
れ
る
共
同
生
活
室
（
当
該
居
室
の
利
用
者
が
交

流
し
、
共
同
で
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
場
所
を
い
う
。
第
百
七
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
よ
り
一
体
的
に
構
成
さ
れ
る
場
所
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
い
う
。
）

ご
と
に
利
用
者
の
日
常
生
活
が
営
ま
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以

下
こ
の
款
及
び
第
五
百
九
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
款
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
基
本
方
針
） 



第
百
七
十
一
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
は
、
利
用
者
一
人
一
人
の
意
思

及
び
人
格
を
尊
重
し
、
利
用
前
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
と
利
用
中
の
生
活
が
連
続
し
た
も
の
と

な
る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
い
て
利
用
者
が
相
互
に
社
会
的
関
係
を
築
き
、

自
律
的
な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
心
身
の
機
能
の
維
持

並
び
に
利
用
者
の
家
族
の
身
体
的
及
び
精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 
 

 
 

 
 

第
二
目 
設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
百
七
十
二
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
款
及
び

第
五
百
九
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い

う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所

生
活
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
設
備
及
び
備
品
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
四
十
条
の

四
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
準
用
） 

第
百
七
十
三
条 

第
百
五
十
条
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
つ

い
て
準
用
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

第
三
目 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
百
七
十
四
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス

に
該
当
す
る
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一

部
と
し
て
、
当
該
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当

該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額

を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な

い
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額

と
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理

な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、

次
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食

費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
利

用
者
に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、

同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 



二 

滞
在
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の

基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者

に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同

条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
居
室
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 

送
迎
に
要
す
る
費
用
（
知
事
が
別
に
定
め
る
場
合
を
除
く
。
） 

六 

理
美
容
代 

七 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜

の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
そ
の
利

用
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
及
び
費
用
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る
同
意
に
つ
い
て
は
、

文
書
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
） 

第
百
七
十
五
条 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
四
十
条
の

七
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
介
護
） 

第
百
七
十
六
条 

介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
四
十
条
の
八
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

（
食
事
） 

第
百
七
十
七
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
栄
養
並
び
に
利
用
者
の
心

身
の
状
況
及
び
嗜 し
好
を
考
慮
し
た
食
事
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
、
適

切
な
方
法
に
よ
り
、
食
事
の
自
立
に
つ
い
て
必
要
な
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
生
活
習
慣
を
尊
重
し
た
適
切

な
時
間
に
食
事
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
が
そ
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
で
き
る
限
り



自
立
し
て
食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
時
間
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
相
互
に
社
会
的
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
利
用
者
が
共
同
生
活
室
で
食
事
を
と
る
こ

と
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
百
七
十
八
条 
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
嗜 し
好
に
応
じ
た

趣
味
、
教
養
又
は
娯
楽
に
係
る
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
が
自
律
的
に
行

う
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
百
七
十
九
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

利
用
定
員
（
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
ユ
ニ

ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者
の
数
の
上
限
を

い
う
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
第
百
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る

こ
と
と
さ
れ
る
省
令
第
百
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年

厚
生
省
令
第
四
十
六
号
）
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
） 

四 

ユ
ニ
ッ
ト
の
数
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
の
利
用
定
員
（
第
百
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の

例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
省
令
第
百
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
ユ
ニ
ッ
ト

型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
） 

五 

指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

六 

通
常
の
送
迎
の
実
施
地
域 

七 

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

八 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

九 

非
常
災
害
対
策 

十 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
百
八
十
条 

勤
務
体
制
の
確
保
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
四
十
条
の
十
一
の
二
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 



（
定
員
の
遵
守
） 

第
百
八
十
一
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
利
用
者
数
以

上
の
利
用
者
（
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護

予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
（
第
五
百
九
十
二
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予

防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指

定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業

（
第
五
百
九
十
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
い

う
。
）
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ユ
ニ

ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利

用
者
）
に
対
し
て
同
時
に
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、

虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

第
百
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
省
令
第
百
二
十
一
条
第
二

項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定

短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ユ

ニ
ッ
ト
ご
と
の
入
居
定
員
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

二 

前
号
に
該
当
し
な
い
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
ユ
ニ

ッ
ト
ご
と
の
利
用
定
員
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

（
準
用
） 

第
百
八
十
二
条 

第
百
五
十
二
条
、
第
百
五
十
三
条
、
第
百
五
十
六
条
、
第
百
五
十
九
条
か
ら
第

百
六
十
一
条
ま
で
、
第
百
六
十
三
条
及
び
第
百
六
十
六
条
か
ら
第
百
六
十
九
条
（
第
百
八
条
の

準
用
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事

業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
五
十
二
条
中
「
第
百
二
十
五
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
二
十
五
条
」
と
、
第
百
六
十
八

条
第
二
項
第
二
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
六
十

九
条
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
百
二
十
八
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条
の
七
第

七
項
」
と
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
二
条
に
お
い
て

準
用
す
る
第
百
六
十
九
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
百
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十

条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
四
十
条
」
と
、
第
百
六
十
九
条
中
「
第
百
四
十
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条
の
十
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
六
款 

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

（
指
定
通
所
介
護
事
業
所
等
と
の
併
設
） 

第
百
八
十
三
条 

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
こ
れ
に
相
当

す
る
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
款
及
び
第
六
百
七
条
に
お
い
て
「
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
」



と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
事

業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
基
準
該
当
短
期

入
所
生
活
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
は
、
指
定
通
所
介
護
事
業
所
若
し
く
は
指
定
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
事
業
所
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四
号
。
第
二
百
四
十
七
条
第
三
項
に
お
い
て

「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。
）
第
五
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
を
い
う
。
）
又
は
社
会
福
祉
施
設
（
第
百
八
十
八
条
に
お
い
て

「
指
定
通
所
介
護
事
業
所
等
」
と
い
う
。
）
に
併
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
八
十
四
条 

短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
（
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
基
準

該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
ご
と
に
置
く
べ
き
従
業
者
を
い
う
。
）
そ
の
他
従
業
者
の
員

数
に
係
る
基
準
は
、省
令
第
百
四
十
条
の
二
十
七
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
百
八
十
五
条 

基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百

四
十
条
の
二
十
八
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
利
用
定
員
等
） 

第
百
八
十
六
条 

基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
は
、
そ
の
利
用
定
員
（
当
該
基
準
該
当

短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者
（
当
該
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
基
準
該
当
短
期
入

所
生
活
介
護
の
事
業
と
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
（
第
六
百
四
条
に
規
定
す
る

基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
業

を
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お

け
る
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用

者
）
の
数
の
上
限
を
い
う
。
）
を
二
十
人
未
満
と
し
、
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業

の
専
用
の
居
室
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業

と
が
同
一
の
事
業
者
に
よ
り
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
第
六
百
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
定
員
等
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も

っ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
百
八
十
七
条 

基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
設
備
及
び
備
品
等
に
係
る
基
準
は
、

省
令
第
百
四
十
条
の
三
十
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
指
定
通
所
介
護
事
業
所
等
と
の
連
携
） 

第
百
八
十
八
条 

基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
の



提
供
に
際
し
、
常
に
指
定
通
所
介
護
事
業
所
等
と
の
間
の
連
携
及
び
支
援
の
体
制
を
整
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
準
用
） 

第
百
八
十
九
条 

第
十
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
七
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二

十
七
条
、第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
、第
三
十
八
条（
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。）、

第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
、
第
五
十
六
条
、
第
百
八
条
、
第
百
十
一
条
、
第
百
四
十

七
条
並
び
に
第
四
款
（
第
百
五
十
四
条
第
一
項
及
び
第
百
六
十
九
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、

基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条

中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、

第
二
十
条
中
「
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り

利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、

第
二
十
二
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基

準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
、
第
三
十
四
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
短
期

入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条

の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
百
四
十
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
、
第
百
八
条
第

三
項
中
「
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
四
条
に
規
定
す
る
短
期
入
所
生
活
介

護
従
業
者
」
と
、
第
百
五
十
二
条
中
「
第
百
二
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条
の
三
十

二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
二
十
五
条
」
と
、
第
百
五
十
四
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受

領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
短
期
入
所

生
活
介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、
第
百
五
十
五
条
中

「
第
百
二
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条
の
三
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
二

十
八
条
」
と
、
第
百
五
十
七
条
中
「
第
百
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条
の
三
十
二
に

お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
三
十
条
」
と
、
第
百
六
十
条
中
「
医
師
及
び
看
護
職
員
」
と
あ
る

の
は
「
看
護
職
員
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
十
節 

短
期
入
所
療
養
介
護 

 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
百
九
十
条 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
短
期
入
所
療
養
介
護
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
六

百
十
八
条
に
お
い
て
「
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
要
介
護
状
態
と

な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
そ
の
有
す
る

能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に

お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
医
療
並
び
に
日
常
生
活
上
の
世
話
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
療
養
生
活
の
質
の
向
上
及
び
利
用
者
の
家
族
の
身
体
的
及
び
精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
九
十
一
条 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
六
百
十
八

条
に
お
い
て
「
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所

（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ

き
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者（
第
百
九
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て「
短

期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
四
十
二
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
百
九
十
二
条 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
設
備
に
関
す
る
基
準
は
、
省
令
第
百
四
十

三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
対
象
者
） 

第
百
九
十
三
条 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
若
し
く
は
病
状

に
よ
り
、
若
し
く
は
そ
の
家
族
の
疾
病
、
冠
婚
葬
祭
、
出
張
等
の
理
由
に
よ
り
、
又
は
利
用
者

の
家
族
の
身
体
的
及
び
精
神
的
な
負
担
の
軽
減
等
を
図
る
た
め
に
、一
時
的
に
入
所
し
て
看
護
、

医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
医
療
等
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
者
を
対
象
に
、
介
護
老
人
保
健
施
設
の
療
養
室
、
病
院
の
療
養
病
床
（
医
療
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
二
百
五
号
）第
七
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
療
養
病
床
を
い
う
。以
下
同
じ
。）

に
係
る
病
室
、
診
療
所
の
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
を
提
供
す
る
病
室
又
は
病
院
の
老
人
性
認

知
症
疾
患
療
養
病
棟
（
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十

三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ

た
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
病
床

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
病
棟
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
を
提

供
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
百
九
十
四
条 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、

当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
短
期

入
所
療
養
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支

払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
短
期

入
所
療
養
介
護
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
指
定
短

期
入
所
療
養
介
護
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生



じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る

費
用
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食

費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
利

用
者
に
代
わ
り
当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二

項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

二 

滞
在
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の

基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者

に
代
わ
り
当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第

二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
療
養
室
等
の
提
供
を
行
っ
た

こ
と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 

送
迎
に
要
す
る
費
用
（
知
事
が
別
に
定
め
る
場
合
を
除
く
。
） 

六 

理
美
容
代 

七 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜

の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
そ
の
利

用
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

及
び
費
用
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る
同
意
に
つ
い
て
は
、
文

書
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
取
扱
方
針
） 

第
百
九
十
五
条 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
四
十
六
条

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
短
期
入
所
療
養
介
護
計
画
の
作
成
） 

第
百
九
十
六
条 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
相
当
期
間
以
上
に
わ
た
り
継



続
し
て
入
所
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
病
状
、

希
望
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
並
び
に
医
師
の
診
療
の
方
針
に
基
づ
き
、
指
定
短
期
入
所

療
養
介
護
の
提
供
の
開
始
前
か
ら
終
了
後
に
至
る
ま
で
の
利
用
者
が
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
継

続
性
に
配
慮
し
て
、
他
の
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
と
協
議
の
上
、
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
、
当

該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
載
し
た
短
期
入
所
療
養
介
護

計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

短
期
入
所
療
養
介
護
計
画
は
、
既
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当

該
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
短
期
入
所
療
養
介
護
計
画
の
作
成
に
当
た

っ
て
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を

得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
短
期
入
所
療
養
介
護
計
画
を
作
成
し
た
際

に
は
、
当
該
短
期
入
所
療
養
介
護
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
診
療
の
方
針
） 

第
百
九
十
七
条 

診
療
の
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
四
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
機
能
訓
練
） 

第
百
九
十
八
条 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
諸
機
能
の
維
持
回
復

を
図
り
、
日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た
め
、
必
要
な
理
学
療
法
、
作
業
療
法
そ
の
他
必
要
な

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
） 

第
百
九
十
九
条 

看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
五
十

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
食
事
の
提
供
） 

第
二
百
条 

利
用
者
の
食
事
は
、
栄
養
並
び
に
利
用
者
の
身
体
の
状
況
、
病
状
及
び
嗜 し
好
を
考
慮

し
た
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
時
間
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

利
用
者
の
食
事
は
、
そ
の
者
の
自
立
の
支
援
に
配
慮
し
、
で
き
る
だ
け
離
床
し
て
食
堂
で
行

わ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
二
百
一
条 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
適
宜
利
用
者
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
行
事
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 



第
二
百
二
条 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
運
営
に
つ
い
て
の
重
要

事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 
従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

四 

通
常
の
送
迎
の
実
施
地
域 

五 

施
設
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

六 

非
常
災
害
対
策 

七 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
二
百
三
条 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、次
に
掲
げ
る
利
用
者
数
以
上
の
利
用
者（
当

該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
（
第
六
百

十
二
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
の
指
定
を
併
せ

て
受
け
、
か
つ
、
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
（
第

六
百
十
一
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
又
は
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養

介
護
の
利
用
者
）
に
対
し
て
同
時
に
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

介
護
老
人
保
健
施
設
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
利
用
者
を

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
入
所
者
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
入
所
定
員
及
び
療
養
室
の

定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

二 

療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す

る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
療
養
病
床
又
は
老
人
性
認

知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
係
る
病
床
数
及
び
療
養
病
床
又
は
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に

係
る
病
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

三 

診
療
所
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に

あ
っ
て
は
、
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
を
提
供
す
る
病
床
数
及
び
病
室
の
定
員
を
超
え
る
こ

と
と
な
る
利
用
者
数 

（
記
録
の
整
備
） 

第
二
百
四
条 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す

る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提
供

に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら



な
い
。 

一 

短
期
入
所
療
養
介
護
計
画 

二 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
等
の
記
録 

三 

省
令
第
百
四
十
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の

利
用
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
の
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

六 

省
令
第
百
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の

状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
二
百
五
条 

第
十
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
二
十
条
、
第
二
十
二

条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
、
第

五
十
六
条
、
第
百
八
条
、
第
百
四
十
四
条
、
第
百
五
十
二
条
、
第
百
五
十
三
条
第
二
項
、
第
百

六
十
六
条
及
び
第
百
六
十
七
条
の
規
定
は
、
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
五
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
三
十
四
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入

所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
、
第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
五
条

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
、
第
百
八
条
第
三
項
中
「
通
所
介
護

従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
、
第
百
五
十
二
条
中
「
第
百
二
十

五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
二
十
五
条
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
五
款 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

 
 

 
 

第
一
目 

こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針 

（
こ
の
款
の
趣
旨
） 

第
二
百
六
条 

第
一
款
、
第
三
款
及
び
前
款
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入

所
療
養
介
護
の
事
業
（
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
で
あ
っ
て
、
そ
の
全
部
に
お
い
て
少

数
の
療
養
室
等
及
び
当
該
療
養
室
等
に
近
接
し
て
設
け
ら
れ
る
共
同
生
活
室
（
当
該
療
養
室
等

の
利
用
者
が
交
流
し
、
共
同
で
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
場
所
を
い
う
。
第
二
百
十
二
条
第
四

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
一
体
的
に
構
成
さ
れ
る
場
所
（
次
条
に
お
い
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
」

と
い
う
。
）
ご
と
に
利
用
者
の
日
常
生
活
が
営
ま
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ
る
も
の

を
い
う
。
以
下
こ
の
款
及
び
第
六
百
三
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備



及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
款
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
基
本
方
針
） 

第
二
百
七
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
は
、
利
用
者
一
人
一
人
の
意
思
及

び
人
格
を
尊
重
し
、
利
用
前
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
と
利
用
中
の
生
活
が
連
続
し
た
も
の
と
な

る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練
そ
の
他
必

要
な
医
療
並
び
に
日
常
生
活
上
の
世
話
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
い
て
利
用
者

が
相
互
に
社
会
的
関
係
を
築
き
、自
律
的
な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
の
心
身
の
機
能
の
維
持
並
び
に
利
用
者
の
家
族
の
身
体
的
及
び
精
神
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

第
二
目 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
二
百
八
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
款
及
び
第

六
百
三
十
四
条
に
お
い
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が

当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介

護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
設
備
に
関
す
る
基
準
は
、
省
令
第
百
五
十
五
条
の
四
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

第
三
目 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
二
百
九
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に

該
当
す
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部

と
し
て
、
当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を

控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な

い
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額

と
、
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理

な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、

次
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食

費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
利

用
者
に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、

同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

二 

滞
在
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
サ



ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の

基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者

に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同

条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
療
養
室
等
の
提
供
を
行
っ
た

こ
と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 

送
迎
に
要
す
る
費
用
（
知
事
が
別
に
定
め
る
場
合
を
除
く
。
） 

六 

理
美
容
代 

七 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜

の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
そ
の
利

用
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
費
用
の
額
に
係
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る
同
意
に

つ
い
て
は
、
文
書
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
取
扱
方
針
） 

第
二
百
十
条 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
五
十
五
条
の

六
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
） 

第
二
百
十
一
条 

看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
五
十

五
条
の
七
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
食
事
） 

第
二
百
十
二
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
栄
養
並
び
に
利
用
者
の
心

身
の
状
況
及
び
嗜 し
好
を
考
慮
し
た
食
事
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
、
適

切
な
方
法
に
よ
り
、
食
事
の
自
立
に
つ
い
て
必
要
な
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
生
活
習
慣
を
尊
重
し
た
適
切

な
時
間
に
食
事
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
が
そ
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
で
き
る
限
り

自
立
し
て
食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
時
間
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



４ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
相
互
に
社
会
的
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
利
用
者
が
共
同
生
活
室
で
食
事
を
と
る
こ

と
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
二
百
十
三
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
嗜 し
好
に
応
じ
た

趣
味
、
教
養
又
は
娯
楽
に
係
る
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
が
自
律
的
に
行

う
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
二
百
十
四
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

四 

通
常
の
送
迎
の
実
施
地
域 

五 

施
設
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

六 

非
常
災
害
対
策 

七 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
二
百
十
五
条 

勤
務
体
制
の
確
保
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
五
十
五
条
の
十
の
二
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
二
百
十
六
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
利
用
者
（
当

該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
が
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療

養
介
護
事
業
者
（
第
六
百
三
十
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介

護
事
業
者
を
い
う
。
）
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介

護
の
事
業
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
（
第
六
百
二
十
八
条
に

規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
を
い
う
。
）
と
が
同
一
の

事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
ユ

ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
又
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の

利
用
者
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
数
以
上
の
利
用
者
に
対
し
て
同
時
に
指
定
短
期
入

所
療
養
介
護
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情

が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 



一 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
（
第
三
百
七
十
三
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老

人
保
健
施
設
を
い
う
。
）
で
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て

は
、
利
用
者
を
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
入
居
者
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い

て
入
居
定
員
及
び
療
養
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

二 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
第
四
百
二
十
五
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
を
い
う
。
）
で
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事

業
所
に
あ
っ
て
は
、
利
用
者
を
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
入
院
患
者

と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
入
院
患
者
の
定
員
及
び
病
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利

用
者
数 

（
準
用
） 

第
二
百
十
七
条 

第
百
九
十
三
条
、
第
百
九
十
六
条
か
ら
第
百
九
十
八
条
ま
で
、
第
二
百
四
条
及

び
第
二
百
五
条
（
第
百
八
条
の
準
用
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定

短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
百
九
十
七
条
中

「
第
百
四
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
四

十
八
条
」
と
、
第
二
百
四
条
第
二
項
第
二
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
七
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
二
百
五
条
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
百
四
十
六
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
五
十
五
条
の
六
第
七
項
」
と
、
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
百
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
五
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
百
五
十
五
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
五
十
五
条
」
と
、
第
二
百

五
条
中
「
第
百
五
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
五
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令

第
百
五
十
五
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
十
一
節 

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護 

 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
二
百
十
八
条 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
（
以
下
こ
の
節

及
び
第
六
百
四
十
四
条
第
九
項
に
お
い
て
「
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）

の
事
業
は
、
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
法
第
八
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
計
画
を
い
う
。
以

下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
基
づ
き
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常

生
活
上
の
世
話
、
機
能
訓
練
及
び
療
養
上
の
世
話
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
と
な
っ

た
場
合
で
も
、
当
該
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
を
受
け
る
入
居
者
（
以
下
こ
の

節
に
お
い
て
「
利
用
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
指
定
特
定
施
設
（
特
定
施
設
で
あ
っ
て
、
当
該

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
が
行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
お
い
て
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
六
百
四
十
四
条



第
九
項
並
び
に
附
則
第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
「
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
」

と
い
う
。
）
は
、
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
事
業
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
は
、

第
五
款
に
規
定
す
る
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う

こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
二
百
十
九
条 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
特
定
施
設
ご
と
に
置
く
べ
き

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
第
四
款
に
お
い
て
「
特
定
施
設

従
業
者
」
と
い
う
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
七
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
二
百
二
十
条 

指
定
特
定
施
設
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
七
十
六
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
二
百
二
十
一
条 

指
定
特
定
施
設
の
建
物
（
利
用
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属

の
建
物
を
除
く
。
）
は
、
耐
火
建
築
物
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）

第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
準
耐
火
建
築
物

（
同
条
第
九
号
の
三
に
規
定
す
る
準
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。  

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
、
火
災
予
防
、
消
火
活
動
等
に
関
し
専
門
的
知
識
を

有
す
る
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
木
造
か
つ
平
屋
建
て

の
指
定
特
定
施
設
の
建
物
で
あ
っ
て
、
火
災
に
係
る
利
用
者
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と

認
め
た
と
き
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。  

一 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
、
天
井
等
の
内
装
材
等
へ
の
難
燃
性
の
材
料
の
使
用
、
調

理
室
等
火
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
お
け
る
防
火
区
画
の
設
置
等
に
よ
り
、
初

期
消
火
及
び
延
焼
の
抑
制
に
配
慮
し
た
構
造
で
あ
る
こ
と
。  

二 

非
常
警
報
設
備
の
設
置
等
に
よ
る
火
災
の
早
期
発
見
及
び
通
報
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
円
滑
な
消
火
活
動
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。  

三 

避
難
口
の
増
設
、
搬
送
を
容
易
に
行
う
た
め
に
十
分
な
幅
員
を
有
す
る
避
難
路
の
確
保
等

に
よ
り
、
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
避
難
訓
練
を
頻
繁
に
実
施
す
る
こ

と
、
配
置
人
員
を
増
員
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
火
災
の
際
の
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
も
の
で

あ
る
こ
と
。  

３ 

指
定
特
定
施
設
は
、
一
時
介
護
室
（
一
時
的
に
利
用
者
を
移
し
て
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生



活
介
護
を
行
う
た
め
の
室
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
並
び
に
第
二
百
三
十
三
条
第
五
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
、
浴
室
、
便
所
、
食
堂
及
び
機
能
訓
練
室
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
他
に
利
用
者
を
一
時
的
に
移
し
て
介
護
を
行
う
た
め
の
室
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合

に
あ
っ
て
は
一
時
介
護
室
を
、
他
に
機
能
訓
練
を
行
う
た
め
に
適
当
な
広
さ
の
場
所
が
確
保
で

き
る
場
合
に
あ
っ
て
は
機
能
訓
練
室
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。  

４ 

指
定
特
定
施
設
の
介
護
居
室
（
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
た
め
の
専
用
の
居

室
を
い
う
。
第
一
号
及
び
第
二
百
三
十
三
条
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
一
時
介
護
室
、
浴

室
、
便
所
、
食
堂
及
び
機
能
訓
練
室
は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

一 

介
護
居
室
は
、
次
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
。  

イ 

一
の
居
室
の
定
員
は
、
一
人
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
処
遇
上
必
要
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
二
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ロ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
、
介
護
を
行
え
る
適
当
な
広
さ
で
あ
る
こ
と
。 

ハ 

地
階
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。 

ニ 

一
以
上
の
出
入
口
は
、
避
難
上
有
効
な
空
地
、
廊
下
又
は
広
間
に
直
接
面
し
て
設
け
る

こ
と
。 

ホ 

非
常
通
報
装
置
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

二 

一
時
介
護
室
は
、
介
護
を
行
う
た
め
に
適
当
な
広
さ
を
有
す
る
こ
と
。  

三 

浴
室
は
、
身
体
の
不
自
由
な
者
が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。  

四 

便
所
は
、
居
室
の
あ
る
階
ご
と
に
設
置
し
、
非
常
用
設
備
を
備
え
て
い
る
こ
と
。  

五 

食
堂
は
、
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
得
る
適
当
な
広
さ
を
有
す
る
こ
と
。  

六 

機
能
訓
練
室
は
、
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
得
る
適
当
な
広
さ
を
有
す
る
こ
と
。  

５ 

指
定
特
定
施
設
は
、
利
用
者
が
車
椅
子
で
円
滑
に
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
な
空
間
と
構
造
を

有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
特
定
施
設
は
、
居
室
そ
の
他
の
利
用
者
の
日
常
生
活
に
充
て
ら
れ
る
場
所
（
以
下
「
居

室
等
」
と
い
う
。）
が
二
階
以
上
の
階
に
あ
る
場
合
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
一
以
上
設
け
る
も

の
と
す
る
。 

７ 

指
定
特
定
施
設
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を
設
け
る
も
の

と
す
る
。  

８ 

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
特
定
施
設
の
構
造
設
備
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
建
築

基
準
法
及
び
消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。  

９ 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事

業
者
（
第
六
百
四
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事

業
者
を
い
う
。
）
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業

と
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
特



定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
い
う
。
）
の
事
業
と
が
同
一
の
施
設
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ

れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
六
百
四
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
八
項
ま
で
に
規
定
す
る
設
備

に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
各
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 
 

 
第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
並
び
に
契
約
の
締
結
等
） 

第
二
百
二
十
二
条 
内
容
及
び
手
続
の
説
明
並
び
に
契
約
の
締
結
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百

七
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
の
開
始
等
） 

第
二
百
二
十
三
条 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
の
開
始
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令

第
百
七
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
利
用
者
の
同
意
） 

第
二
百
二
十
四
条 

老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
指

定
特
定
施
設
に
お
い
て
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
（
利
用
期
間
を
定
め
て
行
う
も
の
を

除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
提
供
す
る
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業

者
は
、
当
該
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
す
る

場
合
は
、
利
用
者
の
同
意
が
そ
の
条
件
で
あ
る
こ
と
を
当
該
利
用
者
に
説
明
し
、
そ
の
意
思
を

確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
二
百
二
十
五
条 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
の
開
始
に
際
し
て
は
、
当
該
開
始
の
年
月
日
及
び
入
居
し
て
い
る
指
定
特
定
施
設
の
名
称

を
、
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
終
了
に
際
し
て
は
、
当
該
終
了
の
年
月
日
を
、
利
用

者
の
被
保
険
者
証
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
提
供
し

た
際
に
は
、
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
二
百
二
十
六
条 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に

該
当
す
る
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料

の
一
部
と
し
て
、
当
該
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基

準
額
か
ら
当
該
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指

定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の

額
と
、指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、



不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に

掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 
利
用
者
の
選
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
便
宜
に
要
す
る
費
用 

二 

お
む
つ
代 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
お
い
て
提
供
さ
れ

る
便
宜
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、

そ
の
利
用
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及

び
費
用
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
） 

第
二
百
二
十
七
条 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百

八
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
） 

第
二
百
二
十
八
条 

指
定
特
定
施
設
の
管
理
者
は
、
計
画
作
成
担
当
者
（
省
令
第
百
七
十
五
条
第

一
項
第
四
号
の
計
画
作
成
担
当
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
特
定
施
設
サ

ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
関
す
る
業
務
を
担
当
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

計
画
作
成
担
当
者
は
、
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
方
法
に

よ
り
、
利
用
者
に
つ
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
の
評
価
を
通
じ

て
利
用
者
が
現
に
抱
え
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
上
で
解
決
す
べ
き
課
題
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

計
画
作
成
担
当
者
は
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
の
希
望
、
利
用
者
に
つ
い
て
把
握
さ
れ
た
解

決
す
べ
き
課
題
に
基
づ
き
、
他
の
特
定
施
設
従
業
者
と
協
議
の
上
、
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
及
び
そ

の
達
成
時
期
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
並
び
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
点
等
を
盛
り
込

ん
だ
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

計
画
作
成
担
当
者
は
、
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
原
案
の
内 

 

容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
文
書
に
よ
り
利
用
者
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

計
画
作
成
担
当
者
は
、
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
特
定
施
設
サ

ー
ビ
ス
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

計
画
作
成
担
当
者
は
、
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
後
に
お
い
て
も
、
他
の
特
定
施
設
従

業
者
と
の
連
絡
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
実
施
状
況
の
把

握
を
行
う
と
と
も
に
、
利
用
者
に
つ
い
て
の
解
決
す
べ
き
課
題
の
把
握
を
行
い
、
必
要
に
応
じ



て
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

７ 

第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
介
護
） 

第
二
百
二
十
九
条 

介
護
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
、
利
用
者
の
自
立
の
支
援
と
日
常

生
活
の
充
実
に
資
す
る
よ
う
、
適
切
な
技
術
を
も
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
入
浴
が
困
難
な
利
用
者
に
つ
い
て
、
一

週
間
に
二
回
以
上
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
入
浴
さ
せ
、
又
は
清
拭 しき
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
、
適
切
な
方

法
に
よ
り
、
排
せ
つ
の
自
立
に
つ
い
て
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
三
項
に
定
め
る
ほ
か
、
利
用
者
に
対
し
、

食
事
、
離
床
、
着
替
え
、
整
容
そ
の
他
日
常
生
活
上
の
世
話
を
適
切
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

（
健
康
管
理
） 

第
二
百
三
十
条 

指
定
特
定
施
設
の
看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
は
、
常
に
利
用
者
の
健
康
の
状

況
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
健
康
保
持
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
相
談
及
び
援
助
） 

第
二
百
三
十
一
条 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、常
に
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、

そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
そ
の

相
談
に
適
切
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
社
会
生
活
に
必
要
な
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

（
利
用
者
の
家
族
と
の
連
携
等
） 

第
二
百
三
十
二
条 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
と
そ
の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
二
百
三
十
三
条 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
特
定
施
設
ご
と
に
、
次

に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

特
定
施
設
従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
内
容 

三 

入
居
定
員
及
び
居
室
数 

四 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

利
用
者
が
介
護
居
室
又
は
一
時
介
護
室
に
移
る
場
合
の
条
件
及
び
手
続 



六 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

七 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

八 

非
常
災
害
対
策 

九 
そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
二
百
三
十
四
条 
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
、
適
切
な
指

定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
従
業
者
の
勤
務
の

体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
特
定
施
設
の
従
業
者
に
よ
っ
て
指

定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
指
定
特
定
施

設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
が
業
務
の
管
理
及
び
指
揮
命
令
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
指
定
特
定
施

設
入
居
者
生
活
介
護
に
係
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
委
託
に
よ
り
他
の
事
業
者
に
行
わ
せ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
者
の
業
務
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
確
認
し
、
そ
の
結

果
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、特
定
施
設
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、

そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
協
力
医
療
機
関
等
） 

第
二
百
三
十
五
条 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
病
状
の
急
変
等
に

備
え
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
力
医
療
機
関
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
力
歯
科
医
療
機
関
を
定
め

て
お
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
二
百
三
十
六
条 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
の
運
営
に
当
た
っ

て
は
、
地
域
住
民
又
は
そ
の
自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交

流
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
提
供
し

た
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
関
す
る
利
用
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
、
市
町
村
等
が

派
遣
す
る
者
が
相
談
及
び
援
助
を
行
う
事
業
そ
の
他
の
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
協
力
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
二
百
三
十
七
条 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び

会
計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



２ 

指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生

活
介
護
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画 

二 

第
二
百
二
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

三 

省
令
第
百
八
十
三
条
第
五
項
に
規
定
す
る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の

利
用
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
の
記
録 

四 

第
二
百
三
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
結
果
等
の
記
録 

五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

六 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

七 

省
令
第
百
九
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の

状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

八 

施
行
規
則
第
六
十
四
条
第
三
号
に
規
定
す
る
書
類 

（
準
用
） 

第
二
百
三
十
八
条 

第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
四
条
か
ら

第
四
十
一
条
ま
で
、
第
五
十
五
条
、
第
五
十
六
条
、
第
百
十
一
条
、
第
百
五
十
九
条
及
び
第
百

六
十
六
条
の
規
定
は
、
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
四
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、

第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第

三
十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
二
条
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
、
第
五
十
五
条
中
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
特

定
施
設
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
五
款 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
の
基
本

方
針
、
人
員
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 

 
 

 
 

第
一
目 

こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針 

（
こ
の
款
の
趣
旨
） 

第
二
百
三
十
九
条 

第
一
款
か
ら
前
款
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指

定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
（
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
で
あ
っ
て
、
当
該
指
定
特

定
施
設
の
従
業
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
、
利
用
者
の
安
否
の
確

認
、
利
用
者
の
生
活
相
談
等
（
第
二
百
四
十
一
条
に
お
い
て
「
基
本
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）

及
び
当
該
指
定
特
定
施
設
の
事
業
者
が
委
託
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
以
下
こ
の
款

に
お
い
て
「
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
当
該
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス

計
画
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
、

機
能
訓
練
及
び
療
養
上
の
世
話
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）



を
い
う
。
以
下
こ
の
款
及
び
第
六
百
六
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
業
を
行
う
も

の
の
基
本
方
針
、
人
員
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
款
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
基
本
方
針
） 

第
二
百
四
十
条 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
は
、
特
定
施

設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
、
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ
る
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
適

切
か
つ
円
滑
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
が
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
当
該

指
定
特
定
施
設
に
お
い
て
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
款

及
び
第
六
百
六
十
八
条
第
九
項
並
び
に
附
則
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
「
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用

型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
事
業

運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

第
二
目 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
二
百
四
十
一
条 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
特

定
施
設
ご
と
に
置
く
べ
き
基
本
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
従
業
者
（
第
二
百
四
十
六
条
第
二
号
に

お
い
て
「
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
特
定
施
設
従
業
者
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
従
業
者
の
員
数
に

係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
九
十
二
条
の
四
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
二
百
四
十
二
条 

指
定
特
定
施
設
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
九
十
二
条
の
五
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

第
三
目 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
二
百
四
十
三
条 

指
定
特
定
施
設
の
建
物
（
利
用
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属

の
建
物
を
除
く
。
）
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
、
火
災
予
防
、
消
火
活
動
等
に
関
し
専
門
的
知
識
を

有
す
る
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
木
造
か
つ
平
屋
建
て

の
指
定
特
定
施
設
の
建
物
で
あ
っ
て
、
火
災
に
係
る
利
用
者
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と

認
め
た
と
き
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。  

一 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
、
天
井
等
の
内
装
材
等
へ
の
難
燃
性
の
材
料
の
使
用
、
調

理
室
等
火
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
お
け
る
防
火
区
画
の
設
置
等
に
よ
り
、
初

期
消
火
及
び
延
焼
の
抑
制
に
配
慮
し
た
構
造
で
あ
る
こ
と
。  

二 

非
常
警
報
設
備
の
設
置
等
に
よ
る
火
災
の
早
期
発
見
及
び
通
報
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
円
滑
な
消
火
活
動
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。  



三 

避
難
口
の
増
設
、
搬
送
を
容
易
に
行
う
た
め
に
十
分
な
幅
員
を
有
す
る
避
難
路
の
確
保
等

に
よ
り
、
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
避
難
訓
練
を
頻
繁
に
実
施
す
る
こ

と
、
配
置
人
員
を
増
員
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
火
災
の
際
の
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
も
の
で

あ
る
こ
と
。  

３ 

指
定
特
定
施
設
は
、
居
室
、
浴
室
、
便
所
及
び
食
堂
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

居
室
の
面
積
が
二
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
食
堂
を
設
け
な
い
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
。  

４ 

指
定
特
定
施
設
の
居
室
、
浴
室
、
便
所
及
び
食
堂
は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。  

一 

居
室
は
、
次
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
。  

イ 

一
の
居
室
の
定
員
は
、
一
人
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
処
遇
上
必
要
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
二
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ロ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
、
介
護
を
行
え
る
適
当
な
広
さ
で
あ
る
こ
と
。 

ハ 

地
階
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。 

ニ 

一
以
上
の
出
入
口
は
、
避
難
上
有
効
な
空
地
、
廊
下
又
は
広
間
に
直
接
面
し
て
設
け
る

こ
と
。 

ホ 

非
常
通
報
装
置
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

二 

浴
室
は
、
身
体
の
不
自
由
な
者
が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。  

三 

便
所
は
、
居
室
の
あ
る
階
ご
と
に
設
置
し
、
非
常
用
設
備
を
備
え
て
い
る
こ
と
。  

四 

食
堂
は
、
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
得
る
適
当
な
広
さ
を
有
す
る
こ
と
。  

５ 

指
定
特
定
施
設
は
、
利
用
者
が
車
椅
子
で
円
滑
に
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
な
空
間
と
構
造
を

有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

６ 

指
定
特
定
施
設
は
、
居
室
等
が
二
階
以
上
の
階
に
あ
る
場
合
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
一
以
上

設
け
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

指
定
特
定
施
設
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を
設
け
る
も
の

と
す
る
。  

８ 

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
特
定
施
設
の
構
造
設
備
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
建
築

基
準
法
及
び
消
防
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。  

９ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
が
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
（
第
六
百
六
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
の
指

定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業

と
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
（
第
六
百
六
十
四
条
に

規
定
す
る
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
い
う
。
）
の



事
業
と
が
同
一
の
施
設
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
六
百
六

十
八
条
第
一
項
か
ら
第
八
項
ま
で
に
規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、

前
各
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。  

 
 

 
 

 
 

第
四
目 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
並
び
に
契
約
の
締
結
等
） 

第
二
百
四
十
四
条 
内
容
及
び
手
続
の
説
明
並
び
に
契
約
の
締
結
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百

九
十
二
条
の
七
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
二
百
四
十
五
条 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
特
定

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
、
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ
り
、
適
切
か
つ
円
滑
に
受

託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
が
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
提
供
し
た
日
時
、
時
間
、
具

体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
文
書
に
よ
り
報
告
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
二
百
四
十
六
条 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定

特
定
施
設
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
特
定
施
設
従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

入
居
定
員
及
び
居
室
数 

四 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用

の
額 

五 

受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
を
行
う
事
業
所
（
次
条
第
一
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」

と
い
う
。
）
の
名
称
及
び
所
在
地 

六 

利
用
者
が
他
の
居
室
に
移
る
場
合
の
条
件
及
び
手
続 

七 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

八 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

九 

非
常
災
害
対
策 

十 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
委
託
） 

第
二
百
四
十
七
条 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
が
、
受
託

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
業
務
を
委
託
す
る
契
約
を
締
結
す
る
と
き
は
、
受
託
居
宅
サ



ー
ビ
ス
事
業
所
ご
と
に
文
書
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
（
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

を
い
う
。
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
提
供
す
る
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、指
定
訪
問
介
護
、

指
定
訪
問
入
浴
介
護
、
指
定
訪
問
看
護
、
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
指
定
通
所
介
護
、

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
第
二
百
五
十
条
に
規
定
す
る
指
定
福
祉
用
具
貸
与
及
び
指

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
と
す

る
。 

４ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
事
業
の
開
始
に
当
た

っ
て
は
、
指
定
訪
問
介
護
、
指
定
訪
問
看
護
及
び
指
定
通
所
介
護
を
提
供
す
る
事
業
者
と
、
第

一
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
こ
れ
ら
の
提
供
に
関
す
る
業
務
を
委
託
す
る
契
約
を
締
結
す
る

も
の
と
す
る
。 

５ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る

受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
提
供
す
る
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
前
項
の
規
定
に
よ
り

事
業
の
開
始
に
当
た
っ
て
契
約
を
締
結
す
べ
き
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
状
況
に
応
じ
て
、
第
一
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
提
供
に
関
す
る
業

務
を
委
託
す
る
契
約
を
締
結
す
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
の
指
定
認
知

症
対
応
型
通
所
介
護
の
提
供
に
関
す
る
業
務
を
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
委
託
す
る
契
約

を
締
結
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
特
定
施
設
と
同
一
の
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
指

定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
を
行
う
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
受
託
居
宅

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
契
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
に
、
業
務
に
つ
い
て
必
要
な
管
理
及
び
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

８ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
業
務
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
確
認
し
、
そ
の
結
果
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
二
百
四
十
八
条 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
従
業

者
、
設
備
、
備
品
、
会
計
及
び
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
外

部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を



整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画 

二 

第
二
百
四
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
受
け
た
報
告
に

係
る
記
録 

三 

前
条
第
八
項
に
規
定
す
る
結
果
等
の
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

六 

省
令
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る

事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

七 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
二
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

八 

省
令
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
八
十
三
条
第
五
項
に
規
定
す

る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
利
用
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む

を
得
な
い
理
由
の
記
録 

九 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
三
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
結
果
等
の
記
録 

十 

施
行
規
則
第
六
十
四
条
第
三
号
に
規
定
す
る
書
類 

（
準
用
） 

第
二
百
四
十
九
条 

第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
四
条
か
ら

第
四
十
一
条
ま
で
、
第
五
十
五
条
、
第
五
十
六
条
、
第
百
十
一
条
、
第
百
六
十
六
条
、
第
二
百

二
十
三
条
か
ら
第
二
百
二
十
八
条
ま
で
、
第
二
百
三
十
一
条
、
第
二
百
三
十
二
条
及
び
第
二
百

三
十
四
条
か
ら
第
二
百
三
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入

居
者
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
四
条
中
「
訪
問

介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
三
十
五
条
中

「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三

条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
、
第
五
十
五
条
中
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指

定
特
定
施
設
の
従
業
者
」
と
、
第
二
百
二
十
三
条
中
「
第
百
七
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百

九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
七
十
九
条
」
と
、
第
二
百
二
十
五
条
第
二
項

中
「
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
」
と
あ
る
の
は
「
基
本
サ
ー
ビ
ス
を
」
と
、
第
二
百

二
十
七
条
中
「
第
百
八
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
二
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
百
八
十
三
条
」
と
、
第
二
百
二
十
八
条
中
「
他
の
特
定
施
設
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
他

の
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
特
定
施
設
従
業
者
及
び
受
託
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
、
第
二
百

三
十
四
条
中
「
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
本
サ
ー
ビ
ス
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。 



 
 

 
 

第
十
二
節 

福
祉
用
具
貸
与 

 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
二
百
五
十
条 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
福
祉
用
具
貸
与
（
以
下
こ
の
章
及
び
第
六
百

七
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
「
指
定
福
祉
用
具
貸
与
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
要
介
護
状
態

と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
そ
の
有
す

る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、

希
望
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
踏
ま
え
た
適
切
な
福
祉
用
具
（
法
第
八
条
第
十
二
項
の

規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
福
祉
用
具
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
選
定
の
援
助
、
取
付
け
、
調
整
等
を
行
い
、
福
祉
用
具
を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者

の
日
常
生
活
上
の
便
宜
を
図
り
、
そ
の
機
能
訓
練
に
資
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
を
介
護
す
る

者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
員
数
） 

第
二
百
五
十
一
条 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
六
百
七
十
九

条
第
三
項
に
お
い
て
「
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業

所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
（
介
護
保
険
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
及
び
第
六
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令

第
百
九
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
二
百
五
十
二
条 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
九
十
五

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
二
百
五
十
三
条 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
福
祉
用
具
の
保
管
及
び
消
毒
の
た
め
に
必

要
な
設
備
及
び
器
材
並
び
に
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
広
さ
の
区
画
を
有
す
る
ほ
か
、

指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
必
要
な
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
第
二
百
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
福
祉
用
具
の
保
管
又
は
消
毒
を
他
の

事
業
者
に
行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
福
祉
用
具
の
保
管
又
は
消
毒
の
た
め
に
必
要
な
設
備

又
は
器
材
を
有
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
設
備
及
び
器
材
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

福
祉
用
具
の
保
管
の
た
め
に
必
要
な
設
備 

イ 

清
潔
で
あ
る
こ
と
。 

ロ 

既
に
消
毒
又
は
補
修
が
な
さ
れ
て
い
る
福
祉
用
具
と
そ
れ
以
外
の
福
祉
用
具
を
区
分
す



る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。 

二 

福
祉
用
具
の
消
毒
の
た
め
に
必
要
な
器
材 

当
該
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
が
取
り
扱
う
福
祉
用
具
の
種
類
及
び
材
質
等
か
ら
み
て

適
切
な
消
毒
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

３ 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
（
第
六
百
七
十
七
条

に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
を
い
う
。
）
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か

つ
、
指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
と
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
（
第
六
百
七
十
六
条
に
規

定
す
る
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
を
い
う
。
）
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一

体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
六
百
七
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定

す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
二
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て

い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
二
百
五
十
四
条 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
指

定
福
祉
用
具
貸
与
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、
当
該
指

定
福
祉
用
具
貸
与
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事

業
者
に
支
払
わ
れ
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の

と
す
る
。 

２ 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
福
祉
用
具

貸
与
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
指
定
福
祉
用
具
貸

与
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
費
用

の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
指
定
福
祉
用
具
貸
与
を
行
う
場
合
の
交

通
費 

二 

福
祉
用
具
の
搬
出
入
に
特
別
な
措
置
が
必
要
な
場
合
の
当
該
措
置
に
要
す
る
費
用 

４ 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
期
日
ま
で
に
利
用
者
か
ら
利
用
料
又

は
そ
の
一
部
の
支
払
が
な
く
、
そ
の
後
の
請
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
当
な
理
由
な
く
支
払
に

応
じ
な
い
場
合
は
、当
該
指
定
福
祉
用
具
貸
与
に
係
る
福
祉
用
具
を
回
収
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

当
該
指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 



（
指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
二
百
五
十
五
条 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
は
、
利
用
者
の
要
介
護
状
態
の
軽
減
又
は
悪
化
の
防
止

並
び
に
利
用
者
を
介
護
す
る
者
の
負
担
の
軽
減
に
資
す
る
よ
う
、
そ
の
目
標
を
設
定
し
、
計
画

的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
常
に
、
清
潔
か
つ
安
全
で
正
常
な
機
能
を
有
す
る
福
祉
用

具
を
貸
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
質
の
評
価
を

行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
二
百
五
十
六
条 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
行
う
指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ

る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
福
祉
用
具
貸
与

計
画
に
基
づ
き
、
福
祉
用
具
が
適
切
に
選
定
さ
れ
、
か
つ
、
使
用
さ
れ
る
よ
う
、
専
門
的
知

識
に
基
づ
き
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
目
録
等
の
文
書
を
示
し
て
福
祉
用
具
の
機
能
、
使

用
方
法
、
利
用
料
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
個
別
の
福
祉
用
具
の
貸
与
に
係
る
同
意
を

得
る
こ
と
。 

二 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
貸
与
す
る
福
祉
用
具
の
機
能
、
安
全
性
、

衛
生
状
態
等
に
関
し
、
点
検
を
行
う
こ
と
。 

三 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
身
体
の
状
況
等
に
応
じ
て
福
祉

用
具
の
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
福
祉
用
具
の
使
用
方
法
、
使
用
上
の
留
意
事
項
、
故

障
時
の
対
応
等
を
記
載
し
た
文
書
を
利
用
者
に
交
付
し
、
十
分
な
説
明
を
行
っ
た
上
で
、
必

要
に
応
じ
て
利
用
者
に
実
際
に
当
該
福
祉
用
具
を
使
用
さ
せ
な
が
ら
使
用
方
法
の
指
導
を
行

う
こ
と
。 

四 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
等
か
ら
の
要
請
等
に
応
じ
て
、
貸

与
し
た
福
祉
用
具
の
使
用
状
況
を
確
認
し
、
必
要
な
場
合
は
、
使
用
方
法
の
指
導
、
修
理
等

を
行
う
こ
と
。 

五 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
指
定
福
祉
用
具
貸
与
が
位
置
付
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
計
画

に
指
定
福
祉
用
具
貸
与
が
必
要
な
理
由
が
記
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、
当
該
利
用
者
に
係
る
介

護
支
援
専
門
員
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
そ
の
必
要
性
が
検
討
さ
れ
た
上
で
、
継
続
が

必
要
な
場
合
に
は
そ
の
理
由
が
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

（
福
祉
用
具
貸
与
計
画
の
作
成
） 

第
二
百
五
十
七
条 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
利
用
者
の
希
望
、
心
身
の
状
況
及
び
そ
の
置
か

れ
て
い
る
環
境
を
踏
ま
え
、
指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具



体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
載
し
た
福
祉
用
具
貸
与
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
利
用
が
あ
る
と
き
は
、
第
二
百
七
十
五
条

第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
福
祉
用
具
販
売
計
画
と
一
体
の
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

福
祉
用
具
貸
与
計
画
は
、
既
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
居

宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
福
祉
用
具
貸
与
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
福
祉
用
具
貸
与
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
福
祉
用
具
貸

与
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
福
祉
用
具
貸
与
計
画
の
作
成
後
、
当
該
福
祉
用
具
貸
与
計
画
の

実
施
状
況
の
把
握
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
福
祉
用
具
貸
与
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と

す
る
。 

６ 

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
福
祉
用
具
貸
与
計
画
の
変
更
に
つ

い
て
準
用
す
る
。 

（
運
営
規
程
） 

第
二
百
五
十
八
条 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
ご
と
に
、
次

に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
第
二
百
六
十
二
条
第
一
項
に

お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
方
法
、
取
り
扱
う
種
目
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

六 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
適
切
な
研
修
の
機
会
の
確
保
） 

第
二
百
五
十
九
条 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
資
質
の
向
上
の

た
め
に
、
福
祉
用
具
に
関
す
る
適
切
な
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
福
祉
用
具
の
取
扱
種
目
） 

第
二
百
六
十
条 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
利
用
者
の
身
体
の
状
態
の
多
様
性
、
変
化
等

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
多
く
の
種
類
の
福
祉
用
具
を
取
り
扱
う
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
二
百
六
十
一
条 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
従
業
者
の
清
潔
の
保
持
及
び
健
康
状
態
に



つ
い
て
、
必
要
な
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
回
収
し
た
福
祉
用
具
を
、
そ
の
種
類
、
材
質
等
か
ら
み
て

適
切
な
消
毒
効
果
を
有
す
る
方
法
に
よ
り
速
や
か
に
消
毒
す
る
と
と
も
に
、
既
に
消
毒
が
行
わ

れ
た
福
祉
用
具
と
消
毒
が
行
わ
れ
て
い
な
い
福
祉
用
具
と
を
区
分
し
て
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

３ 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
福
祉
用
具
の
保
管
又
は
消

毒
を
委
託
等
に
よ
り
他
の
事
業
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
当
該
委
託
等
の
契
約
の
内
容
に
お
い
て
保
管
又
は
消
毒
が
適

切
な
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
を
担
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
福
祉
用
具
の
保
管
又
は
消
毒
を
委
託

等
に
よ
り
他
の
事
業
者
に
行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
者
の
業
務
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
定
期
的
に
確
認
し
、
そ
の
結
果
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
事
業
所
の
設
備
及
び
備
品
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
掲
示
及
び
目
録
の
備
付
け
） 

第
二
百
六
十
二
条 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
、
運
営
規
程

の
概
要
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
掲

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
利
用
者
の
福
祉
用
具
の
選
択
に
資
す
る
た
め
、
指
定
福
祉

用
具
貸
与
事
業
所
に
、
そ
の
取
り
扱
う
福
祉
用
具
の
品
名
及
び
品
名
ご
と
の
利
用
料
そ
の
他
の

必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
目
録
等
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
二
百
六
十
三
条 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す

る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
関
す
る

次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

福
祉
用
具
貸
与
計
画 

二 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
等
の
記
録 

三 

第
二
百
六
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
結
果
等
の
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

六 

省
令
第
二
百
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状

況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 



（
準
用
） 

第
二
百
六
十
四
条 

第
九
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
五
条

か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
、
第
五
十
六
条
並
び
に
第
百
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
指

定
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
中
「
第
八
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
百
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
百
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
一
条
中
「
以
下
こ

の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
取
り
扱
う
福

祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
十
五
条
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」
と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又

は
助
言
」
と
、
第
十
九
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、
「
初
回
訪
問

時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
二
十
条
中
「
提
供
日
及
び
内
容
」
と
あ
る

の
は
「
提
供
の
開
始
日
及
び
終
了
日
並
び
に
種
目
及
び
品
名
」
と
、
第
二
十
二
条
中
「
内
容
」

と
あ
る
の
は
「
種
目
、
品
名
」
と
、
第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百

五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
二
百
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
、
第
百
八
条
第
二
項
中
「
処
遇
」

と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
五
款 

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

（
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
員
数
） 

第
二
百
六
十
五
条 

基
準
該
当
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
福
祉
用
具
貸
与
又
は
こ
れ
に
相
当
す

る
サ
ー
ビ
ス
（
次
条
に
お
い
て
「
基
準
該
当
福
祉
用
具
貸
与
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者

が
、
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
置
く
べ
き
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
員
数
に
係
る
基
準

は
、
省
令
第
二
百
五
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
準
用
） 

第
二
百
六
十
六
条 

第
九
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二
十
二

条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
、
第
三
十
八
条
（
第
五
項
及
び
第
六

項
を
除
く
。
）
、
第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
、
第
五
十
六
条
、
第
百
八
条
第
一
項
及

び
第
二
項
、
第
二
百
五
十
条
、
第
二
百
五
十
二
条
、
第
二
百
五
十
三
条
並
び
に
前
款
（
第
二
百

五
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
百
六
十
四
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
基
準
該
当
福
祉
用
具
貸
与

の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
一
条
中
「
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
取
り
扱
う
福
祉
用
具
の
種
目
」

と
、
第
十
五
条
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」
と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第

十
九
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、
第
二
十
条
中
「
提
供
日
及
び
内

容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ



て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
提
供
の
開
始
日
及
び
終
了
日
、

種
目
、
品
名
」
と
、
第
二
十
二
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介

護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
福
祉
用
具
貸
与
」
と
、
第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十

七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
、
第
百
八
条

第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」
と
、
第
二
百
五
十
二
条
中
「
第
百
九

十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
九
十
五
条
」
と
、
第
二

百
五
十
四
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
福
祉
用
具
貸
与
」
と

あ
る
の
は
「
基
準
該
当
福
祉
用
具
貸
与
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前

項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
十
三
節 

特
定
福
祉
用
具
販
売 

 
 

 
 

 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
二
百
六
十
七
条 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
特
定
福
祉
用
具
販
売
（
以
下
こ
の
節
及
び

第
六
百
九
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
「
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、

要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、

そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
心
身

の
状
況
、
希
望
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
踏
ま
え
た
適
切
な
特
定
福
祉
用
具
（
法
第
八

条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
特
定
福
祉
用
具
を
い
う
。
以
下
こ
の
節

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
選
定
の
援
助
、
取
付
け
、
調
整
等
を
行
い
、
特
定
福
祉
用
具
を
販
売
す

る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
日
常
生
活
上
の
便
宜
を
図
り
、
そ
の
機
能
訓
練
に
資
す
る
と
と
も

に
、
利
用
者
を
介
護
す
る
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
員
数
） 

第
二
百
六
十
八
条 

指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
六
百
九

十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
「
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を

行
う
事
業
所
（
次
条
及
び
第
二
百
七
十
三
条
第
一
号
に
お
い
て
「
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
事

業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令

第
二
百
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
二
百
六
十
九
条 

指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百

九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
二
百
七
十
条 

指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
広



さ
の
区
画
を
有
す
る
ほ
か
、
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
提
供
に
必
要
な
そ
の
他
の
設
備
及
び

備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
が
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
（
第
六
百

九
十
四
条
に
規
定
す
る
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
を
い
う
。
）
の
指
定
を
併

せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
事
業
と
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売

（
第
六
百
九
十
三
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
を
い
う
。
第
六
百
九
十
条
第

一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る

場
合
に
つ
い
て
は
、
第
六
百
九
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ

と
を
も
っ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
二
百
七
十
一
条 

指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
を
提
供
し

た
際
に
は
、
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
か
ら

の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
文
書
の
交
付
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
そ
の
情
報
を
利
用

者
に
対
し
て
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
販
売
費
用
の
額
等
の
受
領
） 

第
二
百
七
十
二
条 

指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
を
提
供
し

た
際
に
は
、
法
第
四
十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
現
に
当
該
特
定
福
祉
用
具
の
購
入
に
要
し
た

費
用
の
額
（
次
条
及
び
第
二
百
七
十
四
条
第
一
号
に
お
い
て
「
販
売
費
用
の
額
」
と
い
う
。
）

の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
前
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
費

用
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
を
行
う
場
合

の
交
通
費 

二 

特
定
福
祉
用
具
の
搬
入
に
特
別
な
措
置
が
必
要
な
場
合
の
当
該
措
置
に
要
す
る
費
用 

３ 

指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た

っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
保
険
給
付
の
申
請
に
必
要
と
な
る
書
類
等
の
交
付
） 

第
二
百
七
十
三
条 

指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
に
係
る
販

売
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
利
用
者
に
対

し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
所
の
名
称 

二 

販
売
し
た
特
定
福
祉
用
具
の
種
目
及
び
品
目
の
名
称
並
び
に
販
売
費
用
の
額
そ
の
他
必
要



と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た
証
明
書 

三 

領
収
書 

四 

当
該
特
定
福
祉
用
具
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
そ
の
他
の
当
該
特
定
福
祉
用
具
の
概
要 

（
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
二
百
七
十
四
条 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
行
う
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
方
針
は
、
次
に

掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
福
祉

用
具
販
売
計
画
に
基
づ
き
、
特
定
福
祉
用
具
が
適
切
に
選
定
さ
れ
、
か
つ
、
使
用
さ
れ
る
よ

う
、
専
門
的
知
識
に
基
づ
き
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
目
録
等
の
文
書
を
示
し
て
特
定
福

祉
用
具
の
機
能
、
使
用
方
法
、
販
売
費
用
の
額
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
個
別
の
特
定

福
祉
用
具
の
販
売
に
係
る
同
意
を
得
る
こ
と
。 

二 

指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
販
売
す
る
特
定
福
祉
用
具
の
機
能
、

安
全
性
、
衛
生
状
態
等
に
関
し
、
点
検
を
行
う
こ
と
。 

三 

指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
身
体
の
状
況
等
に
応
じ
て

特
定
福
祉
用
具
の
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
特
定
福
祉
用
具
の
使
用
方
法
、
使
用
上
の

留
意
事
項
等
を
記
載
し
た
文
書
を
利
用
者
に
交
付
し
、
十
分
な
説
明
を
行
っ
た
上
で
、
必
要

に
応
じ
て
利
用
者
に
実
際
に
当
該
特
定
福
祉
用
具
を
使
用
さ
せ
な
が
ら
使
用
方
法
の
指
導
を

行
う
こ
と
。 

四 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
が
位
置
付
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該

計
画
に
特
定
福
祉
用
具
販
売
が
必
要
な
理
由
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。 

（
特
定
福
祉
用
具
販
売
計
画
の
作
成
） 

第
二
百
七
十
五
条 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
希
望
及
び
そ
の
置
か

れ
て
い
る
環
境
を
踏
ま
え
て
、
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
載
し
た
特
定
福
祉
用
具
販
売
計
画
を
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
利
用
が
あ
る
と
き
は
、
第
二
百

五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
福
祉
用
具
貸
与
計
画
と
一
体
の
も
の
と
し
て
作
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

特
定
福
祉
用
具
販
売
計
画
は
、
既
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当

該
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
特
定
福
祉
用
具
販
売
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

４ 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
特
定
福
祉
用
具
販
売
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
特
定
福



祉
用
具
販
売
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
二
百
七
十
六
条 

指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に

関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
提
供

に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

一 

特
定
福
祉
用
具
販
売
計
画 

二 

第
二
百
七
十
一
条
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

五 

省
令
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の

状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
二
百
七
十
七
条 

第
九
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
十
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
七

条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
、
第
五
十
六
条
、
第
百
八
条
第
一
項

及
び
第
二
項
、
第
二
百
五
十
五
条
、
第
二
百
五
十
八
条
か
ら
第
二
百
六
十
条
ま
で
並
び
に
第
二

百
六
十
二
条
の
規
定
は
、
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
九
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令

第
八
条
」
と
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省

令
第
九
条
」
と
、
第
十
一
条
中
「
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
以
下
こ

の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
取
り
扱
う
特
定
福
祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
十
五
条
第
二
項
中
「
適

切
な
指
導
」
と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
十
九
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」

と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、
「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、

第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第

三
十
三
条
」
と
、
第
四
十
条
中
「
第
三
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
三
十
七
条
」
と
、
第
百
八
条
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
利

用
」
と
、
第
二
百
五
十
五
条
中
「
福
祉
用
具
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
福
祉
用
具
」
と
、
「
貸
与
」

と
あ
る
の
は
「
販
売
」
と
、
第
二
百
五
十
八
条
中
「
利
用
料
」
と
あ
る
の
は
「
販
売
費
用
の
額
」

と
、
第
二
百
五
十
九
条
及
び
第
二
百
六
十
条
中
「
福
祉
用
具
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
福
祉
用
具
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

第
三
章 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等 

 
 

 
 

第
一
節 

総
則 

（
定
義
） 



第
二
百
七
十
八
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

法
及
び
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚

生
省
令
第
三
十
九
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用

語
の
例
に
よ
る
。 

（
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
指
定
） 

第
二
百
七
十
九
条 
法
第
八
十
六
条
第
一
項
（
法
第
八
十
六
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
条
例
で
定
め
る
入
所
定
員
の
数
は
、
三
十
人
以
上
と
す
る
。 

（
基
本
方
針
） 

第
二
百
八
十
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
、
可
能
な
限
り
、

居
宅
に
お
け
る
生
活
へ
の
復
帰
を
念
頭
に
置
い
て
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
、
相
談

及
び
援
助
、
社
会
生
活
上
の
便
宜
の
供
与
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
、
機
能
訓
練
、
健
康

管
理
及
び
療
養
上
の
世
話
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
入
所
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
、
常
に
そ
の
者
の
立
場

に
立
っ
て
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
明
る
く
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
有
し
、
地
域
や
家
庭
と
の
結
び

付
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、
市
町
村
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

（
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
他
の
介
護
保
険
施
設
そ
の
他
の

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

第
二
節 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
二
百
八
十
一
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省

令
第
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 

 
 

第
三
節 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
） 

第
二
百
八
十
二
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
条
（
第
一
項

第
一
号
イ
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

２ 

一
の
居
室
の
定
員
は
、
一
人
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
知
事
が
認
め
る
場
合
は
、
四
人
以
下

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 
 

第
四
節 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
） 

第
二
百
八
十
三
条 

内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 



（
提
供
拒
否
の
禁
止
） 

第
二
百
八
十
四
条 

提
供
拒
否
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
） 

第
二
百
八
十
五
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
申
込
者
が
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
場

合
そ
の
他
入
所
申
込
者
に
対
し
自
ら
適
切
な
便
宜
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、

適
切
な
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
を
紹
介
す
る
等
の
適
切
な
措
置
を
速

や
か
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
受
給
資
格
等
の
確
認
） 

第
二
百
八
十
六
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
求

め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
者
の
提
示
す
る
被
保
険
者
証
に
よ
っ
て
、
被
保
険
者
資
格
、
要
介
護

認
定
の
有
無
及
び
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
前
項
の
被
保
険
者
証
に
法
第
七
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る

認
定
審
査
会
意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
認
定
審
査
会
意
見
に
配
慮
し
て
、
指
定

介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
要
介
護
認
定
の
申
請
に
係
る
援
助
） 

第
二
百
八
十
七
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
の
際
に
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

入
所
申
込
者
に
つ
い
て
は
、要
介
護
認
定
の
申
請
が
既
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、

申
請
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
入
所
申
込
者
の
意
思
を
踏
ま
え
て
速
や
か
に
当
該
申
請
が

行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
要
介
護
認
定
の
更
新
の
申
請
が
遅
く
と
も
当
該
入
所
者
が
受

け
て
い
る
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
の
満
了
日
の
三
十
日
前
に
は
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
入
退
所
） 

第
二
百
八
十
八
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
身
体
上
又
は
精
神
上
著
し
い
障
害
が
あ
る
た

め
に
常
時
の
介
護
を
必
要
と
し
、
か
つ
、
居
宅
に
お
い
て
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
者
に

対
し
、
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
申
込
者
の
数
が
入
所
定
員
か
ら
入
所
者
の
数
を
差
し
引

い
た
数
を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
、
介
護
の
必
要
の
程
度
及
び
家
族
等
の
状
況
を
勘
案
し
、
指

定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
必
要
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
入
所
申
込
者
を
優
先
的

に
入
所
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
申
込
者
の
入
所
に
際
し
て
は
、
そ
の
者
に
係
る
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
生
活
歴
、
病
歴
、
指
定

居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
（
法
第
八
条
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を
い
う
。
以



下
同
じ
。
）
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照

ら
し
、
そ
の
者
が
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
定
期

的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

前
項
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
生
活
相
談
員
、
介
護
職
員
、
看
護
職
員
（
看
護
師
又
は
准
看

護
師
を
い
う
。
第
二
百
九
十
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
介
護
支
援
専
門
員
等
の
従
業
者
の
間

で
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
そ
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、

居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
入
所
者
に
対
し
、
そ
の
者
及

び
そ
の
家
族
の
希
望
、
そ
の
者
が
退
所
後
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
環
境
等
を
勘
案
し
、
そ
の

者
の
円
滑
な
退
所
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
の
退
所
に
際
し
て
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

等
の
援
助
に
資
す
る
た
め
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
ほ
か
、

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
二
百
八
十
九
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
に
際
し
て
は
入
所
の
年
月
日
並
び
に
入

所
し
て
い
る
介
護
保
険
施
設
の
種
類
及
び
名
称
を
、
退
所
に
際
し
て
は
退
所
の
年
月
日
を
、
当

該
者
の
被
保
険
者
証
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
は
、
提
供

し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
二
百
九
十
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
八
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
百
二
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
入
所
者
に
代

わ
り
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
支
払
わ
れ
る
場
合
の
当
該
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
係

る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
指

定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
は
、
入
所
者
か
ら
利
用
料
（
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
支
給
の
対
象
と
な
る
費
用
に
係
る
対
価
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

一
部
と
し
て
、
当
該
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
指
定

介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定
介
護
福
祉

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
次
項
並
び
に
第
三
百
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第

二
項
に
お
い
て
「
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉



施
設
に
支
払
わ
れ
る
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の

と
す
る
。 

２ 
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
福
祉
施

設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
入
所
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の

額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
所
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食

費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入

所
者
に
代
わ
り
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一

号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

二 

居
住
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
が
入
所
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の

基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
所
者

に
代
わ
り
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に

規
定
す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
所
者
が
選
定
す
る
特
別
な
居
室
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
所
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 

理
美
容
代 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る

便
宜
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
そ

の
入
所
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
入
所
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及

び
費
用
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、入
所
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る
同
意
に
つ
い
て
は
、
文
書
に

よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
保
険
給
付
の
請
求
の
た
め
の
証
明
書
の
交
付
） 

第
二
百
九
十
一
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指



定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
介

護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
費
用
の
額
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た
サ

ー
ビ
ス
提
供
証
明
書
を
入
所
者
に
対
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
） 

第
二
百
九
十
二
条 

指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
一

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
） 

第
二
百
九
十
三
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
管
理
者
は
、
介
護
支
援
専
門
員
に
施
設
サ
ー
ビ

ス
計
画
の
作
成
に
関
す
る
業
務
を
担
当
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
介
護
支
援
専
門
員
（
以
下
こ
の
条
及
び
第

三
百
四
条
に
お
い
て
「
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
」
と
い
う
。
）
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
者
の
日
常
生
活
全
般
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、
当
該
地
域
の
住

民
に
よ
る
自
発
的
な
活
動
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
も
含
め
て
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
上
に
位

置
付
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
方

法
に
よ
り
、
入
所
者
に
つ
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
の
評
価
を

通
じ
て
入
所
者
が
現
に
抱
え
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
入
所
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
上
で
解
決
す
べ
き
課
題
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
解
決
す
べ
き
課
題
の
把
握
（
次
項
及
び

第
九
項
に
お
い
て
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
。
）
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
者
及
び
そ
の
家
族

に
面
接
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員

は
、
面
接
の
趣
旨
を
入
所
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
し
て
十
分
に
説
明
し
、
理
解
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

５ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
入
所
者
の
希
望
及
び
入
所
者
に
つ
い
て
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
結
果
に
基
づ
き
、
入
所
者
の
家
族
の
希
望
を
勘
案
し
て
、
入
所
者
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
に

対
す
る
意
向
、
総
合
的
な
援
助
の
方
針
、
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課
題
、
指
定
介
護
福
祉
施

設
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
指
定
介

護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項
等
を
記
載
し
た
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

原
案
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
入
所
者
に
対
す
る
指
定
介
護
福

祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
他
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と
い

う
。
）
を
招
集
し
て
行
う
会
議
を
い
う
。
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
開
催
、
担
当
者
に

対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
当
該
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、

専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 



７ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
入
所
者
又

は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
文
書
に
よ
り
入
所
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
施
設
サ

ー
ビ
ス
計
画
を
入
所
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

９ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
後
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

実
施
状
況
の
把
握
（
入
所
者
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
。
）
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 
 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
実
施
状
況
の
把
握
（
第
二
号
に
お
い
て

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
者
及
び
そ
の
家
族
並
び
に
担
当
者
と

の
連
絡
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
と
し
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

定
期
的
に
入
所
者
に
面
接
す
る
こ
と
。 

二 

定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。 

 
 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議

の
開
催
、
担
当
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

入
所
者
が
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
介
護
更
新
認
定
を
受
け
た
場
合 

二 

入
所
者
が
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
状
態
区
分
の
変
更
の
認
定
を
受
け

た
場
合 

 
 

第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
九
項
に
規
定
す
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
に

つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
介
護
） 

第
二
百
九
十
四
条 

介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と

と
す
る
。 

（
食
事
） 

第
二
百
九
十
五
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
栄
養
並
び
に
入
所
者
の
心
身
の
状
況
及
び
嗜 し

好
を
考
慮
し
た
食
事
を
、
適
切
な
時
間
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
が
可
能
な
限
り
離
床
し
て
、
食
堂
で
食
事
を
と
る
こ

と
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
相
談
及
び
援
助
） 

第
二
百
九
十
六
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
常
に
入
所
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ

て
い
る
環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
入
所
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
そ
の
相
談
に
適
切

に
応
じ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
社
会
生
活
上
の
便
宜
の
提
供
等
） 

10 11 12 



第
二
百
九
十
七
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
教
養
娯
楽
設
備
等
を
備
え
る
ほ
か
、
適
宜
入

所
者
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
が
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
行
政
機
関
等
に
対

す
る
手
続
に
つ
い
て
、
そ
の
者
又
は
そ
の
家
族
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、

そ
の
者
の
同
意
を
得
て
、
代
わ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
常
に
入
所
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
入
所
者

と
そ
の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
の
外
出
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

（
機
能
訓
練
） 

第
二
百
九
十
八
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
に
対
し
、
そ
の
心
身
の
状
況
等
に
応

じ
て
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
機
能
を
改
善
し
、
又
は
そ
の
減
退
を
防
止
す
る
た
め
の

訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
健
康
管
理
） 

第
二
百
九
十
九
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
医
師
又
は
看
護
職
員
は
、
常
に
入
所
者
の
健
康

の
状
況
に
注
意
し
、
必
要
に
応
じ
て
健
康
保
持
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
採
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
入
所
者
の
入
院
期
間
中
の
取
扱
い
） 

第
三
百
条 

入
所
者
の
入
院
期
間
中
の
取
扱
い
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
九
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
入
所
者
に
関
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
） 

第
三
百
一
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を
付
し
て
そ
の
旨
を
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

正
当
な
理
由
な
し
に
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
指
示
に
従
わ
な
い

こ
と
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
の
程
度
を
増
進
さ
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

二 

偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
保
険
給
付
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
。 

（
管
理
者
に
よ
る
管
理
） 

第
三
百
二
条 

管
理
者
に
よ
る
管
理
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
の
責
務
） 

第
三
百
三
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
従
業

者
の
管
理
、業
務
の
実
施
状
況
の
把
握
そ
の
他
の
管
理
を
一
元
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
管
理
者
は
、
従
業
者
に
こ
の
節
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に

必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 



（
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
の
責
務
） 

第
三
百
四
条 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
第
二
百
九
十
三
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、

次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 
入
所
申
込
者
の
入
所
に
際
し
、
そ
の
者
に
係
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
す
る
照
会
等

に
よ
り
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
生
活
歴
、
病
歴
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況

等
を
把
握
す
る
こ
と
。 

二 

入
所
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、
そ
の
者
が
居
宅
に
お

い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
定
期
的
に
検
討
す
る
こ
と
。 

三 

そ
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
入
所
者
に
対
し
、
そ
の
者
及
び
そ
の
家
族
の
希
望
、

そ
の
者
が
退
所
後
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
環
境
等
を
勘
案
し
、
そ
の
者
の
円
滑
な
退
所
の

た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
。 

四 

入
所
者
の
退
所
に
際
し
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等
の
援
助
に
資
す
る
た
め
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
に
対
し
て
情
報
を
提
供
す
る
ほ
か
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
密
接
に
連
携
す
る
こ
と
。 

五 

省
令
第
十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入
所

者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
を
記
録
す
る
こ
と
。 

六 

第
三
百
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
を
記
録
す
る
こ
と
。 

七 

省
令
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に

つ
い
て
記
録
す
る
こ
と
。 

（
運
営
規
程
） 

第
三
百
五
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項

に
関
す
る
規
程
（
第
三
百
十
一
条
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

入
所
定
員 

四 

入
所
者
に
対
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の

額 

五 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

六 

非
常
災
害
対
策 

七 

そ
の
他
施
設
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
三
百
六
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
に
対
し
、
適
切
な
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ



ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
従
業
者
に
よ
っ
て
指
定
介

護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
所
者
の
処
遇
に
直
接
影

響
を
及
ぼ
さ
な
い
業
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
従
業
者
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
三
百
七
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
定
員
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え
て
入
所
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
三
百
八
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
非

常
災
害
時
の
関
係
機
関
へ
の
通
報
及
び
連
携
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
従
業
者
に

周
知
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必
要
な
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お

い
て
必
要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
三
百
九
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
の
使
用
す
る
食
器
そ
の
他
の
設
備
又
は
飲

用
に
供
す
る
水
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と

と
も
に
、
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中

毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防

止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。 

二 

当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防

止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。 

三 

当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
感
染

症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
定
め
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
発
生
が
疑
わ
れ

る
際
の
対
処
等
に
関
す
る
手
順
に
沿
っ
た
対
応
を
行
う
こ
と
。 

（
協
力
病
院
等
） 



第
三
百
十
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
入
所
者
の
た
め
に
、
あ

ら
か
じ
め
、
協
力
病
院
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
力
歯
科
医
療
機
関
を
定
め
て
お
く
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
掲
示
） 

第
三
百
十
一
条 
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
見
や
す
い
場

所
に
、
運
営
規
程
の
概
要
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
、
協
力
病
院
、
利
用
料
そ
の
他
の
サ
ー
ビ

ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
三
百
十
二
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

（
広
告
） 

第
三
百
十
三
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
つ
い
て
広
告

を
す
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
が
虚
偽
又
は
誇
大
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

（
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
す
る
利
益
供
与
等
の
禁
止
） 

第
三
百
十
四
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
そ
の
従
業
者
に
対

し
、
要
介
護
被
保
険
者
に
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、

金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
供
与
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
そ
の
従
業
者
か
ら
、
当
該
指
定

介
護
老
人
福
祉
施
設
か
ら
の
退
所
者
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産

上
の
利
益
を
収
受
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
苦
情
処
理
） 

第
三
百
十
五
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
入
所
者
及
び
そ
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情

を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の
内
容

等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
提
供
し
た
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
法
第
二

十
三
条
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
が
行
う
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
の
求
め
又

は
当
該
市
町
村
の
職
員
か
ら
の
質
問
若
し
く
は
照
会
に
応
じ
、
入
所
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て

市
町
村
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、市
町
村
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、

当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
市
町
村
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
改
善
の

内
容
を
市
町
村
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



５ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
提
供
し
た
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
入
所
者

か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が
行
う
法
第
百
七
十
六
条
第
一
項
第
三
号

の
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
同
号
の
指
導
又
は
助
言
を

受
け
た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
前
項
の
改
善
の
内
容
を
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
三
百
十
六
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は
そ

の
自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
提
供
し
た
指
定
介
護
福
祉
施
設

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
入
所
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
、
市
町
村
等
が
派
遣
す
る
者
が
相
談
及
び

援
助
を
行
う
事
業
そ
の
他
の
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
） 

第
三
百
十
七
条 

事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
五
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
会
計
の
区
分
） 

第
三
百
十
八
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
会
計

を
そ
の
他
の
事
業
の
会
計
と
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
三
百
十
九
条 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
従
業
者
、
設
備
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録
を

整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
所
者
に
対
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

一 

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画 

二 

第
二
百
八
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

三 

省
令
第
十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入
所

者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
の
記
録 

四 

第
三
百
一
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

五 

第
三
百
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

六 

省
令
第
三
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に

つ
い
て
の
記
録 



 
 
 
 

第
五
節 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準 

 
 
 
 
 

第
一
款 

こ
の
節
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針 

（
こ
の
節
の
趣
旨
） 

第
三
百
二
十
条 

第
二
百
八
十
条
、
第
三
節
及
び
前
節
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指

定
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
施
設
の
全
部
に
お
い
て
少
数
の
居
室
及
び
当
該
居
室
に
近
接
し
て
設

け
ら
れ
る
共
同
生
活
室
（
当
該
居
室
の
入
居
者
が
交
流
し
、
共
同
で
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の

場
所
を
い
う
。
第
三
百
二
十
六
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
一
体
的
に
構
成
さ
れ
る

場
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
入
居
者
の
日
常
生
活
が
営

ま
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ
る
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
節

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
基
本
方
針
） 

第
三
百
二
十
一
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
居
者
一
人
一
人
の
意
思
及
び

人
格
を
尊
重
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
へ
の
復
帰
を
念

頭
に
置
い
て
、
入
居
前
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
と
入
居
後
の
生
活
が
連
続
し
た
も
の
と
な
る
よ

う
配
慮
し
な
が
ら
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
い
て
入
居
者
が
相
互
に
社
会
的
関
係
を
築
き
、
自
律
的

な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
地
域
や
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営

を
行
い
、
市
町
村
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
他
の
介
護
保
険
施
設

そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
） 

第
三
百
二
十
二
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四

十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
三
百
二
十
三
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該

当
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
は
、
入
居
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と

し
て
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
支
払

わ
れ
る
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定

介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
入
居
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
施



設
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

３ 
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲

げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
居
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食

費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入

居
者
に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条

第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

二 

居
住
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
が
入
居
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の

基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
居
者

に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二

項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
居
者
が
選
定
す
る
特
別
な
居
室
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
居
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 

理
美
容
代 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る

便
宜
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
そ

の
入
居
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
入
居
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
及
び
費
用
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
入
居
者
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る
同
意
に
つ
い

て
は
、
文
書
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
） 

第
三
百
二
十
四
条 

指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十

二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
介
護
） 

第
三
百
二
十
五
条 

介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ



と
と
す
る
。 

（
食
事
） 

第
三
百
二
十
六
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
栄
養
並
び
に
入
居
者
の
心
身
の

状
況
及
び
嗜 し
好
を
考
慮
し
た
食
事
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
居
者
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
、
適
切
な
方

法
に
よ
り
、
食
事
の
自
立
に
つ
い
て
必
要
な
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
居
者
の
生
活
習
慣
を
尊
重
し
た
適
切
な
時
間

に
食
事
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
入
居
者
が
そ
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
で
き
る
限
り
自
立
し

て
食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
時
間
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
居
者
が
相
互
に
社
会
的
関
係
を
築
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
そ
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
入
居
者
が
共
同
生
活
室
で
食
事
を
と
る
こ
と
を
支

援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
社
会
生
活
上
の
便
宜
の
提
供
等
） 

第
三
百
二
十
七
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、入
居
者
の
嗜 し
好
に
応
じ
た
趣
味
、

教
養
又
は
娯
楽
に
係
る
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
入
居
者
が
自
律
的
に
行
う
こ
れ

ら
の
活
動
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
居
者
が
日
常
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
行
政

機
関
等
に
対
す
る
手
続
に
つ
い
て
、
そ
の
者
又
は
そ
の
家
族
が
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合

は
、
そ
の
者
の
同
意
を
得
て
、
代
わ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
常
に
入
居
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
入
居
者
と
そ
の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
入
居
者
の
外
出
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
三
百
二
十
八
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ

い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

入
居
定
員 

四 

ユ
ニ
ッ
ト
の
数
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
の
入
居
定
員 

五 

入
居
者
に
対
す
る
指
定
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の

額 

六 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

七 

非
常
災
害
対
策 



八 

そ
の
他
施
設
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
三
百
二
十
九
条 

勤
務
体
制
の
確
保
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
三
百
三
十
条 
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
の
入
居
定
員
及
び

居
室
の
定
員
を
超
え
て
入
居
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を

得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
準
用
） 

第
三
百
三
十
一
条 

第
二
百
八
十
三
条
か
ら
第
二
百
八
十
九
条
ま
で
、
第
二
百
九
十
一
条
、
第
二

百
九
十
三
条
、
第
二
百
九
十
六
条
、
第
二
百
九
十
八
条
か
ら
第
三
百
四
条
ま
で
及
び
第
三
百
八

条
か
ら
第
三
百
十
九
条
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
八
十
三
条
中
「
第
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九

条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
条
」
と
、
第
二
百
八
十
四
条
中
「
第
四
条
の
二
」
と
あ
る
の

は
「
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
条
の
二
」
と
、
第
三
百
条
中
「
第
十
九
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
九
条
」
と
、
第
三
百
二
条
中
「
第

二
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
一
条
」
と
、
第
三

百
三
条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
節
第
三
款
」
と
、
第
三
百
四
条
中
「
第
二

百
九
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
九
十
三
条
」
と
、

同
条
第
五
号
及
び
第
三
百
十
九
条
第
二
項
第
三
号
中
「
第
十
一
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

四
十
二
条
第
七
項
」
と
、
第
三
百
四
条
第
六
号
及
び
第
三
百
十
九
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
三

百
十
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
百
十
五
条
第

二
項
」
と
、
第
三
百
四
条
第
七
号
及
び
第
三
百
十
九
条
第
二
項
第
六
号
中
「
第
三
十
五
条
第
三

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
第
三
項
」
と
、
第
三

百
十
二
条
中
「
第
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
条
」

と
、
第
三
百
十
七
条
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省

令
第
三
十
五
条
」
と
、
第
三
百
十
九
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
二
百
八
十
九
条
第
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
三
百
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
八
十
九
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四

号
中
「
第
三
百
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
三
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
百
一
条
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 

第
四
章 

介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 
 
 

第
一
節 

総
則 

（
定
義
） 

第
三
百
三
十
二
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、



法
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十

一
年
厚
生
省
令
第
四
十
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す

る
用
語
の
例
に
よ
る
。 

（
基
本
方
針
） 

第
三
百
三
十
三
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
、
看
護
、
医
学

的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
医
療
並
び
に
日
常
生
活
上
の
世
話

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
入
所
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
者
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
へ
の
復
帰
を
目
指
す
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
、
常
に
入
所
者
の
立
場
に
立

っ
て
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
明
る
く
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
有
し
、
地
域
や
家
庭
と
の
結
び
付
き

を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、
市
町
村
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
他

の
介
護
保
険
施
設
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密

接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 

第
二
節 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
三
百
三
十
四
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第

二
条
（
医
師
及
び
看
護
師
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す

る
。 

 
 
 
 

第
三
節 

施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
基
準 

（
施
設
） 

第
三
百
三
十
五
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
療
養
室
、
診
察
室
及
び
機
能
訓
練
室
の
ほ
か
、
次

に
掲
げ
る
施
設
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
介
護
老
人
保

健
施
設
（
当
該
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
当
該
施
設
以
外
の
介
護
老

人
保
健
施
設
又
は
病
院
若
し
く
は
診
療
所
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
百
七
十
五
条
第
一
項
に
お

い
て
「
本
体
施
設
」
と
い
う
。
）
と
の
密
接
な
連
携
を
確
保
し
つ
つ
、
本
体
施
設
と
は
別
の
場

所
で
運
営
さ
れ
、
入
所
者
の
在
宅
へ
の
復
帰
の
支
援
を
目
的
と
す
る
定
員
二
十
九
人
以
下
の
介

護
老
人
保
健
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
本
体
施

設
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
当

該
本
体
施
設
の
入
所
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
調
理
室
、
洗
濯

室
又
は
洗
濯
場
及
び
汚
物
処
理
室
を
、
医
療
機
関
併
設
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施
設
（
病
院

又
は
診
療
所
に
併
設
さ
れ
、
入
所
者
の
在
宅
へ
の
復
帰
の
支
援
を
目
的
と
す
る
定
員
二
十
九
人

以
下
の
介
護
老
人
保
健
施
設
で
あ
っ
て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施
設
以
外
の



も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
百
七
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
場
合
に
あ

っ
て
は
、
併
設
さ
れ
る
病
院
又
は
診
療
所
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
医
療
機
関

併
設
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
入
所
者
及
び
入
院
患
者
の

処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
有
し
な
い
こ
と
が
で
き

る
。 

一 

談
話
室 

二 

食
堂 

 

三 

浴
室 

 

四 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム 

五 

洗
面
所 

六 

便
所 

 

七 

サ
ー
ビ
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

八 

調
理
室 

九 

洗
濯
室
又
は
洗
濯
場 

十 

汚
物
処
理
室 

２ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

談
話
室 

入
所
者
同
士
や
入
所
者
と
そ
の
家
族
が
談
話
を
楽
し
め
る
広
さ
を
有
す
る
こ
と
。 

二 

食
堂 

 
 
 

二
平
方
メ
ー
ト
ル
に
入
所
定
員
数
を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
の
面
積
を
有
す
る
こ
と
。 

三 

浴
室 

 

イ 

身
体
の
不
自
由
な
者
が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

一
般
浴
槽
の
ほ
か
、
入
浴
に
介
助
を
必
要
と
す
る
者
の
入
浴
に
適
し
た
特
別
浴
槽
を
設

け
る
こ
と
。 

四 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ム 
 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
に
十
分
な
広
さ
を
有
し
、必
要
な
設
備
を
備
え
る
こ
と
。 

五 

洗
面
所 

 

療
養
室
の
あ
る
階
ご
と
に
設
け
る
こ
と
。 

六 

便
所 
 

イ 

療
養
室
の
あ
る
階
ご
と
に
設
け
る
こ
と
。 

ロ 

ブ
ザ
ー
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
身
体
の
不
自
由
な
者
が
使
用

す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

ハ 

常
夜
灯
を
設
け
る
こ
と
。 

３ 

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
は
、
専
ら
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な



け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
構
造
設
備
の
基
準
） 

第
三
百
三
十
六
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
の
構
造
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 
介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
物
（
入
所
者
の
療
養
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の
建
物

を
除
く
。
）
は
、
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す

二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の
介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
物
に
あ
っ
て
は
、
準
耐
火
建
築
物
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

イ 

療
養
室
そ
の
他
の
入
所
者
の
療
養
生
活
に
充
て
ら
れ
る
施
設
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
三

百
七
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
「
療
養
室
等
」
と
い
う
。
）
を
二
階
及
び
地
階
の
い
ず
れ

に
も
設
け
て
い
な
い
こ
と
。 

ロ 

療
養
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全

て
を
満
た
す
こ
と
。 

⑴ 

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
（
消
防
本
部
を
設
置
し
な

い
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
市
町
村
長
。
第
三
百
七
十
五
条
第
四
項
第
一
号
ロ
⑴
に
お
い

て
同
じ
。
）
又
は
消
防
署
長
と
相
談
の
上
、
第
三
百
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
計

画
に
入
所
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ

と
。 

⑵ 

第
三
百
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
訓
練
に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
計
画

に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。 

⑶ 

火
災
時
に
お
け
る
避
難
、
消
火
等
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民

等
と
の
連
携
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。 

二 

療
養
室
等
が
二
階
以
上
の
階
に
あ
る
場
合
は
、
屋
内
の
直
通
階
段
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
設
け
る
こ
と
。 

三 

療
養
室
等
が
三
階
以
上
の
階
に
あ
る
場
合
は
、
避
難
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
避
難
階
段
を

二
以
上
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
号
に
規
定
す
る
直
通
階
段
を
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭

和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
百
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
避
難
階
段
と
し

て
の
構
造
と
す
る
場
合
は
、
そ
の
直
通
階
段
の
数
を
避
難
階
段
の
数
に
算
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

四 

階
段
に
は
、
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。 

五 

廊
下
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

イ 

幅
は
、
一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
廊
下
の
幅
は
、
二
・
七
メ

ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。 

ハ 

常
夜
灯
を
設
け
る
こ
と
。 



六 

入
所
者
に
対
す
る
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備

を
備
え
る
こ
と
。 

七 

消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

２ 

前
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
、
火
災
予
防
、
消
火
活
動
等
に
関
し
専
門
的

知
識
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
木
造
か
つ
平

屋
建
て
の
介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
物
で
あ
っ
て
、
火
災
に
係
る
入
所
者
の
安
全
性
が
確
保
さ

れ
て
い
る
と
認
め
た
と
き
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

一 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
、
天
井
等
の
内
装
材
等
へ
の
難
燃
性
の
材
料
の
使
用
、
調

理
室
等
火
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
お
け
る
防
火
区
画
の
設
置
等
に
よ
り
、
初

期
消
火
及
び
延
焼
の
抑
制
に
配
慮
し
た
構
造
で
あ
る
こ
と
。 

二 

非
常
警
報
設
備
の
設
置
等
に
よ
る
火
災
の
早
期
発
見
及
び
通
報
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
円
滑
な
消
火
活
動
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

三 

避
難
口
の
増
設
、
搬
送
を
容
易
に
行
う
た
め
に
十
分
な
幅
員
を
有
す
る
避
難
路
の
確
保
等

に
よ
り
、
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
避
難
訓
練
を
頻
繁
に
実
施
す
る
こ

と
、
配
置
人
員
を
増
員
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
火
災
の
際
の
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
も
の
で

あ
る
こ
と
。 

 
 
 
 

第
四
節 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
） 

第
三
百
三
十
七
条 

内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
提
供
拒
否
の
禁
止
） 

第
三
百
三
十
八
条 

提
供
拒
否
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
） 

第
三
百
三
十
九
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
申
込
者
の
病
状
等
を
勘
案
し
、
入
所
申
込
者

に
対
し
自
ら
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
適
切
な

病
院
又
は
診
療
所
を
紹
介
す
る
等
の
適
切
な
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
受
給
資
格
等
の
確
認
） 

第
三
百
四
十
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
者
の
提
示
す
る
被
保
険
者
証
に
よ
っ
て
、
被
保
険
者
資
格
、
要
介
護
認
定
の
有

無
及
び
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
を
確
か
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
前
項
の
被
保
険
者
証
に
法
第
七
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定

審
査
会
意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
認
定
審
査
会
意
見
に
配
慮
し
て
、
介
護
保
健

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



（
要
介
護
認
定
の
申
請
に
係
る
援
助
） 

第
三
百
四
十
一
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
の
際
に
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
入
所

申
込
者
に
つ
い
て
は
、
要
介
護
認
定
の
申
請
が
既
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
申

請
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
入
所
申
込
者
の
意
思
を
踏
ま
え
て
速
や
か
に
当
該
申
請
が
行

わ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
要
介
護
認
定
の
更
新
の
申
請
が
遅
く
と
も
当
該
入
所
者
が
受
け
て

い
る
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
の
満
了
日
の
三
十
日
前
に
は
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
入
退
所
） 

第
三
百
四
十
二
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
そ
の
心
身
の
状
況
及
び
病
状
並
び
に
そ
の
置
か
れ

て
い
る
環
境
に
照
ら
し
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要

な
医
療
等
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
対
象
に
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
も
の
と
す
る
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
申
込
者
の
数
が
入
所
定
員
か
ら
入
所
者
の
数
を
差
し
引
い
た

数
を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練
の
必
要
性
を

勘
案
し
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
必
要
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
入
所
申
込
者
を

優
先
的
に
入
所
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
申
込
者
の
入
所
に
際
し
て
は
、
そ
の
者
に
係
る
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
生
活
歴
、
病
歴
、
指
定
居
宅

サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
者
の
心
身
の
状
況
、
病
状
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に

照
ら
し
、
そ
の
者
が
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
定

期
的
に
検
討
し
、
そ
の
内
容
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

前
項
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
又
は
介
護
職

員
、
支
援
相
談
員
、
介
護
支
援
専
門
員
等
の
従
業
者
の
間
で
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
者
の
退
所
に
際
し
て
は
、
そ
の
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、

適
切
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等
の
援
助
に
資
す
る
た
め
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
ほ
か
、
退
所
後
の
主
治
の
医
師
に
対
す

る
情
報
の
提
供
そ
の
他
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な

連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
三
百
四
十
三
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
に
際
し
て
は
入
所
の
年
月
日
並
び
に
入
所
し

て
い
る
介
護
保
険
施
設
の
種
類
及
び
名
称
を
、
退
所
に
際
し
て
は
退
所
の
年
月
日
を
、
当
該
者

の
被
保
険
者
証
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
は
、
提
供
し
た
具
体

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
三
百
四
十
四
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
百
七
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
入
所
者
に
代
わ

り
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
支
払
わ
れ
る
場
合
の
当
該
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
介
護

保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
介
護
保
健
施
設

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
は
、
入
所
者
か
ら
利
用
料
（
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
の
対

象
と
な
る
費
用
に
係
る
対
価
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
一
部
と
し
て
、
当

該
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
法
第
四
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
に

要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の

額
と
す
る
。
次
項
並
び
に
第
三
百
七
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
「
施
設
サ
ー
ビ
ス

費
用
基
準
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
施
設
に
支
払
わ
れ
る
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控

除
し
て
得
ら
れ
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
た
際
に
入
所
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準

額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の

支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
所
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食

費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入

所
者
に
代
わ
り
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に

規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

二 

居
住
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
が
入
所
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の

基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
所
者

に
代
わ
り
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定

す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
所
者
が
選
定
す
る
特
別
な
療
養
室
の
提
供
を
行
っ
た
こ

と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
所
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と



に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 

理
美
容
代 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜

の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
そ
の
入

所
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当

た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
入
所
者
又
は
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
を

記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
入
所
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る
同
意
に
つ
い
て
は
、
文
書
に
よ
る
も
の

と
す
る
。 

（
保
険
給
付
の
請
求
の
た
め
の
証
明
書
の
交
付
） 

第
三
百
四
十
五
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
介
護
保

健
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
提
供
し
た
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
、
費
用
の
額
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
証
明
書

を
入
所
者
に
対
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
） 

第
三
百
四
十
六
条 

介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
三
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
） 

第
三
百
四
十
七
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
の
管
理
者
は
、
介
護
支
援
専
門
員
に
施
設
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
作
成
に
関
す
る
業
務
を
担
当
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
介
護
支
援
専
門
員
（
以
下
こ
の
条
及
び
第

三
百
五
十
八
条
に
お
い
て
「
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
」
と
い
う
。
）
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
者
の
日
常
生
活
全
般
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、
当
該
地
域

の
住
民
に
よ
る
自
発
的
な
活
動
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
も
含
め
て
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
上

に
位
置
付
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
方

法
に
よ
り
、
入
所
者
に
つ
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
の
評
価
を

通
じ
て
入
所
者
が
現
に
抱
え
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
入
所
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
上
で
解
決
す
べ
き
課
題
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
解
決
す
べ
き
課
題
の
把
握
（
次
項
及
び

第
九
項
に
お
い
て
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
。
）
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
者
及
び
そ
の
家
族



に
面
接
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員

は
、
面
接
の
趣
旨
を
入
所
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
し
て
十
分
に
説
明
し
、
理
解
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

５ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
入
所
者
の
希
望
、
入
所
者
に
つ
い
て
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

結
果
及
び
医
師
の
治
療
の
方
針
に
基
づ
き
、
入
所
者
の
家
族
の
希
望
を
勘
案
し
て
、
入
所
者
及

び
そ
の
家
族
の
生
活
に
対
す
る
意
向
、
総
合
的
な
援
助
の
方
針
、
生
活
全
般
の
解
決
す
べ
き
課

題
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項
等
を
記
載
し
た
施
設
サ
ー
ビ
ス

計
画
の
原
案
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
入
所
者
に
対
す
る
介
護
保
健
施

設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
他
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と
い
う
。
）

を
招
集
し
て
行
う
会
議
を
い
う
。
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
開
催
、
担
当
者
に
対
す
る

照
会
等
に
よ
り
、
当
該
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門

的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
入
所
者
又

は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
文
書
に
よ
り
入
所
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
施
設
サ

ー
ビ
ス
計
画
を
入
所
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

９ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
後
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

実
施
状
況
の
把
握
（
入
所
者
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
。
）
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
実
施
状
況
の
把
握
（
第
二
号
に
お
い
て

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
者
及
び
そ
の
家
族
並
び
に
担
当
者
と

の
連
絡
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
と
し
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

定
期
的
に
入
所
者
に
面
接
す
る
こ
と
。 

二 

定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。 

 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議

の
開
催
、
担
当
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

入
所
者
が
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
介
護
更
新
認
定
を
受
け
た
場
合 

二 

入
所
者
が
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
状
態
区
分
の
変
更
の
認
定
を
受
け

た
場
合 

 

第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
九
項
に
規
定
す
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
に
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つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
診
療
の
方
針
） 

第
三
百
四
十
八
条 

診
療
の
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

（
必
要
な
医
療
の
提
供
が
困
難
な
場
合
等
の
措
置
等
） 

第
三
百
四
十
九
条 
介
護
老
人
保
健
施
設
の
医
師
は
、
入
所
者
の
病
状
か
ら
み
て
当
該
介
護
老
人

保
健
施
設
に
お
い
て
自
ら
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、

協
力
病
院
そ
の
他
適
当
な
病
院
若
し
く
は
診
療
所
へ
の
入
院
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
、
又
は
他

の
医
師
の
対
診
を
求
め
る
等
診
療
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
の
医
師
は
、
不
必
要
に
入
所
者
の
た
め
に
往
診
を
求
め
、
又
は
入
所
者

を
病
院
若
し
く
は
診
療
所
に
通
院
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

３ 

介
護
老
人
保
健
施
設
の
医
師
は
、
入
所
者
の
た
め
に
往
診
を
求
め
、
又
は
入
所
者
を
病
院
若

し
く
は
診
療
所
に
通
院
さ
せ
る
場
合
に
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
に

対
し
、
当
該
入
所
者
の
診
療
状
況
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

介
護
老
人
保
健
施
設
の
医
師
は
、
入
所
者
が
往
診
を
受
け
た
医
師
若
し
く
は
歯
科
医
師
又
は

入
所
者
が
通
院
し
た
病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
医
師
若
し
く
は
歯
科
医
師
か
ら
当
該
入
所
者
の

療
養
上
必
要
な
情
報
の
提
供
を
受
け
る
も
の
と
し
、
そ
の
情
報
に
よ
り
適
切
な
診
療
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
機
能
訓
練
） 

第
三
百
五
十
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
者
の
心
身
の
諸
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
日

常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た
め
、
理
学
療
法
、
作
業
療
法
そ
の
他
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
計
画
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
） 

第
三
百
五
十
一
条 

看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
八

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
食
事
の
提
供
） 

第
三
百
五
十
二
条 

入
所
者
の
食
事
は
、
栄
養
並
び
に
入
所
者
の
身
体
の
状
況
、
病
状
及
び
嗜 し
好

を
考
慮
し
た
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
時
間
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

入
所
者
の
食
事
は
、
そ
の
者
の
自
立
の
支
援
に
配
慮
し
、
で
き
る
だ
け
離
床
し
て
食
堂
で
行

わ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
相
談
及
び
援
助
） 

第
三
百
五
十
三
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
常
に
入
所
者
の
心
身
の
状
況
、
病
状
、
そ
の
置
か

れ
て
い
る
環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
入
所
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
そ
の
相
談
に
適

切
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
三
百
五
十
四
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
適
宜
入
所
者
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事

を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
常
に
、
入
所
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
入
所
者
と

そ
の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
入
所
者
に
関
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
） 

第
三
百
五
十
五
条 
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
入
所
者

が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を
付
し
て
そ
の
旨
を
市
町

村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

正
当
な
理
由
な
し
に
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
指
示
に
従
わ
な
い
こ
と

に
よ
り
、
要
介
護
状
態
の
程
度
を
増
進
さ
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

二 

偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
保
険
給
付
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
。 

（
管
理
者
に
よ
る
管
理
） 

第
三
百
五
十
六
条 

管
理
者
に
よ
る
管
理
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
の
責
務
） 

第
三
百
五
十
七
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
の
管
理
者
は
、
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
従
業
者
の

管
理
、
業
務
の
実
施
状
況
の
把
握
そ
の
他
の
管
理
を
一
元
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
の
管
理
者
は
、
従
業
者
に
こ
の
節
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
必
要

な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
の
責
務
） 

第
三
百
五
十
八
条 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
第
三
百
四
十
七
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ

か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

入
所
申
込
者
の
入
所
に
際
し
、
そ
の
者
に
係
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
す
る
照
会
等

に
よ
り
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
生
活
歴
、
病
歴
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況

等
を
把
握
す
る
こ
と
。 

二 

入
所
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、
そ
の
者
が
居
宅
に
お

い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
定
期
的
に
検
討
し
、
そ
の
内
容

等
を
記
録
す
る
こ
と
。 

三 

入
所
者
の
退
所
に
際
し
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等
の
援
助
に
資
す
る
た
め
、
居
宅

介
護
支
援
事
業
者
に
対
し
て
情
報
を
提
供
す
る
ほ
か
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
密
接
に
連
携
す
る
こ
と
。 

四 

第
三
百
六
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
を
記
録
す
る
こ
と
。 

五 

省
令
第
三
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に



つ
い
て
記
録
す
る
こ
と
。 

（
運
営
規
程
） 

第
三
百
五
十
九
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項

に
関
す
る
規
程
（
第
三
百
六
十
五
条
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

入
所
定
員 

四 

入
所
者
に
対
す
る
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

六 

非
常
災
害
対
策 

七 

そ
の
他
施
設
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
三
百
六
十
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
者
に
対
し
、
適
切
な
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
当
該
施
設
の
従
業
者
に
よ
っ
て
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
所
者
の
処
遇
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
業
務
に
つ
い

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
三
百
六
十
一
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
定
員
及
び
療
養
室
の
定
員
を
超
え
て
入
所
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
三
百
六
十
二
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
非

常
災
害
時
の
関
係
機
関
へ
の
通
報
及
び
連
携
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
従
業
者
に

周
知
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必
要
な
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
者
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お
い
て

必
要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
三
百
六
十
三
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
者
の
使
用
す
る
施
設
、
食
器
そ
の
他
の
設
備

又
は
飲
用
に
供
す
る
水
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講



ず
る
と
と
も
に
、
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生

し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の

た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。 

二 

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の

た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。 

三 

当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
及

び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
定
め
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
発
生
が
疑
わ
れ

る
際
の
対
処
等
に
関
す
る
手
順
に
沿
っ
た
対
応
を
行
う
こ
と
。 

（
協
力
病
院
） 

第
三
百
六
十
四
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
者
の
病
状
の
急
変
等
に
備
え
る
た
め
、
あ
ら

か
じ
め
、
協
力
病
院
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
力
歯
科
医
療
機
関
を
定
め
て
お
く
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
掲
示
） 

第
三
百
六
十
五
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
見
や
す
い
場
所
に
、

運
営
規
程
の
概
要
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
、
協
力
病
院
、
利
用
料
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
選

択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
三
百
六
十
六
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
す
る
利
益
供
与
等
の
禁
止
） 

第
三
百
六
十
七
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
そ
の
従
業
者
に
対
し
、

要
介
護
被
保
険
者
に
当
該
施
設
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の

利
益
を
供
与
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
そ
の
従
業
者
か
ら
、
当
該
施
設
か
ら

の
退
所
者
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
収
受
し
て
は

な
ら
な
い
。 

（
苦
情
処
理
） 

第
三
百
六
十
八
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
提
供
し
た
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
入

所
者
及
び
そ
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け



る
た
め
の
窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の
内
容
等
を

記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
提
供
し
た
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
法
第
二
十
三
条
の

規
定
に
よ
る
市
町
村
が
行
う
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
の
求
め
又
は
当
該
市

町
村
の
職
員
か
ら
の
質
問
若
し
く
は
照
会
に
応
じ
、
入
所
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
市
町
村
が

行
う
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
指

導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
市
町
村
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
改
善
の
内
容

を
市
町
村
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
提
供
し
た
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
入
所
者
か
ら
の
苦

情
に
関
し
て
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が
行
う
法
第
百
七
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
調
査
に

協
力
す
る
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
同
号
の
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場

合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

前
項
の
改
善
の
内
容
を
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
三
百
六
十
九
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は
そ
の

自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
提
供
し
た
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
入
所
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
、
市
町
村
等
が
派
遣
す
る
者
が
相
談
及
び
援
助
を
行

う
事
業
そ
の
他
の
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
） 

第
三
百
七
十
条 

事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
六
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
会
計
の
区
分
） 

第
三
百
七
十
一
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
会
計
と
そ
の

他
の
事
業
の
会
計
を
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
三
百
七
十
二
条 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
従
業
者
、
施
設
及
び
構
造
設
備
並
び
に
会
計
に
関

す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
所
者
に
対
す
る
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
次

に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



一 

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画 

二 

第
三
百
四
十
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
検
討
の
内
容
等
の
記
録 

三 
第
三
百
四
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

四 

省
令
第
十
三
条
第
五
項
に
規
定
す
る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入
所

者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
の
記
録 

五 

第
三
百
五
十
五
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

六 

第
三
百
六
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

七 

省
令
第
三
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に

つ
い
て
の
記
録 

 
 
 
 

第
五
節 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
基
本
方
針
並
び
に
施
設
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準 

 
 
 
 
 

第
一
款 

こ
の
節
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針 

（
こ
の
節
の
趣
旨
） 

第
三
百
七
十
三
条 

第
三
百
三
十
三
条
、
第
三
節
及
び
前
節
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ユ
ニ
ッ
ト

型
介
護
老
人
保
健
施
設
（
施
設
の
全
部
に
お
い
て
少
数
の
療
養
室
及
び
当
該
療
養
室
に
近
接
し

て
設
け
ら
れ
る
共
同
生
活
室
（
当
該
療
養
室
の
入
居
者
が
交
流
し
、
共
同
で
日
常
生
活
を
営
む

た
め
の
場
所
を
い
う
。
第
三
百
七
十
五
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
百
七
十
九
条
第
四
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
一
体
的
に
構
成
さ
れ
る
場
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
」

と
い
う
。
）
ご
と
に
入
居
者
の
日
常
生
活
が
営
ま
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ
る
介
護

老
人
保
健
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
及
び
第
六
百
三
十
四
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

基
本
方
針
並
び
に
施
設
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。 

（
基
本
方
針
） 

第
三
百
七
十
四
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
居
者
一
人
一
人
の
意
思
及
び
人
格

を
尊
重
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
へ
の
復
帰
を
念
頭
に

置
い
て
、
入
居
前
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
と
入
居
後
の
生
活
が
連
続
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
配

慮
し
な
が
ら
、
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
医
療

並
び
に
日
常
生
活
上
の
世
話
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
い
て
入
居
者
が
相
互
に

社
会
的
関
係
を
築
き
、
自
律
的
な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
地
域
や
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行

い
、
市
町
村
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
他
の
介
護
保
険
施
設
そ
の

他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 



 
 
 
 
 

第
二
款 

施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
基
準 

（
施
設
） 

第
三
百
七
十
五
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
療
養
室
、
診
察
室
及
び
機
能
訓
練
室

の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
施
設
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
サ
テ
ラ
イ

ト
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施
設
（
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
入
居
者
の
日
常
生
活
が
営
ま
れ
、
こ
れ

に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ
る
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の

項
及
び
第
四
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
本
体
施
設
の
施
設
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
当
該

本
体
施
設
の
入
居
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
調
理
室
、
洗
濯
室

又
は
洗
濯
場
及
び
汚
物
処
理
室
を
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
医
療
機
関
併
設
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施

設
（
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
入
居
者
の
日
常
生
活
が
営
ま
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ
る
医

療
機
関
併
設
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施
設
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
第
二
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
併
設
さ
れ
る
病
院
又
は
診
療
所
の
施
設
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
医
療
機
関
併
設
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
当
該
病
院

又
は
診
療
所
の
入
居
者
又
は
入
院
患
者
の
処
遇
が
適
切
に
行
わ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

こ
れ
ら
の
施
設
を
有
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

ユ
ニ
ッ
ト
（
療
養
室
を
除
く
。
） 

二 

浴
室 

三 

サ
ー
ビ
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

四 

調
理
室 

五 

洗
濯
室
又
は
洗
濯
場 

六 

汚
物
処
理
室 

２ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

ユ
ニ
ッ
ト
（
療
養
室
を
除
く
。
） 

イ 

共
同
生
活
室 

⑴ 

共
同
生
活
室
は
、
い
ず
れ
か
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
も
の
と
し
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
の

入
居
者
が
交
流
し
、
共
同
で
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
形
状

を
有
す
る
こ
と
。 

⑵ 

一
の
共
同
生
活
室
の
床
面
積
は
、
二
平
方
メ
ー
ト
ル
に
当
該
共
同
生
活
室
が
属
す
る

ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員
を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
を
標
準
と
す
る
こ
と
。 

⑶ 

必
要
な
設
備
及
び
備
品
を
備
え
る
こ
と
。 

ロ 

洗
面
所 

⑴ 

療
養
室
ご
と
に
設
け
る
か
、
又
は
共
同
生
活
室
ご
と
に
適
当
数
設
け
る
こ
と
。 

⑵ 

身
体
の
不
自
由
な
者
が
使
用
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 



ハ 

便
所 

⑴ 

療
養
室
ご
と
に
設
け
る
か
、
又
は
共
同
生
活
室
ご
と
に
適
当
数
設
け
る
こ
と
。 

⑵ 

ブ
ザ
ー
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
身
体
の
不
自
由
な
者
が
使

用
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

⑶ 
常
夜
灯
を
設
け
る
こ
と
。 

二 

浴
室 

イ 

身
体
の
不
自
由
な
者
が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

一
般
浴
槽
の
ほ
か
、
入
浴
に
介
助
を
必
要
と
す
る
者
の
入
浴
に
適
し
た
特
別
浴
槽
を
設

け
る
こ
と
。 

３ 

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
用
に
供
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
居
者
に
対
す
る
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

４ 

前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
設
備
構
造
の
基
準

は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
物
（
入
居
者
の
療
養
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い

附
属
の
建
物
を
除
く
。
）
は
、
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要

件
を
満
た
す
二
階
建
て
又
は
平
屋
建
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
物
に
あ
っ

て
は
、
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

イ 

療
養
室
等
を
二
階
及
び
地
階
の
い
ず
れ
に
も
設
け
て
い
な
い
こ
と
。 

ロ 

療
養
室
等
を
二
階
又
は
地
階
に
設
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
全

て
を
満
た
す
こ
と
。 

⑴ 

当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
消
防
長
又
は
消
防
署

長
と
相
談
の
上
、
第
三
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
百
六
十
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
計
画
に
入
居
者
の
円
滑
か
つ
迅
速
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

を
定
め
る
こ
と
。 

⑵ 

第
三
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
百
六
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
訓
練

に
つ
い
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
計
画
に
従
い
、
昼
間
及
び
夜
間
に
お
い
て
行
う
こ
と
。 

⑶ 

火
災
時
に
お
け
る
避
難
、
消
火
等
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民

等
と
の
連
携
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。 

二 

療
養
室
等
が
二
階
以
上
の
階
に
あ
る
場
合
は
、
屋
内
の
直
通
階
段
及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
介
護
老
人

保
健
施
設
又
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
医
療
機
関
併
設
型
小
規
模
介
護
老
人
保
健
施
設
の
場
合
は
、
機

能
訓
練
室
は
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
面
積
を
有
し
、
必
要
な
器
械
・
器
具
を
備
え
る
こ

と
。 



三 

療
養
室
等
が
三
階
以
上
の
階
に
あ
る
場
合
は
、
避
難
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
避
難
階
段
を

二
以
上
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
号
に
規
定
す
る
直
通
階
段
を
建
築
基
準
法
施
行
令
第
百

二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
避
難
階
段
と
し
て
の
構
造
と
す
る
場
合
は
、
そ
の
直
通
階
段

の
数
を
避
難
階
段
の
数
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

四 

階
段
に
は
、
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。 

五 

廊
下
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

イ 

幅
は
、
一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
廊
下
の
幅
は
、
二
・
七
メ

ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
な
お
、
廊
下
の
一
部
の
幅
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
居

者
、
従
業
者
等
の
円
滑
な
往
来
に
支
障
が
生
じ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
一
・
五

メ
ー
ト
ル
以
上
（
中
廊
下
に
あ
っ
て
は
、
一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
上
）
と
し
て
差
し
支
え
な

い
。 

ロ 

手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。 

ハ 

常
夜
灯
を
設
け
る
こ
と
。 

六 

入
居
者
に
対
す
る
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
設
備

を
備
え
る
こ
と
。 

七 

消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

５ 

前
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
、
火
災
予
防
、
消
火
活
動
等
に
関
し
専
門
的

知
識
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
木
造
か
つ
平

屋
建
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
建
物
で
あ
っ
て
、
火
災
に
係
る
入
居
者
の
安
全

性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
め
た
と
き
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
を

要
し
な
い
。 

一 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
、
天
井
等
の
内
装
材
等
へ
の
難
燃
性
の
材
料
の
使
用
、
調

理
室
等
火
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
お
け
る
防
火
区
画
の
設
置
等
に
よ
り
、
初

期
消
火
及
び
延
焼
の
抑
制
に
配
慮
し
た
構
造
で
あ
る
こ
と
。 

二 

非
常
警
報
設
備
の
設
置
等
に
よ
る
火
災
の
早
期
発
見
及
び
通
報
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
円
滑
な
消
火
活
動
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

三 

避
難
口
の
増
設
、
搬
送
を
容
易
に
行
う
た
め
に
十
分
な
幅
員
を
有
す
る
避
難
路
の
確
保
等

に
よ
り
、
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
避
難
訓
練
を
頻
繁
に
実
施
す
る
こ

と
、
配
置
人
員
を
増
員
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
火
災
の
際
の
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
も
の
で

あ
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
三
百
七
十
六
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す

る
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
は
、
入
居
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、
施



設
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
に
支
払
わ
れ
る
施
設
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
介
護
保
健

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
入
居
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る

費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
居
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食

費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入

居
者
に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二

項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

二 

居
住
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
が
入
居
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の

基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
居
者

に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第

二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
居
者
が
選
定
す
る
特
別
な
療
養
室
の
提
供
を
行
っ
た
こ

と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
居
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 

理
美
容
代 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜

の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
そ
の
入

居
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
入
居
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
及
び
費
用
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
入
居
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る
同
意
に
つ
い
て
は
、

文
書
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
） 

第
三
百
七
十
七
条 

介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
三
条



に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
） 

第
三
百
七
十
八
条 

看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十

四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
食
事
） 

第
三
百
七
十
九
条 
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
栄
養
並
び
に
入
居
者
の
心
身
の
状
況

及
び
嗜 し
好
を
考
慮
し
た
食
事
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
居
者
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
、
適
切
な
方
法
に

よ
り
、
食
事
の
自
立
に
つ
い
て
必
要
な
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
居
者
の
生
活
習
慣
を
尊
重
し
た
適
切
な
時
間
に
食

事
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
入
居
者
が
そ
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
で
き
る
限
り
自
立
し
て
食

事
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
時
間
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
居
者
が
相
互
に
社
会
的
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
そ
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
入
居
者
が
共
同
生
活
室
で
食
事
を
と
る
こ
と
を
支
援
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
三
百
八
十
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
入
居
者
の
嗜 し
好
に
応
じ
た
趣
味
、
教
養

又
は
娯
楽
に
係
る
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
入
居
者
が
自
律
的
に
行
う
こ
れ
ら
の

活
動
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
常
に
入
居
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

入
居
者
と
そ
の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
三
百
八
十
一
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て

の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

入
居
定
員 

四 

ユ
ニ
ッ
ト
の
数
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
の
入
居
定
員 

五 

入
居
者
に
対
す
る
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

六 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

七 

非
常
災
害
対
策 

八 

そ
の
他
施
設
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
三
百
八
十
二
条 

勤
務
体
制
の
確
保
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準



の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
三
百
八
十
三
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
の
入
居
定
員
及
び
療

養
室
の
定
員
を
超
え
て
入
居
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を

得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
準
用
） 

第
三
百
八
十
四
条 
第
三
百
三
十
七
条
か
ら
第
三
百
四
十
三
条
ま
で
、
第
三
百
四
十
五
条
、
第
三

百
四
十
七
条
か
ら
第
三
百
五
十
条
ま
で
、
第
三
百
五
十
三
条
、
第
三
百
五
十
五
条
か
ら
第
三
百

五
十
八
条
ま
で
及
び
第
三
百
六
十
二
条
か
ら
第
三
百
七
十
二
条
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型

介
護
老
人
保
健
施
設
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
百
三
十
七
条
中
「
第

五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
条
」
と
、
第
三
百
三
十
八
条

中
「
第
五
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
条
の
二
」
と
、

第
三
百
四
十
八
条
中
「
第
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十

五
条
」
と
、
第
三
百
五
十
六
条
中
「
第
二
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
二
十
三
条
」
と
、
第
三
百
五
十
七
条
第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

節
第
三
款
」
と
、
第
三
百
五
十
八
条
中
「
第
三
百
四
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
八
十
四

条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
百
四
十
七
条
」
と
、
同
条
第
四
号
及
び
第
三
百
七
十
二
条
第
二
項

第
六
号
中
「
第
三
百
六
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す

る
第
三
百
六
十
八
条
第
二
項
」
と
、
第
三
百
五
十
八
条
第
五
号
及
び
第
三
百
七
十
二
条
第
二
項

第
七
号
中
「
第
三
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三

十
六
条
第
二
項
」
と
、
第
三
百
六
十
六
条
中
「
第
三
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お

い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
二
条
」
と
、
第
三
百
七
十
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
三
百
七
十
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第

三
百
四
十
二
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
百
四
十

二
条
第
四
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
百
四
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
八

十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
百
四
十
三
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
十
三
条
第

五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
七
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
百
五
十
五
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
三
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
百
五
十
五
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 

 
 
 

第
五
章 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 
 
 

第
一
節 

総
則 

（
定
義
） 

第
三
百
八
十
五
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

法
及
び
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年



厚
生
省
令
第
四
十
一
号
。
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
附
則
第
二
条
第

四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す

る
用
語
の
例
に
よ
る
。 

（
基
本
方
針
） 

第
三
百
八
十
六
条 
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
長
期
に
わ
た
る
療
養
を
必
要
と
す
る
要
介

護
者
に
対
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
、
療
養
上
の
管
理
、
看
護
、
医
学
的
管
理
の

下
に
お
け
る
介
護
そ
の
他
の
世
話
及
び
機
能
訓
練
そ
の
他
の
必
要
な
医
療
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
、
常
に
入
院
患
者

の
立
場
に
立
っ
て
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
地
域
や
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、

市
町
村
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
他
の
介
護
保
険
施
設
そ
の
他
の

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 
 
 
 

第
二
節 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
三
百
八
十
七
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、

省
令
第
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
三
節 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
構
造
設
備
） 

第
三
百
八
十
八
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
に
限
る
。
）
の
構

造
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

第
三
百
八
十
九
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
に
限
る
。
）
の

構
造
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

第
三
百
九
十
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院

に
限
る
。
）
の
構
造
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と

と
す
る
。 

 
 
 
 

第
四
節 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
） 

第
三
百
九
十
一
条 

内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
提
供
拒
否
の
禁
止
） 



第
三
百
九
十
二
条 

提
供
拒
否
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
） 

第
三
百
九
十
三
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
患
者
の
病
状
等
を
勘
案
し
、
自
ら
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
適
切
な
病
院
又
は
診
療
所
等

を
紹
介
す
る
等
の
適
切
な
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
受
給
資
格
等
の
確
認
） 

第
三
百
九
十
四
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
の
提
示
す
る
被
保
険
者
証
に
よ
っ
て
、
被
保
険
者
資
格
、
要

介
護
認
定
の
有
無
及
び
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
を
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
前
項
の
被
保
険
者
証
に
法
第
七
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す

る
認
定
審
査
会
意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
認
定
審
査
会
意
見
に
配
慮
し
て
、
指

定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
要
介
護
認
定
の
申
請
に
係
る
援
助
） 

第
三
百
九
十
五
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
の
際
に
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
患
者
に
つ
い
て
は
、
要
介
護
認
定
の
申
請
が
既
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
申

請
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
患
者
の
意
思
を
踏
ま
え
て
速
や
か
に
当
該
申
請
が
行
わ
れ
る

よ
う
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
要
介
護
認
定
の
更
新
の
申
請
が
遅
く
と
も
当
該
入
院
患
者

が
受
け
て
い
る
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
の
満
了
日
の
三
十
日
前
に
は
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な

援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
入
退
院
） 

第
三
百
九
十
六
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
長
期
に
わ
た
る
療
養
が
必
要
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
要
介
護
者
を
対
象
に
、
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
の
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
患
者
の
数
が
入
院
患
者
の

定
員
か
ら
入
院
患
者
の
数
を
差
し
引
い
た
数
を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
、
長
期
に
わ
た
る
療
養

及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
の
必
要
性
を
勘
案
し
、
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
必
要
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
患
者
を
優
先
的
に
入
院
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
患
者
の
入
院
に
際
し
て
は
、
そ
の
者
に
係
る
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
病
歴
、
生
活
歴
、
指
定
居
宅

サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
医
師
は
、
適
時
、
療
養
の
必
要
性
を
判
断
し
、
医
学
的
に
入

院
の
必
要
性
が
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
患
者
に
対
し
、
退
院
を
指
示
し
な
け
れ
ば
な
ら



な
い
。 

５ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
患
者
の
退
院
に
際
し
て
は
、
そ
の
者
又
は
そ
の
家
族
に
対

し
、
適
切
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等
の
援
助
に
資
す
る
た
め
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
ほ
か
、
退
院
後
の
主
治
の
医
師
に
対

す
る
情
報
の
提
供
そ
の
他
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接

な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
三
百
九
十
七
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
に
際
し
て
は
入
院
の
年
月
日
並
び
に

入
院
し
て
い
る
介
護
保
険
施
設
の
種
類
及
び
名
称
を
、
退
院
に
際
し
て
は
退
院
の
年
月
日
を
、

当
該
患
者
の
被
保
険
者
証
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
は
、
提

供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
三
百
九
十
八
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
（
法
第
四
十
八

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
百
三
十
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
入
院
患
者

に
代
わ
り
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
支
払
わ
れ
る
場
合
の
当
該
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
に
係
る
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当

す
る
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
は
、
入
院
患
者
か
ら
利
用
料
（
施
設
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
の
対
象
と
な
る
費
用
に
係
る
対
価
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
一
部
と
し
て
、
当
該
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
法
第
四
十
八
条
第
二

項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に

当
該
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定

介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
次
項
及
び
第
四
百
三
十
条
に
お
い
て

「
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
施
設
に
支
払
わ
れ
る
施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
ら
れ
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
療
養

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
入
院
患
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
費
用

の
額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
院
患
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る

食
費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が



入
院
患
者
に
代
わ
り
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二

項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

二 

居
住
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
が
入
院
患
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費

の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
院

患
者
に
代
わ
り
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第

二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
院
患
者
が
選
定
す
る
特
別
な
病
室
の
提
供
を
行
っ
た
こ

と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
院
患
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ

と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 

理
美
容
代 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る

便
宜
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
そ

の
入
院
患
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
入
院
患
者
又
は
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及

び
費
用
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
入
院
患
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る
同
意
に
つ
い
て
は
、
文

書
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
保
険
給
付
の
請
求
の
た
め
の
証
明
書
の
交
付
） 

第
三
百
九
十
九
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い

指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
提
供
し
た
指
定
介
護

療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
費
用
の
額
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
証
明
書
を
患
者
に
対
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
） 

第
四
百
条 

指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
四
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
） 

第
四
百
一
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
管
理
者
は
、
介
護
支
援
専
門
員
に
施
設
サ
ー
ビ
ス

計
画
の
作
成
に
関
す
る
業
務
を
担
当
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
関
す
る
業
務
を
担
当
す
る
介
護
支
援
専
門
員
（
以
下
こ
の
条
及
び
第



四
百
十
条
に
お
い
て
「
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
」
と
い
う
。
）
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
入
院
患
者
の
日
常
生
活
全
般
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、
当
該
地
域
の

住
民
に
よ
る
自
発
的
な
活
動
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
も
含
め
て
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
上
に

位
置
付
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
方

法
に
よ
り
、
入
院
患
者
に
つ
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
の
評
価

を
通
じ
て
入
院
患
者
が
現
に
抱
え
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
入
院
患
者
が
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
上
で
解
決
す
べ
き
課
題
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

４ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
解
決
す
べ
き
課
題
の
把
握
（
次
項
及
び

第
九
項
に
お
い
て
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
。
）
に
当
た
っ
て
は
、
入
院
患
者
及
び
そ
の
家

族
に
面
接
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門

員
は
、
面
接
の
趣
旨
を
入
院
患
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
し
て
十
分
に
説
明
し
、
理
解
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
入
院
患
者
の
希
望
、
入
院
患
者
に
つ
い
て
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
結
果
及
び
医
師
の
治
療
の
方
針
に
基
づ
き
、
入
院
患
者
の
家
族
の
希
望
を
勘
案
し
て
、
入

院
患
者
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
に
対
す
る
意
向
、
総
合
的
な
援
助
の
方
針
、
生
活
全
般
の
解
決

す
べ
き
課
題
、
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、
指
定
介
護
療
養

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項
等
を

記
載
し
た
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
（
入
院
患
者
に
対
す
る
指
定
介
護

療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
他
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
担
当
者
」
と

い
う
。
）
を
招
集
し
て
行
う
会
議
を
い
う
。
第
十
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
開
催
、
担
当
者

に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
当
該
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
担
当
者
か

ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
入
院
患
者

又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、文
書
に
よ
り
入
院
患
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
施
設
サ

ー
ビ
ス
計
画
を
入
院
患
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

９ 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
後
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

実
施
状
況
の
把
握
（
入
院
患
者
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
。
）
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 
 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
実
施
状
況
の
把
握
（
第
二
号
に
お
い
て

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
に
当
た
っ
て
は
、
入
院
患
者
及
び
そ
の
家
族
並
び
に
担
当
者
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と
の
連
絡
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
と
し
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

定
期
的
に
入
院
患
者
に
面
接
す
る
こ
と
。 

二 
定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。 

 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議

の
開
催
、
担
当
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
担
当
者
か
ら
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

入
院
患
者
が
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
介
護
更
新
認
定
を
受
け
た
場
合 

二 

入
院
患
者
が
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
状
態
区
分
の
変
更
の
認
定
を
受

け
た
場
合 

 
 

第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
九
項
に
規
定
す
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
に 

つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
診
療
の
方
針
） 

第
四
百
二
条 

診
療
の
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ

と
と
す
る
。 

（
機
能
訓
練
） 

第
四
百
三
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
の
心
身
の
諸
機
能
の
維
持
回
復
を
図

り
、
日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
理
学
療
法
、
作
業
療
法
そ
の
他
適
切

な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
計
画
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
） 

第
四
百
四
条 

看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
八
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
食
事
の
提
供
） 

第
四
百
五
条 

入
院
患
者
の
食
事
は
、
栄
養
並
び
に
入
院
患
者
の
身
体
の
状
態
、
病
状
及
び
嗜 し
好

を
考
慮
し
た
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
時
間
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

入
院
患
者
の
食
事
は
、
そ
の
者
の
自
立
の
支
援
に
配
慮
し
て
、
で
き
る
だ
け
離
床
し
て
食
堂

で
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
四
百
六
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
適
宜
入
院
患
者
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

行
事
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
常
に
入
院
患
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
入

院
患
者
と
そ
の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
患
者
に
関
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
） 

第
四
百
七
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
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入
院
患
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を
付
し
て
そ

の
旨
を
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
退
院
し
な
い
と
き
。 

二 

正
当
な
理
由
な
し
に
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
指
示
に
従
わ
な
い

こ
と
に
よ
り
、
要
介
護
状
態
の
程
度
を
増
進
さ
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

三 

偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
保
険
給
付
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
。 

（
管
理
者
の
管
理
） 

第
四
百
八
条 

管
理
者
の
管
理
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
の
責
務
） 

第
四
百
九
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の

従
業
者
の
管
理
、
業
務
の
実
施
状
況
の
把
握
そ
の
他
の
管
理
を
、
一
元
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
管
理
者
は
、
従
業
者
に
こ
の
節
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
の
責
務
） 

第
四
百
十
条 

計
画
担
当
介
護
支
援
専
門
員
は
、
第
四
百
一
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に

掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

入
院
の
申
込
み
を
行
っ
て
い
る
患
者
の
入
院
に
際
し
、
そ
の
者
に
係
る
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
病
歴
、
生
活
歴
、
指
定
居
宅
サ

ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況
等
を
把
握
す
る
こ
と
。 

二 

入
院
患
者
の
退
院
に
際
し
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等
の
援
助
に
資
す
る
た
め
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
し
て
情
報
を
提
供
す
る
ほ
か
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
密
接
に
連
携
す
る
こ
と
。 

三 

第
四
百
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
を
記
録
す
る
こ
と
。 

四 

省
令
第
三
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に

つ
い
て
記
録
す
る
こ
と
。 

（
運
営
規
程
） 

第
四
百
十
一
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要

事
項
に
関
す
る
規
程
（
第
四
百
十
七
条
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 



三 

入
院
患
者
の
定
員 

四 

入
院
患
者
に
対
す
る
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用

の
額 

五 
施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

六 

非
常
災
害
対
策 

七 

そ
の
他
施
設
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
四
百
十
二
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
に
対
し
、
適
切
な
指
定
介
護
療
養

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
当
該
施
設
の
従
業
者
に
よ
っ
て
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
入
院
患
者
の
処
遇
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
業
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
四
百
十
三
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
の
定
員
及
び
病
室
の
定
員
を
超
え

て
入
院
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
四
百
十
四
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、

非
常
災
害
時
の
関
係
機
関
へ
の
通
報
及
び
連
携
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
従
業
者

に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必
要
な
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時

に
お
い
て
必
要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
四
百
十
五
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
の
使
用
す
る
施
設
、
食
器
そ
の
他

の
設
備
又
は
飲
用
に
供
す
る
水
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、医
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
い
て
感
染
症
又
は

食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

一 

当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
け
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の



防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
を
お
お
む
ね
三
月
に
一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。 

二 

当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
け
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の

防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。 

三 

当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
お
い
て
、
介
護
職
員
そ
の
他
の
従
業
者
に
対
し
、
感

染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
定
め
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
発
生
が
疑
わ
れ

る
際
の
対
処
等
に
関
す
る
手
順
に
沿
っ
た
対
応
を
行
う
こ
と
。 

（
協
力
歯
科
医
療
機
関
） 

第
四
百
十
六
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
力
歯
科
医
療
機
関
を
定
め

て
お
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
掲
示
） 

第
四
百
十
七
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
見
や
す

い
場
所
に
、
運
営
規
程
の
概
要
並
び
に
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
、
利
用
料
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

の
選
択
に
関
す
る
重
要
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
四
百
十
八
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

（
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
す
る
利
益
供
与
等
の
禁
止
） 

第
四
百
十
九
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
そ
の
従
業
者
に

対
し
、
要
介
護
被
保
険
者
に
当
該
施
設
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財

産
上
の
利
益
を
供
与
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
又
は
そ
の
従
業
者
か
ら
、
当
該
施

設
か
ら
の
退
院
患
者
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
収

受
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
苦
情
処
理
） 

第
四
百
二
十
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
提
供
し
た
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
入
院
患
者
及
び
そ
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情

を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の
内

容
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
提
供
し
た
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
法
第

二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
が
行
う
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
の
求
め

又
は
当
該
市
町
村
の
職
員
か
ら
の
質
問
若
し
く
は
照
会
に
応
じ
、
入
院
患
者
か
ら
の
苦
情
に
関



し
て
市
町
村
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場

合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
市
町
村
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
改
善

の
内
容
を
市
町
村
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
提
供
し
た
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
入
院

患
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が
行
う
法
第
百
七
十
六
条
第
一
項
第

三
号
の
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
同
号
の
指
導
又
は
助

言
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
前
項
の
改
善
の
内
容
を
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
四
百
二
十
一
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又

は
そ
の
自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
提
供
し
た
指
定
介
護
療
養
施

設
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
入
院
患
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
、
市
町
村
等
が
派
遣
す
る
者
が
相
談

及
び
援
助
を
行
う
事
業
そ
の
他
の
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
） 

第
四
百
二
十
二
条 

事
故
発
生
の
防
止
及
び
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
四
条

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
会
計
の
区
分
） 

第
四
百
二
十
三
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

会
計
と
そ
の
他
の
事
業
の
会
計
を
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
四
百
二
十
四
条 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
従
業
者
、
施
設
及
び
設
備
構
造
並
び
に
会

計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
に
対
す
る
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

一 

施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画 

二 

第
三
百
九
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

三 

省
令
第
十
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
入
院



患
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
の
記
録 

四 

第
四
百
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

五 

第
四
百
二
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

六 
省
令
第
三
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に

つ
い
て
の
記
録 

 
 
 
 

第
五
節 
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準 

 
 
 
 
 

第
一
款 

こ
の
節
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針 

（
こ
の
節
の
趣
旨
） 

第
四
百
二
十
五
条 

第
三
百
八
十
六
条
、
第
三
節
及
び
前
節
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ユ
ニ
ッ
ト

型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
施
設
の
全
部
に
お
い
て
少
数
の
病
室
及
び
当
該
病
室
に
近
接

し
て
設
け
ら
れ
る
共
同
生
活
室
（
当
該
病
室
の
入
院
患
者
が
交
流
し
、
共
同
で
日
常
生
活
を
営

む
た
め
の
場
所
を
い
う
。
第
四
百
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
一
体
的
に
構

成
さ
れ
る
場
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
入
院
患
者
の
日

常
生
活
が
営
ま
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
を
い
う
。

以
下
こ
の
節
及
び
第
六
百
三
十
四
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
基
本
方
針
並
び
に
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
節
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
基
本
方
針
） 

第
四
百
二
十
六
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
一
人
一
人
の
意
思

及
び
人
格
を
尊
重
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
へ
の
復
帰

を
念
頭
に
置
い
て
、
入
院
前
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
と
入
院
後
の
生
活
が
連
続
し
た
も
の
と
な

る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
療
養
上
の
管
理
、
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
そ
の
他

の
世
話
及
び
機
能
訓
練
そ
の
他
の
必
要
な
医
療
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
い
て

入
院
患
者
が
相
互
に
社
会
的
関
係
を
築
き
、
自
律
的
な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
を
支
援
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
地
域
や
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運

営
を
行
い
、
市
町
村
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
他
の
介
護
保
険
施

設
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
構
造
設
備
） 

第
四
百
二
十
七
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
に
限

る
。
）
の
構
造
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と

と
す
る
。 



第
四
百
二
十
八
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
に

限
る
。
）
の
構
造
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と

と
す
る
。 

第
四
百
二
十
九
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟

を
有
す
る
病
院
に
限
る
。
）
の
構
造
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 
運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
四
百
三
十
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該

当
す
る
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
は
、
入
院
患
者
か
ら
利
用
料
の
一
部

と
し
て
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に

支
払
わ
れ
る
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指

定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
に
入
院
患
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に

掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
院
患
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る

食
費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が

入
院
患
者
に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、

同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

二 

居
住
に
要
す
る
費
用
（
法
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
が
入
院
患
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費

の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
入
院

患
者
に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同

条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
院
患
者
が
選
定
す
る
特
別
な
病
室
の
提
供
を
行
っ
た
こ

と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
入
院
患
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ

と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 

理
美
容
代 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る



便
宜
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
そ

の
入
院
患
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 
前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
費
用
の
額
に
係
る
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
入
院
患
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
入
院
患
者
の
同
意
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る
同
意

に
つ
い
て
は
、
文
書
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
） 

第
四
百
三
十
一
条 

指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十

三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
） 

第
四
百
三
十
二
条 

看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十

四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
食
事
） 

第
四
百
三
十
三
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
栄
養
並
び
に
入
院
患
者
の
心

身
の
状
況
及
び
嗜 し
好
を
考
慮
し
た
食
事
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
、
適
切

な
方
法
に
よ
り
、
食
事
の
自
立
に
つ
い
て
必
要
な
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
の
生
活
習
慣
を
尊
重
し
た
適
切
な

時
間
に
食
事
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
入
院
患
者
が
そ
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
で
き
る
限
り

自
立
し
て
食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
時
間
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
が
相
互
に
社
会
的
関
係
を
築
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
入
院
患
者
が
共
同
生
活
室
で
食
事
を
と
る
こ

と
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
四
百
三
十
四
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
入
院
患
者
の
嗜 し
好
に
応
じ
た

趣
味
、
教
養
又
は
娯
楽
に
係
る
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
入
院
患
者
が
自
律
的
に

行
う
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
常
に
入
院
患
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
入
院
患
者
と
そ
の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
運
営
規
程
） 



第
四
百
三
十
五
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に

つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 
従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

入
院
患
者
の
定
員 

四 

ユ
ニ
ッ
ト
の
数
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
の
入
院
患
者
の
定
員 

五 

入
院
患
者
に
対
す
る
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用

の
額 

六 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

七 

非
常
災
害
対
策 

八 

そ
の
他
施
設
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
四
百
三
十
六
条 

勤
務
体
制
の
確
保
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
四
百
三
十
七
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
の
入
院
患
者

の
定
員
及
び
病
室
の
定
員
を
超
え
て
入
院
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の

他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
準
用
） 

第
四
百
三
十
八
条 

第
三
百
九
十
一
条
か
ら
第
三
百
九
十
七
条
ま
で
、
第
三
百
九
十
九
条
、
第
四

百
一
条
か
ら
第
四
百
三
条
ま
で
、
第
四
百
七
条
か
ら
第
四
百
十
条
ま
で
及
び
第
四
百
十
四
条
か

ら
第
四
百
二
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
百
九
十
一
条
中
「
第
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
六
条
」
と
、
第
三
百
九
十
二
条
中
「
第
六
条
の
二
」
と
あ
る
の
は

「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
六
条
の
二
」
と
、
第
四
百
二
条
中
「
第
十
六
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
六
条
」
と
、
第
四
百
八
条
中
「
第
二
十

二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
二
条
」
と
、
第
四
百
九
条

第
二
項
中
「
こ
の
節
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
節
第
三
款
」
と
、
第
四
百
十
条
中
「
第
四
百
一
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
百
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
一
条
」
と
、
同
条
第
三
号
及
び

第
四
百
二
十
四
条
第
二
項
第
五
号
中
「
第
四
百
二
十
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
百
三
十

八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
二
十
条
第
二
項
」
と
、
第
四
百
十
条
第
四
号
及
び
第
四
百
二

十
四
条
第
二
項
第
六
号
中
「
第
三
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
三
十
四
条
第
二
項
」
と
、
第
四
百
十
八
条
中
「
第
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
条
」
と
、
第
四
百
二
十
二
条
中
「
第
三
十
四
条
」
と
あ



る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
四
条
」
と
、
第
四
百
二
十
四
条
第
二
項

第
二
号
中
「
第
三
百
九
十
七
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
百
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す

る
第
三
百
九
十
七
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
四
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

四
十
三
条
第
七
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
四
百
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
百
三
十
八
条

に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
七
条
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
四
百
二
十
条
第
二
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
四
百
三
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
二
十
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
六
号
中

「
第
三
十
四
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
四
条
第

二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 

第
六
章 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
等 

 
 
 
 

第
一
節 

総
則 

（
定
義
） 

第
四
百
三
十
九
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

法
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
以
下
こ
の

章
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。 

（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
） 

第
四
百
四
十
条 

法
第
百
十
五
条
の
二
第
二
項
第
一
号
（
法
第
百
十
五
条
の
十
一
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
七
十
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
条
例
で
定
め
る
者
は
、

施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
十
七
の
二
に
規
定
す
る
者
と
す
る
。 

（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
一
般
原
則
） 

第
四
百
四
十
一
条 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
利
用
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し

て
、
常
に
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
運
営
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
、
市
町
村
、
他
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
そ

の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う

利
用
者
の
安
全
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 

第
二
節 

介
護
予
防
訪
問
介
護 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
四
百
四
十
二
条 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
訪
問
介
護
（
以
下
こ
の
節

並
び
に
第
六
百
七
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
と
い



う
。
）
の
事
業
は
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
要
支
援
状
態
の
維
持

若
し
く
は
改
善
を
図
り
、
又
は
要
介
護
状
態
と
な
る
こ
と
を
予
防
し
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
の
介
護
そ
の
他
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
支

援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
も
っ
て
利
用
者
の
生
活

機
能
の
維
持
又
は
向
上
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
訪
問
介
護
員
等
の
員
数
） 

第
四
百
四
十
三
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指

定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に

お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
訪
問
介
護
員
等

（
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
る
介
護
福
祉
士
又
は
法
第
八
条
の
二
第
二
項
に
規

定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
を
い
う
。
第
四
款
及
び
第
五
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
員
数
に
係
る

基
準
は
、
省
令
第
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
四
百
四
十
四
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
条

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
四
百
四
十
五
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
に
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要

な
広
さ
を
有
す
る
専
用
の
区
画
を
設
け
る
ほ
か
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
に
必
要
な

設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
が
指
定
訪
問
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、か
つ
、

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
事
業
と
指
定
訪
問
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一

体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基

準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と

が
で
き
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
） 

第
四
百
四
十
六
条 

内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
八
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
提
供
拒
否
の
禁
止
） 

第
四
百
四
十
七
条 

提
供
拒
否
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
） 

第
四
百
四
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業



所
の
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
（
当
該
事
業
所
が
通
常
時
に
当
該
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
地
域

を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
等
を
勘
案
し
、
利
用
申
込
者
に
対
し
自
ら
適
切
な

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
当
該
利
用
申

込
者
に
係
る
介
護
予
防
支
援
事
業
者
へ
の
連
絡
、
適
当
な
他
の
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業

者
等
の
紹
介
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
受
給
資
格
等
の
確
認
） 

第
四
百
四
十
九
条 
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
を

求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
者
の
提
示
す
る
被
保
険
者
証
に
よ
っ
て
、
被
保
険
者
資
格
、
要
支

援
認
定
の
有
無
及
び
要
支
援
認
定
の
有
効
期
間
を
確
か
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
被
保
険
者
証
に
、
法
第
百
十
五
条
の
三
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
認
定
審
査
会
意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
認
定
審
査
会
意
見
に

配
慮
し
て
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
を
提
供
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
要
支
援
認
定
の
申
請
に
係
る
援
助
） 

第
四
百
五
十
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
の
開

始
に
際
し
、
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い
利
用
申
込
者
に
つ
い
て
は
、
要
支
援
認
定
の
申
請

が
既
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
申
請
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
当
該
利
用

申
込
者
の
意
思
を
踏
ま
え
て
速
や
か
に
当
該
申
請
が
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
支
援
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含

む
。
）
が
利
用
者
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
な
い
等
の
場
合
で
あ
っ
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、

要
支
援
認
定
の
更
新
の
申
請
が
、
遅
く
と
も
当
該
利
用
者
が
受
け
て
い
る
要
支
援
認
定
の
有
効

期
間
が
終
了
す
る
三
十
日
前
に
は
な
さ
れ
る
よ
う
、必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
心
身
の
状
況
等
の
把
握
） 

第
四
百
五
十
一
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
に

当
た
っ
て
は
、利
用
者
に
係
る
介
護
予
防
支
援
事
業
者
が
開
催
す
る
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議（
指

定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
七

号
。
第
四
百
七
十
九
条
第
一
号
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
」
と
い
う
。
）
第
三

十
条
第
九
号
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）

等
を
通
じ
て
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ

ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
介
護
予
防
支
援
事
業
者
等
と
の
連
携
） 

第
四
百
五
十
二
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
を
提
供
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
予
防
支
援
事
業
者
そ
の
他
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス



を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
の
終
了
に
際
し
て

は
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
適
切
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
利
用
者
に
係
る

介
護
予
防
支
援
事
業
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
及
び
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
を
受
け
る
た
め
の
援
助
） 

第
四
百
五
十
三
条 
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
の

開
始
に
際
し
、
利
用
申
込
者
が
施
行
規
則
第
八
十
三
条
の
九
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

と
き
は
、
当
該
利
用
申
込
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
を
介

護
予
防
支
援
事
業
者
に
依
頼
す
る
旨
を
市
町
村
に
対
し
て
届
け
出
る
こ
と
等
に
よ
り
、
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
説
明
す
る
こ
と
、
介
護
予
防
支
援
事
業

者
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
そ
の
他
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
を
受
け
る
た
め

に
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
四
百
五
十
四
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
施
行
規

則
第
八
十
三
条
の
九
第
一
号
ハ
及
び
ニ
に
規
定
す
る
計
画
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同

じ
。
）
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
計
画
に
沿
っ
た
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
を
提
供

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
等
の
変
更
の
援
助
） 

第
四
百
五
十
五
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
変
更
を
希
望
す
る
場
合
は
、
当
該
利
用
者
に
係
る
介
護
予
防
支
援
事
業
者
へ
の
連
絡
そ
の
他

の
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
身
分
を
証
す
る
書
類
の
携
行
） 

第
四
百
五
十
六
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
訪
問
介
護
員
等
に
身
分
を
証
す
る
書

類
を
携
行
さ
せ
、
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ

を
提
示
す
べ
き
旨
を
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
四
百
五
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
を
提
供
し

た
際
に
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
日
及
び
内
容
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問

介
護
に
つ
い
て
法
第
五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
、
利
用
者
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
記

載
し
た
書
面
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
書
面
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
提

供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
か
ら
の
申
出
が
あ
っ



た
場
合
に
は
、
文
書
の
交
付
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
そ
の
情
報
を
利
用
者
に
対
し
て
提

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
四
百
五
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す

る
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、

当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
介
護

予
防
訪
問
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支

払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護

予
防
訪
問
介
護
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
指
定
介

護
予
防
訪
問
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生

じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
利
用
者
の
選

定
に
よ
り
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
の
居
宅
に
お
い
て
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護

を
行
う
場
合
は
、そ
れ
に
要
し
た
交
通
費
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た

っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
保
険
給
付
の
請
求
の
た
め
の
証
明
書
の
交
付
） 

第
四
百
五
十
九
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し

な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
に
係
る
利
用
料
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
提
供
し
た
指
定
介

護
予
防
訪
問
介
護
の
内
容
、
費
用
の
額
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
証
明
書
を
利
用
者
に
対
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
同
居
家
族
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
禁
止
） 

第
四
百
六
十
条 

同
居
家
族
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
二

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
利
用
者
に
関
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
） 

第
四
百
六
十
一
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
を
受
け
て

い
る
利
用
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を
付
し
て
そ

の
旨
を
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

正
当
な
理
由
な
し
に
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
利
用
に
関
す
る
指
示
に
従
わ
な
い
こ
と

に
よ
り
、
要
支
援
状
態
の
程
度
を
増
進
さ
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
又
は
要
介
護
状
態
に
な

っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

二 

偽
り
そ
の
他
不
正
な
行
為
に
よ
っ
て
保
険
給
付
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
。 



（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
四
百
六
十
二
条 

訪
問
介
護
員
等
は
、
現
に
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
を
行
っ
て
い
る

と
き
に
利
用
者
に
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
は
、
速
や
か
に
主
治
の
医

師
へ
の
連
絡
を
行
う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
管
理
者
及
び
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の
責
務
） 

第
四
百
六
十
三
条 
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問

介
護
事
業
所
の
従
業
者
及
び
業
務
の
管
理
を
、
一
元
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
の

従
業
者
に
こ
の
節
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

３ 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者（
省
令
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
を
い
う
。

第
四
号
及
び
第
四
百
七
十
八
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す

る
。 

一 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
利
用
の
申
込
み
に
係
る
調
整
を
す
る
こ
と
。 

二 

利
用
者
の
状
態
の
変
化
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
意
向
を
定
期
的
に
把
握
す
る
こ
と
。 

三 

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
へ
の
出
席
等
介
護
予
防
支
援
事
業
者
等
と
の
連
携
に
関
す
る
こ
と
。 

四 

訪
問
介
護
員
等
（
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

対
し
、
具
体
的
な
援
助
目
標
及
び
援
助
内
容
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
状
況
に
つ

い
て
の
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
。 

五 

訪
問
介
護
員
等
の
業
務
の
実
施
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
。 

六 

訪
問
介
護
員
等
の
能
力
や
希
望
を
踏
ま
え
た
業
務
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
。 

七 

訪
問
介
護
員
等
に
対
す
る
研
修
、
技
術
指
導
等
を
実
施
す
る
こ
と
。 

八 

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
管
理
に
つ
い
て
必
要
な
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
。 

（
運
営
規
程
） 

第
四
百
六
十
四
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
ご

と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

六 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

七 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
介
護
等
の
総
合
的
な
提
供
） 



第
四
百
六
十
五
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
事
業
の

運
営
に
当
た
っ
て
は
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
又
は
調
理
、
洗
濯
、
掃
除
等
の
家
事

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
介
護
等
」
と
い
う
。
）
を
常
に
総
合
的
に
提
供
す
る
も
の
と
し
、

介
護
等
の
う
ち
特
定
の
支
援
に
偏
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
四
百
六
十
六
条 
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
適
切
な
指
定
介
護
予

防
訪
問
介
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
訪
問
介
護
員

等
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
指

定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
の
訪
問
介
護
員
等
に
よ
っ
て
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
を
提
供

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
訪
問
介
護
員
等
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研

修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
四
百
六
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
訪
問
介
護
員
等
の
清
潔
の
保
持
及
び

健
康
状
態
に
つ
い
て
、
必
要
な
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
の
設
備
及
び
備
品

等
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
掲
示
） 

第
四
百
六
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
の

見
や
す
い
場
所
に
、
第
四
百
六
十
四
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
の
概
要
、
訪
問

介
護
員
等
の
勤
務
の
体
制
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ

る
重
要
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
四
百
六
十
九
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
広
告
） 

第
四
百
七
十
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
に
つ

い
て
広
告
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
が
虚
偽
又
は
誇
大
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。 

（
介
護
予
防
支
援
事
業
者
に
対
す
る
利
益
供
与
の
禁
止
） 

第
四
百
七
十
一
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
支
援
事
業
者
又
は
そ
の
従

業
者
に
対
し
、
利
用
者
に
対
し
て
特
定
の
事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
の
対

償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
供
与
し
て
は
な
ら
な
い
。 



（
苦
情
処
理
） 

第
四
百
七
十
二
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
提
供
し
た
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護

に
係
る
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を

受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情

の
内
容
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
提
供
し
た
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
に
関
し
、
法
第

二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
の
求
め

又
は
当
該
市
町
村
の
職
員
か
ら
の
質
問
若
し
く
は
照
会
に
応
じ
、
及
び
利
用
者
か
ら
の
苦
情
に

関
し
て
市
町
村
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た

場
合
に
お
い
て
は
、当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
市
町
村
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の

改
善
の
内
容
を
市
町
村
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
提
供
し
た
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
に
係
る
利
用
者

か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
が
行
う
法
第
百
七
十
六
条
第
一
項
第
三
号

の
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
同
号
の
指
導
又
は
助
言
を

受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

６ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
前
項
の
改
善
の
内
容
を
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

（
地
域
と
の
連
携
） 

第
四
百
七
十
三
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

提
供
し
た
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
に
関
す
る
利
用
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
市
町
村
等
が
派

遣
す
る
者
が
相
談
及
び
援
助
を
行
う
事
業
そ
の
他
の
市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
に
協
力
す
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
事
故
発
生
時
の
対
応
） 

第
四
百
七
十
四
条 

事
故
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
会
計
の
区
分
） 

第
四
百
七
十
五
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
ご

と
に
経
理
を
区
分
す
る
と
と
も
に
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
事
業
の
会
計
と
そ
の
他
の
事

業
の
会
計
を
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 



第
四
百
七
十
六
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に

関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供

に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

一 

介
護
予
防
訪
問
介
護
計
画 

二 

第
四
百
五
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

三 

第
四
百
六
十
一
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

四 

第
四
百
七
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

五 

省
令
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に

つ
い
て
の
記
録 

 
 
 
 
 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

（
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
四
百
七
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
は
、
利
用
者
の
介
護
予
防
（
法
第
八
条
の
二
第
二

項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
資
す
る
よ
う
、
そ
の

目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
質

の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
り
、
利
用

者
が
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当

た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
最
大
限
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
り
、
利
用

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
る
こ
と
そ
の
他
の
様
々
な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者

が
主
体
的
に
事
業
に
参
加
す
る
よ
う
適
切
な
働
き
か
け
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
四
百
七
十
八
条 

訪
問
介
護
員
等
の
行
う
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
方
針
は
、
第
四
百
四
十

二
条
に
規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本
取
扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る

と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
か
ら
の

情
報
伝
達
や
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を
通
じ
る
等
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
の
心
身

の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
利
用
者
の
日
常
生
活
全
般
の
状
況
の
的
確
な
把
握
を



行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

二 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
前
号
に
規
定
す
る
利
用
者
の
日
常
生
活
全
般
の
状
況
及
び
希

望
を
踏
ま
え
て
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
期
間
等
を
記
載
し
た
介
護
予
防
訪
問
介

護
計
画
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

三 

介
護
予
防
訪
問
介
護
計
画
は
、
既
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
当
該
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

四 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
介
護
予
防
訪
問
介
護
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
。 

五 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
介
護
予
防
訪
問
介
護
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
介
護

予
防
訪
問
介
護
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

六 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、介
護
予
防
訪
問
介
護
計
画
に
基
づ
き
、

利
用
者
が
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

七 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨
と
し
、

利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
等
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ

う
に
説
明
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

八 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
技
術
の
進
歩
に
対
応
し
、
適
切

な
介
護
技
術
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

九 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
介
護
予
防
訪
問
介
護
計
画
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
開

始
時
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
月
に
一
回
は
、
当
該
介
護
予
防
訪
問
介
護
計
画
に
係
る
利
用
者

の
状
態
、
当
該
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
状
況
等
に
つ
い
て
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
に
報
告
す

る
と
と
も
に
、
当
該
介
護
予
防
訪
問
介
護
計
画
に
記
載
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
期
間

が
終
了
す
る
ま
で
に
、
少
な
く
と
も
一
回
は
、
当
該
介
護
予
防
訪
問
介
護
計
画
の
実
施
状
況

の
把
握
（
次
号
及
び
第
十
一
号
に
お
い
て
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
を
行
う
も
の
と

す
る
こ
と
。 

十 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
記
録
し
、
当
該
記
録
を
当
該
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

十
一 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
介
護

予
防
訪
問
介
護
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

十
二 

第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
規
定
は
、
前
号
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
介
護
計
画
の

変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
こ
と
。 



（
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
） 

第
四
百
七
十
九
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
予
防
の
効
果
を
最

大
限
高
め
る
観
点
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
が
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
り
、
介
護
予
防
支
援
に

お
け
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
指
定
介
護
予
防
支
援
等
基
準
第
三
十
条
第
七
号
に
規
定
す
る
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
い
う
。
第
五
百
四
十
八
条
第
一
号
及
び
第
五
百
六
十
四
条
第
一
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
お
い
て
把
握
さ
れ
た
課
題
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
に
よ
る
当
該
課
題

に
係
る
改
善
状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、効
率
的
か
つ
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
る
こ
と
。 

二 

指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
自
立
支
援
の
観
点
か
ら
、
利
用
者
が
、
可
能
な
限

り
、
自
ら
家
事
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
家
族
、
地

域
の
住
民
に
よ
る
自
主
的
な
取
組
等
に
よ
る
支
援
、
他
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
可
能
性

に
つ
い
て
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 
 
 
 
 

第
六
款 

基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

（
訪
問
介
護
員
等
の
員
数
） 

第
四
百
八
十
条 

基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
訪
問
介
護
又
は
こ
れ
に

相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
と
い
う
。
）

の
事
業
を
行
う
者
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
基
準
該
当
介
護
予

防
訪
問
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
訪
問
介
護
員
等
（
基
準
該
当
介
護
予
防

訪
問
介
護
の
提
供
に
当
た
る
介
護
福
祉
士
又
は
法
第
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定

め
る
者
を
い
う
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
四
百
八
十
一
条 

基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第

四
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
四
百
八
十
二
条 

基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
に
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に

必
要
な
広
さ
の
区
画
を
設
け
る
ほ
か
、
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
に
必
要
な
設
備

及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
事
業
と
基
準
該
当
訪
問
介
護
の
事
業
と
が
、
同
一
の
事
業

者
に
よ
り
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
四
十

五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
項
に
規
定
す
る

基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

（
同
居
家
族
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
制
限
） 

第
四
百
八
十
三
条 

同
居
家
族
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
制
限
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十



四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
準
用
） 

第
四
百
八
十
四
条 

第
一
款
、
第
四
款
（
第
四
百
五
十
三
条
、
第
四
百
五
十
八
条
第
一
項
、
第
四

百
六
十
条
、
第
四
百
六
十
五
条
並
び
に
第
四
百
七
十
二
条
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。
）
及

び
前
款
の
規
定
は
、
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
四
百
四
十
六
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
四
百
四
十
七
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
五
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
四
百
五
十
七
条
中
「
内
容
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
介

護
に
つ
い
て
法
第
五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
四
百
五
十
八
条
第
二
項
及
び
第
四
百

五
十
九
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
と
あ
る

の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
と
、
第
四
百
五
十
八
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
前
項
」
と
、
第
四
百
六
十
三
条
第
三
項
中
「
第
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四

十
一
条
第
二
項
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
五
条
に

お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
四
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
三
節 

介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
四
百
八
十
五
条 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
（
以
下
こ

の
節
及
び
第
六
百
七
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
い
う
。
）

の
事
業
は
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
居
宅
に
お
け
る
入
浴
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
の
身
体

の
清
潔
の
保
持
、
心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
も
っ
て
利
用
者
の
生
活
機
能
の
維
持
又
は

向
上
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
員
の
員
数
） 

第
四
百
八
十
六
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下

こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
第
四
百
九
十
条
に
お
い
て
「
介
護

予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
七
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
四
百
八
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第



四
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
四
百
八
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に

必
要
な
広
さ
を
有
す
る
専
用
の
区
画
を
設
け
る
ほ
か
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供

に
必
要
な
浴
槽
等
の
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
が
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受

け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
と
指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
と
が
同
一

の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
五
十
一
条
第
一
項
に

規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し

て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
四
百
八
十
九
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該

当
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一

部
と
し
て
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か

ら
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を

控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定

介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理

な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲

げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

利
用
者
の
選
定
に
よ
り
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
の
居
宅
に
お
い
て
指
定
介

護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
を
行
う
場
合
の
そ
れ
に
要
す
る
交
通
費 

二 

利
用
者
の
選
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
特
別
な
浴
槽
水
等
に
係
る
費
用 

４ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び

費
用
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
四
百
九
十
条 

介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
は
、
現
に
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の

提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
利
用
者
に
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
は
、

速
や
か
に
主
治
の
医
師
又
は
あ
ら
か
じ
め
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
が
定
め

た
協
力
医
療
機
関
へ
の
連
絡
を
行
う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



（
管
理
者
の
責
務
） 

第
四
百
九
十
一
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問

入
浴
介
護
事
業
所
の
従
業
者
の
管
理
及
び
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
利
用
の
申
込
み
に

係
る
調
整
、
業
務
の
実
施
状
況
の
把
握
そ
の
他
の
管
理
を
一
元
的
に
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護

事
業
所
の
従
業
者
に
こ
の
款
及
び
次
款
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う

も
の
と
す
る
。 

（
運
営
規
程
） 

第
四
百
九
十
二
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護

事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

六 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

七 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

八 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
記
録
の
整
備
） 

第
四
百
九
十
三
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会

計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介

護
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
五
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

二 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
六
十
一
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
七
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

四 

省
令
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状

況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
四
百
九
十
四
条 

第
四
百
四
十
六
条
か
ら
第
四
百
五
十
七
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
九
条
、
第
四

百
六
十
一
条
及
び
第
四
百
六
十
六
条
か
ら
第
四
百
七
十
五
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防



訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪

問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
」
と
、
第
四
百
四
十
六
条
中

「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
四
百
四

十
七
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、

第
四
百
六
十
七
条
第
二
項
中
「
設
備
及
び
備
品
等
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護

に
用
い
る
浴
槽
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
、
第
四
百
六
十
八
条
中
「
第
四
百
六
十
四
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
百
九
十
二
条
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条
中
「
第
三
十

五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

（
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
四
百
九
十
五
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
は
、
利
用
者
の
介
護
予
防
に
資
す
る
よ
う
、

そ
の
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴

介
護
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供
に
当
た

り
、
利
用
者
が
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
最
大
限
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
と
し
、
利
用
者
が
有

す
る
能
力
を
阻
害
す
る
等
の
不
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
わ
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
四
百
九
十
六
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令

第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
六
款 

基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
四
百
九
十
七
条 

介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
（
基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当

す
る
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て「
基

準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業

所
（
次
条
に
お
い
て
「
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置

く
べ
き
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
を
い
う
。
）
の
員
数
に



係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
四
百
九
十
八
条 

基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省

令
第
五
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
四
百
九
十
九
条 
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
に
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に

必
要
な
広
さ
の
区
画
を
設
け
る
ほ
か
、
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供
に
必
要
な

浴
槽
等
の
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
と
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
と
が
同
一

の
事
業
者
に
よ
り
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
六

十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
及
び
備
品
等
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前

項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

（
準
用
） 

第
五
百
条 

第
四
百
四
十
六
条
か
ら
第
四
百
五
十
二
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
四
条
か
ら
第
四
百
五

十
七
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
九
条
、
第
四
百
六
十
一
条
、
第
四
百
六
十
六
条
か
ら
第
四
百
七
十

一
条
ま
で
、
第
四
百
七
十
二
条
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。
）
及
び
第
四
百
七
十
三
条
か

ら
第
四
百
七
十
五
条
ま
で
並
び
に
第
一
款
、
第
四
款
（
第
四
百
八
十
九
条
第
一
項
及
び
第
四
百

九
十
四
条
を
除
く
。
）
及
び
前
款
の
規
定
は
、
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の

は
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
、
第
四
百
四
十
六
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
四
百
四
十
七
条
中
「
第
九
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
四
百
五
十
七
条
中
「
内

容
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者

に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
四

百
五
十
九
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
と
あ

る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
、
第
四
百
六
十
七
条
中
「
設
備
及
び
備
品

等
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
に
用
い
る
浴
槽
そ
の
他
の
設
備
及
び

備
品
等
」
と
、
第
四
百
六
十
八
条
中
「
第
四
百
六
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
百
条
に
お
い

て
準
用
す
る
第
四
百
九
十
二
条
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条
中
「
第
三
十
五
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
、
第
四
百
八
十
九
条

第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ

る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の

は
「
前
項
」
と
、
第
四
百
九
十
六
条
中
「
第
五
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
一
条
に
お
い



て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
七
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
四
節 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
五
百
一
条 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
訪
問
看
護
（
以
下
こ
の
節
並
び

に
第
六
百
七
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
」
と
い
う
。
）

の
事
業
は
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
療
養
生
活
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
心
身
の
機
能
の
維

持
回
復
を
図
り
、
も
っ
て
利
用
者
の
生
活
機
能
の
維
持
又
は
向
上
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
看
護
師
等
の
員
数
） 

第
五
百
二
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
介

護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い

て
「
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
看
護
師
そ
の
他
の
指

定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
看
護
師
等
」
と

い
う
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と

す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
五
百
三
条 

病
院
又
は
診
療
所
以
外
の
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
所
（
次
条
第
一
項
に
お

い
て
「
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。
）
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、

省
令
第
六
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
五
百
四
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必

要
な
広
さ
を
有
す
る
専
用
の
事
務
室
を
設
け
る
ほ
か
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
提
供
に
必

要
な
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
同
一
敷
地
内
に
他
の
事
業
所
、
施
設
等
が
あ
る
場
合
は
、
事
業
の
運
営
を

行
う
た
め
に
必
要
な
広
さ
を
有
す
る
専
用
の
区
画
を
設
け
る
こ
と
で
足
り
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

病
院
又
は
診
療
所
で
あ
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
所
（
第
五
百
十
四
条
第
十
五
号
に

お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
を
担
当
す
る
医
療
機
関
」
と
い
う
。
）
は
、
事
業
の
運
営

を
行
う
た
め
に
必
要
な
広
さ
を
有
す
る
専
用
の
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
事
業
の
用
に
供
す

る
区
画
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
提
供
に
必
要
な
設
備
及
び
備
品

等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
が
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、か
つ
、

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
事
業
と
指
定
訪
問
看
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一



体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る

設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
二
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る

も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
） 

第
五
百
五
条 
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
利
用
申
込
者
の
病
状
、
当
該
指
定
介
護
予

防
訪
問
看
護
事
業
所
の
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
等
を
勘
案
し
、
自
ら
適
切
な
指
定
介
護
予
防

訪
問
看
護
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
主
治
の
医
師
及
び
介
護
予
防

支
援
事
業
者
へ
の
連
絡
を
行
い
、
適
当
な
他
の
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
等
を
紹
介
す

る
等
の
必
要
な
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
介
護
予
防
支
援
事
業
者
等
と
の
連
携
） 

第
五
百
六
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
を
提
供
す
る
に

当
た
っ
て
は
、
介
護
予
防
支
援
事
業
者
そ
の
他
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
提
供
の
終
了
に
際
し
て

は
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
適
切
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
主
治
の
医
師
及
び
介

護
予
防
支
援
事
業
者
に
対
す
る
情
報
の
提
供
並
び
に
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
五
百
七
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
指

定
介
護
予
防
訪
問
看
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、
当

該
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
介
護
予

防
訪
問
看
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払

を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護

予
防
訪
問
看
護
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
及
び
指
定
介

護
予
防
訪
問
看
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
、
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
若
し
く
は
同
法
第
八
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看

護
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
六
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付

若
し
く
は
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
看
護
の
う
ち
指
定
介
護
予
防
訪
問

看
護
に
相
当
す
る
も
の
に
要
す
る
費
用
の
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
利
用
者
の
選

定
に
よ
り
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
の
居
宅
に
お
い
て
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護



を
行
う
場
合
は
、そ
れ
に
要
し
た
交
通
費
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た

っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
同
居
家
族
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
禁
止
） 

第
五
百
八
条 
同
居
家
族
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
十
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
五
百
九
条 

看
護
師
等
は
、
現
に
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
利

用
者
に
病
状
の
急
変
等
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
応
急
の
手
当
を
行
う
と
と

も
に
、
速
や
か
に
主
治
の
医
師
へ
の
連
絡
を
行
い
指
示
を
求
め
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
五
百
十
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
所
ご
と
に
、

次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

六 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

七 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
記
録
の
整
備
） 

第
五
百
十
一
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関

す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
提
供

に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

一 

省
令
第
七
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
治
の
医
師
に
よ
る
指
示
の
文
書 

二 

介
護
予
防
訪
問
看
護
計
画
書 

三 

介
護
予
防
訪
問
看
護
報
告
書 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
五
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 



五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
六
十
一
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

六 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
七
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

七 

省
令
第
七
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状

況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
五
百
十
二
条 
第
四
百
四
十
六
条
、
第
四
百
四
十
七
条
、
第
四
百
四
十
九
条
か
ら
第
四
百
五
十

一
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
三
条
か
ら
第
四
百
五
十
七
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
九
条
、
第
四
百
六

十
一
条
、
第
四
百
六
十
六
条
か
ら
第
四
百
七
十
五
条
ま
で
及
び
第
四
百
九
十
一
条
の
規
定
は
、

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規

定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
師
等
」
と
、
第
四
百
四
十
六
条
中
「
第
八
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
七
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
四
百
四
十
七
条
中
「
第

九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
四
百
五
十
一

条
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
、
第
四
百
六
十
八
条
中
「
第

四
百
六
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
百
十
条
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
一
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
七
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条

中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

（
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
五
百
十
三
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
は
、
利
用
者
の
介
護
予
防
に
資
す
る
よ
う
、
そ
の
目

標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
質

の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
提
供
に
当
た
り
、
利
用

者
が
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当

た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
最
大
限
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
提
供
に
当
た
り
、
利
用

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
る
こ
と
そ
の
他
の
様
々
な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者

が
そ
の
有
す
る
能
力
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
適
切
な
働
き
か
け
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 



第
五
百
十
四
条 

看
護
師
等
の
行
う
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
方
針
は
、
第
五
百
一
条
に
規
定

す
る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本
取
扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ

る
も
の
と
す
る
。 

一 
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
か
ら
の

情
報
伝
達
や
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を
通
じ
る
等
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、利
用
者
の
病
状
、

心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
利
用
者
の
日
常
生
活
全
般
の
状
況
の
的
確
な
把

握
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

二 

看
護
師
等
（
准
看
護
師
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
前
号
に
規
定
す

る
利
用
者
の
日
常
生
活
全
般
の
状
況
及
び
希
望
を
踏
ま
え
て
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の

目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
う
期
間
等
を
記
載
し
た
介
護
予
防
訪
問
看
護
計
画
書
を
作
成
し
、
主
治
の
医
師
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

三 

介
護
予
防
訪
問
看
護
計
画
書
は
、
既
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
当
該
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

四 

看
護
師
等
は
、
介
護
予
防
訪
問
看
護
計
画
書
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
主
要
な
事
項

に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
。 

五 

看
護
師
等
は
、
介
護
予
防
訪
問
看
護
計
画
書
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
介
護
予
防
訪
問

看
護
計
画
書
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

六 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
の
医
師
と
の
密
接
な
連
携
及
び

第
二
号
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
看
護
計
画
書
に
基
づ
き
、
利
用
者
の
心
身
の
機
能
の
維

持
回
復
を
図
る
よ
う
妥
当
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

七 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨
と
し
、

利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
療
養
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に

指
導
又
は
説
明
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

八 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
医
学
の
進
歩
に
対
応
し
、
適
切
な
看

護
技
術
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

九 

特
殊
な
看
護
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。 

十 

看
護
師
等
は
、介
護
予
防
訪
問
看
護
計
画
書
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
開
始
時
か
ら
、

当
該
介
護
予
防
訪
問
看
護
計
画
書
に
記
載
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
期
間
が
終
了
す
る

ま
で
に
、
少
な
く
と
も
一
回
は
、
当
該
介
護
予
防
訪
問
看
護
計
画
書
の
実
施
状
況
の
把
握
（
次

号
及
び
第
十
三
号
に
お
い
て
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

十
一 

看
護
師
等
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
も
踏
ま
え
つ
つ
、
訪
問
日
、
提
供
し
た
看
護
内

容
等
を
記
載
し
た
介
護
予
防
訪
問
看
護
報
告
書
を
作
成
し
、当
該
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
、



当
該
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
報
告
書
に
つ
い
て
主
治
の

医
師
に
定
期
的
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

十
二 

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
介
護
予
防
訪
問
看
護
計
画
書
及
び
介

護
予
防
訪
問
看
護
報
告
書
の
作
成
に
関
し
、
必
要
な
指
導
及
び
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
。 

十
三 

看
護
師
等
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
介
護
予
防
訪
問
看

護
計
画
書
の
変
更
を
行
い
、
変
更
後
の
当
該
計
画
を
主
治
の
医
師
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
。 

十
四 

第
一
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
の
規
定
は
、
前
号
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
看
護
計
画

書
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
こ
と
。 

十
五 

当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
所
が
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
を
担
当
す
る
医
療

機
関
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
及
び
第
十
号
か
ら
前
号
ま
で
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
介
護
予
防
訪
問
看
護
計
画
書
及
び
介
護
予
防
訪
問
看
護
報
告
書
の
作

成
及
び
提
出
は
、
診
療
録
そ
の
他
の
診
療
に
関
す
る
記
録
（
第
五
百
二
十
四
条
第
九
号
及
び

第
五
百
三
十
三
条
第
二
項
第
四
号
に
お
い
て
「
診
療
記
録
」
と
い
う
。
）
へ
の
記
載
を
も
っ

て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

（
主
治
の
医
師
と
の
関
係
） 

第
五
百
十
五
条 

主
治
の
医
師
と
の
関
係
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
五
節 

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
五
百
十
六
条 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
こ
の
節
及
び
第
六
百
七
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
居
宅
に
お
い
て
、
理
学
療
法
、
作

業
療
法
そ
の
他
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
心
身
機
能
の

維
持
回
復
を
図
り
、
も
っ
て
利
用
者
の
生
活
機
能
の
維
持
又
は
向
上
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

第
五
百
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節

に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
事

業
を
行
う
事
業
所
（
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
人
員
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
十
九
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 



 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
五
百
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
は
、
病
院
、
診
療
所
又
は

介
護
老
人
保
健
施
設
で
あ
っ
て
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
広
さ
を
有
す
る
専
用
の

区
画
を
設
け
て
い
る
と
と
も
に
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
必
要

な
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
が
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
と

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ

て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
八
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す

こ
と
を
も
っ
て
、
前
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
五
百
十
九
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー

ビ
ス
に
該
当
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利

用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

者
に
支
払
わ
れ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と

す
る
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当

し
な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払

を
受
け
る
利
用
料
の
額
及
び
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
、
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
一
項
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
第
六
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
の
う
ち
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
相
当
す
る
も
の
に
要
す
る
費
用
の
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な

い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ

か
、
利
用
者
の
選
定
に
よ
り
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
の
居
宅
に
お
い
て
指
定
介

護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
場
合
は
、
そ
れ
に
要
し
た
交
通
費
の
額
の
支
払
を

利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
五
百
二
十
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
事
業
所
ご
と
に
、
次



に
掲
げ
る
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 
営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
料
及
び
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

六 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
記
録
の
整
備
） 

第
五
百
二
十
一
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、

備
品
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
介
護
予
防

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日

か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画 

二 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
五
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
六
十
一
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
七
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

五 

省
令
第
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状

況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
五
百
二
十
二
条 

第
四
百
四
十
六
条
か
ら
第
四
百
五
十
一
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
三
条
か
ら
第

四
百
五
十
七
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
九
条
、
第
四
百
六
十
一
条
、
第
四
百
六
十
六
条
か
ら
第
四

百
六
十
九
条
ま
で
、
第
四
百
七
十
一
条
か
ら
第
四
百
七
十
五
条
ま
で
、
第
四
百
九
十
一
条
及
び

第
五
百
六
条
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
」
と
、
第
四
百
四
十
六
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
四
百
四
十
七
条
中
「
第
九
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
四
百
五
十
一
条
中
「
心

身
の
状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
、
第
四
百
六
十
八
条
中
「
第
四
百
六
十

四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
百
二
十
条
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条
中
「
第

三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。 



 
 
 
 
 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

（
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
五
百
二
十
三
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用
者
の
介
護
予
防
に
資

す
る
よ
う
、
そ
の
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
介
護
予

防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
り
、
利
用
者
が
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
で
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
常

に
意
識
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
利
用
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
最

大
限
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

５ 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
り
、
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
る
こ
と
そ
の

他
の
様
々
な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
が
主
体
的
に
事
業
に
参
加
す
る
よ
う
適
切
な
働
き
か
け
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
五
百
二
十
四
条 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
は
、
指
定
介
護
予
防
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
る
理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
」
と
い
う
。
）
が
行
う

も
の
と
し
、
そ
の
方
針
は
、
第
五
百
十
六
条
に
規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基

本
取
扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
の
医
師
又
は

歯
科
医
師
か
ら
の
情
報
伝
達
や
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を
通
じ
る
等
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、

利
用
者
の
病
状
、
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
利
用
者
の
日
常
生
活
全
般
の

状
況
の
的
確
な
把
握
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

二 

医
師
及
び
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
は
、
前
号
に
規
定
す
る
利
用
者

の
日
常
生
活
全
般
の
状
況
及
び
希
望
を
踏
ま
え
て
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
う
期
間
等
を
記
載
し
た
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
作
成
す
る

も
の
と
す
る
こ
と
。 

三 

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
は
、
既
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成



さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

四 

医
師
又
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
は
、
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に

対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

五 

医
師
又
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
は
、
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画

を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

六 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
の
指
示
及
び

介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
の
心
身
機
能
の
維
持
回
復

を
図
り
、
日
常
生
活
の
自
立
に
資
す
る
よ
う
、
妥
当
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

七 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う

こ
と
を
旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
療

養
上
必
要
と
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
指
導
又
は
説
明
を
行
う
も
の

と
す
る
こ
と
。 

八 

指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
技
術
の
進
歩

に
対
応
し
、
適
切
な
介
護
技
術
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

九 

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
介

護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
に
従
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
状
況
及
び
そ
の
評
価

に
つ
い
て
、
速
や
か
に
診
療
記
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
医
師
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。 

十 

医
師
又
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
は
、
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
開
始
時
か
ら
、
当
該
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
に
記
載
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
に
、

少
な
く
と
も
一
回
は
、
当
該
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
実
施
状
況
の
把

握
（
次
号
及
び
第
十
二
号
に
お
い
て
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
を
行
う
も
の
と
す
る

こ
と
。 

十
一 

医
師
又
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果

を
記
録
し
、
当
該
記
録
を
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成

し
た
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

十
二 

医
師
又
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
又
は
言
語
聴
覚
士
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
変
更
を
行
う
も

の
と
す
る
こ
と
。 

十
三 

第
一
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
の
規
定
は
、
前
号
に
規
定
す
る
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
こ
と
。 



 
 
 
 

第
六
節 

介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
五
百
二
十
五
条 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
（
以

下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
そ
の

利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
職
員
（
歯
科
衛
生
士
が
行
う
介
護
予
防
居
宅
療
養
管

理
指
導
に
相
当
す
る
も
の
を
行
う
保
健
師
、
看
護
師
及
び
准
看
護
師
を
除
い
た
保
健
師
、
看
護

師
又
は
准
看
護
師
を
い
う
。
第
五
百
三
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
歯
科
衛
生
士
（
歯

科
衛
生
士
が
行
う
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
相
当
す
る
も
の
を
行
う
保
健
師
、
看
護
師

及
び
准
看
護
師
を
含
む
。
第
五
百
三
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
管
理
栄
養
士
が
、

通
院
が
困
難
な
利
用
者
に
対
し
て
、
そ
の
居
宅
を
訪
問
し
て
、
そ
の
心
身
の
状
況
、
置
か
れ
て

い
る
環
境
等
を
把
握
し
、そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
療
養
上
の
管
理
及
び
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

利
用
者
の
心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
も
っ
て
利
用
者
の
生
活
機
能
の
維
持
又
は
向
上
を

目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

第
五
百
二
十
六
条 

介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
従
業
者
（
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指

導
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
」

と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
次
条
第
一
項
及
び
第
五
百
二
十
九
条
に
お
い
て
「
指

定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
従
業
者
を
い
う
。
）

の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
八
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
五
百
二
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
所
は
、
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
又

は
指
定
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
で
あ
っ
て
、
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
事
業

の
運
営
に
必
要
な
広
さ
を
有
し
て
い
る
ほ
か
、
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に

必
要
な
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
が
指
定
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
の
指
定
を

併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
事
業
と
指
定
居
宅
療
養
管
理
指

導
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第

九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
項
に
規
定

す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
五
百
二
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス

に
該
当
す
る
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利



用
料
の
一
部
と
し
て
、
当
該
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用

料
の
額
及
び
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額

と
、
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
第
一
項
又
は
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第
六
十
四

条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
の
う
ち
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
相
当
す
る

も
の
に
要
す
る
費
用
の
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指

定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
要
す
る
交
通
費
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及

び
費
用
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
五
百
二
十
九
条 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養

管
理
指
導
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程

を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
種
類
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
記
録
の
整
備
） 

第
五
百
三
十
条 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び

会
計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
介
護
予
防
居
宅
療

養
管
理
指
導
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
五
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

二 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
六
十
一
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 



三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
七
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

四 

省
令
第
九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状

況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
五
百
三
十
一
条 

第
四
百
四
十
六
条
か
ら
第
四
百
五
十
一
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
四
条
、
第
四

百
五
十
六
条
、
第
四
百
五
十
七
条
、
第
四
百
五
十
九
条
、
第
四
百
六
十
一
条
、
第
四
百
六
十
六

条
か
ら
第
四
百
六
十
九
条
ま
で
、
第
四
百
七
十
一
条
か
ら
第
四
百
七
十
五
条
ま
で
、
第
四
百
九

十
一
条
及
び
第
五
百
六
条
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
事
業
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
介

護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
従
業
者
」
と
、
第
四
百
四
十
六
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
四
百
四
十
七
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
四
百
五
十
一
条
中
「
心
身
の

状
況
」
と
あ
る
の
は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
、
服
薬
歴
」
と
、
第
四
百
五
十
六
条
中
「
初
回
訪

問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
四
百
六
十
八
条
中
「
第
四
百
六
十
四
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
百
二
十
九
条
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条
中
「
第
三
十

五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

（
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
五
百
三
十
二
条 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
は
、
利
用
者
の
介
護
予
防
に
資
す
る
よ

う
、
そ
の
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提

供
に
当
た
り
、
利
用
者
が
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
事
業
者
は
、
利
用
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
最
大
限
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
五
百
三
十
三
条 

医
師
又
は
歯
科
医
師
の
行
う
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
方
針

は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
訪
問
診
療
等
に
よ
り
常
に



利
用
者
の
病
状
及
び
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、
計
画
的
か
つ
継
続
的
な
医
学
的
管
理
又
は
歯

科
医
学
的
管
理
に
基
づ
い
て
、
介
護
予
防
支
援
事
業
者
等
に
対
す
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
作
成
等
に
必
要
な
情
報
提
供
並
び
に
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
留
意
事
項
、
介
護
方
法
等
に
つ
い
て
の
指
導
、
助
言
等
を
行
う
こ
と
。 

二 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
か

ら
の
介
護
に
関
す
る
相
談
に
懇
切
丁
寧
に
応
ず
る
と
と
も
に
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対

し
、
療
養
上
必
要
な
事
項
等
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
指
導
又
は
助
言
を
行
う
こ

と
。 

三 

前
号
に
規
定
す
る
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
す
る
指
導
又
は
助
言
に
つ
い
て
は
、
療
養

上
必
要
な
事
項
等
を
記
載
し
た
文
書
を
交
付
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

四 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
療
養
上
適
切
な
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
又
は
介
護
予
防
支
援
事
業
者

若
し
く
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
場
合
は
、
介
護
予
防
支
援
事
業

者
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
、
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
に
必
要
な
情
報
提
供
又
は
助
言
を
行
う
こ
と
。 

五 

前
号
に
規
定
す
る
介
護
予
防
支
援
事
業
者
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
す
る
情

報
提
供
又
は
助
言
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
り
行
う
こ
と
。 

六 

前
号
の
場
合
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
へ
の
参
加
に
よ
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
つ
い
て
は
、
介
護
予
防
支
援
事
業
者
又
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
て
、
原
則

と
し
て
、
情
報
提
供
又
は
助
言
の
内
容
を
記
載
し
た
文
書
を
交
付
し
て
行
う
こ
と
。 

七 

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
提
供
し
た
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
内
容

に
つ
い
て
、
速
や
か
に
診
療
録
に
記
録
す
る
こ
と
。 

２ 

薬
剤
師
、
歯
科
衛
生
士
又
は
管
理
栄
養
士
の
行
う
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
方

針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
指

示
（
薬
局
の
薬
剤
師
に
よ
る
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
あ
っ
て
は
、
医
師
又
は

歯
科
医
師
の
指
示
に
基
づ
き
当
該
薬
剤
師
が
策
定
し
た
薬
学
的
管
理
指
導
計
画
）に
基
づ
き
、

利
用
者
の
心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
居
宅
に
お
け
る
日
常
生
活
の
自
立
に
資
す
る
よ

う
、
妥
当
適
切
に
行
う
こ
と
。 

二 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を

旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
療
養
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
指
導
又
は
説
明
を
行
う
こ
と
。 

三 

常
に
利
用
者
の
病
状
、
心
身
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
的
確
な
把
握
に
努



め
、
利
用
者
に
対
し
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
。 

四 

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
提
供
し
た
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
内
容

に
つ
い
て
、
速
や
か
に
診
療
記
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
報
告
す

る
こ
と
。 

３ 

看
護
職
員
の
行
う
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に

よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
予
防
支
援
事
業
者
等

に
対
す
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等
に
必
要
な
情
報
提
供
並
び
に
利
用
者
に
対
す

る
療
養
上
の
相
談
及
び
支
援
を
行
う
こ
と
。 

二 

指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を

旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
療
養
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
指
導
又
は
助
言
を
行
う
こ
と
。 

三 

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
に
つ
い
て
、
提
供
し
た
指
定
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
内
容

に
つ
い
て
、
速
や
か
に
記
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
医
師
又
は
介
護
予
防
支
援
事
業
者
等

に
報
告
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 

第
七
節 

介
護
予
防
通
所
介
護 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
五
百
三
十
四
条 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
通
所
介
護
（
以
下
こ
の
節

並
び
に
第
六
百
七
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
」
と
い

う
。
）
の
事
業
は
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
日
常
生
活
上
の
支
援
及
び
機
能
訓
練
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
利
用
者
の
心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
も
っ
て
利
用
者
の
生
活
機
能
の
維
持
又
は
向

上
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
五
百
三
十
五
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指

定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
及

び
第
六
百
四
条
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ

き
従
業
者
（
第
五
百
四
十
条
第
三
項
に
お
い
て
「
介
護
予
防
通
所
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。
）

の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
九
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
五
百
三
十
六
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
九
十

八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 



第
五
百
三
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
は
、
食
堂
、
機
能
訓
練
室
、
静
養
室
、
相 

 

談
室
及
び
事
務
室
を
有
す
る
ほ
か
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
並 

 
び
に
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供
に
必
要
な
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ 

 

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

食
堂
及
び
機
能
訓
練
室 

 
 

イ 

食
堂
及
び
機
能
訓
練
室
は
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
広
さ
を
有
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
合
計 

 
 

 

し
た
面
積
は
、
三
平
方
メ
ー
ト
ル
に
利
用
定
員
（
当
該
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所 

 
 

 

に
お
い
て
同
時
に
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者
（
当 

 
 

 

該
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
が
指
定
通
所
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、 

 
 

 

か
つ
、
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
事
業
と
指
定
通
所
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所 

 
 

 

に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
指
定 

 
 

 

介
護
予
防
通
所
介
護
又
は
指
定
通
所
介
護
の
利
用
者
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
） 

 
 

 

の
数
の
上
限
を
い
う
。
第
五
百
三
十
九
条
第
四
号
及
び
第
五
百
四
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。
） 

 
 

 

を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

イ
に
か
か
わ
ら
ず
、
食
堂
及
び
機
能
訓
練
室
は
、
食
事
の
提
供
の
際
に
は
そ
の
提
供
に 

 
 

 

支
障
が
な
い
広
さ
を
確
保
で
き
、
か
つ
、
機
能
訓
練
を
行
う
際
に
は
そ
の
実
施
に
支
障
が 

 
 

 

な
い
広
さ
を
確
保
で
き
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
一
の
場
所
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

二 

相
談
室 

遮

物
の
設
置
等
に
よ
り
相
談
の
内
容
が
漏
え
い
し
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い 

 
 

る
こ
と
。 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
事
業
の
用
に
供
す
る 

 

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供 

 

に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
が
指
定
通
所
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、 

 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
事
業
と
指
定
通
所
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一 

 

体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す 

 

る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
三
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い 

 

る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 
 

 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
利
用
料
の
受
領
） 

第
五
百
三
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す 

 

る
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、 

 

当
該
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
介
護 

 

予
防
通
所
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支 



払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護

予
防
通
所
介
護
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
指
定
介

護
予
防
通
所
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生

じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る

費
用
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

利
用
者
の
選
定
に
よ
り
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
に
居
住
す
る
利
用
者
に
対

し
て
行
う
送
迎
に
要
す
る
費
用 

二 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用 

三 

お
む
つ
代 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供
に
お
い
て
提
供
さ
れ

る
便
宜
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、

そ
の
利
用
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
費
用 

４ 

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す

る
。 

５ 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当

た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費

用
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
五
百
三
十
九
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
ご

と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
利
用
定
員 

五 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

六 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

七 

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

八 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

九 

非
常
災
害
対
策 

十 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 



第
五
百
四
十
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
適
切
な
指
定
介
護
予
防

通
所
介
護
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
従
業
者
の
勤
務
の

体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
指

定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
の
従
業
者
に
よ
っ
て
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
を
提
供
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
処
遇
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
業
務
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
通
所
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め

に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
五
百
四
十
一
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
利
用
定
員
を
超
え
て
指
定
介
護
予
防

通
所
介
護
の
提
供
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が

あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
五
百
四
十
二
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画

を
立
て
、
非
常
災
害
時
の
関
係
機
関
へ
の
通
報
及
び
連
携
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的

に
従
業
者
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必
要
な
訓
練
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
五
百
四
十
三
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
使
用
す
る
施
設
、
食
器
そ

の
他
の
設
備
又
は
飲
用
に
供
す
る
水
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
感

染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
五
百
四
十
四
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に

関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供

に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

一 

介
護
予
防
通
所
介
護
計
画 

二 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
五
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 



三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
六
十
一
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
七
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

五 

省
令
第
百
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況

及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
五
百
四
十
五
条 
第
四
百
四
十
六
条
か
ら
第
四
百
五
十
五
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
七
条
、
第
四

百
五
十
九
条
、
第
四
百
六
十
一
条
、
第
四
百
六
十
二
条
、
第
四
百
六
十
八
条
か
ら
第
四
百
七
十

五
条
ま
で
及
び
第
四
百
九
十
一
条
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
百
四
十
六
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
条

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
四
百
四
十
七
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
四
百
六
十
二
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と

あ
る
の
は
「
介
護
予
防
通
所
介
護
従
業
者
」
と
、
第
四
百
六
十
八
条
中
「
第
四
百
六
十
四
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
百
三
十
九
条
」
と
、
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
通
所

介
護
従
業
者
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

（
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
五
百
四
十
六
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
は
、
利
用
者
の
介
護
予
防
に
資
す
る
よ
う
、
そ
の

目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
質

の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
主
治
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
と
も
連
携
を
図
り
つ
つ
、
常
に
そ
の

改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
り
、
単
に

利
用
者
の
運
動
器
の
機
能
の
向
上
、
栄
養
状
態
の
改
善
、
口
腔 くう
機
能
の
向
上
等
の
特
定
の
心
身

機
能
に
着
目
し
た
改
善
等
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
心
身
機
能
の
改
善
等
を
通
じ

て
、
利
用
者
が
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
最
大
限
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
り
、
利
用

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
る
こ
と
そ
の
他
の
様
々
な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者

が
主
体
的
に
事
業
に
参
加
す
る
よ
う
適
切
な
働
き
か
け
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



（
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
五
百
四
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
方
針
は
、
第
五
百
三
十
四
条
に
規
定
す
る
基
本

方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本
取
扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と

す
る
。 

一 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
か
ら
の

情
報
伝
達
や
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を
通
じ
る
等
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
の
心
身

の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
利
用
者
の
日
常
生
活
全
般
の
状
況
の
的
確
な
把
握
を

行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

二 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
前
号
に
規
定
す
る
利
用
者
の
日
常
生
活

全
般
の
状
況
及
び
希
望
を
踏
ま
え
て
、
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
期
間
等
を
記
載
し

た
介
護
予
防
通
所
介
護
計
画
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

三 

介
護
予
防
通
所
介
護
計
画
は
、
既
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
当
該
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

四 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
介
護
予
防
通
所
介
護
計
画
の
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同

意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

五 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
介
護
予
防
通
所
介
護
計
画
を
作
成
し
た

際
に
は
、
当
該
介
護
予
防
通
所
介
護
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

六 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、介
護
予
防
通
所
介
護
計
画
に
基
づ
き
、

利
用
者
が
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

七 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨
と
し
、

利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
等
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ

う
に
説
明
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

八 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
技
術
の
進
歩
に
対
応
し
、
適
切

な
介
護
技
術
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

九 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
介
護
予
防
通
所
介
護
計
画
に
基
づ
く
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
の
開
始
時
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
月
に
一
回
は
、
当
該
介
護
予
防
通
所
介
護

計
画
に
係
る
利
用
者
の
状
態
、当
該
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
状
況
等
に
つ
い
て
、

当
該
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
指
定
介
護
予
防
支
援

事
業
者
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
介
護
予
防
通
所
介
護
計
画
に
記
載
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
う
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
に
、
少
な
く
と
も
一
回
は
、
当
該
介
護
予
防
通
所
介
護

計
画
の
実
施
状
況
の
把
握
（
次
号
及
び
第
十
一
号
に
お
い
て
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
。
）

を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 



十 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
記
録
し
、
当

該
記
録
を
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
指
定
介
護

予
防
支
援
事
業
者
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

十
一 
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

必
要
に
応
じ
て
介
護
予
防
通
所
介
護
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

十
二 

第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
規
定
は
、
前
号
に
規
定
す
る
介
護
予
防
通
所
介
護
計
画
の

変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
こ
と
。 

（
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
） 

第
五
百
四
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
予
防
の
効
果
を
最

大
限
高
め
る
観
点
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
が
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
り
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

お
い
て
把
握
さ
れ
た
課
題
、
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供
に
よ
る
当
該
課
題
に
係
る
改

善
状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
効
率
的
か
つ
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
。 

二 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
運
動
器
機
能
向
上
サ
ー
ビ
ス
、
栄
養
改
善
サ
ー
ビ

ス
又
は
口
腔 くう
機
能
向
上
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
内
外
の
文
献
等
に
お
い

て
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
等
の
適
切
な
も
の
と
す
る
こ
と
。 

三 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
り
、
利
用
者
が
虚
弱
な

高
齢
者
で
あ
る
こ
と
に
十
分
に
配
慮
し
、
利
用
者
に
危
険
が
伴
う
よ
う
な
強
い
負
荷
を
伴
う

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
行
わ
な
い
と
と
も
に
、
次
条
に
規
定
す
る
安
全
管
理
体
制
等
の
確
保
を

図
る
こ
と
等
を
通
じ
て
、
利
用
者
の
安
全
面
に
最
大
限
配
慮
す
る
こ
と
。 

（
安
全
管
理
体
制
等
の
確
保
） 

第
五
百
四
十
九
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と

き
に
利
用
者
に
病
状
の
急
変
等
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
、
緊
急
時
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
し
、

そ
の
事
業
所
内
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
主
治
の
医
師
へ
の
連
絡

を
行
え
る
よ
う
、
緊
急
時
の
連
絡
方
法
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
り
、
転
倒
等
を
防
止
す
る

た
め
の
環
境
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
り
、
事
前
に
脈
拍
や
血
圧

等
を
測
定
す
る
等
利
用
者
の
当
日
の
体
調
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
無
理
の
な
い
適
度
な
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
と
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
は
、サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
お
い
て
も
、

利
用
者
の
体
調
の
変
化
に
常
に
気
を
配
り
、
病
状
の
急
変
等
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場

合
に
は
、
速
や
か
に
主
治
の
医
師
へ
の
連
絡
を
行
う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 



 
 
 
 
 

第
六
款 

基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
五
百
五
十
条 

介
護
予
防
通
所
介
護
従
業
者
（
基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介

護
予
防
通
所
介
護
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
次
条
及
び
第
五
百
五
十
二
条
に
お
い
て

「
基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
（
第
五
百
五
十
二
条
第
二

項
第
一
号
イ
に
お
い
て
「
基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業

を
行
う
事
業
所
（
第
五
百
五
十
二
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
お
い
て
「
基
準
該
当
介
護
予
防
通
所

介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
従
業
者
を
い
う
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、

省
令
第
百
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
五
百
五
十
一
条 

基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第

百
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
五
百
五
十
二
条 

基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
に
は
、
食
事
を
行
う
場
所
、
機
能
訓

練
を
行
う
場
所
、
静
養
の
た
め
の
場
所
、
生
活
相
談
の
た
め
の
場
所
及
び
事
務
連
絡
の
た
め
の

場
所
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
並
び
に

基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供
に
必
要
な
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

食
事
を
行
う
場
所
及
び
機
能
訓
練
を
行
う
場
所 

イ 

食
事
を
行
う
場
所
及
び
機
能
訓
練
を
行
う
場
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
広
さ
を
有
す
る

も
の
と
し
、
そ
の
合
計
し
た
面
積
は
、
三
平
方
メ
ー
ト
ル
に
利
用
定
員
（
当
該
基
準
該
当

介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介
護
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者
（
当
該
基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
が
基
準
該

当
介
護
予
防
通
所
介
護
の
事
業
と
基
準
該
当
通
所
介
護
の
事
業
を
同
一
の
事
業
所
に
お
い

て
一
体
的
に
運
営
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
基
準
該
当
介
護

予
防
通
所
介
護
又
は
基
準
該
当
通
所
介
護
の
利
用
者
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
の

上
限
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

イ
に
か
か
わ
ら
ず
、
食
事
を
行
う
場
所
及
び
機
能
訓
練
を
行
う
場
所
は
、
食
事
の
提
供

の
際
に
は
そ
の
提
供
に
支
障
が
な
い
広
さ
を
確
保
で
き
、
か
つ
、
機
能
訓
練
を
行
う
際
に

は
そ
の
実
施
に
支
障
が
な
い
広
さ
を
確
保
で
き
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
一
の
場
所
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

二 

生
活
相
談
を
行
う
場
所 

遮
蔽
物
の
設
置
等
に
よ
り
相
談
の
内
容
が
漏
え
い
し
な
い
よ
う

配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 



３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介
護
の
事
業
の
用
に
供

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
に
対
す
る
基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介

護
の
提
供
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

４ 

基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介
護
の
事
業
と
基
準
該
当
通
所
介
護
の
事
業
と
が
、
同
一
の
事
業

所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
百
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
三
項

ま
で
に
規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
三
項
に
規
定
す
る
基
準

を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

（
準
用
） 

第
五
百
五
十
三
条 

第
四
百
四
十
六
条
か
ら
第
四
百
五
十
二
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
四
条
、
第
四

百
五
十
五
条
、
第
四
百
五
十
七
条
、
第
四
百
五
十
九
条
、
第
四
百
六
十
一
条
、
第
四
百
六
十
二

条
、
第
四
百
六
十
八
条
か
ら
第
四
百
七
十
一
条
ま
で
、
第
四
百
七
十
二
条
（
第
五
項
及
び
第
六

項
を
除
く
。
）
、
第
四
百
七
十
三
条
か
ら
第
四
百
七
十
五
条
ま
で
及
び
第
四
百
九
十
一
条
並
び

に
第
一
款
、
第
四
款
（
第
五
百
三
十
八
条
第
一
項
及
び
第
五
百
四
十
五
条
を
除
く
。
）
及
び
前

款
の
規
定
は
、
基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
四
百
四
十
六
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省

令
第
八
条
」
と
、
第
四
百
四
十
七
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
五
条
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
四
百
五
十
七
条
中
「
内
容
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
に

つ
い
て
法
第
五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
四
百
五
十
九
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー

ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
通
所
介

護
」
と
、
第
四
百
六
十
八
条
中
「
第
四
百
六
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
百
五
十
三
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
五
百
三
十
九
条
」
と
、
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
通
所

介
護
従
業
者
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
五
条
に
お

い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
、
第
五
百
三
十
八
条
第
二
項
中
「
法

定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当

介
護
予
防
通
所
介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
八
節 

介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
五
百
五
十
四
条 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
六
百
七
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
理
学
療
法
、
作
業
療
法
そ
の
他
必
要
な
リ



ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
も
っ

て
利
用
者
の
生
活
機
能
の
維
持
又
は
向
上
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

第
五
百
五
十
五
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の

節
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該

事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

に
当
た
る
従
業
者
（
第
五
百
六
十
三
条
第
二
号
に
お
い
て
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
従
業
者
」
と
い
う
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
五
百
五
十
六
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、

省
令
第
百
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
管
理
者
等
の
責
務
） 

第
五
百
五
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
の
管
理
者
は
、
医
師
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
又
は
専
ら
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
提
供
に
当
た
る
看
護
師
の
う
ち
か
ら
選
任
し
た
者
に
、
必
要
な
管
理
の
代
行
を
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
の
管
理
者
又
は
前
項
の
管
理
を
代
行
す

る
者
は
、
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
の
従
業
者
に
こ
の
款
及
び
次
款

の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
の
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
運
営
規
程
） 

第
五
百
五
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項

に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
定
員
（
当
該
指
定
介
護
予
防
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者
（
当
該
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
者
が
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指

定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
と
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事



業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事

業
所
に
お
け
る
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
又
は
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
利
用
者
。
次
条
第
一
項
及
び
第
五
百
六
十
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
の

上
限
を
い
う
。
） 

五 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

六 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

七 

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

八 

非
常
災
害
対
策 

九 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
五
百
五
十
九
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
利
用
者
の
使
用
す

る
施
設
、
食
器
そ
の
他
の
設
備
又
は
飲
用
に
供
す
る
水
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、

又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
管
理
を
適
正
に
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
当
該
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
が

発
生
し
、又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
五
百
六
十
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備

品
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
介
護
予
防

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日

か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画 

二 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
五
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
六
十
一
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
七
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

五 

省
令
第
百
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の

状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
五
百
六
十
一
条 

第
四
百
四
十
六
条
か
ら
第
四
百
五
十
一
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
三
条
か
ら
第

四
百
五
十
五
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
七
条
、
第
四
百
五
十
九
条
、
第
四
百
六
十
一
条
、
第
四
百

六
十
二
条
、
第
四
百
六
十
八
条
、
第
四
百
六
十
九
条
、
第
四
百
七
十
一
条
か
ら
第
四
百
七
十
五

条
ま
で
、
第
五
百
六
条
、
第
五
百
三
十
八
条
及
び
第
五
百
四
十
条
か
ら
第
五
百
四
十
二
条
ま
で



の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
四
百
四
十
六
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
三
条
に
お
い
て

準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
四
百
四
十
七
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
三

条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
四
百
五
十
一
条
中
「
心
身
の
状
況
」
と
あ
る
の

は
「
心
身
の
状
況
、
病
歴
」
と
、
第
四
百
六
十
八
条
中
「
第
四
百
六
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

五
百
五
十
八
条
」
と
、
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
従
業
者
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
三
条
に

お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
百
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
、
第
五
百
四
十
条
第
三
項
中

「
介
護
予
防
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業

者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

（
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
五
百
六
十
二
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
利
用
者
の
介
護
予
防
に
資

す
る
よ
う
、
そ
の
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
介
護
予

防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
質
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
主
治
の
医
師
又
は
歯
科
医
師

と
も
連
携
を
図
り
つ
つ
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
り
、
単
に
利
用
者
の
運
動
器
の
機
能
の
向
上
、
栄
養
状
態
の
改
善
、

口
腔 くう
機
能
の
向
上
等
の
特
定
の
心
身
機
能
に
着
目
し
た
改
善
等
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、

当
該
心
身
機
能
の
改
善
等
を
通
じ
て
、
利
用
者
が
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
で
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
常
に
意
識
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
利
用
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
最

大
限
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

５ 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
り
、
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
る
こ
と
そ
の

他
の
様
々
な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
が
主
体
的
に
事
業
に
参
加
す
る
よ
う
適
切
な
働
き
か
け
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
五
百
六
十
三
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
針
は
、
第
五
百
五
十
四
条

に
規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本
取
扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
と
こ



ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
の
医
師
又
は

歯
科
医
師
か
ら
の
情
報
伝
達
や
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を
通
じ
る
等
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、

利
用
者
の
病
状
、
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
利
用
者
の
日
常
生
活
全
般
の

状
況
の
的
確
な
把
握
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

二 

医
師
及
び
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
そ
の
他
専
ら
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
る
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
従
業
者
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
医
師
等
の
従
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
診
療
又
は
運
動
機
能
検
査
、
作
業
能
力
検

査
等
を
基
に
、
共
同
し
て
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
希
望
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境

を
踏
ま
え
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
期
間
等
を
記
載
し
た
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

三 

医
師
等
の
従
業
者
は
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て

は
、
既
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
計
画
の
内
容
に
沿

っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

四 

医
師
等
の
従
業
者
は
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て

は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

五 

医
師
等
の
従
業
者
は
、介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、

当
該
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。 

六 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
予
防
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
が
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
支
援
を
行

う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

七 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う

こ
と
を
旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
療

養
上
必
要
と
さ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
指
導
又
は
説
明
を
行
う
も
の

と
す
る
こ
と
。 

八 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
技
術
の
進
歩

に
対
応
し
、
適
切
な
介
護
技
術
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

九 

医
師
等
の
従
業
者
は
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
の
開
始
時
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
月
に
一
回
は
、
当
該
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
計
画
に
係
る
利
用
者
の
状
態
、
当
該
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
状
況
等

に
つ
い
て
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
指
定
介



護
予
防
支
援
事
業
者
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

計
画
に
記
載
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
に
、
少
な
く
と
も
一
回

は
、
当
該
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
実
施
状
況
の
把
握
（
次
号
及
び
第

十
一
号
に
お
い
て
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

十 

医
師
等
の
従
業
者
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
記
録
し
、
当
該
記
録
を
当
該
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

十
一 

医
師
等
の
従
業
者
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
介
護
予
防

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

十
二 

第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
の
規
定
は
、
前
号
に
規
定
す
る
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
こ
と
。 

（
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
の
留
意
点
） 

第
五
百
六
十
四
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護

予
防
の
効
果
を
最
大
限
高
め
る
観
点
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
が
ら
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

一 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
り
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
お
い
て
把
握
さ
れ
た
課
題
、
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
提
供
に
よ
る
当
該
課
題
に
係
る
改
善
状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
効
率
的
か
つ
柔
軟
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
こ
と
。 

二 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
運
動
器
機
能
向
上
サ
ー
ビ
ス
、

栄
養
改
善
サ
ー
ビ
ス
又
は
口
腔 くう
機
能
向
上
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
国
内
外

の
文
献
等
に
お
い
て
有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
等
の
適
切
な
も
の
と
す
る
こ
と
。 

三 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
り
、

利
用
者
が
虚
弱
な
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
に
十
分
に
配
慮
し
、
利
用
者
に
危
険
が
伴
う
よ
う
な

強
い
負
荷
を
伴
う
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
行
わ
な
い
と
と
も
に
、
次
条
に
規
定
す
る
安
全
管
理

体
制
等
の
確
保
を
図
る
こ
と
等
を
通
じ
て
、
利
用
者
の
安
全
面
に
最
大
限
配
慮
す
る
こ
と
。 

（
安
全
管
理
体
制
等
の
確
保
） 

第
五
百
六
十
五
条 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
っ
て
い
る
と
き
に
利
用
者
に
病
状
の
急
変
等
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
、
緊
急
時
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
を
作
成
し
、
事
業
所
内
の
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
速
や
か
に
主
治
の
医

師
へ
の
連
絡
を
行
え
る
よ
う
、
緊
急
時
の
連
絡
方
法
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
り
、
転

倒
等
を
防
止
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



３ 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
り
、
事

前
に
脈
拍
や
血
圧
等
を
測
定
す
る
等
利
用
者
の
当
日
の
体
調
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
無
理
の

な
い
適
度
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る

と
き
に
お
い
て
も
、
利
用
者
の
体
調
の
変
化
に
常
に
気
を
配
り
、
病
状
の
急
変
等
が
生
じ
た
場

合
そ
の
他
必
要
な
場
合
に
は
、
速
や
か
に
主
治
の
医
師
へ
の
連
絡
を
行
う
等
の
必
要
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 

第
九
節 

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
五
百
六
十
六
条 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
（
以

下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
そ
の

利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
支
援
及
び
機
能
訓
練
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
も
っ
て
利
用
者
の
生
活
機
能
の
維

持
又
は
向
上
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
五
百
六
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
に
お

い
て
「
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業

所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご

と
に
置
く
べ
き
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
第
五
百
七
十

五
条
に
お
い
て
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
従
業
者
の
員

数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
二
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
五
百
六
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省

令
第
百
三
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
定
員
等
） 

第
五
百
六
十
九
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
は
、
そ
の
利
用
定
員
（
当
該
指

定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介

護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者
（
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業

者
が
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
短
期

入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一

体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入



所
生
活
介
護
又
は
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用
者
。
第
五
百
七
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
数
の
上
限
を
い
う
。
次
項
及
び
次
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
二
十
人
以
上
と
し
、
指
定
介
護

予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
の
専
用
の
居
室
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
百

六
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
省
令
第
百
二
十
九
条
第
二
項
の
適
用

を
受
け
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
又
は
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
指

定
を
受
け
て
い
る
施
設
に
併
設
さ
れ
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
で
あ
っ
て
、

当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
と
一
体
的
に
運
営
が
行
わ
れ
る
も
の
の
場
合
又
は
指
定
介
護
予

防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所（
第

五
百
九
十
二
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
除
く
。
）
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活

介
護
事
業
所
と
が
併
設
さ
れ
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
利
用
定
員
の

総
数
が
二
十
人
以
上
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
利

用
定
員
を
二
十
人
未
満
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
の
指
定
を

併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
指
定
短
期
入
所
生
活
介

護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第

百
五
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
利
用
定
員
等
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、

前
二
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
五
百
七
十
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
設
備
及
び
備
品
等
に
係
る
基
準

は
、
省
令
第
百
三
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
） 

第
五
百
七
十
一
条 

内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
三
十
三
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
開
始
及
び
終
了
） 

第
五
百
七
十
二
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
に

よ
り
、
若
し
く
は
そ
の
家
族
の
疾
病
、
冠
婚
葬
祭
、
出
張
等
の
理
由
に
よ
り
、
又
は
利
用
者
の

家
族
の
身
体
的
及
び
精
神
的
な
負
担
の
軽
減
等
を
図
る
た
め
に
、
一
時
的
に
居
宅
に
お
い
て
日

常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
を
対
象
に
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
を
提
供

す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
支
援
事
業
者
そ
の
他
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
、
指
定
介
護
予
防
短



期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
の
開
始
前
か
ら
終
了
後
に
至
る
ま
で
利
用
者
が
継
続
的
に
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
必
要
な
援
助
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
五
百
七
十
三
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス

に
該
当
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利

用
料
の
一
部
と
し
て
、
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用

料
の
額
と
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と

の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次

に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す

る
食
費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
費
が
利
用
者
に
代
わ
り
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
た

場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

二 

滞
在
に
要
す
る
費
用
（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
滞
在

費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費

が
利
用
者
に
代
わ
り
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
た
場
合

は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
滞
在
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
居
室
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 

送
迎
に
要
す
る
費
用
（
知
事
が
別
に
定
め
る
場
合
を
除
く
。
） 

六 

理
美
容
代 

七 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
に
お
い
て
提
供
さ

れ
る
便
宜
の
う
ち
、日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、

そ
の
利
用
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ



に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
及
び
費
用
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る
同
意
に
つ
い
て
は
、

文
書
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
身
体
的
拘
束
等
の
禁
止
） 

第
五
百
七
十
四
条 

身
体
的
拘
束
等
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
三
十
六
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
五
百
七
十
五
条 

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
は
、
現
に
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所

生
活
介
護
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
利
用
者
に
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要

な
場
合
は
、
速
や
か
に
主
治
の
医
師
又
は
あ
ら
か
じ
め
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事

業
者
が
定
め
た
協
力
医
療
機
関
へ
の
連
絡
を
行
う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
五
百
七
十
六
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

利
用
定
員
（
第
五
百
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
省
令
第
百

二
十
九
条
第
二
項
の
適
用
を
受
け
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
） 

四 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

通
常
の
送
迎
の
実
施
地
域 

六 

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

七 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

八 

非
常
災
害
対
策 

九 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
五
百
七
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
利
用
者
数
以

上
の
利
用
者
に
対
し
て
同
時
に
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

第
五
百
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
省
令
第
百
二
十
九
条
第

二
項
の
適
用
を
受
け
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護



事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
定
員
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え

る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

二 

前
号
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
利
用
定

員
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
五
百
七
十
八
条 
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体

的
な
計
画
を
立
て
、
非
常
災
害
時
の
関
係
機
関
へ
の
通
報
及
び
連
携
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら

を
定
期
的
に
従
業
者
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必
要
な
訓
練
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の

非
常
災
害
時
に
お
い
て
必
要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
地
域
等
と
の
連
携
） 

第
五
百
七
十
九
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域

住
民
又
は
そ
の
自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
五
百
八
十
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び

会
計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入

所
生
活
介
護
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
計
画 

二 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
五
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

三 

省
令
第
百
三
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の

利
用
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
の
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
六
十
一
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
七
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

六 

省
令
第
百
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の

状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
五
百
八
十
一
条 

第
四
百
四
十
七
条
か
ら
第
四
百
五
十
一
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
三
条
、
第
四

百
五
十
四
条
、
第
四
百
五
十
七
条
、
第
四
百
五
十
九
条
、
第
四
百
六
十
一
条
、
第
四
百
六
十
八

条
か
ら
第
四
百
七
十
五
条
ま
で
、
第
四
百
九
十
一
条
、
第
五
百
四
十
条
及
び
第
五
百
四
十
三
条



の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
四
百
四
十
七
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
四
百
六
十
八
条
中
「
第
四
百
六
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
百
七

十
六
条
」
と
、
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」

と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十

二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
、
第
五
百
四
十
条
第
三
項
中
「
介
護
予
防
通

所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

（
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
五
百
八
十
二
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
は
、
利
用
者
の
介
護
予
防
に
資
す
る
よ

う
、
そ
の
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期

入
所
生
活
介
護
の
質
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
主
治
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
と
も
連
携
を
図

り
つ
つ
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提

供
に
当
た
り
、
利
用
者
が
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
最
大
限
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提

供
に
当
た
り
、
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
る
こ
と
そ
の
他
の
様
々
な
方

法
に
よ
り
、
利
用
者
が
主
体
的
に
事
業
に
参
加
す
る
よ
う
適
切
な
働
き
か
け
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
五
百
八
十
三
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
方
針
は
、
第
五
百
六
十
六
条
に
規
定

す
る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本
取
扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ

る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
の
医
師
又
は
歯
科
医

師
か
ら
の
情
報
伝
達
や
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を
通
じ
る
等
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
利
用

者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
利
用
者
の
日
常
生
活
全
般
の
状
況
の
的
確

な
把
握
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 



二 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
相
当
期
間
以
上
に
わ
た
り
継

続
し
て
入
所
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
規
定
す
る
利
用
者
の

日
常
生
活
全
般
の
状
況
及
び
希
望
を
踏
ま
え
て
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
目

標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

う
期
間
等
を
記
載
し
た
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
計
画
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

三 

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
計
画
は
、
既
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
当
該
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

四 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介

護
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説

明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

五 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介

護
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
計
画
を
利
用
者
に
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

六 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活

介
護
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
が
日
常
生
活
を

営
む
の
に
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

七 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を

旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
等
に
つ
い
て
、
理
解
し

や
す
い
よ
う
に
説
明
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

（
介
護
） 

第
五
百
八
十
四
条 

介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
四
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

（
食
事
） 

第
五
百
八
十
五
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
栄
養
並
び
に
利
用
者
の
心

身
の
状
況
及
び
嗜 し
好
を
考
慮
し
た
食
事
を
、
適
切
な
時
間
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
可
能
な
限
り
離
床
し
て
、
食
堂

で
食
事
を
と
る
こ
と
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
機
能
訓
練
） 

第
五
百
八
十
六
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
等

を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
日
常
生
活
を
送
る
上
で
必
要
な
生
活
機
能
の
改
善
又
は
維
持
の
た

め
の
機
能
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
健
康
管
理
） 

第
五
百
八
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
医
師
及
び
看
護
師
又
は
准
看

護
師
は
、
常
に
利
用
者
の
健
康
の
状
況
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
健
康
保
持
の
た
め
の
適
切
な



措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
相
談
及
び
援
助
） 

第
五
百
八
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
心
身
の
状

況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、

そ
の
相
談
に
適
切
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
五
百
八
十
九
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
教
養
娯
楽
設
備
等
を
備
え

る
ほ
か
、
適
宜
利
用
者
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
六
款 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
の
基
本
方
針
、

設
備
及
び
運
営
並
び
に
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準 

 
 
 
 
 
 

第
一
目 

こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針 

（
こ
の
款
の
趣
旨
） 

第
五
百
九
十
条 

第
一
款
、
第
三
款
か
ら
前
款
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
（
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
で
あ
っ

て
、
そ
の
全
部
に
お
い
て
少
数
の
居
室
及
び
当
該
居
室
に
近
接
し
て
設
け
ら
れ
る
共
同
生
活
室

（
当
該
居
室
の
利
用
者
が
交
流
し
、
共
同
で
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
場
所
を
い
う
。
第
六
百

一
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
一
体
的
に
構
成
さ
れ
る
場
所
（
以
下
こ
の
款
に
お
い

て
「
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
利
用
者
の
日
常
生
活
が
営
ま
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
支
援

が
行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
基
本
方
針
、
設
備
及
び
運
営

並
び
に
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
款
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
基
本
方
針
） 

第
五
百
九
十
一
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
は
、
利
用
者
一
人

一
人
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
、
利
用
前
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
と
利
用
中
の
生
活
が
連
続

し
た
も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
い
て
利
用
者
が
相
互
に
社
会
的
関

係
を
築
き
、
自
律
的
な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
心
身
機

能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
も
っ
て
利
用
者
の
生
活
機
能
の
維
持
又
は
向
上
を
目
指
す
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

第
二
目 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 



第
五
百
九
十
二
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下

こ
の
款
に
お
い
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）

が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入

所
生
活
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
設
備
及
び
備
品
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
五
十
三

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
準
用
） 

第
五
百
九
十
三
条 
第
五
百
六
十
九
条
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活

介
護
事
業
所
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

第
三
目 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
五
百
九
十
四
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受

領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利

用
者
（
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
が
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短

期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期

入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所

に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期

入
所
生
活
介
護
又
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
の
利
用
者
。
以
下
こ
の
款
に
お
い

て
同
じ
。
）
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
に
係
る

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も

の
と
す
る
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に

該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を

受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費

用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額

の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す

る
食
費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
費
が
利
用
者
に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
に

支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と

す
る
。
） 

二 

滞
在
に
要
す
る
費
用
（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
予



防
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
滞
在

費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費

が
利
用
者
に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
に
支
払

わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
滞
在
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す

る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
居
室
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 

送
迎
に
要
す
る
費
用
（
知
事
が
別
に
定
め
る
場
合
を
除
く
。
） 

六 

理
美
容
代 

七 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
に
お
い
て
提
供
さ

れ
る
便
宜
の
う
ち
、日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、

そ
の
利
用
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
の
費
用
の
額
に
係
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る
同
意
に

つ
い
て
は
、
文
書
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
運
営
規
程
） 

第
五
百
九
十
五
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る

事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

利
用
定
員
（
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同

時
に
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利

用
者
の
数
の
上
限
を
い
う
。
次
号
及
び
第
五
百
九
十
七
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
第

五
百
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
省
令
第
百
二
十
九
条
第
二
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
） 

四 

ユ
ニ
ッ
ト
の
数
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
の
利
用
定
員
（
第
五
百
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
そ

の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
省
令
第
百
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
ユ
ニ
ッ

ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
） 



五 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

六 

通
常
の
送
迎
の
実
施
地
域 

七 

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

八 
緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

九 

非
常
災
害
対
策 

十 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
五
百
九
十
六
条 

勤
務
体
制
の
確
保
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
五
十
七
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
五
百
九
十
七
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る

利
用
者
数
以
上
の
利
用
者
に
対
し
て
同
時
に
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

一 

第
五
百
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
省
令
第
百
二
十
九
条
第

二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指

定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
の
入
居
定
員
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

二 

前
号
に
該
当
し
な
い
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て

は
、
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
の
利
用
定
員
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

（
準
用
） 

第
五
百
九
十
八
条 

第
五
百
七
十
一
条
、
第
五
百
七
十
二
条
、
第
五
百
七
十
四
条
、
第
五
百
七
十

五
条
、
第
五
百
七
十
八
条
か
ら
第
五
百
八
十
一
条
（
第
五
百
四
十
条
の
準
用
に
係
る
部
分
を
除

く
。
）
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
百
七
十
一
条
中
「
第
百
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
三
十
三
条
」
と
、
第
五
百
七
十
四
条
中
「
第
百
三

十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
三
十
六
条
」
と
、
第

五
百
八
十
条
第
二
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
百
九
十

八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
百
三
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
三
十
六
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
六
号
及

び
第
五
百
八
十
一
条
中
「
第
百
四
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
百
四
十
二
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

第
四
目 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
） 



第
五
百
九
十
九
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
は
、
利
用
者
が
、
そ
の
有
す
る
能
力
に

応
じ
て
、
自
ら
の
生
活
様
式
及
び
生
活
習
慣
に
沿
っ
て
自
律
的
な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
利
用
者
の
日
常
生
活
上
の
活
動
に
つ
い
て
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
利
用
者
の
日
常
生
活
を
支
援
す
る
も
の
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
は
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
い
て
利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
持
っ
て
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
は
、
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
配
慮
し
て
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
介
護
） 

第
六
百
条 

介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
六
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と

す
る
。 

（
食
事
） 

第
六
百
一
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
栄
養
並
び
に
利
用

者
の
心
身
の
状
況
及
び
嗜 し
好
を
考
慮
し
た
食
事
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
に
応

じ
て
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
食
事
の
自
立
に
つ
い
て
必
要
な
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
生
活
習
慣
を
尊
重

し
た
適
切
な
時
間
に
食
事
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
が
そ
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
で

き
る
限
り
自
立
し
て
食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
時
間
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

４ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
相
互
に
社
会
的
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
利
用
者
が
共
同
生
活
室
で
食
事

を
と
る
こ
と
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
六
百
二
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
嗜 し
好
に

応
じ
た
趣
味
、
教
養
又
は
娯
楽
に
係
る
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
が
自
律

的
に
行
う
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連

携
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
準
用
） 

第
六
百
三
条 

第
五
百
八
十
二
条
、
第
五
百
八
十
三
条
、
第
五
百
八
十
六
条
か
ら
第
五
百
八
十
八

条
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
百
八
十
三
条
中
「
第
五
百
六
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第



五
百
九
十
一
条
」
と
、
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
百
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
七
款 

基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

（
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
等
と
の
併
設
） 

第
六
百
四
条 
基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は

こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活

介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期

入
所
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て

「
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
は
、
指
定
介
護
予
防
通
所

介
護
事
業
所
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働

省
令
第
三
十
六
号
。
第
六
百
七
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
「
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
基
準
」
と
い
う
。
）
第
十
三
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事

業
所
を
い
う
。
）
又
は
社
会
福
祉
施
設
（
第
六
百
九
条
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護

事
業
所
等
」
と
い
う
。
）
に
併
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
六
百
五
条 

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
（
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介

護
事
業
者
が
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
ご
と
に
置
く
べ
き
従
業
者
を
い

う
。
）
そ
の
他
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
八
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
六
百
六
条 

基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省

令
第
百
八
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
利
用
定
員
等
） 

第
六
百
七
条 

基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
は
、
そ
の
利
用
定
員
（
当
該
基

準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
同
時
に
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入

所
生
活
介
護
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
利
用
者
（
当
該
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所

生
活
介
護
事
業
者
が
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
基
準
該
当
短
期
入
所

生
活
介
護
の
事
業
を
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
事
業
所
に
お
け
る
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
基
準
該
当
短
期
入
所
生

活
介
護
の
利
用
者
）
の
数
の
上
限
を
い
う
。
）
を
二
十
人
未
満
と
し
、
基
準
該
当
介
護
予
防
短

期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
の
専
用
の
居
室
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
と
基
準
該
当
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業



と
が
同
一
の
事
業
者
に
よ
り
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
第
百
八
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
定
員
等
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前

項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
六
百
八
条 
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
の
設
備
及
び
備
品
等
に
係
る
基

準
は
、
省
令
第
百
八
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
等
と
の
連
携
） 

第
六
百
九
条 

基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
者
は
、
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期

入
所
生
活
介
護
の
提
供
に
際
し
、
常
に
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
等
と
の
間
の
連
携
及

び
支
援
の
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
準
用
） 

第
六
百
十
条 

第
四
百
四
十
七
条
か
ら
第
四
百
五
十
一
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
四
条
、
第
四
百
五

十
七
条
、
第
四
百
五
十
九
条
、
第
四
百
六
十
一
条
、
第
四
百
六
十
八
条
か
ら
第
四
百
七
十
一
条

ま
で
、
第
四
百
七
十
二
条
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。
）
、
第
四
百
七
十
三
条
か
ら
第
四

百
七
十
五
条
ま
で
、
第
四
百
九
十
一
条
、
第
五
百
四
十
条
、
第
五
百
四
十
三
条
、
第
五
百
六
十

六
条
並
び
に
第
四
款
（
第
五
百
七
十
三
条
第
一
項
及
び
第
五
百
八
十
一
条
を
除
く
。
）
及
び
第

五
款
の
規
定
は
、
基
準
該
当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
百
四
十
七
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
四
百
五
十
七
条
中
「
内
容
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
介

護
に
つ
い
て
法
第
五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
四
百
五
十
九
条
中
「
法
定
代
理
受
領

サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
短

期
入
所
生
活
介
護
」
と
、
第
四
百
六
十
八
条
中
「
第
四
百
六
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
百

十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
百
七
十
六
条
」
と
、
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
介
護

予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条
中
「
第
三

十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
、
第
五

百
四
十
条
第
三
項
中
「
介
護
予
防
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
生

活
介
護
従
業
者
」
と
、
第
五
百
七
十
一
条
中
「
第
百
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五

条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
三
十
三
条
」
と
、
第
五
百
七
十
三
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理

受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該

当
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」

と
、
第
五
百
七
十
四
条
中
「
第
百
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
百
三
十
六
条
」
と
、
第
五
百
八
十
条
第
二
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
次



条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
百
十
条
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
百
三
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る

の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
三
十
六
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
六
号

中
「
第
百
四
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
」
と
、
第
五
百
八
十
三
条
中
「
第
五
百

六
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
百
六
十
六
条
」
と
、
「
前

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
五
百
八
十
四
条
中
「
第

百
四
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
四
十
五
条
」
と
、

第
五
百
八
十
七
条
中
「
医
師
及
び
看
護
師
又
は
准
看
護
師
」
と
あ
る
の
は
「
看
護
職
員
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
十
節 

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
六
百
十
一
条 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
（
以
下

こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
そ
の
利

用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
医
療
並
び
に
日
常
生

活
上
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
療
養
生
活
の
質
の
向
上
及
び
心
身
機
能
の
維
持

回
復
を
図
り
、
も
っ
て
利
用
者
の
生
活
機
能
の
維
持
又
は
向
上
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

第
六
百
十
二
条 

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
（
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
」

と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
短
期
入

所
療
養
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の

提
供
に
当
た
る
従
業
者
を
い
う
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
八
十
七
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
六
百
十
三
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第

百
八
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
対
象
者
） 

第
六
百
十
四
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
若
し

く
は
病
状
に
よ
り
、
若
し
く
は
そ
の
家
族
の
疾
病
、
冠
婚
葬
祭
、
出
張
等
の
理
由
に
よ
り
、
一

時
的
に
入
所
し
て
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
医

療
等
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
者
を
対
象
に
、
介
護
老
人
保
健
施
設
の
療
養
室
、
病
院
の
療
養
病

床
に
係
る
病
室
、
診
療
所
の
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
を
提
供
す
る
病
室
又
は
病
院



の
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お
い
て
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
を
提
供
す
る

も
の
と
す
る
。 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
六
百
十
五
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に

該
当
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用

料
の
一
部
と
し
て
、
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費

用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用

料
の
額
と
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と

の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次

に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す

る
食
費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
費
が
利
用
者
に
代
わ
り
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
た

場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

二 

滞
在
に
要
す
る
費
用
（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
滞
在

費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費

が
利
用
者
に
代
わ
り
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
に
支
払
わ
れ
た
場
合

は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
滞
在
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
療
養
室
等
の
提
供
を
行
っ
た

こ
と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 

送
迎
に
要
す
る
費
用
（
知
事
が
別
に
定
め
る
場
合
を
除
く
。
） 

六 

理
美
容
代 

七 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
に
お
い
て
提
供
さ

れ
る
便
宜
の
う
ち
、日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、

そ
の
利
用
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ



に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
費
用
の
額
に
係
る
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
当
該
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
及
び
費
用
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る
同
意
に
つ
い

て
は
、
文
書
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
身
体
的
拘
束
等
の
禁
止
） 

第
六
百
十
六
条 

身
体
的
拘
束
等
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
九
十
一
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
運
営
規
程
） 

第
六
百
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
運
営
に
つ

い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

四 

通
常
の
送
迎
の
実
施
地
域 

五 

施
設
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

六 

非
常
災
害
対
策 

七 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
六
百
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
利
用
者
数
以
上

の
利
用
者
（
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
が
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事

業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
と
指
定
短

期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
又
は
指
定
短
期
入
所

療
養
介
護
の
利
用
者
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
同
時
に
指
定
介
護
予
防
短

期
入
所
療
養
介
護
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

介
護
老
人
保
健
施
設
で
あ
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、

利
用
者
を
当
該
介
護
老
人
保
健
施
設
の
入
所
者
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
入
所
定
員
及
び

療
養
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

二 

療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
若
し
く
は
診
療
所
又
は
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す

る
病
院
で
あ
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
療
養
病
床
又
は

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
係
る
病
床
数
及
び
療
養
病
床
又
は
老
人
性
認
知
症
疾
患
療



養
病
棟
に
係
る
病
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

三 

診
療
所
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
を
提
供
す
る
病
床
数
及
び
病
室

の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

（
記
録
の
整
備
） 

第
六
百
十
九
条 
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び

会
計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入

所
療
養
介
護
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
計
画 

二 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
五
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

三 

省
令
第
百
九
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の

利
用
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
の
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
六
十
一
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
七
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

六 

省
令
第
百
九
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の

状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
六
百
二
十
条 

第
四
百
四
十
七
条
か
ら
第
四
百
五
十
一
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
三
条
、
第
四
百

五
十
四
条
、
第
四
百
五
十
七
条
、
第
四
百
五
十
九
条
、
第
四
百
六
十
一
条
、
第
四
百
六
十
八
条
、

第
四
百
六
十
九
条
、
第
四
百
七
十
一
条
か
ら
第
四
百
七
十
五
条
ま
で
、
第
四
百
九
十
一
条
、
第

五
百
四
十
条
、
第
五
百
五
十
九
条
、
第
五
百
七
十
一
条
、
第
五
百
七
十
二
条
第
二
項
、
第
五
百

七
十
八
条
及
び
第
五
百
七
十
九
条
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
百
四
十
七
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
九
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
四
百
六
十
八
条
中
「
第
四
百
六
十
四

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
百
十
七
条
」
と
、
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短

期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百

九
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条
中
「
第
三
十
五
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
、
第
五
百
四
十
条

第
三
項
中
「
介
護
予
防
通
所
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
従

業
者
」
と
、
第
五
百
七
十
一
条
中
「
第
百
三
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
五
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
百
三
十
三
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 



 
 
 
 
 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

（
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
六
百
二
十
一
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
は
、
利
用
者
の
介
護
予
防
に
資
す
る
よ

う
、
そ
の
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期

入
所
療
養
介
護
の
質
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
主
治
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
と
も
連
携
を
図
り

つ
つ
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提

供
に
当
た
り
、
利
用
者
が
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
最
大
限
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提

供
に
当
た
り
、
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
る
こ
と
そ
の
他
の
様
々
な
方

法
に
よ
り
、
利
用
者
が
主
体
的
に
事
業
に
参
加
す
る
よ
う
適
切
な
働
き
か
け
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
六
百
二
十
二
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
方
針
は
、
第
六
百
十
一
条
に
規
定
す

る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本
取
扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る

も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
の
医
師
又
は
歯
科
医

師
か
ら
の
情
報
伝
達
や
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を
通
じ
る
等
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
利
用

者
の
心
身
の
状
況
、
病
状
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
利
用
者
の
日
常
生
活
全
般
の
状
況

の
的
確
な
把
握
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

二 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
相
当
期
間
以
上
に
わ
た
り
継

続
し
て
入
所
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
規
定
す
る
利
用
者
の

日
常
生
活
全
般
の
状
況
及
び
希
望
を
踏
ま
え
て
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
目

標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

う
期
間
等
を
記
載
し
た
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
計
画
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

三 

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
計
画
は
、
既
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
当
該
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

四 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介

護
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説



明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

五 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介

護
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
計
画
を
利
用
者
に
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

六 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養

介
護
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
が
日
常
生
活
を
営

む
の
に
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

七 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を

旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
等
に
つ
い
て
、
理
解
し

や
す
い
よ
う
に
指
導
又
は
説
明
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

（
診
療
の
方
針
） 

第
六
百
二
十
三
条 

診
療
の
方
針
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
九
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
機
能
訓
練
） 

第
六
百
二
十
四
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
諸
機
能

の
維
持
回
復
を
図
り
、
日
常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た
め
、
必
要
な
理
学
療
法
、
作
業
療
法
そ

の
他
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
） 

第
六
百
二
十
五
条 

看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
食
事
の
提
供
） 

第
六
百
二
十
六
条 

利
用
者
の
食
事
は
、
栄
養
並
び
に
利
用
者
の
身
体
の
状
況
、
病
状
及
び
嗜 し
好

を
考
慮
し
た
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
時
間
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

利
用
者
の
食
事
は
、
そ
の
者
の
自
立
の
支
援
に
配
慮
し
、
で
き
る
だ
け
離
床
し
て
食
堂
で
行

わ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
六
百
二
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
適
宜
利
用
者
の
た
め
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
六
款 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
の
基
本
方
針
、

設
備
及
び
運
営
並
び
に
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準 

 
 
 
 
 
 

第
一
目 

こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針 



（
こ
の
款
の
趣
旨
） 

第
六
百
二
十
八
条 

第
一
款
、
第
三
款
か
ら
前
款
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指 

定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
（
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
で
あ

っ
て
、
そ
の
全
部
に
お
い
て
少
数
の
療
養
室
等
及
び
当
該
療
養
室
等
に
近
接
し
て
設
け
ら
れ
る

共
同
生
活
室
（
当
該
療
養
室
等
の
利
用
者
が
交
流
し
、
共
同
で
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
場
所

を
い
う
。
第
六
百
三
十
八
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
一
体
的
に
構
成
さ
れ
る
場
所

（
次
条
及
び
第
六
百
三
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
利
用
者

の
日
常
生
活
が
営
ま
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お

い
て
同
じ
。
）
の
基
本
方
針
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

方
法
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
款
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
基
本
方
針
） 

第
六
百
二
十
九
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
は
、
利
用
者
一
人

一
人
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
、
利
用
前
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
と
利
用
中
の
生
活
が
連
続

し
た
も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
い
て
利
用
者
が
相
互
に
社
会
的
関

係
を
築
き
、
自
律
的
な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
療
養
生

活
の
質
の
向
上
及
び
心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
も
っ
て
利
用
者
の
生
活
機
能
の
維
持
又

は
向
上
を
目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

第
二
目 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
六
百
三
十
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ

の
節
に
お
い
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が

当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
第
六
百
三
十
四
条
に
お
い
て
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期

入
所
療
養
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
五
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

第
三
目 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
六
百
三
十
一
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受

領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利

用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
に
係
る
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者

に
支
払
わ
れ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す

る
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に

該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を

受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費



用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額

の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す

る
食
費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
費
が
利
用
者
に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
に

支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と

す
る
。
） 

二 

滞
在
に
要
す
る
費
用
（
法
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
者
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
滞
在

費
の
基
準
費
用
額
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費

が
利
用
者
に
代
わ
り
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
に
支
払

わ
れ
た
場
合
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
滞
在
費
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す

る
。
） 

三 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
療
養
室
等
の
提
供
を
行
っ
た

こ
と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

四 

知
事
が
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者
が
選
定
す
る
特
別
な
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と

に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

五 

送
迎
に
要
す
る
費
用
（
知
事
が
別
に
定
め
る
場
合
を
除
く
。
） 

六 

理
美
容
代 

七 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
に
お
い
て
提
供
さ

れ
る
便
宜
の
う
ち
、日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、

そ
の
利
用
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
費
用
の

額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、

当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
係
る

同
意
に
つ
い
て
は
、
文
書
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

（
運
営
規
程
） 

第
六
百
三
十
二
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る

事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

四 
通
常
の
送
迎
の
実
施
地
域 

五 

施
設
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

六 

非
常
災
害
対
策 

七 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
六
百
三
十
三
条 

勤
務
体
制
の
確
保
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
八
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
六
百
三
十
四
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る

利
用
者
（
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
が
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定

短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短

期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
と
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業

所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
ユ
ニ
ッ

ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
又
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
利
用

者
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
数
以
上
の
利
用
者
に
対
し
て
同
時
に
指
定
介
護
予
防
短

期
入
所
療
養
介
護
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

一 

ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
で
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介

護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
利
用
者
を
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
入
居
者
と
み

な
し
た
場
合
に
お
い
て
入
居
定
員
及
び
療
養
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
数 

二 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
で
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所

療
養
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
利
用
者
を
当
該
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

の
入
院
患
者
と
み
な
し
た
場
合
に
お
い
て
入
院
患
者
の
定
員
及
び
病
室
の
定
員
を
超
え
る
こ

と
と
な
る
利
用
者
数 

（
準
用
） 

第
六
百
三
十
五
条 

第
六
百
十
四
条
、
第
六
百
十
六
条
、
第
六
百
十
九
条
及
び
第
六
百
二
十
条
（
第

五
百
四
十
条
の
準
用
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期

入
所
療
養
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
百
十
六
条
中
「
第

百
九
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
九
十
一
条
」
と
、

第
六
百
十
九
条
第
二
項
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
百
三

十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
百
九
十
一
条
第
二
項
」
と
あ
る



の
は
「
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
九
十
一
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
六
号
中

「
第
百
九
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
九
十
五
条
」

と
、
第
六
百
二
十
条
中
「
第
百
九
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
百
九
十
五
条
」
と
、
「
第
六
百
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
百
三
十
二
条
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

第
四
目 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
） 

第
六
百
三
十
六
条 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
は
、
利
用
者
が
、
そ
の
有
す
る
能
力
に

応
じ
て
、
自
ら
の
生
活
様
式
及
び
生
活
習
慣
に
沿
っ
て
自
律
的
な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
利
用
者
の
日
常
生
活
上
の
活
動
に
つ
い
て
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
利
用
者
の
日
常
生
活
を
支
援
す
る
も
の
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
は
、
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
い
て
利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
持
っ
て
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
は
、
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
配
慮
し
て
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
） 

第
六
百
三
十
七
条 

看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百

十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
食
事
） 

第
六
百
三
十
八
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
栄
養
並
び
に

利
用
者
の
心
身
の
状
況
及
び
嗜 し
好
を
考
慮
し
た
食
事
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
に
応

じ
て
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
食
事
の
自
立
に
つ
い
て
必
要
な
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

３ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
生
活
習
慣
を
尊
重

し
た
適
切
な
時
間
に
食
事
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
が
そ
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
て
で

き
る
限
り
自
立
し
て
食
事
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
時
間
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

４ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
相
互
に
社
会
的
関

係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
利
用
者
が
共
同
生
活
室
で
食
事

を
と
る
こ
と
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
六
百
三
十
九
条 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
嗜 し

好
に
応
じ
た
趣
味
、
教
養
又
は
娯
楽
に
係
る
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
が



自
律
的
に
行
う
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連

携
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
準
用
） 

第
六
百
四
十
条 

第
六
百
二
十
一
条
か
ら
第
六
百
二
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
百

二
十
二
条
中
「
第
六
百
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
百
二
十
九
条
」
と
、
「
前
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
六
百
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
六
百
二
十
三
条
中
「
第
百
九
十
八

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
九
十
八
条
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
十
一
節 

介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
六
百
四
十
一
条 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介

護
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）
の

事
業
は
、
介
護
予
防
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
法
第
八
条
の
二
第
十
一
項
に
規
定
す
る
計
画

を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
基
づ
き
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ

の
他
の
日
常
生
活
上
の
支
援
、
機
能
訓
練
及
び
療
養
上
の
世
話
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
当
該
指

定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
を
受
け
る
入
居
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
利
用
者
」
と
い
う
。
）
が
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
（
特
定
施
設
で
あ
っ
て
、
当
該
指
定
介

護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
が
行
わ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
及
び
附

則
第
六
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

利
用
者
の
心
身
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
も
っ
て
利
用
者
の
生
活
機
能
の
維
持
又
は
向
上
を

目
指
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
及
び
附
則
第

六
条
第
一
項
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）

は
、
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
事
業
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
場
合
に
つ

い
て
は
、
第
六
款
に
規
定
す
る
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
の
事
業
を
行
う
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
六
百
四
十
二
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
特
定

施
設
ご
と
に
置
く
べ
き
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者

（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
」
と
い
う
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準



は
、
省
令
第
二
百
三
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
六
百
四
十
三
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
三
十
二

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
六
百
四
十
四
条 
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
建
物
（
利
用
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に
使
用
し

な
い
附
属
の
建
物
を
除
く
。
）
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
、
火
災
予
防
、
消
火
活
動
等
に
関
し
専
門
的
知
識
を

有
す
る
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
木
造
か
つ
平
屋
建
て

の
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
建
物
で
あ
っ
て
、
火
災
に
係
る
利
用
者
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
と
認
め
た
と
き
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

一 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
、
天
井
等
の
内
装
材
等
へ
の
難
燃
性
の
材
料
の
使
用
、
調

理
室
等
火
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
お
け
る
防
火
区
画
の
設
置
等
に
よ
り
、
初

期
消
火
及
び
延
焼
の
抑
制
に
配
慮
し
た
構
造
で
あ
る
こ
と
。  

二 

非
常
警
報
設
備
の
設
置
等
に
よ
る
火
災
の
早
期
発
見
及
び
通
報
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
円
滑
な
消
火
活
動
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。  

三 

避
難
口
の
増
設
、
搬
送
を
容
易
に
行
う
た
め
に
十
分
な
幅
員
を
有
す
る
避
難
路
の
確
保
等

に
よ
り
、
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
避
難
訓
練
を
頻
繁
に
実
施
す
る
こ

と
、
配
置
人
員
を
増
員
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
火
災
の
際
の
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
も
の
で

あ
る
こ
と
。  

３ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
は
、
一
時
介
護
室
（
一
時
的
に
利
用
者
を
移
し
て
指
定
介
護
予
防

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
行
う
た
め
の
室
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
、
次
項
及
び
第
六
百
五

十
一
条
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
浴
室
、
便
所
、
食
堂
及
び
機
能
訓
練
室
を
有
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
他
に
利
用
者
を
一
時
的
に
移
し
て
介
護
を
行
う
た
め
の
室
が
確
保
さ

れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
時
介
護
室
を
、
他
に
機
能
訓
練
を
行
う
た
め
に
適
当
な
広
さ
の

場
所
が
確
保
で
き
る
場
合
に
あ
っ
て
は
機
能
訓
練
室
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。  

４ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
介
護
居
室
（
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
行

う
た
め
の
専
用
の
居
室
を
い
う
。
第
一
号
及
び
第
六
百
五
十
一
条
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、

一
時
介
護
室
、
浴
室
、
便
所
、
食
堂
及
び
機
能
訓
練
室
は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。  

一 

介
護
居
室
は
、
次
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
。  

イ 

一
の
居
室
の
定
員
は
、
一
人
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
処
遇
上
必
要
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
二
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ロ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
、
介
護
を
行
え
る
適
当
な
広
さ
で
あ
る
こ
と
。 



ハ 

地
階
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。 

ニ 

一
以
上
の
出
入
口
は
、
避
難
上
有
効
な
空
地
、
廊
下
又
は
広
間
に
直
接
面
し
て
設
け
る

こ
と
。 

ホ 
非
常
通
報
装
置
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

二 

一
時
介
護
室
は
、
介
護
を
行
う
た
め
に
適
当
な
広
さ
を
有
す
る
こ
と
。  

三 

浴
室
は
、
身
体
の
不
自
由
な
者
が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。  

四 

便
所
は
、
居
室
の
あ
る
階
ご
と
に
設
置
し
、
非
常
用
設
備
を
備
え
て
い
る
こ
と
。  

五 

食
堂
は
、
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
得
る
適
当
な
広
さ
を
有
す
る
こ
と
。  

六 

機
能
訓
練
室
は
、
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
得
る
適
当
な
広
さ
を
有
す
る
こ
と
。  

５ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
は
、
利
用
者
が
車
椅
子
で
円
滑
に
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
な
空
間

と
構
造
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

６ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
は
、
居
室
等
が
二
階
以
上
の
階
に
あ
る
場
合
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
一
以
上
設
け
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を
設

け
る
も
の
と
す
る
。  

８ 

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
構
造
設
備
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
建
築
基
準
法
及
び
消
防
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。  

９ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
が
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事

業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
及
び
指
定
介

護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
が
同
一
の
施
設
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て

い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
二
百
二
十
一
条
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
規
定
す
る
設
備
に
関

す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
各
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。  

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
並
び
に
契
約
の
締
結
等
） 

第
六
百
四
十
五
条 

内
容
及
び
手
続
の
説
明
並
び
に
契
約
の
締
結
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二

百
三
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
の
開
始
等
） 

第
六
百
四
十
六
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
の
開
始
等
に
係
る
基
準

は
、
省
令
第
二
百
三
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
利
用
者
の
同
意
） 

第
六
百
四
十
七
条 

老
人
福
祉
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
る
指

定
介
護
予
防
特
定
施
設
に
お
い
て
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
提
供
す
る
指

定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者



生
活
介
護
を
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
す
る
場
合
は
、
利
用
者
の
同
意
が
そ
の
条

件
で
あ
る
こ
と
を
当
該
利
用
者
に
説
明
し
、
そ
の
意
思
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入

居
者
生
活
介
護
を
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
す
る
場
合
は
、
前
項
に
規
定
す
る
利

用
者
の
同
意
を
得
た
旨
及
び
そ
の
者
の
氏
名
等
が
記
載
さ
れ
た
書
類
を
作
成
し
、
当
該
書
類
を

市
町
村
（
法
第
四
十
一
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
及
び
支
払
に
関
す
る
事
務
を
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
に
委
託
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
）

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
六
百
四
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
特

定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
開
始
に
際
し
て
は
当
該
開
始
の
年
月
日
及
び
入
居
し
て
い
る
指
定

介
護
予
防
特
定
施
設
の
名
称
を
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
終
了
に
際
し

て
は
当
該
終
了
の
年
月
日
を
、
利
用
者
の
被
保
険
者
証
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
録
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
六
百
四
十
九
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ

ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の

利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部
と
し
て
、
当
該
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
係

る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事

業
者
に
支
払
わ
れ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の

と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当

し
な
い
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払

を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
係
る
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、不
合
理
な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ

か
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

利
用
者
の
選
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
便
宜
に
要
す
る
費
用 

二 

お
む
つ
代 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
お
い
て

提
供
さ
れ
る
便
宜
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で

あ
っ
て
、
そ
の
利
用
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 



４ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
身
体
的
拘
束
等
の
禁
止
） 

第
六
百
五
十
条 

身
体
的
拘
束
等
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
三
十
九
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
運
営
規
程
） 

第
六
百
五
十
一
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
特

定
施
設
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
内
容 

三 

入
居
定
員
及
び
居
室
数 

四 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費
用
の
額 

五 

利
用
者
が
介
護
居
室
又
は
一
時
介
護
室
に
移
る
場
合
の
条
件
及
び
手
続 

六 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

七 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

八 

非
常
災
害
対
策 

九 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
六
百
五
十
二
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
、

適
切
な
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の

従
業
者
に
よ
っ
て
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
が
業
務
の
管
理
及
び
指
揮

命
令
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
指 

定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
係
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
委
託
に
よ
り
他
の

事
業
者
に
行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
者
の
業
務
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
定
期
的

に
確
認
し
、
そ
の
結
果
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
の
資

質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
協
力
医
療
機
関
等
） 



第
六
百
五
十
三
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
病
状
の

急
変
等
に
備
え
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
力
医
療
機
関
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
力
歯
科
医
療
機

関
を
定
め
て
お
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
六
百
五
十
四
条 
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
の
運
営

に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は
そ
の
自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地

域
と
の
交
流
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、そ
の
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

提
供
し
た
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
関
す
る
利
用
者
か
ら
の
苦
情
に
関
し

て
、
市
町
村
等
が
派
遣
す
る
者
が
相
談
及
び
援
助
を
行
う
事
業
そ
の
他
の
市
町
村
が
実
施
す
る

事
業
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
六
百
五
十
五
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、

備
品
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
介
護
予
防

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日

か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

介
護
予
防
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画 

二 

第
六
百
四
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
利
用
者
の
同
意
等
に
係
る
書
類 

三 

第
六
百
四
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

四 

省
令
第
二
百
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際

の
利
用
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を
得
な
い
理
由
の
記
録 

五 

第
六
百
五
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
結
果
等
の
記
録 

六 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
六
十
一
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

七 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
七
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

八 

省
令
第
二
百
四
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故

の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

（
準
用
） 

第
六
百
五
十
六
条 

第
四
百
四
十
九
条
、
第
四
百
五
十
条
、
第
四
百
五
十
九
条
、
第
四
百
六
十
一

条
、
第
四
百
六
十
八
条
か
ら
第
四
百
七
十
五
条
ま
で
、
第
四
百
九
十
条
、
第
四
百
九
十
一
条
、

第
五
百
四
十
三
条
及
び
第
五
百
七
十
八
条
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活

介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
百
六
十
八
条
中
「
第
四
百
六

十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
百
五
十
一
条
」
と
、
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
介
護



予
防
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百

四
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条
中
「
第
三
十
五
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
百
四
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
、
第
四
百
九
十

条
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

（
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
六
百
五
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
は
、
利
用
者
の
介
護
予
防
に
資

す
る
よ
う
、
そ
の
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
介
護
予

防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
質
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
主
治
の
医
師
又
は
歯
科
医
師

と
も
連
携
を
図
り
つ
つ
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
り
、
利
用
者
が
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
で
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
常

に
意
識
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
最

大
限
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

５ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者

生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
り
、
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
十
分
に
図
る
こ
と
そ
の

他
の
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
が
主
体
的
に
事
業
に
参
加
す
る
よ
う
適
切
な
働
き
か
け
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
六
百
五
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
方
針
は
、
第
六
百
四
十
一
条

に
規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本
取
扱
方
針
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
と
こ

ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
の
医
師
又
は

歯
科
医
師
か
ら
の
情
報
伝
達
等
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
有

す
る
能
力
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
の
評
価
を
通
じ
て
利
用
者
が
現
に
抱
え
る
問
題
点

を
把
握
し
、
利
用
者
が
自
立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
上
で
解
決

す
べ
き
課
題
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

二 

計
画
作
成
担
当
者
は
、
利
用
者
の
希
望
及
び
利
用
者
に
つ
い
て
把
握
さ
れ
た
解
決
す
べ
き

課
題
を
踏
ま
え
て
、
他
の
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
と
協
議
の
上
、
指
定
介
護
予
防
特
定



施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
点
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

う
期
間
等
を
記
載
し
た
介
護
予
防
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
を
作
成
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
。 

三 

計
画
作
成
担
当
者
は
、
介
護
予
防
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ

の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
文
書
に
よ
り
利
用
者

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

四 

計
画
作
成
担
当
者
は
、
介
護
予
防
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該

介
護
予
防
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

五 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
予
防
特
定
施

設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
が
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の

と
す
る
こ
と
。 

六 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う

こ
と
を
旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
等
に
つ
い
て
、

理
解
し
や
す
い
よ
う
に
説
明
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

七 

計
画
作
成
担
当
者
は
、
他
の
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
と
の
連
絡
を
継
続
的
に
行
う
こ

と
に
よ
り
、
介
護
予
防
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
開
始
時
か

ら
、
当
該
介
護
予
防
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
記
載
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
期
間

が
終
了
す
る
ま
で
に
、
少
な
く
と
も
一
回
は
、
当
該
介
護
予
防
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

実
施
状
況
の
把
握
（
次
号
に
お
い
て
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
を
行
う
と
と
も
に
、

利
用
者
に
つ
い
て
の
解
決
す
べ
き
課
題
の
把
握
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

八 

計
画
作
成
担
当
者
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
介
護
予
防
特

定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。 

九 

第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
は
、
前
号
に
規
定
す
る
介
護
予
防
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス

計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
こ
と
。 

（
介
護
） 

第
六
百
五
十
九
条 

介
護
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
、
利
用
者
の
自
立
の
支
援
と
日
常

生
活
の
充
実
に
資
す
る
よ
う
、
適
切
な
技
術
を
も
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
自
ら
入
浴
が
困
難
な
利
用
者
に
つ

い
て
、
一
週
間
に
二
回
以
上
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
入
浴
さ
せ
、
又
は
清
拭 しき
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
、

適
切
な
方
法
に
よ
り
、
排
せ
つ
の
自
立
に
つ
い
て
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
三
項
に
定
め
る
ほ
か
、
利
用
者



に
対
し
、
食
事
、
離
床
、
着
替
え
、
整
容
そ
の
他
日
常
生
活
上
の
世
話
を
適
切
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

（
健
康
管
理
） 

第
六
百
六
十
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
看
護
師
及
び
准
看
護
師
は
、
常
に
利
用
者
の
健
康

の
状
況
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
健
康
保
持
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

（
相
談
及
び
援
助
） 

第
六
百
六
十
一
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
心

身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に

対
し
、
そ
の
相
談
に
適
切
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
利
用
者
の
社
会
生
活
に
必
要
な
支
援
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
者
の
家
族
と
の
連
携
等
） 

第
六
百
六
十
二
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
家

族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
と
そ
の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
準
用
） 

第
六
百
六
十
三
条 

第
五
百
八
十
六
条
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護

の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
六
款 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事

業
の
基
本
方
針
、
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

 
 
 
 
 
 

第
一
目 

こ
の
款
の
趣
旨
及
び
基
本
方
針 

（
こ
の
款
の
趣
旨
） 

第
六
百
六
十
四
条 

第
一
款
か
ら
前
款
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指

定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
（
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
で
あ

っ
て
、
当
該
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
従
業
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
介
護
予
防
特
定
施
設
サ
ー

ビ
ス
計
画
の
作
成
、
利
用
者
の
安
否
の
確
認
、
利
用
者
の
生
活
相
談
等
（
第
六
百
六
十
六
条
に

お
い
て
「
基
本
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
事
業
者
が
委

託
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
当
該
介
護
予
防
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
行
わ

れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
支
援
、
機
能
訓
練
及
び
療
養

上
の
世
話
（
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
「
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
い
う
。
以

下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
事
業
を
行
う
も
の
の
基
本
方
針
、
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
款
に
定



め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
基
本
方
針
） 

第
六
百
六
十
五
条 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業

は
、
介
護
予
防
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
、
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ

る
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
か
つ
円
滑
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
指
定
介
護
予

防
特
定
施
設
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
心
身
機

能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
も
っ
て
利
用
者
の
生
活
機
能
の
維
持
又
は
向
上
を
目
指
す
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以

下
こ
の
款
及
び
附
則
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
「
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定

施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
は
、
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
事
業
運
営
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

第
二
目 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
六
百
六
十
六
条 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者

が
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
ご
と
に
置
く
べ
き
基
本
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
従
業
者
（
第
六
百

七
十
条
第
二
号
に
お
い
て
「
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
」
と
い
う
。
）

そ
の
他
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
五
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
六
百
六
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
五
十
六

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

第
三
目 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
六
百
六
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
建
物
（
利
用
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に
使
用
し

な
い
附
属
の
建
物
を
除
く
。
）
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
、
火
災
予
防
、
消
火
活
動
等
に
関
し
専
門
的
知
識
を

有
す
る
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
木
造
か
つ
平
屋
建
て

の
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
建
物
で
あ
っ
て
、
火
災
に
係
る
利
用
者
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
と
認
め
た
と
き
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

一 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
、
天
井
等
の
内
装
材
等
へ
の
難
燃
性
の
材
料
の
使
用
、
調

理
室
等
火
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
お
け
る
防
火
区
画
の
設
置
等
に
よ
り
、
初

期
消
火
及
び
延
焼
の
抑
制
に
配
慮
し
た
構
造
で
あ
る
こ
と
。 

二 

非
常
警
報
設
備
の
設
置
等
に
よ
る
火
災
の
早
期
発
見
及
び
通
報
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
円
滑
な
消
火
活
動
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 



三 

避
難
口
の
増
設
、
搬
送
を
容
易
に
行
う
た
め
に
十
分
な
幅
員
を
有
す
る
避
難
路
の
確
保
等

に
よ
り
、
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
避
難
訓
練
を
頻
繁
に
実
施
す
る
こ

と
、
配
置
人
員
を
増
員
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
火
災
の
際
の
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
も
の
で

あ
る
こ
と
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
は
、
居
室
、
浴
室
、
便
所
及
び
食
堂
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
居
室
の
面
積
が
二
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
食
堂
を
設
け
な
い

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
居
室
、
浴
室
、
便
所
及
び
食
堂
は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

居
室
は
、
次
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
。 

イ 

一
の
居
室
の
定
員
は
、
一
人
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
処
遇
上
必
要
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
二
人
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ロ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
、
介
護
を
行
え
る
適
当
な
広
さ
で
あ
る
こ
と
。 

ハ 

地
階
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。 

ニ 

一
以
上
の
出
入
口
は
、
避
難
上
有
効
な
空
地
、
廊
下
又
は
広
間
に
直
接
面
し
て
設
け
る

こ
と
。 

ホ 

非
常
通
報
装
置
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

二 

浴
室
は
、
身
体
の
不
自
由
な
者
が
入
浴
す
る
の
に
適
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

三 

便
所
は
、
居
室
の
あ
る
階
ご
と
に
設
置
し
、
非
常
用
設
備
を
備
え
て
い
る
こ
と
。 

四 

食
堂
は
、
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
得
る
適
当
な
広
さ
を
有
す
る
こ
と
。 

５ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
は
、
利
用
者
が
車
椅
子
で
円
滑
に
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
な
空
間

と
構
造
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
は
、
居
室
等
が
二
階
以
上
の
階
に
あ
る
場
合
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
一
以
上
設
け
る
も
の
と
す
る
。 

７ 

指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を
設

け
る
も
の
と
す
る
。 

８ 

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
構
造
設
備
の
基
準
に
つ
い
て

は
、
建
築
基
準
法
及
び
消
防
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

９ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
が
外
部
サ
ー
ビ

ス
利
用
型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
の
指
定
も
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
外
部
サ

ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
及
び
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用

型
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
が
同
一
の
施
設
に
お
い
て
一
体
的
に
運
用
さ
れ
て

い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
二
百
四
十
三
条
第
一
項
か
ら
第
七
項
ま
で
に
規
定
す
る
設
備
に
関

す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
各
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み



な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 
 
 

第
四
目 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
並
び
に
契
約
の
締
結
等
） 

第
六
百
六
十
九
条 

内
容
及
び
手
続
の
説
明
並
び
に
契
約
の
締
結
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二

百
五
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
運
営
規
程
） 

第
六
百
七
十
条 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者

は
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に

関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
内
容 

三 

入
居
定
員
及
び
居
室
数 

四 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
内
容
及
び
利
用
料
そ
の

他
の
費
用
の
額 

五 

受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
事
業
所

（
次
条
第
一
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
「
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
い
う
。
）

の
名
称
及
び
所
在
地 

六 

利
用
者
が
他
の
居
室
に
移
る
場
合
の
条
件
及
び
手
続 

七 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

八 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

九 

非
常
災
害
対
策 

十 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
へ
の
委
託
） 

第
六
百
七
十
一
条 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者

が
、受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
業
務
を
委
託
す
る
契
約
を
締
結
す
る
と
き
は
、

受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
ご
と
に
文
書
に
よ
り
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
い
う
。
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
提
供
す
る
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
、
指
定

介
護
予
防
訪
問
介
護
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
、
指
定
介

護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
、
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
第
六
百
七
十
六
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
及
び
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
四
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通



所
介
護
と
す
る
。 

４ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
事
業
の
開

始
に
当
た
っ
て
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
及
び
指
定
介
護
予

防
通
所
介
護
を
提
供
す
る
事
業
者
と
、
第
一
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
こ
れ
ら
の
提
供
に
関

す
る
業
務
を
委
託
す
る
契
約
を
締
結
す
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
に

規
定
す
る
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
提
供
す
る
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、

前
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
開
始
に
当
た
っ
て
契
約
を
締
結
す
べ
き
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
て
、
第
一
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
提
供
に
関
す
る
業
務
を
委
託
す
る
契
約
を
締
結
す
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
の

指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
提
供
に
関
す
る
業
務
を
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
に
委
託
す
る
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
と
同
一

の
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
の
事
業
を
行
う
受

託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
当
該
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
契
約

を
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
受
託
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
対
し
、
業
務
に
つ
い
て
必
要
な
管
理
及
び
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と

す
る
。 

８ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
受
託
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
業
務
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
確
認
し
、
そ
の
結
果
等
を
記
録

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
六
百
七
十
二
条 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者

は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
、
会
計
及
び
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
関
す
る
諸
記
録

を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に

対
す
る
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
提
供
に
関
す
る

次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

介
護
予
防
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画 

二 

第
六
百
七
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
か
ら
受
け
た

報
告
に
係
る
記
録 

三 

前
条
第
八
項
に
規
定
す
る
結
果
等
の
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
六
十
一
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 



五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
七
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

六 

省
令
第
二
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故

の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

七 
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
百
四
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
利
用
者
の
同
意
等
に
係

る
書
類 

八 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
百
四
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

九 

省
令
第
二
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
百
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る

身
体
的
拘
束
等
の
態
様
及
び
時
間
、
そ
の
際
の
利
用
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊
急
や
む
を

得
な
い
理
由
の
記
録 

十 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
百
五
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
結
果
等
の
記
録 

（
準
用
） 

第
六
百
七
十
三
条 

第
四
百
四
十
九
条
、
第
四
百
五
十
条
、
第
四
百
五
十
九
条
、
第
四
百
六
十
一

条
、
第
四
百
六
十
八
条
か
ら
第
四
百
七
十
五
条
ま
で
、
第
四
百
九
十
条
、
第
四
百
九
十
一
条
、

第
五
百
四
十
三
条
、
第
五
百
七
十
八
条
、
第
六
百
四
十
六
条
か
ら
第
六
百
五
十
条
ま
で
及
び
第

六
百
五
十
二
条
か
ら
第
六
百
五
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予

防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
百

六
十
八
条
中
「
第
四
百
六
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
百
七
十
条
」
と
、
「
訪
問
介
護
員
等
」

と
あ
る
の
は
「
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条

中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」

と
、
第
四
百
七
十
条
中
「
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
介
護
予
防

特
定
施
設
及
び
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条
中
「
第
三
十
五
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
、
第
四
百
九
十

条
中
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
の
従
業

者
」
と
、
第
六
百
四
十
六
条
中
「
第
二
百
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
十
二
条
に
お

い
て
準
用
す
る
省
令
二
百
三
十
五
条
」
と
、
第
六
百
四
十
八
条
第
二
項
中
「
指
定
介
護
予
防
特

定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
を
」
と
あ
る
の
は
「
基
本
サ
ー
ビ
ス
を
」
と
、
第
六
百
五
十
条
中
「
第

二
百
三
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
二
百
三
十
九
条
」

と
、
第
六
百
五
十
二
条
中
「
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基

本
サ
ー
ビ
ス
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

第
五
目 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

（
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
六
百
七
十
四
条 

外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者

は
、
介
護
予
防
特
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
、
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ



り
、
適
切
か
つ
円
滑
に
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
は
、
受
託
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
提
供
し

た
日
時
、
時
間
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
文
書
に
よ
り
報
告
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

（
準
用
） 

第
六
百
七
十
五
条 

第
六
百
五
十
七
条
、
第
六
百
五
十
八
条
、
第
六
百
六
十
一
条
及
び
第
六
百
六

十
二
条
の
規
定
は
、
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
事

業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
百
五
十
八
条
中
「
他
の
介
護
予
防
特
定

施
設
従
業
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
他
の
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
介
護
予
防
特
定
施
設
従
業
者
及

び
受
託
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
十
二
節 

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
六
百
七
十
六
条 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
（
以
下
こ

の
節
及
び
第
七
百
四
条
第
一
項
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
」
と
い
う
。
）
の

事
業
は
、
そ
の
利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
希
望
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
踏
ま
え

た
適
切
な
福
祉
用
具
（
法
第
八
条
の
二
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
福

祉
用
具
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
選
定
の
援
助
、
取
付
け
、
調
整
等
を
行

い
、
福
祉
用
具
を
貸
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
生
活
機
能
の
維
持
又
は
改
善
を
図
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
員
数
） 

第
六
百
七
十
七
条 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下

こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
六
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
六
百
七
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第

二
百
六
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
六
百
七
十
九
条 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
福
祉
用
具
の
保
管
及
び
消
毒
の



た
め
に
必
要
な
設
備
及
び
器
材
並
び
に
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
広
さ
の
区
画
を
有

す
る
ほ
か
、
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
必
要
な
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
を

備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
六
百
八
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
福
祉
用
具
の

保
管
又
は
消
毒
を
他
の
事
業
者
に
行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
福
祉
用
具
の
保
管
又
は
消
毒

の
た
め
に
必
要
な
設
備
又
は
器
材
を
有
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
設
備
及
び
器
材
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

福
祉
用
具
の
保
管
の
た
め
に
必
要
な
設
備 

イ 

清
潔
で
あ
る
こ
と
。 

ロ 

既
に
消
毒
又
は
補
修
が
な
さ
れ
て
い
る
福
祉
用
具
と
そ
れ
以
外
の
福
祉
用
具
を
区
分
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。 

二 

福
祉
用
具
の
消
毒
の
た
め
に
必
要
な
器
材 

 
 
 

当
該
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
が
取
り
扱
う
福
祉
用
具
の
種
類
及
び
材
質
等

か
ら
み
て
適
切
な
消
毒
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
が
指
定
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
の
指
定
を
併
せ
て
受

け
、
か
つ
、
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
と
指
定
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
と
が
同
一

の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
二
百
五
十
三
条
第
一

項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
二
項
に
規
定

す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
料
等
の
受
領
） 

第
六
百
八
十
条 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当

す
る
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
を
提
供
し
た
際
に
は
、
そ
の
利
用
者
か
ら
利
用
料
の
一
部

と
し
て
、
当
該
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
か
ら

当
該
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
を
控

除
し
て
得
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
を
提
供
し
た
際
に
そ
の
利
用
者
か
ら
支
払
を
受
け
る
利
用
料
の
額
と
、

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
用
基
準
額
と
の
間
に
、
不
合
理

な
差
額
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に
掲

げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
を
行
う

場
合
の
交
通
費 

二 

福
祉
用
具
の
搬
出
入
に
特
別
な
措
置
が
必
要
な
場
合
の
当
該
措
置
に
要
す
る
費
用 



４ 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び

費
用
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
期
日
ま
で
に
利
用
者
か
ら

利
用
料
又
は
そ
の
一
部
の
支
払
が
な
く
、
そ
の
後
の
請
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
当
な
理
由
な

く
支
払
に
応
じ
な
い
場
合
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
に
係
る
福
祉
用
具
を
回
収

す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
当
該
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

（
運
営
規
程
） 

第
六
百
八
十
一
条 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
方
法
、
取
り
扱
う
種
目
及
び
利
用
料
そ
の
他
の
費

用
の
額 

五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

六 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
適
切
な
研
修
の
機
会
の
確
保
） 

第
六
百
八
十
二
条 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
資
質

の
向
上
の
た
め
に
、福
祉
用
具
に
関
す
る
適
切
な
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
福
祉
用
具
の
取
扱
種
目
） 

第
六
百
八
十
三
条 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
利
用
者
の
身
体
の
状
態
の
多
様

性
、
変
化
等
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
多
く
の
種
類
の
福
祉
用
具
を
取

り
扱
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
六
百
八
十
四
条 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
従
業
者
の
清
潔
の
保
持
及
び
健

康
状
態
に
つ
い
て
、
必
要
な
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
回
収
し
た
福
祉
用
具
を
、
そ
の
種
類
、
材
質
等

か
ら
み
て
適
切
な
消
毒
効
果
を
有
す
る
方
法
に
よ
り
速
や
か
に
消
毒
す
る
と
と
も
に
、
既
に
消

毒
が
行
わ
れ
た
福
祉
用
具
と
消
毒
が
行
わ
れ
て
い
な
い
福
祉
用
具
と
を
区
分
し
て
保
管
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
福
祉
用
具
の
保



管
又
は
消
毒
を
委
託
等
に
よ
り
他
の
事
業
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
当
該
委
託
等
の
契
約
の
内
容
に
お
い
て

保
管
又
は
消
毒
が
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
を
担
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
福
祉
用
具
の
保
管
又
は
消

毒
を
委
託
等
に
よ
り
他
の
事
業
者
に
行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
者
の
業
務
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
確
認
し
、
そ
の
結
果
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
事
業
所
の
設
備
及
び
備
品
に
つ
い
て
、
衛
生
的

な
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
掲
示
及
び
目
録
の
備
付
け
） 

第
六
百
八
十
五
条 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
、

第
六
百
八
十
一
条
に
規
定
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
の
概
要
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ

ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
利
用
者
の
福
祉
用
具
の
選
択
に
資
す
る
た
め
、

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
所
に
、
そ
の
取
り
扱
う
福
祉
用
具
の
品
名
及
び
品
名
ご
と

の
利
用
料
そ
の
他
の
必
要
事
項
が
記
載
さ
れ
た
目
録
等
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
六
百
八
十
六
条 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会

計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸

与
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
五
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

二 

第
六
百
八
十
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
結
果
等
の
記
録 

三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
六
十
一
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

四 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
七
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

五 

省
令
第
二
百
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故

の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

六 

第
六
百
九
十
条
に
規
定
す
る
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
計
画 

（
準
用
） 

第
六
百
八
十
七
条 

第
四
百
四
十
六
条
か
ら
第
四
百
五
十
七
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
九
条
、
第
四

百
六
十
一
条
、
第
四
百
六
十
九
条
か
ら
第
四
百
七
十
五
条
ま
で
、
第
四
百
九
十
一
条
並
び
に
第

五
百
四
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
百
四
十
六
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二



百
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
四
百
四
十
七
条
中
「
第
九
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
二
百
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
四
百
四
十
八
条
中
「
同

じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
、
取
り
扱
う
福
祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
四
百
五
十
二
条

第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」
と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
四
百
五
十
六
条

中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、
「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る

の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
四
百
五
十
七
条
中
「
提
供
日
及
び
内
容
」
と
あ
る
の
は
「
提
供
の
開

始
日
及
び
終
了
日
並
び
に
種
目
及
び
品
名
」
と
、
第
四
百
五
十
九
条
中
「
内
容
」
と
あ
る
の
は

「
種
目
、
品
名
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
七
十
六

条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
二
百
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
、
第
五
百
四
十
条
第

二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

（
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
六
百
八
十
八
条 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
は
、
利
用
者
の
介
護
予
防
に
資
す
る
よ
う
、

そ
の
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具

貸
与
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
当
た

り
、
利
用
者
が
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
は
、
利
用
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
最
大
限
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
六
百
八
十
九
条 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
行
う
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
方
針
は
、

第
六
百
七
十
六
条
に
規
定
す
る
基
本
方
針
及
び
前
条
に
規
定
す
る
基
本
取
扱
方
針
に
基
づ
き
、

次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
主
治
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
か

ら
の
情
報
伝
達
や
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を
通
じ
る
等
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
の

心
身
の
状
況
、
希
望
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
利
用
者
の
日
常
生
活
全
般
の
状
況
の

的
確
な
把
握
を
行
い
、
福
祉
用
具
が
適
切
に
選
定
さ
れ
、
か
つ
、
使
用
さ
れ
る
よ
う
、
専
門

的
知
識
に
基
づ
き
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、目
録
等
の
文
書
を
示
し
て
福
祉
用
具
の
機
能
、

使
用
方
法
、
利
用
料
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
個
別
の
福
祉
用
具
の
貸
与
に
係
る
同
意

を
得
る
こ
と
。 



二 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護

予
防
福
祉
用
具
貸
与
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
が
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
支
援
を
行

う
こ
と
。 

三 
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨
と

し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
等
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
説
明
を
行
う
こ
と
。 

四 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
貸
与
す
る
福
祉
用
具
の
機
能
、

安
全
性
、
衛
生
状
態
等
に
関
し
、
点
検
を
行
う
こ
と
。 

五 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
身
体
の
状
況
等
に
応

じ
て
福
祉
用
具
の
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
福
祉
用
具
の
使
用
方
法
、
使
用
上
の
留
意

事
項
、
故
障
時
の
対
応
等
を
記
載
し
た
文
書
を
利
用
者
に
交
付
し
、
十
分
な
説
明
を
行
っ
た

上
で
、
必
要
に
応
じ
て
利
用
者
に
実
際
に
当
該
福
祉
用
具
を
使
用
さ
せ
な
が
ら
使
用
方
法
の

指
導
を
行
う
こ
と
。 

六 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
等
か
ら
の
要
請
等
に
応

じ
て
、
貸
与
し
た
福
祉
用
具
の
使
用
状
況
を
確
認
し
、
必
要
な
場
合
は
、
使
用
方
法
の
指
導
、

修
理
等
を
行
う
こ
と
。 

（
介
護
予
防
福
祉
用
具
計
画
の
作
成
） 

第
六
百
九
十
条 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
希
望
及
び
そ
の
置
か
れ

て
い
る
環
境
等
利
用
者
の
日
常
生
活
全
般
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸

与
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
う
期
間
等
を
記
載
し
た
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
利
用
が
あ
る
と
き
は
、
第
七
百

四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
計
画
と
一
体
の
も
の
と
し
て
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
計
画
は
、
既
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
当
該
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

４ 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
介

護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
計
画
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
開

始
時
か
ら
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
計
画
の
実
施
状
況
の
把
握
（
次
項

及
び
第
七
項
に
お
い
て
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
を
行
う
も
の
と
す
る
。 



６ 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
記
録
し
、
当
該
記
録
を
当
該
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
介
護
予
防

福
祉
用
具
貸
与
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

８ 

第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
計
画
の

変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
六
款 

基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

（
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
員
数
） 

第
六
百
九
十
一
条 

基
準
該
当
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
又
は

こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
次
条
に
お
い
て
「
基
準
該
当
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
」
と
い

う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
が
、
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
置
く
べ
き
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
七
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と

す
る
。 

（
準
用
） 

第
六
百
九
十
二
条 

第
四
百
四
十
六
条
か
ら
第
四
百
五
十
二
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
四
条
か
ら
第

四
百
五
十
七
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
九
条
、
第
四
百
六
十
一
条
、
第
四
百
六
十
九
条
か
ら
第
四

百
七
十
一
条
ま
で
、
第
四
百
七
十
二
条
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。
）
、
第
四
百
七
十
三

条
か
ら
第
四
百
七
十
五
条
ま
で
、
第
四
百
九
十
一
条
並
び
に
第
五
百
四
十
条
第
一
項
及
び
第
二

項
並
び
に
第
一
款
、
第
二
款
（
第
六
百
七
十
七
条
を
除
く
。
）
、
第
三
款
、
第
四
款
（
第
六
百

八
十
条
第
一
項
及
び
第
六
百
八
十
七
条
を
除
く
。
）
及
び
前
款
の
規
定
は
、
基
準
該
当
介
護
予

防
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
百
四
十
六
条
中

「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
四
百

四
十
七
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」

と
、
第
四
百
四
十
八
条
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
、
取
り
扱
う
福
祉
用
具
の

種
目
」
と
、
第
四
百
五
十
二
条
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」
と
あ
る
の
は
「
適
切
な
相
談
又
は

助
言
」
と
、
第
四
百
五
十
六
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、
第
四
百

五
十
七
条
中
「
提
供
日
及
び
内
容
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
五
十
三
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と

あ
る
の
は
「
提
供
の
開
始
日
及
び
終
了
日
、
種
目
、
品
名
」
と
、
第
四
百
五
十
九
条
中
「
法
定

代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介

護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百

八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四
百
七
十
四
条
中
「
第
三
十
五
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
百
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
、
第
五
百
四
十
条



第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
」
と
、
第
六
百
七
十
八
条
中
「
第
二
百

六
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
百
六
十
七
条
」
と
、

第
六
百
八
十
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
福
祉
用

具
貸
与
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二

項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
十
三
節 

特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売 

 
 
 
 
 

第
一
款 
基
本
方
針 

第
六
百
九
十
三
条 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
す
る
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
（
以

下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
そ
の

利
用
者
が
可
能
な
限
り
そ
の
居
宅
に
お
い
て
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
希
望
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
踏
ま
え
た
適
切
な
特
定

介
護
予
防
福
祉
用
具
（
法
第
八
条
の
二
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
特

定
介
護
予
防
福
祉
用
具
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
選
定
の
援
助
、
取
付
け
、

調
整
等
を
行
い
、
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
の
心
身
機
能

の
維
持
回
復
を
図
り
、
も
っ
て
利
用
者
の
生
活
機
能
の
維
持
又
は
向
上
を
目
指
す
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
員
数
） 

第
六
百
九
十
四
条 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
に
お

い
て
「
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業

所
（
次
条
及
び
第
六
百
九
十
九
条
第
一
号
に
お
い
て
「
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事

業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令

第
二
百
八
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
六
百
九
十
五
条 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省

令
第
二
百
八
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

第
六
百
九
十
六
条 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め

に
必
要
な
広
さ
の
区
画
を
有
す
る
ほ
か
、
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
提
供
に
必
要

な
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
が
指
定
特
定
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
の
指
定
を

併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
事
業
と
指
定
特
定
福
祉
用
具
販

売
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第

二
百
七
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
項
に
規



定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
六
百
九
十
七
条 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉

用
具
販
売
を
提
供
し
た
際
に
は
、
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記
録
す
る
と
と

も
に
、
利
用
者
か
ら
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
文
書
の
交
付
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
、

そ
の
情
報
を
利
用
者
に
対
し
て
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
販
売
費
用
の
額
等
の
受
領
） 

第
六
百
九
十
八
条 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉

用
具
販
売
を
提
供
し
た
際
に
は
、
法
第
五
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
現
に
当
該
特
定
介
護
予

防
福
祉
用
具
の
購
入
に
要
し
た
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
前
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
次
に

掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
利
用
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
を

行
う
場
合
の
交
通
費 

二 

特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
搬
入
に
特
別
な
措
置
が
必
要
な
場
合
の
当
該
措
置
に
要
す
る

費
用 

３ 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
前
項
の
費
用
の
額
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

及
び
費
用
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
保
険
給
付
の
申
請
に
必
要
と
な
る
書
類
等
の
交
付
） 

第
六
百
九
十
九
条 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉

用
具
販
売
に
係
る
販
売
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

書
面
を
利
用
者
に
対
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
所
の
名
称 

二 

販
売
し
た
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
種
目
及
び
品
目
の
名
称
及
び
販
売
費
用
の
額
そ
の

他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た
証
明
書 

三 

領
収
書 

四 

当
該
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
そ
の
他
の
当
該
特
定
介
護
予
防
福
祉
用

具
の
概
要 

（
記
録
の
整
備
） 

第
七
百
条 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計

に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
特
定
介
護
予
防
福



祉
用
具
販
売
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
二
年
間
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
六
百
九
十
七
条
に
規
定
す
る
提
供
し
た
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
の
記
録 

二 
次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
六
十
一
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
百
七
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

四 

省
令
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故

の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

五 

第
七
百
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
計
画 

（
準
用
） 

第
七
百
一
条 

第
四
百
四
十
六
条
か
ら
第
四
百
五
十
二
条
ま
で
、
第
四
百
五
十
四
条
か
ら
第
四
百

五
十
六
条
ま
で
、
第
四
百
六
十
一
条
、
第
四
百
六
十
七
条
、
第
四
百
六
十
九
条
か
ら
第
四
百
七

十
五
条
ま
で
、
第
四
百
九
十
一
条
、
第
五
百
四
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
六
百
八
十
一
条

か
ら
第
六
百
八
十
三
条
ま
で
並
び
に
第
六
百
八
十
五
条
の
規
定
は
、
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉

用
具
販
売
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
百
四
十
六
条
中
「
第
八

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
、
第
四
百
四
十

七
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、

第
四
百
四
十
八
条
中
「
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
。
）
、
取
り
扱
う
特
定
介
護
予
防
福

祉
用
具
の
種
目
」
と
、
第
四
百
五
十
二
条
第
二
項
中
「
適
切
な
指
導
」
と
あ
る
の
は
「
適
切
な

相
談
又
は
助
言
」
と
、
第
四
百
五
十
六
条
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
」
と
、

「
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
利
用
者
」
と
、
第
四
百
六
十
九
条
中
「
第
三
十

一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
一
条
」
と
、
第
四

百
七
十
四
条
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
八
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令

第
三
十
五
条
」
と
、
第
五
百
四
十
条
第
二
項
中
「
処
遇
」
と
あ
る
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
利
用
」
と
、

第
六
百
八
十
一
条
中
「
利
用
料
」
と
あ
る
の
は
「
販
売
費
用
の
額
」
と
、
第
六
百
八
十
二
条
及

び
第
六
百
八
十
三
条
中
「
福
祉
用
具
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
」
と
、
第
六

百
八
十
五
条
中
「
第
六
百
八
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
百
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六

百
八
十
一
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
五
款 

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

（
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
七
百
二
条 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
は
、
利
用
者
の
介
護
予
防
に
資
す
る
よ
う
、

そ
の
目
標
を
設
定
し
、
計
画
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
自
ら
そ
の
提
供
す
る
指
定
特
定
介
護
予
防

福
祉
用
具
販
売
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
提



供
に
当
た
り
、
利
用
者
が
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
と
な
ら
な
い
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
事
業
者
は
、
利
用
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
を
最
大
限
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
七
百
三
条 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
行
う
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
方
針
は
、

次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、

希
望
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
踏
ま
え
、
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
が
適
切
に
選
定

さ
れ
、
か
つ
、
使
用
さ
れ
る
よ
う
、
専
門
的
知
識
に
基
づ
き
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
目

録
等
の
文
書
を
示
し
て
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
機
能
、
使
用
方
法
、
販
売
費
用
の
額
等

に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
個
別
の
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
販
売
に
係
る
同
意
を
得
る

こ
と
。 

二 

指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定

介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
が
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
支
援

を
行
う
こ
と
。 

三 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
販
売
す
る
特
定
介
護
予
防

福
祉
用
具
の
機
能
、
安
全
性
、
衛
生
状
態
等
に
関
し
、
点
検
を
行
う
こ
と
。 

四 

指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
身
体
の
状
況
等

に
応
じ
て
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
特
定
介
護
予
防
福
祉

用
具
の
使
用
方
法
、
使
用
上
の
留
意
事
項
等
を
記
載
し
た
文
書
を
利
用
者
に
交
付
し
、
十
分

な
説
明
を
行
っ
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
て
利
用
者
に
実
際
に
当
該
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具

を
使
用
さ
せ
な
が
ら
使
用
方
法
の
指
導
を
行
う
こ
と
。 

五 

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
指
定
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
が
位
置
付
け
ら
れ
る
場

合
に
は
、
当
該
計
画
に
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
が
必
要
な
理
由
が
記
載
さ
れ
る
よ
う

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

（
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
計
画
の
作
成
） 

第
七
百
四
条 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
希
望
及
び
そ
の
置
か
れ
て

い
る
環
境
を
踏
ま
え
て
、
指
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
期
間
等
を
記
載
し
た
特
定
介
護

予
防
福
祉
用
具
販
売
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
介
護

予
防
福
祉
用
具
貸
与
の
利
用
が
あ
る
と
き
は
、
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
計
画
と
一
体
の
も
の

と
し
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



２ 

特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
計
画
は
、
既
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
当
該
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

４ 

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当

該
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
三
項
、
第
百
六
十
六

条
第
二
項
（
第
百
八
十
二
条
、
第
百
八
十
九
条
、
第
二
百
五
条
（
第
二
百
十
七
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
百
三
十
八
条
及
び
第
二
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
第
二
百
二
十
一
条
第
四
項
第
一
号
ホ
及
び
第
六
項
、
第
二
百
四
十
三
条
第
六
項
、

第
二
百
八
十
二
条
第
二
項
、
第
三
百
八
条
第
二
項
、
第
三
百
六
十
二
条
第
二
項
、
第
四
百
十
四

条
第
二
項
、
第
四
百
四
十
一
条
第
三
項
、
第
五
百
七
十
八
条
第
二
項
（
第
五
百
九
十
八
条
、
第

六
百
十
条
、
第
六
百
二
十
条
（
第
六
百
三
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
六

百
五
十
六
条
及
び
第
六
百
七
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
六
百
四
十
四
条

第
四
項
第
一
号
ホ
及
び
第
六
項
並
び
に
第
六
百
六
十
八
条
第
六
項
並
び
に
附
則
第
四
条
、
第
五

条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
六
条
の
規
定
は
、平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

次
に
掲
げ
る
厚
生
省
令
又
は
厚
生
労
働
省
令
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
基

準
省
令
」
と
い
う
。
）
の
本
則
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
に
当
た
っ
て
の
基
準
で
あ
っ
て
、

基
準
省
令
の
制
定
又
は
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
（
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
の
基
準
と
さ
れ

る
も
の
を
含
む
。
以
下
「
基
準
省
令
経
過
措
置
」
と
い
う
。
）
の
適
用
を
受
け
る
も
の
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
基
準
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
こ
の
条
例
に
定
め
る
べ
き
基
準
と

し
て
特
例
基
準
と
同
一
の
内
容
を
本
則
に
規
定
し
た
場
合
に
お
け
る
必
要
な
経
過
措
置
は
、
基

準
省
令
経
過
措
置
の
例
に
よ
る
。 

一 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

二 

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

三 

介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準 

四 

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

五 

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準 

第
三
条 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
第
五
条
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
、
法
及
び



基
準
省
令
そ
の
他
の
法
に
基
づ
く
命
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
準
省
令
等
」
と
い
う
。
）

の
規
定
に
従
い
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
基
準
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
例
に
定
め
の
な
い

も
の
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
の
条
例
に
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
基
準
省
令
等

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
。 

第
四
条 

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
一
部
施
行
日
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
現
に
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
指
定
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業

者
に
限
る
。
）
の
指
定
（
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
者

が
当
該
指
定
に
係
る
事
業
を
行
う
指
定
特
定
施
設
（
一
部
施
行
日
以
後
に
増
築
さ
れ
、
又
は
改

築
さ
れ
た
部
分
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
二
百
二
十
一
条
第
四
項
第
一
号
ホ
及
び
第
六
項

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

２ 

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指
定
特

定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
に
限
る
。
）
の
指
定
（
法
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
指
定

を
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
指
定
に
係
る
事
業
を
行
う
指
定
特
定
施
設
（
一
部
施
行

日
以
後
に
増
築
さ
れ
、
又
は
改
築
さ
れ
た
部
分
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
二
百
四
十
三
条

第
六
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

第
五
条 

施
行
日
か
ら
一
部
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
一

の
居
室
の
定
員
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
第
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
（
基
準
省
令
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
準
省
令
経
過
措
置
）
に
規
定
す
る
基
準
と
す
る
。 

２ 

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
法
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
指
定
を
受
け
て
い
る
介
護
老

人
福
祉
施
設
で
あ
っ
て
、
基
準
省
令
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
て
い
る
も
の
（
一
部
施
行
日
以

後
に
増
築
さ
れ
、
又
は
改
築
さ
れ
た
部
分
を
除
く
。
）
の
一
の
居
室
の
定
員
に
関
す
る
基
準
に

つ
い
て
は
、
第
二
百
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
基
準
省
令
経
過
措
置
の

例
に
よ
る
。 

３ 

埼
玉
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
五
号
）
附
則
第
五
条
第
三
項
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
っ
て
、
一
部
施
行
日
以
後
に
法
第
四
十
八
条
第
一
項

第
一
号
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
も
の
の
う
ち
、
知
事
が
定
め
る
も
の
の
一
の
居
室
の
定

員
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
二
百
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
準
省

令
経
過
措
置
（
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す

る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
二
十
七
号
）
附
則
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
限

る
。
）
の
例
に
よ
る
。 

第
六
条 

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
指
定
介
護
予
防
特
定



施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
に
限
る
。
）
の
指
定
（
法
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を

い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
指
定
に
係
る
事
業
を
行
う
指
定
介
護
予
防
特
定
施
設
（
一

部
施
行
日
以
後
に
増
築
さ
れ
、
又
は
改
築
さ
れ
た
部
分
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
六
百
四

十
四
条
第
四
項
第
一
号
ホ
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

２ 

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用
型
指

定
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事
業
者
に
限
る
。
）
の
指
定
（
法
第
五
十
三
条
第
一

項
本
文
の
指
定
を
い
う
。
）
を
受
け
て
い
る
者
が
当
該
指
定
に
係
る
事
業
を
行
う
指
定
介
護
予

防
特
定
施
設
（
一
部
施
行
日
以
後
に
増
築
さ
れ
、
又
は
改
築
さ
れ
た
部
分
を
除
く
。
）
に
つ
い

て
は
、
第
六
百
六
十
八
条
第
六
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
六
十
七
号
）（
障
害
者
自
立
支
援
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営 

 
 

 

 

等
の
基
準
等
を
定
め
る
た
め
の
条
例
の
制
定 

二 

内
容 

 

㈠ 

設
備
の
基
準 

 
 

（
例
）
指
定
生
活
介
護
事
業
所 

 
 

 
 

 

訓
練
・
作
業
室
、
相
談
室
、
洗
面
所
、
便
所
、
静
養
室
、
医
務
室
及
び
多
目
的
室
を 

 
 

 
 

設
け
る
こ
と 

 

㈡ 

運
営
の
基
準 

 
 

（
例
）
非
常
災
害
対
策
と
し
て
、
必
要
な
物
資
の
備
蓄
に
努
め
る
こ
と 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日
。
た
だ
し
、
二
㈠
及
び
㈡
の
一
部
は
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日 



 

 

条 
 

例 

 
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 
 
 

 

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
条
例 

目
次 第

一
章 

総
則
（
第
一
条
） 

第
二
章 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
障
害
者
支
援
施
設
の
指
定
に
係
る
要
件

（
第
二
条
） 

第
三
章 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
節 

総
則
（
第
三
条
・
第
四
条
） 

第
二
節 

居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
及
び
行
動
援
護 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
五
条
） 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
六
条
―
第
八
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
九
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
十
条
―
第
四
十
四
条
） 

第
五
款 

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準（
第
四
十
五
条
―
第
四
十
九
条
） 

第
三
節 

療
養
介
護 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
五
十
条
） 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
五
十
一
条
・
第
五
十
二
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
五
十
三
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
五
十
四
条
―
第
七
十
八
条
） 

第
四
節 

生
活
介
護 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
七
十
九
条
） 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
八
十
条
―
第
八
十
二
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
八
十
三
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
八
十
四
条
―
第
九
十
五
条
） 

第
五
款 

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準（
第
九
十
六
条
―
第
九
十
八
条
） 

第
五
節 

短
期
入
所 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
九
十
九
条
） 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
百
条
・
第
百
一
条
） 

埼
玉
県
条
例
第
六
十
七
号



 

 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
二
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
三
条
―
第
百
十
条
） 

第
五
款 

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
百
十
一
条
・
第
百
十
二
条
） 

第
六
節 

重
度
障
害
者
等
包
括
支
援 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
百
十
三
条
） 

第
二
款 
人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
百
十
四
条
・
第
百
十
五
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
十
六
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
十
七
条
―
第
百
二
十
三
条
） 

第
七
節 

共
同
生
活
介
護 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
百
二
十
四
条
） 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
百
二
十
五
条
・
第
百
二
十
六
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
二
十
七
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
二
十
八
条
―
第
百
四
十
一
条
） 

第
八
節 

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
） 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
百
四
十
二
条
） 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
百
四
十
三
条
・
第
百
四
十
四
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
四
十
五
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
四
十
六
条
―
第
百
四
十
九
条
） 

第
五
款 

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
百
五
十
条
・
第
百
五
十
一

条
） 

第
九
節 

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
） 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
百
五
十
二
条
） 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
百
五
十
三
条
・
第
百
五
十
四
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
五
十
五
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
五
十
六
条
―
第
百
五
十
九
条
） 

第
五
款 

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
百
六
十
条
・
第
百
六
十
一

条
） 

第
十
節 

就
労
移
行
支
援 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
百
六
十
二
条
） 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
百
六
十
三
条
―
第
百
六
十
五
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
六
十
六
条
・
第
百
六
十
七
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
六
十
八
条
―
第
百
七
十
二
条
） 

第
十
一
節 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
百
七
十
三
条
） 



 

 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
百
七
十
四
条
・
第
百
七
十
五
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
七
十
六
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
七
十
七
条
―
第
百
八
十
五
条
） 

第
十
二
節 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
百
八
十
六
条
） 

第
二
款 
人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
百
八
十
七
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
八
十
八
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
八
十
九
条
・
第
百
九
十
条
） 

第
五
款 

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
百
九
十
一
条
―
第
百
九
十

四
条
） 

第
十
三
節 

共
同
生
活
援
助 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
百
九
十
五
条
） 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
百
九
十
六
条
・
第
百
九
十
七
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
九
十
八
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
九
十
九
条
―
第
二
百
一
条
） 

第
十
四
節 

多
機
能
型
に
関
す
る
特
例
（
第
二
百
二
条
・
第
二
百
三
条
） 

第
十
五
節 

一
体
型
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
等
に
関
す
る
特
例
（
第
二
百
四
条
・
第
二

百
五
条
） 

第
十
六
節 

振
興
山
村
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

基
準
（
第
二
百
六
条
―
第
二
百
十
条
） 

第
四
章 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
節 

総
則
（
第
二
百
十
一
条
・
第
二
百
十
二
条
） 

第
二
節 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
十
三
条
―
第
二
百
十
六
条
） 

第
二
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
十
七
条
・
第
二
百
十
八
条
） 

第
三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
二
百
十
九
条
―
第
二
百
六
十
九
条
） 

第
五
章 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
節 

総
則
（
第
二
百
七
十
条
・
第
二
百
七
十
一
条
） 

第
二
節 

療
養
介
護
（
第
二
百
七
十
二
条
―
第
三
百
条
） 

第
三
節 

生
活
介
護
（
第
三
百
一
条
―
第
三
百
十
八
条
） 

第
四
節 

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
（
第
三
百
十
九
条
―
第
三
百
二
十
三
条
） 

第
五
節 

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
（
第
三
百
二
十
四
条
―
第
三
百
二
十
八
条
） 

第
六
節 

就
労
移
行
支
援
（
第
三
百
二
十
九
条
―
第
三
百
三
十
七
条
） 

第
七
節 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
（
第
三
百
三
十
八
条
―
第
三
百
五
十
二
条
） 



 

 

第
八
節 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
（
第
三
百
五
十
三
条
―
第
三
百
五
十
五
条
） 

第
九
節 

多
機
能
型
に
関
す
る
特
例
（
第
三
百
五
十
六
条
―
第
三
百
五
十
八
条
） 

第
六
章 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
三
百
五
十
九
条
―

第
三
百
七
十
六
条
） 

第
七
章 
福
祉
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
三
百
七
十
七
条
―
第
三
百
九
十

二
条
） 

第
八
章 

障
害
者
支
援
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
節 

総
則
（
第
三
百
九
十
三
条
・
第
三
百
九
十
四
条
） 

第
二
節 

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
三
百
九
十
五
条
―
第
四
百
三
十
六
条
） 

附
則 

 
 
 

第
一
章 

総
則 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

第
二
章 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
障
害
者
支
援
施
設
の
指
定
に
係
る

要
件 

第
二
条 

法
第
三
十
六
条
第
三
項
第
一
号
（
法
第
三
十
七
条
第
二
項
、
第
三
十
八
条
第
三
項
（
法

第
三
十
九
条
第
二
項
及
び
第
四
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第

四
十
一
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
条
例
で
定
め
る
者
は
、
障
害
者
自

立
支
援
法
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
九
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）

第
三
十
四
条
の
二
十
一
及
び
第
三
十
四
条
の
二
十
四
の
二
に
規
定
す
る
者
と
す
る
。 

第
三
章 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
節 

総
則 

 

（
定
義
） 

第
三
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
法
、
障
害

者
自
立
支
援
法
施
行
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
十
号
。
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
、
施
行

規
則
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号
。
以
下
こ
の
章
に
お

い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。 

 

（
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
一
般
原
則
） 

第
四
条 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
第
三
節
、
第
四
節
及
び
第
七
節
か
ら
第
十
三
節
ま

で
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
は
、
利
用
者
の
意
向
、
適
性
、
障
害
の
特
性
そ
の

他
の
事
情
を
踏
ま
え
た
計
画
（
第
六
十
条
第
一
項
に
お
い
て
「
個
別
支
援
計
画
」
と
い
う
。
）

を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
利
用
者
に
対
し
て
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も



 

 

に
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
継
続
的
な
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に

よ
り
利
用
者
に
対
し
て
適
切
か
つ
効
果
的
に
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
利
用
者
又
は
障
害
児
の
保
護
者
の
意
思
及
び
人
格
を

尊
重
し
て
、
常
に
当
該
利
用
者
又
は
障
害
児
の
保
護
者
の
立
場
に
立
っ
た
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、

責
任
者
を
設
置
す
る
等
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修

を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
事
故
の
防
止
に

関
す
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 

第
二
節 

居
宅
介
護
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
及
び
行
動
援
護 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
五
条 

居
宅
介
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
居
宅
介

護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
居
宅
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
利
用
者
の
身
体
そ
の
他
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る

環
境
に
応
じ
て
、
入
浴
、
排
せ
つ
及
び
食
事
等
の
介
護
、
調
理
、
洗
濯
及
び
掃
除
等
の
家
事
並

び
に
生
活
等
に
関
す
る
相
談
及
び
助
言
そ
の
他
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
援
助
を
適
切
か
つ
効
果

的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

重
度
訪
問
介
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
は
、
重
度
の
肢
体
不
自
由
者
で
あ

っ
て
常
時
介
護
を
要
す
る
障
害
者
が
居
宅
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
障
害
者
の
身
体
そ
の
他
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境

に
応
じ
て
、
入
浴
、
排
せ
つ
及
び
食
事
等
の
介
護
、
調
理
、
洗
濯
及
び
掃
除
等
の
家
事
、
外
出

時
に
お
け
る
移
動
中
の
介
護
並
び
に
生
活
等
に
関
す
る
相
談
及
び
助
言
そ
の
他
の
生
活
全
般
に

わ
た
る
援
助
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

同
行
援
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
は
、
視
覚
障
害
に
よ
り
、
移
動
に
著
し

い
困
難
を
有
す
る
障
害
者
等
が
居
宅
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
障
害
者
等
の
身
体
そ
の
他
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に

応
じ
て
、
外
出
時
に
お
い
て
、
当
該
障
害
者
等
に
同
行
し
、
移
動
に
必
要
な
情
報
の
提
供
、
移

動
の
援
護
、
排
せ
つ
及
び
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
当
該
障
害
者
等
の
外
出
時
に
必
要
な
援
助

を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

行
動
援
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
は
、
利
用
者
が
居
宅
に
お
い
て
自
立
し

た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
利
用
者
の
身
体
そ
の
他
の
状

況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
、
当
該
利
用
者
が
行
動
す
る
際
に
生
じ
得
る
危
険



 

 

を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
な
援
護
、
外
出
時
に
お
け
る
移
動
中
の
介
護
、
排
せ
つ
及
び
食
事
等

の
介
護
そ
の
他
の
当
該
利
用
者
が
行
動
す
る
際
に
必
要
な
援
助
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
六
条 

指
定
居
宅
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
居
宅
介
護
事
業
者
」

と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
居
宅
介
護
事
業
所
」

と
い
う
。
）
ご
と
に
置
く
べ
き
従
業
者
（
省
令
第
五
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

を
い
う
。
以
下
こ
の
款
及
び
第
四
款
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
同
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
管
理
者
） 

第
七
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
八
条 

前
二
条
の
規
定
は
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
及
び
行
動
援
護
に
係
る
指
定
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
中
「
第
五
条
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
条
第
一
項
」
と
、
「
同
条
」
と
あ

る
の
は
「
省
令
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
条
」
と
、
前
条
中
「
第
六
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
六
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
九
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
所
に
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
広
さ
を
有
す
る
専

用
の
区
画
を
設
け
る
ほ
か
、
指
定
居
宅
介
護
の
提
供
に
必
要
な
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
は
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
及
び
行
動
援
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
） 

第
十
条 

内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
契
約
支
給
量
の
報
告
等
） 

第
十
一
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
を
提
供
す
る
と
き
は
、
当
該
指
定
居
宅

介
護
の
内
容
、
支
給
決
定
障
害
者
等
に
提
供
す
る
こ
と
を
契
約
し
た
指
定
居
宅
介
護
の
量
（
次

項
に
お
い
て
「
契
約
支
給
量
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
（
第
三
項
及
び
第
四
項
に



 

 

お
い
て
「
受
給
者
証
記
載
事
項
」
と
い
う
。
）
を
支
給
決
定
障
害
者
等
の
受
給
者
証
に
記
載
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
前
項
の
契
約
支
給
量
の
総
量
は
、
当
該
支
給
決
定
障
害
者
等
の
支
給
量
を
超
え
て
は
な
ら
な

い
。 

３ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
の
利
用
に
係
る
契
約
を
し
た
と
き
は
、
受
給
者

証
記
載
事
項
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
市
町
村
に
対
し
遅
滞
な
く
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

前
三
項
の
規
定
は
、
受
給
者
証
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
提
供
拒
否
の
禁
止
） 

第
十
二
条 

提
供
拒
否
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

 

（
連
絡
調
整
に
対
す
る
協
力
） 

第
十
三
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
の
利
用
に
つ
い
て
市
町
村
又
は
一
般
相

談
支
援
事
業
若
し
く
は
特
定
相
談
支
援
事
業
を
行
う
者
が
行
う
連
絡
調
整
に
、
で
き
る
限
り
協

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
） 

第
十
四
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、指
定
居
宅
介
護
事
業
所
の
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域（
当

該
事
業
所
が
通
常
時
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
地
域
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
、
第
九
十
一
条
第

六
号
及
び
第
百
二
十
二
条
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
等
を
勘
案
し
、
利
用
申
込
者
に
対
し
自

ら
適
切
な
指
定
居
宅
介
護
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
適
当
な
他
の

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
等
の
紹
介
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

（
受
給
資
格
の
確
認
） 

第
十
五
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の

者
の
提
示
す
る
受
給
者
証
に
よ
っ
て
、
支
給
決
定
の
有
無
、
支
給
決
定
の
有
効
期
間
、
支
給
量

等
を
確
か
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
介
護
給
付
費
の
支
給
の
申
請
に
係
る
援
助
） 

第
十
六
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
居
宅
介
護
に
係
る
支
給
決
定
を
受
け
て
い
な
い
者
か
ら

利
用
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て
速
や
か
に
介
護
給
付
費
の
支

給
の
申
請
が
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
居
宅
介
護
に
係
る
支
給
決
定
に
通
常
要
す
べ
き
標
準
的
な
期
間

を
考
慮
し
、
支
給
決
定
の
有
効
期
間
の
終
了
に
伴
う
介
護
給
付
費
の
支
給
申
請
に
つ
い
て
、
必

要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
心
身
の
状
況
等
の
把
握
） 

第
十
七
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
心



 

 

身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
と
の
連
携
等
） 

第
十
八
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
及

び
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、
市
町
村
、
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
等
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連

携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
の
提
供
の
終
了
に
際
し
て
は
、
利
用
者
又
は
そ

の
家
族
に
対
し
て
適
切
な
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
身
分
を
証
す
る
書
類
の
携
行
） 

第
十
九
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
に
身
分
を
証
す
る
書
類
を
携
行
さ
せ
、
初
回
訪

問
時
及
び
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
す
べ
き
旨
を
指
導

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
二
十
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
を
提
供
し
た
際
は
、
当
該
指
定
居
宅
介

護
の
提
供
日
、
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
、
指
定
居
宅
介
護
の
提
供
の
都
度
記
録
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
に
際
し
て
は
、
支
給
決
定
障
害
者
等

か
ら
指
定
居
宅
介
護
を
提
供
し
た
こ
と
に
つ
い
て
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
指
定
居
宅
介
護
事
業
者
が
支
給
決
定
障
害
者
等
に
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
金
銭
の
支
払
の
範

囲
等
） 

第
二
十
一
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
が
、
指
定
居
宅
介
護
を
提
供
す
る
支
給
決
定
障
害
者
等
に

対
し
て
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
当
該
金
銭
の
使
途
が
直
接
利
用
者
の
便

益
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
支
給
決
定
障
害
者
等
に
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
際
は
、
当
該
金
銭
の
使
途
及
び
額
並
び
に
支
給

決
定
障
害
者
等
に
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
書
面
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
支
給
決
定
障
害
者
等
に
対
し
説
明
を
行
い
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
次
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
支
払
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
利
用
者
負
担
額
等
の
受
領
） 

第
二
十
二
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
を
提
供
し
た
際
は
、
支
給
決
定
障
害

者
等
か
ら
当
該
指
定
居
宅
介
護
に
係
る
利
用
者
負
担
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
居
宅
介
護
を
提
供
し
た
際
は
、



 

 

支
給
決
定
障
害
者
等
か
ら
当
該
指
定
居
宅
介
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
費
用
基
準

額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

３ 
指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
支
給
決
定
障
害
者
等
の

選
定
に
よ
り
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
以
外
の
地
域
に
お
い
て
指
定
居
宅
介
護
を
提
供
す
る
場

合
は
、
そ
れ
に
要
し
た
交
通
費
の
額
の
支
払
を
支
給
決
定
障
害
者
等
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。 

４ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
前
三
項
の
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
費
用
に

係
る
領
収
証
を
当
該
費
用
の
額
を
支
払
っ
た
支
給
決
定
障
害
者
等
に
対
し
交
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

５ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
の
費
用
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
支
給
決
定
障
害
者
等
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
、
支
給
決
定
障
害
者
等
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
利
用
者
負
担
額
に
係
る
管
理
） 

第
二
十
三
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
支
給
決
定
障
害
者
等
の
依
頼
を
受
け
て
、
当
該
支
給

決
定
障
害
者
等
が
同
一
の
月
に
当
該
指
定
居
宅
介
護
事
業
者
が
提
供
す
る
指
定
居
宅
介
護
及
び

他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
及
び
他
の
指
定
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
指
定
居
宅
介

護
及
び
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
き
法
第
二
十
九
条
第
三
項
（
法
第
三
十
一
条
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
介
護
給

付
費
又
は
訓
練
等
給
付
費
の
額
を
控
除
し
た
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
条
、
第
五
十
七
条
及
び

第
百
三
十
一
条
に
お
い
て
「
利
用
者
負
担
額
合
計
額
」
と
い
う
。
）
を
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
負
担
額
合
計
額
を
市

町
村
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
支
給
決
定
障
害
者
等
及
び
当
該
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
を
提
供
し
た
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
介
護
給
付
費
の
額
に
係
る
通
知
等
） 

第
二
十
四
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
に
よ
り
市
町
村
か
ら
指
定
居
宅
介
護

に
係
る
介
護
給
付
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
は
、
支
給
決
定
障
害
者
等
に
対
し
、
当
該
支
給
決

定
障
害
者
等
に
係
る
介
護
給
付
費
の
額
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
第
二
十
二
条
第
二
項
の
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
居
宅

介
護
に
係
る
費
用
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
居
宅
介
護
の
内
容
、
費
用

の
額
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
証
明
書
を
支
給
決
定
障
害

者
等
に
対
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
指
定
居
宅
介
護
の
基
本
取
扱
方
針
） 

第
二
十
五
条 

指
定
居
宅
介
護
は
、
利
用
者
が
居
宅
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生



 

 

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
利
用
者
の
身
体
そ
の
他
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い

る
環
境
に
応
じ
適
切
に
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
す
る
指
定
居
宅
介
護
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ

の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
指
定
居
宅
介
護
の
具
体
的
取
扱
方
針
） 

第
二
十
六
条 
指
定
居
宅
介
護
事
業
所
の
従
業
者
が
提
供
す
る
指
定
居
宅
介
護
の
方
針
は
、
次
に

掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

指
定
居
宅
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
計
画
に
基

づ
き
、
利
用
者
が
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
。 

 

二 

指
定
居
宅
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
に
行
う
こ
と
を
旨
と
し
、
利
用
者
又

は
そ
の
家
族
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
等
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
説
明

を
行
う
こ
と
。 

 

三 

指
定
居
宅
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
技
術
の
進
歩
に
対
応
し
、
適
切
な
介
護
技

術
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と
。 

 

四 

常
に
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利

用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
適
切
な
相
談
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。 

 

（
居
宅
介
護
計
画
の
作
成
） 

第
二
十
七
条 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
（
省
令
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任

者
を
い
う
。
次
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三
十
一
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
利
用
者

又
は
障
害
児
の
保
護
者
の
日
常
生
活
全
般
の
状
況
及
び
希
望
等
を
踏
ま
え
て
、
具
体
的
な
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
等
を
記
載
し
た
居
宅
介
護
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
前
項
の
居
宅
介
護
計
画
を
作
成
し
た
際
は
、
利
用
者
及
び
そ
の

同
居
の
家
族
に
そ
の
内
容
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
当
該
居
宅
介
護
計
画
を
交
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

３ 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
居
宅
介
護
計
画
作
成
後
に
お
い
て
も
、
当
該
居
宅
介
護
計
画
の

実
施
状
況
の
把
握
を
行
い
、必
要
に
応
じ
て
当
該
居
宅
介
護
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用

す
る
。 

 

（
同
居
家
族
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
禁
止
） 

第
二
十
八
条 

同
居
家
族
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
七
条

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
二
十
九
条 

従
業
者
は
、
現
に
指
定
居
宅
介
護
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
利
用
者
に
病
状

の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
は
、
速
や
か
に
医
療
機
関
へ
の
連
絡
を
行
う
等
の



 

 

必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
支
給
決
定
障
害
者
等
に
関
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
） 

第
三
十
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
を
受
け
て
い
る
支
給
決
定
障
害
者
等
が

偽
り
そ
の
他
不
正
な
行
為
に
よ
っ
て
介
護
給
付
費
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と

き
は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を
付
し
て
そ
の
旨
を
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
管
理
者
及
び
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の
責
務
） 

第
三
十
一
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
事
業
所
の
従
業
者
及

び
業
務
の
管
理
を
一
元
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
事
業
所
の
従
業
者
に
こ
の
節
の

規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

３ 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
指
定
居
宅
介
護
事
業

所
に
対
す
る
指
定
居
宅
介
護
の
利
用
の
申
込
み
に
係
る
調
整
、
従
業
者
に
対
す
る
技
術
指
導
等

の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
の
管
理
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
三
十
二
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業

の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
（
第
三
十
六
条
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」

と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

 

四 

指
定
居
宅
介
護
の
内
容
並
び
に
支
給
決
定
障
害
者
等
か
ら
受
領
す
る
費
用
の
種
類
及
び
そ

の
額 

 

五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

 

六 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

 

七 

事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
障
害
の
種
類
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
障
害
の
種
類 

 

八 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

 

九 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
介
護
等
の
総
合
的
な
提
供
） 

第
三
十
三
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
入
浴
、
排

せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
又
は
調
理
、
洗
濯
、
掃
除
等
の
家
事
を
常
に
総
合
的
に
提
供
す
る
も
の

と
し
、
特
定
の
援
助
に
偏
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
三
十
四
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
、
適
切
な
指
定
居
宅
介
護
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
指
定
居
宅
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ



 

 

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
事
業
所

の
従
業
者
に
よ
っ
て
指
定
居
宅
介
護
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
三
十
五
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
の
清
潔
の
保
持
及
び
健
康
状
態
に
つ
い
て
、

必
要
な
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
事
業
所
の
設
備
及
び
備
品
等
に
つ
い
て
、
衛
生

的
な
管
理
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
掲
示
） 

第
三
十
六
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
、
運
営

規
程
の
概
要
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る

と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
三
十
七
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

 

（
情
報
の
提
供
等
） 

第
三
十
八
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
適
切

か
つ
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
事
業
者
が
実
施
す
る
事

業
の
内
容
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
事
業
者
に
つ
い
て
広
告
を
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
そ
の
内
容
を
虚
偽
又
は
誇
大
な
も
の
と
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
利
益
供
与
等
の
禁
止
） 

第
三
十
九
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
一
般
相
談
支
援
事
業
若
し
く
は
特
定
相
談
支
援
事
業

を
行
う
者
若
し
く
は
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
者
等
又
は
そ
の
従
業
者
に
対
し
、

利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
当
該
指
定
居
宅
介
護
事
業
者
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し

て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
供
与
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
一
般
相
談
支
援
事
業
若
し
く
は
特
定
相
談
支
援
事
業
を
行
う
者

若
し
く
は
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
者
等
又
は
そ
の
従
業
者
か
ら
、
利
用
者
又

は
そ
の
家
族
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
収
受
し
て

は
な
ら
な
い
。 

 

（
苦
情
解
決
） 

第
四
十
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
居
宅
介
護
に
関
す
る
利
用
者
又
は



 

 

そ
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の

窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の
内
容
等

を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
居
宅
介
護
に
関
し
、
法
第
十
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
の
命

令
又
は
当
該
職
員
か
ら
の
質
問
若
し
く
は
指
定
居
宅
介
護
事
業
所
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類

そ
の
他
の
物
件
の
検
査
に
応
じ
、
及
び
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
市
町
村

が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該

指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
居
宅
介
護
に
関
し
、
法
第
十
一
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
知
事
が
行
う
報
告
若
し
く
は
指
定
居
宅
介
護
の
提
供
の
記
録
、
帳
簿
書
類
そ
の

他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
の
命
令
又
は
当
該
職
員
か
ら
の
質
問
に
応
じ
、
及
び
利
用
者

又
は
そ
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
知
事
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
知
事
か
ら

指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
居
宅
介
護
に
関
し
、
法
第
四
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
知
事
又
は
市
町
村
長
が
行
う
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提

出
若
し
く
は
提
示
の
命
令
又
は
当
該
職
員
か
ら
の
質
問
若
し
く
は
指
定
居
宅
介
護
事
業
所
の
設

備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
検
査
に
応
じ
、
及
び
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
か
ら
の

苦
情
に
関
し
て
知
事
又
は
市
町
村
長
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
知
事
又
は
市
町
村

長
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
知
事
、
市
町
村
又
は
市
町
村
長
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の
改
善
の
内
容
を
知
事
、
市
町
村
又
は
市
町
村
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

７ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
八
十
三

条
に
規
定
す
る
運
営
適
正
化
委
員
会
が
同
法
第
八
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
行
う
調
査
又
は
あ
っ

せ
ん
に
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
事
故
発
生
時
の
対
応
） 

第
四
十
一
条 

事
故
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
会
計
の
区
分
） 

第
四
十
二
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
介
護
事
業
所
ご
と
に
経
理
を
区
分
す
る
と



 

 

と
も
に
、
指
定
居
宅
介
護
の
事
業
の
会
計
を
そ
の
他
の
事
業
の
会
計
と
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 
（
記
録
の
整
備
） 

第
四
十
三
条 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録

を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
居
宅
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
居
宅
介
護
の
提
供
に
関
す
る
諸
記
録
を

整
備
し
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
を
提
供
し
た
日
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
準
用
） 

第
四
十
四
条 

第
十
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
重
度
訪
問
介
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
四
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
二
十
一
条

第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第

一
項
」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
号
中
「
次
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
七
条
第

一
項
中
「
第
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
条
第
二
項
」

と
、
第
二
十
八
条
中
「
第
二
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
二
十
七
条
」
と
、
第
三
十
一
条
第
三
項
中
「
第
二
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七
条
」
と
、
第
三
十
二
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
」
と
、
第
三
十
三
条
中
「
食

事
等
の
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
食
事
等
の
介
護
、
外
出
時
に
お
け
る
移
動
中
の
介
護
」
と
、
第

三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令

第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

第
十
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
及
び
第
三
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
同
行
援
護
及

び
行
動
援
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令

第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四

十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二

条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
二
項
」

と
、
第
二
十
六
条
第
一
号
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第



 

 

七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
八
条
中
「
第
二
十
七
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
七
条
」
と
、
第
三
十
一
条
第

三
項
中
「
第
二
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
七

条
」
と
、
第
三
十
二
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
第
三
十
六
条
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
三
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
四
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
五
款 

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
四
十
五
条 

居
宅
介
護
に
係
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
第
四
十
七
条
及
び
第
四
十
九

条
第
一
項
に
お
い
て
「
基
準
該
当
居
宅
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
が
、
当
該
事
業

を
行
う
事
業
所
（
次
条
及
び
第
四
十
七
条
に
お
い
て
「
基
準
該
当
居
宅
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）

ご
と
に
置
く
べ
き
従
業
者（
省
令
第
四
十
四
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
を
い
う
。）

の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
管
理
者
） 

第
四
十
六
条 

基
準
該
当
居
宅
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
五
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
四
十
七
条 

基
準
該
当
居
宅
介
護
事
業
所
に
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
広
さ
の

区
画
を
設
け
る
ほ
か
、
基
準
該
当
居
宅
介
護
の
提
供
に
必
要
な
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
同
居
家
族
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
制
限
） 

第
四
十
八
条 

同
居
家
族
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
制
限
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
七
条

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
運
営
に
関
す
る
基
準
） 

第
四
十
九
条 

第
五
条
第
一
項
及
び
前
款
（
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条

第
一
項
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
三
条
及
び
第
四
十
四
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
基
準
該
当

居
宅
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十

一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
二

十
一
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

次
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十

九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
号
中
「
次
条

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二



 

 

十
七
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
三
項
」
と
、
第
三
十
一

条
第
三
項
中
「
第
二
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二

十
七
条
」
と
、
第
三
十
二
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
第
一
項
に
お
い

て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八

条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 

２ 

第
五
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
並
び
に
前
款
（
第
二
十
二
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
、
第

二
十
四
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
、
第
三
十
三
条
及
び
第
四
十
四
条
を
除
く
。
）
並
び
に
第
四

十
五
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
重
度
訪
問
介
護
、
同
行
援
護
及
び
行
動
援
護
に
係
る
基
準

該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第

九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二

条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」

と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
次
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
四
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
六
条
第
一
号

中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」

と
、
第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
四
条
第
三
項
」
と
、

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
第
二
十
七
条
」
と
、
第
三
十
二
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
六
条
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、
第
四
十
五
条

中
「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
四

条
」
と
、
第
四
十
六
条
中
「
第
四
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
四
十
五
条
」
と
、
第
四
十
八
条
中
「
第
四
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
八

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
七
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
三
節 

療
養
介
護 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
五
十
条 

療
養
介
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
療
養

介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
施
行
規
則
第
二
条
の
二
に
規
定
す
る
者
に
対
し
て
、
当
該
者
の
身
体
そ
の
他

の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
、
機
能
訓
練
、
療
養
上
の
管
理
、
看
護
、
医

学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
日
常
生
活
上
の
世
話
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で



 

 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

 
（
従
業
者
の
員
数
） 

第
五
十
一
条 

指
定
療
養
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
第
四
款
に
お
い
て
「
指
定
療
養
介
護
事
業
者
」

と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
療
養
介
護
事
業
所
」

と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
管
理
者
） 

第
五
十
二
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
一
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
設
備
） 

第
五
十
三
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
所
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
契
約
支
給
量
の
報
告
等
） 

第
五
十
四
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
入
所
又
は
退
所
に
際
し
て
は
、
入
所
又
は
退
所
の
年

月
日
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
受
給
者
証
記
載
事
項
」
と
い
う
。
）

を
支
給
決
定
障
害
者
の
受
給
者
証
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
指
定
療
養
介
護
の
利
用
に
係
る
契
約
を
し
た
と
き
は
、
受
給
者

証
記
載
事
項
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
市
町
村
に
対
し
遅
滞
な
く
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
は
、
受
給
者
証
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
五
十
五
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
指
定
療
養
介
護
を
提
供
し
た
際
は
、
当
該
指
定
療
養

介
護
の
提
供
日
、
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
に
際
し
て
は
、
支
給
決
定
障
害
者
等

か
ら
指
定
療
養
介
護
を
提
供
し
た
こ
と
に
つ
い
て
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
利
用
者
負
担
額
等
の
受
領
） 

第
五
十
六
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
指
定
療
養
介
護
を
提
供
し
た
際
は
、
支
給
決
定
障
害

者
か
ら
当
該
指
定
療
養
介
護
に
係
る
利
用
者
負
担
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
療
養
介
護
を
提
供
し
た
際
は
、

支
給
決
定
障
害
者
か
ら
当
該
指
定
療
養
介
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
費
用
基
準
額

及
び
指
定
療
養
介
護
医
療
に
つ
き
健
康
保
険
の
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
の
例
に

よ
り
算
定
し
た
額
又
は
法
第
七
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
八
条
第
四
項
に
規



 

 

定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指
定
療
養
介
護
に
お
い

て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
費
用
の
支
払
を
支
給
決
定
障
害
者
か

ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

日
用
品
費 

 

二 

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
療
養
介
護
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費

用
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
支
給

決
定
障
害
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
前
三
項
の
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
費
用
に

係
る
領
収
証
を
当
該
費
用
の
額
を
支
払
っ
た
支
給
決
定
障
害
者
に
対
し
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

５ 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
の
費
用
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
支
給
決
定
障
害
者
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
支
給
決
定
障
害
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
利
用
者
負
担
額
に
係
る
管
理
） 

第
五
十
七
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
支
給
決
定
障
害
者
が
同
一
の
月
に
当
該
指
定
療
養
介

護
事
業
者
が
提
供
す
る
指
定
療
養
介
護
及
び
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
た
と
き

は
、
当
該
指
定
療
養
介
護
及
び
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
利
用
者
負
担
額
合
計

額
及
び
指
定
療
養
介
護
医
療
に
つ
き
健
康
保
険
の
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
の
例

に
よ
り
算
定
し
た
額
又
は
法
第
七
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
八
条
第
四
項
に

規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
か
ら
当
該
指
定
療
養
介
護
医

療
に
つ
き
支
給
す
べ
き
療
養
介
護
医
療
費
の
額
を
控
除
し
て
得
た
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
「
利
用
者
負
担
額
等
合
計
額
」
と
い
う
。
）
を
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
負
担
額
等
合
計
額
を
市
町
村
に
報

告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
支
給
決
定
障
害
者
及
び
当
該
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
提

供
し
た
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
介
護
給
付
費
の
額
に
係
る
通
知
等
） 

第
五
十
八
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
に
よ
り
市
町
村
か
ら
指
定
療
養
介
護

に
係
る
介
護
給
付
費
及
び
療
養
介
護
医
療
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
は
、
支
給
決
定
障
害
者
に

対
し
、
当
該
支
給
決
定
障
害
者
に
係
る
介
護
給
付
費
及
び
療
養
介
護
医
療
費
の
額
を
通
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
第
五
十
六
条
第
二
項
の
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
療
養

介
護
に
係
る
費
用
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
療
養
介
護
の
内
容
、
費
用

の
額
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
証
明
書
を
支
給
決
定
障
害



 

 

者
に
対
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
指
定
療
養
介
護
の
取
扱
方
針
） 

第
五
十
九
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
介
護
計
画
に
基
づ
き
、

利
用
者
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
そ
の
者
の
支
援
を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
指
定
療
養

介
護
の
提
供
が
漫
然
か
つ
画
一
的
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
療
養
介
護
事
業
所
の
従
業
者
は
、
指
定
療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧

を
旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
支
援
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
説
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
す
る
指
定
療
養
介
護
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ

の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
療
養
介
護
計
画
の
作
成
等
） 

第
六
十
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
（
省
令
第
五
十
条
第

一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
及
び
第
百
三
十
三

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
指
定
療
養
介
護
に
係
る
個
別
支
援
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
療

養
介
護
計
画
」
と
い
う
。
）
の
作
成
に
関
す
る
業
務
を
担
当
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
療
養
介
護
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
、

利
用
者
に
つ
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
及
び
日
常
生
活
全
般
の
状

況
等
の
評
価
を
通
じ
て
利
用
者
の
希
望
す
る
生
活
や
課
題
等
の
把
握
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
。
）
を
行
い
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
上
で
の
適
切
な
支
援
内
容
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
に
面
接
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
面
接
の
趣
旨
を
利
用
者
に
対
し
て
十
分
に
説
明
し
、

理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
支
援
内
容
の
検
討
結
果
に
基
づ
き
、
利
用

者
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
に
対
す
る
意
向
、
総
合
的
な
支
援
の
方
針
、
生
活
全
般
の
質
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
課
題
、
指
定
療
養
介
護
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、
指
定
療
養
介
護
を
提
供

す
る
上
で
の
留
意
事
項
等
を
記
載
し
た
療
養
介
護
計
画
の
原
案
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
療
養
介
護
事
業
所
が
提
供
す
る
指
定
療
養
介
護
以
外
の
保
健

医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
そ
の
他
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
と
の
連
携
も
含
め
て
療
養
介
護
計
画
の
原
案

に
位
置
付
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
療
養
介
護
計
画
の
作
成
に
係
る
会
議
（
利
用
者
に
対
す
る
指
定

療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
る
担
当
者
等
を
招
集
し
て
行
う
会
議
を
い
う
。
）
を
開
催
し
、
前
項

に
規
定
す
る
療
養
介
護
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
第
四
項
に
規
定
す
る
療
養
介
護
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て



 

 

利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
文
書
に
よ
り
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

７ 
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
療
養
介
護
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
療
養
介
護
計
画
を

利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
療
養
介
護
計
画
の
作
成
後
、
療
養
介
護
計
画
の
実
施
状
況
の
把

握
（
利
用
者
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
と
い
う
。
）
を
行
う
と
と
も
に
、
少
な
く
と
も
六
月
に
一
回
以
上
、
療
養
介
護
計
画
の
見

直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
療
養
介
護
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

９ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
等
と

の
連
絡
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
と
し
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

定
期
的
に
利
用
者
に
面
接
す
る
こ
と
。 

二 

定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。 

10 

第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
八
項
に
規
定
す
る
療
養
介
護
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
準
用
す
る
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
責
務
） 

第
六
十
一
条 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
前
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務

を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一 

利
用
申
込
者
の
利
用
に
際
し
、
そ
の
者
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
対

す
る
照
会
等
に
よ
り
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
当
該
指
定
療
養
介
護
事
業
所
以
外
に
お
け

る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況
等
を
把
握
す
る
こ
と
。 

 

二 

利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、
利
用
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
定
期
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
利
用
者
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。 

 

三 

他
の
従
業
者
に
対
す
る
技
術
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。 

 

（
相
談
及
び
援
助
） 

第
六
十
二
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る

環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
そ
の
相
談
に
適
切
に
応
じ

る
と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
機
能
訓
練
） 

第
六
十
三
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
諸
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
日

常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た
め
、
必
要
な
機
能
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
） 

第
六
十
四
条 

看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
十
二
条



 

 

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
六
十
五
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
適
宜
利
用
者
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
を

行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
と

そ
の
家
族
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
六
十
六
条 

従
業
者
は
、
現
に
指
定
療
養
介
護
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
利
用
者
に
病
状

の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
は
、
速
や
か
に
他
の
専
門
医
療
機
関
へ
の
連
絡
を

行
う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
支
給
決
定
障
害
者
に
関
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
） 

第
六
十
七
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
指
定
療
養
介
護
を
受
け
て
い
る
支
給
決
定
障
害
者
が

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を
付
し
て
そ
の
旨
を
市
町
村

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

正
当
な
理
由
な
し
に
指
定
療
養
介
護
の
利
用
に
関
す
る
指
示
に
従
わ
な
い
こ
と
に
よ
り
、

障
害
の
状
態
等
を
悪
化
さ
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

 

二 

偽
り
そ
の
他
不
正
な
行
為
に
よ
っ
て
介
護
給
付
費
若
し
く
は
特
例
介
護
給
付
費
又
は
療
養

介
護
医
療
費
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
。 

 

（
管
理
者
の
責
務
） 

第
六
十
八
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
療
養
介
護
事
業
所
の
従
業
者
及

び
業
務
の
管
理
そ
の
他
の
管
理
を
一
元
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
療
養
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
療
養
介
護
事
業
所
の
従
業
者
に
こ
の
節
の

規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
六
十
九
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
指
定
療
養
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業

の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
（
第
七
十
四
条
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」

と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

利
用
定
員 

 

四 

指
定
療
養
介
護
の
内
容
並
び
に
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受
領
す
る
費
用
の
種
類
及
び
そ
の

額 

 

五 

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 

六 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 



 

 

 

七 

非
常
災
害
対
策 

 
八 

事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
障
害
の
種
類
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
障
害
の
種
類 

 
九 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

 

十 
そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
七
十
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
、
適
切
な
指
定
療
養
介
護
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
指
定
療
養
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
指
定
療
養
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
指
定
療
養
介
護
事
業
所

の
従
業
者
に
よ
っ
て
指
定
療
養
介
護
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
支

援
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
業
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
七
十
一
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
定
員
を
超
え
て
指
定
療
養
介
護
の
提
供
を
行
っ

て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。 

 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
七
十
二
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設

備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
非
常
災
害
時
の
関
係

機
関
へ
の
通
報
及
び
連
絡
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
従
業
者
に
周
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必

要
な
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お
い

て
必
要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
七
十
三
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
使
用
す
る
設
備
及
び
飲
用
に
供
す
る
水
に

つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
医
薬
品

及
び
医
療
機
器
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
指
定
療
養
介
護
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生

し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
掲
示
） 

第
七
十
四
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
指
定
療
養
介
護
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
、
運
営



 

 

規
程
の
概
要
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る

と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
身
体
拘
束
等
の
禁
止
） 

第
七
十
五
条 

身
体
拘
束
等
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
七
十
六
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は

そ
の
自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

（
記
録
の
整
備
） 

第
七
十
七
条 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録

を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
療
養
介
護
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ

る
記
録
を
整
備
し
、
当
該
指
定
療
養
介
護
を
提
供
し
た
日
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

一 

第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
介
護
計
画 

 

二 

第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録 

 

三 

第
六
十
七
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

 

四 

省
令
第
七
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
体
拘
束
等
の
記
録 

 

五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

 

六 

省
令
第
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況

及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

 

（
準
用
） 

第
七
十
八
条 

第
十
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
一

条
、
第
三
十
七
条
、
第
三
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
の
規
定
は
、

指
定
療
養
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
二
十
一
条
第

二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
六
条
第
一
項
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三

十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十

一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
四
節 

生
活
介
護 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 



 

 

第
七
十
九
条 

生
活
介
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
次
款
及
び
第
三
款
に
お
い
て
「
指

定
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
施
行
規
則
第
二
条
の
四
に
規
定
す
る
者
に
対
し
て
、
入
浴
、
排
せ
つ

及
び
食
事
の
介
護
、
創
作
的
活
動
又
は
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
便
宜
を
適
切
か
つ

効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
八
十
条 

指
定
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
第
四
款
及
び
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
に
お
い

て
「
指
定
生
活
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
生
活

介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
十
八
条

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
従
た
る
事
業
所
を
設
置
す
る
場
合
に
お
け
る
特
例
） 

第
八
十
一
条 

指
定
生
活
介
護
事
業
所
に
従
た
る
事
業
所
を
設
置
す
る
場
合
に
お
け
る
特
例
に
係

る
基
準
は
、
省
令
第
七
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
八
十
二
条 

第
五
十
二
条
の
規
定
は
、
指
定
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
第
五
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省

令
第
五
十
一
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
設
備
） 

第
八
十
三
条 

指
定
生
活
介
護
事
業
所
は
、
訓
練
・
作
業
室
、
相
談
室
、
洗
面
所
、
便
所
、
静
養

室
、
医
務
室
及
び
多
目
的
室
そ
の
他
運
営
に
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

訓
練
・
作
業
室 

 
 

イ 

一
の
訓
練
・
作
業
室
の
面
積
は
、
定
員
一
人
当
た
り
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す

る
こ
と
。 

 
 

ロ 

訓
練
又
は
作
業
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
る
こ
と
。 

 

二 

相
談
室 

室
内
に
お
け
る
談
話
の
漏
え
い
を
防
ぐ
た
め
の
間
仕
切
り
等
を
設
け
る
こ
と
。 

 

三 

洗
面
所 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

四 

便
所 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

五 

静
養
室 

寝
台
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
備
え
る
こ
と
。 

 

六 

医
務
室 

治
療
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
る
こ
と
。 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
室
及
び
多
目
的
室
は
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、

兼
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 



 

 

４ 

第
一
項
に
規
定
す
る
静
養
室
及
び
医
務
室
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
設
備
及
び
機
械
器
具
等

を
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
兼
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
指
定
生
活
介
護
事
業
所
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
利
用
者
負
担
額
等
の
受
領
） 

第
八
十
四
条 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
は
、
支
給
決
定
障
害

者
か
ら
当
該
指
定
生
活
介
護
に
係
る
利
用
者
負
担
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
は
、

支
給
決
定
障
害
者
か
ら
当
該
指
定
生
活
介
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
費
用
基
準
額

の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指
定
生
活
介
護
に
お
い

て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
支
払
を
支
給
決
定
障
害
者

か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用 

 

二 

創
作
的
活
動
に
係
る
材
料
費 

 

三 

日
用
品
費 

 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
生
活
介
護
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る

費
用
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
支

給
決
定
障
害
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
省
令
第
八
十
二
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合

は
、
当
該
費
用
に
係
る
領
収
証
を
当
該
費
用
の
額
を
支
払
っ
た
支
給
決
定
障
害
者
に
対
し
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
第
三
項
の
費
用
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
支
給
決
定
障
害
者
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
支
給
決
定
障
害
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
介
護
） 

第
八
十
五
条 

介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と

す
る
。 

 

（
生
産
活
動
） 

第
八
十
六
条 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の

実
情
並
び
に
製
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
需
給
状
況
等
を
考
慮
し
て
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な



 

 

ら
な
い
。 

２ 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
生
産
活
動
に
従
事

す
る
者
の
作
業
時
間
、
作
業
量
等
が
そ
の
者
に
過
重
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
生
産
活
動
の
能
率

の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
利
用
者
の
障
害
の
特
性
等
を
踏
ま
え
た
工
夫
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

４ 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
防
塵 じん
設
備
又
は
消

火
設
備
の
設
置
等
生
産
活
動
を
安
全
に
行
う
た
め
に
必
要
か
つ
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

（
工
賃
の
支
払
） 

第
八
十
七
条 

工
賃
の
支
払
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
八
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

 

（
食
事
） 

第
八
十
八
条 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
に
対
し
食
事
の
提
供
の
有
無

を
説
明
し
、
提
供
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
内
容
及
び
費
用
に
関
し
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、食
事
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、利
用
者
の
心
身
の
状
況
及
び
嗜 し
好

を
考
慮
し
、
適
切
な
時
間
に
食
事
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
利
用
者
の
年
齢
及
び
障
害
の
特

性
に
応
じ
た
、
適
切
な
栄
養
量
及
び
内
容
の
食
事
の
提
供
を
行
う
た
め
、
必
要
な
栄
養
管
理
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

調
理
は
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
さ
れ
た
献
立
に
従
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
食
事
の
提
供
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
指
定
生
活
介
護
事
業
所

に
栄
養
士
を
置
か
な
い
と
き
は
、
献
立
の
内
容
、
栄
養
価
の
算
定
及
び
調
理
の
方
法
に
つ
い
て

保
健
所
等
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
健
康
管
理
） 

第
八
十
九
条 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、常
に
利
用
者
の
健
康
の
状
況
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、

健
康
保
持
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
支
給
決
定
障
害
者
に
関
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
） 

第
九
十
条 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
生
活
介
護
を
受
け
て
い
る
支
給
決
定
障
害
者
が
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を
付
し
て
そ
の
旨
を
市
町
村
に

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

正
当
な
理
由
な
し
に
指
定
生
活
介
護
の
利
用
に
関
す
る
指
示
に
従
わ
な
い
こ
と
に
よ
り
、

障
害
の
状
態
等
を
悪
化
さ
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 



 

 

 

二 

偽
り
そ
の
他
不
正
な
行
為
に
よ
っ
て
介
護
給
付
費
又
は
特
例
介
護
給
付
費
を
受
け
、
又
は

受
け
よ
う
と
し
た
と
き
。 

 
（
運
営
規
程
） 

第
九
十
一
条 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
生
活
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業

の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
（
第
九
十
四
条
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」

と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

 

四 

利
用
定
員 

 

五 

指
定
生
活
介
護
の
内
容
並
び
に
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受
領
す
る
費
用
の
種
類
及
び
そ
の

額 

 

六 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

 

七 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 

八 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

 

九 

非
常
災
害
対
策 

 

十 

事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
障
害
の
種
類
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
障
害
の
種
類 

 

十
一 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

 

十
二 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
九
十
二
条 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
使
用
す
る
設
備
及
び
飲
用
に
供
す
る
水
に

つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
健
康
管

理
等
に
必
要
と
な
る
機
械
器
具
等
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生

し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
協
力
医
療
機
関
） 

第
九
十
三
条 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
病
状
の
急
変
等
に
備
え
る
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
、
協
力
医
療
機
関
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
掲
示
） 

第
九
十
四
条 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
生
活
介
護
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所
に
、
運
営

規
程
の
概
要
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
、
前
条
の
協
力
医
療
機
関
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ

ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
準
用
） 

第
九
十
五
条 

第
十
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二



 

 

十
四
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
、
第
五
十
九
条
か
ら
第
六
十
二

条
ま
で
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
及
び
第
七
十
五
条
か
ら
第
七
十
七

条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第

十
二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」

と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
四
条
第
一
項
」
と
、
第

二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
四
条
第
二
項
」
と
、
第

三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十

六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
四
十
条
」
と
、
第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
五
条

に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
生
活
介
護
計
画
」

と
、
第
六
十
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
生
活
介
護
計
画
」
と
、
第
六
十
一
条
中

「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
七
十
五
条
中
「
第

七
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」
と
、
第
七

十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
六
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第

六
十
条
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
生
活
介
護
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第

五
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
一
項
」
と
、

同
項
第
三
号
中
「
第
六
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
条
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
十

三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
第
二
項
」

と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
五
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
七
十

六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
十
三
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
五
款 

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

 

（
基
準
該
当
生
活
介
護
の
基
準
） 

第
九
十
六
条 

生
活
介
護
に
係
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
第
二
百
六
条
に
規
定
す
る
特

定
基
準
該
当
生
活
介
護
を
除
く
。
第
九
十
八
条
に
お
い
て
「
基
準
該
当
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）

の
基
準
は
、
省
令
第
九
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
関
す
る
特
例
） 

第
九
十
七
条 

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
四
号
）
第
六

十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
い
う
。
第
百
十
一
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
特
例
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
九
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
九
十
八
条 

第
八
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
基
準
該
当
生
活
介
護
の
事
業



 

 

に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 
 
 

第
五
節 

短
期
入
所 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
九
十
九
条 

短
期
入
所
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
次
款
及
び
第
四
款
に
お
い
て
「
指

定
短
期
入
所
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
の
身
体
そ
の
他
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て

い
る
環
境
に
応
じ
て
、
入
浴
、
排
せ
つ
及
び
食
事
の
介
護
そ
の
他
の
必
要
な
保
護
を
適
切
か
つ

効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
条 

指
定
短
期
入
所
の
事
業
を
行
う
者
（
第
四
款
に
お
い
て
「
指
定
短
期
入
所
事
業
者
」
と

い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
短
期
入
所
事
業
所
」

と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
十
五
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
一
条 

第
七
条
の
規
定
は
、
指
定
短
期
入
所
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
条
中
「
第
六
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
六
条
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
設
備
及
び
備
品
等
） 

第
百
二
条 

指
定
短
期
入
所
事
業
所
の
設
備
及
び
備
品
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
十
七
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
指
定
短
期
入
所
の
開
始
及
び
終
了
） 

第
百
三
条 

指
定
短
期
入
所
事
業
者
は
、
介
護
を
行
う
者
の
疾
病
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
居
宅
に

お
い
て
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
利
用
者
を
対
象
に
、
指
定
短
期
入
所

を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
短
期
入
所
事
業
者
は
、
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
そ
の
他
保
健
医
療
サ
ー

ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
、
指
定
短
期
入
所
の
提
供

後
に
お
い
て
も
提
供
前
と
同
様
に
利
用
者
が
継
続
的
に
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
必
要
な
援
助
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
入
退
所
の
記
録
の
記
載
等
） 

第
百
四
条 

指
定
短
期
入
所
事
業
者
は
、
入
所
又
は
退
所
に
際
し
て
は
、
指
定
短
期
入
所
事
業
所

の
名
称
、
入
所
又
は
退
所
の
年
月
日
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
、
支
給
決
定
障
害
者
等
の
受
給

者
証
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

 

２ 

指
定
短
期
入
所
事
業
者
は
、
自
ら
の
指
定
短
期
入
所
の
提
供
に
よ
り
、
支
給
決
定
障
害
者
等

が
提
供
を
受
け
た
指
定
短
期
入
所
の
量
の
総
量
が
支
給
量
に
達
し
た
場
合
は
、
当
該
支
給
決
定

障
害
者
等
に
係
る
受
給
者
証
の
指
定
短
期
入
所
の
提
供
に
係
る
部
分
の
写
し
を
市
町
村
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
利
用
者
負
担
額
等
の
受
領
） 

第
百
五
条 

指
定
短
期
入
所
事
業
者
は
、
指
定
短
期
入
所
を
提
供
し
た
際
は
、
支
給
決
定
障
害
者

等
か
ら
当
該
指
定
短
期
入
所
に
係
る
利
用
者
負
担
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
短
期
入
所
事
業
者
は
、法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
短
期
入
所
を
提
供
し
た
際
は
、

支
給
決
定
障
害
者
等
か
ら
当
該
指
定
短
期
入
所
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
費
用
基
準

額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

指
定
短
期
入
所
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指
定
短
期
入
所
に
お
い

て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
費
用
の
支
払
を
支
給
決
定
障
害
者
等

か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用 

二 

光
熱
水
費 

三 

日
用
品
費 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
短
期
入
所
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る

費
用
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
支

給
決
定
障
害
者
等
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
省
令
第
百
二
十
条
第
四
項
の
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

指
定
短
期
入
所
事
業
者
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合

は
、
当
該
費
用
に
係
る
領
収
証
を
当
該
費
用
の
額
を
支
払
っ
た
支
給
決
定
障
害
者
等
に
対
し
交

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
短
期
入
所
事
業
者
は
、
第
三
項
の
費
用
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
支
給
決
定
障
害
者
等
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
、
支
給
決
定
障
害
者
等
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
指
定
短
期
入
所
の
取
扱
方
針
） 

第
百
六
条 

指
定
短
期
入
所
は
、
利
用
者
の
身
体
そ
の
他
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境

に
応
じ
適
切
に
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
短
期
入
所
事
業
所
の
従
業
者
は
、
指
定
短
期
入
所
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧

を
旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
介
護
を
行
う
者
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法
等
に
つ
い
て
、

理
解
し
や
す
い
よ
う
に
説
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
短
期
入
所
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
す
る
指
定
短
期
入
所
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ



 

 

の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
百
七
条 

指
定
短
期
入
所
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
に
応
じ
、
利
用
者

の
自
立
の
支
援
と
日
常
生
活
の
充
実
に
資
す
る
よ
う
、
適
切
な
技
術
を
も
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
短
期
入
所
事
業
者
は
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
を
入
浴
さ
せ
、
又
は
清
拭 しき
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
短
期
入
所
事
業
者
は
、
そ
の
利
用
者
に
対
し
て
、
支
給
決
定
障
害
者
等
の
負
担
に
よ
り
、

当
該
指
定
短
期
入
所
事
業
所
の
従
業
者
以
外
の
者
に
よ
る
保
護
を
受
け
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
短
期
入
所
事
業
者
は
、
支
給
決
定
障
害
者
等
の
依
頼
を
受
け
た
場
合
に
は
、
利
用
者
に

対
し
て
食
事
の
提
供
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

利
用
者
の
食
事
は
、
栄
養
並
び
に
利
用
者
の
身
体
の
状
況
及
び
嗜 し
好
を
考
慮
し
た
も
の
と
す

る
と
と
も
に
、
適
切
な
時
間
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
百
八
条 

指
定
短
期
入
所
事
業
者
は
、
次
の
各
号
（
第
百
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る
省
令
第
百
十
五
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
施
設
に
あ
っ
て
は
、
第
三
号

を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
を
定
め
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

利
用
定
員 

 

四 

指
定
短
期
入
所
の
内
容
並
び
に
支
給
決
定
障
害
者
等
か
ら
受
領
す
る
費
用
の
種
類
及
び
そ

の
額 

 

五 

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 

六 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

 

七 

非
常
災
害
対
策 

 

八 

事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
障
害
の
種
類
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
障
害
の
種
類 

 

九 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

 

十 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
百
九
条 

指
定
短
期
入
所
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
利
用
者
の
数
以
上
の
利
用
者
に
対
し
て
同

時
に
指
定
短
期
入
所
を
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

一 

併
設
事
業
所
（
法
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
施
設
が
、
指
定
短
期
入
所
事
業
所
と
し
て



 

 

当
該
施
設
と
一
体
的
に
運
営
を
行
う
事
業
所
を
い
う
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
っ

て
は
、
利
用
定
員
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
の
数 

 
二 

空
床
利
用
型
事
業
所
（
法
第
五
条
第
八
項
に
規
定
す
る
施
設
が
、
そ
の
施
設
の
全
部
又
は

一
部
が
利
用
者
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
居
室
を
利
用
し
て
指
定
短
期
入
所
の
事
業
を
行
う
場

合
に
お
い
て
、
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
を
い
う
。
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
っ
て

は
、
当
該
施
設
の
利
用
定
員
（
第
百
二
十
五
条
に
規
定
す
る
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
又

は
第
百
九
十
六
条
に
規
定
す
る
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
共
同
生
活
住
居

及
び
ユ
ニ
ッ
ト
（
居
室
及
び
居
室
に
近
接
し
て
設
け
ら
れ
る
相
互
に
交
流
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
設
備
に
よ
り
一
体
的
に
構
成
さ
れ
る
場
所
を
い
う
。
第
百
三
十
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
入
居
定
員
）
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
の
数 

 

三 

単
独
型
事
業
所
（
併
設
事
業
所
又
は
空
床
利
用
型
事
業
所
以
外
の
指
定
短
期
入
所
事
業
所

を
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
利
用
定
員
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
利
用
者
の

数 

 

（
準
用
） 

第
百
十
条 

第
十
条
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
三

条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
三
条
ま
で
、
第
六

十
二
条
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
、
第
七
十
二
条
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
、
第
八
十

九
条
及
び
第
九
十
二
条
か
ら
第
九
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
短
期
入
所
の
事
業
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
五
条
に

お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十

五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
百
五
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
百
五
条
第
二
項
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二

十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
百
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、
第
七
十
五
条
中
「
第
七
十

三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」
と
、
第
九
十

四
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
五
款 

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

 

（
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
関
す
る
特
例
） 

第
百
十
一
条 

指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に
関
す
る
特
例
に
係
る
基
準
は
、
省
令

第
百
二
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
十
二
条 

第
百
五
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
短
期
入
所
に
係
る
基
準
該
当
障



 

 

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 
 
 

第
六
節 

重
度
障
害
者
等
包
括
支
援 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
百
十
三
条 

重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
節
に
お

い
て
「
指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
常
時
介
護
を
要
す
る
利
用

者
で
あ
っ
て
、
そ
の
介
護
の
必
要
の
程
度
が
著
し
く
高
い
も
の
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
利
用
者
の
身
体
そ
の
他
の
状
況
及
び
置
か
れ
て
い

る
環
境
に
応
じ
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
包
括
的
に
提
供
し
、
生
活
全
般
に
わ
た
る
援
助
を

適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
十
四
条 

指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
の
事
業
を
行
う
者
（
第
四
款
に
お
い
て
「
指
定
重

度
障
害
者
等
包
括
支
援
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
の
事
業
を
行

う
事
業
所
（
第
四
款
に
お
い
て
「
指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置

く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
二
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
十
五
条 

第
七
条
の
規
定
は
、指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
第
六
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
百
二
十
八
条
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
六
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
準
用
） 

第
百
十
六
条 

第
九
条
第
一
項
の
規
定
は
、
指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準

用
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
実
施
主
体
） 

第
百
十
七
条 

指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
事
業
者
は
、指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者（
指

定
療
養
介
護
事
業
者
及
び
第
百
九
十
六
条
に
規
定
す
る
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
を
除
く
。）

又
は
指
定
障
害
者
支
援
施
設
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
事
業
所
の
体
制
） 

第
百
十
八
条 

指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
事
業
所
は
、
利
用
者
か
ら
の
連
絡
に
随
時
対
応
で

き
る
体
制
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
事
業
所
は
、
自
ら
又
は
第
三
者
に
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、

二
以
上
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

 

３ 

指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
事
業
所
は
、
そ
の
事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
利
用
者
に
関

す
る
専
門
医
を
有
す
る
医
療
機
関
と
協
力
す
る
体
制
を
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
係
る
基
準
） 

第
百
十
九
条 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
三
十
二
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
の
取
扱
方
針
） 

第
百
二
十
条 

指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
事
業
者
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス

利
用
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
当
該
利
用
者
の
身
体
そ
の
他
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
、
そ
の

者
の
支
援
を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
の
提
供
が
漫
然
か
つ
画

一
的
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
事
業
所
の
従
業
者
は
、
指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
の
提

供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
を
旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
支
援
上
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
説
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
す
る
指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の
作
成
） 

第
百
二
十
一
条 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
利
用
者
又
は
障
害
児
の
保
護
者
の
日
常
生
活
全
般

の
状
況
及
び
希
望
等
を
踏
ま
え
て
、
週
を
単
位
と
し
て
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
を
記

載
し
た
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
サ
ー
ビ
ス

利
用
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当

者
会
議
（
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
が
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の
作
成
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
計

画
の
原
案
に
位
置
付
け
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
担
当
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
担

当
者
」
と
い
う
。
）
を
招
集
し
て
行
う
会
議
を
い
う
。
）
の
開
催
、
担
当
者
に
対
す
る
照
会
等

に
よ
り
担
当
者
か
ら
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
を
作
成
し
た
際
は
、
利
用
者
及
び
そ
の
同

居
の
家
族
に
そ
の
内
容
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
を
交
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

４ 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
作
成
後
に
お
い
て
も
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
利

用
計
画
の
実
施
状
況
の
把
握
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の
変
更
を
行

う
も
の
と
す
る
。 

５ 

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の
変
更
に
つ

い
て
準
用
す
る
。 



 

 

 

（
運
営
規
程
） 

第
百
二
十
二
条 

指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
事
業
者
は
、
指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
事

業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
を
定
め

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
を
提
供
で
き
る
利
用
者
の
数 

 

四 

指
定
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
の
内
容
並
び
に
支
給
決
定
障
害
者
等
か
ら
受
領
す
る
費
用

の
種
類
及
び
そ
の
額 

 

五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

 

六 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

 

七 

事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
利
用
者 

 

八 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

 

九 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
準
用
） 

第
百
二
十
三
条 

第
十
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
条
、

第
三
十
五
条
か
ら
第
四
十
三
条
ま
で
及
び
第
六
十
八
条
の
規
定
は
、
指
定
重
度
障
害
者
等
包
括

支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
百
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
百
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項

中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、

第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
二
十
三
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
三

十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
百
三
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
七
節 

共
同
生
活
介
護 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
百
二
十
四
条 

共
同
生
活
介
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
二
百

四
条
に
お
い
て
「
指
定
共
同
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て

共
同
し
て
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
利
用
者
の

身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
共
同
生
活
住
居
に
お
い
て

入
浴
、
排
せ
つ
及
び
食
事
等
の
介
護
、
相
談
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
支
援
を
適
切
か
つ
効
果

的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 



 

 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
二
十
五
条 

指
定
共
同
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
第
四
款
に
お
い
て
「
指
定
共
同
生
活

介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
次
款
、
第
四
款
及
び
第
二
百
四
条

に
お
い
て
「
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る

基
準
は
、
省
令
第
百
三
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
管
理
者
） 

第
百
二
十
六
条 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
三
十
九
条

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
設
備
） 

第
百
二
十
七
条 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
四
十
条
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
入
退
居
） 

第
百
二
十
八
条 

指
定
共
同
生
活
介
護
は
、共
同
生
活
住
居
へ
の
入
居
を
必
要
と
す
る
利
用
者（
入

院
治
療
を
要
す
る
者
を
除
く
。
）
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
申
込
者
の
入
居
に
際
し
て
は
、
そ
の
者
の
心
身
の
状

況
、
生
活
歴
、
病
歴
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
退
居
の
際
は
、
利
用
者
の
希
望
を
踏
ま
え
た
上

で
、
退
居
後
の
生
活
環
境
や
援
助
の
継
続
性
に
配
慮
し
、
退
居
に
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
退
居
に
際
し
て
は
、
利
用
者
に
対
し
、
適
切
な

援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接

な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
入
退
居
の
記
録
の
記
載
等
） 

第
百
二
十
九
条 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
入
居
又
は
退
居
に
際
し
て
は
、
当
該
指
定
共

同
生
活
介
護
事
業
者
の
名
称
、
入
居
又
は
退
居
の
年
月
日
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
（
次
項
に
お

い
て
「
受
給
者
証
記
載
事
項
」
と
い
う
。
）
を
、
利
用
者
の
受
給
者
証
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
受
給
者
証
記
載
事
項
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
遅
滞
な
く

市
町
村
に
対
し
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
利
用
者
負
担
額
等
の
受
領
） 

第
百
三
十
条 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
共
同
生
活
介
護
を
提
供
し
た
際
は
、
支
給

決
定
障
害
者
か
ら
当
該
指
定
共
同
生
活
介
護
に
係
る
利
用
者
負
担
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と



 

 

す
る
。 

２ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
共
同
生
活
介
護
を
提
供

し
た
際
は
、
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
当
該
指
定
共
同
生
活
介
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
費
用
基
準
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指
定
共
同
生
活
介

護
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
支
払
を
支
給
決

定
障
害
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

食
材
料
費 

 

二 

家
賃
（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
が
利
用
者
に
支

給
さ
れ
た
場
合
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
が
利
用
者
に
代
わ
り
当
該
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
に
支
払
わ

れ
た
場
合
に
限
る
。
）
は
、
当
該
利
用
者
に
係
る
家
賃
の
月
額
か
ら
法
第
三
十
四
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
利
用
者
に
支
給
が
あ
っ
た

も
の
と
み
な
さ
れ
た
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
の
額
を
控
除
し
た
額
を
限
度
と
す
る
。
） 

 

三 

光
熱
水
費 

 

四 

日
用
品
費 

 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
共
同
生
活
介
護
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要

す
る
費
用
の
う
ち
、日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、

支
給
決
定
障
害
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
三
項
の
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
費

用
に
係
る
領
収
証
を
当
該
費
用
の
額
を
支
払
っ
た
支
給
決
定
障
害
者
に
対
し
交
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、第
三
項
の
費
用
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
支
給
決
定
障
害
者
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
、
支
給
決
定
障
害
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
利
用
者
負
担
額
に
係
る
管
理
） 

第
百
三
十
一
条 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
支
給
決
定
障
害
者
（
入
居
前
の
体
験
的
な
指

定
共
同
生
活
介
護
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
同
一
の
月

に
当
該
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
が
提
供
す
る
指
定
共
同
生
活
介
護
及
び
他
の
指
定
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
指
定
共
同
生
活
介
護
及
び
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
に
係
る
利
用
者
負
担
額
合
計
額
を
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
負
担
額
合
計
額
を
市
町
村
に
報
告
す
る
と
と
も

に
、
当
該
支
給
決
定
障
害
者
及
び
当
該
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
し
た
指
定
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

 

２ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
支
給
決
定
障
害
者
（
入
居
前
の
体
験
的
な
指
定
共
同
生
活

介
護
を
受
け
て
い
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
依
頼
を
受
け
て
、
当
該

支
給
決
定
障
害
者
が
同
一
の
月
に
当
該
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
が
提
供
す
る
指
定
共
同
生

活
介
護
及
び
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
指
定
共
同
生
活
介
護

及
び
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
利
用
者
負
担
額
合
計
額
を
算
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
負
担
額
合
計

額
を
市
町
村
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
支
給
決
定
障
害
者
及
び
当
該
他
の
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
し
た
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
指
定
共
同
生
活
介
護
の
取
扱
方
針
） 

第
百
三
十
二
条 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
第
百
四
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十

条
第
一
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
介
護
計
画
（
次
項
に
お
い
て
「
共
同
生
活
介
護
計
画
」
と
い

う
。
）
に
基
づ
き
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該

利
用
者
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
、
そ
の
者
の
支

援
を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
指
定
共
同
生
活
介
護
の
提
供
が
漫
然
か
つ
画
一
的
な
も
の
と
な

ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
入
居
前
の
体
験
的
な
利
用
を
希
望
す
る
者
に
対
し
て
指
定

共
同
生
活
介
護
の
提
供
を
行
う
場
合
に
は
、
共
同
生
活
介
護
計
画
に
基
づ
き
、
当
該
利
用
者
が
、

継
続
し
た
指
定
共
同
生
活
介
護
の
利
用
に
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
継

続
し
て
入
居
し
て
い
る
他
の
利
用
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
の
従
業
者
は
、
指
定
共
同
生
活
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

懇
切
丁
寧
を
旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
支
援
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理

解
し
や
す
い
よ
う
に
説
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、そ
の
提
供
す
る
指
定
共
同
生
活
介
護
の
質
の
評
価
を
行
い
、

常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
責
務
） 

第
百
三
十
三
条 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
第
百
四
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
条
に

規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一 

利
用
申
込
者
の
利
用
に
際
し
、
そ
の
者
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
対

す
る
照
会
等
に
よ
り
、
そ
の
者
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
、
当
該
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業

所
以
外
に
お
け
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況
等
を
把
握
す
る
こ
と
。 

 

二 

利
用
者
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、
利
用
者
が

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
定
期
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
利
用
者
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う

こ
と
。 



 

 

 

三 

利
用
者
が
自
立
し
た
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
定
生
活
介
護
事
業
所
等
と

の
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
。 

 
四 

他
の
従
業
者
に
対
す
る
技
術
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。 

 

（
介
護
及
び
家
事
等
） 

第
百
三
十
四
条 

介
護
及
び
家
事
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
四
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
社
会
生
活
上
の
便
宜
の
供
与
等
） 

第
百
三
十
五
条 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
つ
い
て
、
指
定
生
活
介
護
事
業
所

等
と
の
連
絡
調
整
、
余
暇
活
動
の
支
援
等
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
が
日
常
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
行
政
機
関
に
対

す
る
手
続
等
に
つ
い
て
、
そ
の
者
又
は
そ
の
家
族
が
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の

者
の
同
意
を
得
て
代
わ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用

者
と
そ
の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
百
三
十
六
条 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に

掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

入
居
定
員 

 

四 

指
定
共
同
生
活
介
護
の
内
容
並
び
に
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受
領
す
る
費
用
の
種
類
及
び

そ
の
額 

 

五 

入
居
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 

六 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

 

七 

非
常
災
害
対
策 

 

八 

事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
障
害
の
種
類
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
障
害
の
種
類 

 

九 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

 

十 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
百
三
十
七
条 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
、
適
切
な
指
定
共
同
生
活
介

護
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定

め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
が
安
心
し
て
日
常
生
活



 

 

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
継
続
性
を
重
視
し
た
指
定
共
同
生
活
介
護
の
提
供
に
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
指
定
共
同
生

活
介
護
事
業
所
の
従
業
者
に
よ
っ
て
指
定
共
同
生
活
介
護
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
が
業
務
の
管
理
及
び
指
揮
命
令
を
確
実
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

４ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
指
定
共
同
生
活
介
護
に
係

る
生
活
支
援
員
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
委
託
に
よ
り
他
の
事
業
者
に
行
わ
せ
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
当
該
事
業
者
の
業
務
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
確
認
し
、
そ
の
結
果
等
を
記

録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
支
援
体
制
の
確
保
） 

第
百
三
十
八
条 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
に
応
じ
た

必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
そ
の
他

の
関
係
機
関
と
の
連
携
そ
の
他
の
適
切
な
支
援
体
制
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
百
三
十
九
条 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
共
同
生
活
住
居
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
定
員

並
び
に
居
室
の
定
員
を
超
え
て
入
居
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
協
力
医
療
機
関
等
） 

第
百
四
十
条 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
病
状
の
急
変
等
に
備
え
る
た
め
、
あ

ら
か
じ
め
、
協
力
医
療
機
関
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
力
歯
科
医
療
機
関
を
定
め
て
お
く
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
準
用
） 

第
百
四
十
一
条 

第
十
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十

一
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
、
第
五
十
五
条
、

第
六
十
条
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
二
条
、
第
七
十
五
条
か
ら
第
七
十
七
条
ま

で
、
第
九
十
条
、
第
九
十
二
条
及
び
第
九
十
四
条
の
規
定
は
、
指
定
共
同
生
活
介
護
の
事
業
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十

四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
三
十
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二



 

 

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
三
十
条
第
二
項
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
百
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、
第
六
十
条
中

「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
生
活
介
護
計
画
」
と
、
第
七
十
五
条
中
「
第
七
十
三

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」
と
、
第
七
十
七

条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
六
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す

る
第
六
十
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
生
活
介
護
計
画
」
と
、

同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る

第
五
十
五
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
一
条

に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
条
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
五
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
一
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
七
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
五
十
四
条
」
と
、
第
九
十
四
条
中
「
前
条
の
協
力
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
条

第
一
項
の
協
力
医
療
機
関
及
び
同
条
第
二
項
の
協
力
歯
科
医
療
機
関
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 

 
 
 
 

第
八
節 

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
） 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
百
四
十
二
条 

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
節
に

お
い
て
「
指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日

常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
施
行
規
則
第
六
条
の
七
第
一
号
に
規
定

す
る
者
に
対
し
て
、
施
行
規
則
第
六
条
の
六
第
一
号
に
規
定
す
る
期
間
に
わ
た
り
、
身
体
機
能

又
は
生
活
能
力
の
維
持
、
向
上
等
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
そ
の
他
の
便
宜
を
適
切
か
つ
効
果
的

に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
四
十
三
条 

指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
及
び
第
二
百

二
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
「
指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該

事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く

べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
五
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ

と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
四
十
四
条 

第
五
十
二
条
及
び
第
八
十
一
条
の
規
定
は
、
指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の

事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
一
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
百
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
一
条
」
と
、
第
八
十
一
条
中
「
第
七



 

 

十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
九
条
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
準
用
） 

第
百
四
十
五
条 

第
八
十
三
条
の
規
定
は
、
指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業
に
つ
い
て
準

用
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 
運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
利
用
者
負
担
額
等
の
受
領
） 

第
百
四
十
六
条 

指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
者
は
、
指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
を

提
供
し
た
際
は
、
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
当
該
指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
に
係
る
利
用
者

負
担
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
自
立
訓
練
（
機

能
訓
練
）
を
提
供
し
た
際
は
、
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
当
該
指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
に

係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
費
用
基
準
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指
定
自

立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
費
用

の
支
払
を
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用 

 

二 

日
用
品
費 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る

便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用

で
あ
っ
て
、
支
給
決
定
障
害
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
省
令
第
百
五
十
九
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
者
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
係
る
費
用
の
額
の

支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
費
用
に
係
る
領
収
証
を
当
該
費
用
の
額
を
支
払
っ
た
支
給
決
定

障
害
者
に
対
し
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
者
は
、
第
三
項
の
費
用
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当

た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
支
給
決
定
障
害
者
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
、
支
給
決
定
障
害
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
訓
練
） 

第
百
四
十
七
条 

訓
練
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
六
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と

と
す
る
。 

 

（
地
域
生
活
へ
の
移
行
の
た
め
の
支
援
） 



 

 

第
百
四
十
八
条 

指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
者
は
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し

た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
第
百
六
十
三
条
に
規
定
す
る
指
定

就
労
移
行
支
援
事
業
者
そ
の
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
等
と
連
携
し
、
必
要
な

調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
者
は
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て
安
心
し
た
日
常
生
活

又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
利
用
者
が
住
宅
等
に
お
け
る
生
活
に
移
行

し
た
後
も
、
一
定
期
間
、
定
期
的
な
連
絡
、
相
談
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
準
用
） 

第
百
四
十
九
条 

第
十
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
九
条
、

第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
、
第
五
十
九
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
、
第
六
十
八
条
、

第
七
十
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
、
第
七
十
五
条
か
ら
第
七
十
七
条
ま
で
及
び
第
八
十
八
条
か

ら
第
九
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
四
十
六
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
四
十
六
条
第
二
項
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、
第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計

画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
計
画
」
と
、
第
六
十
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」

と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
六
月
」
と
あ
る
の
は

「
三
月
」
と
、
第
六
十
一
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る

前
条
」
と
、
第
七
十
五
条
中
「
第
七
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
七
十
三
条
」
と
、
第
七
十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
六
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
条
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立

訓
練
（
機
能
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
十
七
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
条
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七

十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
第
二

項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
九
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第

七
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
二
条
」
と
、
第
九
十
一
条
中
「
第
九
十
四
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
四
条
」
と
、
第
九
十
四
条
中
「
前
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
百
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 



 

 

 
 
 
 
 

第
五
款 

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

 
（
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
基
準
） 

第
百
五
十
条 

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
に
係
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
第
二
百
六
条

に
規
定
す
る
特
定
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
「
基
準
該
当

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
」
と
い
う
。
）
の
基
準
は
、
省
令
第
百
六
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
五
十
一
条 

第
百
四
十
六
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、基
準
該
当
自
立
訓
練（
機

能
訓
練
）
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 
 
 

第
九
節 

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
） 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
百
五
十
二
条 

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
節
に

お
い
て
「
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日

常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
施
行
規
則
第
六
条
の
七
第
二
号
に
規
定

す
る
者
に
対
し
て
、
施
行
規
則
第
六
条
の
六
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
に
わ
た
り
生
活
能
力
の

維
持
、
向
上
等
の
た
め
に
必
要
な
支
援
、
訓
練
そ
の
他
の
便
宜
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
五
十
三
条 

指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
者
（
第
四
款
及
び
第
二
百
二
十

三
条
第
一
項
に
お
い
て
「
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業

を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き

従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
六
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と

す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
五
十
四
条 

第
五
十
二
条
及
び
第
八
十
一
条
の
規
定
は
、
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の

事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
一
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
百
六
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
一
条
」
と
、
第
八
十
一
条
中
「
第
七

十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
九
条
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
設
備
） 

第
百
五
十
五
条 

指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
は
、
訓
練
・
作
業
室
、
相
談
室
、
洗
面

所
、
便
所
、
静
養
室
及
び
多
目
的
室
そ
の
他
運
営
に
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
一 

訓
練
・
作
業
室 

 
 

イ 

一
の
訓
練
・
作
業
室
の
面
積
は
、
定
員
一
人
当
た
り
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す

る
こ
と
。 

 
 

ロ 

訓
練
又
は
作
業
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
る
こ
と
。 

 

二 

相
談
室 
室
内
に
お
け
る
談
話
の
漏
え
い
を
防
ぐ
た
め
の
間
仕
切
り
等
を
設
け
る
こ
と
。 

 

三 

洗
面
所 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

四 

便
所 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

五 

静
養
室 

寝
台
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
備
え
る
こ
と
。 

３ 

指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
（
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
う
ち
、
宿
泊
型
自
立
訓
練
に
係

る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事

業
所
に
あ
っ
て
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
の
ほ
か
、
居
室
及
び
浴
室
を
設
け
る
も
の
と
し
、

そ
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
の
み
を
行
う
指
定
自

立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
訓
練
・
作
業
室
を
設
け
な
い

こ
と
が
で
き
る
。 

一 

居
室 

 
 

イ 

一
の
居
室
の
定
員
は
、
一
人
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

省
令
第
百
六
十
八
条
第
三
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。 

二 

浴
室 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

４ 

第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
室
及
び
多
目
的
室
は
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、

兼
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業

所
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
百
五
十
六
条 

指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
は
、
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
（
指

定
宿
泊
型
自
立
訓
練
を
除
く
。
）
を
提
供
し
た
際
は
、
当
該
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の

提
供
日
、
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
、
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
提
供
の
都
度
記
録

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
は
、
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
を
提
供
し
た
際
は
、
当

該
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
の
提
供
日
、
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

３ 

指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
に
際
し
て
は
、
支



 

 

給
決
定
障
害
者
等
か
ら
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
を
提
供
し
た
こ
と
に
つ
い
て
確
認
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
利
用
者
負
担
額
等
の
受
領
） 

第
百
五
十
七
条 

指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
は
、
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
を

提
供
し
た
際
は
、
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
当
該
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
に
係
る
利
用
者

負
担
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
自
立
訓
練
（
生

活
訓
練
）
を
提
供
し
た
際
は
、
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
当
該
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
に

係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
費
用
基
準
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指
定
自

立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
（
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
を
除
く
。
）
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に

要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
支
払
を
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。 

 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用 

 

二 

日
用
品
費 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る

便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用

で
あ
っ
て
、
支
給
決
定
障
害
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
は
、
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
を
行
う
場
合
に
は
、
第

一
項
及
び
第
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
に
お
い
て
提
供
さ
れ

る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
支
払
を
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用 

 

二 

光
熱
水
費 

 

三 

居
室
（
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
負
担
若
し
く
は
補
助
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

を
受
け
て
建
築
さ
れ
、
買
収
さ
れ
、
又
は
改
造
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
提
供
を
行
っ
た

こ
と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

 

四 

日
用
品
費 

 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に

要
す
る
費
用
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ

て
、
支
給
決
定
障
害
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

５ 

第
三
項
第
一
号
及
び
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
省
令
第

百
七
十
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
は
、
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
係
る
費
用
の
額
の



 

 

支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
費
用
に
係
る
領
収
証
を
当
該
費
用
の
額
を
支
払
っ
た
支
給
決
定

障
害
者
に
対
し
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
は
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
費
用
に
係
る
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
支
給
決
定
障
害
者
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

及
び
費
用
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
支
給
決
定
障
害
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
記
録
の
整
備
） 

第
百
五
十
八
条 

指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計

に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）

の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
当
該
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
を
提
供

し
た
日
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
る
自
立
訓
練
（
生
活

訓
練
）
計
画 

 

二 

第
百
五
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録 

 

三 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

 

四 

省
令
第
百
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
体
拘

束
等
の
記
録 

 

五 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

 

六 

省
令
第
百
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状

況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て
の
記
録 

 

（
準
用
） 

第
百
五
十
九
条 

第
十
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
、

第
二
十
九
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
、
第
五
十
九
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
、

第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
、
第
八
十
八

条
か
ら
第
九
十
四
条
ま
で
、
第
百
三
十
一
条
、
第
百
四
十
七
条
及
び
第
百
四
十
八
条
の
規
定
は
、

指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条

中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十

二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」

と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
七

条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
と
、
第
二
十
三
条
中
「
支
給
決
定
障
害
者
等
の
」
と
あ
る
の
は

「
支
給
決
定
障
害
者
（
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
を
受
け
る
者
及
び
省
令
第
百
七
十
一
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
二
条
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
」
と
、
「
当
該
支
給
決
定
障
害
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
支
給
決
定
障
害
者
」

と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
七
条
第
二
項
」



 

 

と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省

令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、
第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自

立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
計
画
」
と
、
第
六
十
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓

練
（
生
活
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
三
月
」
と
、
第
六
十

一
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
七
十
五

条
中
「
第
七
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」

と
、
第
九
十
一
条
中
「
第
九
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第

九
十
四
条
」
と
、
第
九
十
四
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す

る
前
条
」
と
、
第
百
三
十
一
条
中
「
支
給
決
定
障
害
者
が
」
と
あ
る
の
は
「
支
給
決
定
障
害
者

（
指
定
宿
泊
型
自
立
訓
練
を
受
け
る
者
及
び
省
令
第
百
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第

百
四
十
四
条
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
」

と
、
第
百
四
十
七
条
中
「
第
百
六
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
百
六
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
五
款 

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

 

（
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
基
準
） 

第
百
六
十
条 

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
に
係
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
第
二
百
六
条

に
規
定
す
る
特
定
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
「
基
準
該
当

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
が
当
該
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ

き
基
準
は
、
省
令
第
百
七
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
六
十
一
条 

第
百
四
十
六
条
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、基
準
該
当
自
立
訓
練（
生

活
訓
練
）
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 
 
 
 

第
十
節 

就
労
移
行
支
援 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
百
六
十
二
条 

就
労
移
行
支
援
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て「
指

定
就
労
移
行
支
援
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
施
行
規
則
第
六
条
の
九
に
規
定
す
る
者
に
対
し
て
、
施
行
規
則

第
六
条
の
八
に
規
定
す
る
期
間
に
わ
た
り
、
生
産
活
動
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
の
提
供
を
通
じ

て
、
就
労
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
そ
の
他
の
便
宜
を
適
切
か

つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 



 

 

第
百
六
十
三
条 

指
定
就
労
移
行
支
援
の
事
業
を
行
う
者
（
第
四
款
に
お
い
て
「
指
定
就
労
移
行

支
援
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
就
労
移
行
支
援
事
業

所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
七
十
五
条
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
認
定
指
定
就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
六
十
四
条 
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
及
び
き

ゆ
う
師
に
係
る
学
校
養
成
施
設
認
定
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
文
部
省
・
厚
生
省
令
第
二
号
）
に

よ
る
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
又
は
き
ゅ
う
師
の
学
校
又
は
養
成
施
設
と
し
て
認

定
さ
れ
て
い
る
指
定
就
労
移
行
支
援
事
業
所
（
次
条
及
び
第
百
六
十
六
条
に
お
い
て
「
認
定
指

定
就
労
移
行
支
援
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令

第
百
七
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
六
十
五
条 

第
五
十
二
条
及
び
第
八
十
一
条
の
規
定
は
、
指
定
就
労
移
行
支
援
の
事
業
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
七
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
一
条
」
と
、
第
八
十
一
条
中
「
第
七
十
九
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
九
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
し
、
認
定
指
定
就
労
移
行
支
援
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
第
八
十
一
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
認
定
指
定
就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
設
備
） 

第
百
六
十
六
条 

次
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
認
定
指
定
就

労
移
行
支
援
事
業
所
の
設
備
の
基
準
は
、
あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
及
び
き
ゆ
う

師
に
係
る
学
校
養
成
施
設
認
定
規
則
の
規
定
に
よ
り
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
又

は
き
ゅ
う
師
に
係
る
学
校
又
は
養
成
施
設
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
設
備
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
六
十
七
条 

第
八
十
三
条
（
第
二
項
第
六
号
及
び
第
四
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
指
定
就

労
移
行
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項
中
「
静
養
室
、

医
務
室
」
と
あ
る
の
は
、
「
静
養
室
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
実
習
の
実
施
） 

第
百
六
十
八
条 

指
定
就
労
移
行
支
援
事
業
者
は
、
利
用
者
が
第
百
七
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す

る
第
六
十
条
の
就
労
移
行
支
援
計
画
に
基
づ
い
て
実
習
で
き
る
よ
う
、
実
習
の
受
入
先
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
就
労
移
行
支
援
事
業
者
は
、
前
項
の
実
習
の
受
入
先
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
職



 

 

業
安
定
所
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
特
別
支
援
学
校
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
利
用

者
の
意
向
及
び
適
性
を
踏
ま
え
て
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
求
職
活
動
の
支
援
等
の
実
施
） 

第
百
六
十
九
条 
指
定
就
労
移
行
支
援
事
業
者
は
、
公
共
職
業
安
定
所
で
の
求
職
の
登
録
そ
の
他

の
利
用
者
が
行
う
求
職
活
動
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
就
労
移
行
支
援
事
業
者
は
、
公
共
職
業
安
定
所
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

及
び
特
別
支
援
学
校
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
利
用
者
の
意
向
及
び
適
性
に
応
じ
た
求
人

の
開
拓
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
の
支
援
の
実
施
） 

第
百
七
十
条 

指
定
就
労
移
行
支
援
事
業
者
は
、
利
用
者
の
職
場
へ
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
利
用
者
が
就
職
し
た
日
か

ら
六
月
以
上
、
職
業
生
活
に
お
け
る
相
談
等
の
支
援
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
就
職
状
況
の
報
告
） 

第
百
七
十
一
条 

指
定
就
労
移
行
支
援
事
業
者
は
、
毎
年
、
前
年
度
に
お
け
る
就
職
し
た
利
用
者

の
数
そ
の
他
の
就
職
に
関
す
る
状
況
を
、
県
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
準
用
） 

第
百
七
十
二
条 

第
十
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
三
条
、
第

二
十
四
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
、
第
五
十
九
条
か
ら
第
六
十

二
条
ま
で
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
、
第
七
十
五
条
か
ら
第
七
十
七

条
ま
で
、
第
八
十
六
条
か
ら
第
九
十
四
条
ま
で
、
第
百
三
十
一
条
、
第
百
四
十
六
条
及
び
第
百

四
十
七
条
の
規
定
は
、
指
定
就
労
移
行
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」

と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第

十
一
条
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
二
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
六
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
三
条
中
「
支
給
決
定
障
害
者
等
の
」
と

あ
る
の
は
「
支
給
決
定
障
害
者
（
省
令
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
二
条

の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
」
と
、
「
当
該

支
給
決
定
障
害
者
等
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
支
給
決
定
障
害
者
」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中

「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
六
条

第
二
項
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
四

条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、
第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ



 

 

る
の
は
「
第
百
七
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ

る
の
は
「
就
労
移
行
支
援
計
画
」
と
、
第
六
十
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労

移
行
支
援
計
画
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
三
月
」
と
、
第
六
十
一
条
中

「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
七
十
五
条
中
「
第

七
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」
と
、
第

七
十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
六
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
二
条
に
お
い
て

準
用
す
る
第
六
十
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
移
行
支
援
計
画
」

と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
二
条
に
お
い
て
準
用

す
る
第
二
十
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
二

条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
条
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
七
十
二
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
七
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
八
十
四
条
」
と
、
第
八
十
七
条
中
「
第
八
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
四
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
八
十
五
条
」
と
、
第
九
十
一
条
中
「
第
九
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百

七
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
四
条
」
と
、
第
九
十
四
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

百
七
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
百
三
十
一
条
中
「
支
給
決
定
障
害
者
が
」
と

あ
る
の
は
「
支
給
決
定
障
害
者
（
省
令
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
四
十
四

条
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
」
と
、
第
百

四
十
七
条
中
「
第
百
六
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百

六
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
十
一
節 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
百
七
十
三
条 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
次
款
及
び
第
四
款
に

お
い
て
「
指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生

活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専
ら
施
行
規
則
第
六
条
の
十
第
一
号
に
規
定

す
る
者
を
雇
用
し
て
就
労
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
知
識
及
び
能
力
の
向
上
の
た

め
に
必
要
な
訓
練
そ
の
他
の
便
宜
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
七
十
四
条 

指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
事
業
を
行
う
者
（
第
四
款
に
お
い
て
「
指
定
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
八

十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 



 

 

第
百
七
十
五
条 

第
五
十
二
条
及
び
第
八
十
一
条
の
規
定
は
、
指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
事
業

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
一
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
八
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
一
条
」
と
、
第
八
十
一
条
中
「
第
七
十
九

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
九
条
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
設
備
） 

第
百
七
十
六
条 

指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
は
、
訓
練
・
作
業
室
、
相
談
室
、
洗
面
所
、

便
所
、
静
養
室
及
び
多
目
的
室
そ
の
他
運
営
上
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

訓
練
・
作
業
室 

 
 

イ 

一
の
訓
練
・
作
業
室
の
面
積
は
、
定
員
一
人
当
た
り
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す

る
こ
と
。 

 
 

ロ 

訓
練
又
は
作
業
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
る
こ
と
。 

 

二 

相
談
室 

室
内
に
お
け
る
談
話
の
漏
え
い
を
防
ぐ
た
め
の
間
仕
切
り
等
を
設
け
る
こ
と
。 

 

三 

洗
面
所 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

四 

便
所 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

五 

静
養
室 

寝
台
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
備
え
る
こ
と
。 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
訓
練
・
作
業
室
は
、
指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
提
供
に
当
た
っ
て
支

障
が
な
い
場
合
は
、
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
室
及
び
多
目
的
室
そ
の
他
必
要
な
設
備
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
へ

の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
兼
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
の
用
に
供
す
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
実
施
主
体
） 

第
百
七
十
七
条 

実
施
主
体
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
八
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
雇
用
契
約
の
締
結
等
） 

第
百
七
十
八
条 

雇
用
契
約
の
締
結
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
九
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
就
労
） 

第
百
七
十
九
条 

指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
就
労
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、



 

 

地
域
の
実
情
並
び
に
製
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
需
給
状
況
等
を
考
慮
し
て
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 
指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
就
労
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
作
業
の
能
率

の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
利
用
者
の
障
害
の
特
性
等
を
踏
ま
え
た
工
夫
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

（
賃
金
及
び
工
賃
） 

第
百
八
十
条 

賃
金
及
び
工
賃
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
百
九
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
実
習
の
実
施
） 

第
百
八
十
一
条 

指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
利
用
者
が
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
六
十
条
の
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
計
画
に
基
づ
い
て
実
習
で
き
る
よ
う
、
実
習
の
受
入

先
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
前
項
の
実
習
の
受
入
先
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
公

共
職
業
安
定
所
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
特
別
支
援
学
校
等
の
関
係
機
関
と

連
携
し
て
、
利
用
者
の
就
労
に
対
す
る
意
向
及
び
適
性
を
踏
ま
え
て
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

（
求
職
活
動
の
支
援
等
の
実
施
） 

第
百
八
十
二
条 

指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
公
共
職
業
安
定
所
で
の
求
職
の
登
録
そ

の
他
の
利
用
者
が
行
う
求
職
活
動
の
支
援
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
公
共
職
業
安
定
所
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
特
別
支
援
学
校
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
利
用
者
の
就
労
に
関
す
る
意
向
及
び

適
性
に
応
じ
た
求
人
の
開
拓
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
の
支
援
等
の
実
施
） 

第
百
八
十
三
条 

指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
利
用
者
の
職
場
へ
の
定
着
を
促
進
す
る

た
め
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
利
用
者
が
就
職
し

た
日
か
ら
六
月
以
上
、
職
業
生
活
に
お
け
る
相
談
等
の
支
援
の
継
続
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

（
利
用
者
及
び
従
業
者
以
外
の
者
の
雇
用
） 

第
百
八
十
四
条 

指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
利
用
者
及
び
従
業
者
以
外
の
者
を
指
定

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
事
業
に
従
事
す
る
作
業
員
と
し
て
雇
用
す
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
利
用
定
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
を
超
え
て
雇
用
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

一 

利
用
定
員
が
十
人
以
上
二
十
人
以
下 

利
用
定
員
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
数 

 

二 

利
用
定
員
が
二
十
一
人
以
上
三
十
人
以
下 

十
又
は
利
用
定
員
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て

得
た
数
の
い
ず
れ
か
多
い
数 



 

 

 

三 

利
用
定
員
が
三
十
一
人
以
上 

十
二
又
は
利
用
定
員
に
百
分
の
三
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の

い
ず
れ
か
多
い
数 

 
（
準
用
） 

第
百
八
十
五
条 

第
十
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
三
条
、
第

二
十
四
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
、
第
五
十
九
条
か
ら
第
六
十

二
条
ま
で
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
、
第
七
十
五
条
か
ら
第
七
十
七

条
ま
で
、
第
八
十
八
条
か
ら
第
九
十
四
条
ま
で
、
第
百
四
十
六
条
、
第
百
四
十
七
条
及
び
第
百

七
十
一
条
の
規
定
は
、
指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第

九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五

条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
六
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条

第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
六
条
第
二
項
」
と
、

第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第

三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
七
条
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、
第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百

八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
計
画
」
と
、
第
六
十
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
継
続
支
援

Ａ
型
計
画
」
と
、
第
六
十
一
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す

る
前
条
」
と
、
第
七
十
五
条
中
「
第
七
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
七
条
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」
と
、
第
七
十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
六
十
条
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」

と
あ
る
の
は
「
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第

六
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
条
」
と
、
同
項
第
四

号
中
「
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七

十
三
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
」
と
、
同
項

第
六
号
中
「
第
七
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
七
条
」
と
、
第
九
十
一
条
中
「
第
九
十

四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
四
条
」
と
、
第
九
十
四
条

中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
百
四
十
七
条

中
「
第
百
六
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
六
十
条
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
十
二
節 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 



 

 

第
百
八
十
六
条 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
節
、
第
二

百
二
条
及
び
第
二
百
二
十
三
条
に
お
い
て
「
指
定
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」
と
い
う
。
）
の
事
業

は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
施
行
規
則

第
六
条
の
十
第
二
号
に
規
定
す
る
者
に
対
し
て
就
労
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
生
産
活

動
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
の
提
供
を
通
じ
て
、
そ
の
知
識
及
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な

訓
練
そ
の
他
の
便
宜
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 
人
員
に
関
す
る
基
準 

 

（
準
用
） 

第
百
八
十
七
条 

第
五
十
二
条
、
第
八
十
一
条
及
び
第
百
七
十
四
条
の
規
定
は
、
指
定
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
一

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
一
条
」
と
、
第
八
十
一

条
中
「
第
七
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
九
条
」

と
、
第
百
七
十
四
条
中
「
第
百
八
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
百
八
十
六
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
準
用
） 

第
百
八
十
八
条 

第
百
七
十
六
条
の
規
定
は
、
指
定
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
事
業
に
つ
い
て
準
用

す
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
工
賃
の
支
払
等
） 

第
百
八
十
九
条 

工
賃
の
支
払
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
九
十
条 

第
十
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
、
第
二
十
三
条
、
第
二

十
四
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
、
第
五
十
九
条
か
ら
第
六
十
二

条
ま
で
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
、
第
七
十
五
条
か
ら
第
七
十
七
条

ま
で
、
第
八
十
六
条
、
第
八
十
八
条
か
ら
第
九
十
四
条
ま
で
、
第
百
四
十
六
条
、
第
百
四
十
七

条
及
び
第
百
八
十
一
条
か
ら
第
百
八
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
事

業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二

百
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
百
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
六
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
四
条

第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四

十
六
条
第
二
項
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
条
に
お
い



 

 

て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百

二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、
第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
百
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ

る
の
は
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
計
画
」
と
、
第
六
十
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
計
画
」
と
、
第
六
十
一
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
条
に
お
い

て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
七
十
五
条
中
「
第
七
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
条
に
お

い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」
と
、
第
七
十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
六
十
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」

と
あ
る
の
は
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
百
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第

六
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
条
」
と
、
同
項
第
四
号

中
「
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三

条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
条
」
と
、
同
項
第
六
号

中
「
第
七
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
条
」
と
、
第
九
十
一
条
中
「
第
九
十
四
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
百
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
四
条
」
と
、
第
九
十
四
条
中
「
前
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
百
四
十
七
条
中
「
第
百
六
十

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
六
十
条
」
と
、
第
百
八
十
一

条
第
一
項
中
「
第
百
八
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
条
」
と
、
「
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
計
画
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
五
款 

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準 

 

（
実
施
主
体
等
） 

第
百
九
十
一
条 

実
施
主
体
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
百
九
十
二
条 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
係
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
第
二
百
六
条
に

規
定
す
る
特
定
基
準
該
当
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
九
十
四
条
に

お
い
て
「
基
準
該
当
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
は
、
基
準
該
当
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重

要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

 

四 

基
準
該
当
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
内
容
並
び
に
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
受
領
す
る
費
用
の

種
類
及
び
そ
の
額 



 

 

 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 
六 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

 
七 

非
常
災
害
対
策 

 

八 
事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
障
害
の
種
類
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
障
害
の
種
類 

 

九 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

 

十 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
工
賃
の
支
払
） 

第
百
九
十
三
条 

工
賃
の
支
払
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
九
十
四
条 

第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
条
、

第
二
十
一
条
、
第
二
十
四
条
（
第
一
項
を
除
く
。
）
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四

十
二
条
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
九
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
、
第
七
十
条
、
第
七
十
二

条
（
第
三
項
を
除
く
。
）
、
第
七
十
五
条
か
ら
第
七
十
七
条
ま
で
、
第
八
十
六
条
、
第
八
十
九

条
、
第
九
十
条
、
第
九
十
二
条
か
ら
第
九
十
四
条
ま
で
、
第
百
四
十
六
条
（
第
一
項
を
除
く
。
）
、

第
百
四
十
七
条
、
第
百
八
十
一
条
か
ら
第
百
八
十
三
条
ま
で
及
び
第
百
八
十
六
条
の
規
定
は
、

基
準
該
当
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条

中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二

条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る

第
百
四
十
六
条
第
二
項
」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は

「
第
百
九
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
六
条
第
二
項
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三

十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十

一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、

第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五

十
一
条
」
と
、
第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
に
お

い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
計
画
」
と
、
第
六
十
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
計
画
」
と
、
第
六
十
一
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
に
お
い
て
準

用
す
る
前
条
」
と
、
第
七
十
五
条
中
「
第
七
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
に
お
い
て

準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」
と
、
第
七
十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
六
十
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
百
九
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
条
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は

「
基
準
該
当
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第



 

 

六
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九
十
条
」
と
、
同
項
第
四

号
中
「
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十

三
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
」
と
、
同
項
第

六
号
中
「
第
七
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
」
と
、
第
九
十
四
条
中
「
前
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
百
四
十
七
条
中
「
第
百
六
十
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
百
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
六
十
条
」
と
、
第
百
八
十
一
条
第

一
項
中
「
第
百
八
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
九
十
四
条
」
と
、
「
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
計

画
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
計
画
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
十
三
節 

共
同
生
活
援
助 

 
 
 
 
 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
百
九
十
五
条 

共
同
生
活
援
助
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て「
指

定
共
同
生
活
援
助
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て
共
同
し
て
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
利
用
者
の
身
体
及
び
精
神
の
状

況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
、
共
同
生
活
住
居
に
お
い
て
相
談
そ
の
他
の
日

常
生
活
上
の
援
助
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
九
十
六
条 

指
定
共
同
生
活
援
助
の
事
業
を
行
う
者
（
第
二
百
条
に
お
い
て
「
指
定
共
同
生

活
援
助
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
第
二
百
条
第
一
項
及
び
第
三
項

並
び
に
第
二
百
四
条
に
お
い
て
「
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従

業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、省
令
第
二
百
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
百
九
十
七
条 

第
百
二
十
六
条
の
規
定
は
、指
定
共
同
生
活
援
助
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
第
百
三
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
百
九
条
に
お
い
て

準
用
す
る
省
令
第
百
三
十
九
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
準
用
） 

第
百
九
十
八
条 

第
百
二
十
七
条
の
規
定
は
、指
定
共
同
生
活
援
助
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
第
百
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
百
十
条
に
お
い
て
準

用
す
る
省
令
第
百
四
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
家
事
等
） 

第
百
九
十
九
条 

家
事
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 



 

 

 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
二
百
条 

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
、
適
切
な
指
定
共
同
生
活
援
助
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所
ご
と
に
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
が
安
心
し
て
日
常
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
継
続
性
を
重
視
し
た
指
定
共
同
生
活
援
助
の
提
供
に
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
指
定
共
同
生

活
援
助
事
業
所
の
従
業
者
に
よ
っ
て
指
定
共
同
生
活
援
助
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
は
、
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
準
用
） 

第
二
百
一
条 

第
十
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
一

条
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
、
第
五
十
五
条
、
第

六
十
条
、
第
六
十
二
条
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
二
条
、
第
七
十
五
条
か
ら
第
七
十
七
条
ま
で
、

第
九
十
条
、
第
九
十
二
条
、
第
九
十
四
条
、
第
百
二
十
八
条
か
ら
第
百
三
十
三
条
ま
で
、
第
百

三
十
五
条
、
第
百
三
十
六
条
及
び
第
百
三
十
八
条
か
ら
第
百
四
十
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
共

同
生
活
援
助
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
中
「
第
九
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
二
十
一
条

第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
条
第

一
項
」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
一
条
に

お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
条
第
二
項
」
と
、
第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、
第
六
十
条
中
「
療

養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
生
活
援
助
計
画
」
と
、
第
七
十
五
条
中
「
第
七
十
三
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」
と
、
第
七
十
七
条
第

二
項
第
一
号
中
「
第
六
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六

十
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
共
同
生
活
援
助
計
画
」
と
、
同
項
第

二
号
中
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
五

条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
一
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
九
十
条
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十

三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
二
百
一
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
七
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
三
条
」



 

 

と
、
第
九
十
四
条
中
「
前
条
の
協
力
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
一
条
に
お
い
て
準
用

す
る
第
百
四
十
条
第
一
項
の
協
力
医
療
機
関
及
び
同
条
第
二
項
の
協
力
歯
科
医
療
機
関
」
と
、

第
百
三
十
条
第
三
項
第
二
号
中
「
当
該
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
指

定
共
同
生
活
援
助
事
業
者
」
と
、
第
百
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
三
条
第
一
項
中
「
第

百
四
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
一
条
」
と
、
第
百
三
十
三
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
百

三
十
五
条
第
一
項
中
「
指
定
生
活
介
護
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）

事
業
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
十
四
節 

多
機
能
型
に
関
す
る
特
例 

 

（
従
業
者
の
員
数
等
に
関
す
る
特
例
） 

第
二
百
二
条 

多
機
能
型
に
よ
る
指
定
生
活
介
護
事
業
所
、
指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業

所
、
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
、
指
定
就
労
移
行
支
援
事
業
所
、
指
定
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業
所
及
び
指
定
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
事
業
を
行
う
者
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業

所
（
以
下
「
指
定
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
」
と
い
う
。
）
並
び
に
指
定
児
童
発
達
支
援
事

業
所
（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
五
号
）
第
五
条
に
規
定
す
る
指
定
児
童
発
達
支
援
事

業
所
を
い
う
。
）
、
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
所
（
同
令
第
五
十
六
条
に
規
定
す
る
指

定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
所
を
い
う
。
）
及
び
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
同

令
第
六
十
六
条
に
規
定
す
る
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
い
う
。
）
（
次
条
に
お

い
て
「
多
機
能
型
事
業
所
」
と
総
称
す
る
。
）
の
従
業
者
の
員
数
等
に
関
す
る
特
例
に
係
る
基

準
は
、
省
令
第
二
百
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
設
備
の
特
例
） 

第
二
百
三
条 

多
機
能
型
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
配

慮
し
つ
つ
、
一
体
的
に
事
業
を
行
う
他
の
多
機
能
型
事
業
所
の
設
備
を
兼
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 
 
 
 

第
十
五
節 

一
体
型
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
等
に
関
す
る
特
例 

 

（
従
業
者
の
員
数
に
関
す
る
特
例
） 

第
二
百
四
条 

指
定
共
同
生
活
介
護
の
事
業
及
び
指
定
共
同
生
活
援
助
の
事
業
を
一
体
的
に
行
う

指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
（
次
条
に
お
い
て
「
一
体
型
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
」
と
い

う
。
）
及
び
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所
（
次
条
に
お
い
て
「
一
体
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事

業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
関
す
る
特
例
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二

百
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
設
備
及
び
定
員
の
遵
守
に
関
す
る
特
例
） 

第
二
百
五
条 

一
体
型
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
及
び
一
体
型
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
の
利
用
者
の
数
の
合
計
及
び
そ
の
入
居
定
員
の
合
計
を
こ
れ
ら



 

 

の
事
業
所
の
利
用
者
の
数
及
び
入
居
定
員
と
み
な
し
て
第
百
二
十
七
条
（
第
百
九
十
八
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
百
三
十
九
条
（
第
二
百
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

 
 
 
 

第
十
六
節 

振
興
山
村
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
基
準 

 

（
振
興
山
村
そ
の
他
の
地
域
に
お
け
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
） 

第
二
百
六
条 

山
村
振
興
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
振
興
山
村
（
第
五
章
に
お
い
て
単
に
「
振
興
山
村
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
地
域

の
う
ち
、
将
来
的
に
も
利
用
者
の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
知
事
が
認
め
る
も
の
で
あ
っ

て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
に
お
け
る
生
活
介
護
に
係
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
第
二

百
十
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
基
準
該
当
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓

練
）
に
係
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
第
二
百
十
条
第
三
項
に
お
い
て
「
特
定
基
準
該

当
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
」
と
い
う
。
）
、
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
（
宿
泊
型
自
立
訓
練

を
除
く
。
）
に
係
る
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
第
二
百
十
条
第
四
項
に
お
い
て
「
特
定

基
準
該
当
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
」
と
い
う
。
）
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
係
る
基
準
該

当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
第
二
百
十
条
第
五
項
に
お
い
て
「
特
定
基
準
該
当
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
」
と
い
う
。
）
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
総
称

す
る
。
）
の
事
業
の
う
ち
二
以
上
の
事
業
を
一
体
的
に
行
う
事
業
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て

「
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
特
定
基
準
該
当
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
関
し
て
満
た
す
べ
き
基
準
は
、
次
条
か
ら
第
二
百
十
条
ま
で
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
二
百
七
条 

特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
事
業
所
（
次
条
及
び
第
二
百
九
条
に
お
い
て
「
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
百
二
十
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
管
理
者
） 

第
二
百
八
条 

特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第

二
百
二
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
利
用
定
員
） 

第
二
百
九
条 

特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
利
用
定
員
は
、
そ
の
利
用
定
員
を

十
人
以
上
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 



 

 

第
二
百
十
条 

第
十
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
、
第
二
十
条
、
第

二
十
一
条
、
第
二
十
四
条
第
二
項
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
二
条
ま
で
、
第

五
十
九
条
か
ら
第
六
十
一
条
ま
で
、
第
六
十
八
条
、
第
七
十
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
二
条

（
第
三
項
を
除
く
。
）
、
第
七
十
七
条
、
第
八
十
三
条
（
第
二
項
第
五
号
及
び
第
六
号
並
び
に

第
四
項
を
除
く
。
）
、
第
九
十
一
条
（
第
十
号
を
除
く
。
）
及
び
第
九
十
四
条
の
規
定
は
、
特

定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十

条
中
「
第
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
九
条
」

と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
十
一
条
」
と
、
第
十
六
条
中
「
介
護
給
付
費
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
介
護
給
付
費
又

は
特
例
訓
練
等
給
付
費
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
次
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
と

あ
る
の
は
「
第
二
百
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第

二
百
十
条
第
三
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び

に
第
二
百
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
五
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
」
と
、
第
二

十
四
条
第
二
項
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
第
八
十
四
条
第
二
項
、
第
二
百
十
条
第
三
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四

十
六
条
第
二
項
並
び
に
第
二
百
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
五
十
七
条
第
二
項
」と
、

第
三
十
七
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
三
十
六
条
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条

第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、
第
四
十
二
条
中
「
指
定
居
宅
介
護
事
業
所

ご
と
に
経
理
を
区
分
す
る
と
と
も
に
、
指
定
居
宅
介
護
の
事
業
の
会
計
を
そ
の
他
の
事
業
の
会

計
と
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
提
供
す
る
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
ご
と
に
、

そ
の
会
計
を
」
と
、
第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
条
第

一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準

該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
と
、
第
六
十
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
特
定

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
六
月
（
特

定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
う
ち
特
定
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
に
係

る
計
画
又
は
特
定
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
に
係
る
計
画
に
あ
っ
て
は
、
三
月
）
」

と
、
第
六
十
一
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」

と
、
第
七
十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
六
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
条
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基

準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
二
百
十
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第

六
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
お
い
て
準
用
す
る
第
九

十
条
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
一



 

 

項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
次
条
」
と
あ
る
の

は
「
第
二
百
十
条
第
一
項
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
七
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二

十
三
条
第
一
項
」
と
、
第
八
十
三
条
第
一
項
中
「
、
静
養
室
、
医
務
室
及
び
多
目
的
室
」
と
あ

る
の
は
「
及
び
多
目
的
室
」
と
、
同
条
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
一
の
訓
練
・
作
業
室
の
面
積
は
、

定
員
一
人
当
た
り
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
訓
練
又
は
作
業
に
支

障
が
な
い
広
さ
を
有
す
る
」
と
、
第
九
十
四
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
条
第
二

項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

第
六
十
二
条
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
、
第
七
十
九
条
、
第
八
十
四
条
（
第
一
項
を
除

く
。
）
、
第
八
十
五
条
、
第
八
十
六
条
か
ら
第
九
十
条
ま
で
、
第
九
十
二
条
及
び
第
九
十
三
条

の
規
定
は
、
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
特
定
基
準
該
当
生
活
介
護
の
事
業

を
行
う
者
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
五
条
中
「
第
七

十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」

と
、
第
七
十
九
条
中
「
生
活
介
護
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
次
款
及
び
第
三
款
に
お

い
て
「
指
定
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
生
活
介
護
」
と
、
第

八
十
四
条
中
「
指
定
生
活
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
生
活
介
護
」
と
、
第
八
十
五

条
中
「
第
八
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第

八
十
三
条
（
第
五
項
を
除
く
。
）
」
と
、
第
八
十
七
条
中
「
第
八
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
百
二
十
三
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
十
五
条
」
と
、
第
九
十
条
第
二
号
中
「
介

護
給
付
費
又
は
特
例
介
護
給
付
費
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
介
護
給
付
費
」
と
、
第
九
十
二
条
第

二
項
中
「
指
定
生
活
介
護
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

第
六
十
二
条
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
、
第
八
十
八
条
か
ら
第
九
十
条
ま
で
、
第
九
十

二
条
、
第
九
十
三
条
、
第
百
四
十
二
条
、
第
百
四
十
六
条
（
第
一
項
を
除
く
。
）
、
第
百
四
十

七
条
及
び
第
百
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者（
特

定
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
者
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
五
条
中
「
第
七
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」
と
、
第
八
十
八
条
第
四
項
中
「
指
定
生
活
介
護

事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
、
第
九
十
条
第
二

号
中
「
介
護
給
付
費
又
は
特
例
介
護
給
付
費
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
訓
練
等
給
付
費
」
と
、
第

九
十
二
条
第
二
項
中
「
指
定
生
活
介
護
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
、
第
百
四
十
二
条
中
「
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
に
係
る
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
」
と
い
う
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
」
と
、
第
百
四
十
六
条
中
「
指
定
自
立
訓

練
（
機
能
訓
練
）
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
」
と
、
第
百
四



 

 

十
七
条
中
「
第
百
六
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省

令
第
百
六
十
条
（
第
三
項
を
除
く
。
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

４ 
第
六
十
二
条
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
、
第
八
十
八
条
か
ら
第
九
十
条
ま
で
、
第
九
十

二
条
、
第
九
十
三
条
、
第
百
四
十
七
条
、
第
百
四
十
八
条
第
二
項
、
第
百
五
十
二
条
及
び
第
百

五
十
七
条
（
第
一
項
及
び
第
四
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
（
特
定
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
者
に
限
る
。
）
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
五
条
中
「
第
七
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二

百
二
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」
と
、
第
八
十
八
条
第
四
項
中
「
指

定
生
活
介
護
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
、
第

九
十
条
第
二
号
中
「
介
護
給
付
費
又
は
特
例
介
護
給
付
費
」
と
あ
る
の
は
「
特
例
訓
練
等
給
付

費
」
と
、
第
九
十
二
条
第
二
項
中
「
指
定
生
活
介
護
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
、
第
百
四
十
七
条
中
「
第
百
六
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二

百
二
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
百
六
十
条
（
第
三
項
を
除
く
。
）
」
と
、
第

百
五
十
二
条
中
「
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
節

に
お
い
て
「
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
」
と
、
第
百
五
十
七
条
中
「
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
」
と
あ

る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

第
六
十
二
条
、
第
七
十
五
条
、
第
七
十
六
条
、
第
八
十
六
条
、
第
八
十
八
条
か
ら
第
九
十
条

ま
で
、
第
九
十
二
条
、
第
九
十
三
条
、
第
百
四
十
六
条
（
第
一
項
を
除
く
。
）
、
第
百
四
十
七

条
、
第
百
八
十
一
条
か
ら
第
百
八
十
三
条
ま
で
、
第
百
八
十
六
条
及
び
第
百
八
十
九
条
の
規
定

は
、
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
特
定
基
準
該
当
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
事

業
を
行
う
者
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
十
五
条
中
「
第

七
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
三
条
」

と
、
第
八
十
八
条
第
四
項
中
「
指
定
生
活
介
護
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
、
第
九
十
条
第
二
号
中
「
介
護
給
付
費
又
は
特
例
介
護
給
付
費
」

と
あ
る
の
は
「
特
例
訓
練
等
給
付
費
」
と
、
第
九
十
二
条
第
二
項
中
「
指
定
生
活
介
護
事
業
所
」

と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
、
第
百
四
十
六
条
中
「
指
定

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」
と
、
第
百

四
十
七
条
中
「
第
百
六
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
百
六
十
条
（
第
三
項
を
除
く
。
）
」
と
、
第
百
八
十
一
条
第
一
項
中
「
第
百
八
十
五
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
百
十
条
第
一
項
」
と
、
「
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
特

定
基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
と
、
第
百
八
十
六
条
中
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
係

る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
節
、
第
二
百
二
条
及
び
第
二
百
二
十
三
条
に
お
い
て

「
指
定
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
基
準
該
当
就
労
継
続
支
援



 

 

Ｂ
型
」
と
、
第
百
八
十
九
条
中
「
第
二
百
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
百
二
十
三
条
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
百
一
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 

第
四
章 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 
 
 

第
一
節 

総
則 

 

（
定
義
） 

第
二
百
十
一
条 
こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
法
、

施
行
令
、
施
行
規
則
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
二
号
。
以
下
こ
の
章

に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。 

 

（
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
一
般
原
則
） 

第
二
百
十
二
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
利
用
者
の
意
向
、
適
性
、
障
害
の
特
性
そ
の
他

の
事
情
を
踏
ま
え
た
計
画
（
第
二
百
三
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
「
個
別
支
援
計
画
」
と
い
う
。
）

を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
利
用
者
に
対
し
て
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
継
続
的
な
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に

よ
り
利
用
者
に
対
し
て
適
切
か
つ
効
果
的
に
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
利
用
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
て
、
常
に
当
該
利
用
者

の
立
場
に
立
っ
た
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
責
任
者

を
設
置
す
る
等
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施

す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
事
故
の
防
止
に
関
す
る

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 

第
二
節 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 
 
 
 

第
一
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
二
百
十
三
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令

第
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
従
業
者
の
員
数
に
関
す
る
特
例
） 

第
二
百
十
四
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
従
業
者
の
員
数
に
関
す
る
特
例
に
係
る
基
準
は
、

省
令
第
四
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
複
数
の
昼
間
実
施
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
場
合
に
お
け
る
従
業
者
の
員
数
） 

第
二
百
十
五
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
が
複
数
の
昼
間
実
施
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
場
合
に
お
け

る
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、省
令
第
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 



 

 

 

（
従
た
る
事
業
所
を
設
置
す
る
場
合
に
お
け
る
特
例
） 

第
二
百
十
六
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
に
従
た
る
事
業
所
を
設
置
す
る
場
合
に
お
け
る
特
例

に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 
 

第
二
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

 

（
設
備
） 

第
二
百
十
七
条 
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
訓
練
・
作
業
室
、
居
室
、
食
堂
、
浴
室
、
洗
面

所
、
便
所
、
相
談
室
、
静
養
室
及
び
多
目
的
室
そ
の
他
運
営
上
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

訓
練
・
作
業
室 

イ 

専
ら
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
が
提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご

と
の
用
に
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。た
だ
し
、利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

ロ 

一
の
訓
練
・
作
業
室
の
面
積
は
、
定
員
一
人
当
た
り
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す

る
こ
と
。 

ハ 

訓
練
又
は
作
業
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
る
こ
と
。 

二 

居
室 

イ 

一
の
居
室
の
定
員
は
、
四
人
以
下
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

地
階
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。 

ハ 

省
令
第
六
条
第
二
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。 

ニ 

寝
台
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
備
え
る
こ
と
。 

ホ 

一
以
上
の
出
入
口
は
、
避
難
上
有
効
な
空
地
、
廊
下
又
は
広
間
に
直
接
面
し
て
設
け
る

こ
と
。 

ヘ 

必
要
に
応
じ
て
利
用
者
の
身
の
回
り
品
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
備
え
る
こ

と
。 

ト 

ブ
ザ
ー
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

三 

食
堂 

イ 

食
事
の
提
供
に
支
障
が
な
い
広
さ
を
有
す
る
こ
と
。 

ロ 

必
要
な
備
品
を
備
え
る
こ
と
。 

四 

浴
室 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

五 

洗
面
所 

イ 

居
室
の
あ
る
階
ご
と
に
設
け
る
こ
と
。 

ロ 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

六 

便
所 



 

 

イ 

居
室
の
あ
る
階
ご
と
に
設
け
る
こ
と
。 

ロ 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

七 

相
談
室 

室
内
に
お
け
る
談
話
の
漏
え
い
を
防
ぐ
た
め
の
間
仕
切
り
等
を
設
け
る
こ
と
。 

八 
廊
下
幅 

イ 

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
廊
下
の
幅
は
、
一
・
八
メ
ー
ト
ル

以
上
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

廊
下
の
一
部
の
幅
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
、
従
業
者
等
の
円
滑
な
往
来
に

支
障
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

九 

静
養
室 

寝
台
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
備
え
る
こ
と
。 

３ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
が
生
活
介
護
又
は
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
を
行
う
場
合
の
設
備

の
基
準
は
、
前
項
に
規
定
す
る
ほ
か
、
治
療
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
て
い
る
医
務
室
を

有
す
る
こ
と
と
す
る
。 

４ 

認
定
指
定
障
害
者
支
援
施
設
が
就
労
移
行
支
援
を
行
う
場
合
の
設
備
の
基
準
は
、
第
二
項
に

規
定
す
る
ほ
か
、
あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
及
び
き
ゆ
う
師
に
係
る
学
校
養
成
施

設
認
定
規
則
の
規
定
に
よ
り
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
又
は
き
ゅ
う
師
に
係
る
学

校
又
は
養
成
施
設
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
設
備
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。 

５ 

第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
室
及
び
多
目
的
室
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
当
た
っ
て
支
障
が
な
い
範
囲
で
兼
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

第
一
項
に
規
定
す
る
静
養
室
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
医
務
室
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

必
要
な
設
備
及
び
機
械
器
具
等
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、兼
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
設
備
に
関
す
る
特
例
） 

第
二
百
十
八
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
が
、
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
（
児
童
福
祉
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
四
十
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
福
祉
型
障
害
児
入
所
施

設
を
い
う
。
）
に
係
る
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
（
同
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
を
い
う
。
）
の
指
定
を
受
け
、
か
つ
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

と
指
定
入
所
支
援
（
同
項
に
規
定
す
る
指
定
入
所
支
援
を
い
う
。
）
と
を
同
一
の
施
設
に
お
い

て
一
体
的
に
提
供
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉
法
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼

玉
県
条
例
第
六
十
八
号
）
第
九
十
六
条
の
設
備
に
係
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
条

の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 
 
 

第
三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
） 

第
二
百
十
九
条 

内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
契
約
支
給
量
の
報
告
等
） 



 

 

第
二
百
二
十
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
き
は
、

当
該
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
内
容
、
支
給
決
定
障
害
者
に
提
供
す
る
こ
と
を

契
約
し
た
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
量
（
次
項
に
お
い
て
「
契
約
支
給
量
」
と

い
う
。
）
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
（
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
受
給
者
証
記
載
事
項
」

と
い
う
。
）
を
支
給
決
定
障
害
者
の
受
給
者
証
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
契
約
支
給
量
の
総
量
は
、当
該
支
給
決
定
障
害
者
の
支
給
量
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
係
る
契
約
を
し
た
と
き

は
、
受
給
者
証
記
載
事
項
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
市
町
村
に
対
し
遅
滞
な
く
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

４ 

第
一
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
受
給
者
証
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。 

 

（
提
供
拒
否
の
禁
止
） 

第
二
百
二
十
一
条 

提
供
拒
否
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
連
絡
調
整
に
対
す
る
協
力
） 

第
二
百
二
十
二
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

市
町
村
又
は
一
般
相
談
支
援
事
業
若
し
く
は
特
定
相
談
支
援
事
業
を
行
う
者
が
行
う
連
絡
調
整

に
、
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
） 

第
二
百
二
十
三
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
生
活
介
護
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
、
自

立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
、
就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
係
る
通
常
の
事
業
の
実

施
地
域
（
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
が
通
常
時
に
当
該
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
地
域
を
い
う
。
第
二
百
五
十
四
条
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
等
を
勘
案
し
、
利
用
申
込

者
に
対
し
自
ら
適
切
な
生
活
介
護
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
、
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
、

就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、

適
当
な
他
の
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
、
指
定
生
活
介
護
事
業
者
、
指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓

練
）
事
業
者
、
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
、
指
定
就
労
移
行
支
援
事
業
者
、
指
定

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
事
業
を
行
う
者
等
の
紹
介
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
利
用
申
込
者
が
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
そ
の
他
利
用

申
込
者
に
対
し
自
ら
適
切
な
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
適
切
な
病
院
又

は
診
療
所
の
紹
介
そ
の
他
の
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
受
給
資
格
の
確
認
） 

第
二
百
二
十
四
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
求
め
ら



 

 

れ
た
場
合
は
、
そ
の
者
の
提
示
す
る
受
給
者
証
に
よ
っ
て
、
支
給
決
定
の
有
無
、
支
給
決
定
を

さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
、
支
給
決
定
の
有
効
期
間
、
支
給
量
等
を
確
か
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
（
介
護
給
付
費
又
は
訓
練
等
給
付
費
の
支
給
の
申
請
に
係
る
援
助
） 

第
二
百
二
十
五
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
支
給
決
定

を
受
け
て
い
な
い
者
か
ら
利
用
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て
速

や
か
に
介
護
給
付
費
又
は
訓
練
等
給
付
費
の
支
給
の
申
請
が
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
支
給
決
定
に
通
常
要
す
べ

き
標
準
的
な
期
間
を
考
慮
し
、
支
給
決
定
の
有
効
期
間
の
終
了
に
伴
う
介
護
給
付
費
又
は
訓
練

等
給
付
費
の
支
給
申
請
に
つ
い
て
、
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
心
身
の
状
況
等
の
把
握
） 

第
二
百
二
十
六
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ

て
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
と
の
連
携
等
） 

第
二
百
二
十
七
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ

て
は
、
地
域
及
び
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、
市
町
村
、
他
の
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る

者
等
と
の
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
終
了
に
際
し
て
は
、
利

用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
適
切
な
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
身
分
を
証
す
る
書
類
の
携
行
） 

第
二
百
二
十
八
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
利
用
者
の
居
宅
を
訪
問
し
て
、
自
立
訓
練
（
機

能
訓
練
）
又
は
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
を
行
う
場
合
に
は
、
従
業
者
に
身
分
を
証
す
る
書
類

を
携
行
さ
せ
、
初
回
訪
問
時
及
び
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を

提
示
す
べ
き
旨
を
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
二
百
二
十
九
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
に
お
い
て
施

設
入
所
支
援
を
受
け
る
者
以
外
の
者
に
対
し
て
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
は
、

当
該
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
、
提
供
日
、
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
、
当

該
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
都
度
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
に
お
い
て
施
設
入
所
支
援
を

受
け
る
者
に
対
し
て
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
は
、
当
該
施
設
障
害
福
祉
サ
ー



 

 

ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
、
提
供
日
、
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
に
際
し
て
は
、
提
供
し
た
施
設

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
、
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
た
こ
と
に
つ
い
て
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
が
支
給
決
定
障
害
者
に
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
金
銭
の
支
払
の
範

囲
等
） 

第
二
百
三
十
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
が
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
支
給
決

定
障
害
者
に
対
し
て
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
当
該
金
銭
の
使
途
が
直
接

利
用
者
の
便
益
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
支
給
決
定
障
害
者
に
支
払
を
求
め
る
こ

と
が
適
当
で
あ
る
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
際
は
、
当
該
金
銭
の
使
途
及
び
額
並
び
に
支
給

決
定
障
害
者
に
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
書
面
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
支
給
決
定
障
害
者
に
対
し
て
説
明
を
行
い
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
次
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
支
払
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
利
用
者
負
担
額
等
の
受
領
） 

第
二
百
三
十
一
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
は
、

支
給
決
定
障
害
者
か
ら
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
利
用
者
負
担
額
の
支
払
を
受
け
る
も

の
と
す
る
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
た
際
は
、
支
給
決
定
障
害
者
か
ら
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
費
用
基
準
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
支
払
を
支
給

決
定
障
害
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

生
活
介
護
を
行
う
場
合 

次
の
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
費
用 

 
 

イ 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用 

 
 

ロ 

創
作
的
活
動
に
係
る
材
料
費 

 
 

ハ 

日
用
品
費 

 
 

ニ 

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
生
活
介
護
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要

す
る
費
用
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ

て
、
支
給
決
定
障
害
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

 

二 

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
、
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
、
就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
を
行
う
場
合 

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
費
用 

 
 

イ 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用 



 

 

 
 

ロ 

日
用
品
費 

 
 

ハ 

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
、
自
立
訓
練
（
生
活
訓

練
）
、
就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る

費
用
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、

支
給
決
定
障
害
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

 

三 

施
設
入
所
支
援
を
行
う
場
合 

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
費
用 

 
 

イ 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
及
び
光
熱
水
費
（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
施
行
令
第
二
十
一
条
第
一

項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
等
の
基
準
費
用
額
（
法
第
三
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
二
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
特
定
障
害
者
特
別
給
付
費
が
利
用
者
に

代
わ
り
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
に
支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
同
号
に
規
定
す
る
食
費

等
の
負
担
限
度
額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

 
 

ロ 

省
令
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
ロ
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
利
用
者

が
選
定
す
る
特
別
な
居
室
（
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
の
負
担
若
し
く
は
補
助
又
は
こ

れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
受
け
て
建
築
さ
れ
、買
収
さ
れ
、又
は
改
造
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）

の
提
供
を
行
っ
た
こ
と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用 

 
 

ハ 

被
服
費 

 
 

ニ 

日
用
品
費 

 
 

ホ 

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
施
設
入
所
支
援
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜

に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で

あ
っ
て
、
支
給
決
定
障
害
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
イ
、
第
二
号
イ
及
び
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
省
令
第
十
九
条

第
四
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
係
る
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け

た
場
合
は
、
当
該
費
用
に
係
る
領
収
証
を
当
該
費
用
の
額
を
支
払
っ
た
支
給
決
定
障
害
者
に
対

し
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
第
三
項
の
費
用
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
支
給
決
定
障
害
者
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
、
支
給
決
定
障
害
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
利
用
者
負
担
額
に
係
る
管
理
） 

第
二
百
三
十
二
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
支
給
決
定
障
害
者
（
当
該
指
定
障
害
者
支
援

施
設
等
に
お
い
て
施
設
入
所
支
援
を
受
け
る
者
に
限
る
。
）
が
同
一
の
月
に
当
該
指
定
障
害
者

支
援
施
設
等
が
提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を

受
け
た
と
き
は
、
当
該
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
係



 

 

る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
費
用
基
準
額
か
ら
当
該
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
当
該
他

の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
き
法
第
二
十
九
条
第
三
項
（
法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
介
護
給
付
費
又
は

訓
練
等
給
付
費
の
額
を
控
除
し
た
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
利
用
者
負
担
額
合

計
額
」
と
い
う
。
）
を
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
障
害

者
支
援
施
設
等
は
、
利
用
者
負
担
額
合
計
額
を
市
町
村
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
支
給
決

定
障
害
者
及
び
当
該
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
し
た
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
支
給
決
定
障
害
者
（
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
に
お
い

て
施
設
入
所
支
援
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
の
依
頼
を
受
け
て
、
当
該
支
給
決
定
障
害
者
が
同

一
の
月
に
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
が
提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
他
の
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
他
の
指
定

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
利
用
者
負
担
額
合
計
額
を
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
利
用
者
負
担
額
合
計
額
を
市
町
村
に
報

告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
支
給
決
定
障
害
者
及
び
当
該
他
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
提

供
し
た
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
介
護
給
付
費
又
は
訓
練
等
給
付
費
の
額
に
係
る
通
知
等
） 

第
二
百
三
十
三
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
法
定
代
理
受
領
に
よ
り
市
町
村
か
ら
施
設
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
給
付
費
又
は
訓
練
等
給
付
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
は
、
支
給

決
定
障
害
者
に
対
し
、
当
該
支
給
決
定
障
害
者
に
係
る
介
護
給
付
費
又
は
訓
練
等
給
付
費
の
額

を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
第
二
百
三
十
一
条
第
二
項
の
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
施

設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
提
供
し
た
施
設
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
内
容
、
費
用
の
額
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た

サ
ー
ビ
ス
提
供
証
明
書
を
支
給
決
定
障
害
者
に
対
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
） 

第
二
百
三
十
四
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
き
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
そ
の
者
の
支
援
を
適
切
に
行

う
と
と
も
に
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
漫
然
か
つ
画
一
的
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ

う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
従
業
者
は
、施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

懇
切
丁
寧
を
旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
支
援
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理

解
し
や
す
い
よ
う
に
説
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
そ
の
提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
評
価
を
行



 

 

い
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等
） 

第
二
百
三
十
五
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
管
理
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
（
省
令
第

四
条
第
一
項
第
一
号
イ
⑶
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
個
別
支
援
計
画
（
以
下
こ
の
款
に
お
い

て
「
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
と
い
う
。
）
の
作
成
に
関
す
る
業
務
を
担
当
さ
せ
る
も

の
と
す
る
。 

２ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
適
切

な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
に
つ
い
て
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
及
び
日
常
生
活
全
般
の
状
況

等
の
評
価
を
通
じ
て
利
用
者
の
希
望
す
る
生
活
及
び
課
題
等
の
把
握
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
。
）
を
行
い
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
上
で
の
適
切
な
支
援
内
容
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
に
面
接
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
面
接
の
趣
旨
を
利
用
者
に
対
し
て
十
分
に
説
明
し
、

理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
支
援
内
容
の
検
討
結
果
に
基
づ
き
、
利
用

者
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
に
対
す
る
意
向
、
総
合
的
な
支
援
の
方
針
、
生
活
全
般
の
質
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
課
題
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、
施
設
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項
等
を
記
載
し
た
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
原
案
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施

設
等
が
提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
そ
の
他
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
と
の
連
携
も
含
め
て
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
る
よ
う

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
係
る
会
議
（
利
用
者

に
対
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
に
当
た
る
担
当
者
等
を
招
集
し
て
行
う
会
議
を

い
う
。
）
を
開
催
し
、
前
項
に
規
定
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ

い
て
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
第
四
項
に
規
定
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の

内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
文
書
に
よ
り
利
用
者
の
同
意
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
施

設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
後
、
施
設
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
計
画
の
実
施
状
況
の
把
握
（
利
用
者
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
。



 

 

次
項
に
お
い
て
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
を
行
う
と
と
も
に
、
少
な
く
と
も
六
月
に
一

回
以
上
（
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
、
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
又
は
就
労
移
行
支
援
を
提
供

す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
少
な
く
と
も
三
月
に
一
回
以
上
）
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と

す
る
。 

９ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
等
と

の
連
絡
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
と
し
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

定
期
的
に
利
用
者
に
面
接
す
る
こ
と
。 

 

二 

定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。 

10 

第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
八
項
に
規
定
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
責
務
） 

第
二
百
三
十
六
条 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
前
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る

業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一 

利
用
申
込
者
の
利
用
に
際
し
、
そ
の
者
に
係
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
対

す
る
照
会
等
に
よ
り
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
以
外
に
お

け
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況
等
を
把
握
す
る
こ
と
。 

 

二 

利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、
利
用
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
定
期
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
利
用
者
に
対
し
、
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
。 

 

三 

他
の
従
業
者
に
対
す
る
技
術
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。 

 

（
相
談
等
） 

第
二
百
三
十
七
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
常
に
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ

て
い
る
環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
そ
の
相
談
に
適
切

に
応
じ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
利
用
者
が
、
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
以
外
に
お
い
て

生
活
介
護
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
、
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
、
就
労
移
行
支
援
、
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
他
の
指
定
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
と
の
利
用
調
整
等
必
要
な
支
援
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
介
護
） 

第
二
百
三
十
八
条 

介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ

と
と
す
る
。 

 

（
訓
練
） 



 

 

第
二
百
三
十
九
条 

訓
練
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ

と
と
す
る
。 

 
（
生
産
活
動
） 

第
二
百
四
十
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
生
活
介
護
、
就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
に
お
け
る
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
実
情
並
び
に
製
品
及
び

サ
ー
ビ
ス
の
需
給
状
況
等
を
考
慮
し
て
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
生
活
介
護
、
就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
お

け
る
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
生
産
活
動
に
従
事
す
る
者
の
作
業
時
間
、
作

業
量
等
が
そ
の
者
に
過
重
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
生
活
介
護
、
就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
お

け
る
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、生
産
活
動
の
能
率
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

利
用
者
の
障
害
の
特
性
等
を
踏
ま
え
た
工
夫
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
生
活
介
護
、
就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
お

け
る
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
防
塵 じん
設
備
又
は
消
火
設
備
の
設
置
等
生
産
活

動
を
安
全
に
行
う
た
め
に
必
要
か
つ
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
工
賃
の
支
払
等
） 

第
二
百
四
十
一
条 

工
賃
の
支
払
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
実
習
の
実
施
） 

第
二
百
四
十
二
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
就
労
移
行
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利

用
者
が
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
実
習
で
き
る
よ
う
、
実
習
の
受
入
先
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
が
施

設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
実
習
で
き
る
よ
う
、
実
習
の
受
入
先
の
確
保
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
前
二
項
の
実
習
の
受
入
先
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
職

業
安
定
所
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
特
別
支
援
学
校
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
利
用
者
の
意
向
及
び
適
性
を
踏
ま
え
て
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
求
職
活
動
の
支
援
等
の
実
施
） 

第
二
百
四
十
三
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
就
労
移
行
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
公

共
職
業
安
定
所
で
の
求
職
の
登
録
そ
の
他
の
利
用
者
が
行
う
求
職
活
動
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
職
業
安

定
所
で
の
求
職
の
登
録
そ
の
他
の
利
用
者
が
行
う
求
職
活
動
の
支
援
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な



 

 

い
。 

３ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
提
供
に
当
た
っ

て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
特
別
支
援
学
校
等
の
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
利
用
者
の
意
向
及
び
適
性
に
応
じ
た
求
人
の
開
拓
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

（
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
の
支
援
の
実
施
） 

第
二
百
四
十
四
条 
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
就
労
移
行
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利

用
者
の
職
場
へ
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
利
用
者
が
就
職
し
た
日
か
ら
六
月
以
上
、
職
業
生
活
に
お
け
る
相
談
等
の
支

援
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
職

場
へ
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
て
、
利
用
者
が
就
職
し
た
日
か
ら
六
月
以
上
、
職
業
生
活
に
お
け
る
相
談
等
の
支
援
の
継
続

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
就
職
状
況
の
報
告
） 

第
二
百
四
十
五
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
就
労
移
行
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
毎

年
、
前
年
度
に
お
け
る
就
職
し
た
利
用
者
の
数
そ
の
他
の
就
職
に
関
す
る
状
況
を
、
県
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
食
事
） 

第
二
百
四
十
六
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
（
施
設
入
所
支
援
を
提
供
す
る
場
合
に
限
る
。
）

は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
食
事
の
提
供
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
食
事
の
提
供
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
食
事
の
提
供
に
当
た

り
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
に
対
し
そ
の
内
容
及
び
費
用
に
関
し
て
説
明
を
行
い
、
そ
の
同
意

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、食
事
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、利
用
者
の
心
身
の
状
況
及
び
嗜 し

好
を
考
慮
し
、
適
切
な
時
間
に
食
事
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
利
用
者
の
年
齢
及
び
障
害
の

特
性
に
応
じ
た
、
適
切
な
栄
養
量
及
び
内
容
の
食
事
の
提
供
を
行
う
た
め
、
必
要
な
栄
養
管
理

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

調
理
は
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
さ
れ
た
献
立
に
従
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
食
事
の
提
供
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
指
定
障
害
者
支
援
施

設
等
に
栄
養
士
を
置
か
な
い
と
き
は
、
献
立
の
内
容
、
栄
養
価
の
算
定
及
び
調
理
の
方
法
に
つ

い
て
保
健
所
等
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
社
会
生
活
上
の
便
宜
の
供
与
等
） 

第
二
百
四
十
七
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
適
宜
利
用
者
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン



 

 

行
事
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
利
用
者
が
日
常
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
行
政
機
関
に
対
す

る
手
続
等
に
つ
い
て
、
そ
の
者
又
は
そ
の
家
族
が
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者

の
同
意
を
得
て
代
わ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用
者

と
そ
の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
健
康
管
理
） 

第
二
百
四
十
八
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
常
に
利
用
者
の
健
康
の
状
況
に
注
意
す
る
と

と
も
に
、
健
康
保
持
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
施
設
入
所
支
援
を
利
用
す
る
利
用
者
に
対
し
て
、
毎
年
二
回

以
上
定
期
に
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
二
百
四
十
九
条 

従
業
者
は
、
現
に
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に

利
用
者
に
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
は
、
速
や
か
に
医
療
機
関
へ
の
連

絡
を
行
う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
施
設
入
所
支
援
利
用
者
の
入
院
期
間
中
の
取
扱
い
） 

第
二
百
五
十
条 

施
設
入
所
支
援
利
用
者
の
入
院
期
間
中
の
取
扱
い
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三

十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
給
付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
の
管
理
） 

第
二
百
五
十
一
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
省
令
第
三
十
八
条
の
二
の
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
給
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
付
金
」
と
い
う
。
）
の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、

給
付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
を
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

一 

当
該
利
用
者
に
係
る
当
該
金
銭
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
こ
れ
ら
の
運
用
に
よ
り
生
じ

た
収
益
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
利
用
者
に
係
る
金
銭
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
他

の
財
産
と
区
分
す
る
こ
と
。 

 

二 

利
用
者
に
係
る
金
銭
を
給
付
金
の
支
給
の
趣
旨
に
従
っ
て
用
い
る
こ
と
。 

 

三 

利
用
者
に
係
る
金
銭
の
収
支
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
記
録
を
整
備
す
る
こ
と
。 

 

四 

当
該
利
用
者
が
退
所
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
利
用
者
に
係
る
金
銭
を
当
該
利
用
者

に
取
得
さ
せ
る
こ
と
。 

 

（
支
給
決
定
障
害
者
に
関
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
） 

第
二
百
五
十
二
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
支

給
決
定
障
害
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を
付
し
て

そ
の
旨
を
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

 

 

一 

正
当
な
理
由
な
し
に
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
指
示
に
従
わ
な
い
こ
と

に
よ
り
、
障
害
の
状
態
等
を
悪
化
さ
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

 
二 

偽
り
そ
の
他
不
正
な
行
為
に
よ
っ
て
介
護
給
付
費
又
は
訓
練
等
給
付
費
を
受
け
、
又
は
受

け
よ
う
と
し
た
と
き
。 

 

（
管
理
者
に
よ
る
管
理
等
） 

第
二
百
五
十
三
条 
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
管
理
者
に
よ
る
管
理
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令

第
四
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
二
百
五
十
四
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要

事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
（
第
二
百
六
十
条
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

 

三 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

四 

昼
間
実
施
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
営
業
日
及
び
営
業
時
間 

 

五 

提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
利
用
定
員 

 

六 

提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
内
容
並
び
に
支
給
決
定
障
害
者
か
ら

受
領
す
る
費
用
の
種
類
及
び
そ
の
額 

 

七 

昼
間
実
施
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

 

八 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 

九 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

 

十 

非
常
災
害
対
策 

 

十
一 

提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
主
た
る
対
象
と
す
る
障
害
の
種
類

を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
障
害
の
種
類 

 

十
二 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

 

十
三 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
二
百
五
十
五
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
利
用
者
に
対
し
、
適
切
な
施
設
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
、
従
業
者
の
勤
務
の

体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
、
当
該
指
定
障
害

者
支
援
施
設
等
の
従
業
者
に
よ
っ
て
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
利
用
者
の
支
援
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
業
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確



 

 

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
定
員
の
遵
守
） 

第
二
百
五
十
六
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
そ

れ
ぞ
れ
の
利
用
定
員
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え
て
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て

は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。 

 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
二
百
五
十
七
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必

要
な
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
非
常
災
害
時

の
関
係
機
関
へ
の
通
報
及
び
連
絡
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
従
業
者
に
周
知
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他

必
要
な
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お

い
て
必
要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
二
百
五
十
八
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
利
用
者
の
使
用
す
る
設
備
及
び
飲
用
に
供
す

る
水
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

健
康
管
理
等
に
必
要
と
な
る
機
械
器
具
等
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が

発
生
し
、又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
協
力
医
療
機
関
等
） 

第
二
百
五
十
九
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
利
用
者
の
病
状
の
急
変
等
に
備
え
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
、
協
力
医
療
機
関
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
力
歯
科
医
療
機
関
を
定
め
て
お
く
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
掲
示
） 

第
二
百
六
十
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
見
や
す
い
場
所
に
、

運
営
規
程
の
概
要
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
、
前
条
の
協
力
医
療
機
関
及
び
協
力
歯
科
医
療
機

関
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
掲
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
身
体
拘
束
等
の
禁
止
） 

第
二
百
六
十
一
条 

身
体
拘
束
等
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 



 

 

 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
二
百
六
十
二
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
情
報
の
提
供
等
） 

第
二
百
六
十
三
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
を
利
用
し
よ

う
と
す
る
者
が
、
適
切
か
つ
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
当
該
指
定
障
害
者
支

援
施
設
等
が
実
施
す
る
事
業
の
内
容
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
に
つ
い
て
広
告
を
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
虚
偽
又
は
誇
大
な
も
の
と
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
利
益
供
与
等
の
禁
止
） 

第
二
百
六
十
四
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
一
般
相
談
支
援
事
業
若
し
く
は
特
定
相
談
支

援
事
業
を
行
う
者
若
し
く
は
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者
等
又
は
そ
の
従
業
者
に
対
し
、

利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
当
該
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と

し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
供
与
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
一
般
相
談
支
援
事
業
若
し
く
は
特
定
相
談
支
援
事
業
を
行
う

者
若
し
く
は
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者
等
又
は
そ
の
従
業
者
か
ら
、
利
用
者
又
は
そ

の
家
族
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
収
受
し
て
は
な

ら
な
い
。 

 

（
苦
情
解
決
） 

第
二
百
六
十
五
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
そ
の
提
供
し
た
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を

受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の
内
容

等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
そ
の
提
供
し
た
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
法
第
十

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く

は
提
示
の
命
令
又
は
当
該
職
員
か
ら
の
質
問
若
し
く
は
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
設
備
若
し

く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
検
査
に
応
じ
、
及
び
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に

関
し
て
市
町
村
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た

場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
そ
の
提
供
し
た
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
法
第
十

一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
行
う
報
告
若
し
く
は
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の

記
録
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
の
命
令
又
は
当
該
職
員
か
ら
の
質
問



 

 

に
応
じ
、
及
び
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
知
事
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る

と
と
も
に
、
知
事
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必

要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
そ
の
提
供
し
た
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
法
第
四

十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
又
は
市
町
村
長
が
行
う
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他

の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
の
命
令
又
は
当
該
職
員
か
ら
の
質
問
若
し
く
は
指
定
障
害
者
支

援
施
設
等
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
検
査
に
応
じ
、
及
び
利
用
者
又
は
そ

の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
知
事
又
は
市
町
村
長
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
知

事
又
は
市
町
村
長
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必

要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
知
事
、
市
町
村
又
は
市
町
村
長
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
の
改
善
の
内
容
を
知
事
、
市
町
村
又
は
市
町
村
長
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
社
会
福
祉
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
運
営
適
正
化
委
員
会

が
同
法
第
八
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
行
う
調
査
又
は
あ
っ
せ
ん
に
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
二
百
六
十
六
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は

そ
の
自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

（
事
故
発
生
時
の
対
応
） 

第
二
百
六
十
七
条 

事
故
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
会
計
の
区
分
） 

第
二
百
六
十
八
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
実
施
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

ご
と
に
経
理
を
区
分
す
る
と
と
も
に
、
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
事
業
の
会
計
を
そ
の
他
の

事
業
の
会
計
と
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
記
録
の
整
備
） 

第
二
百
六
十
九
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す
る

諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
は
、
利
用
者
に
対
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す

る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
当
該
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
日
か
ら
五
年
間

保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

第
二
百
二
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録 



 

 

 

二 

施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画 

 
三 

第
二
百
五
十
二
条
に
規
定
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

 
四 

省
令
第
四
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
体
拘
束
等
の
記
録 

 

五 
第
二
百
六
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

 

六 

省
令
第
五
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に

つ
い
て
の
記
録 

 
 
 

第
五
章 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 
 
 

第
一
節 

総
則 

 

（
定
義
） 

第
二
百
七
十
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
法
、

施
行
令
、
施
行
規
則
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
四
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い

て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。 

 

（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
一
般
原
則
） 

第
二
百
七
十
一
条 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
百
八
十
二
条

に
お
い
て
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。
）
（
次
節
か
ら
第
八
節
ま
で
に
掲
げ
る

事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
は
、
利
用
者
の
意
向
、
適
性
、
障
害
の
特
性
そ
の
他
の
事
情
を

踏
ま
え
た
計
画
（
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
「
個
別
支
援
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作

成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
利
用
者
に
対
し
て
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

効
果
に
つ
い
て
継
続
的
な
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
利
用

者
に
対
し
て
適
切
か
つ
効
果
的
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
利
用
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
て
、
常
に
当
該
利
用

者
の
立
場
に
立
っ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
責
任

者
を
設
置
す
る
等
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
職
員
に
対
し
、
研
修
を
実
施

す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
事
故
の
防
止
に
関
す

る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 

第
二
節 

療
養
介
護 

 

（
基
本
方
針
） 

第
二
百
七
十
二
条 

療
養
介
護
の
事
業
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
施
行
規
則
第
二
条
の
二
に
規
定
す
る
者
に
対
し
て
、
当
該
利
用
者
の

身
体
そ
の
他
の
状
況
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
、
機
能
訓
練
、
療
養
上
の
管
理
、

看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
日
常
生
活
上
の
世
話
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行



 

 

う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
構
造
設
備
） 

第
二
百
七
十
三
条 

療
養
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
療
養
介
護
事
業
者
」

と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
療
養
介
護
事
業
所
」
と

い
う
。
）
の
配
置
、
構
造
及
び
設
備
は
、
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
て
工
夫
さ
れ
、
か
つ
、
日
照
、

採
光
、
換
気
等
の
利
用
者
の
保
健
衛
生
に
関
す
る
事
項
及
び
防
災
に
つ
い
て
十
分
考
慮
さ
れ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
管
理
者
の
資
格
要
件
） 

第
二
百
七
十
四
条 

療
養
介
護
事
業
所
の
管
理
者
の
資
格
要
件
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
二
百
七
十
五
条 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
療
養
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運

営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

職
員
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

利
用
定
員 

 

四 

療
養
介
護
の
内
容
並
び
に
利
用
者
か
ら
受
領
す
る
費
用
の
種
類
及
び
そ
の
額 

 

五 

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 

六 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

 

七 

非
常
災
害
対
策 

 

八 

事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
障
害
の
種
類
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
障
害
の
種
類 

 

九 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

 

十 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
二
百
七
十
六
条 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設

備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
非
常
災
害
時
の
関
係

機
関
へ
の
通
報
及
び
連
絡
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
職
員
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必
要
な

訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お
い
て
必

要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
記
録
の
整
備
） 

第
二
百
七
十
七
条 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
職
員
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録
を



 

 

整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
す
る
療
養
介
護
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を

整
備
し
、
当
該
療
養
介
護
を
提
供
し
た
日
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
介
護
計
画 

 

二 

省
令
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
体
拘
束
等
の
記
録 

 

三 

第
二
百
九
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

 

四 

省
令
第
三
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に

つ
い
て
の
記
録 

 

（
規
模
） 

第
二
百
七
十
八
条 

療
養
介
護
事
業
所
は
、
二
十
人
以
上
の
人
員
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

規
模
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
設
備
の
基
準
） 

第
二
百
七
十
九
条 

療
養
介
護
事
業
所
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
一
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
二
百
八
十
条 

療
養
介
護
事
業
者
が
療
養
介
護
事
業
所
に
置
く
べ
き
職
員
の
配
置
の
基
準
は
、

省
令
第
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
心
身
の
状
況
等
の
把
握
） 

第
二
百
八
十
一
条 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
心
身

の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
と
の
連
携
等
） 

第
二
百
八
十
二
条 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
療
養
介
護
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
及
び

家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、
市
町
村
、
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
等
と
の
密
接
な
連
携
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
療
養
介
護
の
提
供
の
終
了
に
際
し
て
は
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に

対
し
て
適
切
な
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
療
養
介
護
事
業
者
が
利
用
者
に
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
金
銭
の
支
払
の
範
囲
等
） 

第
二
百
八
十
三
条 

療
養
介
護
事
業
者
が
療
養
介
護
を
提
供
す
る
利
用
者
に
対
し
て
金
銭
の
支
払

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
当
該
金
銭
の
使
途
が
直
接
利
用
者
の
便
益
を
向
上
さ
せ
る
も

の
で
あ
っ
て
、当
該
利
用
者
に
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
際
は
、
当
該
金
銭
の
使
途
及
び
額
並
び
に
利
用



 

 

者
に
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
書
面
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
利
用

者
に
対
し
説
明
を
行
い
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
療
養
介
護
の
取
扱
方
針
） 

第
二
百
八
十
四
条 

療
養
介
護
事
業
者
は
、次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
療
養
介
護
計
画
に
基
づ
き
、

利
用
者
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
そ
の
者
の
支
援
を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
療
養
介
護

の
提
供
が
漫
然
か
つ
画
一
的
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

療
養
介
護
事
業
所
の
職
員
は
、
療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁
寧
を
旨
と
し
、

利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
支
援
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
説

明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
す
る
療
養
介
護
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常
に
そ
の
改
善
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
療
養
介
護
計
画
の
作
成
等
） 

第
二
百
八
十
五
条 

療
養
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
（
省
令
第
十
二
条

第
一
項
第
五
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
療
養
介
護
に
係
る
個
別
支
援
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
療
養
介
護
計
画
」
と

い
う
。
）
の
作
成
に
関
す
る
業
務
を
担
当
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

療
養
介
護
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
に
つ
い
て
、
そ
の

有
す
る
能
力
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
及
び
日
常
生
活
全
般
の
状
況
等
の
評
価
を
通
じ
て
利

用
者
の
希
望
す
る
生
活
や
課
題
等
の
把
握
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
い

う
。
）
を
行
い
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
上

で
の
適
切
な
支
援
内
容
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
に
面
接
し
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
面
接
の
趣
旨
を
利
用

者
に
対
し
て
十
分
に
説
明
し
、
理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
支
援
内
容
の
検
討
結
果
に
基
づ
き
、
利
用

者
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
に
対
す
る
意
向
、
総
合
的
な
支
援
の
方
針
、
生
活
全
般
の
質
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
課
題
、
療
養
介
護
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、
療
養
介
護
を
提
供
す
る
上
で

の
留
意
事
項
等
を
記
載
し
た
療
養
介
護
計
画
の
原
案
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
療
養
介
護
事
業
所
が
提
供
す
る
療
養
介
護
以
外
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又

は
そ
の
他
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
と
の
連
携
も
含
め
て
療
養
介
護
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
療
養
介
護
計
画
の
作
成
に
係
る
会
議
（
利
用
者
に
対
す
る
療
養

介
護
の
提
供
に
当
た
る
担
当
者
等
を
招
集
し
て
行
う
会
議
を
い
う
。
）
を
開
催
し
、
前
項
に
規

定
す
る
療
養
介
護
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 



 

 

６ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
第
四
項
に
規
定
す
る
療
養
介
護
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ
い
て

利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
文
書
に
よ
り
利
用
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

７ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
療
養
介
護
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
療
養
介
護
計
画
を

利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
療
養
介
護
計
画
の
作
成
後
、
療
養
介
護
計
画
の
実
施
状
況
の
把

握
（
利
用
者
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
と
い
う
。
）
を
行
う
と
と
も
に
、
少
な
く
と
も
六
月
に
一
回
以
上
、
療
養
介
護
計
画
の
見

直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
療
養
介
護
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

９ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
等
と

の
連
絡
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
と
し
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

定
期
的
に
利
用
者
に
面
接
す
る
こ
と
。 

二 

定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。 

10 

第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
八
項
に
規
定
す
る
療
養
介
護
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
準
用
す
る
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
責
務
） 

第
二
百
八
十
六
条 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
前
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る

業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一 

利
用
申
込
者
の
利
用
に
際
し
、
そ
の
者
に
係
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
に
対
す
る

照
会
等
に
よ
り
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
当
該
療
養
介
護
事
業
所
以
外
に
お
け
る
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況
等
を
把
握
す
る
こ
と
。 

 

二 

利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、
利
用
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
定
期
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
利
用
者
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。 

 

三 

他
の
職
員
に
対
す
る
技
術
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。 

 

（
相
談
及
び
援
助
） 

第
二
百
八
十
七
条 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る

環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
そ
の
相
談
に
適
切
に
応
じ

る
と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
機
能
訓
練
） 

第
二
百
八
十
八
条 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
諸
機
能
の
維
持
回
復
を
図
り
、
日

常
生
活
の
自
立
を
助
け
る
た
め
、
必
要
な
機
能
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
） 



 

 

第
二
百
八
十
九
条 

看
護
及
び
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十

一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
（
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
） 

第
二
百
九
十
条 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
適
宜
利
用
者
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
を
行

う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
と
そ
の

家
族
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
二
百
九
十
一
条 

職
員
は
、
現
に
療
養
介
護
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
利
用
者
に
病
状
の

急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
は
、
速
や
か
に
他
の
専
門
医
療
機
関
へ
の
連
絡
を
行

う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
管
理
者
の
責
務
） 

第
二
百
九
十
二
条 

療
養
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
当
該
療
養
介
護
事
業
所
の
職
員
及
び
業
務

の
管
理
そ
の
他
の
管
理
を
一
元
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

療
養
介
護
事
業
所
の
管
理
者
は
、
当
該
療
養
介
護
事
業
所
の
職
員
に
こ
の
節
の
規
定
を
遵
守

さ
せ
る
た
め
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
二
百
九
十
三
条 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
、
適
切
な
療
養
介
護
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
療
養
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
職
員
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
療
養
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
療
養
介
護
事
業
所
の
職
員
に
よ
っ

て
療
養
介
護
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
支
援
に
直
接
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
業
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
職
員
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
二
百
九
十
四
条 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
定
員
を
超
え
て
療
養
介
護
の
提
供
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
二
百
九
十
五
条 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
使
用
す
る
設
備
及
び
飲
用
に
供
す
る
水
に

つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
医
薬
品

及
び
医
療
機
器
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
療
養
介
護
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は

ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

 

 

（
身
体
拘
束
等
の
禁
止
） 

第
二
百
九
十
六
条 

身
体
拘
束
等
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
二
百
九
十
七
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
苦
情
解
決
） 

第
二
百
九
十
八
条 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
し
た
療
養
介
護
に
関
す
る
利
用
者
又
は
そ

の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓

口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の
内
容
等
を
記

録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
し
た
療
養
介
護
に
関
し
、
市
町
村
か
ら
指
導
又
は
助
言
を

受
け
た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
市
町
村
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
改
善
の
内
容
を

市
町
村
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
二
百
九
十
九
条 

療
養
介
護
事
業
者
は
、
そ
の
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は

そ
の
自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

（
事
故
発
生
時
の
対
応
） 

第
三
百
条 

事
故
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
三
節 

生
活
介
護 

 

（
基
本
方
針
） 

第
三
百
一
条 

生
活
介
護
の
事
業
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
施
行
規
則
第
二
条
の
四
に
規
定
す
る
者
に
対
し
て
、
入
浴
、
排
せ
つ
及
び

食
事
の
介
護
、
創
作
的
活
動
又
は
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
そ
の
他
の
便
宜
を
適
切
か
つ
効
果

的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
構
造
設
備
） 

第
三
百
二
条 

生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
生
活
介
護
事
業
者
」
と

い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
生
活
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
配
置
、

構
造
及
び
設
備
は
、
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
て
工
夫
さ
れ
、
か
つ
、
日
照
、
採
光
、
換
気
等
の

利
用
者
の
保
健
衛
生
に
関
す
る
事
項
及
び
防
災
に
つ
い
て
十
分
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば



 

 

な
ら
な
い
。 

 
（
管
理
者
の
資
格
要
件
） 

第
三
百
三
条 

生
活
介
護
事
業
所
の
管
理
者
の
資
格
要
件
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
五
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
三
百
四
条 
生
活
介
護
事
業
者
は
、
生
活
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に

つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

職
員
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

利
用
定
員 

五 

生
活
介
護
の
内
容
並
び
に
利
用
者
か
ら
受
領
す
る
費
用
の
種
類
及
び
そ
の
額 

六 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
（
生
活
介
護
事
業
所
が
通
常
時
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
地
域

を
い
う
。
第
三
百
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
） 

七 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

八 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

九 

非
常
災
害
対
策 

十 

事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
障
害
の
種
類
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
障
害
の
種
類 

十
一 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

十
二 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
規
模
） 

第
三
百
五
条 

生
活
介
護
事
業
所
は
、
二
十
人
以
上
の
人
員
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
規
模

を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
振
興
山
村
そ
の
他
の
地
域
の
う
ち
、
将
来

的
に
も
利
用
者
の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
知
事
が
認
め
る
も
の
に
お
い
て
事
業
を
行
う

生
活
介
護
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
十
人
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
設
備
の
基
準
） 

第
三
百
六
条 

生
活
介
護
事
業
所
は
、
訓
練
・
作
業
室
、
相
談
室
、
洗
面
所
、
便
所
、
静
養
室
、

医
務
室
及
び
多
目
的
室
そ
の
他
運
営
上
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

他
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
設
備
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
生
活
介
護
事
業
所
の
効
果
的
な

運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、

そ
の
一
部
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

訓
練
・
作
業
室 

イ 

一
の
訓
練
・
作
業
室
の
面
積
は
、
定
員
一
人
当
た
り
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す



 

 

る
こ
と
。 

ロ 

訓
練
又
は
作
業
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
る
こ
と
。 

 
二 

相
談
室 

室
内
に
お
け
る
談
話
の
漏
え
い
を
防
ぐ
た
め
の
間
仕
切
り
等
を
設
け
る
こ
と
。 

 

三 
洗
面
所 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

四 

便
所 
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

五 

静
養
室 
寝
台
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
備
え
る
こ
と
。 

 

六 

医
務
室 

治
療
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
る
こ
と
。 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
室
及
び
多
目
的
室
は
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、

兼
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

第
一
項
に
規
定
す
る
静
養
室
及
び
医
務
室
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
設
備
及
び
機
械
器
具
等

を
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
兼
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
生
活
介
護
事
業
所
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
三
百
七
条 

生
活
介
護
事
業
者
が
生
活
介
護
事
業
所
に
置
く
べ
き
職
員
の
配
置
の
基
準
は
、
省

令
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
従
た
る
事
業
所
を
設
置
す
る
場
合
に
お
け
る
特
例
） 

第
三
百
八
条 

生
活
介
護
事
業
所
に
従
た
る
事
業
所
を
設
置
す
る
場
合
に
お
け
る
特
例
に
係
る
基

準
は
、
省
令
第
四
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
） 

第
三
百
九
条 

生
活
介
護
事
業
者
は
、
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
等
を
勘
案
し
、
利
用
申
込
者
に

対
し
自
ら
適
切
な
生
活
介
護
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
適
当
な
他

の
生
活
介
護
事
業
者
等
の
紹
介
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
介
護
） 

第
三
百
十
条 

介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と

す
る
。 

 

（
生
産
活
動
） 

第
三
百
十
一
条 

生
活
介
護
事
業
者
は
、
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
実

情
並
び
に
製
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
需
給
状
況
等
を
考
慮
し
て
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

生
活
介
護
事
業
者
は
、
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
生
産
活
動
に
従
事
す
る

者
の
作
業
時
間
、
作
業
量
等
が
そ
の
者
に
過
重
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

３ 

生
活
介
護
事
業
者
は
、
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
生
産
活
動
の
能
率
の
向



 

 

上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
利
用
者
の
障
害
の
特
性
等
を
踏
ま
え
た
工
夫
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

４ 
生
活
介
護
事
業
者
は
、
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
防
塵 じん
設
備
又
は
消
火
設

備
の
設
置
等
生
産
活
動
を
安
全
に
行
う
た
め
に
必
要
か
つ
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

（
工
賃
の
支
払
） 

第
三
百
十
二
条 

工
賃
の
支
払
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
食
事
） 

第
三
百
十
三
条 

生
活
介
護
事
業
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
者
に
対
し
食
事
の
提
供
の
有
無
を

説
明
し
、
提
供
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
内
容
及
び
費
用
に
関
し
て
説
明
を
行
い
、
利
用
者
の

同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

生
活
介
護
事
業
者
は
、
食
事
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
及
び
嗜 し
好
を

考
慮
し
、
適
切
な
時
間
に
食
事
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
利
用
者
の
年
齢
及
び
障
害
の
特
性

に
応
じ
た
、
適
切
な
栄
養
量
及
び
内
容
の
食
事
の
提
供
を
行
う
た
め
、
必
要
な
栄
養
管
理
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

調
理
は
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
さ
れ
た
献
立
に
従
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

生
活
介
護
事
業
者
は
、
食
事
の
提
供
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
生
活
介
護
事
業
所
に
栄
養
士

を
置
か
な
い
と
き
は
、
献
立
の
内
容
、
栄
養
価
の
算
定
及
び
調
理
の
方
法
に
つ
い
て
保
健
所
等

の
指
導
を
受
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
健
康
管
理
） 

第
三
百
十
四
条 

生
活
介
護
事
業
者
は
、
常
に
利
用
者
の
健
康
の
状
況
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、

健
康
保
持
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
三
百
十
五
条 

職
員
は
、
現
に
生
活
介
護
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
利
用
者
に
病
状
の
急

変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
は
、
速
や
か
に
医
療
機
関
へ
の
連
絡
を
行
う
等
の
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
三
百
十
六
条 

生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
使
用
す
る
設
備
及
び
飲
用
に
供
す
る
水
に
つ

い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
健
康
管
理

等
に
必
要
と
な
る
機
械
器
具
等
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

生
活
介
護
事
業
者
は
、
生
活
介
護
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は

ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
協
力
医
療
機
関
） 



 

 

第
三
百
十
七
条 

生
活
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
病
状
の
急
変
等
に
備
え
る
た
め
、
あ
ら
か
じ

め
、
協
力
医
療
機
関
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
準
用
） 

第
三
百
十
八
条 

第
二
百
七
十
六
条
、
第
二
百
七
十
七
条
、
第
二
百
八
十
一
条
か
ら
第
二
百
八
十

七
条
ま
で
、
第
二
百
九
十
二
条
か
ら
第
二
百
九
十
四
条
ま
で
、
第
二
百
九
十
六
条
か
ら
第
三
百

条
ま
で
の
規
定
は
、
生
活
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百

七
十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
十
八
条
に

お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
生
活

介
護
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
百
九
十
八
条
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
三
百
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
九
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第

四
号
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十

二
条
第
二
項
」
と
、
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
十

八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二
百
八
十
五
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ

る
の
は
「
生
活
介
護
計
画
」
と
、
第
二
百
八
十
六
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
十
八

条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
二
百
九
十
六
条
中
「
第
二
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
八
条
」
と
、
第
二
百
九
十
七
条
中
「
第
二
十
九
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
九
条
」
と
、
第
三
百
条
中
「
第
三

十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
二
条
」
と
読
み
替
え
る

も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
四
節 

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
） 

 

（
基
本
方
針
） 

第
三
百
十
九
条 

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
施
行
規
則
第
六
条
の
七
第
一
号
に
規
定
す
る
者
に
対
し

て
、
施
行
規
則
第
六
条
の
六
第
一
号
に
規
定
す
る
期
間
に
わ
た
り
、
身
体
機
能
又
は
生
活
能
力

の
維
持
、
向
上
等
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
そ
の
他
の
便
宜
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
三
百
二
十
条 

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
者
（
第
三
百
二
十
二
条
に
お
い
て
「
自

立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
自
立
訓

練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
職
員
の
配
置
の
基
準
は
、
省
令
第
五
十

二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
訓
練
） 

第
三
百
二
十
一
条 

訓
練
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ



 

 

と
と
す
る
。 

 
（
地
域
生
活
へ
の
移
行
の
た
め
の
支
援
） 

第
三
百
二
十
二
条 

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
者
は
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
第
三
百
三
十
一
条
に
規
定
す
る
就
労

移
行
支
援
事
業
者
そ
の
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
等
と
連
携
し
、
必
要
な
調
整

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
者
は
、
利
用
者
が
地
域
に
お
い
て
安
心
し
た
日
常
生
活
又
は

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
利
用
者
が
住
宅
等
に
お
け
る
生
活
に
移
行
し
た

後
も
、
一
定
期
間
、
定
期
的
な
連
絡
、
相
談
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
準
用
） 

第
三
百
二
十
三
条 

第
二
百
七
十
六
条
、
第
二
百
七
十
七
条
、
第
二
百
八
十
一
条
か
ら
第
二
百
八

十
七
条
ま
で
、
第
二
百
九
十
二
条
か
ら
第
二
百
九
十
四
条
ま
で
、
第
二
百
九
十
六
条
か
ら
第
三

百
条
ま
で
、
第
三
百
二
条
か
ら
第
三
百
六
条
ま
で
、
第
三
百
八
条
、
第
三
百
九
条
及
び
第
三
百

十
三
条
か
ら
第
三
百
十
七
条
ま
で
の
規
定
は
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
の
事
業
に
つ
い
て
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
七
十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
百
八
十
五
条
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
」
と
、

「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第

二
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
八
条
第
二

項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
百
九
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
二
十
三
条
に

お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
九
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
二
百
八

十
四
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次

条
第
一
項
」
と
、
第
二
百
八
十
五
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
機
能

訓
練
）
計
画
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
三
月
」
と
、
第
二
百
八
十
六
条

中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
二
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
二
百
九
十

六
条
中
「
第
二
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
八
条
」

と
、
第
二
百
九
十
七
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
二
十
九
条
」
と
、
第
三
百
条
中
「
第
三
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
二
条
」
と
、
第
三
百
三
条
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
、
第
三
百
八
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
五
節 

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
） 

 

（
基
本
方
針
） 

第
三
百
二
十
四
条 

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は



 

 

社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
施
行
規
則
第
六
条
の
七
第
二
号
に
規
定
す
る
者
に
対

し
て
、
施
行
規
則
第
六
条
の
六
第
二
号
に
規
定
す
る
期
間
に
わ
た
り
、
生
活
能
力
の
維
持
、
向

上
等
の
た
め
に
必
要
な
支
援
、
訓
練
そ
の
他
の
便
宜
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
規
模
） 

第
三
百
二
十
五
条 
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
を
行
う
者
（
第
三
百
二
十
七
条
に
お
い
て

「
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
自

立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
」
と
い
う
。
）
は
、
二
十
人
以
上
の
人
員
を
利
用
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
規
模
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
振
興
山
村
そ
の
他
の
地
域

の
う
ち
、
将
来
的
に
も
利
用
者
の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て
知
事
が
認
め
る
も
の
に
お
い

て
事
業
を
行
う
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
（
宿
泊
型
自
立
訓
練
の
み
を
行
う
も
の
を
除

く
。
）
に
つ
い
て
は
、
十
人
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
宿
泊
型
自
立
訓
練
及
び
宿
泊
型
自
立
訓
練
以
外
の
自
立
訓
練

（
生
活
訓
練
）
を
併
せ
て
行
う
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
は
、
宿
泊
型
自
立
訓
練
に
係

る
十
人
以
上
の
人
員
及
び
宿
泊
型
自
立
訓
練
以
外
の
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
に
係
る
二
十
人

以
上
（
前
項
た
だ
し
書
の
知
事
が
認
め
る
地
域
に
お
い
て
事
業
を
行
う
も
の
に
あ
っ
て
は
、
十

人
以
上
）の
人
員
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
規
模
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
設
備
の
基
準
） 

第
三
百
二
十
六
条 

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
は
、
訓
練
・
作
業
室
、
相
談
室
、
洗
面
所
、

便
所
、
静
養
室
及
び
多
目
的
室
そ
の
他
運
営
に
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
設
備
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）

事
業
所
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
支
援
に
支

障
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
一
部
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

訓
練
・
作
業
室 

イ 

一
の
訓
練
・
作
業
室
の
面
積
は
、
定
員
一
人
当
た
り
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す

る
こ
と
。 

ロ 

訓
練
又
は
作
業
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
る
こ
と
。 

二 

相
談
室 

室
内
に
お
け
る
談
話
の
漏
え
い
を
防
ぐ
た
め
の
間
仕
切
り
等
を
設
け
る
こ
と
。 

三 

洗
面
所 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

四 

便
所 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

五 

静
養
室 

寝
台
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
備
え
る
こ
と
。 

３ 

宿
泊
型
自
立
訓
練
を
行
う
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
第
一
項
に
規
定

す
る
設
備
の
ほ
か
、
居
室
及
び
浴
室
を
備
え
る
も
の
と
し
、
そ
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す



 

 

る
。
た
だ
し
、
宿
泊
型
自
立
訓
練
の
み
を
行
う
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、

同
項
に
規
定
す
る
訓
練
・
作
業
室
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

居
室 

イ 
一
の
居
室
の
定
員
は
、
一
人
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

省
令
第
五
十
八
条
第
三
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。 

二 

浴
室 
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

４ 

第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
室
及
び
多
目
的
室
は
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、

兼
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
の

用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

６ 

宿
泊
型
自
立
訓
練
の
事
業
を
行
う
者
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
次
項
に
お
い
て
「
宿
泊

型
自
立
訓
練
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
建
物
（
利
用
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附

属
の
建
物
を
除
く
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
耐
火
建
築
物
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
二
百
一
号
）第
二
条
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
耐
火
建
築
物
を
い
う
。以
下
同
じ
。）

又
は
準
耐
火
建
築
物
（
同
条
第
九
号
の
三
に
規
定
す
る
準
耐
火
建
築
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
、
火
災
予
防
、
消
火
活
動
等
に
関
し
専
門
的
知
識
を

有
す
る
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
木
造
か
つ
平
屋
建
て

の
宿
泊
型
自
立
訓
練
事
業
所
の
建
物
で
あ
っ
て
、
火
災
に
係
る
利
用
者
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ

て
い
る
と
認
め
た
と
き
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

一 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
、
天
井
等
の
内
装
材
等
へ
の
難
燃
性
の
材
料
の
使
用
、
火

災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
お
け
る
防
火
区
画
の
設
置
等
に
よ
り
、
初
期
消
火
及

び
延
焼
の
抑
制
に
配
慮
し
た
構
造
で
あ
る
こ
と
。 

二 

非
常
警
報
設
備
の
設
置
等
に
よ
る
火
災
の
早
期
発
見
及
び
通
報
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
円
滑
な
消
火
活
動
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

三 

避
難
口
の
増
設
、
搬
送
を
容
易
に
行
う
た
め
に
十
分
な
幅
員
を
有
す
る
避
難
路
の
確
保
等

に
よ
り
、
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
避
難
訓
練
を
頻
繁
に
実
施
す
る
こ

と
、
配
置
人
員
を
増
員
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
火
災
の
際
の
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
も
の
で

あ
る
こ
と
。 

 

（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
三
百
二
十
七
条 

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
者
が
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
に
置

く
べ
き
職
員
の
配
置
の
基
準
は
、
省
令
第
五
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す

る
。 



 

 

 

（
準
用
） 

第
三
百
二
十
八
条 

第
二
百
七
十
六
条
、
第
二
百
七
十
七
条
、
第
二
百
八
十
一
条
か
ら
第
二
百
八

十
七
条
ま
で
、
第
二
百
九
十
二
条
か
ら
第
二
百
九
十
四
条
ま
で
、
第
二
百
九
十
六
条
か
ら
第
三

百
条
ま
で
、
第
三
百
二
条
か
ら
第
三
百
四
条
ま
で
、
第
三
百
八
条
、
第
三
百
九
条
、
第
三
百
十

三
条
か
ら
第
三
百
十
七
条
ま
で
、
第
三
百
二
十
一
条
及
び
第
三
百
二
十
二
条
の
規
定
は
、
自
立

訓
練
（
生
活
訓
練
）
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
七
十
七
条

第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
二
十
八
条
に
お
い
て

準
用
す
る
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
生

活
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
一
条

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
百
九
十
八
条
第

二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
二
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
九
十
八
条
第
二
項
」
と
、

同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省

令
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

三
百
二
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二
百
八
十
五
条
中
「
療
養
介
護
計

画
」
と
あ
る
の
は
「
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
計
画
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
六
月
」
と
あ
る

の
は
「
三
月
」
と
、
第
二
百
八
十
六
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
二
十
八
条
に
お
い

て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
二
百
九
十
六
条
中
「
第
二
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
一
条

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
八
条
」
と
、
第
二
百
九
十
七
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る

の
は
「
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
九
条
」
と
、
第
三
百
条
中
「
第
三
十
二

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
二
条
」
と
、
第
三
百
三
条

中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
、

第
三
百
八
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十

条
」
と
、
第
三
百
二
十
一
条
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
五
十
三
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
六
節 

就
労
移
行
支
援 

 

（
基
本
方
針
） 

第
三
百
二
十
九
条 

就
労
移
行
支
援
の
事
業
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
施
行
規
則
第
六
条
の
九
に
規
定
す
る
者
に
対
し
て
、
施
行
規
則

第
六
条
の
八
に
規
定
す
る
期
間
に
わ
た
り
、
生
産
活
動
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
の
提
供
を
通
じ

て
、
就
労
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
そ
の
他
の
便
宜
を
適
切
か

つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
認
定
就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
設
備
） 

第
三
百
三
十
条 

第
三
百
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
百
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
及
び
き
ゆ
う
師
に
係
る
学
校
養
成
施
設
認
定
規
則
に
よ



 

 

る
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
又
は
き
ゅ
う
師
の
学
校
又
は
養
成
施
設
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
る
次
条
に
規
定
す
る
就
労
移
行
支
援
事
業
所
（
第
三
百
三
十
二
条
及
び
第
三
百
五
十

六
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
「
認
定
就
労
移
行
支
援
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
設
備
の
基
準

は
、
同
令
の
規
定
に
よ
り
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
又
は
き
ゅ
う
師
に
係
る
学
校

又
は
養
成
施
設
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
設
備
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
三
百
三
十
一
条 
就
労
移
行
支
援
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
就
労
移
行
支

援
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
就
労
移
行
支
援
事
業
所
」
と

い
う
。
）
に
置
く
べ
き
職
員
の
配
置
の
基
準
は
、
省
令
第
六
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
認
定
就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
職
員
の
員
数
） 

第
三
百
三
十
二
条 

認
定
就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
職
員
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
十

五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
実
習
の
実
施
） 

第
三
百
三
十
三
条 

就
労
移
行
支
援
事
業
者
は
、
利
用
者
が
第
三
百
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す

る
第
二
百
八
十
五
条
の
就
労
移
行
支
援
計
画
に
基
づ
い
て
実
習
で
き
る
よ
う
、
実
習
の
受
入
先

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

就
労
移
行
支
援
事
業
者
は
、
前
項
の
実
習
の
受
入
先
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
職
業
安

定
所
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
特
別
支
援
学
校
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

利
用
者
の
意
向
及
び
適
性
を
踏
ま
え
て
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
求
職
活
動
の
支
援
等
の
実
施
） 

第
三
百
三
十
四
条 

就
労
移
行
支
援
事
業
者
は
、
公
共
職
業
安
定
所
で
の
求
職
の
登
録
そ
の
他
の

利
用
者
が
行
う
求
職
活
動
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

就
労
移
行
支
援
事
業
者
は
、
公
共
職
業
安
定
所
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び

特
別
支
援
学
校
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
利
用
者
の
意
向
及
び
適
性
に
応
じ
た
求
人
の
開

拓
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
の
支
援
の
実
施
） 

第
三
百
三
十
五
条 

就
労
移
行
支
援
事
業
者
は
、
利
用
者
の
職
場
へ
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
利
用
者
が
就
職
し
た
日
か

ら
六
月
以
上
、
職
業
生
活
に
お
け
る
相
談
等
の
支
援
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
就
職
状
況
の
報
告
） 

第
三
百
三
十
六
条 

就
労
移
行
支
援
事
業
者
は
、
毎
年
、
前
年
度
に
お
け
る
就
職
し
た
利
用
者
の

数
そ
の
他
の
就
職
に
関
す
る
状
況
を
、
県
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
準
用
） 



 

 

第
三
百
三
十
七
条 

第
二
百
七
十
六
条
、
第
二
百
七
十
七
条
、
第
二
百
八
十
一
条
か
ら
第
二
百
八

十
七
条
ま
で
、
第
二
百
九
十
二
条
か
ら
第
二
百
九
十
四
条
ま
で
、
第
二
百
九
十
六
条
か
ら
第
三

百
条
ま
で
、
第
三
百
二
条
か
ら
第
三
百
五
条
ま
で
、
第
三
百
六
条
（
第
二
項
第
六
号
及
び
第
四

項
を
除
く
。
）
、
第
三
百
八
条
、
第
三
百
九
条
、
第
三
百
十
一
条
か
ら
第
三
百
十
七
条
ま
で
及

び
第
三
百
二
十
一
条
の
規
定
は
、
就
労
移
行
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
二
百
七
十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

三
百
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と

あ
る
の
は
「
就
労
移
行
支
援
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
七
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二

百
九
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
九
十
八

条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
第
三
百
三
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二
百
八
十
五
条

中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
移
行
支
援
計
画
」
と
、
同
条
第
八
項
中
「
六
月
」

と
あ
る
の
は
「
三
月
」
と
、
第
二
百
八
十
六
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
三
十
七
条

に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
二
百
九
十
六
条
中
「
第
二
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七

十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
八
条
」
と
、
第
二
百
九
十
七
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
七
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
九
条
」
と
、
第
三
百
条
中
「
第
三
十

二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
二
条
」
と
、
第
三
百
三
条

中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
五
条
」
と
、

第
三
百
五
条
た
だ
し
書
中
「
生
活
介
護
事
業
所
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
移
行
支
援
事
業
所
（
認

定
就
労
移
行
支
援
事
業
所
を
除
く
。
）
」
と
、
第
三
百
六
条
第
一
項
中
「
静
養
室
、
医
務
室
」

と
あ
る
の
は
「
静
養
室
」
と
、
第
三
百
八
条
中
「
第
四
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
に
お

い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
条
」
と
、
第
三
百
十
二
条
中
「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

七
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
四
条
」
と
、
第
三
百
二
十
一
条
中
「
第
五
十
三
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
三
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

 
 
 
 

第
七
節 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型 

 

（
基
本
方
針
） 

第
三
百
三
十
八
条 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
事
業
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専
ら
施
行
規
則
第
六
条
の
十
第
一
号
に
規
定
す
る
者
を
雇

用
し
て
就
労
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
知
識
及
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な

訓
練
そ
の
他
の
便
宜
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
管
理
者
の
資
格
要
件
） 



 

 

第
三
百
三
十
九
条 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
就
労
継

続
支
援
Ａ
型
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
就
労
継
続
支
援
Ａ

型
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
管
理
者
の
資
格
要
件
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
十
二
条
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
規
模
） 

第
三
百
四
十
条 
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
は
、
十
人
以
上
の
人
員
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
規
模
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
が
第
三
百
四
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ

れ
る
省
令
第
七
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
雇
用
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い
利
用
者
に
対
し

て
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
を
提
供
す
る
場
合
に
お
け
る
雇
用
契
約
を
締
結
し
て
い
る
利
用
者
に
係

る
利
用
定
員
は
、
十
を
下
回
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

３ 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
に
お
け
る
雇
用
契
約
を
締
結
し
て
い
な
い
利
用
者
に
係
る
利
用

定
員
は
、
九
又
は
当
該
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
の
利
用
定
員
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得

た
数
の
い
ず
れ
か
少
な
い
数
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
設
備
の
基
準
） 

第
三
百
四
十
一
条 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
は
、
訓
練
・
作
業
室
、
相
談
室
、
洗
面
所
、
便

所
、
静
養
室
及
び
多
目
的
室
そ
の
他
運
営
上
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
設
備
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業

所
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が

な
い
と
き
は
、
そ
の
一
部
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

訓
練
・
作
業
室 

イ 

一
の
訓
練
・
作
業
室
の
面
積
は
、
定
員
一
人
当
た
り
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す

る
こ
と
。 

ロ 

訓
練
又
は
作
業
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
る
こ
と
。 

 

二 

相
談
室 

室
内
に
お
け
る
談
話
の
漏
え
い
を
防
ぐ
た
め
の
間
仕
切
り
等
を
設
け
る
こ
と
。 

 

三 

洗
面
所 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

四 

便
所 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

五 

静
養
室 

寝
台
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
備
え
る
こ
と
。 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
訓
練
・
作
業
室
は
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
提
供
に
当
た
っ
て
支
障
が

な
い
場
合
は
、
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
室
及
び
多
目
的
室
は
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、

兼
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
は
、
専
ら
当
該
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
の
用
に
供
す
る
も
の



 

 

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。 

 
（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
三
百
四
十
二
条 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
が
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
に
置
く
べ
き
職

員
の
配
置
の
基
準
は
、
省
令
第
七
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
従
た
る
事
業
所
を
設
置
す
る
場
合
に
お
け
る
特
例
） 

第
三
百
四
十
三
条 
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
に
従
た
る
事
業
所
を
設
置
す
る
場
合
に
お
け
る

特
例
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
実
施
主
体
） 

第
三
百
四
十
四
条 

実
施
主
体
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
雇
用
契
約
の
締
結
等
） 

第
三
百
四
十
五
条 

雇
用
契
約
の
締
結
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
就
労
） 

第
三
百
四
十
六
条 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
就
労
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
地

域
の
実
情
並
び
に
製
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
需
給
状
況
等
を
考
慮
し
て
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
就
労
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
作
業
の
能
率
の
向

上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
利
用
者
の
障
害
の
特
性
等
を
踏
ま
え
た
工
夫
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

（
賃
金
及
び
工
賃
） 

第
三
百
四
十
七
条 

賃
金
及
び
工
賃
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
八
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
実
習
の
実
施
） 

第
三
百
四
十
八
条 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
利
用
者
が
第
三
百
五
十
二
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
二
百
八
十
五
条
の
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
計
画
に
基
づ
い
て
実
習
で
き
る
よ
う
、
実
習

の
受
入
先
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
前
項
の
実
習
の
受
入
先
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
職

業
安
定
所
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
特
別
支
援
学
校
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
て
、
利
用
者
の
就
労
に
対
す
る
意
向
及
び
適
性
を
踏
ま
え
て
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

（
求
職
活
動
の
支
援
等
の
実
施
） 

第
三
百
四
十
九
条 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
公
共
職
業
安
定
所
で
の
求
職
の
登
録
そ
の



 

 

他
の
利
用
者
が
行
う
求
職
活
動
の
支
援
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
公
共
職
業
安
定
所
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

及
び
特
別
支
援
学
校
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
利
用
者
の
就
労
に
関
す
る
意
向
及
び
適
性

に
応
じ
た
求
人
の
開
拓
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
の
支
援
等
の
実
施
） 

第
三
百
五
十
条 
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、利
用
者
の
職
場
へ
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
利
用
者
が
就
職
し
た
日
か

ら
六
月
以
上
、
職
業
生
活
に
お
け
る
相
談
等
の
支
援
の
継
続
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
利
用
者
及
び
職
員
以
外
の
者
の
雇
用
） 

第
三
百
五
十
一
条 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
者
は
、
利
用
者
及
び
職
員
以
外
の
者
を
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
の
事
業
に
従
事
す
る
作
業
員
と
し
て
雇
用
す
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
利
用

定
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
を
超
え
て
雇
用
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

一 

利
用
定
員
が
十
人
以
上
二
十
人
以
下 

利
用
定
員
に
百
分
の
五
十
を
乗
じ
て
得
た
数 

 

二 

利
用
定
員
が
二
十
一
人
以
上
三
十
人
以
下 

十
又
は
利
用
定
員
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て

得
た
数
の
い
ず
れ
か
多
い
数 

 

三 

利
用
定
員
が
三
十
一
人
以
上 

十
二
又
は
利
用
定
員
に
百
分
の
三
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の

い
ず
れ
か
多
い
数 

 

（
準
用
） 

第
三
百
五
十
二
条 

第
二
百
七
十
六
条
、
第
二
百
七
十
七
条
、
第
二
百
八
十
一
条
か
ら
第
二
百
八

十
七
条
ま
で
、
第
二
百
九
十
二
条
か
ら
第
二
百
九
十
四
条
ま
で
、
第
二
百
九
十
六
条
か
ら
第
三

百
条
ま
で
、
第
三
百
二
条
、
第
三
百
四
条
、
第
三
百
九
条
、
第
三
百
十
三
条
か
ら
第
三
百
十
七

条
ま
で
及
び
第
三
百
二
十
一
条
の
規
定
は
、就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
七
十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
三
百
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養

介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条

第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
、

同
項
第
三
号
中
「
第
二
百
九
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
五
十
二
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
二
百
九
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
二
百
八
十
四
条
第

一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」

と
、
第
二
百
八
十
五
条
中
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
計
画
」
と
、

第
二
百
八
十
六
条
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
五
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」

と
、
第
二
百
九
十
六
条
中
「
第
二
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
二
十
八
条
」
と
、
第
二
百
九
十
七
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
五
条



 

 

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
九
条
」
と
、
第
三
百
条
中
「
第
三
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
二
条
」
と
、
第
三
百
二
十
一
条
中
「
第
五
十
三
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
八
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
三
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。 

 
 
 
 

第
八
節 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型 

 

（
基
本
方
針
） 

第
三
百
五
十
三
条 
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
事
業
は
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
施
行
規
則
第
六
条
の
十
第
二
号
に
規
定
す
る
者
に
対
し
て

就
労
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
生
産
活
動
そ
の
他
の
活
動
の
機
会
の
提
供
を
通
じ
て
、

そ
の
知
識
及
び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
そ
の
他
の
便
宜
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行

う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
工
賃
の
支
払
等
） 

第
三
百
五
十
四
条 

工
賃
の
支
払
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
八
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
準
用
） 

第
三
百
五
十
五
条 

第
二
百
七
十
六
条
、
第
二
百
七
十
七
条
、
第
二
百
八
十
一
条
か
ら
第
二
百
八

十
七
条
ま
で
、
第
二
百
九
十
二
条
か
ら
第
二
百
九
十
四
条
ま
で
、
第
二
百
九
十
六
条
か
ら
第
三

百
条
ま
で
、
第
三
百
二
条
、
第
三
百
四
条
、
第
三
百
五
条
、
第
三
百
九
条
、
第
三
百
十
一
条
、

第
三
百
十
三
条
か
ら
第
三
百
十
七
条
ま
で
、
第
三
百
二
十
一
条
、
第
三
百
三
十
九
条
、
第
三
百

四
十
一
条
か
ら
第
三
百
四
十
三
条
ま
で
及
び
第
三
百
四
十
八
条
か
ら
第
三
百
五
十
条
ま
で
の
規

定
は
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
百
七

十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
五
十
五
条
に

お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
八
十
五
条
第
一
項
」
と
、
「
療
養
介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
計
画
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十

八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
八
条
第
二
項
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
百
九
十
八

条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
百
九
十
八
条
第
二
項
」

と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
三
十
二
条
第
二
項
」
と
、
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
中
「
次
条
第
一
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
三
百
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
次
条
第
一
項
」
と
、
第
二
百
八
十
五
条
中
「
療
養

介
護
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
計
画
」
と
、
第
二
百
八
十
六
条
中
「
前
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
三
百
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
」
と
、
第
二
百
九
十
六
条
中
「
第

二
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
八
条
」
と
、
第
二

百
九
十
七
条
中
「
第
二
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二

十
九
条
」
と
、
第
三
百
条
中
「
第
三
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す



 

 

る
省
令
第
三
十
二
条
」
と
、
第
三
百
二
十
一
条
中
「
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
八

条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
三
条
」
と
、
第
三
百
三
十
九
条
中
「
第
七
十
二
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
二
条
」
と
、
第
三
百
四
十
二
条
中
「
第

七
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
五
条
」
と
、
第
三

百
四
十
三
条
中
「
第
七
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七

十
六
条
」
と
、
第
三
百
四
十
八
条
第
一
項
中
「
第
三
百
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
百
五

十
五
条
」
と
、
「
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
計
画
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
九
節 

多
機
能
型
に
関
す
る
特
例 

 

（
規
模
に
関
す
る
特
例
） 

第
三
百
五
十
六
条 

多
機
能
型
に
よ
る
生
活
介
護
事
業
所
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
多
機
能
型

生
活
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
（
第
一
号
及
び
第
四
項

に
お
い
て
「
多
機
能
型
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
」
と
い
う
。
）
、
自
立
訓
練
（
生
活

訓
練
）
事
業
所
（
第
二
号
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
多
機
能
型
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業

所
」
と
い
う
。
）
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
（
第
一
号
に
お
い
て
「
多
機
能
型
就
労
移
行
支
援

事
業
所
」
と
い
う
。
）
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
（
第
三
号
に
お
い
て
「
多
機
能
型
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
」
と
い
う
。
）
及
び
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
事
業
を
行
う
者
が
当
該
事

業
を
行
う
事
業
所
（
第
三
号
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
多
機
能
型
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
」

と
い
う
。
）
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
多
機
能
型
事
業
所
」
と
総
称
す
る
。
）
は
、
一
体
的

に
事
業
を
行
う
多
機
能
型
事
業
所
の
利
用
定
員
（
多
機
能
型
に
よ
る
指
定
児
童
発
達
支
援
（
児

童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
通
所
支
援
基
準
」
と
い
う
。
）
第
四
条
に
規
定
す
る
指
定
児
童
発
達

支
援
を
い
う
。
）
の
事
業
、
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
（
指
定
通
所
支
援
基
準
第
五
十
五
条

に
規
定
す
る
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
を
い
う
。
）
の
事
業
又
は
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス（
指
定
通
所
支
援
基
準
第
六
十
五
条
に
規
定
す
る
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。）

の
事
業
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
多
機
能
型
児
童
発
達
支
援
事
業
等
」
と
い
う
。
）
を

一
体
的
に
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
の
利
用
定
員
を
含
む
も
の
と
し
、

宿
泊
型
自
立
訓
練
の
利
用
定
員
を
除
く
。
）
の
合
計
が
二
十
人
以
上
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
多

機
能
型
事
業
所
の
利
用
定
員
を
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
多
機
能
型
事
業
所
の
区
分
に
応
じ
、
当

該
各
号
に
掲
げ
る
人
数
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

多
機
能
型
生
活
介
護
事
業
所
、
多
機
能
型
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
及
び
多
機
能

型
就
労
移
行
支
援
事
業
所
（
認
定
就
労
移
行
支
援
事
業
所
を
除
く
。
） 

六
人
以
上 

 

二 

多
機
能
型
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所 

六
人
以
上
。
た
だ
し
、
宿
泊
型
自
立
訓
練

及
び
宿
泊
型
自
立
訓
練
以
外
の
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
を
併
せ
て
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、



 

 

宿
泊
型
自
立
訓
練
の
利
用
定
員
が
十
人
以
上
か
つ
宿
泊
型
自
立
訓
練
以
外
の
自
立
訓
練
（
生

活
訓
練
）
の
利
用
定
員
が
六
人
以
上
と
す
る
。 

 
三 

多
機
能
型
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
及
び
多
機
能
型
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所 

十

人
以
上 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
主
と
し
て
重
度
の
知
的
障
害
及
び
重
度
の
上
肢
、
下
肢
又
は

体
幹
の
機
能
の
障
害
が
重
複
し
て
い
る
障
害
者
を
通
わ
せ
る
多
機
能
型
生
活
介
護
事
業
所
が
、

多
機
能
型
児
童
発
達
支
援
事
業
等
を
一
体
的
に
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
百
五
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
利
用
定
員
を
、
当
該
多
機
能
型
生
活
介
護
事
業
所
が
行
う
全
て
の
事
業

を
通
じ
て
五
人
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

多
機
能
型
生
活
介
護
事
業
所
が
、
主
と
し
て
重
症
心
身
障
害
児
（
児
童
福
祉
法
第
七
条
第
二

項
に
規
定
す
る
重
症
心
身
障
害
児
を
い
う
。
）
に
つ
き
行
う
多
機
能
型
児
童
発
達
支
援
事
業
等

を
一
体
的
に
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
百
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
利
用
定
員

を
、
当
該
多
機
能
型
生
活
介
護
事
業
所
が
行
う
全
て
の
事
業
を
通
じ
て
五
人
以
上
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

４ 

振
興
山
村
そ
の
他
の
地
域
の
う
ち
、
将
来
的
に
も
利
用
者
の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
と
し
て

知
事
が
認
め
る
も
の
に
お
い
て
事
業
を
行
う
多
機
能
型
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
中
「
二

十
人
」
と
あ
る
の
は
「
十
人
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
地
域
に
お
い
て
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
に
よ
り
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難

な
も
の
に
お
い
て
事
業
を
行
う
多
機
能
型
事
業
所
（
多
機
能
型
生
活
介
護
事
業
所
、
多
機
能
型

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
、
多
機
能
型
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
、
多
機
能
型

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該

多
機
能
型
事
業
所
の
利
用
定
員
を
、
一
人
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
職
員
の
員
数
等
の
特
例
） 

第
三
百
五
十
七
条 

多
機
能
型
事
業
所
の
職
員
の
員
数
等
の
特
例
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
九
十

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
設
備
の
特
例
） 

第
三
百
五
十
八
条 

多
機
能
型
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ

う
配
慮
し
つ
つ
、
一
体
的
に
事
業
を
行
う
他
の
多
機
能
型
事
業
所
の
設
備
を
兼
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

 
 
 

第
六
章 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
定
義
） 

第
三
百
五
十
九
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

法
、
施
行
令
、
施
行
規
則
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
五
号
。
以
下
こ
の
章
に



 

 

お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。 

 
（
基
本
方
針
） 

第
三
百
六
十
条 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
（
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す

る
障
害
者
及
び
障
害
児
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し

た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
を
通
わ
せ
、
創
作
的
活
動

又
は
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
及
び
社
会
と
の
交
流
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
に

必
要
な
便
宜
の
供
与
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
又
は
障
害
児
の
保
護
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
利

用
者
等
」
と
い
う
。
）
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
て
、
常
に
当
該
利
用
者
等
の
立
場
に
立
っ

た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
及
び
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、

市
町
村
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
者
等
と
の
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
責
任
者

を
設
置
す
る
等
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
職
員
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す

る
等
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
事
故
の
防
止
に
関
す
る

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
三
百
六
十
一
条 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要

事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

職
員
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

利
用
定
員 

 

四 

利
用
者
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
並
び
に
利
用
者
等
か
ら
受
領
す
る
費
用
の

種
類
及
び
そ
の
額 

 

五 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 

六 

非
常
災
害
対
策 

 

七 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

 

八 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
三
百
六
十
二
条 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必

要
な
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
非
常
災
害
時

の
関
係
機
関
へ
の
通
報
及
び
連
絡
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
職
員
に
周
知
し
な
け



 

 

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他

必
要
な
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お

い
て
必
要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
三
百
六
十
三
条 
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、利
用
者
に
対
し
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
は
、

当
該
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
日
、
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
都
度
記
録
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
記
録
の
整
備
） 

第
三
百
六
十
四
条 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
職
員
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す
る
諸

記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る

記
録
を
整
備
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
日
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

前
条
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録 

 

二 

第
三
百
七
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

 

三 

省
令
第
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ

い
て
の
記
録 

 

（
規
模
） 

第
三
百
六
十
五
条 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
十
人
以
上
の
人
員
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
規
模
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
設
備
の
基
準
） 

第
三
百
六
十
六
条 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
設
備
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
の
効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
利
用
者
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
が
な
い
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
設
備
の
一
部
を
設
け
な
い
こ
と
が
で

き
る
。 

 

一 

創
作
的
活
動
又
は
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
及
び
社
会
と
の
交
流
の
促
進
等
が
で
き
る
場

所 

 

二 

便
所 

２ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

創
作
的
活
動
又
は
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
及
び
社
会
と
の
交
流
の
促
進
等
が
で
き
る
場

所 

必
要
な
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
る
こ
と
。 

 

二 

便
所 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 



 

 

 

（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
三
百
六
十
七
条 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
配
置
の
基
準
は
、
省
令
第
九
条
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
従
た
る
事
業
所
を
設
置
す
る
場
合
に
お
け
る
特
例
） 

第
三
百
六
十
八
条 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
従
た
る
事
業
所
を
設
置
す
る
場
合
に
お
け
る
特

例
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
九
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
利
用
者
に
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
金
銭
の
支
払
の
範
囲
等
） 

第
三
百
六
十
九
条 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
利
用
者
等
に
対
し
て
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、当
該
金
銭
の
使
途
が
直
接
利
用
者
の
便
益
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

当
該
利
用
者
等
に
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
際
は
、
当
該
金
銭
の
使
途
及
び
額
並
び
に
利
用

者
等
に
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
書
面
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
利

用
者
等
に
対
し
説
明
を
行
い
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
生
産
活
動
） 

第
三
百
七
十
条 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
地

域
の
実
情
並
び
に
製
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
需
給
状
況
等
を
考
慮
し
て
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
生
産
活
動
に
従

事
す
る
者
の
作
業
時
間
、
作
業
量
等
が
そ
の
者
に
過
重
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
工
賃
の
支
払
） 

第
三
百
七
十
一
条 

工
賃
の
支
払
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
三
百
七
十
二
条 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
定
員
を
超
え
て
利
用
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。 

 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
三
百
七
十
三
条 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
利
用
者
の
使
用
す
る
設
備
及
び
飲
用
に
供
す

る
水
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が

発
生
し
、又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
秘
密
保
持
等
） 



 

 

第
三
百
七
十
四
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

 
（
苦
情
解
決
） 

第
三
百
七
十
五
条 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用
者

又
は
そ
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た

め
の
窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の
内
容

等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
県
又
は
市
町
村
か
ら
指

導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

４ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
県
又
は
市
町
村
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の

改
善
の
内
容
を
県
又
は
市
町
村
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会
福
祉
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
運
営
適
正
化
委
員
会

が
同
法
第
八
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
行
う
調
査
又
は
あ
っ
せ
ん
に
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

（
事
故
発
生
時
の
対
応
） 

第
三
百
七
十
六
条 

事
故
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 

第
七
章 

福
祉
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
定
義
） 

第
三
百
七
十
七
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

法
、
施
行
令
、
施
行
規
則
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
福
祉
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
六
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
省

令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。 

 

（
基
本
方
針
） 

第
三
百
七
十
八
条 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
利
用
者
（
福
祉
ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
障
害
者
を
い
う
。
以

下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
現
に
住
居
を
求
め
て
い
る
障
害
者
に
つ
き
、
低
額
な
料
金
で
、
居
室
そ

の
他
の
設
備
を
利
用
さ
せ
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
に
必
要
な
便
宜
の
供
与
を
適
切
か
つ
効
果

的
に
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
利
用
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
て
、
常
に
当
該
利
用
者
の
立
場
に
立

っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
地
域
及
び
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、
市
町
村
、
障



 

 

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
者
等
と
の
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 
福
祉
ホ
ー
ム
は
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
責
任
者
を
設
置
す
る

等
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
職
員
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置

を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
事
故
の
防
止
に
関
す
る
措
置
を
講
ず

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
構
造
設
備
） 

第
三
百
七
十
九
条 

福
祉
ホ
ー
ム
の
配
置
、
構
造
及
び
設
備
は
、
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
て
工
夫

さ
れ
、
か
つ
、
日
照
、
採
光
、
換
気
等
の
利
用
者
の
保
健
衛
生
に
関
す
る
事
項
及
び
防
災
に
つ

い
て
十
分
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

福
祉
ホ
ー
ム
の
建
物
（
利
用
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の
建
物
を
除
く
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
、
火
災
予
防
、
消
火
活
動
等
に
関
し
専
門
的
知
識
を

有
す
る
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
木
造
か
つ
平
屋
建
て

の
福
祉
ホ
ー
ム
の
建
物
で
あ
っ
て
、
火
災
に
係
る
利
用
者
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認

め
た
と
き
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

 

一 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
、
天
井
等
の
内
装
材
等
へ
の
難
燃
性
の
材
料
の
使
用
、
火

災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
お
け
る
防
火
区
画
の
設
置
等
に
よ
り
、
初
期
消
火
及

び
延
焼
の
抑
制
に
配
慮
し
た
構
造
で
あ
る
こ
と
。 

 

二 

非
常
警
報
設
備
の
設
置
等
に
よ
る
火
災
の
早
期
発
見
及
び
通
報
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
円
滑
な
消
火
活
動
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

三 

避
難
口
の
増
設
、
搬
送
を
容
易
に
行
う
た
め
に
十
分
な
幅
員
を
有
す
る
避
難
路
の
確
保
等

に
よ
り
、
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
避
難
訓
練
を
頻
繁
に
実
施
す
る
こ

と
、
配
置
人
員
を
増
員
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
火
災
の
際
の
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
も
の
で

あ
る
こ
と
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
三
百
八
十
条 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る

運
営
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

職
員
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

三 

利
用
定
員 

 

四 

利
用
者
に
対
し
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
並
び
に
利
用
者
か
ら
受
領
す
る
費
用
の
種

類
及
び
そ
の
額 



 

 

 

五 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 
六 

非
常
災
害
対
策 

 
七 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

 

八 
そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
三
百
八
十
一
条 
福
祉
ホ
ー
ム
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を

設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
非
常
災
害
時
の
関
係
機
関

へ
の
通
報
及
び
連
絡
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
利
用
者
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必
要
な
訓
練

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お
い
て
必
要
と

な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
三
百
八
十
二
条 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
利
用
者
に
対
し
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
は
、
当
該
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
日
、
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
都
度
記
録
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

（
記
録
の
整
備
） 

第
三
百
八
十
三
条 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
職
員
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録
を
整
備

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備

し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
日
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

前
条
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録 

 

二 

第
三
百
九
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

 

三 

省
令
第
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ

い
て
の
記
録 

 

（
規
模
） 

第
三
百
八
十
四
条 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
五
人
以
上
の
人
員
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
規
模
を

有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
設
備
の
基
準
） 

第
三
百
八
十
五
条 

福
祉
ホ
ー
ム
の
設
備
の
基
準
は
、
省
令
第
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
三
百
八
十
六
条 

福
祉
ホ
ー
ム
の
職
員
の
配
置
の
基
準
は
、
省
令
第
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の



 

 

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
（
利
用
者
に
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
金
銭
の
支
払
の
範
囲
等
） 

第
三
百
八
十
七
条 

福
祉
ホ
ー
ム
が
利
用
者
に
対
し
て
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
当
該
金
銭
の
使
途
が
直
接
利
用
者
の
便
益
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
利
用
者

に
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
際
は
、
当
該
金
銭
の
使
途
及
び
額
並
び
に
利
用

者
に
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
書
面
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
利
用

者
に
対
し
説
明
を
行
い
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
三
百
八
十
八
条 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
利
用
定
員
を
超
え
て
利
用
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
三
百
八
十
九
条 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
利
用
者
の
使
用
す
る
設
備
及
び
飲
用
に
供
す
る
水
に
つ
い

て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
福
祉
ホ
ー
ム
に
お
い
て
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
三
百
九
十
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

 

（
苦
情
解
決
） 

第
三
百
九
十
一
条 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利
用
者
又
は
そ
の
家

族
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を

設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の
内
容
等
を
記
録
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
そ
の
提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
県
又
は
市
町
村
か
ら
指
導
又
は
助
言

を
受
け
た
場
合
は
、当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
県
又
は
市
町
村
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
改
善
の
内
容

を
県
又
は
市
町
村
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

福
祉
ホ
ー
ム
は
、
社
会
福
祉
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
運
営
適
正
化
委
員
会
が
同
法
第
八

十
五
条
の
規
定
に
よ
り
行
う
調
査
又
は
あ
っ
せ
ん
に
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
事
故
発
生
時
の
対
応
） 

第
三
百
九
十
二
条 

事
故
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 



 

 

 
 
 

第
八
章 

障
害
者
支
援
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 
 
 
 

第
一
節 

総
則 

 
（
定
義
） 

第
三
百
九
十
三
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

法
、
施
行
令
、
施
行
規
則
及
び
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
者
支
援
施
設
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
七
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。 

 

（
障
害
者
支
援
施
設
の
一
般
原
則
） 

第
三
百
九
十
四
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
者
の
意
向
、
適
性
、
障
害
の
特
性
そ
の
他
の
事

情
を
踏
ま
え
た
計
画
（
第
四
百
十
条
第
一
項
に
お
い
て
「
個
別
支
援
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作

成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
利
用
者
に
対
し
て
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
効
果
に
つ
い
て
継
続
的
な
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り

利
用
者
に
対
し
て
適
切
か
つ
効
果
的
に
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
者
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
て
、
常
に
当
該
利
用
者
の
立
場

に
立
っ
た
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
責
任
者
を
設
置

す
る
等
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
職
員
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
事
故
の
防
止
に
関
す
る
措
置
を

講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 
 

第
二
節 

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

 

（
構
造
設
備
） 

第
三
百
九
十
五
条 

障
害
者
支
援
施
設
の
配
置
、
構
造
及
び
設
備
は
、
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
て

工
夫
さ
れ
、
か
つ
、
日
照
、
採
光
、
換
気
等
の
利
用
者
の
保
健
衛
生
に
関
す
る
事
項
及
び
防
災

に
つ
い
て
十
分
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
の
建
物
（
利
用
者
の
日
常
生
活
の
た
め
に
使
用
し
な
い
附
属
の
建
物
を
除

く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
、
火
災
予
防
、
消
火
活
動
等
に
関
し
専
門
的
知
識
を

有
す
る
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
木
造
か
つ
平
屋
建
て

の
障
害
者
支
援
施
設
の
建
物
で
あ
っ
て
、
火
災
に
係
る
利
用
者
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る

と
認
め
た
と
き
は
、
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建
築
物
と
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

 

一 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
、
天
井
等
の
内
装
材
等
へ
の
難
燃
性
の
材
料
の
使
用
、
火

災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
お
け
る
防
火
区
画
の
設
置
等
に
よ
り
、
初
期
消
火
及



 

 

び
延
焼
の
抑
制
に
配
慮
し
た
構
造
で
あ
る
こ
と
。 

 
二 

非
常
警
報
設
備
の
設
置
等
に
よ
る
火
災
の
早
期
発
見
及
び
通
報
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
円
滑
な
消
火
活
動
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

三 
避
難
口
の
増
設
、
搬
送
を
容
易
に
行
う
た
め
に
十
分
な
幅
員
を
有
す
る
避
難
路
の
確
保
等

に
よ
り
、
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
避
難
訓
練
を
頻
繁
に
実
施
す
る
こ

と
、
配
置
人
員
を
増
員
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
火
災
の
際
の
円
滑
な
避
難
が
可
能
な
も
の
で

あ
る
こ
と
。 

 

（
施
設
長
の
資
格
要
件
） 

第
三
百
九
十
六
条 

障
害
者
支
援
施
設
の
施
設
長
の
資
格
要
件
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
運
営
規
程
） 

第
三
百
九
十
七
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に

関
す
る
運
営
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

障
害
者
支
援
施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

 

二 

提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

 

三 

職
員
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

 

四 

昼
間
実
施
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
営
業
日
及
び
営
業
時
間 

 

五 

提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
利
用
定
員 

 

六 

提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
内
容
並
び
に
利
用
者
か
ら
受
領
す
る

費
用
の
種
類
及
び
そ
の
額 

 

七 

昼
間
実
施
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

 

八 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

 

九 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

 

十 

非
常
災
害
対
策 

 

十
一 

提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
主
た
る
対
象
と
す
る
障
害
の
種
類

を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
障
害
の
種
類 

 

十
二 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

 

十
三 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
三
百
九
十
八
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設

備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
非
常
災
害
時
の
関
係

機
関
へ
の
通
報
及
び
連
絡
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
職
員
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の
他
必
要
な



 

 

訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
者
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お
い
て
必

要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
記
録
の
整
備
） 

第
三
百
九
十
九
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
職
員
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す
る
諸
記
録
を

整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
者
に
対
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
す
る
次
に

掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
当
該
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
日
か
ら
五
年
間
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

第
四
百
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画 

 

二 

省
令
第
三
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
身
体
拘
束
等
の
記
録 

 

三 

第
四
百
三
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

 

四 

省
令
第
四
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に

つ
い
て
の
記
録 

 

（
規
模
） 

第
四
百
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
障
害
者
支
援
施
設
が
提
供
す
る
施

設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
人
員
を
利
用
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
規
模
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

生
活
介
護
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
、
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
、
就
労
移
行
支
援
及

び
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型 

二
十
人
以
上
（
入
所
を
目
的
と
す
る
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
に
併

設
す
る
障
害
者
支
援
施
設
（
あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
及
び
き
ゆ
う
師
に
係
る

学
校
養
成
施
設
認
定
規
則
に
よ
る
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
又
は
き
ゅ
う
師
の

養
成
施
設
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
障
害
者
支
援
施
設
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
あ
っ
て
は
、
十
人
以
上
） 

 

二 

施
設
入
所
支
援 

三
十
人
以
上
（
入
所
を
目
的
と
す
る
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
に
併
設
す

る
障
害
者
支
援
施
設
に
あ
っ
て
は
、
十
人
以
上
） 

２ 

複
数
の
昼
間
実
施
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
障
害
者
支
援
施
設
は
、
そ
の
利
用
定
員
を
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
当
該
障
害
者
支
援
施
設
が
提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
の
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
数
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
障
害
者
支
援
施
設
が

提
供
す
る
昼
間
実
施
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
定
員
の
合
計
が
二
十
人
以
上
（
入
所
を
目
的
と
す
る
他

の
社
会
福
祉
施
設
等
に
併
設
す
る
障
害
者
支
援
施
設
に
あ
っ
て
は
、
十
二
人
以
上
）
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

一 

生
活
介
護
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
、
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
又
は
就
労
移
行
支
援 

 
 
 

六
人
以
上 



 

 

 

二 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型 

十
人
以
上 

 
三 

施
設
入
所
支
援 

三
十
人
以
上
（
入
所
を
目
的
と
す
る
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
に
併
設
す

る
障
害
者
支
援
施
設
に
あ
っ
て
は
、
十
人
以
上
） 

 

（
設
備
の
基
準
） 

第
四
百
一
条 
障
害
者
支
援
施
設
は
、
訓
練
・
作
業
室
、
居
室
、
食
堂
、
浴
室
、
洗
面
所
、
便
所
、

相
談
室
、
静
養
室
及
び
多
目
的
室
そ
の
他
運
営
上
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
他
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
設
備
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
障
害
者
支
援
施
設
の

効
果
的
な
運
営
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い

と
き
は
、
そ
の
一
部
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

訓
練
・
作
業
室 

イ 

専
ら
当
該
障
害
者
支
援
施
設
が
提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
用

に
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。 

ロ 

一
の
訓
練
・
作
業
室
の
面
積
は
、
定
員
一
人
当
た
り
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す

る
こ
と
。 

ハ 

訓
練
又
は
作
業
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
る
こ
と
。 

二 

居
室 

イ 

一
の
居
室
の
定
員
は
、
四
人
以
下
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

地
階
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。 

ハ 

省
令
第
十
条
第
二
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。 

ニ 

寝
台
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
備
え
る
こ
と
。 

ホ 

一
以
上
の
出
入
口
は
、
避
難
上
有
効
な
空
地
、
廊
下
又
は
広
間
に
直
接
面
し
て
設
け
る

こ
と
。 

ヘ 

必
要
に
応
じ
て
利
用
者
の
身
の
回
り
品
を
保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
備
え
る
こ

と
。 

ト 

ブ
ザ
ー
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

三 

食
堂 

イ 

食
事
の
提
供
に
支
障
が
な
い
広
さ
を
有
す
る
こ
と
。 

ロ 

必
要
な
備
品
を
備
え
る
こ
と
。 

四 

浴
室 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。 

五 

洗
面
所 

イ 

居
室
の
あ
る
階
ご
と
に
設
け
る
こ
と
。 

ロ 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 



 

 

六 

便
所 

イ 

居
室
の
あ
る
階
ご
と
に
設
け
る
こ
と
。 

ロ 

利
用
者
の
特
性
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

七 
相
談
室 

室
内
に
お
け
る
談
話
の
漏
え
い
を
防
ぐ
た
め
の
間
仕
切
り
等
を
設
け
る
こ
と
。 

八 

廊
下
幅 

イ 

一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
中
廊
下
の
幅
は
、
一
・
八
メ
ー
ト
ル

以
上
と
す
る
こ
と
。 

ロ 

廊
下
の
一
部
の
幅
を
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
、
職
員
等
の
円
滑
な
往
来
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

九 

静
養
室 

寝
台
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
設
備
を
備
え
る
こ
と
。 

３ 

障
害
者
支
援
施
設
が
生
活
介
護
又
は
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
を
行
う
場
合
の
設
備
の
基
準

は
、
前
項
に
規
定
す
る
ほ
か
、
治
療
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
て
い
る
医
務
室
を
有
す
る

こ
と
と
す
る
。 

４ 

あ
ん
摩
マ
ツ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
及
び
き
ゆ
う
師
に
係
る
学
校
養
成
施
設
認
定
規
則
に

よ
る
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
又
は
き
ゅ
う
師
の
養
成
施
設
と
し
て
認
定
さ
れ
て

い
る
障
害
者
支
援
施
設
が
就
労
移
行
支
援
を
行
う
場
合
は
、
第
二
項
の
規
定
の
ほ
か
、
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
及
び
き
ゅ
う
師
に
係
る
学
校
養
成
施
設
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る

設
備
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。 

５ 

第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
室
及
び
多
目
的
室
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
当
た
っ
て
支
障
が
な
い
範
囲
で
兼
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

第
一
項
に
規
定
す
る
静
養
室
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
医
務
室
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

必
要
な
設
備
及
び
機
械
器
具
等
を
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、兼
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
職
員
の
配
置
の
基
準
） 

第
四
百
二
条 

障
害
者
支
援
施
設
の
職
員
の
配
置
の
基
準
は
、
省
令
第
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
複
数
の
昼
間
実
施
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
場
合
に
お
け
る
職
員
の
員
数
） 

第
四
百
三
条 

障
害
者
支
援
施
設
が
複
数
の
昼
間
実
施
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
場
合
に
お
け
る
職
員
の

員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
従
た
る
事
業
所
を
設
置
す
る
場
合
に
お
け
る
特
例
） 

第
四
百
四
条 

障
害
者
支
援
施
設
に
従
た
る
事
業
所
を
設
置
す
る
場
合
に
お
け
る
特
例
に
係
る
基

準
は
、
省
令
第
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
） 

第
四
百
五
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
生
活
介
護
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
、
自
立
訓
練
（
生

活
訓
練
）
、
就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
係
る
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
（
当



 

 

該
障
害
者
支
援
施
設
が
通
常
時
に
当
該
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
地
域
を
い
う
。）

等
を
勘
案
し
、
利
用
申
込
者
に
対
し
自
ら
適
切
な
生
活
介
護
、
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
、
自

立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
、
就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
適
当
な
他
の
障
害
者
支
援
施
設
等
の
紹
介
そ
の
他
の
必
要
な
措
置

を
速
や
か
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
申
込
者
が
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
そ
の
他
利
用
申
込
者

に
対
し
自
ら
適
切
な
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
適
切
な
病
院
又
は
診
療

所
の
紹
介
そ
の
他
の
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
心
身
の
状
況
等
の
把
握
） 

第
四
百
六
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用

者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
と
の
連
携
等
） 

第
四
百
七
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
及
び
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、
市
町
村
、
他
の
障
害
者
支
援
施
設
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
者
等
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
終
了
に
際
し
て
は
、
利
用
者
又

は
そ
の
家
族
に
対
し
て
適
切
な
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
障
害
者
支
援
施
設
が
利
用
者
に
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
金
銭
の
支
払
の
範
囲
等
） 

第
四
百
八
条 

障
害
者
支
援
施
設
が
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
利
用
者
に
対
し
て

金
銭
の
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
当
該
金
銭
の
使
途
が
直
接
利
用
者
の
便
益
を
向

上
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
利
用
者
に
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
も
の
に
限
る

も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
際
は
、
当
該
金
銭
の
使
途
及
び
額
並
び
に
利
用

者
に
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
書
面
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
利
用

者
に
対
し
て
説
明
を
行
い
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
方
針
） 

第
四
百
九
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画

に
基
づ
き
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
そ
の
者
の
支
援
を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、

施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
漫
然
か
つ
画
一
的
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
の
職
員
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇
切
丁



 

 

寧
を
旨
と
し
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
支
援
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
理
解
し
や

す
い
よ
う
に
説
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 
障
害
者
支
援
施
設
は
、
そ
の
提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
評
価
を
行
い
、
常

に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
等
） 

第
四
百
十
条 
障
害
者
支
援
施
設
の
施
設
長
は
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
（
省
令
第
十
一
条
第
二

号
イ
⑶
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
個
別
支
援
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施
設
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
と
い
う
。
）
の
作
成
に
関
す
る
業
務
を
担
当
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
適
切

な
方
法
に
よ
り
、
利
用
者
に
つ
い
て
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
及
び
日
常
生
活
全
般
の
状
況

等
の
評
価
を
通
じ
て
利
用
者
の
希
望
す
る
生
活
や
課
題
等
の
把
握
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
ア

セ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
。
）
を
行
い
、
利
用
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
上
で
の
適
切
な
支
援
内
容
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
に
面
接
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
面
接
の
趣
旨
を
利
用
者
に
対
し
て
十
分
に
説
明
し
、

理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
支
援
内
容
の
検
討
結
果
に
基
づ
き
、
利
用

者
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
に
対
す
る
意
向
、
総
合
的
な
支
援
の
方
針
、
生
活
全
般
の
質
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
課
題
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、
施
設
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項
等
を
記
載
し
た
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
原
案
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
障
害
者
支
援
施
設
が

提
供
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
そ
の
他
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
と
の
連
携
も
含
め
て
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
係
る
会
議
（
利
用
者

に
対
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
に
当
た
る
担
当
者
等
を
招
集
し
て
行
う
会
議
を

い
う
。
）
を
開
催
し
、
前
項
に
規
定
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の
内
容
に
つ

い
て
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
第
四
項
に
規
定
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
の

内
容
に
つ
い
て
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
説
明
し
、
文
書
に
よ
り
利
用
者
の
同
意
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
施

設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
利
用
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

 

８ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
後
、
施
設
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
計
画
の
実
施
状
況
の
把
握
（
利
用
者
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
。

次
項
に
お
い
て
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
を
行
う
と
と
も
に
、
少
な
く
と
も
六
月
に
一

回
以
上
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
、
施
設
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

９ 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
等
と

連
絡
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
と
し
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

定
期
的
に
利
用
者
に
面
接
す
る
こ
と
。 

 

二 

定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。 

10 

第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
八
項
に
規
定
す
る
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
の
責
務
） 

第
四
百
十
一
条 

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
は
、
前
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業

務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一 

利
用
申
込
者
の
利
用
に
際
し
、
そ
の
者
が
現
に
利
用
し
て
い
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
行
う
者
等
に
対
す
る
照
会
等
に
よ
り
、
そ
の
者
の
心
身
の
状
況
、
当
該
障
害
者
支
援
施
設

以
外
に
お
け
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
状
況
等
を
把
握
す
る
こ
と
。 

 

二 

利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
照
ら
し
、
利
用
者
が
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
定
期
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
自
立
し
た
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
利
用
者
に
対
し
、
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
。 

 

三 

他
の
職
員
に
対
す
る
技
術
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。 

 

（
相
談
等
） 

第
四
百
十
二
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
常
に
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環

境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
利
用
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
そ
の
相
談
に
適
切
に
応
じ
る

と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
者
が
、
当
該
障
害
者
支
援
施
設
以
外
に
お
い
て
生
活
介
護
、
自

立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
、
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
、
就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
法
第
三

十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
い
う
。
）
等
と
の
利
用
調
整
等
必
要
な
支
援

を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
介
護
） 

第
四
百
十
三
条 

介
護
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と

と
す
る
。 



 

 

 

（
訓
練
） 

第
四
百
十
四
条 

訓
練
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と

と
す
る
。 

 

（
生
産
活
動
） 

第
四
百
十
五
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
生
活
介
護
又
は
就
労
移
行
支
援
に
お
け
る
生
産
活
動
の

機
会
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
実
情
並
び
に
製
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
需
給
状
況
等
を
考

慮
し
て
行
う
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
生
活
介
護
又
は
就
労
移
行
支
援
に
お
け
る
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供

に
当
た
っ
て
は
、
生
産
活
動
に
従
事
す
る
者
の
作
業
時
間
、
作
業
量
等
が
そ
の
者
に
過
重
な
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
生
活
介
護
又
は
就
労
移
行
支
援
に
お
け
る
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供

に
当
た
っ
て
は
、
生
産
活
動
の
能
率
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
利
用
者
の
障
害
の
特
性
等
を

踏
ま
え
た
工
夫
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
生
活
介
護
又
は
就
労
移
行
支
援
に
お
け
る
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供

に
当
た
っ
て
は
、
防
塵 じん
設
備
又
は
消
火
設
備
の
設
置
等
生
産
活
動
を
安
全
に
行
う
た
め
に
必
要

か
つ
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
工
賃
の
支
払
等
） 

第
四
百
十
六
条 

工
賃
の
支
払
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
実
習
の
実
施
） 

第
四
百
十
七
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
就
労
移
行
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
が
施

設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
実
習
で
き
る
よ
う
、
実
習
の
受
入
先
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
が
施
設
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
実
習
で
き
る
よ
う
、
実
習
の
受
入
先
の
確
保
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

３ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
前
二
項
の
実
習
の
受
入
先
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
職
業
安
定

所
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
特
別
支
援
学
校
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
利

用
者
の
意
向
及
び
適
性
を
踏
ま
え
て
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
求
職
活
動
の
支
援
等
の
実
施
） 

第
四
百
十
八
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
就
労
移
行
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
職
業
安

定
所
で
の
求
職
の
登
録
そ
の
他
の
利
用
者
が
行
う
求
職
活
動
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
公
共
職
業
安
定
所
で

の
求
職
の
登
録
そ
の
他
の
利
用
者
が
行
う
求
職
活
動
の
支
援
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 

 

３ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
就
労
移
行
支
援
又
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

公
共
職
業
安
定
所
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
特
別
支
援
学
校
等
の
関
係
機
関
と

連
携
し
て
、
利
用
者
の
意
向
及
び
適
性
に
応
じ
た
求
人
の
開
拓
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
職
場
へ
の
定
着
の
た
め
の
支
援
の
実
施
） 

第
四
百
十
九
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
就
労
移
行
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
職

場
へ
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
て
、
利
用
者
が
就
職
し
た
日
か
ら
六
月
以
上
、
職
業
生
活
に
お
け
る
相
談
等
の
支
援
を
継
続

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
職
場
へ
の

定
着
を
促
進
す
る
た
め
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

利
用
者
が
就
職
し
た
日
か
ら
六
月
以
上
、
職
業
生
活
に
お
け
る
相
談
等
の
支
援
の
継
続
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
就
職
状
況
の
報
告
） 

第
四
百
二
十
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
就
労
移
行
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
毎
年
、
前
年

度
に
お
け
る
就
職
し
た
利
用
者
の
数
そ
の
他
の
就
職
に
関
す
る
状
況
を
、
県
に
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

（
食
事
） 

第
四
百
二
十
一
条 

障
害
者
支
援
施
設
（
施
設
入
所
支
援
を
提
供
す
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
正

当
な
理
由
が
な
く
、
食
事
の
提
供
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
食
事
の
提
供
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
食
事
の
提
供
に
当
た
り
、
あ

ら
か
じ
め
、
利
用
者
に
対
し
そ
の
内
容
及
び
費
用
に
関
し
て
説
明
を
行
い
、
そ
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
食
事
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
及
び
嗜 し
好
を

考
慮
し
、
適
切
な
時
間
に
食
事
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
利
用
者
の
年
齢
及
び
障
害
の
特
性

に
応
じ
た
、
適
切
な
栄
養
量
及
び
内
容
の
食
事
の
提
供
を
行
う
た
め
、
必
要
な
栄
養
管
理
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

調
理
は
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
さ
れ
た
献
立
に
従
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
食
事
の
提
供
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て
、
障
害
者
支
援
施
設
に
栄
養
士

を
置
か
な
い
と
き
は
、
献
立
の
内
容
、
栄
養
価
の
算
定
及
び
調
理
の
方
法
に
つ
い
て
保
健
所
等

の
指
導
を
受
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
社
会
生
活
上
の
便
宜
の
供
与
等
） 

第
四
百
二
十
二
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
適
宜
利
用
者
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
を

行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
者
が
日
常
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
行
政
機
関
に
対
す
る
手
続



 

 

等
に
つ
い
て
、
そ
の
者
又
は
そ
の
家
族
が
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
の
同
意

を
得
て
代
わ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 
障
害
者
支
援
施
設
は
、
常
に
利
用
者
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用
者
と
そ
の

家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
健
康
管
理
） 

第
四
百
二
十
三
条 
障
害
者
支
援
施
設
は
、常
に
利
用
者
の
健
康
の
状
況
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、

健
康
保
持
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
施
設
入
所
支
援
を
利
用
す
る
利
用
者
に
対
し
て
、
毎
年
二
回
以
上
定

期
に
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
四
百
二
十
四
条 

職
員
は
、
現
に
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
き
に
利

用
者
に
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
は
、
速
や
か
に
医
療
機
関
へ
の
連
絡

を
行
う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
施
設
入
所
支
援
利
用
者
の
入
院
期
間
中
の
取
扱
い
） 

第
四
百
二
十
五
条 

施
設
入
所
支
援
利
用
者
の
入
院
期
間
中
の
取
扱
い
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第

三
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
給
付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
の
管
理
） 

第
四
百
二
十
六
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
省
令
第
三
十
三
条
の
二
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

給
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
付
金
」
と
い
う
。
）
の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
給
付

金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
を
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

当
該
利
用
者
に
係
る
当
該
金
銭
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
こ
れ
ら
の
運
用
に
よ
り
生
じ

た
収
益
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
利
用
者
に
係
る
金
銭
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
他

の
財
産
と
区
分
す
る
こ
と
。 

 

二 

利
用
者
に
係
る
金
銭
を
給
付
金
の
支
給
の
趣
旨
に
従
っ
て
用
い
る
こ
と
。 

 

三 

利
用
者
に
係
る
金
銭
の
収
支
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
記
録
を
整
備
す
る
こ
と
。 

 

四 

当
該
利
用
者
が
退
所
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
利
用
者
に
係
る
金
銭
を
当
該
利
用
者

に
取
得
さ
せ
る
こ
と
。 

 

（
施
設
長
の
責
務
） 

第
四
百
二
十
七
条 

障
害
者
支
援
施
設
の
施
設
長
は
、
当
該
障
害
者
支
援
施
設
の
職
員
及
び
業
務

の
管
理
そ
の
他
の
管
理
を
、
一
元
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
の
施
設
長
は
、
当
該
障
害
者
支
援
施
設
の
職
員
に
こ
の
節
の
規
定
を
遵
守

さ
せ
る
た
め
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
四
百
二
十
八
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
者
に
対
し
、
適
切
な
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス



 

 

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
、
職
員
の
勤
務
の
体
制
を
定

め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
障
害
者
支
援
施
設
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
、
当
該
障
害
者
支
援
施
設

の
職
員
に
よ
っ
て
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
利
用

者
の
支
援
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
業
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
職
員
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
四
百
二
十
九
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
そ
れ
ぞ
れ

の
利
用
定
員
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え
て
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
は
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。 

 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
四
百
三
十
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
者
の
使
用
す
る
設
備
及
び
飲
用
に
供
す
る
水
に
つ

い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
健
康
管
理

等
に
必
要
と
な
る
機
械
器
具
等
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
障
害
者
支
援
施
設
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は

ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
協
力
医
療
機
関
等
） 

第
四
百
三
十
一
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
利
用
者
の
病
状
の
急
変
等
に
備
え
る
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
、
協
力
医
療
機
関
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
力
歯
科
医
療
機
関
を
定
め
て
お
く
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
身
体
拘
束
等
の
禁
止
） 

第
四
百
三
十
二
条 

身
体
拘
束
等
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
四
百
三
十
三
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
苦
情
解
決
） 

第
四
百
三
十
四
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
そ
の
提
供
し
た
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

利
用
者
又
は
そ
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付

け
る
た
め
の
窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の
内
容
等
を
記



 

 

録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
そ
の
提
供
し
た
施
設
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
市
町
村
か
ら
指

導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

４ 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
市
町
村
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
改
善
の
内
容
を

市
町
村
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
四
百
三
十
五
条 

障
害
者
支
援
施
設
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は
そ
の
自

発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
事
故
発
生
時
の
対
応
） 

第
四
百
三
十
六
条 

事
故
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
四
項
、
第
七
十
二
条

第
三
項
（
第
九
十
五
条
、
第
百
十
条
、
第
百
四
十
一
条
、
第
百
四
十
九
条
、
第
百
五
十
九
条
、

第
百
七
十
二
条
、
第
百
八
十
五
条
、
第
百
九
十
条
及
び
第
二
百
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
、
第
八
十
三
条
（
第
百
四
十
五
条
及
び
第
百
六
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
、
第
百
五
十
五
条
、
第
百
七
十
六
条
（
第
百
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
、
第
二
百
十
二
条
第
四
項
、
第
二
百
十
七
条
、
第
二
百
五
十
七
条
第
三
項
、
第
二

百
七
十
一
条
第
四
項
、
第
二
百
七
十
六
条
第
三
項
（
第
三
百
十
八
条
、
第
三
百
二
十
三
条
、
第

三
百
二
十
八
条
、
第
三
百
三
十
七
条
、
第
三
百
五
十
二
条
及
び
第
三
百
五
十
五
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
百
六
条
（
第
三
百
二
十
三
条
及
び
第
三
百
三
十
七
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
百
二
十
六
条
、
第
三
百
四
十
一
条
（
第
三
百
五
十
五
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
百
六
十
条
第
五
項
、
第
三
百
六
十
二
条
第
三
項
、

第
三
百
七
十
八
条
第
五
項
、
第
三
百
八
十
一
条
第
三
項
、
第
三
百
九
十
四
条
第
四
項
、
第
三
百

九
十
八
条
第
三
項
及
び
第
四
百
一
条
並
び
に
附
則
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
の
規
定
は
、
平
成

二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

次
に
掲
げ
る
法
に
基
づ
く
命
令
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
基
準
省
令
」
と

い
う
。
）
の
本
則
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
に
当
た
っ
て
の
基
準
で
あ
っ
て
、
基
準
省
令
の

制
定
又
は
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
（
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
の
基
準
と
さ
れ
る
も
の
を
含

む
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
四
条
に
お
い
て
「
基
準
省
令
経
過
措
置
」
と
い
う
。
）
の
適
用

を
受
け
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
基
準
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
こ
の
条
例



 

 

に
定
め
る
べ
き
基
準
と
し
て
特
例
基
準
と
同
一
の
内
容
を
本
則
に
規
定
し
た
場
合
に
お
け
る
必

要
な
経
過
措
置
は
、
基
準
省
令
経
過
措
置
の
例
に
よ
る
。 

一 

施
行
規
則 

二 
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準 

三 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準 

四 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準 

五 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準 

六 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
福
祉
ホ
ー
ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

七 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
者
支
援
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
三
条 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
、
法
及
び
基
準
省
令
そ

の
他
の
法
に
基
づ
く
命
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
準
省
令
等
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に

従
い
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
基
準
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
例
に
定
め
の
な
い
も
の
が
生

じ
た
と
き
は
、
こ
の
条
例
に
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
基
準
省
令
等
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
。 

第
四
条 

施
行
日
か
ら
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
一
部
施

行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
設
備
に
関
す
る
基
準
に

つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
お
い
て
基
準
省
令
経
過
措
置
の
適

用
を
受
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
準
省
令
経
過
措
置
）
に
規
定
す
る
基
準
と
す
る
。 

一 

指
定
生
活
介
護
事
業
所
の
設
備 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
次
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
お
い
て

「
省
令
」
と
い
う
。
）
第
八
十
一
条 

二 

指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
の
設
備 

省
令
第
百
五
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
八
十
一
条 

三 

指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
の
設
備 

省
令
第
百
六
十
八
条 

四 

指
定
就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
設
備 

省
令
第
百
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第

八
十
一
条 

五 

指
定
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
の
設
備 

省
令
第
百
八
十
八
条 

六 

指
定
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の
設
備 

省
令
第
二
百
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第

百
八
十
八
条 

七 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の
設
備 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支
援
施



 

 

設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
六
条 

八 

生
活
介
護
事
業
所
の
設
備 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
次
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）

第
三
十
八
条 

九 

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
の
設
備 

省
令
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令

第
三
十
八
条 

十 

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事
業
所
の
設
備 

省
令
第
五
十
八
条 

十
一 

就
労
移
行
支
援
事
業
所
の
設
備 

省
令
第
七
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
八

条 

十
二 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
の
設
備 

省
令
第
七
十
四
条 

十
三 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
事
業
を
行
う
者
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
附
則
第
六
条
に

お
い
て
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
設
備 

省
令
第
八
十
八
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
七
十
四
条 

十
四 

障
害
者
支
援
施
設
の
設
備 

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
障
害
者
支
援
施
設
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
十
条 

第
五
条 

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
存
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
事
業
所
の
設
備
に
つ

い
て
は
、
当
該
事
業
所
が
増
築
さ
れ
、
又
は
改
築
さ
れ
る
等
建
物
の
構
造
を
変
更
す
る
ま
で
の

間
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
「
、
静
養
室
、
医
務
室
及
び
多
目
的
室
」
と
あ
る
の

は
「
及
び
多
目
的
室
」
と
、
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
「
一
の
訓
練
・
作
業
室
の
面
積

は
、
定
員
一
人
当
た
り
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
訓
練
又
は
作
業

に
支
障
が
な
い
広
さ
を
有
す
る
」
と
し
、
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
規
定
は
適
用
し
な
い
。 

             

自
立
訓
練
（
機

能
訓
練
）
事
業 

生
活
介
護
事
業

所
の
設
備 

指
定
自
立
訓
練

（
機
能
訓
練
）

事
業
所
の
設
備 

指
定
生
活
介
護

事
業
所
の
設
備 

第
一
欄 

第
三
百
二
十
三

条
に
お
い
て
準 

第
三
百
六
条
第

一
項 

第
百
四
十
五
条

に
お
い
て
準
用

す
る
第
八
十
三

条
第
一
項 

第
八
十
三
条
第

一
項 第

二
欄 

第
三
百
二
十
三
条

に
お
い
て
準
用
す 

第
三
百
六
条
第
二

項
第
一
号
イ 

第
百
四
十
五
条
に

お
い
て
準
用
す
る

第
八
十
三
条
第
二

項
第
一
号
イ 

第
八
十
三
条
第
二

項
第
一
号
イ 

第
三
欄 

第
三
百
二
十
三
条
に
お
い
て

準
用
す
る
第
三
百
六
条
第
二 

第
三
百
六
条
第
二
項
第
五
号

及
び
第
六
号
並
び
に
第
四
項 

第
百
四
十
五
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
八
十
三
条
第
二
項

第
五
号
及
び
第
六
号
並
び
に

第
四
項 

第
八
十
三
条
第
二
項
第
五
号

及
び
第
六
号
並
び
に
第
四
項 

第
四
欄 

 



 

 

   

第
六
条 
一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
存
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
事
業
所
の
設
備
に
つ

い
て
は
、
当
該
事
業
所
が
増
築
さ
れ
、
又
は
改
築
さ
れ
る
等
建
物
の
構
造
を
変
更
す
る
ま
で
の

間
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
「
、
静
養
室
及
び
多
目
的
室
」
と
あ
る
の
は
「
及
び

多
目
的
室
」
と
、
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
「
一
の
訓
練
・
作
業
室
の
面
積
は
、
定
員

一
人
当
た
り
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
訓
練
又
は
作
業
に
支
障
が

な
い
広
さ
を
有
す
る
」
と
し
、
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
規
定
は
適
用
し
な
い
。 

                         

所
の
設
備 

用
す
る
第
三
百

六
条
第
一
項 

る
第
三
百
六
条
第

二
項
第
一
号
イ 

項
第
五
号
及
び
第
六
号
並
び

に
第
四
項 

 

就
労
継
続
支
援 

就
労
移
行
支
援

事
業
所
の
設
備 

自
立
訓
練
（
生

活
訓
練
）
事
業

所
の
設
備 

指
定
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
事
業

所
の
設
備 

指
定
就
労
継
続

支
援
Ａ
型
事
業

所
の
設
備 

指
定
就
労
移
行

支
援
事
業
所
の

設
備 

指
定
自
立
訓
練

（
生
活
訓
練
）

事
業
所
の
設
備 

第
一
欄 

第
三
百
四
十
一
条 

第
三
百
三
十
七
条

に
お
い
て
準
用
す

る
第
三
百
六
条
第

一
項 

第
三
百
二
十
六
条

第
一
項 

第
百
八
十
八
条
に

お
い
て
準
用
す
る

第
百
七
十
六
条
第

一
項 

第
百
七
十
六
条
第

一
項 

第
百
六
十
七
条
に

お
い
て
準
用
す
る

第
八
十
三
条
第
一

項 第
百
五
十
五
条
第

一
項 

第
二
欄 

第
三
百
四
十
一
条
第 

第
三
百
三
十
七
条
に

お
い
て
準
用
す
る
第

三
百
六
条
第
二
項
第

一
号
イ 

第
三
百
二
十
六
条
第

二
項
第
一
号
イ 

第
百
八
十
八
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
百

七
十
六
条
第
二
項
第

一
号
イ 

第
百
七
十
六
条
第
二

項
第
一
号
イ 

第
百
六
十
七
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
八

十
三
条
第
二
項
第
一

号
イ 

第
百
五
十
五
条
第
二

項
第
一
号
イ 

第
三
欄 

第
三
百
四
十
一
条
第 

第
三
百
三
十
七
条
に

お
い
て
準
用
す
る
第

三
百
六
条
第
二
項
第

五
号 

第
三
百
二
十
六
条
第

二
項
第
五
号 

第
百
八
十
八
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
百

七
十
六
条
第
二
項
第

五
号 

第
百
七
十
六
条
第
二

項
第
五
号 

第
百
六
十
七
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
八

十
三
条
第
二
項
第
五

号 第
百
五
十
五
条
第
二

項
第
五
号 

第
四
欄 

 



 

 

       

第
七
条 

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
存
す
る
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
施
設
の
設
備
に
つ
い

て
は
、当
該
施
設
が
増
築
さ
れ
、又
は
改
築
さ
れ
る
等
建
物
の
構
造
を
変
更
す
る
ま
で
の
間
は
、

同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
「
、
静
養
室
及
び
多
目
的
室
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
多
目
的

室
」
と
、
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
「
一
の
訓
練
・
作
業
室
の
面
積
は
、
定
員
一
人
当

た
り
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
訓
練
又
は
作
業
に
支
障
が
な
い
広

さ
を
有
す
る
」
と
し
、
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
規
定
は
適
用
し
な
い
。 

       

障
害
者
支
援
施
設

の
設
備 

指
定
障
害
者
支
援

施
設
等
の
設
備 

第
一
欄 

第
四
百
一
条

第
一
項 

第
二
百
十
七

条
第
一
項 

第
二
欄 

第
四
百
一
条
第
二

項
第
一
号
ロ 

第
二
百
十
七
条
第

二
項
第
一
号
ロ 

第
三
欄 

第
四
百
一
条
第
二
項
第
九

号
、
第
三
項
及
び
第
六
項 

第
二
百
十
七
条
第
二
項
第
九

号
、
第
三
項
及
び
第
六
項 

第
四
欄 

 

就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
の

設
備 

Ａ
型
事
業
所
の

設
備 

第
三
百
五
十
五
条

に
お
い
て
準
用
す

る
第
三
百
四
十
一

条
第
一
項 

第
一
項 

第
三
百
五
十
五
条
に

お
い
て
準
用
す
る
第

三
百
四
十
一
条
第
二

項
第
一
号
イ 

二
項
第
一
号
イ 

第
三
百
五
十
五
条
に

お
い
て
準
用
す
る
第

三
百
四
十
一
条
第
二

項
第
五
号 

二
項
第
五
号 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
児
童
福
祉
法
施
行
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
六
十
八
号
）
（
こ
ど
も
安
全
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
児
童
福
祉
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
等
の
基
準
等
を
定 

  

め
る
た
め
の
条
例
の
制
定 

二 

内
容 

 

㈠ 

設
備
の
基
準 

 

 
 

（
例
）
保
育
所
（
満
二
歳
以
上
の
幼
児
を
入
所
さ
せ
る
場
合
） 

          

保
育
室
又
は
遊
戯
室
、
屋
外
遊
戯
場
、
医
務
室
、
調
理
室
及
び
便
所
を
設
け
る
こ
と 

 

㈡ 

運
営
の
基
準 

 
 

（
例
）
非
常
災
害
対
策
と
し
て
、
必
要
な
物
資
の
備
蓄
に
努
め
る
こ
と 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日
。
た
だ
し
、
二
㈠
及
び
㈡
の
一
部
は
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日 



条 
 

例 
 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

児
童
福
祉
法
施
行
条
例 

目
次 第

一
章 

総
則
（
第
一
条
） 

第
二
章 

指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等 

第
一
節 

総
則
（
第
二
条
―
第
四
条
） 

第
二
節 

児
童
発
達
支
援 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
五
条
） 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
六
条
―
第
八
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
九
条
・
第
十
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
十
一
条
―
第
五
十
四
条
） 

第
五
款 

基
準
該
当
通
所
支
援
に
関
す
る
基
準
（
第
五
十
五
条
―
第
六
十
条
） 

第
三
節 

医
療
型
児
童
発
達
支
援 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
六
十
一
条
） 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
六
十
二
条
・
第
六
十
三
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
六
十
四
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
六
十
五
条
―
第
七
十
条
） 

第
四
節 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
七
十
一
条
） 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
七
十
二
条
・
第
七
十
三
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
七
十
四
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
七
十
五
条
―
第
七
十
七
条
） 

第
五
款 

基
準
該
当
通
所
支
援
に
関
す
る
基
準
（
第
七
十
八
条
―
第
八
十
条
） 

第
五
節 

保
育
所
等
訪
問
支
援 

第
一
款 

基
本
方
針
（
第
八
十
一
条
） 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
八
十
二
条
・
第
八
十
三
条
） 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
八
十
四
条
） 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
八
十
五
条
―
第
八
十
八
条
） 

埼
玉
県
条
例
第
六
十
八
号



第
六
節 

多
機
能
型
事
業
所
に
関
す
る
特
例
（
第
八
十
九
条
―
第
九
十
一
条
） 

第
三
章 

指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等 

第
一
節 

総
則
（
第
九
十
二
条
―
第
九
十
四
条
） 

第
二
節 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
九
十
五
条
） 

第
二
款 
設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
九
十
六
条
） 

第
三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
九
十
七
条
―
第
百
四
十
二
条
） 

第
三
節 

指
定
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
款 

人
員
に
関
す
る
基
準
（
第
百
四
十
三
条
） 

第
二
款 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
第
百
四
十
四
条
） 

第
三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準
（
第
百
四
十
五
条
―
第
百
四
十
八
条
） 

第
四
章 

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
節 

総
則
（
第
百
四
十
九
条
―
第
百
六
十
八
条
） 

第
二
節 

助
産
施
設
（
第
百
六
十
九
条
―
第
百
七
十
二
条
） 

第
三
節 

乳
児
院
（
第
百
七
十
三
条
―
第
百
八
十
条
） 

第
四
節 

母
子
生
活
支
援
施
設
（
第
百
八
十
一
条
―
第
百
八
十
九
条
） 

第
五
節 

保
育
所
（
第
百
九
十
条
―
第
百
九
十
八
条
） 

第
六
節 

児
童
厚
生
施
設
（
第
百
九
十
九
条
―
第
二
百
二
条
） 

第
七
節 

児
童
養
護
施
設
（
第
二
百
三
条
―
第
二
百
十
二
条
） 

第
八
節 

福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
（
第
二
百
十
三
条
―
第
二
百
二
十
一
条
） 

第
九
節 

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
（
第
二
百
二
十
二
条
―
第
二
百
二
十
六
条
） 

第
十
節 

福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
第
二
百
二
十
七
条
―
第
二
百
三
十
二
条
） 

第
十
一
節 

医
療
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
第
二
百
三
十
三
条
―
第
二
百
三
十
六
条
） 

第
十
二
節 

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
（
第
二
百
三
十
七
条
―
第
二
百
四
十
四
条
） 

第
十
三
節 

児
童
自
立
支
援
施
設
（
第
二
百
四
十
五
条
―
第
二
百
五
十
五
条
） 

第
十
四
節 

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
第
二
百
五
十
六
条
―
第
二
百
五
十
八
条
） 

附
則 

第
一
章 

総
則 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

第
二
章 

指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等 

第
一
節 

総
則 

（
定
義
） 



第
二
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
法
、
児
童

福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
七
十
四
号
。
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
、
児
童

福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）

及
び
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
五
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。 

（
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
の
指
定
） 

第
三
条 

法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
二
項
第
一
号
（
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
六
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
条
例
で
定
め
る
者
は
、
施
行
規
則
第
十
八
条
の
三
十
四

に
規
定
す
る
者
と
す
る
。 

（
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
の
一
般
原
則
） 

第
四
条 

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
及
び
障
害
児
の
意
向
、

障
害
児
の
適
性
、
障
害
の
特
性
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
た
計
画
（
第
二
十
七
条
第
一
項
に
お

い
て
「
通
所
支
援
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
障
害
児
に
対
し
て
指
定
通

所
支
援
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
継
続
的
な
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
そ
の

他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
障
害
児
に
対
し
て
適
切
か
つ
効
果
的
に
指
定
通
所
支
援
を
提

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
は
、
当
該
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
を
利
用
す
る

障
害
児
の
意
思
及
び
人
格
を
尊
重
し
て
、
常
に
当
該
障
害
児
の
立
場
に
立
っ
た
指
定
通
所
支
援

の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
は
、
地
域
及
び
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営
を

行
い
、
県
、
市
町
村
、
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第

一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
行
う

者
、
児
童
福
祉
施
設
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の

密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
は
、
当
該
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
を
利
用
す
る

障
害
児
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
責
任
者
を
設
置
す
る
等
必
要
な
体
制
の
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
は
、
当
該
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
を
利
用
す
る

障
害
児
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
事
故
の
防
止
及
び
防
犯
に
関
す
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
節 

児
童
発
達
支
援 

第
一
款 

基
本
方
針 



第
五
条 

児
童
発
達
支
援
に
係
る
指
定
通
所
支
援
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
児
童
発
達
支

援
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
障
害
児
が
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
動
作
及
び
知
識
技
能
を

習
得
し
、
並
び
に
集
団
生
活
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
障
害
児
の
身
体
及
び
精

神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
適
切
か
つ
効
果
的
な
指
導
及
び
訓
練
を

行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
六
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
児
童
発
達
支

援
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
」

と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
条
及
び
第
六
条
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
管
理
者
） 

第
七
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
管
理
者
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
従
た
る
事
業
所
を
設
置
す
る
場
合
に
お
け
る
特
例
） 

第
八
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
（
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に

従
た
る
事
業
所
を
設
置
す
る
場
合
に
お
け
る
特
例
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
八
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
） 

第
九
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
（
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、

指
導
訓
練
室
、
相
談
室
及
び
便
所
並
び
に
指
定
児
童
発
達
支
援
の
提
供
に
必
要
な
設
備
及
び
備

品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
指
導
訓
練
室
は
、
障
害
児
一
人
当
た
り
の
床
面
積
を
二
・
四
七
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
と
し
、
訓
練
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
及
び
備
品
等
は
、
専
ら
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
の
事
業
の
用
に

供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
障
害
児
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。 

第
十
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
（
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の

設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
定
員
） 

第
十
一
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
は
、
そ
の
利
用
定
員
を
十
人
以
上
と
す
る
。
た
だ
し
、

主
と
し
て
重
症
心
身
障
害
児
を
通
わ
せ
る
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
利
用
定



員
を
五
人
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
） 

第
十
二
条 

内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
二
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
契
約
支
給
量
の
報
告
等
） 

第
十
三
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
を
提
供
す
る
と
き
は
、
当
該

指
定
児
童
発
達
支
援
の
内
容
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
契
約
し
た
指
定
児

童
発
達
支
援
の
量
（
次
項
に
お
い
て
「
契
約
支
給
量
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
（
第

三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
通
所
受
給
者
証
記
載
事
項
」
と
い
う
。
）
を
通
所
給
付
決
定
保

護
者
の
通
所
受
給
者
証
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

契
約
支
給
量
の
総
量
は
、
当
該
通
所
給
付
決
定
保
護
者
の
支
給
量
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、指
定
児
童
発
達
支
援
の
利
用
に
係
る
契
約
を
し
た
と
き
は
、

通
所
受
給
者
証
記
載
事
項
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
を
市
町
村
に
対
し
遅
滞
な
く
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

４ 

前
三
項
の
規
定
は
、通
所
受
給
者
証
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
提
供
拒
否
の
禁
止
） 

第
十
四
条 

提
供
拒
否
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

（
連
絡
調
整
に
対
す
る
協
力
） 

第
十
五
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
の
利
用
に
つ
い
て
市
町
村
又

は
障
害
児
相
談
支
援
事
業
を
行
う
者
（
第
四
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
「
障
害
児
相
談
支
援
事

業
者
」
と
い
う
。
）
が
行
う
連
絡
調
整
に
、
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
） 

第
十
六
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
通
常
の
事
業
の
実

施
地
域
（
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
が
通
常
時
に
指
定
児
童
発
達
支
援
を
提
供
す
る
地

域
を
い
う
。
第
三
十
七
条
第
六
号
及
び
第
五
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
等
を
勘
案
し
、

指
定
児
童
発
達
支
援
の
利
用
の
申
込
み
を
行
っ
た
通
所
給
付
決
定
保
護
者
（
第
四
十
三
条
に
お

い
て
「
利
用
申
込
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
障
害
児
に
対
し
自
ら
適
切
な
指
定
児
童
発
達
支
援

を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
場
合
は
、
適
当
な
他
の
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業

者
等
の
紹
介
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
受
給
資
格
の
確
認
） 

第
十
七
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
場
合

は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
の
提
示
す
る
通
所
受
給
者
証
に
よ
っ
て
、
通
所
給
付
決
定
の
有
無
、

通
所
給
付
決
定
を
さ
れ
た
指
定
通
所
支
援
の
種
類
、
通
所
給
付
決
定
の
有
効
期
間
、
支
給
量
等



を
確
か
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
障
害
児
通
所
給
付
費
の
支
給
の
申
請
に
係
る
援
助
） 

第
十
八
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
に
係
る
通
所
給
付
決
定
を
受

け
て
い
な
い
者
か
ら
利
用
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て
速
や
か

に
障
害
児
通
所
給
付
費
の
支
給
の
申
請
が
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
に
係
る
通
所
給
付
決
定
に
通
常
要
す

べ
き
標
準
的
な
期
間
を
考
慮
し
、
通
所
給
付
決
定
の
有
効
期
間
の
終
了
に
伴
う
障
害
児
通
所
給

付
費
の
支
給
申
請
に
つ
い
て
、
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
心
身
の
状
況
等
の
把
握
） 

第
十
九
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
障

害
児
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
と
の
連
携
等
） 

第
二
十
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
県
、

市
町
村
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者
、
児
童
福
祉
施
設
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又

は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
の
提
供
の
終
了
に
際
し
て
は
、
障
害

児
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
適
切
な
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
県
、
市
町
村
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
者
、
児
童
福
祉
施
設
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
二
十
一
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
を
提
供
し
た
際
は
、
当
該

指
定
児
童
発
達
支
援
の
提
供
日
、
内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
の
提

供
の
都
度
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
に
際
し
て
は
、
通
所
給
付
決
定

保
護
者
か
ら
指
定
児
童
発
達
支
援
を
提
供
し
た
こ
と
に
つ
い
て
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

（
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
が
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
金
銭
の
支

払
の
範
囲
等
） 

第
二
十
二
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
が
、
指
定
児
童
発
達
支
援
を
提
供
す
る
通
所
給
付
決

定
保
護
者
に
対
し
て
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
当
該
金
銭
の
使
途
が
直
接

通
所
給
付
決
定
に
係
る
障
害
児
の
便
益
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
通
所
給
付
決
定

保
護
者
に
支
払
を
求
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
。 



２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
際
は
、
当
該
金
銭
の
使
途
及
び
額
並
び
に
通
所

給
付
決
定
保
護
者
に
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
書
面
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
て
説
明
を
行
い
、
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
次
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
支
払
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
通
所
利
用
者
負
担
額
の
受
領
） 

第
二
十
三
条 
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
を
提
供
し
た
際
は
、
通
所

給
付
決
定
保
護
者
か
ら
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
に
係
る
通
所
利
用
者
負
担
額
の
支
払
を
受
け

る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
児
童
発
達
支
援
を
提
供

し
た
際
は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
、
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
に
係
る
指
定
通
所
支
援

費
用
基
準
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指
定
児
童
発
達
支

援
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
の
各
号
（
第
一
号
に
あ
っ
て
は
、

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
掲

げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用 

二 

日
用
品
費 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
児
童
発
達
支
援
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要

す
る
費
用
の
う
ち
、日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、

通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
省
令
第
二
十
三
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た

場
合
は
、
当
該
費
用
に
係
る
領
収
証
を
当
該
費
用
の
額
を
支
払
っ
た
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に

対
し
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、第
三
項
の
費
用
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
通
所
利
用
者
負
担
額
に
係
る
管
理
） 

第
二
十
四
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
通
所
給
付
決
定
に
係
る
障
害
児
が
同
一
の
月
に

当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
が
提
供
す
る
指
定
児
童
発
達
支
援
及
び
他
の
指
定
障
害
児
通

所
支
援
事
業
者
等
が
提
供
す
る
指
定
通
所
支
援
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
障
害
児
の
通

所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
及
び
当
該
他
の

指
定
通
所
支
援
に
係
る
通
所
利
用
者
負
担
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
通
所
利
用



者
負
担
額
合
計
額
」
と
い
う
。
）
を
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
及
び
当
該
他
の
指
定
通
所
支
援

の
状
況
を
確
認
の
上
、
通
所
利
用
者
負
担
額
合
計
額
を
市
町
村
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
当
該

通
所
給
付
決
定
保
護
者
及
び
当
該
他
の
指
定
通
所
支
援
を
提
供
し
た
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事

業
者
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
障
害
児
通
所
給
付
費
の
額
に
係
る
通
知
等
） 

第
二
十
五
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
に
よ
り
指
定
児
童
発
達
支
援
に

係
る
障
害
児
通
所
給
付
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
、
当
該

通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
係
る
障
害
児
通
所
給
付
費
の
額
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
第
二
十
三
条
第
二
項
の
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定

児
童
発
達
支
援
に
係
る
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
児
童
発
達

支
援
の
内
容
、
費
用
の
額
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
証
明

書
を
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
児
童
発
達
支
援
の
取
扱
方
針
） 

第
二
十
六
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
発
達
支
援
計
画

に
基
づ
き
、
障
害
児
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
て
、
そ
の
者
の
支
援
を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、

指
定
児
童
発
達
支
援
の
提
供
が
漫
然
か
つ
画
一
的
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
従
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、

懇
切
丁
寧
を
旨
と
し
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
及
び
障
害
児
に
対
し
、
支
援
上
必
要
な
事
項
に

つ
い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
説
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、そ
の
提
供
す
る
指
定
児
童
発
達
支
援
の
質
の
評
価
を
行
い
、

常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
児
童
発
達
支
援
計
画
の
作
成
等
） 

第
二
十
七
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
管
理
者
は
、
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
（
児
童

福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
六
十
三
号
）
第
四

十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
指
定
児

童
発
達
支
援
に
係
る
通
所
支
援
計
画
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
五
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い

て
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
い
う
。
）
の
作
成
に
関
す
る
業
務
を
担
当
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
児
童
発
達
支
援
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
方

法
に
よ
り
、
障
害
児
に
つ
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
及
び
日
常
生

活
全
般
の
状
況
等
の
評
価
を
通
じ
て
通
所
給
付
決
定
保
護
者
及
び
障
害
児
の
希
望
す
る
生
活
並

び
に
課
題
等
の
把
握
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
。
）
を
行
い
、
障

害
児
の
発
達
を
支
援
す
る
上
で
の
適
切
な
支
援
内
容
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



３ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
っ
て
は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者

及
び
障
害
児
に
面
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
児
童
発
達
支
援
管
理
責

任
者
は
、
面
接
の
趣
旨
を
通
所
給
付
決
定
保
護
者
及
び
障
害
児
に
対
し
て
十
分
に
説
明
し
、
理

解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
支
援
内
容
の
検
討
結
果
に
基
づ
き
、

通
所
給
付
決
定
保
護
者
及
び
障
害
児
の
生
活
に
対
す
る
意
向
、
障
害
児
に
対
す
る
総
合
的
な
支

援
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、
生
活
全
般
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
課
題
、
指
定
児
童
発
達

支
援
の
具
体
的
内
容
、
指
定
児
童
発
達
支
援
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項
そ
の
他
必
要
な
事

項
を
記
載
し
た
児
童
発
達
支
援
計
画
の
原
案
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
障
害
児
の
家
族
に
対
す
る
援
助
及
び
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
が
提
供
す
る
指

定
児
童
発
達
支
援
以
外
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
も
含
め
て
児
童

発
達
支
援
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
児
童
発
達
支
援
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
児
に

対
す
る
指
定
児
童
発
達
支
援
の
提
供
に
当
た
る
担
当
者
等
を
招
集
し
て
行
う
会
議
を
開
催
し
、

児
童
発
達
支
援
計
画
の
原
案
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
児
童
発
達
支
援
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
通
所
給
付

決
定
保
護
者
及
び
障
害
児
に
対
し
、
当
該
児
童
発
達
支
援
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
、
文
書
に
よ

り
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
児
童
発
達
支
援
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
児
童
発

達
支
援
計
画
を
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
児
童
発
達
支
援
計
画
の
作
成
後
、
児
童
発
達
支
援
計
画
の

実
施
状
況
の
把
握
（
障
害
児
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て

「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
を
行
う
と
と
も
に
、
障
害
児
に
つ
い
て
解
決
す
べ
き
課
題
を

把
握
し
、
少
な
く
と
も
六
月
に
一
回
以
上
、
児
童
発
達
支
援
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
て
、
当
該
児
童
発
達
支
援
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

９ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
当
た
っ
て
は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者

と
の
連
絡
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
と
し
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

定
期
的
に
通
所
給
付
決
定
保
護
者
及
び
障
害
児
に
面
接
す
る
こ
と
。 

二 

定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。 

 

第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
八
項
に
規
定
す
る
児
童
発
達
支
援
計
画
の
変
更
に

つ
い
て
準
用
す
る
。 

（
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
の
責
務
） 

第
二
十
八
条 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
前
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る

10 



業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

次
条
に
規
定
す
る
相
談
及
び
援
助
を
行
う
こ
と
。 

二 

他
の
従
業
者
に
対
す
る
技
術
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。 

（
相
談
及
び
援
助
） 

第
二
十
九
条 
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
常
に
障
害
児
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て

い
る
環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
障
害
児
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
そ
の
相
談
に
適
切
に

応
じ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
導
、
訓
練
等
） 

第
三
十
条 

指
導
、
訓
練
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ

と
と
す
る
。 

（
食
事
） 

第
三
十
一
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
（
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
も
の
に
限
る
。

第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、
障
害
児
に
食
事
を
提
供
す
る
と
き
は
、
そ
の
献
立
は
、

で
き
る
限
り
、
変
化
に
富
み
、
障
害
児
の
健
全
な
発
育
に
必
要
な
栄
養
量
を
含
有
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

食
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
食
品
の
種
類
及
び
調
理
方
法
に
つ
い
て
栄
養
並
び
に

障
害
児
の
身
体
的
状
況
及
び
嗜し
好
を
考
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

調
理
は
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
さ
れ
た
献
立
に
従
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に
お
い
て
は
、
障
害
児
の
健
康
な
生
活
の
基
本
と
し
て
の
食
を

営
む
力
の
育
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
社
会
生
活
上
の
便
宜
の
供
与
等
） 

第
三
十
二
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
教
養
娯
楽
設
備
等
を
備
え
る
ほ
か
、
適
宜
障
害

児
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
常
に
障
害
児
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

（
健
康
管
理
） 

第
三
十
三
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
（
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
指
定
児
童
発
達

支
援
事
業
所
に
お
い
て
、
指
定
児
童
発
達
支
援
の
事
業
を
行
う
者
に
限
る
。
）
は
、
常
に
障
害

児
の
健
康
の
状
況
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
通
所
す
る
障
害
児
に
対
し
、
通
所
開
始
時
の
健
康

診
断
（
次
項
に
お
い
て
「
通
所
開
始
時
健
診
」
と
い
う
。
）
、
少
な
く
と
も
一
年
に
二
回
の
定

期
健
康
診
断
（
次
項
に
お
い
て
「
定
期
健
診
」
と
い
う
。
）
及
び
臨
時
の
健
康
診
断
（
次
項
に

お
い
て
「
臨
時
健
診
」
と
い
う
。
）
を
、
学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六

号
）
に
規
定
す
る
健
康
診
断
に
準
じ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
上
欄
に



掲
げ
る
健
康
診
断
が
行
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
健
康
診
断
が
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
健
康
診
断
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
健

康
診
断
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
児
童
発

達
支
援
事
業
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
健
康
診
断
の
結
果
を
把
握
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

児
童
相
談
所
等
に
お
け
る
障
害
児
の
通
所
開
始
前
の 

 

通
所
開
始
時
健
診 

健
康
診
断 

障
害
児
が
通
学
す
る
学
校
に
お
け
る
健
康
診
断 

 
 
 

定
期
健
診
又
は
臨
時
健
診 

３ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
（
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
従
業

者
の
健
康
診
断
に
当
た
っ
て
は
、
綿
密
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
三
十
四
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
従
業
者
は
、
現
に
指
定
児
童
発
達
支
援
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
と
き
に
障
害
児
に
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
は
、
速
や
か

に
医
療
機
関
へ
の
連
絡
を
行
う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
関
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
） 

第
三
十
五
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
を
受
け
て
い
る
障
害
児
に

係
る
通
所
給
付
決
定
保
護
者
が
偽
り
そ
の
他
不
正
な
行
為
に
よ
っ
て
障
害
児
通
所
給
付
費
若
し

く
は
特
例
障
害
児
通
所
給
付
費
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

意
見
を
付
し
て
そ
の
旨
を
市
町
村
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
管
理
者
の
責
務
） 

第
三
十
六
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の

従
業
者
及
び
業
務
の
管
理
そ
の
他
の
管
理
を
、
一
元
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
管
理
者
は
、
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
従
業
者
に

こ
の
節
の
規
定
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
指
揮
命
令
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
運
営
規
程
） 

第
三
十
七
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲

げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
（
第
四
十
三
条
に
お
い
て
「
運

営
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

利
用
定
員 

五 

指
定
児
童
発
達
支
援
の
内
容
並
び
に
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
受
領
す
る
費
用
の
種
類

及
び
そ
の
額 



六 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

七 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

八 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

九 
非
常
災
害
対
策 

十 

事
業
の
主
た
る
対
象
と
す
る
障
害
の
種
類
を
定
め
た
場
合
に
は
、
当
該
障
害
の
種
類 

十
一 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

十
二 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
三
十
八
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
障
害
児
に
対
し
、
適
切
な
指
定
児
童
発
達
支
援

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
ご
と
に
、
従
業
者
の
勤
務
の

体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
指
定
児
童
発

達
支
援
事
業
所
の
従
業
者
に
よ
っ
て
指
定
児
童
発
達
支
援
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
障
害
児
の
支
援
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
業
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

３ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
三
十
九
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、利
用
定
員
及
び
指
導
訓
練
室
の
定
員
を
超
え
て
、

指
定
児
童
発
達
支
援
の
提
供
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む

を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
四
十
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な

設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
非
常
災
害
時
の
関

係
機
関
へ
の
通
報
及
び
連
絡
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
従
業
者
に
周
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ
の

他
必
要
な
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
障
害
児
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に

お
い
て
必
要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
四
十
一
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
障
害
児
の
使
用
す
る
設
備
及
び
飲
用
に
供
す
る

水
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
健

康
管
理
等
に
必
要
と
な
る
機
械
器
具
等
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中



毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
協
力
医
療
機
関
） 

第
四
十
二
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
障
害
児
の
病
状
の
急
変
等
に
備
え
る
た
め
、
あ

ら
か
じ
め
、
協
力
医
療
機
関
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
掲
示
） 

第
四
十
三
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
見
や
す
い
場
所

に
、
運
営
規
程
の
概
要
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
、
前
条
の
協
力
医
療
機
関
そ
の
他
の
利
用
申

込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
身
体
拘
束
等
の
禁
止
） 

第
四
十
四
条 

身
体
拘
束
等
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
虐
待
等
の
禁
止
） 

第
四
十
五
条 

虐
待
等
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

（
懲
戒
に
係
る
権
限
の
濫
用
禁
止
） 

第
四
十
六
条 

懲
戒
に
係
る
権
限
の
濫
用
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
六
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
四
十
七
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

（
情
報
の
提
供
等
） 

第
四
十
八
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
障

害
児
が
、
こ
れ
を
適
切
か
つ
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者

が
実
施
す
る
事
業
の
内
容
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
に
つ
い
て
広
告
を
す
る

場
合
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
を
虚
偽
の
も
の
又
は
誇
大
な
も
の
と
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
利
益
供
与
等
の
禁
止
） 

第
四
十
九
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
若
し
く
は
障
害
者
自

立
支
援
法
第
五
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
一
般
相
談
支
援
事
業
若
し
く
は
特
定
相
談
支
援
事
業

を
行
う
者
（
次
項
及
び
第
百
三
十
七
条
に
お
い
て
「
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
等
」
と
い
う
。
）
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者
等
又
は
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
障
害
児
又
は
そ
の
家
族
に
対
し

て
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産

上
の
利
益
を
供
与
し
て
は
な
ら
な
い
。 



２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
等
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
者
等
又
は
そ
の
従
業
者
か
ら
、
障
害
児
又
は
そ
の
家
族
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、

金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
収
受
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
苦
情
解
決
） 

第
五
十
条 
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
児
童
発
達
支
援
に
関
す
る
障

害
児
又
は
通
所
給
付
決
定
保
護
者
そ
の
他
の
当
該
障
害
児
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適

切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の
内

容
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
児
童
発
達
支
援
に
関
し
、
法
第
二
十

一
条
の
五
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
又
は
市
町
村
長
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に

お
い
て
「
知
事
等
」
と
い
う
。
）
が
行
う
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若

し
く
は
提
示
の
命
令
又
は
当
該
職
員
か
ら
の
質
問
若
し
く
は
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
の
設

備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
検
査
に
応
じ
、
及
び
障
害
児
又
は
通
所
給
付
決
定
保

護
者
そ
の
他
の
当
該
障
害
児
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
知
事
等
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る

と
と
も
に
、
知
事
等
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て

必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
知
事
等
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
改
善

の
内
容
を
知
事
等
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
八

十
三
条
に
規
定
す
る
運
営
適
正
化
委
員
会
が
同
法
第
八
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
行
う
調
査
又
は

あ
っ
せ
ん
に
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
五
十
一
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又
は
そ

の
自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
（
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
児
童
発
達
支
援
事
業
所
に

お
い
て
、
指
定
児
童
発
達
支
援
の
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）
は
、
通
常
の
事
業
の
実
施
地

域
の
障
害
児
の
福
祉
に
関
し
、
そ
の
家
庭
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
を
行
う
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
事
故
発
生
時
の
対
応
） 

第
五
十
二
条 

事
故
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 



（
会
計
の
区
分
） 

第
五
十
三
条 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
ご
と
に
経
理
を
区

分
す
る
と
と
も
に
、
指
定
児
童
発
達
支
援
の
事
業
の
会
計
を
そ
の
他
の
事
業
の
会
計
と
区
分
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
五
十
四
条 
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す
る
諸

記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
障
害
児
に
対
す
る
指
定
児
童
発
達
支
援
の
提
供
に
関
す
る

次
に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
当
該
指
定
児
童
発
達
支
援
を
提
供
し
た
日
か
ら
五
年
間
保
存
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
指
定
児
童
発
達
支
援
に
係
る
必
要
な
事
項
の

提
供
の
記
録 

二 

児
童
発
達
支
援
計
画 

三 

第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
市
町
村
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

四 

省
令
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
身
体
拘
束
等
の
記
録 

五 

第
五
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 

六 

省
令
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て

の
記
録 

第
五
款 

基
準
該
当
通
所
支
援
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
五
十
五
条 

児
童
発
達
支
援
に
係
る
基
準
該
当
通
所
支
援
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
基
準
該

当
児
童
発
達
支
援
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の

章
に
お
い
て
「
基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数

に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
設
備
） 

第
五
十
六
条 

基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
事
業
所
は
、
指
導
訓
練
を
行
う
場
所
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
の
提
供
に
必
要
な
設
備
及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
指
導
訓
練
を
行
う
場
所
は
、
訓
練
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
及
び
備
品
等
は
、
専
ら
当
該
基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
の
事
業
の

用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
障
害
児
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
利
用
定
員
） 



第
五
十
七
条 

基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
事
業
所
は
、
そ
の
利
用
定
員
を
十
人
以
上
と
す
る
。 

（
準
用
） 

第
五
十
八
条 

第
五
条
、
第
七
条
及
び
前
款
（
第
十
一
条
、
第
二
十
三
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、

第
二
十
四
条
、
第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
三
条
、
第
四
十
六
条
並
び
に
第

五
十
一
条
第
二
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
基
準
該
当
児
童
発
達
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
中
「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お

い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条

の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
二
条
」
と
、
第
十
四
条
中
「
第
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
四
条
」
と
、
第
三
十
条
中
「
第
三
十
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
条
」
と
、
第
四
十
四
条
中
「
第

四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
四
条
」
と
、

第
四
十
五
条
中
「
第
四
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令

第
四
十
五
条
」
と
、
第
四
十
七
条
中
「
第
四
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お

い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
七
条
」
と
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
二
条
」
と
、
第
五
十
四
条
第
二
項
第
一
号
中

「
第
二
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
」
と
、
同
項

第
三
号
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
五
条
」

と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
四
十
四
条
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
五
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
八
条
に
お
い

て
準
用
す
る
第
五
十
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条

の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
二
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
指
定
生
活
介
護
事
業
所
に
関
す
る
特
例
） 

第
五
十
九
条 

指
定
生
活
介
護
事
業
者
（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七

十
一
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」
と
い
う
。
）
第
七
十

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
生
活
介
護
事
業
者
を
い
う
。
）
が
地
域
に
お
い
て
児
童
発
達
支

援
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
に
よ
り
児
童
発
達
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
障
害
児
に

対
し
て
指
定
生
活
介
護
（
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
七
十
七
条
に
規
定
す
る
指
定
生

活
介
護
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
生
活
介
護
」
と
い
う
。
）
を
提
供
す
る
場
合

に
お
け
る
当
該
指
定
生
活
介
護
を
行
う
指
定
生
活
介
護
事
業
所
（
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

基
準
第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
生
活
介
護
事
業
所
を
い
う
。
）
に
関
す
る
特
例
に

係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
四
条
の
六
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
指
定
通
所
介
護
事
業
所
に
関
す
る
特
例
） 

第
六
十
条 

指
定
通
所
介
護
事
業
者
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営



に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
七
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
居
宅

サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」
と
い
う
。
）
第
九
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
通
所
介
護
事
業
者
を

い
う
。
）
が
地
域
に
お
い
て
児
童
発
達
支
援
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
に
よ
り
児
童
発
達

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
障
害
児
に
対
し
て
指
定
通
所
介
護
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基

準
第
九
十
二
条
に
規
定
す
る
指
定
通
所
介
護
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
通
所
介

護
」
と
い
う
。
）
を
提
供
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
指
定
通
所
介
護
を
行
う
指
定
通
所
介
護
事

業
所
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
九
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
通
所
介
護
事
業
所

を
い
う
。
）
に
関
す
る
特
例
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
四
条
の
七
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

第
三
節 

医
療
型
児
童
発
達
支
援 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
六
十
一
条 

医
療
型
児
童
発
達
支
援
に
係
る
指
定
通
所
支
援
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定

医
療
型
児
童
発
達
支
援
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
障
害
児
が
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
動

作
及
び
知
識
技
能
を
習
得
し
、
並
び
に
集
団
生
活
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
障

害
児
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
適
切
か
つ
効
果
的

な
指
導
及
び
訓
練
並
び
に
治
療
を
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
六
十
二
条 

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定

医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
章
に

お
い
て
「
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に

係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
準
用
） 

第
六
十
三
条 

第
七
条
の
規
定
は
、
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
七
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
） 

第
六
十
四
条 

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
八
条

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
定
員
） 

第
六
十
五
条 

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
所
は
、
そ
の
利
用
定
員
を
十
人
以
上
と
す
る
。 

（
通
所
利
用
者
負
担
額
の
受
領
） 



第
六
十
六
条 

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
を
提
供
し

た
際
は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
当
該
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
に
係
る
通
所
利
用
者

負
担
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
医
療
型
児
童
発

達
支
援
を
提
供
し
た
際
は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を

受
け
る
も
の
と
す
る
。 

一 

当
該
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
に
係
る
指
定
通
所
支
援
費
用
基
準
額 

二 

当
該
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
の
う
ち
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
（
食
事
療
養
（
健
康

保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
六
十
三
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
事
療

養
を
い
う
。
）
を
除
く
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
も
の
に
つ
き
健
康
保
険

の
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額 

３ 

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指
定
医
療

型
児
童
発
達
支
援
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の

額
の
支
払
を
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用 

二 

日
用
品
費 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便

宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で

あ
っ
て
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
省
令
第
六
十
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
費
用
の
額
の
支
払
を

受
け
た
場
合
は
、
当
該
費
用
に
係
る
領
収
証
を
当
該
費
用
の
額
を
支
払
っ
た
通
所
給
付
決
定
保

護
者
に
対
し
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
第
三
項
の
費
用
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た

っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
障
害
児
通
所
給
付
費
の
額
に
係
る
通
知
等
） 

第
六
十
七
条 

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
に
よ
り
指
定
医
療
型
児

童
発
達
支
援
に
係
る
障
害
児
通
所
給
付
費
又
は
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
費
の
支
給
を
受
け
た

場
合
は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
、
当
該
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
係
る
障
害
児
通
所

給
付
費
及
び
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
費
の
額
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
前
条
第
二
項
の
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定

医
療
型
児
童
発
達
支
援
に
係
る
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
医



療
型
児
童
発
達
支
援
の
内
容
、
費
用
の
額
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
証
明
書
を
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
関
す
る
市
町
村
へ
の
通
知
） 

第
六
十
八
条 

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
を
受
け
て

い
る
障
害
児
に
係
る
通
所
給
付
決
定
保
護
者
が
偽
り
そ
の
他
不
正
な
行
為
に
よ
っ
て
障
害
児
通

所
給
付
費
若
し
く
は
特
例
障
害
児
通
所
給
付
費
又
は
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
費
の
支
給
を
受

け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を
付
し
て
そ
の
旨
を
市
町
村
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
六
十
九
条 

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
者
は
、
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
所
ご

と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
を
定
め
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

利
用
定
員 

五 

指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
の
内
容
並
び
に
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
受
領
す
る
費
用

の
種
類
及
び
そ
の
額 

六 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
（
当
該
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
所
が
通
常
時
に
指
定

医
療
型
児
童
発
達
支
援
を
提
供
す
る
地
域
を
い
う
。
） 

七 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

八 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

九 

非
常
災
害
対
策 

十 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

十
一 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
準
用
） 

第
七
十
条 

第
十
二
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
、
第
二
十
六
条
か
ら
第
三
十
四
条

ま
で
、
第
三
十
六
条
、
第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
、
第
四
十
三
条
か
ら
第
四
十
七
条

ま
で
、
第
四
十
八
条
第
一
項
、
第
四
十
九
条
か
ら
第
五
十
二
条
ま
で
及
び
第
五
十
四
条
の
規
定

は
、
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十

二
条
中
「
第
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
二
条
」
と
、

第
十
四
条
中
「
第
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
四
条
」

と
、
第
十
六
条
中
「
い
う
。
第
三
十
七
条
第
六
号
及
び
」
と
あ
る
の
は
「
い
う
。
」
と
、
第
二

十
二
条
第
二
項
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
六
条
」
と
、
第
二
十
七
条
中
「
児
童
発
達



支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
医
療
型
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と
、
第
三
十
条
中
「
第
三
十
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
条
」
と
、
第
三
十
四
条
中
「
医

療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
他
の
専
門
医
療
機
関
」
と
、
第
四
十
三
条
中
「
従
業
者
の
勤
務
の
体

制
、
前
条
の
協
力
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
」
と
、
第
四
十
四
条
中

「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
四
条
」
と
、

第
四
十
五
条
中
「
第
四
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四

十
五
条
」
と
、
第
四
十
六
条
中
「
第
四
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
四
十
六
条
」
と
、
第
四
十
七
条
中
「
第
四
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
七
条
」
と
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
二
条
」
と
、
第
五
十
四
条
第
二
項
第
一
号
中

「
第
二
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
」
と
、
同
項
第

三
号
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
八
条
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
四
十
四
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
四
条
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第

五
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第

五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
二
条
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。 

第
四
節 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
七
十
一
条 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
指
定
通
所
支
援
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指

定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
障
害
児
が
生
活
能
力
の
向
上
の
た
め

に
必
要
な
訓
練
を
行
い
、
及
び
社
会
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
障
害
児
の

身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
適
切
か
つ
効
果
的
な
指
導

及
び
訓
練
を
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
七
十
二
条 

指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指

定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指

定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準

は
、
省
令
第
六
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
準
用
） 

第
七
十
三
条 

第
七
条
及
び
第
八
条
の
規
定
は
、
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
中
「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
七
条
に

お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
条
」
と
、
第
八
条
中
「
第
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
七
条
に

お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
八
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 



第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
） 

第
七
十
四
条 

指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
、
指
導
訓
練
室
、
相
談
室
及
び
便
所
並

び
に
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な
設
備
及
び
備
品
等
を
設
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
指
導
訓
練
室
は
、
障
害
児
一
人
当
た
り
の
床
面
積
を
二
・
四
七
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
と
し
、
訓
練
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
及
び
備
品
等
は
、
専
ら
当
該
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
障
害
児
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
利
用
定
員
） 

第
七
十
五
条 

指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
、そ
の
利
用
定
員
を
十
人
以
上
と
す
る
。 

（
通
所
利
用
者
負
担
額
の
受
領
） 

第
七
十
六
条 

指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
た
際
は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
当
該
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
通
所

利
用
者
負
担
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
際
は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
、
当
該
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
に
係
る
指
定
通
所
支
援
費
用
基
準
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指
定
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お

い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
負
担
さ
せ

る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
額
の
支
払
を
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。 

４ 

指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、前
三
項
の
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、

当
該
費
用
に
係
る
領
収
証
を
当
該
費
用
の
額
を
支
払
っ
た
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
交
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
第
三
項
の
費
用
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当

た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費

用
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
準
用
） 

第
七
十
七
条 

第
十
二
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
、
第
三
十

二
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
、
第
四
十



七
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
五
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
及
び

第
六
十
九
条
の
規
定
は
、
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
中
「
第
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
十
二
条
」
と
、
第
十
四
条
中
「
第
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
に
お
い
て

準
用
す
る
省
令
第
十
四
条
」
と
、
第
十
六
条
中
「
い
う
。
第
三
十
七
条
第
六
号
及
び
第
五
十
一

条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
い
う
。
第
七
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
九
条
第
六
号
」

と
、
第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
六
条
」
と
、
第
二
十
七
条
中
「
児

童
発
達
支
援
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
と
、
第
三
十
条
中
「
第

三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
条
」
と
、
第
四
十
三

条
中
「
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
、
前
条
の
協
力
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
の
勤
務
の

体
制
」
と
、
第
四
十
四
条
中
「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す

る
省
令
第
四
十
四
条
」
と
、
第
四
十
五
条
中
「
第
四
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
に

お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
五
条
」
と
、
第
四
十
七
条
中
「
第
四
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
七
条
」
と
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
二
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
二
条
」
と
、
第
五
十
四
条
第
二
項

第
一
号
中
「
第
二
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
」

と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三

十
五
条
」
と
、
同
項
第
四
号
中
「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
四
十
四
条
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
五
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
七
条
に

お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十

一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
二
条
」
と
、
第
六
十
九
条
第
六
号
中
「
実
施
地
域
（
当

該
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
事
業
所
が
通
常
時
に
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
を
提
供
す
る

地
域
を
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
地
域
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
五
款 

基
準
該
当
通
所
支
援
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
七
十
八
条 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
基
準
該
当
通
所
支
援
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

「
基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
の
事
業
を
行
う
者
が
当
該
事
業
を
行
う

事
業
所
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
と
い
う
。
）

に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
十
一
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
設
備
） 

第
七
十
九
条 

基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
は
、
指
導
訓
練
を
行
う
場
所
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な
設
備
及
び
備
品
等

を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



２ 

前
項
に
規
定
す
る
指
導
訓
練
を
行
う
場
所
は
、
訓
練
に
必
要
な
機
械
器
具
等
を
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

３ 
第
一
項
に
規
定
す
る
設
備
及
び
備
品
等
は
、
専
ら
当
該
基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
障
害
児
の
支
援
に
支
障
が
な

い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
準
用
） 

第
八
十
条 

第
七
条
、
第
十
二
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
五
条
第
二
項
、
第
二
十
六
条

か
ら
第
三
十
条
ま
で
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
八
条
、

第
三
十
九
条
、
第
四
十
条
（
第
三
項
を
除
く
。
）
、
第
四
十
一
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
、
第

四
十
七
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
五
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
二
条
か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
、

第
五
十
九
条
、
第
六
十
条
、
第
六
十
九
条
、
第
七
十
一
条
、
第
七
十
五
条
及
び
第
七
十
六
条
（
第

一
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
基
準
該
当
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
中
「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
四
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
七
条
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の

四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
二
条
」
と
、
第
十
四
条
中
「
第
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

七
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
四
条
」
と
、
第
三
十
条
中
「
第
三
十
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
条
」
と
、
第
四
十
四
条
中
「
第

四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
四
条
」
と
、

第
四
十
五
条
中
「
第
四
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令

第
四
十
五
条
」
と
、
第
四
十
七
条
中
「
第
四
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
四
に
お

い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
七
条
」
と
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

七
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
二
条
」
と
、
第
五
十
四
条
第
二
項
第
一
号
中

「
第
二
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
」
と
、
同
項
第

三
号
中
「
第
三
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
五
条
」
と
、

同
項
第
四
号
中
「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令

第
四
十
四
条
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
五
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
条
に
お
い
て
準
用

す
る
第
五
十
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
四
に

お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
二
条
」
と
、
第
五
十
九
条
中
「
第
五
十
四
条
の
六
」
と
あ
る
の

は
「
第
七
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
四
条
の
六
」
と
、
第
六
十
条
中
「
第

五
十
四
条
の
七
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
一
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
四
条
の

七
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
五
節 

保
育
所
等
訪
問
支
援 

第
一
款 

基
本
方
針 

第
八
十
一
条 

保
育
所
等
訪
問
支
援
に
係
る
指
定
通
所
支
援
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
保



育
所
等
訪
問
支
援
」
と
い
う
。
）
の
事
業
は
、
障
害
児
が
障
害
児
以
外
の
児
童
と
の
集
団
生
活

に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
障
害
児
の
身
体
及
び
精
神
の
状
況
並
び
に
そ
の
置
か

れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
適
切
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
行
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
八
十
二
条 
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
保

育
所
等
訪
問
支
援
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
章
に
お
い

て
「
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
所
」
と
い
う
。
）
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基

準
は
、
省
令
第
七
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
準
用
） 

第
八
十
三
条 

第
七
条
の
規
定
は
、
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
中
「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る

省
令
第
七
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
三
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
） 

第
八
十
四
条 

指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
所
に
は
、
事
業
の
運
営
を
行
う
た
め
に
必
要
な
広

さ
を
有
す
る
専
用
の
区
画
を
設
け
る
ほ
か
、
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
提
供
に
必
要
な
設
備

及
び
備
品
等
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
設
備
及
び
備
品
等
は
、
専
ら
当
該
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
事
業
の
用

に
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
障
害
児
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

第
四
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
身
分
を
証
す
る
書
類
の
携
行
） 

第
八
十
五
条 

指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
者
は
、
従
業
者
に
身
分
を
証
す
る
書
類
を
携
行
さ

せ
、
初
回
訪
問
時
及
び
障
害
児
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
そ
の
他
の
当
該
障
害
児
の
家
族
又
は

訪
問
す
る
施
設
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
す
べ
き
旨
を
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
通
所
利
用
者
負
担
額
の
受
領
） 

第
八
十
六
条 

指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
者
は
、
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
を
提
供
し
た
際

は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
当
該
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
に
係
る
通
所
利
用
者
負
担
額

の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
者
は
、
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
保
育
所
等
訪
問
支

援
を
提
供
し
た
際
は
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
、
当
該
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
に
係
る

指
定
通
所
支
援
費
用
基
準
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 



３ 

指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
者
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
通
所
給
付
決

定
保
護
者
の
選
定
に
よ
り
通
常
の
事
業
の
実
施
地
域
（
当
該
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
所

が
通
常
時
に
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
を
提
供
す
る
地
域
を
い
う
。
次
条
第
五
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
以
外
の
地
域
に
お
い
て
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
を
提
供
す
る
場
合
は
、
そ
れ
に
要
し

た
交
通
費
の
額
の
支
払
を
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
者
は
、
前
三
項
の
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
当

該
費
用
に
係
る
領
収
証
を
当
該
費
用
の
額
を
支
払
っ
た
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
交
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
者
は
、
第
三
項
の
交
通
費
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
通

所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
、
そ
の
額
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
通
所
給
付
決
定
保
護
者
の
同

意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
運
営
規
程
） 

第
八
十
七
条 

指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
者
は
、指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
所
ご
と
に
、

次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
の
重
要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

一 

事
業
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

営
業
日
及
び
営
業
時
間 

四 

指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
内
容
並
び
に
通
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
受
領
す
る
費
用
の

種
類
及
び
そ
の
額 

五 

通
常
の
事
業
の
実
施
地
域 

六 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

七 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

八 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

九 

そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
準
用
） 

第
八
十
八
条 

第
十
二
条
か
ら
第
二
十
二
条
ま
で
、
第
二
十
四
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
、
第
三
十

二
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
三
条
か

ら
第
四
十
五
条
ま
で
、
第
四
十
七
条
か
ら
第
五
十
条
ま
で
、
第
五
十
一
条
第
一
項
及
び
第
五
十

二
条
か
ら
第
五
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
指
定
保
育
所
等
訪
問
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
二
条
中
「
第
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
九
条
に
お
い

て
準
用
す
る
省
令
第
十
二
条
」
と
、
第
十
四
条
中
「
第
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
十
四
条
」
と
、
第
十
六
条
中
「
い
う
。
第
三
十
七
条
第
六
号
及
び

第
五
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
と
あ
る
の
は
「
い
う
。
」
と
、
第
二
十
二
条
第
二
項



中
「
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
六
条
」
と
、
第
二
十
七
条
中
「
児
童
発
達
支
援
計
画
」
と

あ
る
の
は
「
保
育
所
等
訪
問
支
援
計
画
」
と
、
第
三
十
条
中
「
第
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
条
」
と
、
第
四
十
三
条
中
「
従
業
者
の
勤
務
の
体

制
、
前
条
の
協
力
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
」
と
、
第
四
十
四
条
中

「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
四
条
」
と
、

第
四
十
五
条
中
「
第
四
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四

十
五
条
」
と
、
第
四
十
七
条
中
「
第
四
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
四
十
七
条
」
と
、
第
五
十
二
条
中
「
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
五
十
二
条
」
と
、
第
五
十
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
十
一
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
一
条
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
三

十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
五
条
」
と
、
同
項
第
四
号

中
「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
四
条
」
と
、

同
項
第
五
号
中
「
第
五
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
八
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
条
」

と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令

第
五
十
二
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
六
節 

多
機
能
型
事
業
所
に
関
す
る
特
例 

（
従
業
者
の
員
数
に
関
す
る
特
例
） 

第
八
十
九
条 

多
機
能
型
事
業
所
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
関
す
る
特
例
に
係
る
基
準
は
、

省
令
第
八
十
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
設
備
に
関
す
る
特
例
） 

第
九
十
条 

多
機
能
型
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
配
慮

し
つ
つ
、一
体
的
に
事
業
を
行
う
他
の
多
機
能
型
事
業
所
の
設
備
を
兼
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
利
用
定
員
に
関
す
る
特
例
） 

第
九
十
一
条 

多
機
能
型
事
業
所
（
こ
の
章
に
規
定
す
る
事
業
の
み
を
行
う
多
機
能
型
事
業
所
に

限
る
。
）
は
、
第
十
一
条
、
第
六
十
五
条
及
び
第
七
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
利

用
定
員
を
、
当
該
多
機
能
型
事
業
所
が
行
う
全
て
の
指
定
通
所
支
援
の
事
業
を
通
じ
て
十
人
以

上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

利
用
定
員
の
合
計
が
二
十
人
以
上
で
あ
る
多
機
能
型
事
業
所
（
こ
の
章
に
規
定
す
る
事
業
の

み
を
行
う
多
機
能
型
事
業
所
を
除
く
。
）
は
、
第
十
一
条
、
第
六
十
五
条
及
び
第
七
十
五
条
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
児
童
発
達
支
援
、
指
定
医
療
型
児
童
発
達
支
援
又
は
指
定
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
定
員
を
五
人
以
上
（
指
定
児
童
発
達
支
援
の
事
業
、
指
定
医
療
型
児

童
発
達
支
援
の
事
業
又
は
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
併
せ
て
行
う
場
合
に
あ
っ

て
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
五
人
以
上
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
主
と
し
て
重
症
心
身
障
害
児
を
通
わ
せ
る
多
機
能
型
事
業



所
は
、
第
十
一
条
、
第
六
十
五
条
及
び
第
七
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
利
用
定
員

を
五
人
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
多
機
能
型
事
業
所
は
、
主
と
し
て
重
度
の
知
的
障
害
及
び

重
度
の
上
肢
、
下
肢
又
は
体
幹
の
機
能
の
障
害
が
重
複
し
て
い
る
障
害
者
に
つ
き
行
う
生
活
介

護
の
事
業
を
併
せ
て
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
十
一
条
、
第
六
十
五
条
及
び
第
七
十
五
条
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
利
用
定
員
を
、
当
該
多
機
能
型
事
業
所
が
行
う
全
て
の
事
業
を
通

じ
て
五
人
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

山
村
振
興
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
振
興
山
村
そ
の
他
の
地
域
の
う
ち
、
将
来
的
に
も
利
用
者
の
確
保
の
見
込
み
が
な
い
も
の
と

し
て
知
事
が
認
め
る
も
の
に
お
い
て
事
業
を
行
う
多
機
能
型
事
業
所
（
こ
の
章
に
規
定
す
る
事

業
の
み
を
行
う
多
機
能
型
事
業
所
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
中
「
二
十
人
」
と
あ
る

の
は
「
十
人
」
と
す
る
。 

第
三
章 

指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等 

第
一
節 

総
則 

（
定
義
） 

第
九
十
二
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
法
、

施
行
令
、
施
行
規
則
及
び
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
十
六
号
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。 

（
指
定
障
害
児
入
所
施
設
の
指
定
） 

第
九
十
三
条 

法
第
二
十
四
条
の
九
第
二
項
（
法
第
二
十
四
条
の
十
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
二
項
第
一
号
の
条
例
で

定
め
る
者
は
、
施
行
規
則
第
二
十
五
条
の
二
十
一
の
二
に
規
定
す
る
者
と
す
る
。 

（
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
一
般
原
則
） 

第
九
十
四
条 

指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
入
所
給
付
決
定
保
護
者
及
び
障
害
児
の
意
向
、
障

害
児
の
適
性
、
障
害
の
特
性
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
た
計
画
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
入

所
支
援
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
障
害
児
に
対
し
て
指
定
入
所
支
援
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
継
続
的
な
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
そ
の
他
の
措
置

を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
障
害
児
に
対
し
て
適
切
か
つ
効
果
的
に
指
定
入
所
支
援
を
提
供
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
当
該
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
を
利
用
す
る
障
害
児
の
意
思

及
び
人
格
を
尊
重
し
て
、
常
に
当
該
障
害
児
の
立
場
に
立
っ
た
指
定
入
所
支
援
の
提
供
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
地
域
及
び
家
庭
と
の
結
び
付
き
を
重
視
し
た
運
営
を
行
い
、



県
、
市
町
村
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者
、
他
の
児
童
福
祉
施
設
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ

ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
者
と
の
密
接
な
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
当
該
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
を
利
用
す
る
障
害
児
の
人
権

の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た
め
、
責
任
者
を
設
置
す
る
等
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

５ 

指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
は
、
当
該
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
を
利
用
す
る
障
害
児
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
事
故
の
防
止
及
び
防
犯
に
関
す
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 第

二
節 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
九
十
五
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、
省

令
第
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

第
二
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
） 

第
九
十
六
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

第
三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
） 

第
九
十
七
条 

内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
六
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
提
供
拒
否
の
禁
止
） 

第
九
十
八
条 

提
供
拒
否
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る

こ
と
と
す
る
。 

（
あ
っ
せ
ん
、
調
整
及
び
要
請
に
対
す
る
協
力
） 

第
九
十
九
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
法
第
二
十
四
条
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
指
定
入
所
支
援
の
利
用
に
つ
い
て
県
が
行
う
あ
っ
せ
ん
、
調
整
及
び
要
請
に
対
し
、
で
き
る

限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
サ
ー
ビ
ス
提
供
困
難
時
の
対
応
） 

第
百
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
指
定
入
所
支
援
の
利
用
の
申
込
み
を
行
っ
た
入
所

給
付
決
定
保
護
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
百
三
十
一
条
に
お
い
て
「
利
用
申
込
者
」
と
い
う
。
）

に
係
る
障
害
児
が
入
院
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
そ
の
他
利
用
申
込
者
に
係
る
障
害
児
に
対
し

自
ら
適
切
な
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
適
切
な
病
院
又
は
診
療
所
の
紹



介
そ
の
他
の
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
受
給
資
格
の
確
認
） 

第
百
一
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、指
定
入
所
支
援
の
提
供
を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、

入
所
給
付
決
定
保
護
者
の
提
示
す
る
入
所
受
給
者
証
に
よ
っ
て
、
入
所
給
付
決
定
の
有
無
、
給

付
決
定
期
間
等
を
確
か
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
障
害
児
入
所
給
付
費
の
支
給
の
申
請
に
係
る
援
助
） 

第
百
二
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
入
所
給
付
決
定
を
受
け
て
い
な
い
者
か
ら
利
用

の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て
速
や
か
に
障
害
児
入
所
給
付
費
の

支
給
の
申
請
が
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
入
所
給
付
決
定
に
通
常
要
す
べ
き
標
準
的
な
期
間
を
考

慮
し
、
給
付
決
定
期
間
の
終
了
に
伴
う
障
害
児
入
所
給
付
費
の
支
給
申
請
に
つ
い
て
、
必
要
な

援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
心
身
の
状
況
等
の
把
握
） 

第
百
三
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
指
定
入
所
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
障
害

児
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
状
況
等
の
把
握
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
居
住
地
の
変
更
が
見
込
ま
れ
る
者
へ
の
対
応
） 

第
百
四
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
入
所
給
付
決
定
保
護
者
の
居
住
地
の
変
更
が
見

込
ま
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
速
や
か
に
県
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
入
退
所
の
記
録
の
記
載
等
） 

第
百
五
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
入
所
又
は
退
所
に
際
し
て
は
、
当
該
指
定
福
祉

型
障
害
児
入
所
施
設
の
名
称
、
入
所
又
は
退
所
の
年
月
日
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
（
次
項
に
お

い
て
「
入
所
受
給
者
証
記
載
事
項
」
と
い
う
。
）
を
、
そ
の
入
所
給
付
決
定
保
護
者
の
入
所
受

給
者
証
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
入
所
受
給
者
証
記
載
事
項
を
遅
滞
な
く
県
に
対
し
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
入
所
し
て
い
る
障
害
児
の
数
の
変
動
が
見
込
ま
れ
る
場

合
に
お
い
て
は
、
速
や
か
に
県
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
記
録
） 

第
百
六
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
指
定
入
所
支
援
を
提
供
し
た
際
は
、
提
供
日
、

内
容
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
に
際
し
て
は
、
入
所
給
付
決

定
保
護
者
か
ら
指
定
入
所
支
援
を
提
供
し
た
こ
と
に
つ
い
て
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
が
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
金
銭
の



支
払
の
範
囲
等
） 

第
百
七
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
が
、
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
て
金
銭
の
支
払

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
当
該
金
銭
の
使
途
が
直
接
入
所
給
付
決
定
に
係
る
障
害
児
の

便
益
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
支
払
を
求
め
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
際
は
、
当
該
金
銭
の
使
途
及
び
額
並
び
に
入
所

給
付
決
定
保
護
者
に
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
書
面
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
て
説
明
を
行
い
、
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
次
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
に
規
定
す
る
支
払
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
入
所
利
用
者
負
担
額
の
受
領
） 

第
百
八
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
指
定
入
所
支
援
を
提
供
し
た
際
は
、
入
所
給
付

決
定
保
護
者
か
ら
当
該
指
定
入
所
支
援
に
係
る
入
所
利
用
者
負
担
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と

す
る
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
入
所
支
援
を
提
供
し

た
際
は
、
入
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
、
当
該
指
定
入
所
支
援
に
係
る
指
定
入
所
支
援
費
用
基

準
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指
定
入
所
支
援

に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
入
所

給
付
決
定
保
護
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
及
び
光
熱
水
費
（
法
第
二
十
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
特
定
入
所
障
害
児
食
費
等
給
付
費
が
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
施

行
令
第
二
十
七
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
食
費
等
の
基
準
費
用
額
（
法
第
二
十
四
条
の
七

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
四
条
の
三
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
入
所
障
害
児

食
費
等
給
付
費
が
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
代
わ
り
当
該
指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
に

支
払
わ
れ
た
場
合
は
、
施
行
令
第
二
十
七
条
の
六
第
一
項
に
規
定
す
る
食
費
等
の
負
担
限
度

額
）
を
限
度
と
す
る
。
） 

二 

日
用
品
費 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
入
所
支
援
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る

費
用
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
入

所
給
付
決
定
保
護
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
省
令
第
十
七
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け

た
場
合
は
、
当
該
費
用
に
係
る
領
収
証
を
当
該
費
用
の
額
を
支
払
っ
た
入
所
給
付
決
定
保
護
者



に
対
し
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
第
三
項
の
費
用
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に
つ

い
て
説
明
を
行
い
、
入
所
給
付
決
定
保
護
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
入
所
利
用
者
負
担
額
に
係
る
管
理
） 

第
百
九
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
入
所
給
付
決
定
に
係
る
障
害
児
が
同
一
の
月
に

当
該
指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
が
提
供
す
る
指
定
入
所
支
援
及
び
他
の
指
定
障
害
児
入
所

施
設
等
が
提
供
す
る
指
定
入
所
支
援
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
指
定
入
所
支
援
に
係
る
入

所
利
用
者
負
担
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
所
利
用
者
負
担
額
合
計
額
」
と
い

う
。
）
を
算
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
福
祉
型
障
害
児
入

所
施
設
は
、
こ
れ
ら
の
指
定
入
所
支
援
の
状
況
を
確
認
の
上
、
入
所
利
用
者
負
担
額
合
計
額
を

県
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
当
該
入
所
給
付
決
定
保
護
者
及
び
当
該
他
の
指
定
入
所
支
援
を
提

供
し
た
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
障
害
児
入
所
給
付
費
等
の
額
に
係
る
通
知
等
） 

第
百
十
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
に
よ
り
指
定
入
所
支
援
に
係
る

障
害
児
入
所
給
付
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
は
、
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
、
当
該
入
所

給
付
決
定
保
護
者
に
係
る
障
害
児
入
所
給
付
費
の
額
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
第
百
八
条
第
二
項
の
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定

入
所
支
援
に
係
る
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
入
所
支
援
の
内

容
、
費
用
の
額
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
証
明
書
を
入
所

給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
定
入
所
支
援
の
取
扱
方
針
） 

第
百
十
一
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
入
所
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
障
害
児
の
心
身

の
状
況
等
に
応
じ
て
、
そ
の
者
の
支
援
を
適
切
に
行
う
と
と
も
に
、
指
定
入
所
支
援
の
提
供
が

漫
然
か
つ
画
一
的
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
従
業
者
は
、
指
定
入
所
支
援
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
懇

切
丁
寧
を
旨
と
し
、
入
所
給
付
決
定
保
護
者
及
び
障
害
児
に
対
し
、
支
援
上
必
要
な
事
項
に
つ

い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
説
明
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
そ
の
提
供
す
る
指
定
入
所
支
援
の
質
の
評
価
を
行
い
、

常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
入
所
支
援
計
画
の
作
成
等
） 

第
百
十
二
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
管
理
者
は
、
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
に
入

所
支
援
計
画
の
作
成
に
関
す
る
業
務
を
担
当
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
入
所
支
援
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
方
法
に



よ
り
、
障
害
児
に
つ
い
て
、
そ
の
有
す
る
能
力
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
及
び
日
常
生
活
全

般
の
状
況
等
の
評
価
を
通
じ
て
入
所
給
付
決
定
保
護
者
及
び
障
害
児
の
希
望
す
る
生
活
並
び
に

課
題
等
の
把
握
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
。
）
を
行
い
、
障
害
児

の
発
達
を
支
援
す
る
上
で
の
適
切
な
支
援
内
容
の
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
給
付
決
定
保
護
者

及
び
障
害
児
に
面
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
児
童
発
達
支
援
管
理
責

任
者
は
、
面
接
の
趣
旨
を
入
所
給
付
決
定
保
護
者
及
び
障
害
児
に
対
し
て
十
分
に
説
明
し
、
理

解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
支
援
内
容
の
検
討
結
果
に
基
づ
き
、

入
所
給
付
決
定
保
護
者
及
び
障
害
児
の
生
活
に
対
す
る
意
向
、
障
害
児
に
対
す
る
総
合
的
な
支

援
目
標
及
び
そ
の
達
成
時
期
、
生
活
全
般
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
課
題
、
指
定
入
所
支
援

の
具
体
的
内
容
、
指
定
入
所
支
援
を
提
供
す
る
上
で
の
留
意
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載

し
た
入
所
支
援
計
画
の
原
案
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
入
所
支
援
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
児
に
対
す

る
指
定
入
所
支
援
の
提
供
に
当
た
る
担
当
者
等
を
招
集
し
て
行
う
会
議
を
開
催
し
、
入
所
支
援

計
画
の
原
案
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
入
所
支
援
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
給
付
決
定

保
護
者
及
び
障
害
児
に
対
し
、
当
該
入
所
支
援
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
、
文
書
に
よ
り
そ
の
同

意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

７ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
入
所
支
援
計
画
を
作
成
し
た
際
に
は
、
当
該
入
所
支
援
計

画
を
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

８ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
入
所
支
援
計
画
の
作
成
後
、
入
所
支
援
計
画
の
実
施
状
況

の
把
握
（
障
害
児
に
つ
い
て
の
継
続
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
」
と
い
う
。
）
を
行
う
と
と
も
に
、
障
害
児
に
つ
い
て
解
決
す
べ
き
課
題
を
把
握
し
、

少
な
く
と
も
六
月
に
一
回
以
上
、
入
所
支
援
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
入
所
支

援
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

９ 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
当
た
っ
て
は
、
入
所
給
付
決
定
保
護
者

と
の
連
絡
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
と
し
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

定
期
的
に
入
所
給
付
決
定
保
護
者
及
び
障
害
児
に
面
接
す
る
こ
と
。 

二 

定
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。 

第
二
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
八
項
に
規
定
す
る
入
所
支
援
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
準
用
す
る
。 

（
児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
の
責
務
） 

10 



第
百
十
三
条 

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者
は
、
前
条
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る

業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

次
条
に
規
定
す
る
検
討
及
び
必
要
な
援
助
並
び
に
第
百
十
五
条
に
規
定
す
る
相
談
及
び
援

助
を
行
う
こ
と
。 

二 

他
の
従
業
者
に
対
す
る
技
術
指
導
及
び
助
言
を
行
う
こ
と
。 

（
検
討
等
） 

第
百
十
四
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
障
害
児
に
つ
い
て
、
そ
の
心
身
の
状
況
等
に

照
ら
し
、
法
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
通
所
支
援
、
障
害
者
自
立
支
援

法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
障
害
児
が
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
定
期
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
障
害
児
に
対
し
、
入
所
給
付
決
定
保
護
者
及
び
障
害
児
の
希
望

等
を
勘
案
し
、
必
要
な
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
相
談
及
び
援
助
） 

第
百
十
五
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
常
に
障
害
児
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ

て
い
る
環
境
等
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
障
害
児
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
そ
の
相
談
に
適
切

に
応
じ
る
と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
指
導
、
訓
練
等
） 

第
百
十
六
条 

指
導
、
訓
練
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

（
食
事
） 

第
百
十
七
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
に
お
い
て
、障
害
児
に
食
事
を
提
供
す
る
と
き
は
、

そ
の
献
立
は
、
で
き
る
限
り
、
変
化
に
富
み
、
障
害
児
の
健
全
な
発
育
に
必
要
な
栄
養
量
を
含

有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

食
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
食
品
の
種
類
及
び
調
理
方
法
に
つ
い
て
栄
養
並
び
に

障
害
児
の
身
体
的
状
況
及
び
嗜し
好
を
考
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

調
理
は
、
あ
ら
か
じ
め
作
成
さ
れ
た
献
立
に
従
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
障
害
児
の
健
康
な
生
活
の
基
本
と
し
て
の
食
を
営
む
力

の
育
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
社
会
生
活
上
の
便
宜
の
供
与
等
） 

第
百
十
八
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
教
養
娯
楽
設
備
等
を
備
え
る
ほ
か
、
適
宜
障

害
児
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
行
事
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
障
害
児
が
日
常
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
行
政
機
関
に

対
す
る
手
続
等
に
つ
い
て
、当
該
障
害
児
又
は
そ
の
家
族
が
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、



入
所
給
付
決
定
保
護
者
の
同
意
を
得
て
代
わ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
常
に
障
害
児
の
家
族
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
障

害
児
と
そ
の
家
族
と
の
交
流
等
の
機
会
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
健
康
管
理
） 

第
百
十
九
条 
指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
常
に
障
害
児
の
健
康
の
状
況
に
注
意
す
る
と

と
も
に
、
入
所
し
た
障
害
児
に
対
し
、
入
所
時
の
健
康
診
断
（
次
項
に
お
い
て
「
入
所
時
健
診
」

と
い
う
。
）
、
少
な
く
と
も
一
年
に
二
回
の
定
期
健
康
診
断
（
次
項
に
お
い
て
「
定
期
健
診
」

と
い
う
。
）
及
び
臨
時
の
健
康
診
断
（
次
項
に
お
い
て
「
臨
時
健
診
」
と
い
う
。
）
を
、
学
校

保
健
安
全
法
に
規
定
す
る
健
康
診
断
に
準
じ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
健
康
診
断
が
行
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
健
康
診
断
が
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
健
康
診
断
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
健
康
診

断
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
福
祉
型
障
害

児
入
所
施
設
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
健
康
診
断
の
結
果
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

児
童
相
談
所
等
に
お
け
る
障
害
児
の
入
所
前
の
健
康
診
断 

 
入
所
時
健
診 

障
害
児
が
通
学
す
る
学
校
に
お
け
る
健
康
診
断 

 
 
 
 
 

定
期
健
診
又
は
臨
時
健
診 

３ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
従
業
者
の
健
康
診
断
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
入
所
し
て
い

る
者
の
食
事
を
調
理
す
る
者
に
つ
き
、
綿
密
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
緊
急
時
等
の
対
応
） 

第
百
二
十
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
従
業
者
は
、
現
に
指
定
入
所
支
援
の
提
供
を
行

っ
て
い
る
と
き
に
障
害
児
に
病
状
の
急
変
が
生
じ
た
場
合
そ
の
他
必
要
な
場
合
は
、
速
や
か
に

医
療
機
関
へ
の
連
絡
を
行
う
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
障
害
児
の
入
院
期
間
中
の
取
扱
い
） 

第
百
二
十
一
条 

障
害
児
の
入
院
期
間
中
の
取
扱
い
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
給
付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
の
管
理
） 

第
百
二
十
二
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
当
該
指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
設

置
者
が
省
令
第
三
十
一
条
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
給
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給

付
金
」
と
い
う
。
）
の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
給
付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
を
次
に

掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
障
害
児
に
係
る
当
該
金
銭
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
こ
れ
ら
の
運
用
に
よ
り
生
じ

た
収
益
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
障
害
児
に
係
る
金
銭
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
他

の
財
産
と
区
分
す
る
こ
と
。 



二 

障
害
児
に
係
る
金
銭
を
給
付
金
の
支
給
の
趣
旨
に
従
っ
て
用
い
る
こ
と
。 

三 

障
害
児
に
係
る
金
銭
の
収
支
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
記
録
を
整
備
す
る
こ
と
。 

四 

当
該
障
害
児
が
退
所
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
障
害
児
に
係
る
金
銭
を
当
該
障
害
児

に
取
得
さ
せ
る
こ
と
。 

（
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
関
す
る
県
へ
の
通
知
） 

第
百
二
十
三
条 
指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
指
定
入
所
支
援
を
受
け
て
い
る
障
害
児
に

係
る
入
所
給
付
決
定
保
護
者
が
偽
り
そ
の
他
不
正
な
行
為
に
よ
っ
て
障
害
児
入
所
給
付
費
の
支

給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
意
見
を
付
し
て
そ
の
旨
を
県
に
通

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
管
理
者
に
よ
る
管
理
等
） 

第
百
二
十
四
条 

管
理
者
に
よ
る
管
理
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
運
営
規
程
） 

第
百
二
十
五
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
の
重

要
事
項
に
関
す
る
運
営
規
程
（
第
百
三
十
一
条
に
お
い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

施
設
の
目
的
及
び
運
営
の
方
針 

二 

従
業
者
の
職
種
、
員
数
及
び
職
務
の
内
容 

三 

入
所
定
員 

四 

指
定
入
所
支
援
の
内
容
並
び
に
入
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
受
領
す
る
費
用
の
種
類
及
び

そ
の
額 

五 

施
設
の
利
用
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項 

六 

緊
急
時
等
に
お
け
る
対
応
方
法 

七 

非
常
災
害
対
策 

八 

主
と
し
て
入
所
さ
せ
る
障
害
児
の
障
害
の
種
類 

九 

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項 

十 

そ
の
他
施
設
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項 

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
） 

第
百
二
十
六
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
障
害
児
に
対
し
、
適
切
な
指
定
入
所
支
援

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
当
該
指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
従
業
者
に
よ
っ

て
指
定
入
所
支
援
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
障
害
児
の
支
援
に
直
接
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
業
務
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 



３ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会

を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
定
員
の
遵
守
） 

第
百
二
十
七
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
入
所
定
員
及
び
居
室
の
定
員
を
超
え
て
入

所
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
、
虐
待
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

（
非
常
災
害
対
策
） 

第
百
二
十
八
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て

必
要
な
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
非
常
災
害
に
関
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
非
常
災
害

時
の
関
係
機
関
へ
の
通
報
及
び
連
絡
体
制
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
定
期
的
に
従
業
者
に
周
知
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
非
常
災
害
に
備
え
る
た
め
、
定
期
的
に
避
難
、
救
出
そ

の
他
必
要
な
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
障
害
児
の
特
性
に
応
じ
、
食
糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時

に
お
い
て
必
要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
百
二
十
九
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
障
害
児
の
使
用
す
る
設
備
及
び
飲
用
に
供

す
る
水
に
つ
い
て
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

健
康
管
理
等
に
必
要
と
な
る
機
械
器
具
等
の
管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
当
該
指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
に
お
い
て
感
染
症

又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
障
害
児
の
希
望
等
を
勘
案
し
、
適
切
な
方
法
に
よ
り
、

障
害
児
を
入
浴
さ
せ
、
又
は
清
拭しき
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
協
力
医
療
機
関
等
） 

第
百
三
十
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
障
害
児
の
病
状
の
急
変
等
に
備
え
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
、
協
力
医
療
機
関
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
協
力
歯
科
医
療
機
関
を
定
め
て
お
く
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
掲
示
） 

第
百
三
十
一
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
当
該
指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
見

や
す
い
場
所
に
、
運
営
規
程
の
概
要
、
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
、
前
条
第
一
項
の
協
力
医
療
機

関
及
び
同
条
第
二
項
の
協
力
歯
科
医
療
機
関
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資

す
る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



（
身
体
拘
束
等
の
禁
止
） 

第
百
三
十
二
条 

身
体
拘
束
等
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
虐
待
等
の
禁
止
） 

第
百
三
十
三
条 

虐
待
等
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
懲
戒
に
係
る
権
限
の
濫
用
禁
止
） 

第
百
三
十
四
条 

懲
戒
に
係
る
権
限
の
濫
用
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
三
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
百
三
十
五
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

（
情
報
の
提
供
等
） 

第
百
三
十
六
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
当
該
指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
に
入

所
し
よ
う
と
す
る
障
害
児
が
、
適
切
か
つ
円
滑
に
入
所
で
き
る
よ
う
に
、
当
該
指
定
福
祉
型
障

害
児
入
所
施
設
が
実
施
す
る
事
業
の
内
容
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
当
該
指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
に
つ
い
て
広
告
を

す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
を
虚
偽
の
も
の
又
は
誇
大
な
も
の
と
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
利
益
供
与
等
の
禁
止
） 

第
百
三
十
七
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
等
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
者
等
又
は
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
障
害
児
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
て
当
該
指

定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、
金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利

益
を
供
与
し
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
等
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
者
等
又
は
そ
の
従
業
者
か
ら
、障
害
児
又
は
そ
の
家
族
を
紹
介
す
る
こ
と
の
対
償
と
し
て
、

金
品
そ
の
他
の
財
産
上
の
利
益
を
収
受
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
苦
情
解
決
） 

第
百
三
十
八
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
入
所
支
援
に
関
す
る

障
害
児
又
は
入
所
給
付
決
定
保
護
者
そ
の
他
の
当
該
障
害
児
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ

適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の
窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
前
項
の
苦
情
を
受
け
付
け
た
場
合
に
は
、
当
該
苦
情
の

内
容
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



３ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
入
所
支
援
に
関
し
、
法
第
二
十
四

条
の
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
行
う
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提

出
若
し
く
は
提
示
の
命
令
又
は
当
該
職
員
か
ら
の
質
問
若
し
く
は
指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施

設
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
検
査
に
応
じ
、
及
び
障
害
児
又
は
入
所
給
付

決
定
保
護
者
そ
の
他
の
当
該
障
害
児
の
家
族
か
ら
の
苦
情
に
関
し
て
知
事
が
行
う
調
査
に
協
力

す
る
と
と
も
に
、
知
事
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ

て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
知
事
か
ら
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
前
項
の
改
善

の
内
容
を
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
社
会
福
祉
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
運
営
適
正
化
委

員
会
が
同
法
第
八
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
行
う
調
査
又
は
あ
っ
せ
ん
に
で
き
る
限
り
協
力
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
地
域
と
の
連
携
等
） 

第
百
三
十
九
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
そ
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
又

は
そ
の
自
発
的
な
活
動
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
行
う
等
の
地
域
と
の
交
流
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

（
事
故
発
生
時
の
対
応
） 

第
百
四
十
条 

事
故
発
生
時
の
対
応
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
会
計
の
区
分
） 

第
百
四
十
一
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
当
該
指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
事

業
の
会
計
を
そ
の
他
の
事
業
の
会
計
と
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
記
録
の
整
備
） 

第
百
四
十
二
条 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
従
業
者
、
設
備
、
備
品
及
び
会
計
に
関
す

る
諸
記
録
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
障
害
児
に
対
す
る
指
定
入
所
支
援
の
提
供
に
関
す
る
次

に
掲
げ
る
記
録
を
整
備
し
、
当
該
指
定
入
所
支
援
を
提
供
し
た
日
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

一 

入
所
支
援
計
画 

二 

第
百
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
提
供
し
た
指
定
入
所
支
援
に
係
る
必
要
な
事
項
の
提
供
の

記
録 

三 

第
百
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
県
へ
の
通
知
に
係
る
記
録 

四 

省
令
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
身
体
拘
束
等
の
記
録 

五 

第
百
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
苦
情
の
内
容
等
の
記
録 



六 

省
令
第
四
十
九
条
に
規
定
す
る
事
故
の
状
況
及
び
事
故
に
際
し
て
採
っ
た
処
置
に
つ
い
て

の
記
録 第

三
節 

指
定
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
款 

人
員
に
関
す
る
基
準 

（
従
業
者
の
員
数
） 

第
百
四
十
三
条 
指
定
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
に
係
る
基
準
は
、

省
令
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

第
二
款 

設
備
に
関
す
る
基
準 

（
設
備
） 

第
百
四
十
四
条 

指
定
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
の
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十
三
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

第
三
款 

運
営
に
関
す
る
基
準 

（
入
所
利
用
者
負
担
額
の
受
領
） 

第
百
四
十
五
条 

指
定
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
指
定
入
所
支
援
を
提
供
し
た
際
は
、
入
所

給
付
決
定
保
護
者
か
ら
当
該
指
定
入
所
支
援
に
係
る
入
所
利
用
者
負
担
額
の
支
払
を
受
け
る
も

の
と
す
る
。 

２ 

指
定
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
入
所
支
援
を
提
供
し

た
際
は
、
入
所
給
付
決
定
保
護
者
か
ら
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
る
も
の
と
す

る
。 

一 

当
該
指
定
入
所
支
援
に
係
る
指
定
入
所
支
援
費
用
基
準
額 

二 

当
該
障
害
児
入
所
支
援
の
う
ち
障
害
児
入
所
医
療
に
係
る
も
の
に
つ
き
健
康
保
険
の
療
養

に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額 

３ 

指
定
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
前
二
項
の
支
払
を
受
け
る
額
の
ほ
か
、
指
定
入
所
支
援

に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
額
の
支
払
を
入
所

給
付
決
定
保
護
者
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

日
用
品
費 

二 

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
入
所
支
援
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
便
宜
に
要
す
る
費

用
の
う
ち
、
日
常
生
活
に
お
い
て
も
通
常
必
要
と
な
る
も
の
に
係
る
費
用
で
あ
っ
て
、
入
所

給
付
決
定
保
護
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

４ 

指
定
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
前
三
項
の
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
当
該

費
用
に
係
る
領
収
証
を
当
該
費
用
の
額
を
支
払
っ
た
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
交
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

指
定
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
第
三
項
の
費
用
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ
て

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
対
し
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
費
用
に
つ



い
て
説
明
を
行
い
、
入
所
給
付
決
定
保
護
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
障
害
児
入
所
給
付
費
の
額
に
係
る
通
知
等
） 

第
百
四
十
六
条 

指
定
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
法
定
代
理
受
領
に
よ
り
指
定
入
所
支
援
に

係
る
障
害
児
入
所
給
付
費
又
は
指
定
障
害
児
入
所
医
療
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
は
、
入
所
給

付
決
定
保
護
者
に
対
し
、
当
該
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
係
る
障
害
児
入
所
給
付
費
及
び
障
害

児
入
所
医
療
費
の
額
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
は
、
前
条
第
二
項
の
法
定
代
理
受
領
を
行
わ
な
い
指
定
入
所

支
援
に
係
る
費
用
の
額
の
支
払
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の
提
供
し
た
指
定
入
所
支
援
の
内
容
、

費
用
の
額
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
項
を
記
載
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
証
明
書
を
入
所
給
付

決
定
保
護
者
に
対
し
て
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
協
力
歯
科
医
療
機
関
） 

第
百
四
十
七
条 

指
定
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
（
主
と
し
て
自
閉
症
を
主
た
る
症
状
と
す
る
知

的
障
害
の
あ
る
児
童
（
以
下
「
自
閉
症
児
」
と
い
う
。
）
を
受
け
入
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
協
力
歯
科
医
療
機
関
を
定
め
て
お
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
準
用
） 

第
百
四
十
八
条 

第
九
十
七
条
か
ら
第
百
七
条
ま
で
、
第
百
九
条
、
第
百
十
一
条
か
ら
第
百
二
十

九
条
ま
で
、
第
百
三
十
一
条
か
ら
第
百
三
十
五
条
ま
で
、
第
百
三
十
六
条
第
一
項
、
第
百
三
十

七
条
か
ら
第
百
四
十
条
ま
で
及
び
第
百
四
十
二
条
の
規
定
は
、
指
定
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
九
十
七
条
中
「
第
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第

五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
六
条
」
と
、
第
九
十
八
条
中
「
第
七
条
」
と
あ
る
の
は

「
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
七
条
」
と
、
第
百
七
条
第
二
項
中
「
次
条
」
と
あ

る
の
は
「
第
百
四
十
五
条
」
と
、
第
百
十
六
条
中
「
第
二
十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七

条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
二
十
五
条
」
と
、
第
百
二
十
条
中
「
医
療
機
関
」
と
あ
る
の
は

「
他
の
専
門
医
療
機
関
」
と
、
第
百
二
十
一
条
中
「
第
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条

に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
条
」
と
、
第
百
二
十
三
条
中
「
障
害
児
入
所
給
付
費
」
と
あ

る
の
は
「
障
害
児
入
所
給
付
費
及
び
障
害
児
入
所
医
療
費
」
と
、
第
百
二
十
四
条
中
「
第
三
十

三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
三
十
三
条
」
と
、
第
百
三
十

一
条
中
「
前
条
第
一
項
の
協
力
医
療
機
関
及
び
同
条
第
二
項
の
協
力
歯
科
医
療
機
関
」
と
あ
る

の
は
「
第
百
四
十
七
条
の
協
力
歯
科
医
療
機
関
」
と
、
第
百
三
十
二
条
中
「
第
四
十
一
条
」
と

あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
一
条
」
と
、
第
百
三
十
三
条
中
「
第

四
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
二
条
」
と
、
第
百

三
十
四
条
中
「
第
四
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十

三
条
」
と
、
第
百
三
十
五
条
中
「
第
四
十
四
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用

す
る
省
令
第
四
十
四
条
」
と
、
第
百
四
十
条
中
「
第
四
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条



に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
九
条
」
と
、
第
百
四
十
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
百
六
条
」

と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
六
条
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
百

二
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
二
十
三
条
」
と
、
同
項

第
四
号
中
「
第
四
十
一
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
一

条
」
と
、
同
項
第
五
号
中
「
第
百
三
十
八
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用

す
る
第
百
三
十
八
条
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
四
十
九
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
に

お
い
て
準
用
す
る
省
令
第
四
十
九
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

第
四
章 

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準 

第
一
節 

総
則 

（
定
義
） 

第
百
四
十
九
条 

こ
の
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
法
、

施
行
令
、
施
行
規
則
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
以
下
こ
の
章
に

お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。 

（
最
低
基
準
の
目
的
） 

第
百
五
十
条 

こ
の
条
例
で
定
め
る
基
準
（
次
条
及
び
第
百
五
十
二
条
に
お
い
て
「
最
低
基
準
」

と
い
う
。
）
は
、
知
事
の
監
督
に
属
す
る
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者
が
、
明
る
く
て
、

衛
生
的
な
環
境
に
お
い
て
、
素
養
が
あ
り
、
か
つ
、
適
切
な
訓
練
を
受
け
た
職
員
の
指
導
に
よ

り
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
し
て
、
社
会
に
適
応
す
る
よ
う
に
育
成
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
す
る

も
の
と
す
る
。 

（
最
低
基
準
の
向
上
） 

第
百
五
十
一
条 

知
事
は
、
埼
玉
県
児
童
福
祉
審
議
会
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
監
督
に
属
す
る
児

童
福
祉
施
設
に
対
し
、
最
低
基
準
を
超
え
て
、
そ
の
設
備
及
び
運
営
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
勧

告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

県
は
、
最
低
基
準
を
常
に
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
最
低
基
準
と
児
童
福
祉
施
設
） 

第
百
五
十
二
条 

児
童
福
祉
施
設
は
、
最
低
基
準
を
超
え
て
、
常
に
、
そ
の
設
備
及
び
運
営
を
向

上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

最
低
基
準
を
超
え
て
、
設
備
を
有
し
、
又
は
運
営
し
て
い
る
児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
は
、

最
低
基
準
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
設
備
又
は
運
営
を
低
下
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。 

（
児
童
福
祉
施
設
の
一
般
原
則
） 

第
百
五
十
三
条 

児
童
福
祉
施
設
は
、
入
所
し
て
い
る
者
の
人
権
に
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

一
人
一
人
の
人
格
を
尊
重
し
て
、
そ
の
運
営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

児
童
福
祉
施
設
は
、
地
域
社
会
と
の
交
流
及
び
連
携
を
図
り
、
児
童
の
保
護
者
及
び
地
域
社

会
に
対
し
、
当
該
児
童
福
祉
施
設
の
運
営
の
内
容
を
適
切
に
説
明
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な



ら
な
い
。 

３ 

児
童
福
祉
施
設
は
、
そ
の
運
営
の
内
容
に
つ
い
て
、
自
ら
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
公
表

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

児
童
福
祉
施
設
に
は
、
法
に
定
め
る
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な

設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

児
童
福
祉
施
設
の
構
造
設
備
は
、
採
光
、
換
気
等
入
所
し
て
い
る
者
の
保
健
衛
生
及
び
こ
れ

ら
の
者
に
対
す
る
危
害
防
止
に
十
分
な
考
慮
を
払
っ
て
設
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６ 

児
童
福
祉
施
設
は
、
入
所
し
て
い
る
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
事
故
の
防
止
及
び
防
犯

に
関
す
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
児
童
福
祉
施
設
と
非
常
災
害
） 

第
百
五
十
四
条 

児
童
福
祉
施
設
（
屋
外
の
児
童
厚
生
施
設
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
軽
便
消

火
器
等
の
消
火
用
具
、
非
常
口
そ
の
他
非
常
災
害
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
と
と
も
に
、
非
常

災
害
に
対
す
る
具
体
的
な
計
画
を
立
て
、
こ
れ
に
対
す
る
不
断
の
注
意
と
訓
練
を
す
る
よ
う
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
訓
練
の
う
ち
、
避
難
及
び
消
火
に
対
す
る
訓
練
は
、
少
な
く
と
も
毎
月
一
回
は
、
こ

れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

児
童
福
祉
施
設
（
児
童
厚
生
施
設
を
除
く
。
）
は
、
入
所
し
て
い
る
者
の
特
性
に
応
じ
、
食

糧
そ
の
他
の
非
常
災
害
時
に
お
い
て
必
要
と
な
る
物
資
の
備
蓄
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
児
童
福
祉
施
設
に
お
け
る
職
員
の
一
般
的
要
件
） 

第
百
五
十
五
条 

児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者
の
保
護
に
従
事
す
る
職
員
は
、
健
全
な
心

身
を
有
し
、
豊
か
な
人
間
性
と
倫
理
観
を
備
え
、
児
童
福
祉
事
業
に
熱
意
の
あ
る
者
で
あ
っ
て
、

児
童
福
祉
事
業
の
理
論
及
び
実
際
に
つ
い
て
訓
練
を
受
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
の
知
識
及
び
技
能
の
向
上
等
） 

第
百
五
十
六
条 

児
童
福
祉
施
設
の
職
員
は
、
常
に
自
己
研
鑽さん
に
励
み
、
法
に
定
め
る
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
修
得
、
維
持
及
び
向
上
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

児
童
福
祉
施
設
は
、
職
員
に
対
し
、
そ
の
資
質
の
向
上
の
た
め
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
他
の
社
会
福
祉
施
設
を
併
せ
て
設
置
す
る
と
き
の
設
備
及
び
職
員
の
基
準
） 

第
百
五
十
七
条 

児
童
福
祉
施
設
に
他
の
社
会
福
祉
施
設
を
併
せ
て
設
置
す
る
と
き
の
設
備
及
び

職
員
の
基
準
は
、
省
令
第
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
入
所
し
た
者
を
平
等
に
取
り
扱
う
原
則
） 

第
百
五
十
八
条 

入
所
し
た
者
を
平
等
に
取
り
扱
う
原
則
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
九
条
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 



（
虐
待
等
の
禁
止
） 

第
百
五
十
九
条 

虐
待
等
の
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
九
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
懲
戒
に
係
る
権
限
の
濫
用
禁
止
） 

第
百
六
十
条 
懲
戒
に
係
る
権
限
の
濫
用
禁
止
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
九
条
の
三
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
衛
生
管
理
等
） 

第
百
六
十
一
条 

児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
者
の
使
用
す
る
設
備
、
食
器
等
又
は
飲
用
に

供
す
る
水
に
つ
い
て
は
、
衛
生
的
な
管
理
に
努
め
、
又
は
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

児
童
福
祉
施
設
は
、
当
該
児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
感
染
症
又
は
食
中
毒
が
発
生
し
、
又
は

ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

児
童
福
祉
施
設
（
助
産
施
設
、
保
育
所
及
び
児
童
厚
生
施
設
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
入

所
し
て
い
る
者
の
希
望
等
を
勘
案
し
、
清
潔
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
適
切
に
、
入
所

し
て
い
る
者
を
入
浴
さ
せ
、
又
は
清
拭しき
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

児
童
福
祉
施
設
に
は
、
必
要
な
医
薬
品
そ
の
他
の
医
療
品
を
備
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の

管
理
を
適
正
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
食
事
） 

第
百
六
十
二
条 

食
事
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と

す
る
。 

（
入
所
し
た
者
及
び
職
員
の
健
康
診
断
） 

第
百
六
十
三
条 

児
童
福
祉
施
設
（
児
童
厚
生
施
設
及
び
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
除
く
。
第

四
項
を
除
き
、
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
長
は
、
入
所
し
た
者
に
対
し
、
入
所
時
の

健
康
診
断
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
入
所
時
健
診
」
と
い
う
。
）
、
少
な
く
と
も
一
年
に
二

回
の
定
期
健
康
診
断
（
次
項
に
お
い
て
「
定
期
健
診
」
と
い
う
。
）
及
び
臨
時
の
健
康
診
断
（
次

項
に
お
い
て
「
臨
時
健
診
」
と
い
う
。
）
を
、
学
校
保
健
安
全
法
に
規
定
す
る
健
康
診
断
に
準

じ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

児
童
福
祉
施
設
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
健
康
診

断
が
行
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
健
康
診
断
が
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
健
康
診

断
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
同
欄
に
掲
げ
る
健
康
診
断
の
全
部

又
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
児
童
福
祉
施
設
の
長
は
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
健
康
診
断
の
結
果
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

児
童
相
談
所
等
に
お
け
る
児
童
の
入
所
前
の
健
康
診
断 

 

入
所
時
健
診 

児
童
が
通
学
す
る
学
校
に
お
け
る
健
康
診
断 

 
 
 
 
 

定
期
健
診
又
は
臨
時
健
診 



３ 

第
一
項
の
健
康
診
断
を
し
た
医
師
は
、
そ
の
結
果
必
要
な
事
項
を
母
子
健
康
手
帳
又
は
入
所

し
た
者
の
健
康
を
記
録
す
る
表
に
記
入
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
入
所
の
措
置
又
は
助
産

の
実
施
、
母
子
保
護
の
実
施
若
し
く
は
保
育
の
実
施
を
解
除
し
、
又
は
停
止
す
る
等
必
要
な
手

続
を
と
る
こ
と
を
、
児
童
福
祉
施
設
の
長
に
勧
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

児
童
福
祉
施
設
の
職
員
の
健
康
診
断
に
当
た
っ
て
は
、
特
に
入
所
し
て
い
る
者
の
食
事
を
調

理
す
る
者
に
つ
き
、
綿
密
な
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
給
付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
の
管
理
） 

第
百
六
十
四
条 

乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
、
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
、
医
療
型
障
害
児
入
所

施
設
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
及
び
児
童
自
立
支
援
施
設
は
、
当
該
施
設
の
設
置
者
が
省

令
第
十
二
条
の
二
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
給
付
金
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
給
付
金
」

と
い
う
。
）
の
支
給
を
受
け
た
と
き
は
、
給
付
金
と
し
て
支
払
を
受
け
た
金
銭
を
次
に
掲
げ
る

と
こ
ろ
に
よ
り
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
児
童
に
係
る
当
該
金
銭
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
こ
れ
ら
の
運
用
に
よ
り
生
じ
た

収
益
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
児
童
に
係
る
金
銭
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
他
の
財

産
と
区
分
す
る
こ
と
。 

二 

児
童
に
係
る
金
銭
を
給
付
金
の
支
給
の
趣
旨
に
従
っ
て
用
い
る
こ
と
。 

三 

児
童
に
係
る
金
銭
の
収
支
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
帳
簿
を
整
備
す
る
こ
と
。 

四 

当
該
児
童
が
退
所
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
、
児
童
に
係
る
金
銭
を
当
該
児
童
に
取
得

さ
せ
る
こ
と
。 

（
児
童
福
祉
施
設
内
部
の
規
程
） 

第
百
六
十
五
条 

児
童
福
祉
施
設
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
必
要
な
事
項
に
つ
き

規
程
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

入
所
す
る
者
の
援
助
に
関
す
る
事
項 

二 

そ
の
他
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
の
重
要
事
項 

（
児
童
福
祉
施
設
に
備
え
る
帳
簿
） 

第
百
六
十
六
条 

児
童
福
祉
施
設
に
は
、
職
員
、
財
産
、
収
支
及
び
入
所
し
て
い
る
者
の
処
遇
の

状
況
を
明
ら
か
に
す
る
帳
簿
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
秘
密
保
持
等
） 

第
百
六
十
七
条 

秘
密
保
持
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
苦
情
へ
の
対
応
） 

第
百
六
十
八
条 

児
童
福
祉
施
設
は
、
そ
の
行
っ
た
援
助
に
関
す
る
入
所
し
て
い
る
者
又
は
そ
の

保
護
者
等
か
ら
の
苦
情
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
苦
情
を
受
け
付
け
る
た
め
の

窓
口
を
設
置
す
る
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



２ 

乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
、
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
、
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
、
福
祉

型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
医
療
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施

設
及
び
児
童
自
立
支
援
施
設
は
、
前
項
の
必
要
な
措
置
と
し
て
、
苦
情
の
公
正
な
解
決
を
図
る

た
め
に
、
苦
情
の
解
決
に
当
た
っ
て
当
該
児
童
福
祉
施
設
の
職
員
以
外
の
者
を
関
与
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

児
童
福
祉
施
設
は
、
そ
の
行
っ
た
援
助
に
関
し
、
当
該
措
置
又
は
助
産
の
実
施
、
母
子
保
護

の
実
施
若
し
く
は
保
育
の
実
施
に
係
る
県
又
は
市
町
村
か
ら
指
導
又
は
助
言
を
受
け
た
場
合
は
、

当
該
指
導
又
は
助
言
に
従
っ
て
必
要
な
改
善
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

児
童
福
祉
施
設
は
、
社
会
福
祉
法
第
八
十
三
条
に
規
定
す
る
運
営
適
正
化
委
員
会
が
行
う
同

法
第
八
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
に
で
き
る
限
り
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
二
節 

助
産
施
設 

（
種
類
） 

第
百
六
十
九
条 

助
産
施
設
の
種
類
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
入
所
さ
せ
る
妊
産
婦
） 

第
百
七
十
条 

助
産
施
設
に
は
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
妊
産
婦
を
入
所
さ
せ
て
、

な
お
余
裕
の
あ
る
と
き
は
、
そ
の
他
の
妊
産
婦
を
入
所
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
第
二
種
助
産
施
設
の
職
員
） 

第
百
七
十
一
条 

第
二
種
助
産
施
設
に
置
く
べ
き
職
員
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
十
七
条
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
第
二
種
助
産
施
設
と
異
常
分
べ
ん
） 

第
百
七
十
二
条 

第
二
種
助
産
施
設
に
入
所
し
た
妊
婦
が
、
産
科
手
術
を
必
要
と
す
る
異
常
分
べ

ん
を
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
第
二
種
助
産
施
設
の
長
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
第
一
種
助

産
施
設
そ
の
他
適
当
な
病
院
又
は
診
療
所
に
入
所
さ
せ
る
手
続
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
応
急
の
処
置
を
要
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

第
三
節 

乳
児
院 

（
設
備
の
基
準
） 

第
百
七
十
三
条 

乳
児
院
の
設
備
の
基
準
は
、
省
令
第
十
九
条
及
び
第
二
十
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
職
員
） 

第
百
七
十
四
条 

乳
児
院
に
置
く
べ
き
職
員
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
二

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
乳
児
院
の
長
の
資
格
等
） 

第
百
七
十
五
条 

乳
児
院
の
長
の
資
格
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る



基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
養
育
） 

第
百
七
十
六
条 

乳
児
院
に
お
け
る
養
育
（
次
項
に
お
い
て
「
養
育
」
と
い
う
。
）
は
、
乳
児
及

び
幼
児
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
乳
幼
児
」
と
い
う
。
）
の
心
身
及
び
社
会
性
の
健
全
な
発

達
を
促
進
し
、
そ
の
人
格
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

養
育
の
内
容
は
、
乳
幼
児
の
年
齢
及
び
発
達
の
段
階
に
応
じ
て
必
要
な
授
乳
、
食
事
、
排
せ

つ
、
沐もく
浴
、
入
浴
、
外
気
浴
、
睡
眠
、
遊
び
及
び
運
動
の
ほ
か
、
健
康
状
態
の
把
握
、
第
百
六

十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
健
康
診
断
及
び
必
要
に
応
じ
行
う
感
染
症
等
の
予
防
処
置
を
含
む

も
の
と
す
る
。 

３ 

乳
児
院
に
お
け
る
家
庭
環
境
の
調
整
は
、
乳
幼
児
の
家
庭
の
状
況
に
応
じ
、
親
子
関
係
の
再

構
築
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
乳
児
の
観
察
） 

第
百
七
十
七
条 

乳
児
院
（
乳
幼
児
十
人
未
満
を
入
所
さ
せ
る
乳
児
院
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、

乳
児
が
入
所
し
た
日
か
ら
、
医
師
又
は
嘱
託
医
が
適
当
と
認
め
た
期
間
、
当
該
乳
児
を
観
察
室

に
入
室
さ
せ
、
そ
の
心
身
の
状
況
を
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
自
立
支
援
計
画
の
策
定
） 

第
百
七
十
八
条 

乳
児
院
の
長
は
、
第
百
七
十
六
条
第
一
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
入
所
中

の
個
々
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
、
乳
幼
児
や
そ
の
家
庭
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
そ
の
自
立
を
支

援
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
業
務
の
質
の
評
価
等
） 

第
百
七
十
九
条 

乳
児
院
は
、
自
ら
そ
の
行
う
法
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
業
務
の
質
の
評
価
を

行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
に
外
部
の
者
に
よ
る
評
価
を
受
け
て
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
公
表
し
、

常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
関
係
機
関
と
の
連
携
） 

第
百
八
十
条 

乳
児
院
の
長
は
、
児
童
相
談
所
及
び
必
要
に
応
じ
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児

童
委
員
、
保
健
所
、
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
等
関
係
機
関
と
密
接
に
連
携
し
て
乳
幼
児
の
養
育

及
び
家
庭
環
境
の
調
整
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
四
節 

母
子
生
活
支
援
施
設 

（
設
備
の
基
準
） 

第
百
八
十
一
条 

母
子
生
活
支
援
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
省
令
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
職
員
） 

第
百
八
十
二
条 

母
子
生
活
支
援
施
設
に
置
く
べ
き
職
員
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
七
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 



（
母
子
生
活
支
援
施
設
の
長
の
資
格
等
） 

第
百
八
十
三
条 

母
子
生
活
支
援
施
設
の
長
の
資
格
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
七
条
の
二

に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
母
子
支
援
員
の
資
格
） 

第
百
八
十
四
条 

母
子
支
援
員
の
資
格
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
基
準
の

例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
生
活
支
援
） 

第
百
八
十
五
条 

母
子
生
活
支
援
施
設
に
お
け
る
生
活
支
援
は
、
母
子
を
共
に
入
所
さ
せ
る
施
設

の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、
親
子
関
係
の
再
構
築
等
及
び
退
所
後
の
生
活
の
安
定
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
個
々
の
母
子
の
家
庭
生
活
及
び
稼
働
の
状
況
に
応
じ
、
就
労
、
家
庭
生
活
及
び
児
童
の
養

育
に
関
す
る
相
談
、
助
言
及
び
指
導
並
び
に
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
等
の
支
援
に
よ

り
、
そ
の
自
立
の
促
進
を
目
的
と
し
、
か
つ
、
そ
の
私
生
活
を
尊
重
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

（
自
立
支
援
計
画
の
策
定
） 

第
百
八
十
六
条 

母
子
生
活
支
援
施
設
の
長
は
、前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、入
所
中
の
個
々

の
母
子
に
つ
い
て
、
母
子
や
そ
の
家
庭
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
そ
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め

の
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
業
務
の
質
の
評
価
等
） 

第
百
八
十
七
条 

母
子
生
活
支
援
施
設
は
、
自
ら
そ
の
行
う
法
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る
業
務
の

質
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
に
外
部
の
者
に
よ
る
評
価
を
受
け
て
、
そ
れ
ら
の
結
果

を
公
表
し
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
保
育
所
に
準
ず
る
設
備
） 

第
百
八
十
八
条 

母
子
生
活
支
援
施
設
の
保
育
所
に
準
ず
る
設
備
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
関
係
機
関
と
の
連
携
） 

第
百
八
十
九
条 

母
子
生
活
支
援
施
設
の
長
は
、
福
祉
事
務
所
、
母
子
自
立
支
援
員
、
児
童
の
通

学
す
る
学
校
、
児
童
相
談
所
、
母
子
福
祉
団
体
及
び
公
共
職
業
安
定
所
並
び
に
必
要
に
応
じ
児

童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
婦
人
相
談
所
等
関
係
機
関
と
密
接
に
連
携
し
て
、
母
子
の
保
護
及
び

生
活
支
援
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
五
節 

保
育
所 

（
設
備
の
基
準
） 

第
百
九
十
条 

乳
児
又
は
満
二
歳
に
満
た
な
い
幼
児
を
入
所
さ
せ
る
保
育
所
の
設
備
の
基
準
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
、
医
務
室
、
調
理
室
、
調
乳
室
（
乳
児
を
入
所
さ
せ
る
保
育
所
に



限
る
。
）
、
沐もく
浴
室
及
び
便
所
を
設
け
る
こ
と
。 

二 

乳
児
室
又
は
ほ
ふ
く
室
の
面
積
は
、乳
児
又
は
満
二
歳
に
満
た
な
い
幼
児
一
人
に
つ
き
三
・

三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

２ 

満
二
歳
以
上
の
幼
児
を
入
所
さ
せ
る
保
育
所
の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

保
育
室
又
は
遊
戯
室
、
屋
外
遊
戯
場
（
保
育
所
の
付
近
に
あ
る
屋
外
遊
戯
場
に
代
わ
る
べ

き
場
所
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
医
務
室
、
調
理
室
及
び
便
所
を
設
け
る
こ
と
。 

二 

保
育
室
又
は
遊
戯
室
の
面
積
及
び
屋
外
遊
戯
場
の
面
積
は
、
満
二
歳
以
上
の
幼
児
一
人
に

つ
い
て
、
省
令
第
三
十
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
面
積
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

３ 

前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
保
育
所
の
設
備
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
省
令
第
三
十
二

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
保
育
所
の
設
備
の
基
準
の
特
例
） 

第
百
九
十
一
条 

保
育
所
の
設
備
の
基
準
の
特
例
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
二
条
の
二
に
規

定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
職
員
） 

第
百
九
十
二
条 

保
育
所
に
置
く
べ
き
職
員
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
保
育
時
間
） 

第
百
九
十
三
条 

保
育
所
に
お
け
る
保
育
時
間
は
、
一
日
に
つ
き
八
時
間
を
原
則
と
し
、
そ
の
地

域
に
お
け
る
乳
幼
児
の
保
護
者
の
労
働
時
間
そ
の
他
家
庭
の
状
況
等
を
考
慮
し
て
、
保
育
所
の

長
が
こ
れ
を
定
め
る
。 

（
保
育
の
内
容
） 

第
百
九
十
四
条 

保
育
の
内
容
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。 

（
保
護
者
と
の
連
絡
） 

第
百
九
十
五
条 

保
育
所
の
長
は
、
常
に
入
所
し
て
い
る
乳
幼
児
の
保
護
者
と
密
接
な
連
絡
を
と

り
、
保
育
の
内
容
等
に
つ
き
、
当
該
保
護
者
の
理
解
及
び
協
力
を
得
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

（
子
育
て
支
援
等
） 

第
百
九
十
六
条 

保
育
所
は
、
職
員
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
保
育
士
の
専
門

性
を
活
用
し
、
入
所
す
る
児
童
の
保
護
者
に
対
す
る
支
援
及
び
地
域
の
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

を
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
公
正
な
選
考
） 

第
百
九
十
七
条 

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
就
学
前
保
育



等
推
進
法
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
私
立
認
定
保
育
所
は
、
就
学
前

保
育
等
推
進
法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
二
十
四
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
当
該
私
立
認
定
保
育
所
に
入
所
す
る
児
童
を
選
考
す
る
と
き
は
、
公
正
な
方
法
に

よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
利
用
料
） 

第
百
九
十
八
条 
法
第
五
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
及
び
就
学
前
保
育
等
推
進
法
第

十
三
条
第
四
項
の
保
育
料
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
徴
収
金
等
」
と
い
う
。
）
以
外
に
保
育

所
が
徴
収
金
等
に
係
る
児
童
に
つ
い
て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
当
該
徴
収
金
等
を
支
払
う
者
の

選
定
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
し
当
該
者
か
ら
利
用
料
の
支
払
を
受
け
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
利
用
料
の
額
は
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
要
す
る
費
用
を
勘
案
し
、

か
つ
、
当
該
者
の
家
計
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
六
節 

児
童
厚
生
施
設 

（
設
備
の
基
準
） 

第
百
九
十
九
条 

児
童
厚
生
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

児
童
遊
園
等
屋
外
の
児
童
厚
生
施
設
に
は
、
広
場
、
遊
具
及
び
便
所
を
設
け
る
こ
と
。
た

だ
し
、
当
該
施
設
の
近
隣
に
当
該
施
設
を
利
用
す
る
児
童
が
使
用
で
き
る
便
所
が
あ
る
場
合

そ
の
他
当
該
施
設
の
利
用
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
便
所
を
設
け
な
い
こ
と
が
で

き
る
。 

二 

児
童
館
等
屋
内
の
児
童
厚
生
施
設
に
は
、
集
会
室
、
遊
戯
室
、
図
書
室
及
び
便
所
を
設
け

る
こ
と
。 

（
職
員
） 

第
二
百
条 

児
童
厚
生
施
設
に
置
く
べ
き
職
員
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
三
十
八
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
遊
び
の
指
導
を
行
う
に
当
た
っ
て
遵
守
す
べ
き
事
項
） 

第
二
百
一
条 

児
童
厚
生
施
設
に
お
け
る
遊
び
の
指
導
は
、
児
童
の
自
主
性
、
社
会
性
及
び
創
造

性
を
高
め
、
も
っ
て
地
域
に
お
け
る
健
全
育
成
活
動
の
助
長
を
図
る
よ
う
こ
れ
を
行
う
も
の
と

す
る
。 

（
保
護
者
と
の
連
絡
） 

第
二
百
二
条 

児
童
厚
生
施
設
の
長
は
、
必
要
に
応
じ
児
童
の
健
康
及
び
行
動
に
つ
き
、
そ
の
保

護
者
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
七
節 

児
童
養
護
施
設 

（
設
備
の
基
準
） 

第
二
百
三
条 

児
童
養
護
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
省
令
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に

よ
る
こ
と
と
す
る
。 



（
職
員
） 

第
二
百
四
条 

児
童
養
護
施
設
に
置
く
べ
き
職
員
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
二
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
児
童
養
護
施
設
の
長
の
資
格
等
） 

第
二
百
五
条 
児
童
養
護
施
設
の
長
の
資
格
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
二
条
の
二
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
児
童
指
導
員
の
資
格
） 

第
二
百
六
条 

児
童
指
導
員
の
資
格
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例

に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
養
護
） 

第
二
百
七
条 

児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
養
護
は
、
児
童
に
対
し
て
安
定
し
た
生
活
環
境
を
整
え

る
と
と
も
に
、
生
活
指
導
、
学
習
指
導
、
職
業
指
導
及
び
家
庭
環
境
の
調
整
を
行
い
つ
つ
児
童

を
養
育
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
と
そ
の
自
立
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
生
活
指
導
、
学
習
指
導
、
職
業
指
導
及
び
家
庭
環
境
の
調
整
） 

第
二
百
八
条 

児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
生
活
指
導
は
、
児
童
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
基
本

的
生
活
習
慣
を
確
立
す
る
と
と
も
に
豊
か
な
人
間
性
及
び
社
会
性
を
養
い
、
か
つ
、
将
来
自
立

し
た
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
経
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
学
習
指
導
は
、
児
童
が
そ
の
適
性
、
能
力
等
に
応
じ
た
学
習
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
切
な
相
談
、
助
言
、
情
報
の
提
供
等
の
支
援
に
よ
り
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

３ 

児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
職
業
指
導
は
、
勤
労
の
基
礎
的
な
能
力
及
び
態
度
を
育
て
る
と
と

も
に
、
児
童
が
そ
の
適
性
、
能
力
等
に
応
じ
た
職
業
選
択
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
切

な
相
談
、
助
言
、
情
報
の
提
供
等
及
び
必
要
に
応
じ
行
う
実
習
、
講
習
等
の
支
援
に
よ
り
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

児
童
養
護
施
設
に
お
け
る
家
庭
環
境
の
調
整
は
、
児
童
の
家
庭
の
状
況
に
応
じ
、
親
子
関
係

の
再
構
築
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
自
立
支
援
計
画
の
策
定
） 

第
二
百
九
条 

児
童
養
護
施
設
の
長
は
、第
二
百
七
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、入
所
中
の
個
々

の
児
童
に
つ
い
て
、
児
童
や
そ
の
家
庭
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
そ
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め

の
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
業
務
の
質
の
評
価
等
） 

第
二
百
十
条 

児
童
養
護
施
設
は
、
自
ら
そ
の
行
う
法
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
業
務
の
質
の
評



価
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
に
外
部
の
者
に
よ
る
評
価
を
受
け
て
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
公
表

し
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
児
童
と
起
居
を
共
に
す
る
職
員
） 

第
二
百
十
一
条 

児
童
養
護
施
設
の
長
は
、
児
童
指
導
員
及
び
保
育
士
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
人

を
児
童
と
起
居
を
共
に
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
関
係
機
関
と
の
連
携
） 

第
二
百
十
二
条 

児
童
養
護
施
設
の
長
は
、
児
童
の
通
学
す
る
学
校
及
び
児
童
相
談
所
並
び
に
必

要
に
応
じ
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
委
員
、
公
共
職
業
安
定
所
等
関
係
機
関
と
密
接
に

連
携
し
て
児
童
の
指
導
及
び
家
庭
環
境
の
調
整
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
八
節 

福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設 

（
設
備
の
基
準
） 

第
二
百
十
三
条 

福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
省
令
第
四
十
八
条
に
規
定
す
る

基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
職
員
） 

第
二
百
十
四
条 

福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
に
置
く
べ
き
職
員
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
四
十
九

条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
生
活
指
導
及
び
学
習
指
導
） 

第
二
百
十
五
条 

福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
に
お
け
る
生
活
指
導
は
、
児
童
が
日
常
の
起
居
の
間

に
、
当
該
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
を
退
所
し
た
後
、
で
き
る
限
り
社
会
に
適
応
す
る
よ
う
こ

れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
に
お
け
る
学
習
指
導
に
つ
い
て
は
、
第
二
百
八
条
第
二
項
の
規
定

を
準
用
す
る
。 

（
職
業
指
導
を
行
う
に
当
た
っ
て
遵
守
す
べ
き
事
項
） 

第
二
百
十
六
条 

福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
に
お
け
る
職
業
指
導
は
、
児
童
の
適
性
に
応
じ
、
児

童
が
将
来
で
き
る
限
り
健
全
な
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
ほ
か
、
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
に
お
け
る
職
業
指
導
に
つ
い
て
は
、
第

二
百
八
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

（
入
所
支
援
計
画
の
作
成
） 

第
二
百
十
七
条 

福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
長
は
、
児
童
の
保
護
者
及
び
児
童
の
意
向
、
児
童

の
適
性
、
児
童
の
障
害
の
特
性
そ
の
他
の
事
情
を
踏
ま
え
た
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
き

児
童
に
対
し
て
障
害
児
入
所
支
援
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
継
続
的
な
評

価
を
実
施
す
る
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
児
童
に
対
し
て
適
切
か
つ
効
果
的

に
障
害
児
入
所
支
援
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



（
児
童
と
起
居
を
共
に
す
る
職
員
） 

第
二
百
十
八
条 

福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
（
主
と
し
て
盲
児
又
は
ろ
う
あ
児
を
入
所
さ
せ
る
福

祉
型
障
害
児
入
所
施
設
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
二
百
十
一
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

（
保
護
者
等
と
の
連
絡
） 

第
二
百
十
九
条 

福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
長
は
、
児
童
の
保
護
者
に
児
童
の
性
質
及
び
能
力

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
児
童
の
通
学
す
る
学
校
及
び
必
要
に
応
じ
当
該
児
童
を
取
り
扱
っ
た

児
童
福
祉
司
又
は
児
童
委
員
と
常
に
密
接
な
連
絡
を
と
り
、
児
童
の
生
活
指
導
、
学
習
指
導
及

び
職
業
指
導
に
つ
き
、
そ
の
協
力
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
心
理
学
的
及
び
精
神
医
学
的
診
査
） 

第
二
百
二
十
条 

主
と
し
て
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
を
入
所
さ
せ
る
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
に

お
い
て
は
、
入
所
し
て
い
る
児
童
を
適
切
に
保
護
す
る
た
め
、
随
時
心
理
学
的
及
び
精
神
医
学

的
診
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
児
童
の
福
祉
に
有
害
な
実
験
に
わ
た
っ
て
は

な
ら
な
い
。 

（
入
所
し
た
児
童
に
対
す
る
健
康
診
断
） 

第
二
百
二
十
一
条 

主
と
し
て
盲
児
又
は
ろ
う
あ
児
を
入
所
さ
せ
る
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
に

お
い
て
は
、
入
所
時
健
診
に
当
た
り
、
特
に
盲
ろ
う
あ
の
原
因
及
び
機
能
障
害
の
状
況
を
精
密

に
診
断
し
、
治
療
可
能
な
者
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

主
と
し
て
肢
体
不
自
由
の
あ
る
児
童
を
入
所
さ
せ
る
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
に
お
い
て
は
、

入
所
時
健
診
に
当
た
り
、
整
形
外
科
的
診
断
に
よ
り
肢
体
の
機
能
障
害
の
原
因
及
び
そ
の
状
況

を
精
密
に
診
断
し
、
入
所
を
継
続
す
る
か
否
か
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
九
節 

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設 

（
設
備
の
基
準
） 

第
二
百
二
十
二
条 

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
省
令
第
五
十
七
条
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
職
員
） 

第
二
百
二
十
三
条 

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
に
置
く
べ
き
職
員
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
五
十

八
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
心
理
学
的
及
び
精
神
医
学
的
診
査
） 

第
二
百
二
十
四
条 

主
と
し
て
自
閉
症
児
を
入
所
さ
せ
る
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
に
お
け
る
心

理
学
的
及
び
精
神
医
学
的
診
査
に
つ
い
て
は
、
第
二
百
二
十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

（
入
所
し
た
児
童
に
対
す
る
健
康
診
断
） 

第
二
百
二
十
五
条 

主
と
し
て
肢
体
不
自
由
の
あ
る
児
童
を
入
所
さ
せ
る
医
療
型
障
害
児
入
所
施

設
に
お
い
て
は
、
入
所
時
健
診
に
当
た
り
、
整
形
外
科
的
診
断
に
よ
り
肢
体
の
機
能
障
害
の
原

因
及
び
そ
の
状
況
を
精
密
に
診
断
し
、
入
所
を
継
続
す
る
か
否
か
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な



い
。 

（
児
童
と
起
居
を
共
に
す
る
職
員
等
） 

第
二
百
二
十
六
条 

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
（
主
と
し
て
重
症
心
身
障
害
児
を
入
所
さ
せ
る
施

設
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
け
る
児
童
と
起
居
を
共
に
す
る
職
員
、
生

活
指
導
、
学
習
指
導
及
び
職
業
指
導
並
び
に
医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
の
長
の
保
護
者
等
と
の

連
絡
に
つ
い
て
は
、
第
二
百
十
一
条
、
第
二
百
十
五
条
、
第
二
百
十
六
条
及
び
第
二
百
十
九
条

の
規
定
を
準
用
す
る
。 

２ 

医
療
型
障
害
児
入
所
施
設
の
長
の
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
第
二
百
十
七
条
の
規
定
を
準

用
す
る
。 第

十
節 

福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
設
備
の
基
準
） 

第
二
百
二
十
七
条 

福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
備
の
基
準
は
、
省
令
第
六
十
二
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
職
員
） 

第
二
百
二
十
八
条 

福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
置
く
べ
き
職
員
に
係
る
基
準
は
、
省
令

第
六
十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
生
活
指
導
及
び
計
画
の
作
成
） 

第
二
百
二
十
九
条 

福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
生
活
指
導
及
び
福
祉
型
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
長
の
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
第
二
百
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二
百
十

七
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

（
保
護
者
等
と
の
連
絡
） 

第
二
百
三
十
条 

福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
長
は
、
児
童
の
保
護
者
に
児
童
の
性
質
及

び
能
力
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
当
該
児
童
を
取
り
扱
っ
た
児
童
福
祉
司
又
は
児

童
委
員
と
常
に
密
接
な
連
絡
を
と
り
、
児
童
の
生
活
指
導
に
つ
き
、
そ
の
協
力
を
求
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

（
入
所
し
た
児
童
に
対
す
る
健
康
診
断
） 

第
二
百
三
十
一
条 

主
と
し
て
難
聴
児
を
通
わ
せ
る
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、
入
所
時
健
診
に
当
た
り
、
特
に
難
聴
の
原
因
及
び
機
能
障
害
の
状
況
を
精
密
に
診
断
し
、

治
療
可
能
な
者
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
心
理
学
的
及
び
精
神
医
学
的
診
査
） 

第
二
百
三
十
二
条 

主
と
し
て
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
を
通
わ
せ
る
福
祉
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
心
理
学
的
及
び
精
神
医
学
的
診
査
に
つ
い
て
は
、
第
二
百
二
十
条
の
規
定
を
準

用
す
る
。 第

十
一
節 

医
療
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー 



（
設
備
の
基
準
） 

第
二
百
三
十
三
条 

医
療
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
備
の
基
準
は
、
省
令
第
六
十
八
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
職
員
） 

第
二
百
三
十
四
条 

医
療
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
置
く
べ
き
職
員
に
係
る
基
準
は
、
省
令

第
六
十
九
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
入
所
し
た
児
童
に
対
す
る
健
康
診
断
） 

第
二
百
三
十
五
条 

医
療
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
入
所
時
健
診
に
当
た
り
、

整
形
外
科
的
診
断
に
よ
り
肢
体
の
機
能
障
害
の
原
因
及
び
そ
の
状
況
を
精
密
に
診
断
し
、
入
所

を
継
続
す
る
か
否
か
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
生
活
指
導
等
） 

第
二
百
三
十
六
条 

医
療
型
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
生
活
指
導
並
び
に
医
療
型
児
童

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
長
の
保
護
者
等
と
の
連
絡
及
び
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
第
二
百
十

五
条
第
一
項
、
第
二
百
十
七
条
及
び
第
二
百
三
十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

第
十
二
節 

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設 

（
設
備
の
基
準
） 

第
二
百
三
十
七
条 

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
省
令
第
七
十
二
条
に
規
定

す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
職
員
） 

第
二
百
三
十
八
条 

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
に
置
く
べ
き
職
員
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七

十
三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
の
長
の
資
格
等
） 

第
二
百
三
十
九
条 

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
の
長
の
資
格
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
七
十

四
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
心
理
療
法
、
生
活
指
導
及
び
家
庭
環
境
の
調
整
） 

第
二
百
四
十
条 

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
に
お
け
る
心
理
療
法
及
び
生
活
指
導
は
、
児
童
の

社
会
的
適
応
能
力
の
回
復
を
図
り
、
児
童
が
、
当
該
情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
を
退
所
し
た

後
、
健
全
な
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

２ 

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
に
お
け
る
家
庭
環
境
の
調
整
は
、
児
童
の
保
護
者
に
児
童
の
状

態
及
び
能
力
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
児
童
の
家
庭
の
状
況
に
応
じ
、
親
子
関
係
の
再
構
築
等

が
図
ら
れ
る
よ
う
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
自
立
支
援
計
画
の
策
定
） 

第
二
百
四
十
一
条 

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
の
長
は
、
前
条
第
一
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た



め
、
入
所
中
の
個
々
の
児
童
に
つ
い
て
、
児
童
や
そ
の
家
庭
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
そ
の
自

立
を
支
援
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
業
務
の
質
の
評
価
等
） 

第
二
百
四
十
二
条 

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
は
、
自
ら
そ
の
行
う
法
第
四
十
三
条
の
二
に
規

定
す
る
業
務
の
質
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
に
外
部
の
者
に
よ
る
評
価
を
受
け
て
、

そ
れ
ら
の
結
果
を
公
表
し
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
児
童
と
起
居
を
共
に
す
る
職
員
） 

第
二
百
四
十
三
条 

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
に
つ
い
て
は
、
第
二
百
十
一
条
の
規
定
を
準
用

す
る
。 

（
関
係
機
関
と
の
連
携
） 

第
二
百
四
十
四
条 

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
の
長
は
、
児
童
の
通
学
す
る
学
校
及
び
児
童
相

談
所
並
び
に
必
要
に
応
じ
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
委
員
、
保
健
所
、
市
町
村
保
健
セ

ン
タ
ー
等
関
係
機
関
と
密
接
に
連
携
し
て
児
童
の
指
導
及
び
家
庭
環
境
の
調
整
に
当
た
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
十
三
節 

児
童
自
立
支
援
施
設 

（
設
備
の
基
準
） 

第
二
百
四
十
五
条 

児
童
自
立
支
援
施
設
の
設
備
の
基
準
は
、
省
令
第
七
十
九
条
に
規
定
す
る
基

準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
職
員
） 

第
二
百
四
十
六
条 

児
童
自
立
支
援
施
設
に
置
く
べ
き
職
員
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
八
十
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
児
童
自
立
支
援
施
設
の
長
の
資
格
等
） 

第
二
百
四
十
七
条 

児
童
自
立
支
援
施
設
の
長
の
資
格
等
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
八
十
一
条
に

規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
児
童
自
立
支
援
専
門
員
の
資
格
） 

第
二
百
四
十
八
条 

児
童
自
立
支
援
専
門
員
（
児
童
自
立
支
援
施
設
に
お
い
て
児
童
の
自
立
支
援

を
行
う
者
を
い
う
。
第
二
百
五
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
資
格
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第

八
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
児
童
生
活
支
援
員
の
資
格
） 

第
二
百
四
十
九
条 

児
童
生
活
支
援
員
（
児
童
自
立
支
援
施
設
に
お
い
て
児
童
の
生
活
支
援
を
行

う
者
を
い
う
。
第
二
百
五
十
三
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
資
格
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
八
十

三
条
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
生
活
指
導
、
職
業
指
導
、
学
科
指
導
及
び
家
庭
環
境
の
調
整
） 

第
二
百
五
十
条 

児
童
自
立
支
援
施
設
に
お
け
る
生
活
指
導
及
び
職
業
指
導
は
、
全
て
児
童
が
そ



の
適
性
及
び
能
力
に
応
じ
て
、
自
立
し
た
社
会
人
と
し
て
健
全
な
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
学
科
指
導
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
規
定
に
よ

る
学
習
指
導
要
領
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
学
科
指
導
を
行
わ
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。 

３ 

生
活
指
導
、
職
業
指
導
及
び
家
庭
環
境
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
第
二
百
八
条
（
第
二
項
を
除

く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

（
自
立
支
援
計
画
の
策
定
） 

第
二
百
五
十
一
条 

児
童
自
立
支
援
施
設
の
長
は
、
前
条
第
一
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
入

所
中
の
個
々
の
児
童
に
つ
い
て
、
児
童
や
そ
の
家
庭
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
そ
の
自
立
を
支

援
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
業
務
の
質
の
評
価
等
） 

第
二
百
五
十
二
条 

児
童
自
立
支
援
施
設
は
、
自
ら
そ
の
行
う
法
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
業
務

の
質
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的
に
外
部
の
者
に
よ
る
評
価
を
受
け
て
、
そ
れ
ら
の
結

果
を
公
表
し
、
常
に
そ
の
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
児
童
と
起
居
を
共
に
す
る
職
員
） 

第
二
百
五
十
三
条 

児
童
自
立
支
援
施
設
の
長
は
、
児
童
自
立
支
援
専
門
員
及
び
児
童
生
活
支
援

員
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
人
を
児
童
と
起
居
を
共
に
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
関
係
機
関
と
の
連
携
） 

第
二
百
五
十
四
条 

児
童
自
立
支
援
施
設
の
長
は
、
児
童
の
通
学
す
る
学
校
及
び
児
童
相
談
所
並

び
に
必
要
に
応
じ
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
委
員
、
公
共
職
業
安
定
所
等
関
係
機
関
と

密
接
に
連
携
し
て
児
童
の
指
導
及
び
家
庭
環
境
の
調
整
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
心
理
学
的
及
び
精
神
医
学
的
診
査
等
） 

第
二
百
五
十
五
条 

児
童
自
立
支
援
施
設
に
お
い
て
は
、
入
所
し
て
い
る
児
童
の
自
立
支
援
の
た

め
、
随
時
心
理
学
的
及
び
精
神
医
学
的
診
査
並
び
に
教
育
評
価
（
学
科
指
導
を
行
う
場
合
に
限

る
。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
十
四
節 

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
設
備
の
基
準
） 

第
二
百
五
十
六
条 

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
相
談
室
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
職
員
） 

第
二
百
五
十
七
条 

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
置
く
べ
き
職
員
に
係
る
基
準
は
、
省
令
第
八
十

八
条
の
三
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
支
援
を
行
う
に
当
た
っ
て
遵
守
す
べ
き
事
項
） 

第
二
百
五
十
八
条 

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
支
援
に
当
た
っ
て
は
、
児
童
、
保
護
者



そ
の
他
の
者
の
意
向
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
懇
切
を
旨
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
児
童
相
談
所
、
福
祉
事
務
所
、
他
の
児
童
福
祉
施
設
、

民
生
委
員
、
児
童
委
員
、
母
子
自
立
支
援
員
、
母
子
福
祉
団
体
、
公
共
職
業
安
定
所
、
婦
人
相

談
員
、
保
健
所
、
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
学
校
等
と
の
連
絡
調

整
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
他
の
支
援
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
円

滑
に
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
そ
の
附
置
さ
れ
て
い
る
施
設
と
の
緊
密
な
連
携
を

行
う
と
と
も
に
、
そ
の
支
援
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
四
条
第
五
項
、
第
九
条
、
第

四
十
条
第
三
項
（
第
七
十
条
及
び
第
七
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二

章
第
二
節
第
五
款
、
第
七
十
四
条
、
第
二
章
第
四
節
第
五
款
、
第
九
十
四
条
第
五
項
、
第
百
二

十
八
条
第
三
項
（
第
百
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
五
十
三
条
第

六
項
、
第
百
五
十
四
条
第
三
項
、
第
百
九
十
条
及
び
第
百
九
十
六
条
並
び
に
附
則
第
四
条
第
二

項
、
第
五
条
第
二
項
、
第
七
条
第
二
項
並
び
に
第
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
平
成

二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

次
に
掲
げ
る
法
に
基
づ
く
命
令
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
基
準
省
令
」
と

い
う
。
）
の
本
則
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
に
当
た
っ
て
の
基
準
で
あ
っ
て
、
基
準
省
令
の

制
定
又
は
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
（
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
の
基
準
と
さ
れ
る
も
の
を
含

む
。
以
下
こ
の
条
及
び
附
則
第
七
条
第
一
項
に
お
い
て
「
基
準
省
令
経
過
措
置
」
と
い
う
。
）

の
適
用
を
受
け
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
基
準
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
こ

の
条
例
に
定
め
る
べ
き
基
準
と
し
て
特
例
基
準
と
同
一
の
内
容
を
本
則
に
規
定
し
た
場
合
に
お

け
る
必
要
な
経
過
措
置
は
、
基
準
省
令
経
過
措
置
の
例
に
よ
る
。 

一 

施
行
規
則 

二 

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

（
附
則
第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
第
一
項
に
お
い
て
「
指
定
通
所
支
援
省
令
」
と
い
う
。
） 

三 

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準 

四 

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
附
則
第
七
条
第
一
項
及
び
第
八
条
第

一
項
に
お
い
て
「
児
童
福
祉
施
設
省
令
」
と
い
う
。
） 

第
三
条 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
、
法
及
び
基
準
省
令
そ



の
他
の
法
に
基
づ
く
命
令
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
準
省
令
等
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に

従
い
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
た
基
準
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
例
に
定
め
の
な
い
も
の
が
生

じ
た
と
き
は
、
こ
の
条
例
に
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
基
準
省
令
等
に
規
定
す

る
基
準
の
例
に
よ
る
。 

第
四
条 

施
行
日
か
ら
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
一
部
施

行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
（
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
備
に
関
す
る
基
準
に
つ
い

て
は
、
指
定
通
所
支
援
省
令
第
九
条
に
規
定
す
る
基
準
と
す
る
。 

２ 

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
存
す
る
指
定
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
設
備
に
つ
い
て
は
、
当

該
事
業
所
が
増
築
さ
れ
、
又
は
改
築
さ
れ
る
等
建
物
の
構
造
を
変
更
す
る
ま
で
の
間
は
、
第
九

条
第
一
項
中
「
指
導
訓
練
室
、
相
談
室
及
び
便
所
並
び
に
」
と
あ
る
の
は
「
指
導
訓
練
室
の
ほ

か
、
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
障
害
児
一
人
当
た
り
の
床
面
積
を
二
・
四
七
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
と
し
、
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
訓
練
」
と
す
る
。 

第
五
条 

施
行
日
か
ら
一
部
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
の
設
備
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
、
指
定
通
所
支
援
省
令
第
六
十
八
条
に
規
定
す
る

基
準
と
す
る
。 

２ 

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
存
す
る
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
設
備
に
つ
い

て
は
、
当
該
事
業
所
が
増
築
さ
れ
、
又
は
改
築
さ
れ
る
等
建
物
の
構
造
を
変
更
す
る
ま
で
の
間

は
、
第
七
十
四
条
第
一
項
中
「
指
導
訓
練
室
、
相
談
室
及
び
便
所
並
び
に
」
と
あ
る
の
は
「
指

導
訓
練
室
の
ほ
か
、
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
障
害
児
一
人
当
た
り
の
床
面
積
を
二
・
四
七
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
訓
練
」
と
あ
る
の
は
「
訓
練
」
と
す
る
。 

第
六
条 

施
行
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
七
十
七
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
三

十
八
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
、
第
四
十
三
条
か
ら
第
四
十
五
条
ま
で
」
と
す
る
。 

第
七
条 

施
行
日
か
ら
一
部
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
保
育
所
の
設
備
に
関
す
る
基
準

に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉
施
設
省
令
第
三
十
二
条
（
基
準
省
令
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
基
準
省
令
経
過
措
置
）
に
規
定
す
る
基
準
と
す
る
。 

２ 

一
部
施
行
日
に
お
い
て
現
に
存
す
る
保
育
所
（
次
条
第
三
項
の
適
用
の
あ
る
も
の
を
除
く
。
）

の
設
備
に
つ
い
て
は
、
当
該
保
育
所
が
増
築
さ
れ
、
又
は
改
築
さ
れ
る
等
建
物
の
構
造
を
変
更

す
る
ま
で
の
間
は
、
第
百
九
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
調
理
室
、
調
乳
室
（
乳
児
を
入
所
さ
せ

る
保
育
所
に
限
る
。
）
、
沐もく
浴
室
」
と
あ
る
の
は
「
調
理
室
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
乳
児
室

又
は
」
と
あ
る
の
は
「
乳
児
室
の
面
積
は
、
乳
児
又
は
満
二
歳
に
満
た
な
い
幼
児
一
人
に
つ
き

一
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
」
と
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
医
務
室
、
調
理
室
」
と
あ

る
の
は
「
調
理
室
」
と
す
る
。 



第
八
条 

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
厚

生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
地
域
」
と
い
う
。
）
に
お
い

て
は
、
施
行
日
か
ら
一
部
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

児
童
福
祉
施
設
省
令
第
三
十
二
条
第
二
号
及
び
第
三
号
の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
指
定
地
域
に
お

け
る
保
育
所
の
設
備
に
関
す
る
基
準
の
う
ち
、
乳
児
室
の
面
積
に
係
る
も
の
は
、
乳
児
又
は
満

二
歳
に
満
た
な
い
幼
児
一
人
に
つ
き
一
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
ほ
ふ
く
室
の
面
積
に
係

る
も
の
は
、
乳
児
一
人
に
つ
き
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
又
は
満
二
歳
に
満
た
な
い
幼
児
一

人
に
つ
き
二
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。 

２ 

指
定
地
域
に
お
け
る
保
育
所
（
次
項
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
第
百
九
十

条
第
一
項
第
二
号
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
一
部
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
は
、
同
号
中
「
乳
児
又
は
満
二
歳
に
満
た
な
い
幼
児
一
人
に
つ
き
三
・
三
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
乳
児
一
人
に
つ
き
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
満
二
歳
に
満
た
な

い
幼
児
一
人
に
つ
き
二
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
」
と
す
る
。 

３ 

一
部
施
行
日
に
お
い
て
指
定
地
域
に
現
に
存
す
る
保
育
所
（
一
部
施
行
日
後
に
増
築
さ
れ
、

又
は
改
築
さ
れ
る
等
建
物
の
構
造
を
変
更
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
設
備
に
つ
い
て
は
、
一

部
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
百
九
十
条
第
一
項
第
二
号
中

「
又
は
ほ
ふ
く
室
の
面
積
は
、
乳
児
又
は
満
二
歳
に
満
た
な
い
幼
児
一
人
に
つ
き
三
・
三
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
の
面
積
は
、
乳
児
又
は
満
二
歳
に
満
た
な
い
幼
児
一
人
に
つ

き
一
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
ほ
ふ
く
室
の
面
積
は
、
乳
児
一
人
に
つ
き
三
・
三
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
又
は
満
二
歳
に
満
た
な
い
幼
児
一
人
に
つ
き
二
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
」
と
す

る
。 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
六

十
九
号
）（
国
保
医
療
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
の
普

通
調
整
交
付
金
及
び
特
別
調
整
交
付
金
の
総
額
を
改
定
等
す
る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

普
通
調
整
交
付
金
及
び
特
別
調
整
交
付
金
の
総
額
の
改
定 

㈡ 

規
定
の
整
備 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
二
㈠
は
平
成
二
十
四
年
度
分
の
交
付
金
の
交
付
か
ら
適
用
。 

   
 

          



条 
 

例 

 
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

  
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
条
例
第
九
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
二
項
中
「
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
及
び
被
用
者
保
険
等
保
険
者
拠
出
金
等
の

算
定
等
に
関
す
る
政
令
」
を
「
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
等
の
算
定
に
関
す
る
政
令
」
に
改

め
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
七
分
の
六
」
を
「
九
分
の
六
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
七
分
の
一
」

を
「
九
分
の
三
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
第
三
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
度
分

の
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
の
交
付
か
ら
適
用
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

           

埼
玉
県
条
例
第
六
十
九
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
七
十
号
）（
道
路

政
策
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

道
路
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を
定
め
る

た
め
の
条
例
の
制
定 

二 

内
容 

 

㈠ 

道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準 

㈡ 

道
路
標
識
の
寸
法
の
基
準 

㈢ 

道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 

           



 

条 
 

例 

 
埼
玉
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 
 
 

 

埼
玉
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
条
第
三
項
及
び

第
四
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
県
が
管
理
す
る
県
道
を
新
設
し
、
又
は
改
築
す
る
場
合

に
お
け
る
当
該
県
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
及
び
県
が
管
理
す
る
県
道
に
設
け
る
道
路
標
識
の

寸
法
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
特
定
道
路
（
県

が
管
理
す
る
県
道
に
限
る
。
）
を
新
設
し
、
又
は
改
築
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
特
定
道
路
の

道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基
準
） 

第
二
条 

道
路
法
第
三
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
県
道
の
構
造
に
関
す
る
技
術
的
基
準
は
、
別
表

第
一
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。 

 

（
道
路
標
識
の
寸
法
の
基
準
） 

第
三
条 

道
路
法
第
四
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
道
路
標
識
の
寸
法
は
、
別
表
第
二
に
定
め
る

と
お
り
と
す
る
。 

 

（
道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準
） 

第
四
条 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
条
第
一
項
に
規

定
す
る
道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準
は
、
別
表
第
三
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
埼
玉
県
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
一
号
）
第
十
二
条
に
規
定
す
る
整
備
基
準
（
公

共
交
通
機
関
の
施
設
（
乗
降
場
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
道
路
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

を
も
っ
て
道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準
と
み
な
す
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
） 

 

一 

道
路
の
区
分 

 
 

イ 

道
路
は
、
道
路
構
造
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
号
。
以
下
こ
の
表
に
お
い

て
「
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
一
種
か
ら
第
四

埼
玉
県
条
例
第
七
十
号



 

種
ま
で
に
区
分
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
当
該
道
路
の
区
分
は
、
第
一
種
及
び
第

四
種
の
道
路
に
あ
っ
て
は
第
一
級
か
ら
第
四
級
ま
で
、
第
二
種
の
道
路
に
あ
っ
て
は
第
一

級
又
は
第
二
級
、
第
三
種
の
道
路
に
あ
っ
て
は
第
一
級
か
ら
第
五
級
ま
で
に
細
分
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

道
路
は
、
令
第
三
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
小
型
道
路
と
普
通
道
路
と
に
区
分
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

二 

車
線
等 

 
 

イ 

車
道
（
副
道
、
停
車
帯
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
車
線
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
号
イ
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
道
路
の
区
分
の

う
ち
、
第
三
種
第
五
級
又
は
第
四
種
第
四
級
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ロ 

車
線
の
数
は
、
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
数
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第

三
種
第
四
級
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
車
線
を
設
け
る
区
間
と
車
線
に
よ
り
構
成
し
な
い
区

間
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

ハ 

車
線
（
登
坂
車
線
、
屈
折
車
線
及
び
変
速
車
線
を
除
く
。
）
の
幅
員
は
、
道
路
の
区
分

に
応
じ
規
則
で
定
め
る
幅
員
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
交
通
の
状
況
、
地
形
の
状
況
そ
の

他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
幅
員
を
拡
大
し
、
又
は
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

ニ 

第
三
種
第
五
級
又
は
第
四
種
第
四
級
の
普
通
道
路
の
車
道
の
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る

幅
員
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
普
通
道
路
の
計
画
交
通
量
が
極
め
て
少
な
く
、
か
つ
、

地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
又
は
第
三
十
二
号
の
規

定
に
よ
り
車
道
に
狭
窄 さく
部
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
幅
員
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

ホ 

第
三
種
又
は
第
四
種
の
道
路
の
車
道
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
の
自

転
車
車
線
（
一
縦
列
の
自
転
車
を
安
全
か
つ
円
滑
に
通
行
さ
せ
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
帯

状
の
車
道
の
部
分
を
い
う
。
第
五
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
設
け
る
こ
と
。 

 

三 

車
線
の
分
離
等 

 
 

イ 

第
一
種
又
は
第
二
種
の
道
路
（
対
向
車
線
を
設
け
な
い
道
路
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
車
線
は
、
往
復
の
方
向
別
に
分
離
す
る
こ
と
。
車
線
の
数
が
四
以
上

で
あ
る
そ
の
他
の
道
路
に
つ
い
て
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。 

 
 

ロ 

イ
前
段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
車
線
の
数
（
登
坂
車
線
、
屈
折
車
線
及
び
変
速
車
線

の
数
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
リ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
三
以
下
で
あ
る
第
一
種
の
道
路
に

あ
っ
て
は
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て

は
、
そ
の
車
線
を
往
復
の
方
向
別
に
分
離
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 



 

 
 

ハ 

車
線
を
往
復
の
方
向
別
に
分
離
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
中
央
帯
を
設
け
る
こ

と
。 

 
 

ニ 

中
央
帯
の
幅
員
は
、
当
該
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
と
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
長
さ
百
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ト
ン
ネ
ル
、
長
さ
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
橋
若

し
く
は
高
架
の
道
路
又
は
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
箇

所
に
つ
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
幅
員
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 
 

ホ 

中
央
帯
に
は
、
側
帯
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

ヘ 

ホ
の
側
帯
の
幅
員
は
、
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
と
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
ニ
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
中
央
帯
の
幅
員
を
縮
小
す
る
道
路
又
は
箇
所
に
つ
い

て
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
側
帯
の
幅
員
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

ト 

中
央
帯
の
う
ち
側
帯
以
外
の
部
分
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
分
離
帯
」
と
い
う
。
）

に
は
、
柵
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
工
作
物
を
設
け
、
又
は
側
帯
に
接
続
し
て
縁
石
線
を
設

け
る
こ
と
。 

 
 

チ 

分
離
帯
に
路
上
施
設
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
中
央
帯
の
幅
員
は
、
令
第
十

二
条
の
建
築
限
界
を
勘
案
し
て
定
め
る
こ
と
。 

 
 

リ 

同
方
向
の
車
線
の
数
が
一
で
あ
る
第
一
種
の
道
路
の
当
該
車
線
の
属
す
る
車
道
に
は
、

必
要
に
応
じ
、
付
加
追
越
車
線
を
設
け
る
こ
と
。 

 

四 

副
道 

 
 

イ 

車
線
（
登
坂
車
線
、
屈
折
車
線
及
び
変
速
車
線
を
除
く
。
）
の
数
が
四
以
上
で
あ
る
第

三
種
又
は
第
四
種
の
道
路
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
副
道
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

副
道
の
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
を
標
準
と
す
る
こ
と
。 

 

五 

路
肩 

 
 

イ 

道
路
に
は
、
車
道
に
接
続
し
て
、
路
肩
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
自
転
車
車
線
、
中

央
帯
又
は
停
車
帯
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ロ 

車
道
の
左
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅
員
は
、
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
幅
員

以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
付
加
追
越
車
線
、
登
坂
車
線
若
し
く
は
変
速
車
線
を
設
け

る
箇
所
、
長
さ
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
橋
若
し
く
は
高
架
の
道
路
又
は
地
形
の
状
況
そ
の

他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
幅
員
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

ハ 

ロ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
車
線
を
往
復
の
方
向
別
に
分
離
す
る
第
一
種
の
道
路
で
あ

っ
て
、
同
方
向
の
車
線
の
数
が
一
で
あ
る
も
の
の
当
該
車
線
の
属
す
る
車
道
の
左
側
に
設

け
る
路
肩
の
幅
員
は
、
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
と
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
普
通
道
路
の
う
ち
、
長
さ
百
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ト
ン
ネ
ル
、
長
さ
五
十
メ
ー
ト



 

ル
以
上
の
橋
若
し
く
は
高
架
の
道
路
又
は
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や

む
を
得
な
い
箇
所
で
あ
っ
て
、
大
型
の
自
動
車
の
交
通
量
が
少
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
幅
員
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

ニ 
車
道
の
右
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅
員
は
、
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
幅
員

以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ホ 

普
通
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
の
車
道
に
接
続
す
る
路
肩（
ハ
本
文
に
規
定
す
る
路
肩
を
除
く
。）

又
は
小
型
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
の
車
道
の
左
側
に
設
け
る
路
肩
（
ハ
本
文
に
規
定
す
る
路
肩

を
除
く
。
）
の
幅
員
は
、
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
ま
で
縮
小
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。 

 
 

ヘ 

歩
道
、
自
転
車
道
又
は
自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
道
路
に
あ
っ
て
は
、
道
路
の
主
要

構
造
部
を
保
護
し
、
又
は
車
道
の
効
用
を
保
つ
た
め
に
支
障
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、

車
道
に
接
続
す
る
路
肩
を
設
け
ず
、
又
は
そ
の
幅
員
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

 
 

ト 

第
一
種
又
は
第
二
種
の
道
路
の
車
道
に
接
続
す
る
路
肩
に
は
、
側
帯
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

チ 

ト
の
側
帯
の
幅
員
は
、
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
と
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
普
通
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
の
車
道
に
接
続
す
る
路
肩
に
設
け
る
側
帯
の
幅
員
は
、
規

則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
幅
員
と
異
な
る
幅
員
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

リ 

道
路
の
主
要
構
造
部
を
保
護
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
歩
道
、
自
転

車
道
又
は
自
転
車
歩
行
者
道
に
接
続
し
て
、
路
端
寄
り
に
路
肩
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

ヌ 

イ
か
ら
リ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
規
則
で
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 

六 

停
車
帯 

 
 

イ 

第
四
種
（
第
四
級
を
除
く
。
）
の
道
路
に
は
、
自
動
車
の
停
車
に
よ
り
車
両
の
安
全
か

つ
円
滑
な
通
行
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
車

道
の
左
端
寄
り
に
停
車
帯
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

停
車
帯
の
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
自
動
車
の
交
通
量

の
う
ち
大
型
の
自
動
車
の
交
通
量
の
占
め
る
割
合
が
低
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
幅
員
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

七 

軌
道
敷 

 
 
 

軌
道
敷
の
幅
員
は
、
軌
道
の
単
線
又
は
複
線
の
別
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
と

す
る
こ
と
。 

 

八 

自
転
車
道 

 
 

イ 

自
動
車
及
び
自
転
車
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種
又
は
第
四
種
の
道
路
に
は
、
自
転
車
道

を
道
路
の
各
側
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り

や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ロ 

自
転
車
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種
若
し
く
は
第
四
種
の
道
路
又
は
自
動
車
及
び
歩
行
者



 

の
交
通
量
が
多
い
第
三
種
若
し
く
は
第
四
種
の
道
路
（
イ
に
規
定
す
る
道
路
を
除
く
。
）

に
は
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
自
転
車
の
通
行
を
分
離
す
る
必
要
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
自
転
車
道
を
道
路
の
各
側
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状

況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ハ 

自
転
車
道
の
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状

況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
幅
員
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

ニ 

自
転
車
道
に
路
上
施
設
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
自
転
車
道
の
幅
員
は
、
令

第
十
二
条
の
建
築
限
界
を
勘
案
し
て
定
め
る
こ
と
。 

 
 

ホ 

自
転
車
道
の
幅
員
は
、当
該
道
路
の
自
転
車
の
交
通
の
状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
。 

 

九 

自
転
車
歩
行
者
道 

 
 

イ 

自
動
車
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種
又
は
第
四
種
の
道
路
（
自
転
車
道
を
設
け
る
道
路
を

除
く
。
）
に
は
、
自
転
車
歩
行
者
道
を
道
路
の
各
側
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の

状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。 

 
 

ロ 

自
転
車
歩
行
者
道
の
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

横
断
歩
道
橋
若
し
く
は
地
下
横
断
歩
道
（
第
十
号
ニ
及
び
第
三
十
一
号
に
お
い
て
「
横

断
歩
道
橋
等
」
と
い
う
。
）
又
は
路
上
施
設
を
設
け
る
自
転
車
歩
行
者
道
の
幅
員
に
つ
い

て
は
、
ロ
に
規
定
す
る
幅
員
に
規
則
で
定
め
る
幅
員
を
加
え
て
ロ
の
規
定
を
適
用
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
第
三
種
第
五
級
又
は
第
四
種
第
四
級
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
地
形
の
状
況

そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ニ 

自
転
車
歩
行
者
道
の
幅
員
は
、
当
該
道
路
の
自
転
車
及
び
歩
行
者
の
交
通
の
状
況
を
考

慮
し
て
定
め
る
こ
と
。 

 

十 

歩
道 

 
 

イ 

第
四
種
（
第
四
級
を
除
く
。
）
の
道
路
（
自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
道
路
を
除
く
。
）
、

歩
行
者
の
交
通
量
が
多
い
第
三
種
（
第
五
級
を
除
く
。
）
の
道
路
（
自
転
車
歩
行
者
道
を

設
け
る
道
路
を
除
く
。
）
又
は
自
転
車
道
を
設
け
る
第
三
種
若
し
く
は
第
四
種
第
四
級
の

道
路
に
は
、
そ
の
各
側
に
歩
道
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別

の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ロ 

第
三
種
又
は
第
四
種
第
四
級
の
道
路
（
自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
道
路
及
び
イ
に
規

定
す
る
道
路
を
除
く
。
）
に
は
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
歩
道
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理

由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ハ 

歩
道
の
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
と
す
る
こ
と
。 



 

 
 

ニ 

横
断
歩
道
橋
等
又
は
路
上
施
設
を
設
け
る
歩
道
の
幅
員
に
つ
い
て
は
、
ハ
に
規
定
す
る

幅
員
の
値
に
規
則
で
定
め
る
幅
員
の
値
を
加
え
て
ハ
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
。た
だ
し
、

第
三
種
第
五
級
又
は
第
四
種
第
四
級
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別

の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ホ 

歩
道
の
幅
員
は
、
当
該
道
路
の
歩
行
者
の
交
通
の
状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
。 

 

十
一 

歩
行
者
の
滞
留
の
用
に
供
す
る
部
分 

 
 
 

歩
道
、
自
転
車
歩
行
者
道
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
又
は
歩
行
者
専
用
道
路
に
は
、
横

断
歩
道
、
乗
合
自
動
車
停
車
所
等
に
係
る
歩
行
者
の
滞
留
に
よ
り
歩
行
者
又
は
自
転
車
の
安

全
か
つ
円
滑
な
通
行
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

主
と
し
て
歩
行
者
の
滞
留
の
用
に
供
す
る
部
分
を
設
け
る
こ
と
。 

 

十
二 

植
樹
帯
又
は
植
樹
ま
す 

 
 

イ 

第
四
種
第
一
級
及
び
第
二
級
の
道
路
に
は
、
植
樹
帯
を
設
け
、
そ
の
他
の
道
路
に
は
、

必
要
に
応
じ
、
植
樹
帯
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由

に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ロ 

植
樹
帯
の
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
を
標
準
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

次
に
掲
げ
る
道
路
の
区
間
に
設
け
る
植
樹
帯
の
幅
員
は
、
当
該
道
路
の
構
造
及
び
交
通

の
状
況
、
沿
道
の
土
地
利
用
の
状
況
並
び
に
良
好
な
道
路
交
通
環
境
の
整
備
又
は
沿
道
に

お
け
る
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
の
た
め
講
じ
ら
れ
る
他
の
措
置
を
総
合
的
に
勘
案
し
て

特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
ロ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
情
に

応
じ
、
当
該
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
べ
き
幅
員
を
超
え
る
適
切
な
幅
員
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

都
心
部
又
は
景
勝
地
を
通
過
す
る
幹
線
道
路
の
区
間 

 
 
 

⑵ 

相
当
数
の
住
居
が
集
合
し
、
又
は
集
合
す
る
こ
と
が
確
実
と
見
込
ま
れ
る
地
域
を
通

過
す
る
幹
線
道
路
の
区
間 

 
 

ニ 

イ
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
道
路
の
構
造
、
交
通
の
状
況
及
び
沿
道
の
土
地
利
用

の
状
況
等
を
勘
案
し
、
自
転
車
及
び
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
植
樹
帯
に
代
え
て
植
樹
ま
す
（
主
と
し
て
並
木
を
植
栽
す
る
た
め
に
、

歩
道
、
自
転
車
道
及
び
自
転
車
歩
行
車
道
の
一
部
に
縁
石
等
で
区
画
し
て
設
け
ら
れ
る
部

分
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

ホ 

植
樹
ま
す
相
互
の
間
隔
及
び
一
辺
の
長
さ
は
、
規
則
で
定
め
る
間
隔
及
び
長
さ
を
標
準

と
す
る
こ
と
。 

 
 

へ 

植
樹
帯
又
は
植
樹
ま
す
の
植
栽
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
特
性
等
を
考
慮
し
て
、
樹
種

の
選
定
、
樹
木
の
配
置
等
を
適
切
に
行
う
こ
と
。 

 

十
三 

設
計
速
度 

 
 

イ 

道
路
（
副
道
を
除
く
。
）
の
設
計
速
度
は
、
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
設



 

計
速
度
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得

な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
設
計
速
度
と
異
な
る
設

計
速
度
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

ロ 
副
道
の
設
計
速
度
は
、
規
則
で
定
め
る
設
計
速
度
と
す
る
こ
と
。 

 

十
四 

車
道
の
屈
曲
部 

 
 
 

車
道
の
屈
曲
部
は
、
曲
線
形
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
緩
和
区
間
（
車
両
の
走
行
を
円
滑

な
ら
し
め
る
た
め
に
車
道
の
屈
曲
部
に
設
け
ら
れ
る
一
定
の
区
間
を
い
う
。
第
十
五
号
及
び

第
十
八
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
第
三
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
る
屈
曲
部
に
つ

い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

十
五 

曲
線
半
径 

 
 
 

車
道
の
屈
曲
部
の
う
ち
緩
和
区
間
を
除
い
た
部
分
（
第
十
七
号
及
び
第
十
八
号
に
お
い
て

「
車
道
の
曲
線
部
」
と
い
う
。
）
の
中
心
線
の
曲
線
半
径
（
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
「
曲
線

半
径
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
道
路
の
設
計
速
度
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
曲
線
半
径
以
上

と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
箇
所

に
つ
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
曲
線
半
径
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 

十
六 

曲
線
部
の
片
勾
配 

 
 
 

車
道
、
中
央
帯
（
分
離
帯
を
除
く
。
）
及
び
車
道
に
接
続
す
る
路
肩
の
曲
線
部
に
は
、
曲

線
半
径
が
極
め
て
大
き
い
場
合
を
除
き
、
当
該
道
路
の
区
分
及
び
当
該
道
路
の
存
す
る
地
域

の
積
雪
寒
冷
の
度
に
応
じ
、
か
つ
、
当
該
道
路
の
設
計
速
度
、
曲
線
半
径
、
地
形
の
状
況
等

を
勘
案
し
、
規
則
で
定
め
る
値
以
下
で
適
切
な
値
の
片
勾
配
を
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第

四
種
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場

合
に
お
い
て
は
、
片
勾
配
を
付
さ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

 

十
七 

曲
線
部
の
車
線
等
の
拡
幅 

 
 
 

車
道
の
曲
線
部
に
お
い
て
は
、
設
計
車
両
及
び
当
該
曲
線
部
の
曲
線
半
径
に
応
じ
、
車
線

（
車
線
を
有
し
な
い
道
路
に
あ
っ
て
は
、
車
道
）
を
適
切
に
拡
幅
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第

二
種
及
び
第
四
種
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む

を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

十
八 

緩
和
区
間 

 
 

イ 

車
道
の
屈
曲
部
に
は
、
緩
和
区
間
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
第
四
種
の
道
路
の
車
道

の
屈
曲
部
に
あ
っ
て
は
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場

合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ロ 

車
道
の
曲
線
部
に
お
い
て
片
勾
配
を
付
し
、
又
は
拡
幅
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
緩

和
区
間
に
お
い
て
す
り
つ
け
を
す
る
こ
と
。 



 

 
 

ハ 

緩
和
区
間
の
長
さ
は
、
当
該
道
路
の
設
計
速
度
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
長
さ
以
上
と

す
る
こ
と
。 

 
十
九 

視
距
等 

 
 

イ 
視
距
は
、
当
該
道
路
の
設
計
速
度
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
値
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

車
線
の
数
が
二
で
あ
る
道
路
（
対
向
車
線
を
設
け
な
い
道
路
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
、
自
動
車
が
追
越
し
を
行
う
の
に
十
分
な
見
通
し
の
確
保
さ
れ
た
区
間
を
設

け
る
こ
と
。 

 

二
十 

縦
断
勾
配 

 
 
 

車
道
の
縦
断
勾
配
は
、
道
路
の
区
分
及
び
道
路
の
設
計
速
度
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
値

以
下
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い

場
合
に
お
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
縦
断
勾
配
の
値
を
超
え
る
値

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

二
十
一 

登
坂
車
線 

 
 

イ 

普
通
道
路
の
縦
断
勾
配
が
規
則
で
定
め
る
値
を
超
え
る
車
道
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
登

坂
車
線
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

登
坂
車
線
の
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
と
す
る
こ
と
。 

 

二
十
二 

縦
断
曲
線 

 
 

イ 

車
道
の
縦
断
勾
配
が
変
移
す
る
箇
所
に
は
、
縦
断
曲
線
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

縦
断
曲
線
の
半
径
は
、当
該
道
路
の
設
計
速
度
及
び
当
該
縦
断
曲
線
の
曲
線
形
に
応
じ
、

規
則
で
定
め
る
値
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
設
計
速
度
が
一
時
間
に
つ
き
六
十
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
第
四
種
第
一
級
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の

理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
凸
形

縦
断
曲
線
の
半
径
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

ハ 

縦
断
曲
線
の
長
さ
は
、
当
該
道
路
の
設
計
速
度
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
値
以
上
と
す

る
こ
と
。 

 

二
十
三 

舗
装 

 
 

イ 

車
道
、
中
央
帯
（
分
離
帯
を
除
く
。
）
、
車
道
に
接
続
す
る
路
肩
、
自
転
車
道
等
及
び

歩
道
は
、
舗
装
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
交
通
量
が
極
め
て
少
な
い
等
特
別
の
理
由
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ロ 

車
道
及
び
側
帯
の
舗
装
は
、
そ
の
設
計
に
用
い
る
自
動
車
の
輪
荷
重
の
基
準
を
四
十
九

キ
ロ
ニ
ュ
ー
ト
ン
と
し
、
計
画
交
通
量
、
自
動
車
の
重
量
、
路
床
の
状
態
、
気
象
状
況
等

を
勘
案
し
て
、
自
動
車
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し

て
規
則
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
構
造
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
自
動
車
の
交
通
量
が

少
な
い
場
合
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 



 

 
 

ハ 

第
四
種
の
道
路
（
ト
ン
ネ
ル
を
除
く
。
）
の
舗
装
は
、
当
該
道
路
の
存
す
る
地
域
、
沿

道
の
土
地
利
用
及
び
自
動
車
の
交
通
の
状
況
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

雨
水
を
道
路
の
路
面
下
に
円
滑
に
浸
透
さ
せ
、
か
つ
、
道
路
交
通
騒
音
の
発
生
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
道
路
の
構
造
、
気
象
状
況
そ
の
他
の

特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

二
十
四 

横
断
勾
配 

 
 

イ 

車
道
、
中
央
帯
（
分
離
帯
を
除
く
。
）
及
び
車
道
に
接
続
す
る
路
肩
に
は
、
片
勾
配
を

付
す
る
場
合
を
除
き
、
路
面
の
種
類
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
値
を
標
準
と
し
て
横
断
勾

配
を
付
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

歩
道
又
は
自
転
車
道
等
に
は
、
規
則
で
定
め
る
値
を
標
準
と
し
て
横
断
勾
配
を
付
す
る

こ
と
。 

 
 

ハ 

前
号
ハ
本
文
に
規
定
す
る
構
造
の
舗
装
道
に
あ
っ
て
は
、
気
象
状
況
等
を
勘
案
し
て
路

面
の
排
水
に
支
障
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
横
断
勾
配
を
付
さ
ず
、
又
は
縮
小
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。 

 

二
十
五 

合
成
勾
配 

 
 

イ 

合
成
勾
配
（
縦
断
勾
配
と
片
勾
配
又
は
横
断
勾
配
と
を
合
成
し
た
勾
配
を
い
う
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
当
該
道
路
の
設
計
速
度
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
値
以

下
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い

場
合
に
お
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
合
成
勾
配
の
値
を
超
え
る

値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

ロ 

積
雪
寒
冷
の
度
が
甚
だ
し
い
地
域
に
存
す
る
道
路
に
あ
っ
て
は
、
合
成
勾
配
は
、
規
則

で
定
め
る
値
以
下
と
す
る
こ
と
。 

 

二
十
六 

排
水
施
設 

 
 
 

道
路
に
は
、
排
水
の
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
側
溝
、
街
渠 きょ
、
集
水
ま
す
そ

の
他
の
適
当
な
排
水
施
設
を
設
け
る
こ
と
。 

 

二
十
七 

平
面
交
差
又
は
接
続 

 
 

イ 

道
路
は
、
駅
前
広
場
等
特
別
の
箇
所
を
除
き
、
同
一
箇
所
に
お
い
て
同
一
平
面
で
五
以

上
交
会
さ
せ
な
い
こ
と
。 

 
 

ロ 

道
路
が
同
一
平
面
で
交
差
し
、
又
は
接
続
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
屈

折
車
線
、
変
速
車
線
若
し
く
は
交
通
島
を
設
け
、
又
は
隅
角
部
を
切
り
取
り
、
か
つ
、
適

当
な
見
通
し
が
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

屈
折
車
線
又
は
変
速
車
線
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
部
分
の
車
線
（
屈
折
車

線
及
び
変
速
車
線
を
除
く
。
）
の
幅
員
は
、
第
四
種
第
一
級
、
第
二
級
又
は
第
三
級
の
普

通
道
路
及
び
第
四
種
の
小
型
道
路
に
あ
っ
て
は
、
当
該
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
規
則
で
定



 

め
る
幅
員
ま
で
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

 
 

ニ 

屈
折
車
線
及
び
変
速
車
線
の
幅
員
は
、
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
を

標
準
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ホ 
屈
折
車
線
又
は
変
速
車
線
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
の
設
計
速
度
に
応

じ
、
適
切
に
す
り
つ
け
を
す
る
こ
と
。 

 

二
十
八 

立
体
交
差 

 
 

イ 

車
線
（
登
坂
車
線
、
屈
折
車
線
及
び
変
速
車
線
を
除
く
。
）
の
数
が
四
以
上
で
あ
る
普

通
道
路
が
相
互
に
交
差
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
交
差
の
方
式
は
、
立
体
交
差
と
す

る
こ
と
。
た
だ
し
、
交
通
の
状
況
に
よ
り
不
適
当
な
と
き
又
は
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特

別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ロ 

車
線
（
屈
折
車
線
及
び
変
速
車
線
を
除
く
。
）
の
数
が
四
以
上
で
あ
る
小
型
道
路
が
相

互
に
交
差
す
る
場
合
及
び
普
通
道
路
と
小
型
道
路
が
交
差
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

交
差
の
方
式
は
、
立
体
交
差
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

道
路
を
立
体
交
差
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
交
差
す
る
道
路
を
相
互

に
連
結
す
る
道
路
（
ニ
に
お
い
て
「
連
結
路
」
と
い
う
。
）
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

ニ 

連
結
路
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
十
三
号
、
第
十
五
号
、
第
十
六

号
、
第
十
八
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
、
第
二
十
二
号
及
び
第
二
十
五
号
並
び
に
令
第
十
二

条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
。 

 

二
十
九 

鉄
道
等
と
の
平
面
交
差 

 
 
 

道
路
が
鉄
道
又
は
軌
道
法
（
大
正
十
年
法
律
第
七
十
六
号
）
に
よ
る
新
設
軌
道
と
同
一
平

面
で
交
差
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
は
、
規
則
で
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 

三
十 

待
避
所 

 
 
 

第
三
種
第
四
級
又
は
第
五
級
の
道
路
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
待
避
所
を
設

け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
交
通
に
及
ぼ
す
支
障
が
少
な
い
道
路
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。 

 
 

イ 

待
避
所
相
互
間
の
距
離
は
、
規
則
で
定
め
る
距
離
を
標
準
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

待
避
所
相
互
間
の
道
路
の
大
部
分
が
待
避
所
か
ら
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

待
避
所
の
長
さ
は
、
規
則
で
定
め
る
長
さ
を
標
準
と
し
、
そ
の
区
間
の
車
道
の
幅
員
は
、

規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 

三
十
一 

交
通
安
全
施
設 

 
 
 

交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
横
断
歩
道
橋
等
、
柵
、

照
明
施
設
、
視
線
誘
導
標
、
緊
急
連
絡
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
規
則
で
定
め

る
も
の
を
設
け
る
こ
と
。 

 

三
十
二 

凸
部
、
狭
窄 さく
部
等 



 

 
 
 

第
四
種
第
四
級
の
道
路
又
は
主
と
し
て
近
隣
に
居
住
す
る
者
の
利
用
に
供
す
る
第
三
種
第

五
級
の
道
路
に
は
、
自
動
車
を
減
速
さ
せ
て
歩
行
者
又
は
自
転
車
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
車
道
及
び
こ
れ
に
接
続
す
る
路
肩
の
路
面
に
凸
部
を
設

置
し
、
又
は
車
道
に
狭
窄 さく
部
若
し
く
は
屈
曲
部
を
設
け
る
こ
と
。 

 

三
十
三 
乗
合
自
動
車
の
停
留
所
等
に
設
け
る
交
通
島 

 
 
 

自
転
車
道
、
自
転
車
歩
行
者
道
又
は
歩
道
に
接
続
し
な
い
乗
合
自
動
車
の
停
留
所
又
は
路

面
電
車
の
停
留
場
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
交
通
島
を
設
け
る
こ
と
。 

 

三
十
四 

自
動
車
駐
車
場
等 

 
 
 

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
し
、
又
は
公
衆
の
利
便
に
資
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
は
、
自
動
車
駐
車
場
、
自
転
車
駐
車
場
、
乗
合
自
動
車
停
車
所
、
非
常
駐
車
帯
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
規
則
で
定
め
る
も
の
を
設
け
る
こ
と
。 

 

三
十
五 

防
雪
施
設
そ
の
他
の
防
護
施
設 

 
 

イ 

雪
崩
、
飛
雪
又
は
積
雪
に
よ
り
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
は
、
雪

覆
工
、
流
雪
溝
、
融
雪
施
設
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
で
規
則
で
定
め
る
も
の
を
設

け
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

イ
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
落
石
、
崩
壊
等
に
よ
り
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
し
、

又
は
道
路
の
構
造
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
は
、
柵
、
擁
壁
そ
の
他
の
適

当
な
防
護
施
設
を
設
け
る
こ
と
。 

 

三
十
六 

ト
ン
ネ
ル 

 
 

イ 

ト
ン
ネ
ル
に
は
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
道
路
の
計
画
交
通
量
及
び
ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
に
応
じ
、
適
当
な
換
気
施
設
を

設
け
る
こ
と
。  

 
 

ロ 

ト
ン
ネ
ル
に
は
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
道
路
の
設
計
速
度
等
を
勘
案
し
て
、
適
当
な
照
明
施
設
を
設
け
る
こ
と
。  

 
 

ハ 

ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る
車
両
の
火
災
そ
の
他
の
事
故
に
よ
り
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
通
報
施
設
、
警
報
施
設
、
消
火
施
設
そ
の

他
の
非
常
用
施
設
を
設
け
る
こ
と
。 

 

三
十
七 

橋
、
高
架
の
道
路
等 

 
 
 

橋
、
高
架
の
道
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
構
造
の
道
路
は
、
鋼
構
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 

三
十
八 

附
帯
工
事
等
の
特
例 

 
 
 

道
路
に
関
す
る
工
事
に
よ
り
必
要
を
生
じ
た
他
の
道
路
に
関
す
る
工
事
を
施
行
し
、
又
は

道
路
に
関
す
る
工
事
以
外
の
工
事
に
よ
り
必
要
を
生
じ
た
道
路
に
関
す
る
工
事
を
施
行
す
る

場
合
に
お
い
て
、
第
二
号
か
ら
前
号
ま
で
の
規
定
（
第
五
号
、
第
十
三
号
、
第
十
四
号
、
第



 

二
十
四
号
、
第
二
十
六
号
、
第
三
十
一
号
及
び
第
三
十
五
号
を
除
く
。
）
並
び
に
令
第
四
条

及
び
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

 

三
十
九 

区
分
が
変
更
さ
れ
る
道
路
の
特
例 

 
 
 

県
道
の
区
域
を
変
更
し
、
当
該
変
更
に
係
る
部
分
を
市
町
村
道
と
す
る
計
画
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
当
該
県
道
を
当
該
市
町
村
道
と
す
る
こ
と
に
よ
り
令
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
区
分
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
第
二
号
、
第
三
号
イ
、
ニ
及
び
ヘ
、
第
五

号
ロ
か
ら
ホ
ま
で
、
チ
及
び
ヌ
、
第
六
号
イ
、
第
九
号
ハ
、
第
十
号
イ
、
ロ
及
び
ニ
、
第
十

二
号
イ
、
第
十
三
号
イ
、
第
十
六
号
、
第
十
七
号
、
第
十
八
号
イ
、
第
二
十
号
、
第
二
十
二

号
ロ
、
第
二
十
三
号
ハ
、
第
二
十
七
号
ハ
、
第
三
十
号
並
び
に
第
三
十
二
号
並
び
に
令
第
三

条
第
四
項
及
び
第
五
項
、
第
四
条
並
び
に
第
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
変

更
後
の
区
分
を
当
該
県
道
の
区
分
と
み
な
す
。 

 

四
十 

小
区
間
改
築
の
場
合
の
特
例 

 
 

イ 

道
路
の
交
通
に
著
し
い
支
障
が
あ
る
小
区
間
に
つ
い
て
応
急
措
置
と
し
て
改
築
を
行
う

場
合
（
ロ
に
規
定
す
る
改
築
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
他

の
区
間
の
道
路
の
構
造
が
、
第
二
号
、
第
三
号
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
、
第
四
号
、
第
六
号
、
第

七
号
、
第
八
号
ハ
、
第
九
号
ロ
及
び
ハ
、
第
十
号
ハ
及
び
ニ
、
第
十
二
号
ロ
及
び
ハ
、
第

十
五
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
、
第
二
十
三
号
ハ
並
び
に
第
二
十
五
号
の
規
定
に
よ
る
基

準
に
適
合
し
て
い
な
い
た
め
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が

適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

道
路
の
交
通
の
安
全
の
保
持
に
著
し
い
支
障
が
あ
る
小
区
間
に
つ
い
て
応
急
措
置
と
し

て
改
築
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該
道
路
の
状
況
等
か
ら
み
て
第
二
号
、
第
三
号
ニ
か

ら
ヘ
ま
で
、
第
四
号
、
第
五
号
ロ
、
第
六
号
、
第
七
号
、
第
八
号
ハ
、
第
九
号
ロ
及
び
ハ
、

第
十
号
ハ
及
び
ニ
、
第
十
二
号
ロ
及
び
ハ
、
第
十
九
号
イ
、
第
二
十
一
号
ロ
、
第
二
十
三

号
ハ
、
次
号
イ
及
び
ロ
並
び
に
第
四
十
二
号
イ
の
規
定
に
よ
る
基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用
す

る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
ら
な

い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

 

四
十
一 

自
転
車
専
用
道
路
及
び
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路 

 
 

イ 

自
転
車
専
用
道
路
及
び
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
の
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以

上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
自
転
車
専
用
道
路
に
あ
っ
て
は
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特

別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

当
該
幅
員
を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

ロ 

自
転
車
専
用
道
路
又
は
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
に
は
、
そ
の
各
側
に
、
当
該
道
路
の



 

部
分
と
し
て
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
の
側
方
余
裕
を
確
保
す
る
た
め
の
部
分
を
設
け

る
こ
と
。 

 
 

ハ 

自
転
車
専
用
道
路
又
は
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
に
路
上
施
設
を
設
け
る
場
合
に
お
い

て
は
、
当
該
自
転
車
専
用
道
路
又
は
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
の
幅
員
は
、
令
第
三
十
九

条
第
四
項
の
建
築
限
界
を
勘
案
し
て
定
め
る
こ
と
。 

 
 

ニ 

自
転
車
専
用
道
路
及
び
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
の
線
形
、
勾
配
そ
の
他
の
構
造
は
、

自
転
車
及
び
歩
行
者
が
安
全
か
つ
円
滑
に
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
。 

 
 

ホ 

自
転
車
専
用
道
路
及
び
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
か
ら
第
三
十

九
号
ま
で
及
び
前
号
イ
並
び
に
令
第
三
条
か
ら
第
四
条
ま
で
、
第
十
二
条
、
第
三
十
五
条

第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
（
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
に
あ
っ
て
は
、
第
十
一
号

を
除
く
。
）
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
。 

 

四
十
二 

歩
行
者
専
用
道
路 

 
 

イ 

歩
行
者
専
用
道
路
の
幅
員
は
、
当
該
道
路
の
存
す
る
地
域
及
び
歩
行
者
の
交
通
の
状
況

を
勘
案
し
て
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

歩
行
者
専
用
道
路
に
路
上
施
設
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
歩
行
者
専
用
道
路

の
幅
員
は
、
令
第
四
十
条
第
三
項
の
建
築
限
界
を
勘
案
し
て
定
め
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

歩
行
者
専
用
道
路
の
線
形
、
勾
配
そ
の
他
の
構
造
は
、
歩
行
者
が
安
全
か
つ
円
滑
に
通

行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。 

 
 

ニ 

歩
行
者
専
用
道
路
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
か
ら
第
十
号
ま
で
、
第
十
二
号
か
ら
第
三
十

九
号
ま
で
及
び
第
四
十
号
イ
並
び
に
令
第
三
条
か
ら
第
四
条
ま
で
、
第
十
二
条
、
第
三
十

五
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
こ
と
。 

 

四
十
三 

特
別
の
事
情
を
有
す
る
場
合
の
特
例 

 
 
 

沿
道
の
状
況
、
当
該
道
路
の
存
す
る
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
（
ハ
に
お
い
て

「
特
別
の
事
情
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
二
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る

基
準
に
適
合
さ
せ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
基
準
は
、

適
用
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。 

 
 

イ 

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

第
二
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
準
じ
た
構
造
と
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

特
別
の
事
情
が
解
消
し
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
第
二
号
か
ら
前
号
ま
で
に
掲
げ
る

基
準
に
適
合
す
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
） 

 

一 

案
内
標
識
（
自
動
車
専
用
道
路
以
外
の
道
路
に
設
置
さ
れ
る
案
内
標
識
の
う
ち
、
規
則
で



 

定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
の
文
字
の
寸
法 

 
 
 

次
に
掲
げ
る
寸
法
を
標
準
と
す
る
こ
と
。 

 
 

イ 

二
車
線
の
道
路
に
設
置
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 
四
車
線
の
道
路
に
設
置
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

イ
及
び
ロ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、ロ
ー
マ
字
で
表
示
す
る
部
分
の
寸
法
に
あ
っ
て
は
、

イ
又
は
ロ
に
規
定
す
る
寸
法
の
二
分
の
一
と
す
る
こ
と
。 

 

二 

案
内
標
識
及
び
警
戒
標
識
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
置
さ
れ
る
補
助
標
識
の
寸
法 

 
 
 

前
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
案
内
標
識
及
び
警
戒
標
識
並
び
に
こ
れ
ら
に
附
置
さ
れ
る

補
助
標
識
の
寸
法
は
、
交
通
量
、
当
該
道
路
の
存
す
る
地
域
の
状
況
、
市
街
化
の
状
況
そ
の

他
の
事
情
を
勘
案
し
、
規
則
で
定
め
る
寸
法
と
す
る
こ
と
。 

 

三 

特
別
の
事
情
を
有
す
る
場
合
の
特
例 

 
 
 

沿
道
の
状
況
、
道
路
の
構
造
そ
の
他
特
別
の
事
情
（
ロ
に
お
い
て
「
特
別
の
事
情
」
と
い

う
。
）
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
一
号
又
は
前
号
に
定
め
る
寸
法
と
す
る
こ
と
が
著
し
く

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、当
該
寸
法
以
外
の
寸
法
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
次
の
イ
及
び
ロ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。 

 
 

イ 

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
配
慮
し
た
寸
法
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

特
別
の
事
情
が
解
消
し
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
第
一
号
又
は
前
号
に
定
め
る
寸
法

と
す
る
こ
と
。 

別
表
第
三
（
第
四
条
関
係
） 

 

一 

歩
道
等
（
歩
道
又
は
自
転
車
歩
行
者
道
を
い
う
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
） 

 
 

イ 

道
路
（
自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
道
路
を
除
く
。
）
に
は
、
歩
道
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

歩
道
等
の
有
効
幅
員
は
、
別
表
第
一
第
九
号
及
び
第
十
号
の
規
定
並
び
に
当
該
歩
道
等

の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
交
通
の
状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

歩
道
等
の
舗
装
は
、
雨
水
を
地
下
に
円
滑
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る

こ
と
。
た
だ
し
、
道
路
の
構
造
、
気
象
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
状
況
に
よ
り
や
む
を
得
な

い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ニ 

歩
道
等
の
縦
断
勾
配
は
、
規
則
で
定
め
る
値
以
下
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ホ 

歩
道
等
と
車
道
等
（
車
道
若
し
く
は
車
道
に
接
続
す
る
路
肩
が
あ
る
場
合
の
当
該
路
肩

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
分
離
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

歩
道
等
に
は
、
車
道
等
又
は
自
転
車
道
に
接
続
し
て
縁
石
線
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑵ 

歩
道
等
（
車
両
乗
入
れ
部
及
び
横
断
歩
道
に
接
続
す
る
部
分
を
除
く
。
）
に
設
け
る

縁
石
の
車
道
等
に
対
す
る
高
さ
は
、
規
則
で
定
め
る
高
さ
以
上
と
し
、
当
該
歩
道
等
の

構
造
及
び
交
通
の
状
況
並
び
に
沿
道
の
土
地
利
用
の
状
況
等
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
。 

 
 
 

⑶ 

歩
行
者
の
安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、



 

歩
道
等
と
車
道
等
の
間
に
植
樹
帯
を
設
け
、
又
は
歩
道
等
の
車
道
等
側
に
植
樹
ま
す
、

並
木
若
し
く
は
柵
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

へ 

歩
道
等
の
車
道
等
に
対
す
る
高
さ
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

歩
道
等
（
縁
石
を
除
く
。
）
の
車
道
等
に
対
す
る
高
さ
は
、
規
則
で
定
め
る
高
さ
を

標
準
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
横
断
歩
道
に
接
続
す
る
歩
道
等
の
部
分
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 
 

⑵ 

⑴
の
高
さ
は
、
乗
合
自
動
車
停
留
所
及
び
車
両
乗
入
れ
部
の
設
置
の
状
況
等
を
考
慮

し
て
定
め
る
こ
と
。 

 

二 

立
体
横
断
施
設 

 
 

イ 

立
体
横
断
施
設
を
設
け
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

道
路
に
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
箇
所
に
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
移
動
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
立
体

横
断
施
設
（
⑵
及
び
⑶
に
お
い
て
「
移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
立
体
横
断
施
設
」
と
い
う
。
）

を
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑵ 

移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
立
体
横
断
施
設
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
る
こ
と
。
た

だ
し
、
昇
降
の
高
さ
が
低
い
場
合
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合

に
お
い
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
代
え
て
、
傾
斜
路
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 

⑶ 

⑵
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
移
動
等
円
滑
化
さ
れ
た
立
体
横
断
施
設
に
は
、
高
齢

者
、
障
害
者
等
の
交
通
の
状
況
に
よ
り
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

か
ご
の
寸
法
並
び
に
か
ご
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
値

以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑵ 

か
ご
内
に
、
車
椅
子
を
使
用
し
て
い
る
者
（
以
下
こ
の
号
及
び
第
五
号
に
お
い
て
「
車

椅
子
使
用
者
」
と
い
う
。
）
が
乗
降
す
る
際
に
か
ご
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
を
確
認
す

る
た
め
の
鏡
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 
 
 

㈠ 

か
ご
の
出
入
口
が
複
数
あ
る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈡ 

車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
乗
降
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
（
開
閉
す
る
か
ご
の
出

入
口
を
音
声
に
よ
り
知
ら
せ
る
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
。 

 
 
 
 

㈢ 

⑴
で
定
め
る
寸
法
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

 
 
 

⑶ 

か
ご
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
戸
に
ガ
ラ
ス
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
が
は
め
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
か
ご
外
か
ら
か
ご
内
が
視
覚
的
に
確
認
で
き
る
構
造
と
す

る
こ
と
。 



 

 
 
 

⑷ 

か
ご
内
に
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑸ 

か
ご
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
戸
の
開
扉
時
間
を
延
長
す
る
機
能
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑹ 

か
ご
内
に
、
か
ご
が
停
止
す
る
予
定
の
階
及
び
か
ご
の
現
在
位
置
を
表
示
す
る
装
置

を
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑺ 
か
ご
内
に
、
か
ご
が
到
着
す
る
階
並
び
に
か
ご
及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
戸
の
閉
鎖

を
音
声
に
よ
り
知
ら
せ
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑻ 

か
ご
内
及
び
乗
降
口
に
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
操
作
で
き
る
位
置
に
操
作
盤

を
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑼ 

か
ご
内
に
設
け
る
操
作
盤
及
び
乗
降
口
に
設
け
る
操
作
盤
の
う
ち
視
覚
障
害
者
が
利

用
す
る
操
作
盤
は
、
点
字
を
貼
り
付
け
る
こ
と
等
に
よ
り
視
覚
障
害
者
が
容
易
に
操
作

で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑽ 

乗
降
口
に
接
続
す
る
歩
道
等
又
は
通
路
の
部
分
の
有
効
幅
及
び
有
効
奥
行
き
は
、
規

則
で
定
め
る
値
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑾ 

停
止
す
る
階
が
三
以
上
で
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
降
口
に
は
、
到
着
す
る
か
ご
の

昇
降
方
向
を
音
声
に
よ
り
知
ら
せ
る
装
置
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
か
ご
内
に
か
ご

及
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
戸
が
開
い
た
時
に
か
ご
の
昇
降
方
向
を
音
声
に
よ
り
知
ら
せ

る
装
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ハ 

傾
斜
路
（
そ
の
踊
場
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
構
造
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

有
効
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
設
置
場
所
の
状

況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
幅
員
を
縮
小
で
き
る
。 

 
 
 

⑵ 

縦
断
勾
配
は
規
則
で
定
め
る
値
以
下
と
し
、横
断
勾
配
は
設
け
な
い
こ
と
。た
だ
し
、

設
置
場
所
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
縦
断
勾
配
の
値
を
超
え
る
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 

⑶ 

二
段
式
の
手
す
り
を
両
側
に
設
け
る
と
と
も
に
、
手
す
り
の
端
部
付
近
に
は
、
傾
斜

路
の
通
ず
る
場
所
を
示
す
点
字
を
貼
り
付
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑷ 

路
面
は
、
平
た
ん
で
、
滑
り
に
く
く
、
か
つ
、
水
は
け
の
良
い
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑸ 

傾
斜
路
の
勾
配
部
分
は
、
そ
の
接
続
す
る
歩
道
等
又
は
通
路
の
部
分
と
の
色
の
輝
度

比
が
大
き
い
こ
と
等
に
よ
り
当
該
勾
配
部
分
を
容
易
に
識
別
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑹ 

傾
斜
路
の
両
側
に
は
、
立
ち
上
が
り
部
及
び
柵
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
工
作
物
を
設

け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
側
面
が
壁
面
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 
 

⑺ 

傾
斜
路
の
下
面
と
歩
道
等
の
路
面
と
の
間
が
規
則
で
定
め
る
値
以
下
の
歩
道
等
の
部

分
へ
の
進
入
を
防
ぐ
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
柵
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る



 

工
作
物
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑻ 

規
則
で
定
め
る
高
さ
を
超
え
る
傾
斜
路
に
あ
っ
て
は
、
規
則
で
定
め
る
踏
み
幅
以
上

の
踊
場
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

ニ 
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 
上
り
専
用
の
も
の
と
下
り
専
用
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑵ 

踏
み
段
の
表
面
及
び
く
し
板
は
、
滑
り
に
く
い
仕
上
げ
と
し
、
そ
の
構
造
に
あ
っ
て

は
、
昇
降
口
に
お
い
て
、
三
枚
以
上
の
踏
み
段
が
同
一
平
面
上
に
あ
る
も
の
と
す
る
こ

と
。 

 
 
 

⑶ 

踏
み
段
の
端
部
と
そ
の
周
囲
の
部
分
と
の
色
の
輝
度
比
及
び
く
し
板
の
端
部
と
踏
み

段
の
色
の
輝
度
比
が
大
き
い
こ
と
等
に
よ
り
踏
み
段
相
互
の
境
界
及
び
く
し
板
と
踏
み

段
と
の
境
界
を
容
易
に
識
別
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑷ 

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
上
端
及
び
下
端
に
近
接
す
る
歩
道
等
及
び
通
路
の
路
面
に
お
い

て
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
へ
の
進
入
の
可
否
を
示
す
こ
と
。 

 
 
 

⑸ 

踏
み
段
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
歩
行
者
の

交
通
量
が
少
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
有
効
幅

を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

ホ 

通
路
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

有
効
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
と
し
、
当
該
通
路
の
高
齢
者
、
障
害
者
等

の
通
行
の
状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
。 

 
 
 

⑵ 

縦
断
勾
配
及
び
横
断
勾
配
は
設
け
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
や

む
を
得
な
い
場
合
又
は
路
面
の
排
水
の
た
め
に
必
要
な
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

 
 
 

⑶ 

二
段
式
の
手
す
り
を
両
側
に
設
け
る
と
と
も
に
、当
該
手
す
り
の
端
部
の
付
近
に
は
、

通
路
の
通
ず
る
場
所
を
示
す
点
字
を
貼
り
付
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑷ 

路
面
は
、
平
た
ん
で
、
滑
り
に
く
く
、
か
つ
、
水
は
け
の
良
い
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑸ 

通
路
の
両
側
に
は
、
立
ち
上
が
り
部
及
び
柵
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
工
作
物
を
設
け

る
こ
と
。
た
だ
し
、
側
面
が
壁
面
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ヘ 

階
段
（
そ
の
踊
場
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
構
造
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

有
効
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑵ 

二
段
式
の
手
す
り
を
両
側
に
設
け
る
と
と
も
に
、当
該
手
す
り
の
端
部
の
付
近
に
は
、

階
段
の
通
ず
る
場
所
を
示
す
点
字
を
貼
り
付
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑶ 

回
り
段
と
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や

む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 



 

 
 
 

⑷ 

踏
面
は
、
平
た
ん
で
、
滑
り
に
く
く
、
か
つ
、
水
は
け
の
良
い
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑸ 

踏
面
の
端
部
と
そ
の
周
囲
の
部
分
と
の
色
の
輝
度
比
が
大
き
い
こ
と
等
に
よ
り
段
を

容
易
に
識
別
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑹ 

段
鼻
の
突
き
出
し
そ
の
他
の
つ
ま
ず
き
の
原
因
と
な
る
も
の
を
設
け
な
い
構
造
と
す

る
こ
と
。 

 
 
 

⑺ 

階
段
の
両
側
に
は
、
立
ち
上
が
り
部
及
び
柵
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
工
作
物
を
設
け

る
こ
と
。
た
だ
し
、
側
面
が
壁
面
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 
 

⑻ 

階
段
の
下
面
と
歩
道
等
の
路
面
と
の
間
が
規
則
で
定
め
る
距
離
以
下
の
歩
道
等
の
部

分
へ
の
進
入
を
防
ぐ
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
柵
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

工
作
物
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑼ 

規
則
で
定
め
る
高
さ
を
超
え
る
階
段
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
途
中
に
踊
場
を
設
け
る
こ

と
。 

 
 
 

⑽ 

踊
場
の
踏
み
幅
は
、
直
階
段
の
場
合
に
あ
っ
て
は
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
し
、
そ

の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
階
段
の
幅
員
の
値
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 

三 

乗
合
自
動
車
停
留
所 

 
 

イ 

乗
合
自
動
車
停
留
所
を
設
け
る
歩
道
等
の
部
分
の
車
道
等
に
対
す
る
高
さ
は
、
規
則
で

定
め
る
高
さ
を
標
準
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

乗
合
自
動
車
停
留
所
に
は
、
ベ
ン
チ
及
び
そ
の
上
屋
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
そ
れ

ら
の
機
能
を
代
替
す
る
施
設
が
既
に
存
す
る
場
合
又
は
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理

由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

四 

路
面
電
車
停
留
場
等 

 
 

イ 

路
面
電
車
停
留
場
の
乗
降
場
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

有
効
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑵ 

乗
降
場
は
、
縁
石
線
に
よ
り
区
画
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
車
道
側
に
柵
を
設
け
る
こ

と
。 

 
 
 

⑶ 

乗
降
場
に
は
、
ベ
ン
チ
及
び
そ
の
上
屋
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
設
置
場
所
の
状

況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。 

 
 

ロ 

路
面
電
車
停
留
所
の
乗
降
場
と
車
道
等
と
の
高
低
差
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
傾
斜

路
を
設
け
る
も
の
と
し
、
そ
の
勾
配
は
、
第
二
号
ハ
⑵
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

歩
行
者
の
横
断
の
用
に
供
す
る
軌
道
の
部
分
に
お
い
て
は
、
軌
条
面
と
道
路
面
と
の
高

低
差
は
、
で
き
る
限
り
小
さ
く
す
る
こ
と
。 

 

五 

自
動
車
駐
車
場 



 

 
 

イ 

障
害
者
用
駐
車
施
設
（
障
害
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
駐
車
の
用
に
供
す
る
部
分
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

自
動
車
駐
車
場
に
は
、
障
害
者
用
駐
車
施
設
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑵ 

障
害
者
用
駐
車
施
設
の
数
は
、
当
該
自
動
車
駐
車
場
の
全
駐
車
台
数
に
応
じ
、
規
則

で
定
め
る
規
模
ご
と
に
規
則
で
定
め
る
数
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑶ 

当
該
障
害
者
用
駐
車
施
設
へ
通
ず
る
歩
行
者
の
出
入
口
か
ら
の
距
離
が
で
き
る
だ
け

短
く
な
る
位
置
に
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑷ 

障
害
者
用
駐
車
施
設
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑸ 

障
害
者
用
で
あ
る
旨
を
見
や
す
い
方
法
に
よ
り
表
示
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

障
害
者
用
停
車
施
設
（
障
害
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
停
車
の
用
に
供
す
る
部
分
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

自
動
車
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
又
は
障
害
者
用
駐
車
施
設
を
設
け
る
階
に
は
、

障
害
者
用
停
車
施
設
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な

い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 
 

⑵ 

障
害
者
用
停
車
施
設
へ
通
ず
る
歩
行
者
の
出
入
口
か
ら
の
距
離
が
で
き
る
だ
け
短
く

な
る
位
置
に
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑶ 

車
両
へ
の
乗
降
の
用
に
供
す
る
部
分
の
有
効
幅
及
び
有
効
奥
行
き
は
、
規
則
で
定
め

る
値
以
上
と
す
る
等
、
障
害
者
が
安
全
か
つ
円
滑
に
乗
降
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑷ 

障
害
者
用
で
あ
る
旨
を
見
や
す
い
方
法
に
よ
り
表
示
す
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

自
動
車
駐
車
場
の
歩
行
者
の
出
入
口
は
、
次
に
掲
げ
る
構
造
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

当
該
出
入
口
に
近
接
し
た
位
置
に
設
け
ら
れ
る
歩
行
者
の
出
入
口
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

 
 
 

⑴ 

有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑵ 

戸
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
戸
は
、
規
則
で
定
め
る
出
入
口
の
う
ち
、
一
以
上
の
出

入
口
に
あ
っ
て
は
自
動
的
に
開
閉
す
る
構
造
と
し
、
そ
の
他
の
出
入
口
に
あ
っ
て
は
車

椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑶ 

車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
差
を
設
け
な
い
こ
と
。 

 
 

ニ 

障
害
者
用
駐
車
施
設
へ
通
ず
る
歩
行
者
の
出
入
口
か
ら
当
該
障
害
者
用
駐
車
施
設
に
至

る
通
路
の
う
ち
一
以
上
の
通
路
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

有
効
幅
員
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
員
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑵ 

車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
差
を
設
け
な
い
こ
と
。 

 
 
 

⑶ 

路
面
は
、
平
た
ん
で
、
か
つ
、
滑
り
に
く
い
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ホ 

自
動
車
駐
車
場
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

自
動
車
駐
車
場
外
へ
通
ず
る
歩
行
者
の
出
入
口
が
な
い
階
（
障
害
者
用
駐
車
施
設
が



 

設
け
ら
れ
て
い
る
階
に
限
る
。
）
を
有
す
る
自
動
車
駐
車
場
に
は
、
当
該
階
に
停
止
す

る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
構
造
上
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い

場
合
に
お
い
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
代
え
て
、
傾
斜
路
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 
 

⑵ 

⑴
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
う
ち
一
以
上
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
ニ
に
規
定
す
る
出
入
口

に
近
接
し
て
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑶ 

⑴
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
⑵
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
除
く
。
）
は
、
第
二
号
ロ
⑴
及
び
⑵

に
掲
げ
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑷ 

⑵
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 
 

へ 

ホ
⑴
た
だ
し
書
の
傾
斜
路
は
、
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ト 

自
動
車
駐
車
場
外
へ
通
ず
る
歩
行
者
の
出
入
口
が
な
い
階
に
通
ず
る
階
段
は
、
第
二
号

ヘ
に
掲
げ
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 
 

チ 

屋
外
に
設
け
ら
れ
る
自
動
車
駐
車
場
の
障
害
者
用
駐
車
施
設
、
障
害
者
用
停
車
施
設
及

び
ニ
に
規
定
す
る
通
路
に
は
、
屋
根
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

リ 

障
害
者
用
駐
車
施
設
を
設
け
る
階
に
便
所
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
便
所
の
構
造
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

便
所
の
出
入
口
付
近
に
、
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
別
（
当
該
区
別
が
あ
る
場
合
に

限
る
。
）
並
び
に
便
所
の
構
造
を
視
覚
障
害
者
に
示
す
た
め
の
点
字
に
よ
る
案
内
板
そ

の
他
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 

⑵ 

床
の
表
面
は
、
滑
り
に
く
い
仕
上
げ
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑶ 

男
子
用
小
便
器
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
一
以
上
の
床
置
式
小
便
器
、
壁
掛
式

小
便
器
（
受
け
口
の
高
さ
が
規
則
で
定
め
る
高
さ
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
小
便
器
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
当
該
小
便
器
に
は
、
手
す
り
を
設
け
る

こ
と
。 

 
 
 

⑷ 

障
害
者
用
駐
車
施
設
を
設
け
る
階
に
便
所
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
の

便
所
は
、次
の
㈠

又
は
㈡

に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈠ 

便
所
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
別
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
便
所
）
内
に

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
便
房
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈡ 

高
齢
者
、障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
便
所
で
あ
る
こ
と
。 

 
 
 

⑸ 

⑷
㈠

の
便
房
を
設
け
る
便
所
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈠ 

ニ
に
規
定
す
る
通
路
と
便
所
と
の
間
の
経
路
に
お
け
る
通
路
の
う
ち
一
以
上
の
通

路
は
、
ニ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈡ 

出
入
口
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈢ 

出
入
口
に
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
を
設
け
な
い
こ



 

と
。
た
だ
し
、
傾
斜
路
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 
 
 

㈣ 

出
入
口
に
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
便

房
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
表
示
す
る
案
内
標
識
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈤ 

出
入
口
に
戸
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
戸
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め

る
幅
以
上
と
し
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
す

る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈥ 

車
椅
子
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
広
さ
を
確
保
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑹ 

⑷
㈠

の
便
房
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈠ 

出
入
口
に
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
を
設
け
な
い
こ

と
。 

 
 
 
 

㈡ 

出
入
口
に
は
、
当
該
便
房
が
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
案
内
標
識
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

 
 

㈢ 

腰
掛
便
座
及
び
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈣ 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
水
洗
器
具
を
設
け

る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈤ 

出
入
口
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈥ 

出
入
口
に
戸
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
戸
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め

る
幅
以
上
と
し
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
す

る
こ
と
。 

 
 

 
 

㈦ 

車
椅
子
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
広
さ
を
確
保
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑺ 

⑷
㈡

の
便
所
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈠ 

ニ
に
規
定
す
る
通
路
と
便
所
と
の
間
の
経
路
に
お
け
る
通
路
の
う
ち
一
以
上
の
通

路
は
、
ニ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
定
め
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈡ 

出
入
口
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈢ 

出
入
口
に
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
を
設
け
な
い
こ

と
。
た
だ
し
、
傾
斜
路
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 
 
 

㈣ 

出
入
口
に
戸
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
戸
の
有
効
幅
は
、
規
則
で
定
め

る
幅
以
上
と
し
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
す

る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈤ 

車
椅
子
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
広
さ
を
確
保
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈥ 

出
入
口
に
は
、
当
該
便
所
が
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
案
内
標
識
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

 
 

㈦ 

腰
掛
便
座
及
び
手
す
り
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 
 
 

㈧ 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
水
洗
器
具
を
設
け



 

る
こ
と
。 

 
六 

移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
そ
の
他
の
施
設
等 

 
 

イ 

視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

歩
道
等
、
立
体
横
断
施
設
の
通
路
、
乗
合
自
動
車
停
留
所
、
路
面
電
車
停
留
場
の
乗

降
場
及
び
自
動
車
駐
車
場
の
通
路
に
は
、
視
覚
障
害
者
の
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必

要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
、視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑵ 

視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
色
は
、
黄
色
そ
の
他
の
周
囲
の
路
面
と
の
輝
度
比

が
大
き
い
こ
と
等
に
よ
り
当
該
ブ
ロ
ッ
ク
部
分
を
容
易
に
識
別
で
き
る
色
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑶ 

視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
、
視
覚
障
害
者
の
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必

要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
、
音
声
に
よ
り
視
覚
障
害
者
を
案
内
す
る
設
備
を
設

け
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

歩
道
等
に
は
、
休
憩
施
設
と
し
て
適
当
な
間
隔
で
ベ
ン
チ
及
び
そ
の
上
屋
を
設
け
る
こ

と
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
代
替
す
る
た
め
の
施
設
が
既
に
存
す
る
場
合
そ
の
他
の

特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ハ 

照
明
施
設
の
構
造
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

歩
道
等
及
び
立
体
横
断
施
設
に
は
、照
明
施
設
を
連
続
し
て
設
け
る
こ
と
。た
だ
し
、

夜
間
に
お
け
る
当
該
歩
道
等
及
び
立
体
横
断
施
設
の
路
面
の
照
度
が
十
分
に
確
保
さ
れ

る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 
 

⑵ 

乗
合
自
動
車
停
留
所
、
路
面
電
車
停
留
場
及
び
自
動
車
駐
車
場
に
は
、
高
齢
者
、
障

害
者
等
の
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
、
照
明
施
設

を
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
夜
間
に
お
け
る
当
該
乗
合
自
動
車
停
留
所
、
路
面
電
車
停

留
場
及
び
自
動
車
駐
車
場
の
路
面
の
照
度
が
十
分
に
確
保
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ニ 

歩
道
等
及
び
立
体
横
断
施
設
に
お
い
て
、
積
雪
又
は
凍
結
に
よ
り
、
高
齢
者
、
障
害
者

等
の
安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
に
著
し
く
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
に
は
、
融
雪

施
設
、
流
雪
溝
又
は
雪
覆
工
を
設
け
る
こ
と
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
七
十
一
号
）（
公
園
ス
タ
ジ

ア
ム
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

都
市
公
園
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
県
が
設
置
す
る
都
市
公
園
等
の
設
置
基
準
等
を
定
め 

 

る
た
め
の
改
正 

二 

内
容 

 

㈠ 

都
市
公
園
の
設
置
基
準 

㈡ 

公
園
施
設
の
設
置
基
準 

 

㈢ 

都
市
公
園
移
動
等
円
滑
化
基
準 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 



条 
 

例 

 
埼
玉
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
六
年
埼
玉
県
条
例
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
を
定
め
る
」
の
下
に
「
と
と
も
に
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の

促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

都
市
公
園
移
動
等
円
滑
化
基
準
に
つ
い
て
定
め
る
」
を
加
え
る
。 

 

第
一
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。 

 

（
都
市
公
園
の
設
置
基
準
） 

第
一
条
の
二 

法
第
三
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

主
と
し
て
近
隣
に
居
住
す
る
者
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
都
市
公
園
は
、
防

火
、
避
難
等
災
害
の
防
止
に
資
す
る
よ
う
考
慮
す
る
ほ
か
、
近
隣
に
居
住
す
る
者
が
容
易
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
置
し
、
当
該
都
市
公
園
と
し
て
の
機
能
を
十
分
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
敷
地
面
積
と
す
る
こ
と
。 

 

二 

主
と
し
て
一
の
市
町
村
の
区
域
内
に
居
住
す
る
者
の
休
息
、
観
賞
、
散
歩
、
遊
戯
、
運
動

等
総
合
的
な
利
用
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
都
市
公
園
、
主
と
し
て
運
動
の
用
に
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
都
市
公
園
及
び
一
の
市
町
村
の
区
域
を
超
え
る
広
域
の
利
用
に
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
都
市
公
園
で
、
休
息
、
観
賞
、
散
歩
、
遊
戯
、
運
動
等
総
合
的
な
利

用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
特
質
に
応
じ
て
県
に
お
け
る
都
市
公
園
の
分
布
の

均
衡
を
図
り
、
か
つ
、
防
火
、
避
難
等
災
害
の
防
止
に
資
す
る
よ
う
考
慮
す
る
ほ
か
、
県
民

が
容
易
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
利
用
目
的
に
応
じ
て

都
市
公
園
と
し
て
の
機
能
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
敷
地
面
積
と
す
る
こ
と
。 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
都
市
公
園
以
外
の
都
市
公
園
で
あ
つ
て
、
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
そ

の
設
置
目
的
に
応
じ
て
都
市
公
園
と
し
て
の
機
能
を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
配
置
及

び
敷
地
面
積
と
す
る
こ
と
。 

 

（
公
園
施
設
の
設
置
基
準
） 

第
一
条
の
三 

法
第
四
条
第
一
項
本
文
の
条
例
で
定
め
る
割
合
は
、
百
分
の
二
と
す
る
。 

 

（
公
園
施
設
の
設
置
基
準
の
特
例
） 

埼
玉
県
条
例
第
七
十
一
号



第
一
条
の
四 

都
市
公
園
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
号
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
に
関
す
る
法
第
四
条
第
一

項
た
だ
し
書
の
条
例
で
定
め
る
範
囲
は
、
同
号
に
規
定
す
る
建
築
物
に
限
り
、
当
該
都
市
公
園

の
敷
地
面
積
の
百
分
の
十
を
限
度
と
し
て
前
条
に
規
定
す
る
割
合
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
す
る
。 

２ 

政
令
第
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
関
す
る
法
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
条
例

で
定
め
る
範
囲
は
、
同
号
に
規
定
す
る
建
築
物
に
限
り
、
当
該
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
の
百
分

の
二
十
を
限
度
と
し
て
前
条
に
規
定
す
る
割
合
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。 

３ 

政
令
第
六
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
関
す
る
法
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
条
例

で
定
め
る
範
囲
は
、
同
号
に
規
定
す
る
建
築
物
に
限
り
、
当
該
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
の
百
分

の
十
を
限
度
と
し
て
前
条
又
は
前
二
項
に
規
定
す
る
割
合
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す

る
。 

４ 

政
令
第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
関
す
る
法
第
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
条
例

で
定
め
る
範
囲
は
、
同
号
に
規
定
す
る
建
築
物
に
限
り
、
当
該
都
市
公
園
の
敷
地
面
積
の
百
分

の
二
を
限
度
と
し
て
前
条
又
は
前
三
項
に
規
定
す
る
割
合
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す

る
。 

 

（
都
市
公
園
移
動
等
円
滑
化
基
準
） 

第
一
条
の
五 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
一

項
の
都
市
公
園
移
動
等
円
滑
化
基
準
は
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
埼
玉
県
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
十
一
号
）
第
十
二
条
に
規
定
す
る
整
備
基
準
（
公

園
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
を
も
つ
て
都
市
公
園
移
動
等
円
滑
化
基
準
と
み
な
す
。 

２ 

災
害
等
の
た
め
一
時
使
用
す
る
特
定
公
園
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
基
準
に
よ
ら

な
い
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
円
滑
に

移
動
等
を
行
え
る
よ
う
で
き
る
限
り
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
十
条
第
一
項
、
第
十
七
条
第
三
項
及
び
第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
別
表
第
一
」
を
「
別
表
第

一
の
二
」
に
改
め
る
。 

 

別
表
第
一
を
別
表
第
一
の
二
と
し
、
附
則
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。 

別
表
第
一
（
第
一
条
の
五
関
係
） 

 

一 

園
路
及
び
広
場 

 
 

 

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
園

路
及
び
広
場
（
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平

成
十
八
年
政
令
第
三
百
七
十
九
号
。
第
四
号
ロ
⑹
に
お
い
て
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
三
条

第
一
号
に
規
定
す
る
園
路
及
び
広
場
を
い
う
。
）
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、

次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 



 
 

イ 

通
路 

 
 

 

⑴ 

幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特

別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
幅

を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

⑵ 
車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
が
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の

状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ロ 

階
段
を
設
け
る
場
合
は
、
傾
斜
路
を
併
設
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他

の
特
別
の
理
由
に
よ
り
傾
斜
路
を
設
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
昇
降
機
で
あ
つ
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適

し
た
構
造
の
も
の
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

ハ 

傾
斜
路
（
階
段
又
は
段
に
代
わ
り
、
又
は
こ
れ
に
併
設
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
は
、

手
す
り
を
両
側
に
設
け
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り

や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ニ 

次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
六
号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
特
定
公
園

施
設
及
び
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利

用
す
る
駐
車
場
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
一
以
上
並
び
に
修
景
施
設
、
休
養
施
設
、
遊
戯
施
設
、

運
動
施
設
、
教
養
施
設
、
便
益
施
設
そ
の
他
の
公
園
施
設
の
う
ち
、
当
該
公
園
施
設
の
設

置
の
目
的
を
踏
ま
え
、
重
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
接
続
し
て
い
る
こ
と
。 

 

二 

屋
根
付
広
場 

 
 

 

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
屋

根
付
広
場
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

イ 

出
入
口 

 
 

 

⑴ 

幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特

別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
幅

を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

⑵ 

車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
が
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の

状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

 

⑶ 

⑵
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
段
を
設
け
る
場
合
は
、
傾
斜
路
を
併
設
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

車
椅
子
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
広
さ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

三 

休
憩
所
及
び
管
理
事
務
所 

 
 

 

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
休

憩
所
を
設
け
る
場
合
に
お
け
る
当
該
休
憩
所
の
う
ち
一
以
上
及
び
管
理
事
務
所
は
、
次
に
掲

げ
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

イ 

出
入
口
は
、
前
号
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 



 
 

ロ 

出
入
口
に
戸
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
戸
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑴ 

幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑵ 

高
齢
者
、
障
害
者
等
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

ハ 
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、
車
椅
子
使
用
者
の
円
滑
な
利

用
に
適
し
た
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
常
時
勤
務
す
る
者
が
容
易
に
カ
ウ
ン

タ
ー
の
前
に
出
て
対
応
で
き
る
構
造
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

ニ 

車
椅
子
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
広
さ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

 
 

ホ 

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る

便
所
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、
第
六
号
ロ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
基
準

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

四 

野
外
劇
場
及
び
野
外
音
楽
堂 

 
 

 

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
野

外
劇
場
及
び
野
外
音
楽
堂
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

イ 

出
入
口
は
、第
二
号
イ
⑴
か
ら
⑶
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

出
入
口
と
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
観
覧
ス
ペ
ー
ス
（
ハ
に

お
い
て
「
車
椅
子
使
用
者
用
観
覧
ス
ペ
ー
ス
」
と
い
う
。
）
及
び
ニ
の
便
所
と
の
間
の
経

路
を
構
成
す
る
通
路
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑴ 

幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特

別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
幅

を
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

⑵ 

車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
が
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の

状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

 

⑶ 

⑵
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
段
を
設
け
る
場
合
は
、
傾
斜
路
を
併
設
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑷ 

縦
断
勾
配
及
び
横
断
勾
配
は
、
規
則
で
定
め
る
値
以
下
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地

形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
規
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
勾
配
の
値
を
超
え
る
値
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

⑸ 

路
面
は
、
滑
り
に
く
い
仕
上
げ
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

 

⑹ 

高
齢
者
、
障
害
者
等
が
転
落
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
は
、
柵
、
視
覚
障
害
者
誘

導
用
ブ
ロ
ッ
ク
（
政
令
第
十
一
条
第
二
号
に
規
定
す
る
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
及
び
政
令
第

二
十
一
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
線
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
床

面
に
敷
設
し
た
も
の
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
転
落
を
防
止
す
る

た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

規
則
で
定
め
る
収
容
定
員
の
規
模
に
応
じ
て
、
規
則
で
定
め
る
数
以
上
の
車
椅
子
使
用

者
用
観
覧
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
車
椅
子
使
用
者
用
観



覧
ス
ペ
ー
ス
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑴ 

幅
及
び
奥
行
き
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
及
び
奥
行
き
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

 

⑵ 

車
椅
子
使
用
者
が
利
用
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
が
な
い
こ
と
。 

 
 

 
⑶ 

車
椅
子
使
用
者
が
転
落
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
は
、
柵
そ
の
他
の
車
椅
子
使
用

者
の
転
落
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 
 

ニ 

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る

便
所
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、
第
六
号
ロ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
基
準

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

五 

駐
車
場 

 
 

 

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
駐

車
場
に
設
け
る
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
（
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
駐
車
施
設
を
い
う
。
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

イ 

幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
又
は
そ
の
付
近
に
、
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
の
表
示

を
す
る
こ
と
。 

 

六 

便
所 

 
 

イ 

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る

便
所
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑴ 

床
の
表
面
は
、
滑
り
に
く
い
仕
上
げ
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

 

⑵ 

男
子
用
小
便
器
を
設
け
る
場
合
は
、
一
以
上
の
床
置
式
小
便
器
、
壁
掛
式
小
便
器
（
受

け
口
の
高
さ
が
規
則
で
定
め
る
高
さ
以
下
の
も
の
に
限
る
。
）
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
小
便
器
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 
 

 

⑶ 

⑵
の
規
定
に
よ
り
設
け
ら
れ
る
小
便
器
に
は
、
手
す
り
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 
 

ロ 

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る

便
所
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、
イ
に
掲
げ
る
基
準
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ

る
基
準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

 

⑴ 

便
所
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
別
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
便
所
）
内
に
高

齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
便
房
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
。 

 
 

 

⑵ 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
便
所
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

ハ 

ロ
⑴
の
便
房
が
設
け
ら
れ
た
便
所
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 

⑴ 

出
入
口 

 
 

 
 

㈠ 

幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

㈡ 

車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
が
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形



の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 

 
 

㈢ 

㈡
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
段
を
設
け
る
場
合
は
、
傾
斜
路
を
併
設
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

㈣ 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
便
房
が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
表
示
す
る
標
識
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 
 

 
 

㈤ 
戸
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
戸
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 

 

（イ） 
幅
は
、
規
則
で
定
め
る
幅
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 

（ロ） 

高
齢
者
、
障
害
者
等
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ

と
。 

 
 
 

⑵ 

車
椅
子
使
用
者
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
広
さ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

 
 

ニ 

ロ
⑴
の
便
房
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

⑴ 

出
入
口
に
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
通
過
す
る
際
に
支
障
と
な
る
段
が
な
い
こ
と
。 

 
 
 

⑵ 

出
入
口
に
は
、
当
該
便
房
が
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
標
識
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 
 
 

⑶ 

腰
掛
便
座
及
び
手
す
り
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 
 
 

⑷ 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑
な
利
用
に
適
し
た
構
造
を
有
す
る
水
洗
器
具
が
設
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
。 

 
 
 

⑸ 

ハ
⑴
㈠
及
び
㈤
並
び
に
⑵
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

ホ 

ロ
⑵
の
便
所
は
、
ハ
⑴
㈠
か
ら
㈢
ま
で
及
び
㈤
並
び
に
⑵
並
び
に
ニ
⑵
か
ら
⑷
ま
で
に

掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

七 

水
飲
場
及
び
手
洗
場 

 
 
 

不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
水

飲
場
又
は
手
洗
場
を
設
け
る
場
合
は
、
そ
の
う
ち
一
以
上
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
円
滑

な
利
用
に
適
し
た
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

 
埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
七
十
二
号
）
（
住
宅
課
）  

一 

趣
旨  

公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
県
営
住
宅
の
整
備
基
準
及
び
入
居
者
の
資
格
要
件
を  

定
め
る
等
の
改
正  

二 

内
容  

㈠ 

県
営
住
宅
の
整
備
基
準  

㈡ 

入
居
者
の
資
格
要
件  

㈢ 

法
令
改
正
等
に
伴
う
規
定
の
整
備  

三 

施
行
期
日  

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

      



条 
 

例 

 
埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

第
一
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

 
 

 

第
一
章
の
二 

整
備
基
準 

 

（
健
全
な
地
域
社
会
の
形
成
） 

第
三
条
の
二 

県
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
整
備
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の
周
辺
の
地
域
を
含
め
た 

 

健
全
な
地
域
社
会
の
形
成
に
資
す
る
よ
う
に
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
良
好
な
居
住
環
境
の
確
保
） 

第
三
条
の
三 

県
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
整
備
に
当
た
つ
て
は
、
安
全
、
衛
生
、
景
観
等
を
考 

 

慮
し
、
か
つ
、
入
居
者
等
に
と
つ
て
便
利
で
快
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
費
用
の
縮
減
へ
の
配
慮
） 

第
三
条
の
四 

県
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
建
設
に
当
た
つ
て
は
、
設
計
の
標
準
化
、
合
理
的
な 

 

工
法
の
採
用
、
規
格
化
さ
れ
た
資
材
の
使
用
及
び
適
切
な
耐
久
性
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
に
よ 

 

り
、
建
設
及
び
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
の
縮
減
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
位
置
の
選
定
） 

第
三
条
の
五 

県
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
敷
地
（
以
下
「
敷
地
」
と
い
う
。
）
の
位
置
の
選
定 

 

に
当
た
つ
て
は
、
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
多
い
土
地
及
び
公
害
等
に
よ
り
居
住
環
境
が
著
し 

 

く
阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
土
地
を
で
き
る
限
り
避
け
、
か
つ
、
通
勤
、
通
学
、
日
用
品
の 

 

購
買
そ
の
他
入
居
者
の
日
常
生
活
の
利
便
を
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
敷
地
の
安
全
等
） 

第
三
条
の
六 

敷
地
が
地
盤
の
軟
弱
な
土
地
、
崖
崩
れ
又
は
出
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
土
地
そ
の
他 

 

こ
れ
ら
に
類
す
る
土
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
敷
地
に
地
盤
の
改
良
、
擁
壁
の
設
置
等
安
全
上 

 

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

敷
地
に
は
、
雨
水
及
び
汚
水
を
有
効
に
排
出
し
、
又
は
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
を
設 

 

け
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
住
棟
等
の
基
準
） 

埼
玉
県
条
例
第
七
十
二
号



第
三
条
の
七 

住
棟
そ
の
他
の
建
築
物
の
配
置
に
当
た
つ
て
は
、
敷
地
内
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域 

 
の
良
好
な
居
住
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
日
照
、
通
風
、
採
光
、
開
放
性
及
び
プ
ラ
イ 

 
バ
シ
ー
の
確
保
、
災
害
の
防
止
、
騒
音
等
に
よ
る
居
住
環
境
の
阻
害
の
防
止
等
を
考
慮
す
る
も 

 

の
と
す
る
。 

 

（
住
宅
の
基
準
） 

第
三
条
の
八 

住
宅
に
は
、
防
火
、
避
難
及
び
防
犯
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す 

 

る
。 

２ 

住
宅
に
は
、
外
壁
、
窓
等
を
通
し
て
の
熱
の
損
失
の
防
止
そ
の
他
の
住
宅
に
係
る
エ
ネ
ル
ギ 

 

ー
の
使
用
の
合
理
化
を
適
切
に
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

住
宅
の
床
及
び
外
壁
の
開
口
部
に
は
、
当
該
部
分
の
遮
音
性
能
の
確
保
を
適
切
に
図
る
た
め 

 

の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

住
宅
の
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
（
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三 

 

十
八
号
）
第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同 

 

じ
。
）
及
び
こ
れ
と
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る
部
分
に
は
、
当
該
部
分
の
劣
化
の
軽
減
を
適
切
に 

 

図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

５ 

住
宅
の
給
水
、
排
水
及
び
ガ
ス
の
設
備
に
係
る
配
管
に
は
、
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
に
影 

 

響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
点
検
及
び
補
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と 

 

す
る
。 

 

（
住
戸
の
基
準
） 

第
三
条
の
九 

県
営
住
宅
の
一
戸
の
床
面
積
の
合
計
（
共
同
住
宅
に
お
い
て
は
、
共
用
部
分
の
床 

 

面
積
を
除
く
。
）
は
、
規
則
で
定
め
る
面
積
以
上
と
す
る
。 

２ 

県
営
住
宅
の
各
住
戸
に
は
、
台
所
、
水
洗
便
所
、
洗
面
設
備
及
び
浴
室
並
び
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ 

 

ン
受
信
の
設
備
及
び
電
話
配
線
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

県
営
住
宅
の
各
住
戸
に
は
、
居
室
内
に
お
け
る
化
学
物
質
の
発
散
に
よ
る
衛
生
上
の
支
障
の 

 

防
止
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
住
戸
内
の
各
部
） 

第
三
条
の
十 

住
戸
内
の
各
部
に
は
、
移
動
の
利
便
性
及
び
安
全
性
の
確
保
を
適
切
に
図
る
た
め 

 

の
措
置
そ
の
他
の
高
齢
者
等
が
日
常
生
活
を
支
障
な
く
営
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
措
置
を
講 

 

ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
共
用
部
分
） 

第
三
条
の
十
一 

県
営
住
宅
の
通
行
の
用
に
供
す
る
共
用
部
分
に
は
、
高
齢
者
等
の
移
動
の
利
便 

 

性
及
び
安
全
性
の
確
保
を
適
切
に
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
附
帯
施
設
） 

第
三
条
の
十
二 

敷
地
内
に
は
、
必
要
な
自
転
車
置
場
、
ご
み
置
場
等
の
附
帯
施
設
を
設
け
る
も 



 

の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
附
帯
施
設
は
、
入
居
者
の
衛
生
、
利
便
等
及
び
良
好
な
居
住
環
境
の
確
保
に
支
障
が 

 
生
じ
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。 

 

（
児
童
遊
園
） 

第
三
条
の
十
三 

児
童
遊
園
の
位
置
及
び
規
模
は
、
敷
地
内
の
住
戸
数
、
敷
地
の
規
模
及
び
形
状
、 

 

住
棟
の
配
置
等
に
応
じ
て
、
入
居
者
の
利
便
及
び
児
童
等
の
安
全
を
確
保
し
た
適
切
な
も
の
と 

 

す
る
。 

 

（
集
会
所
） 

第
三
条
の
十
四 

集
会
所
の
位
置
及
び
規
模
は
、
敷
地
内
の
住
戸
数
、
敷
地
の
規
模
及
び
形
状
、 

 

住
棟
及
び
児
童
遊
園
の
配
置
等
に
応
じ
て
、
入
居
者
の
利
便
を
確
保
し
た
適
切
な
も
の
と
す
る
。 

 

（
広
場
及
び
緑
地
） 

第
三
条
の
十
五 

広
場
及
び
緑
地
の
位
置
及
び
規
模
は
、
良
好
な
居
住
環
境
の
維
持
増
進
に
資
す 

 

る
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。 

 

（
通
路
） 

第
三
条
の
十
六 

敷
地
内
の
通
路
は
、
敷
地
の
規
模
及
び
形
状
、
住
棟
等
の
配
置
並
び
に
周
辺
の 

 

状
況
に
応
じ
て
、
日
常
生
活
の
利
便
、
通
行
の
安
全
、
災
害
の
防
止
、
環
境
の
保
全
等
に
支
障 

 

が
な
い
よ
う
な
規
模
及
び
構
造
と
し
、
合
理
的
に
配
置
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

通
路
に
お
け
る
階
段
に
は
、
高
齢
者
等
の
通
行
の
安
全
に
配
慮
し
、
必
要
な
補
助
手
す
り
又 

 

は
傾
斜
路
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
六
条
第
一
項
第
二
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

イ 

特
に
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る
場
合
と
し
て
次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
い
ず
れ
か 

 
 

 

に
該
当
す
る
場
合 

二
十
一
万
四
千
円 

 
 

 

⑴ 

入
居
者
又
は
同
居
者
に
障
害
者
基
本
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
で
そ
の 

 
 

 
 

障
害
の
程
度
が
次
の
㈠
か
ら
㈢
ま
で
の
障
害
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
㈠
か
ら
㈢
ま 

 
 

 
 

で
に
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
場
合
又
は
前
号
ハ
、
ニ
、
へ
若
し
く
は
ト 

 
 

 
 

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
場
合 

 
 

 
 

㈠ 

身
体
障
害 

前
号
ロ
⑴
に
定
め
る
程
度 

 
 

 
 

㈡ 

精
神
障
害
（
知
的
障
害
を
除
く
。
） 

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す 

 
 

 
 

 

る
法
律
施
行
令
第
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
一
級
又
は
二
級 

 
 

 
 

㈢ 

知
的
障
害 

㈡
に
定
め
る
精
神
障
害
の
程
度
に
相
当
す
る
程
度 

 
 

 

⑵ 

入
居
者
が
六
十
歳
以
上
の
者
で
あ
り
、
か
つ
、
同
居
者
の
い
ず
れ
も
が
六
十
歳
以
上 

 
 

 
 

又
は
十
八
歳
未
満
で
あ
る
場
合 

 
 

 

⑶ 

同
居
者
に
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
者
が
あ
る
場
合 

 

第
六
条
第
一
項
第
二
号
ロ
中
「
旧
令
第
六
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
金
額
」
を
「
二
十
一 



万
四
千
円
（
当
該
災
害
発
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
後
は
、
十
五
万
八
千
円
）
」
に
、
同
号 

ハ
中
「
旧
令
第
六
条
第
五
項
第
三
号
に
規
定
す
る
金
額
」
を
「
十
五
万
八
千
円
」
に
改
め
る
。 

 
第
七
条
第
一
項
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
又
は
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
、
」
に
改
め
、
「
第

二
十
一
条
」
の
下
に
「
又
は
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）

第
二
十
一
条
」
を
、
「
み
な
さ
れ
る
者
」
の
下
に
「
（
前
条
第
一
項
第
六
号
に
該
当
し
な
い
者
を

除
く
。
）
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

入
居
者
が
平
成
十
八
年
四
月
一
日
前
に
五
十
歳
以
上
で
あ
る
者
（
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
に 

 

お
い
て
六
十
歳
以
上
で
あ
る
者
を
除
く
。
）
で
あ
り
、
か
つ
、
同
居
者
の
い
ず
れ
も
が
十
八
歳 

 

未
満
の
者
又
は
同
月
一
日
前
に
五
十
歳
以
上
で
あ
る
者
（
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
に
お
い
て
六 

 

十
歳
以
上
で
あ
る
者
を
除
く
。
）
は
、
改
正
後
の
第
六
条
第
一
項
第
二
号
イ
⑵
に
該
当
す
る
者 

 

と
み
な
す
。 

 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
流
域
下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
及
び
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
に
関
す
る
条
例

（
埼
玉
県
条
例
第
七
十
三
号
）
（
下
水
道
管
理
課
） 

一 

趣
旨 地

域
主
権
一
括
法
の
施
行
に
よ
る
下
水
道
法
の
改
正
に
伴
い
、
流
域
下
水
道
の
構
造
の
技

術
上
の
基
準
及
び
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。 

二 

内
容 

 

㈠ 

流
域
下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準 

㈡ 

終
末
処
理
場
の
維
持
管
理 

三 

施
行
期
日 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

     



条 
 

例 

 
埼
玉
県
流
域
下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
及
び
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
に
関
す
る
条
例

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
及
び
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
に
関
す

る
条
例 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）

第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
二
項
及
び
第
二
十
一
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
流
域
下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
及
び
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
に

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
流
域
下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
） 

第
二
条 

法
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る

流
域
下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
は
、
次
条
か
ら
第
六
条
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。 

 

（
排
水
施
設
及
び
処
理
施
設
に
共
通
す
る
構
造
の
技
術
上
の
基
準
） 

第
三
条 

排
水
施
設
（
こ
れ
を
補
完
す
る
施
設
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
処
理
施

設
（
こ
れ
を
補
完
す
る
施
設
を
含
む
。
第
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
共
通
す
る
構
造
の
技
術

上
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

自
重
、
水
圧
、
積
載
荷
重
、
土
圧
、
地
震
力
そ
の
他
の
荷
重
に
対
し
て
安
全
で
耐
久
力
を

有
す
る
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 

二 

地
震
に
よ
っ
て
下
水
の
排
除
及
び
処
理
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
地
盤
の
改
良
、
可
撓 とう
継

手
の
設
置
そ
の
他
の
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

三 

維
持
管
理
及
び
改
築
に
伴
う
費
用
の
節
減
に
配
慮
し
た
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 

四 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
配
慮
し
た
構
造
と
す
る
こ
と
。 

 

五 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
そ
の
他
の
耐
水
性
の
材
料
で
造
り
、
か
つ
、
漏
水
及
び
地
下
水
の
浸
入
を

最
少
限
度
の
も
の
と
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

六 

屋
外
に
あ
る
も
の
（
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ

の
な
い
も
の
と
し
て
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
覆
い
又
は

柵
の
設
置
そ
の
他
下
水
の
飛
散
を
防
止
し
、
及
び
人
の
立
入
り
を
制
限
す
る
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
。 

埼
玉
県
条
例
第
七
十
三
号



 

七 

下
水
の
貯
留
等
に
よ
り
腐
食
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
に
あ
っ
て
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
そ

の
他
の
腐
食
し
に
く
い
材
料
で
造
り
、
又
は
腐
食
を
防
止
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ

と
。 

 

（
排
水
施
設
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
） 

第
四
条 

排
水
施
設
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
は
、
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。 

 

一 

排
水
管
の
内
径
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
管
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

欄
に
掲
げ
る
内
径
を
下
回
ら
な
い
も
の
と
し
、
か
つ
、
計
画
下
水
量
に
応
じ
、
排
除
す
べ
き

下
水
を
支
障
な
く
流
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

       

二 

排
水
渠 きょ
の
断
面
積
は
、
五
千
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
下
回
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

三 

下
水
に
含
ま
れ
る
固
形
物
が
堆
積
せ
ず
、
か
つ
、
当
該
下
水
の
流
下
に
よ
る
損
傷
が
生
じ

な
い
よ
う
、
計
画
下
水
量
に
対
し
原
則
と
し
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
管
渠 きょ
（
排
水
管

又
は
排
水
渠 きょ
を
い
う
。
）
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
流
速
を
確
保

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

      

四 

暗
渠 きょ
そ
の
他
の
地
下
に
設
け
る
構
造
の
部
分
で
流
下
す
る
下
水
に
よ
り
気
圧
が
急
激
に
変

動
す
る
箇
所
に
あ
っ
て
は
、
排
気
口
の
設
置
そ
の
他
気
圧
の
急
激
な
変
動
を
緩
和
す
る
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

五 

暗
渠 きょ
で
あ
る
構
造
の
部
分
の
下
水
の
流
路
の
方
向
又
は
勾
配
が
著
し
く
変
化
す
る
箇
所
そ

の
他
管
渠 きょ
の
清
掃
上
必
要
な
箇
所
に
あ
っ
て
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
を
設
け
る
こ
と
。 

 

六 

ま
す
又
は
マ
ン
ホ
ー
ル
に
は
、
蓋
（
汚
水
を
排
除
す
べ
き
ま
す
又
は
マ
ン
ホ
ー
ル
に
あ
っ

て
は
、
密
閉
す
る
こ
と
が
で
き
る
蓋
）
を
設
け
る
こ
と
。 

 

（
処
理
施
設
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
） 

第
五
条 

処
理
施
設
（
終
末
処
理
場
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
構
造

自
然
流
下
に
よ
ら
な
い
排
水
管 

雨
水
管
及
び
合
流
管 

汚
水
管 

管
の
種
類 

三
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル 

二
百
五
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル 
二
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル 内
径 

 

雨
水
管
渠 きょ
及
び
合
流
管
渠 きょ 

汚
水
管
渠 きょ 

管
渠 きょ
の
種
類 

〇
・
八
メ
ー
ト
ル
毎
秒
以
上
三
・
〇
メ
ー
ト
ル
毎
秒
以
下 

〇
・
六
メ
ー
ト
ル
毎
秒
以
上
三
・
〇
メ
ー
ト
ル
毎
秒
以
下 

流
速 

 



の
技
術
上
の
基
準
は
、
第
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

脱
臭
施
設
の
設
置
そ
の
他
臭
気
の
発
散
を
防
止
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

二 

汚
泥
処
理
施
設
（
汚
泥
を
処
理
す
る
処
理
施
設
を
い
う
。
第
七
条
第
六
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
は
、
汚
泥
の
処
理
に
伴
う
排
気
、
排
液
又
は
残
さ
い
物
に
よ
り
生
活
環
境
の
保
全
又

は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
。 

三 

汚
泥
焼
却
炉
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る
よ
う
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る
措

置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

（
適
用
除
外
） 

第
六
条 

前
三
条
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
流
域
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

一 

工
事
を
施
行
す
る
た
め
に
仮
に
設
け
ら
れ
る
流
域
下
水
道 

二 

非
常
災
害
の
た
め
に
必
要
な
応
急
措
置
と
し
て
設
け
ら
れ
る
流
域
下
水
道 

２ 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
流
域
下
水
道
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す

る
。 

 

（
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
） 

第
七
条 

法
第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一 

活
性
汚
泥
を
使
用
す
る
処
理
方
法
に
よ
る
と
き
は
、
活
性
汚
泥
の
解
体
又
は
膨
化
を
生
じ

な
い
よ
う
に
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
を
調
節
す
る
こ
と
。 

 

二 

沈
砂
池
又
は
ち
ん
で
ん
池
の
泥
溜 た
め
に
砂
、
汚
泥
等
が
満
ち
た
と
き
は
、
速
や
か
に
こ
れ

を
除
去
す
る
こ
と
。 

 

三 

急
速
濾 ろ
過
法
に
よ
る
と
き
は
、
濾 ろ
床
が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
に
定
期
的
に
そ
の
洗
浄
等
を
行

う
と
と
も
に
、
濾 ろ
材
が
流
出
し
な
い
よ
う
に
水
量
又
は
水
圧
を
調
節
す
る
こ
と
。 

 

四 

前
三
号
の
ほ
か
、
施
設
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

五 

臭
気
の
発
散
及
び
蚊
、
は
え
等
の
発
生
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
構
内
の
清
潔
を
保

持
す
る
こ
と
。 

 

六 

前
号
の
ほ
か
、
汚
泥
処
理
施
設
に
は
、
汚
泥
の
処
理
に
伴
う
排
気
、
排
液
又
は
残
さ
い
物

に
よ
り
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
企
業
管
理
規

程
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

七 

汚
泥
焼
却
炉
に
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る
よ
う
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る

措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

八 

終
末
処
理
場
に
対
す
る
県
民
の
理
解
を
深
め
、
生
活
に
伴
う
排
水
の
改
善
等
に
よ
っ
て
下

水
処
理
の
負
荷
の
低
減
を
図
る
た
め
、
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
に
関
す
る
情
報
提
供
に
努



め
る
こ
と
。 

 
 
 

附 

則 
１ 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
流
域
下
水
道
で
あ
っ
て
、
第
三
条
第
二
号
又
は
第
五
条

第
三
号
の
規
定
に
適
合
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
改
築
（
災
害

復
旧
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
及
び
流
域
下
水
道
に
関
す
る
工
事
以
外
の
工
事
に
よ
り
必
要
を

生
じ
た
も
の
を
除
く
。
）
の
工
事
に
着
手
す
る
ま
で
の
間
は
、
第
三
条
中
「
次
の
」
と
あ
る
の

は
「
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
」
と
、
第
五
条
中
「
次
の
」
と
あ
る
の

は
「
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
」
と
す
る
。 



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
埼
玉
県
条

例
第
七
十
四
号
）（
警
務
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

深
谷
市
に
お
け
る
町
の
区
域
の
新
設
に
伴
い
、
寄
居
警
察
署
の
管
轄
区
域
を
変
更
す
る
た
め 

 

の
改
正 

二 

内
容 

 
 

寄
居
警
察
署
の
管
轄
区
域
の
変
更 

 
 

深
谷
市
の
新
た
な
町
の
区
域
と
な
る
「
緑
台
」
を
加
え
る
。 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

              



条 
 

例 

 
警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

警
察
署
の
名
称
、
位
置
及
び
管
轄
区
域
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
寄
居
警
察
署
の
項
中
「
永
田
」
の
下
に
「
、
緑
台
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

                  

埼
玉
県
条
例
第
七
十
四
号



本
号
で
公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

  
埼
玉
県
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係
る
信
号
機
等
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
（
埼
玉
県
条
例
第
七
十
五
号
）（
交
通
規
制
課
） 

一 

趣
旨 

 
 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
移

動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
信
号
機
等
の
基
準
を
定
め
る
た
め
の
条
例
の
制
定
。 

二 

内
容 

 
(

一) 

信
号
機
の
基
準 

 
 

 
 

(

例) 

歩
行
者
用
青
信
号
の
表
示
を
伝
達
す
る
た
め
の
音
声
そ
の
他
の
音
響
を
発
す
る 

 
 

 
 

 
 

こ
と
が
で
き
る
も
の 

 
(

二) 

道
路
標
識
の
基
準 

 
 

 
 

反
射
材
料
を
用
い
、
又
は
夜
間
照
明
装
置
を
施
し
た
も
の 

 
(

三) 

道
路
標
示
の
基
準 

 
 

 
 

(

例) 

横
断
歩
道
を
表
示
す
る
道
路
標
示
で
あ
っ
て
、
視
覚
障
害
者
の
誘
導
を
行
う
た 

 
 

 
 

 
 

め
の
線
状
又
は
点
状
の
突
起
が
設
け
ら
れ
た
も
の 

 
 

 

附 

則 

三 

施
行
期
日 

 
 

公
布
の
日 

 



条 
 

例 

 
埼
玉
県
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係
る
信
号
機
等
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係
る
信
号
機
等
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
移
動
等
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
信
号
機
、
道
路
標
識
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
信
号
機
の
基
準
） 

第
二
条 

法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
信
号
機
に
関
す
る
基
準
は
、当
該
信
号
機
が
、

次
に
掲
げ
る
信
号
機
で
あ
る
こ
と
又
は
当
該
信
号
機
を
設
置
す
る
場
所
に
お
い
て
次
に
掲
げ

る
信
号
機
と
一
体
的
に
交
通
整
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
信
号
機
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

一 

道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
七
十
号
）
第
二
条
第
一
項
（
人
の
形

の
記
号
を
有
す
る
灯
火
の
信
号
を
表
示
す
る
信
号
機
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
及
び
第
四
項

に
規
定
す
る
信
号
機
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の 

 
 

イ 

人
の
形
の
記
号
を
有
す
る
青
色
の
灯
火
の
信
号（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て「
歩

行
者
用
青
信
号
」
と
い
う
。）
に
従
っ
て
道
路
を
横
断
し
、
又
は
横
断
し
よ
う
と
し
て
い

る
視
覚
障
害
者
に
対
し
、
歩
行
者
用
青
信
号
の
表
示
を
開
始
し
た
こ
と
又
は
当
該
表
示
を

継
続
し
て
い
る
こ
と
を
伝
達
す
る
た
め
の
音
声
そ
の
他
の
音
響
を
発
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の 

 
 

ロ 

歩
行
者
用
青
信
号
の
表
示
を
開
始
し
た
時
に
当
該
信
号
に
従
っ
て
道
路
の
横
断
を
始
め

た
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
そ
の
横
断
を
終
わ
る
た
め
通
常

要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
時
間
内
に
人
の
形
の
記
号
を
有
す
る
赤
色
の
灯
火
の
信
号
の
表

示
を
開
始
し
な
い
も
の 

 
 

ハ 

歩
行
者
用
青
信
号
が
表
示
さ
れ
た
時
に
お
い
て
、
当
該
表
示
が
終
了
す
る
ま
で
の
時
間

を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の 

 

二 

交
差
点
に
お
い
て
他
の
信
号
機
と
一
体
的
に
交
通
整
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
信
号
機
で

あ
っ
て
、
歩
行
者
用
青
信
号
に
従
っ
て
歩
行
者
又
は
自
転
車
が
道
路
を
横
断
す
る
こ
と
が
で

埼
玉
県
条
例
第
七
十
五
号



き
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
信
号
機
及
び
当
該
他
の
信
号
機
の
い
ず
れ
も
が
、
車
両
（
交
差

点
に
お
い
て
既
に
左
折
し
、
又
は
右
折
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。）
が
当
該
道
路
を
通
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
信
号
を
表
示
し
な
い
こ
と
と
な
る
も
の 

 

（
道
路
標
識
の
基
準
） 

第
三
条 

法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
道
路
標
識
に
関
す
る
基
準
は
、
反
射
材
料
を

用
い
、
又
は
夜
間
照
明
装
置
を
施
し
た
道
路
標
識
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
道
路
標
示
の
基
準
） 

第
四
条 

法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
道
路
標
示
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
掲
げ
る
道
路
標
示
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

一 

反
射
材
料
を
用
い
、
又
は
反
射
装
置
を
施
し
た
道
路
標
示 

 

二 

横
断
歩
道
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
道
路
標
示
で
あ
っ
て
、
視
覚
障
害
者
の
誘
導
を
行
う

た
め
の
線
状
又
は
点
状
の
突
起
が
設
け
ら
れ
た
も
の 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

           



規 
 

則 

 
地
方
税
法
第
三
百
九
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
身
分
を
証
明
す
る
証
票
の
様
式
を
定
め
る
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

地
方
税
法
第
三
百
九
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
身
分
を
証
明
す
る
証
票
の
様
式
を
定
め

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

地
方
税
法
第
三
百
九
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
身
分
を
証
明
す
る
証
票
の
様
式
を
定
め
る
規

則
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
記
様
式
（
表
面
）
中
「 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
（
裏
面
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

                   
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

地
方
税
法
（
抜
粋
）
 

 
（
道
府
県
の
職
員
及
び
総
務
省
の
職
員
の
固
定
資
産
税
に
関
す
る
調
査
に
係
る
質
問
検
査
権
）
 

第
３
９
６
条
 
第
３
８
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
固
定
資
産
の
価
格
等
の
決
定
に
関
す
る
調
査
、
第
４
０
１
条
第
４
号
の

助
言
又
は
第
４
１
９
条
第
１
項
の
勧
告
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
道
府
県
の
職
員
で
道
府
県
知
事
が
指
定

す
る
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
３
９
７
条
に
お
い
て
「
道
府
県
指
定
職
員
」
と
い
う
。
）
、
第
３
８
８
条
第
４
項
第
２
号

の
助
言
、
第
３
８
９
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
固
定
資
産
の
価
格
等
の
決
定
に
関
す
る
調
査
又
は
第
４
２
２
条
の
２
第
１

項
の
指
示
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
総
務
省
の
職
員
で
総
務
大
臣
が
指
定
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第

３
９
７
条
ま
で
に
お
い
て
「
総
務
省
指
定
職
員
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
者
に
質
問
し
、
又
は
第
１
号

若
し
く
は
第
２
号
の
者
の
事
業
に
関
す
る
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
し
、
若
し
く
は
当
該
物
件
（
そ
の
写
し
を
含

む
。
）
の
提
示
若
し
く
は
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

⑴
 
納
税
義
務
者
又
は
納
税
義
務
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
 

⑵
 
前
号
に
掲
げ
る
者
に
金
銭
又
は
物
品
を
給
付
す
る
義
務
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
 

⑶
 
前
２
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
当
該
固
定
資
産
税
の
賦
課
徴
収
に
関
し
直
接
関
係
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
 

２
 
前
項
第
１
号
に
掲
げ
る
者
を
分
割
法
人
と
す
る
分
割
に
係
る
分
割
承
継
法
人
及
び
同
号
に
掲
げ
る
者
を
分
割
承
継
法
人

と
す
る
分
割
に
係
る
分
割
法
人
は
、
同
項
第
２
号
に
規
定
す
る
金
銭
又
は
物
品
を
給
付
す
る
義
務
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

者
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。
 

３
 
第
１
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
府
県
指
定
職
員
又
は
総
務
省
指
定
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
証
明
す
る
証
票
を
携

帯
し
、
関
係
人
の
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

４
 
道
府
県
指
定
職
員
又
は
総
務
省
指
定
職
員
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け

た
物
件
を
留
め
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
 
第
１
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
道
府
県
指
定
職
員
又
は
総
務
省
指
定
職
員
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら

れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

 
（
固
定
資
産
税
に
係
る
道
府
県
の
職
員
及
び
総
務
省
の
職
員
が
行
う
検
査
拒
否
等
に
関
す
る
罪
）
 

第
３
９
７
条
 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
５
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
 

⑴
 
第
３
９
６
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
者
 

⑵
 
第
３
９
６
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
物
件
の
提
示
又
は
提
出
の
要
求
に
対
し
、
正
当
な
理
由
が
な
く
こ
れ
に
応
ぜ

ず
、
又
は
偽
り
の
記
載
若
し
く
は
記
録
を
し
た
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
（
そ
の
写
し
を
含
む
。
）
を
提
示
し
、
若

し
く
は
提
出
し
た
者
 

⑶
 
第
３
９
６
条
の
規
定
に
よ
る
道
府
県
指
定
職
員
又
は
総
務
省
指
定
職
員
の
質
問
に
対
し
答
弁
を
し
な
い
者
又
は
虚

偽
の
答
弁
を
し
た
者
 

２
 
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又
は
財
産

に
関
し
て
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
外
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
、
同
項

の
罰
金
刑
を
科
す
る
。
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
検
査
す
る
 
 
 
検
査
し
、
若
し
く
は
当
該
物
件
（
そ
の
写
し
を
含
 

む
。
）
の
提
示
若
し
く
は
提
出
を
求
め
る
 

（
裏
面
）
 

埼
玉
県
規
則
第
七
十
四
号



別記様式 

（表面） 

身 分 証 明 書 
 

第     号  
年  月  日  

 
 次の者は、地方税法第３９６条第１項の規定により質問し、又は帳簿書類その他の
物件を検査し、若しくは当該物件（その写しを含む。）の提示若しくは提出を
求める権限を有する職員であることを証明する。 

 
所属・職名                

 
写 
 
真 

 
氏   名                

 
有 効 期 限     年  月  日    

埼玉県知事        □印   

 

（裏面） 

地方税法（抜粋） 
 （道府県の職員及び総務省の職員の固定資産税に関する調査に係る質問検査権） 
第３９６条 第３８９条第１項の規定による固定資産の価格等の決定に関する調査、第４０１条第４
号の助言又は第４１９条第１項の勧告のために必要がある場合においては道府県の職員で道府県知
事が指定する者（以下この条及び第３９７条において「道府県指定職員」という。）、第３８８条
第４項第２号の助言、第３８９条第１項の規定による固定資産の価格等の決定に関する調査又は第
４２２条の２第１項の指示のために必要がある場合においては総務省の職員で総務大臣が指定する
者（以下この条から第３９７条までにおいて「総務省指定職員」という。）は、それぞれ次に掲げ
る者に質問し、又は第１号若しくは第２号の者の事業に関する帳簿書類その他の物件を検査し、若
しくは当該物件（その写しを含む。）の提示若しくは提出を求めることができる。 
⑴ 納税義務者又は納税義務があると認められる者 
⑵ 前号に掲げる者に金銭又は物品を給付する義務があると認められる者 
⑶ 前２号に掲げる者以外の者で当該固定資産税の賦課徴収に関し直接関係があると認められる者 
２ 前項第１号に掲げる者を分割法人とする分割に係る分割承継法人及び同号に掲げる者を分割承継
法人とする分割に係る分割法人は、同項第２号に規定する金銭又は物品を給付する義務があると認
められる者に含まれるものとする。 
３ 第１項の場合においては、当該道府県指定職員又は総務省指定職員は、その身分を証明する証票
を携帯し、関係人の請求があつたときは、これを提示しなければならない。 
４ 道府県指定職員又は総務省指定職員は、政令で定めるところにより、第１項の規定により提出を
受けた物件を留め置くことができる。 
５ 第１項又は前項の規定による道府県指定職員又は総務省指定職員の権限は、犯罪捜査のために認
められたものと解釈してはならない。 
 （固定資産税に係る道府県の職員及び総務省の職員が行う検査拒否等に関する罪） 
第３９７条 次の各号のいずれかに該当する者は、１年以下の懲役又は５０万円以下の罰金に処する。 

⑴ 第３９６条の規定による帳簿書類その他の物件の検査を拒み、妨げ、又は忌避した者 
⑵ 第３９６条第１項の規定による物件の提示又は提出の要求に対し、正当な理由がなくこれに応
ぜず、又は偽りの記載若しくは記録をした帳簿書類その他の物件（その写しを含む。）を提示し、
若しくは提出した者 

２ 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者がその法人又は人の業務又は
財産に関して前項の違反行為をした場合においては、その行為者を罰する外、その法人又は人に対
し、同項の罰金刑を科する。 

 



規 
 

則 
 

埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

  
 

 

埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う 

に
改
正
す
る
。 

 

第
六
条
の
四
の
見
出
し
中
「
徴
収
猶
予
又
は
換
価
の
猶
予
及
び
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
第

十
六
条
第
一
項
、
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
者
」
の
下
に
「
及
び
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規 

定
に
よ
り
担
保
の
提
供
を
す
る
者
」
を
加
え
る
。 

 

第
四
十
四
条
の
表
六
十
四
の
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

別
記
様
式
第
九
号
の
二
十
一
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」
を
削
る
。 

 

別
記
様
式
第
十
九
号
（
三
）
中 

   を 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

に
改
め
る
。 

 

別
記
様
式
第
十
九
号
の
二
（
三
）
中
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」
に
、 

「 
 

 

」
を
「 

 

」
に
改
め
、
「 

 
 

 
 

 
 

 
 

」
を
削
り
、
同
様
式
の
注
意
１
中

「 
 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
意
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
記
様
式
第
二
十
七
号
の
七
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

別
記
様
式
第
六

十
四
号
の
六
の

二 

（
法
第
１
６
条
の
３
第
１
項
又
は
法
第
１
４
４
条
の
２
０
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
担
保
と
し
て
徴
す
る
場
合
に
限
る
。
）

収
入
証
紙
ち
よ
う
付
欄
 
収
入
証
紙
貼
付
欄
 

あ
て
先
 
宛
先
 

□
外
国
人
登
録
証
明
書
 

代
表
者
の
印
鑑
 
代
表
者
印
 

４
 
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
の
公
的
証
明
書
の
提
示
等
の
方
法
で
請
求
者
の
本
人

確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「 
年
 
 
月
 
 
日
 

指
定
納
期
限
 

「 

」 

□
運
転
免
許
証
 
□
健
康
保
険
証
 
□
パ
ス
ポ
ー
ト
 
□
外
国

 

人
登
録
証
明
書
 
□
行
政
書
士
証
票
 
□
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

 

ド
 
□
そ
の
他
（
 
 
 
）
 

「 

」 

□
運
転
免
許
証
 
□
健
康
保
険
証
 
□
パ
ス
ポ
ー
ト
 

 

□
行
政
書
士
証
票
 
□
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

 

□
そ
の
他
（
 
 
 
 
 
 
 
）
 

自
動
車
取
得
税
納
税
義
務
（
納
付
義
務
）
免
除
（
申
請

棄
却
）
通
知
書 

六
十
四
の
六
の

二 
 

埼
玉
県
規
則
第
七
十
五
号



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

別
記
様
式
第
二
十
七
号
の
九
中 

 

            

」 
更
正
、
決
定
又
は
加
算
金
決
定
の
理
由

「 
指
定
納
期
限
 

年
 
 
月
 
 
日
 

」 

に
改
め
る
。 

を 

定
金
融
機
関
、
埼
玉
県
指
定
代

 

さ
い
。
 

年
 
 
月
 
 
日

埼
玉
県
 

県
税
事
務
所
長
 
印
 

 
上
記
の
と
お
り
通
知
し
ま
す
。
 

 
な
お
、
上
記
金
額
を
 
 
年
 
 
月
 
 
日
ま
で
に
埼
玉
県
指

 

理
金
融
機
関
又
は
埼
玉
県
収
納
代
理
金
融
機
関
へ
納
付
し
て
く
だ
 

「 

埼
玉
県
 

 
上
記
の
と
お
り
通
知
し
ま
す
。
 

 
な
お
、
上
記
金
額
を
 
 
年
 
 
月
 
 
日
ま
で
に
埼
玉
県
指

 

理
金
融
機
関
又
は
埼
玉
県
収
納
代
理
金
融
機
関
へ
納
付
し
て
く
だ

 

決
定
の
理
由

」 

「 

を 

定
金
融
機
関
、
埼
玉
県
指
定
代

 

さ
い
。
 

県
税
事
務
所
長
 
印
 

」 

に
改
め
る
。 

年
 
 
月
 
 
日



 

別
記
様
式
第
三
十
九
号
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

別
記
様
式
第
四
十
八
号
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

別
記
様
式
第
四
十
八
号
の
二
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を 

                   

  

別
記
様
式
第
六
十
四
号
の
四
中 

   

  

別
記
様
式
第
六
十
四
号
の
六
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。 

等
 級
 
 

「 

」 

「 

 
決
 定
 の
 理
 由
 
 

等
 級
 
 

」 「 

」

合
 計
 

「 

」 

 
決
 定
 の
 理
 由
 
 

備
 

考
 

「 

 
備
 
考
 

 由
 
 

を 

「 
合
 計
 

更
正
、
決
定
又
は
加
算
金
決
定
の
理
由
 

」
に
改
め
る
。 

に
改
め
る
。 

」

「 

」
を

 「 

・
 
 
 
 
・
 

・
 
 
 
 
・
 

・
 
 
 
 
・
 

「 
・
 
 
 
 
・
 

・
 
 
 
 
・
 

更
正
、
決
定
又
は
加
算
金
決
定
の
理
由
 

・
 
 
 
 
・
 

」
に
改
め
る
。 ・

 
 
・
 
 

・
 
 
・
 
 
 



 

自動車取得税納税義務（納付義務）免除（申請棄却）通知書 

                               第    号 

                                                     年  月  日 

 納税義務者 

 住 （居） 所 
 氏名又は名称 
 

                                       埼玉県自動車税事務所長  印 

 

      年  月  日付けの申請については、 

 

 

年   度 登録番号又は車両番号 納 期 限 税    額 

        年  月  日       

棄

却

の 

理 

由 

 

備 

 

考 

 

 

 

 

 

 

 

 

備考 裏面には、この通知に不服がある場合における救済の方法及び取消訴訟を行う場合
の被告とすべき者、出訴期間等を記載し、交付すること。 

下記のとおり免除したので通 

（下記の理由により認められ 
知します。 
ないので通知します。） 

 

別記様式第六十四号の六の二 



別
記
様
式
第
七
十
七
号
（
一
）
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  
別
記
様
式
第
七
十
八
号
（
一
）
中
「 

 

」
を
削
り
、
同
様
式
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加

え
る
。 

  

別
記
様
式
第
七
十
八
号
（
二
）
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

  

別
記
様
式
第
八
十
号
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

に
改
め
る
。 

  

別
記
様
式
第
八
十
号
の
二
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                   

  

別
記
様
式
第
八
十
号
の
三
中 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

を 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
改
め
る
。 

 

別
記
様
式
第
八
十
号
の
四
中 

備
考
 
裏
面
に
は
、
こ
の
通
知
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
救
済
の
方
法
及
び
取
消
訴
訟
を

行
う
場
合
の
被
告
と
す
べ
き
者
、
出
訴
期
間
等
を
記
載
し
、
交
付
す
る
こ
と
。

「 （
備
考
）
 

」

「 （
備
考
）
 

更
正
、
決
定
又
は
加
算
金
決
定
の
理
由
 

」

「 （
備
考
）
 

「 

」

合
 計
 

を 

「 
合
 計
 

更
正
、
決
定
又
は
加
算
金
決
定
の
理
由
 

」
に
改
め
、
同
様
式
の
注
意
１
中
「 

 
 
 
 
 

」
を
「 
 
 
 
 

」 

 
決
 定
 の
 理
 由
 
 

「 

」 

備
 

考
 

「 

 
備
 
考
 

に
改
め
、
同
様
式
の
注
意
１
中
「 
 
 
 
 
 

」
を
「 

 
 
 
 

」
に
改
め
る
。 

」

・
 
 
・
 
 

・
 
 
・
 
 

を 

備
考
 
裏
面
に
は
、
こ
の
通
知
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
救
済
の
方
法
及
び
取
消
訴
訟
を

行
う
場
合
の
被
告
と
す
べ
き
者
、
出
訴
期
間
等
を
記
載
し
、
交
付
す
る
こ
と
。

あ
て
 

備
考
 
裏
面
に
は
、
こ
の
通
知
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
救
済
の
方
法
及
び
取
消
訴
訟
を

行
う
場
合
の
被
告
と
す
べ
き
者
、
出
訴
期
間
等
を
記
載
し
、
交
付
す
る
こ
と
。

給
付
補
て
ん
金
 
給
付
補

塡
金
 

給
付
補
て
ん
金
 
給
付
補

塡
金
 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

別
記
様
式
第
八
十
号
の
五
中 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

別
記
様
式
第
八
十
号
の
六
中 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

」

「 （
備
考
）
 

決
定
の
理
由
 

を に
改
め
る
。 

「 （
備
考
）
 

」
「 （

備
考
）
 

更
正
、
決
定
又
は
加
算
金
決
定
の
理
由
 

を に
改
め
る
。 

「 （
備
考
）
 

」

「 （
備
考
）
 

決
定
の
理
由
 

を 

」 」



     

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
の
四
の
改
正

規
定
、
第
四
十
四
条
の
表
六
十
四
の
六
号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
、
別
記
様
式
第
九

号
の
二
十
一
、
別
記
様
式
第
十
九
号
（
三
）
及
び
別
記
様
式
第
十
九
号
の
二
（
三
）
の
改
正
規

定
、
別
記
様
式
第
六
十
四
号
の
六
の
次
に
一
様
式
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
別
記
様
式
第
七

十
七
号
（
一
）
、
別
記
様
式
第
七
十
八
号
（
一
）
及
び
別
記
様
式
第
七
十
八
号
（
二
）
の
改
正

規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
税
条
例
施
行
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当 

 

分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

に
改
め
る
。 

」



規 
 

則 

 
埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則 

 

（
指
定
の
申
出
） 

第
一
条 

埼
玉
県
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四

年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
申
出
書
の
様
式
は
、

様
式
第
一
号
の
と
お
り
と
す
る
。 

２ 

条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
の
申
出
書
に
同
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ

る
書
類
を
添
付
す
る
場
合
に
は
、
条
例
第
四
条
第
三
号
に
規
定
す
る
基
準
（
同
号
イ
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
イ
に
規
定
す
る
補
助
事
業
又
は
委
託
事
業

の
実
施
状
況
が
分
か
る
書
類
、
同
号
に
規
定
す
る
基
準
（
同
号
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に

該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
状
況
が
分
か
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

３ 

条
例
第
三
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
の
様
式
は
、
様
式
第
二
号
の
と
お
り
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
の
申
出
書
に
添
付
す
る
書
類
の
部
数
は
、
条
例
第
三
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
書

類
は
一
部
と
し
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
は
各
二
部
と
す
る
。 

 

（
寄
附
金
等
の
計
算
方
法
） 

第
二
条 

条
例
第
四
条
第
三
号
イ
の
寄
附
金
の
額
は
、
受
け
入
れ
た
寄
附
金
の
額
の
総
額
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
受
入
寄
附
金
総
額
」
と
い
う
。
）
か
ら
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
控
除

し
た
額
と
す
る
。 

 

一 

一
者
当
た
り
基
準
限
度
超
過
額
（
同
一
の
者
か
ら
の
寄
附
金
の
額
の
う
ち
、
受
入
寄
附
金

総
額
の
百
分
の
十
（
寄
附
者
が
法
人
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
九
十
七
号
）
第
七

十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
法
人
又
は
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
特

定
非
営
利
活
動
法
人
を
い
う
。
第
十
一
条
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
受
入
寄
附
金
総
額
の
百
分
の
五
十
）
に
相
当
す
る
金
額
を
超
え
る
部
分
の
金
額
を
い

う
。
） 

 

二 

実
績
判
定
期
間
に
お
け
る
同
一
の
者
か
ら
受
け
入
れ
た
寄
附
金
の
額
の
合
計
額
が
千
円
に

満
た
な
い
場
合
の
当
該
合
計
額 

埼
玉
県
規
則
第
七
十
六
号



 

三 

寄
附
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
）
が
明
ら
か
な
寄
附
金
以
外
の
寄
附
金
の
額 

２ 
前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
一
者
当
た
り
基
準
限
度
超
過
額
を
算
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
役

員
が
寄
附
者
で
あ
っ
て
、
他
の
寄
附
者
の
う
ち
に
当
該
役
員
の
配
偶
者
及
び
三
親
等
以
内
の
親

族
並
び
に
当
該
役
員
と
特
殊
の
関
係
（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年

内
閣
府
令
第
五
十
五
号
）
第
十
六
条
に
規
定
す
る
関
係
を
い
う
。
第
四
項
第
二
号
及
び
第
二
十

二
条
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
あ
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
当

該
役
員
と
同
一
の
者
と
み
な
す
。 

３ 

条
例
第
四
条
第
三
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
収
入
金
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

社
員
か
ら
受
け
入
れ
た
会
費
の
額
の
合
計
額
か
ら
当
該
合
計
額
に
第
八
条
に
規
定
す
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
控
除
し
た
金
額
の
う
ち
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
第
四
条
第
三
号

イ
の
寄
附
金
の
額
に
達
す
る
ま
で
の
金
額 

 

二 

国
の
補
助
金
等
（
法
第
四
十
五
条
第
一
項
第
一
号
イ
⑴
に
規
定
す
る
国
の
補
助
金
等
を
い

う
。
第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
次
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
） 

４ 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
限

り
、
寄
附
金
等
（
条
例
第
四
条
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
寄
附
金
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に

合
算
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

社
員
の
会
費
の
額
が
合
理
的
と
認
め
ら
れ
る
基
準
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

二 

社
員
（
役
員
並
び
に
役
員
の
配
偶
者
及
び
三
親
等
以
内
の
親
族
並
び
に
役
員
と
特
殊
の
関

係
の
あ
る
者
を
除
く
。
）
の
数
が
二
十
人
以
上
で
あ
る
こ
と
。 

５ 

国
の
補
助
金
等
は
、
指
定
の
申
出
（
条
例
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
出
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
を
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
実
績
判
定
期
間
内
に
国
の
補
助
金
等
が
あ
る
場
合

に
寄
附
金
等
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
寄
附
金
等
に
含

め
る
こ
と
が
で
き
る
国
の
補
助
金
等
の
金
額
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
第
四
条
第
三
号
イ

の
寄
附
金
の
額
に
達
す
る
ま
で
の
金
額
と
す
る
。 

６ 

国
の
補
助
金
等
を
寄
附
金
等
に
含
め
る
こ
と
と
し
た
場
合
は
、
当
該
国
の
補
助
金
等
の
金
額

は
、
経
常
収
入
金
額
（
条
例
第
四
条
第
三
号
イ
に
規
定
す
る
経
常
収
入
金
額
を
い
う
。
次
条
第

二
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
含
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
小
規
模
な
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
特
例
） 

第
三
条 

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
第
四
条
第
三
号
イ
の
寄
附
金
の
額
を
算
定
す
る
場
合
に

お
い
て
、
実
績
判
定
期
間
に
お
け
る
総
収
入
金
額
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
金
額
を
当
該
実
績
判

定
期
間
の
月
数
（
暦
に
従
っ
て
計
算
し
、
一
月
に
満
た
な
い
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を

一
月
と
す
る
。
第
六
条
第
二
項
並
び
に
第
七
条
第
二
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
除

し
て
得
た
金
額
が
八
百
万
円
未
満
で
、
か
つ
、
当
該
実
績
判
定
期
間
に
お
い
て
受
け
入
れ
た
寄



附
金
の
額
の
総
額
が
三
千
円
以
上
で
あ
る
寄
附
者
（
指
定
の
申
出
を
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法

人
の
役
員
又
は
社
員
で
あ
る
者
を
除
く
。
）
の
数
が
五
十
人
以
上
で
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法

人
に
あ
っ
て
は
、
前
条
第
一
項
中
「
次
に
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
に
」
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
は
、
経
常
収
入
金
額
に
前
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に

掲
げ
る
も
の
を
含
め
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
で
、
か
つ
、
前
条
第
四
項
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
特
定

非
営
利
活
動
法
人
は
、
同
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
額
を
寄
附
金
等
に
含
め
る
こ
と
が

で
き
る
。 

４ 

第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
で
、
か
つ
、
国
の
補
助
金
等
を
寄
附
金
等
に
含
め
る
場
合

は
、
当
該
寄
附
金
等
の
金
額
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
前
条
第
一
項
に
規

定
す
る
条
例
第
四
条
第
三
号
イ
の
寄
附
金
の
額
に
達
す
る
ま
で
の
金
額
と
し
、
当
該
国
の
補
助

金
等
の
金
額
は
経
常
収
入
金
額
に
含
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
経
常
収
入
金
額
の
う
ち
に
占
め
る
寄
附
金
等
の
割
合
） 

第
四
条 

条
例
第
四
条
第
三
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
割
合
は
、
百
分
の
十
と
す
る
。 

 

（
協
働
の
実
績
の
対
象
と
な
る
法
人
） 

第
五
条 

条
例
第
四
条
第
三
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
法
人
は
、
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第

三
十
四
号
）
別
表
第
一
に
掲
げ
る
独
立
行
政
法
人
、
地
方
独
立
行
政
法
人
、
国
立
大
学
法
人
及

び
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
並
び
に
国
が
加
盟
し
て
い
る
国
際
機
関
並
び
に
社
会
福
祉
法
人
埼

玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
そ
の
他
県
の
出
資
に
係
る
法
人
の
う
ち
知
事
が
別
に
定
め
る
も
の
と
す

る
。 

 

（
補
助
事
業
等
の
実
績
） 

第
六
条 

条
例
第
四
条
第
三
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
件
数
は
、
二
件
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
件
数
の
計
算
に
当
た
っ
て
は
、
実
績
判
定
期
間
内
の
日
を
含
む
各
事
業
年
度
に
お
け

る
指
定
の
申
出
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
地
方
公
共
団
体
等
と
共
同
で
特
定
非
営
利
活

動
に
係
る
補
助
事
業
又
は
委
託
事
業
を
県
内
で
実
施
し
た
件
数
に
十
二
を
乗
じ
て
こ
れ
を
当
該

実
績
判
定
期
間
の
月
数
で
除
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
実
績
判
定
期
間
内
の
判
定
基
準
寄
附
者
の
計
算
方
法
） 

第
七
条 

条
例
第
四
条
第
三
号
ロ
の
規
則
で
定
め
る
寄
附
者
の
数
は
、
五
十
人
と
す
る
。
た
だ
し
、

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
積
算
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
人
数
が
五
十
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、

当
該
寄
附
者
の
数
は
、
次
項
の
規
定
に
よ
り
積
算
し
た
寄
附
者
の
数
と
当
該
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

実
人
数
と
の
合
計
数
が
百
に
達
す
る
ま
で
の
数
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
寄
附
者
の
数
の
積
算
は
、
実
績
判
定
期
間
内
の
日
を
含
む
各
事
業
年
度
に
お
け
る
判

定
基
準
寄
附
者
（
実
績
判
定
期
間
内
の
日
を
含
む
各
事
業
年
度
に
お
け
る
同
一
の
者
か
ら
の
寄

附
金
（
寄
附
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所



在
地
）
が
明
ら
か
な
寄
附
金
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
額
の
総
額
（
当
該

同
一
の
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
そ
の
者
と
生
計
を
一
に
す
る

者
か
ら
の
寄
附
金
の
額
を
加
算
し
た
金
額
）
が
三
千
円
以
上
で
あ
る
場
合
の
当
該
同
一
の
者
（
当

該
申
出
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
役
員
で
あ
る
者
及
び
当
該
役
員
と
生
計
を
一
に
す
る

者
を
除
く
。
）
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
（
当
該
事
業
年
度
に
お
い
て

個
人
で
あ
る
判
定
基
準
寄
附
者
と
生
計
を
一
に
す
る
他
の
判
定
基
準
寄
附
者
が
い
る
場
合
に
は
、

当
該
判
定
基
準
寄
附
者
と
当
該
他
の
判
定
基
準
寄
附
者
を
一
人
と
み
な
し
た
数
）
の
合
計
数
に

十
二
を
乗
じ
て
得
た
数
を
当
該
実
績
判
定
期
間
の
月
数
で
除
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
除
し
た
数
に
一
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
端
数
は
切
り
捨
て

る
も
の
と
す
る
。 

３ 

条
例
第
四
条
第
三
号
ロ
に
規
定
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
実
績
判
定
期
間
内
に
お
い
て
、
指

定
の
申
出
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
実
施
し
た
事
業
活
動
に
無
償
（
交
通
費
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
係
る
保
険
料
そ
の
他
当
該
活
動
に
要
す
る
費
用
で
そ
の
実
費
に
相
当
す
る
額
の
支
給

を
受
け
る
場
合
を
含
む
。
）
で
参
加
を
し
、
実
績
判
定
期
間
内
の
日
を
含
む
各
事
業
年
度
当
た

り
平
均
四
時
間
以
上
の
役
務
を
提
供
し
た
個
人
又
は
法
人
と
す
る
。 

４ 

条
例
第
四
条
第
三
号
ロ
の
規
則
で
定
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
人
数
は
、
一
人
と
す
る
。 

５ 

前
項
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
人
数
の
積
算
は
、
実
績
判
定
期
間
内
の
日
を
含
む
各
事
業
年
度

に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
人
数
の
合
計
数
に
十
二
を
乗
じ
て
得
た
数
を
当
該
実
績
判
定
期

間
の
月
数
で
除
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
除
し
た
数
に
一
未
満
の

端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
該
端
数
は
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

前
項
の
積
算
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
条
例
第
四
条
第
三
号
ロ
の
寄
附
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
が
同
一
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
同
一
の
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
人

数
に
含
め
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

（
事
業
活
動
の
う
ち
に
そ
の
対
象
が
会
員
等
で
あ
る
活
動
等
の
占
め
る
割
合
） 

第
八
条 

条
例
第
四
条
第
四
号
の
規
則
で
定
め
る
割
合
は
、
実
績
判
定
期
間
に
お
い
て
、
指
定
の

申
出
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
行
っ
た
事
業
活
動
に
係
る
事
業
費
の
額
、
従
事
者
の
作

業
時
間
数
そ
の
他
の
合
理
的
な
指
標
に
よ
り
当
該
事
業
活
動
の
う
ち
に
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の

い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
活
動
の
占
め
る
割
合
を
算
定
す
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
割
合
と
す
る
。 

 

（
会
員
に
類
す
る
も
の
） 

第
九
条 

条
例
第
四
条
第
四
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。 

 

一 

指
定
の
申
出
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
継
続
的
に
若
し
く
は
反
復
し
て
資
産
の

譲
渡
等
（
条
例
第
四
条
第
四
号
イ
に
規
定
す
る
資
産
の
譲
渡
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を

受
け
る
者
又
は
相
互
の
交
流
、
連
絡
若
し
く
は
意
見
交
換
に
参
加
す
る
者
と
し
て
当
該
申
出

に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
帳
簿
又
は
書
類
そ
の
他
物
件
に
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、



そ
の
名
称
）
が
記
載
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
申
出
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら

継
続
的
に
若
し
く
は
反
復
し
て
資
産
の
譲
渡
等
を
受
け
、
又
は
相
互
の
交
流
、
連
絡
若
し
く

は
意
見
交
換
に
参
加
す
る
も
の 

 

二 
指
定
の
申
出
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
役
員 

 

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
運
営
又
は
業
務
の
執
行
に
関
係
し
な
い
も
の
） 

第
十
条 

条
例
第
四
条
第
四
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
指
定
の
申
出
に
係
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
が
行
う
不
特
定
多
数
の
者
を
対
象
と
す
る
資
産
の
譲
渡
等
の
相
手
方
で
あ
っ
て
、
当

該
資
産
の
譲
渡
等
以
外
の
当
該
申
出
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
活
動
に
関
係
し
な
い
も

の
と
す
る
。 

 

（
対
象
が
会
員
等
で
あ
る
活
動
か
ら
除
か
れ
る
活
動
） 

第
十
一
条 

条
例
第
四
条
第
四
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
活
動
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

指
定
の
申
出
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
行
う
資
産
の
譲
渡
等
で
、
そ
の
対
価
と
し

て
当
該
資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
通
常
の
対
価
の
額
の
お
お
む
ね
百
分
の
十
程
度
に
相
当
す
る

額
以
下
の
も
の
及
び
交
通
費
、
消
耗
品
費
そ
の
他
当
該
資
産
の
譲
渡
等
に
付
随
し
て
生
ず
る

費
用
で
そ
の
実
費
に
相
当
す
る
額
（
次
号
に
お
い
て
「
付
随
費
用
の
実
費
相
当
額
」
と
い
う
。
）

以
下
の
も
の
を
会
員
等
（
条
例
第
四
条
第
四
号
イ
に
規
定
す
る
会
員
等
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
得
て
行
う
も
の 

 

二 

指
定
の
申
出
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
行
う
役
務
の
提
供
で
、
最
低
賃
金
法
（
昭

和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
使
用
者
が
労
働
者
に
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
賃
金
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
同
法
第
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
地
域
別
最
低
賃
金
の
額
を
会
員
等
が
当
該
申
出
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動

法
人
に
支
払
う
当
該
役
務
の
提
供
の
対
価
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
額
と
し
て
み
な
し
た

額
に
当
該
役
務
の
提
供
の
従
事
者
の
作
業
時
間
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
に
お
お
む
ね
相
当
す

る
額
以
下
の
も
の
及
び
付
随
費
用
の
実
費
相
当
額
以
下
の
も
の
を
そ
の
対
価
と
し
て
会
員
等

か
ら
得
て
行
う
も
の 

 

三 

法
別
表
第
十
九
号
に
掲
げ
る
活
動
を
主
た
る
目
的
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
行
う

そ
の
会
員
等
の
活
動
（
公
益
社
団
法
人
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
で
あ
る
会
員
等
又
は
認
定

特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
あ
る
会
員
等
が
参
加
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
に
対
す
る
助
成 

 

（
便
益
の
及
ぶ
者
が
特
定
の
範
囲
の
者
等
で
あ
る
活
動
か
ら
除
か
れ
る
活
動
） 

第
十
二
条 

条
例
第
四
条
第
四
号
ロ
の
規
則
で
定
め
る
活
動
は
、
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
活
動
と

す
る
。 

 

（
特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
費
の
額
の
占
め
る
割
合
に
準
ず
る
割
合
） 

第
十
三
条 

条
例
第
四
条
第
五
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
割
合
は
、
実
績
判
定
期
間
に
お
い
て
、
指

定
の
申
出
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
行
っ
た
事
業
活
動
に
係
る
従
事
者
の
作
業
時
間
数



そ
の
他
の
合
理
的
な
指
標
に
よ
り
当
該
事
業
活
動
の
う
ち
に
特
定
非
営
利
活
動
が
占
め
る
割
合

を
算
定
す
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
割
合
と
す
る
。 

 
（
合
併
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
条
の
規
定
の
適
用
） 

第
十
四
条 

指
定
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
合
併
後
存
続
し
た
特
定
非

営
利
活
動
法
人
で
あ
っ
て
、
条
例
第
三
条
第
一
項
の
申
出
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
事
業
年
度

の
初
日
に
お
い
て
そ
の
合
併
の
日
以
後
一
年
を
超
え
る
期
間
が
経
過
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る

場
合
に
お
け
る
同
条
第
二
項
及
び
条
例
第
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
条
例
第
三
条
第

二
項
第
一
号
中
「
の
末
日
」
と
あ
る
の
は
「
の
末
日
（
当
該
末
日
の
翌
々
日
以
後
に
合
併
を
し

た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
合
併
の
日
の
前
日
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
各

事
業
年
度
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
特
定
非
営
利
活
動
法
人
又
は
合
併
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
各

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
各
事
業
年
度
の
」
と
、
条
例
第
四
条
第
七
号
中
「
そ
の
設
立
の
日
」

と
あ
る
の
は
「
当
該
申
出
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
又
は
合
併
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
各
特

定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
日
の
う
ち
最
も
早
い
日
」
と
す
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
合
併
前
の
期
間
に
つ
き

条
例
第
四
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
か
否
か
の
判

定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と

す
る
。 

 

一 

条
例
第
四
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
基
準 

当
該
特
定
非
営
利
活
動
法
人
及

び
合
併
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
各
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
一
の
法
人
と
み
な
し
て
判
定
す
る

こ
と
。 

 

二 

条
例
第
四
条
第
九
号
に
掲
げ
る
基
準
（
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
） 

 
 

 

当
該
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
つ
い
て
判
定
す
る
こ
と
。 

 

三 

条
例
第
四
条
第
九
号
に
掲
げ
る
基
準
（
同
条
第
六
号
イ
及
び
第
八
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
） 

 
 

 

当
該
特
定
非
営
利
活
動
法
人
及
び
合
併
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
各
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
判
定
す
る
こ
と
。 

 

四 

条
例
第
四
条
第
九
号
に
掲
げ
る
基
準
（
同
条
第
六
号
ロ
に
係
る
部
分
に
限
る
。
） 

当
該

特
定
非
営
利
活
動
法
人
及
び
合
併
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
各
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
い
ず
れ

も
実
績
判
定
期
間
中
に
指
定
を
受
け
て
い
た
期
間
が
含
ま
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
判
定
す
る
こ
と
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
は
、
指
定
の
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
合
併
に
よ
っ

て
設
立
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
あ
っ
て
、
当
該
申
出
を
し
よ
う
と
す
る
事
業
年
度
の
初

日
に
お
い
て
そ
の
設
立
の
日
以
後
一
年
を
超
え
る
期
間
が
経
過
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
場
合

に
お
け
る
条
例
第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
当
該
末
日
の
翌
々
日
以
後
に
合
併
を
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の



合
併
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
の
申
出
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
日
の
前
日
に
お
い
て
、
設
立
後

最
初
の
事
業
年
度
が
終
了
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
設
立
」
と
、
同
項
中
「
当
該

特
定
非
営
利
活
動
法
人
又
は
合
併
」
と
あ
り
、
及
び
「
当
該
申
出
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法

人
又
は
合
併
」
と
あ
る
の
は
「
合
併
」
と
、
前
項
中
「
合
併
前
」
と
あ
る
の
は
「
設
立
前
」
と
、

同
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
当
該
特
定
非
営
利
活
動
法
人
及
び
合
併
」
と
あ
る
の

は
「
合
併
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
指
定
の
通
知
等
） 

第
十
五
条 

条
例
第
七
条
第
二
項
第
七
号
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
が
指
定
に
よ
り
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
個
人
の
県
民
税

の
寄
附
金
税
額
控
除
の
対
象
と
な
る
期
間 

 

二 

指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
係
る
条
例
第
七
条
第
二
項
各
号
（
第
七
号
を
除
く
。
）
に

掲
げ
る
事
項
に
関
し
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

 

（
指
定
の
更
新
の
期
間
等
） 

第
十
六
条 

条
例
第
九
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
期
間
は
、
九
月
前
か
ら
七
月
前
ま
で
の
期
間

と
す
る
。 

２ 

条
例
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
様
式
第
三
号
の
報
告
書
に
よ
り
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

（
指
定
の
更
新
に
関
す
る
技
術
的
読
替
え
） 

第
十
七
条 

条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
条
例
第
三
条
（
第
二
項
第
一
号
を
除
く
。
）
、

第
四
条
（
第
七
号
を
除
く
。
）
、
第
五
条
及
び
第
六
条
（
第
二
号
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用

す
る
場
合
に
は
、
条
例
第
三
条
第
一
項
中
「
地
方
税
法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
」
と
あ
る
の

は
「
第
九
条
第
一
項
」
と
、
「
申
出
は
」
と
あ
る
の
は
「
報
告
は
」
と
、
「
申
出
書
」
と
あ
る

の
は
「
報
告
書
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
所
在
地
並
び
に
設
立
の
年
月
日
」
と
あ
る
の
は
「
所

在
地
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
申
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
報
告
書
」
と
、
「
第
一
号
か
ら
第
三

号
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
号
及
び
第
三
号
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
次
条
各
号
」
と
あ
る

の
は
「
次
条
各
号
（
第
七
号
を
除
く
。
）
」
と
、
「
書
類
（
前
号
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
）
」

と
あ
る
の
は
「
書
類
」
と
、「
第
六
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
条
各
号
（
第
二
号
を
除
く
。
）
」

と
、
条
例
第
四
条
中
「
申
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
報
告
書
」
と
、
「
次
に
掲
げ
る
基
準
に
」
と

あ
る
の
は
「
次
に
掲
げ
る
基
準
（
第
七
号
を
除
く
。
）
に
」
と
、
「
指
定
の
た
め
に
必
要
な
手

続
を
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
の
更
新
を
す
る
」
と
、
同
条
第

四
号
イ
中
「
申
出
」
と
あ
る
の
は
「
報
告
」
と
、
同
条
第
九
号
中
「
基
準
（
当
該
実
績
判
定
期

間
中
に
指
定
を
受
け
て
い
な
い
期
間
が
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
期
間
に
つ
い
て
は
第
六
号

ロ
に
掲
げ
る
基
準
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
」
と
、
条
例
第
五
条
中
「
第
三
条
第
一



項
の
申
出
書
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
報
告
を
し

よ
う
と
す
る
」
と
、
条
例
第
六
条
中
「
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
の
各
号
（
第
二
号
を
除
く
。
）
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
役
員
の
変
更
等
の
届
出
等
） 

第
十
八
条 
条
例
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
付
し
て
様
式
第
四
号
の
届
出
書
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

一 

役
員
名
簿
（
条
例
第
三
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
役
員
名
簿
を
い
う
。
以
下
こ
の
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
に
よ
る
場
合 

条
例
第
六
条
第
一
号
に
該

当
し
な
い
旨
を
説
明
す
る
書
類
及
び
変
更
後
の
役
員
名
簿 

 

 

二 

定
款
の
変
更
に
よ
る
場
合 

条
例
第
六
条
第
三
号
に
該
当
し
な
い
旨
を
説
明
す
る
書
類
及

び
変
更
後
の
定
款
並
び
に
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ

又
は
ロ
に
掲
げ
る
書
類 

 
 

イ 

登
記
事
項
に
係
る
変
更
の
場
合 

登
記
事
項
証
明
書
、
当
該
定
款
の
変
更
を
議
決
し
た

社
員
総
会
の
議
事
録
の
謄
本
（
法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
所
轄
庁
の
認
証
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
係
る
変
更
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
証
を
受
け
た
こ
と
を

証
す
る
書
類
の
写
し
） 

 
 

ロ 

イ
以
外
の
場
合 

当
該
定
款
の
変
更
を
議
決
し
た
社
員
総
会
の
議
事
録
の
謄
本
（
法
第

二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
所
轄
庁
の
認
証
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
係

る
変
更
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
証
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
写
し
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
に
添
付
す
る
書
類
の
部
数
は
、
二
部
と
す
る
。
た
だ
し
、
社
員
総
会
の
議
事

録
の
謄
本
の
部
数
は
一
部
と
し
、
登
記
事
項
証
明
書
の
部
数
は
証
明
書
一
部
及
び
そ
の
写
し
一

部
と
す
る
。 

 

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
表
の
方
法
） 

第
十
九
条 

条
例
第
十
条
第
五
項
に
規
定
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
表
は
、
指
定
特
定
非
営
利
活

動
法
人
が
自
ら
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
自

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
表
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
知
事
が
認
め
る
場
合
は
、
知
事
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
表
を
書
面
で
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
事
業
の
概
要
等
に
関
す
る
変
更
の
届
出
等
） 

第
二
十
条 

条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
条
例
第
三
条
第
一
項
第
三
号
に
掲

げ
る
事
項
の
変
更
に
あ
っ
て
は
様
式
第
四
号
の
届
出
書
に
よ
り
、
そ
の
他
の
変
更
に
あ
っ
て
は

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
付
し
て
様
式
第
四

号
の
届
出
書
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

条
例
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
次
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）



に
よ
る
場
合 

当
該
変
更
を
議
決
し
た
会
議
の
議
事
録
の
謄
本 

 
二 

条
例
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
（
定
款
の
変
更
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）

が
あ
っ
た
場
合 

前
号
に
掲
げ
る
書
類
、
条
例
第
六
条
第
三
号
に
該
当
し
な
い
旨
を
説
明
す

る
書
類
、
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
、
法
第
二
十
五

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
所
轄
庁
の
認
証
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
写
し
、
変
更
後

の
定
款
並
び
に
登
記
事
項
証
明
書 

 

三 

事
業
計
画
書
に
記
載
し
た
事
項
の
変
更
に
よ
る
場
合 

条
例
第
六
条
第
三
号
に
該
当
し
な

い
旨
を
説
明
す
る
書
類
、
変
更
後
の
事
業
計
画
書
及
び
当
該
変
更
を
議
決
し
た
会
議
の
議
事

録
の
謄
本 

 

四 

名
称
又
は
県
内
の
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
に
よ
る
場
合 

変
更
後
の
定
款
、
変
更
後
の

登
記
事
項
証
明
書
及
び
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は

ロ
に
掲
げ
る
書
類 

 
 

イ 

名
称
の
変
更
に
よ
る
場
合 

法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
所
轄
庁
の
認
証
を

受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
の
写
し 

 
 

ロ 

県
内
の
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
に
よ
る
場
合 
当
該
変
更
を
議
決
し
た
会
議
の
議
事

録
の
謄
本
（
法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
所
轄
庁
の
認
証
を
受
け
た
場
合
は
、

当
該
認
証
を
証
す
る
書
類
の
写
し
） 

２ 

前
項
の
届
出
書
及
び
当
該
届
出
書
に
添
付
す
る
書
類
の
部
数
は
、
二
部
と
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
変
更
を
議
決
し
た
会
議
の
議
事
録
の
謄
本
の
部
数
は
一
部
と
し
、
登
記
事
項
証
明
書
の
部

数
は
証
明
書
一
部
及
び
そ
の
写
し
一
部
と
す
る
。 

 

（
申
出
書
の
添
付
書
類
及
び
役
員
報
酬
規
程
等
の
備
置
き
及
び
作
成
） 

第
二
十
一
条 

条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
条
例
第
三
条
第
二
項
第
二
号
若
し
く
は
第

三
号
に
掲
げ
る
書
類
の
備
置
き
又
は
条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
項
第
二
号
か
ら

第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
の
備
置
き
は
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
閲
覧
を
支
障
な
く
行
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
で
行
う
も
の
と
す
る
。
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
備

え
置
く
書
類
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。 

 

（
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
そ
の
事
務
所
に
備
え
置
く
べ
き
書
類
） 

第
二
十
二
条 

条
例
第
十
二
条
第
二
項
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。 

 

一 

収
益
の
源
泉
別
の
明
細
、
借
入
金
の
明
細
そ
の
他
の
資
金
に
関
す
る
事
項 

 

二 

資
産
の
譲
渡
等
に
係
る
事
業
の
料
金
、
条
件
そ
の
他
そ
の
内
容
に
関
す
る
事
項 

 

三 

次
に
掲
げ
る
取
引
に
係
る
取
引
先
、
取
引
金
額
そ
の
他
そ
の
内
容
に
関
す
る
事
項 

 
 

イ 

収
益
の
生
ず
る
取
引
及
び
費
用
の
生
ず
る
取
引
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
取
引
金
額
の

最
も
多
い
も
の
か
ら
順
次
そ
の
順
位
を
付
し
た
場
合
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
第
一
順
位
か
ら



第
五
順
位
ま
で
の
取
引 

 
 

ロ 

役
員
等
（
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
規
則
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
役
員

等
を
い
う
。
）
と
の
取
引 

 

四 
寄
附
者
（
当
該
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
役
員
、
役
員
の
配
偶
者
若
し
く
は
三
親
等

以
内
の
親
族
又
は
役
員
と
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
で
、
前
事
業
年
度
に
お
け
る
当
該
指
定
特

定
非
営
利
活
動
法
人
に
対
す
る
寄
附
金
の
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
以
上
で
あ
る
も
の
に
限

る
。
）
の
氏
名
並
び
に
そ
の
寄
附
金
の
額
及
び
受
領
年
月
日 

 

五 

給
与
を
得
た
職
員
の
総
数
及
び
当
該
職
員
に
対
す
る
給
与
の
総
額
に
関
す
る
事
項 

 

六 

支
出
し
た
寄
附
金
の
額
並
び
に
そ
の
相
手
先
及
び
支
出
年
月
日 

 

七 

海
外
へ
の
送
金
又
は
金
銭
の
持
出
し
を
行
っ
た
場
合
（
そ
の
金
額
が
二
百
万
円
以
下
の
場

合
に
限
る
。
）
に
お
け
る
そ
の
金
額
及
び
使
途
並
び
に
そ
の
実
施
日 

２ 

条
例
第
十
二
条
第
二
項
第
四
号
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
条
例
第
四
条
第
六
号
及
び
第
八

号
に
掲
げ
る
基
準
（
法
第
四
十
五
条
第
一
項
第
三
号
ロ
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
に
適
合
し
て

い
る
旨
並
び
に
条
例
第
六
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
て
い
な
い
旨
を
説
明
す
る
書
類
並
び

に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。 

 

一 

条
例
第
四
条
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
場
合 
同
条
に
規
定
す
る
補
助
事
業

又
は
委
託
事
業
の
実
施
状
況
を
説
明
す
る
書
類 

 

二 

条
例
第
四
条
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
場
合 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
状
況

を
説
明
す
る
書
類 

 

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
表
を
す
る
書
類
） 

第
二
十
三
条 

条
例
第
十
二
条
第
六
項
の
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
同
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第

三
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
前
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
も

の
と
す
る
。 

 

（
役
員
報
酬
規
程
等
の
提
出
） 

第
二
十
四
条 

条
例
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
提
出
は
、
各
事
業
年
度
終
了
の
日
の
翌
日

か
ら
三
月
以
内
に
、
様
式
第
五
号
の
提
出
書
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
提
出
書
に
添
付
す
る
書
類
の
部
数
は
、
二
部
と
す
る
。 

３ 

条
例
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
助
成
金
の
支
給
を
行
っ
た
と
き
に
係
る
書
類
の
提
出

は
、
当
該
助
成
金
の
支
給
後
、
遅
滞
な
く
、
条
例
第
十
二
条
第
三
項
の
書
類
を
添
付
し
て
様
式

第
六
号
の
提
出
書
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

条
例
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
海
外
へ
の
送
金
又
は
金
銭
の
持
出
し
（
そ
の
金
額
が

送
金
又
は
持
ち
出
し
一
回
に
つ
き
二
百
万
円
以
下
の
も
の
を
除
く
。
）
を
行
う
と
き
に
係
る
書

類
の
提
出
は
、
事
前
に
（
災
害
に
対
す
る
援
助
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
場
合
で
事
前
の
提
出
が

困
難
な
と
き
は
、
事
後
遅
滞
な
く
）
、
条
例
第
十
二
条
第
四
項
の
書
類
を
添
付
し
て
様
式
第
七



号
の
提
出
書
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
役
員
報
酬
規
程
等
の
公
開
） 

第
二
十
五
条 

条
例
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
又
は
謄
写
は
、
県
民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く

り
課
に
お
い
て
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
県
民
生
活
部
共
助

社
会
づ
く
り
課
以
外
の
場
所
に
お
い
て
謄
写
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
合
併
の
届
出
） 

第
二
十
六
条 

条
例
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
様
式
第
八
号
の
届
出
書
に
よ
り

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
合
併
に
関
す
る
技
術
的
読
替
え
等
） 

第
二
十
七
条 

条
例
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
条
例
第
三
条
、
第
四
条
（
第
七
号
を
除

く
。
）
、
第
六
条
及
び
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
は
、
条
例
第
三
条
第
一

項
中
「
地
方
税
法
第
三
十
七
条
の
二
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
第
一
項
」
と
、
「
申

出
は
」
と
あ
る
の
は
「
届
出
は
」
と
、
「
申
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
届
出
書
」
と
、
同
項
第
一

号
中
「
主
た
る
事
務
所
及
び
そ
の
他
の
事
務
所
の
所
在
地
並
び
に
設
立
の
年
月
日
」
と
あ
る
の

は
「
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
」
と
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」

と
あ
る
の
は
「
合
併
後
存
続
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
又
は
合
併
に
よ
っ
て
設
立
す
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
申
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
届
出
書
」
と
、
同
項
第

一
号
中
「
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
」
と
あ
る
の
は
「
合
併
後
存
続

す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
又
は
合
併
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
各
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
合
併

に
よ
っ
て
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
合
併
に
よ
っ
て
消
滅
す
る

各
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
各
事
業
年
度
の
う
ち
」
と
、

「
五
年
（
指
定
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
特
定
非
営
利
活
動
法
人
が
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
二
年
）
」
と
あ
る
の
は
「
二
年
」
と
、
「
各
事
業
年
度
の
」
と
あ
る
の
は
「
合

併
後
存
続
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
又
は
合
併
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
各
特
定
非
営
利
活
動
法

人
の
各
事
業
年
度
の
」
と
、
条
例
第
四
条
中
「
前
条
第
一
項
の
申
出
書
を
提
出
し
た
特
定
非
営

利
活
動
法
人
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
合
併
後
存

続
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
又
は
合
併
に
よ
っ
て
設
立
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」
と
、

「
と
認
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
と
認
め
る
場
合
で
、
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め

る
事
項
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
、
「
指
定
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
の
変
更
」
と
、
同
条

第
四
号
イ
中
「
申
出
」
と
あ
る
の
は
「
届
出
」
と
、
条
例
第
六
条
中
「
該
当
す
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
」
と
あ
る
の
は
「
該
当
す
る
合
併
後
存
続
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
又
は
合
併
に

よ
っ
て
設
立
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」
と
、
「
指
定
の
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
の
変
更
の
」

と
、
条
例
第
十
二
条
第
一
項
中
「
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」
と
あ
る
の
は
「
合
併
後
存
続



す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
又
は
合
併
に
よ
っ
て
設
立
し
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」
と
、「
当

該
指
定
を
受
け
た
日
（
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
の
更
新
に
係
る
通
知
を
受
け
た
と

き
は
、
当
該
通
知
を
受
け
た
日
）
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
四
条
第
三
項
の
所
轄
庁
の
認
証

が
あ
っ
た
日
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

条
例
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
条
例
第
四
条
（
第
七
号
を
除
く
）
の
規
定
を
準
用
す

る
場
合
に
お
い
て
、
合
併
後
存
続
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
及
び
合
併
に
よ
っ
て
消
滅
す
る

各
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
合
併
に
よ
っ
て
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
合
併
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
各
特
定
非
営
利
活
動
法
人
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
実
績
判
定
期
間
に
つ
き
、
条
例
第
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
条
第
三
号

か
ら
第
五
号
ま
で
並
び
に
第
九
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
か
否
か
の
判
定
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
基
準
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一 

条
例
第
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲

げ
る
基
準 

合
併
後
存
続
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
及
び
合
併
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
各
特

定
非
営
利
活
動
法
人
を
一
の
法
人
と
み
な
し
て
判
定
す
る
こ
と
。 

 

二 

条
例
第
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
条
第
九
号
（
同
条
第
一
号
及
び
第

二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
基
準 

合
併
後
存
続
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

に
つ
い
て
判
定
す
る
こ
と
。 

 

三 

条
例
第
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
条
第
九
号
（
同
条
第
六
号
イ
及
び

第
八
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
基
準 

合
併
後
存
続
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法

人
及
び
合
併
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
各
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
判
定
す

る
こ
と
。 

 

四 

条
例
第
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
四
条
第
九
号
（
同
条
第
六
号
ロ
に
係

る
部
分
に
限
る
。
）
に
掲
げ
る
基
準 

合
併
後
存
続
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
及
び
合
併

に
よ
っ
て
消
滅
す
る
各
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
い
ず
れ
も
実
績
判
定
期
間
中
に
指
定
を
受

け
て
い
た
期
間
が
含
ま
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
判
定
す
る
こ
と
。 

 

（
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
合
併
に
係
る
通
知
等
） 

第
二
十
八
条 

知
事
は
、
条
例
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
条
例
第
四
条
各
号
（
第
七
号
を

除
く
。
）
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
及
び
条
例
第
六
条
各
号
（
第
二
号
を
除
く
。
）
の

い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
と
き
は
そ
の
旨
を
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
と
き
は

そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
、
合
併
後
存
続
し
、
又
は
合
併
に
よ
っ
て
設
立
し
た
特
定
非
営
利
活

動
法
人
に
対
し
、
速
や
か
に
、
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
合
併
の
届
出
に
関
す
る
規
定
の
準
用
） 

第
二
十
九
条 

第
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
及
び
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
は
、
条
例
第
十
五

条
第
一
項
に
規
定
す
る
合
併
の
届
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 



 

（
身
分
証
明
書
） 

第
三
十
条 

条
例
第
十
六
条
第
二
項
の
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
は
、
様
式
第
九
号
の
と
お
り

と
す
る
。 

 

（
委
任
） 

第
三
十
一
条 
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
指
定
の
手
続

等
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



様式第１号（第１条関係） 

 指 定 申 出 書 

                                年  月  日  

  （宛先） 

        埼玉県知事 

                  （特定非営利活動法人の主たる事務所の所在地） 

                  （特定非営利活動法人の名称） 

                    代表者氏名              ㊞ 

                   電話番号 

                   ファクシミリ番号 

                   代理人氏名              ㊞ 

  埼玉県指定特定非営利活動法人の指定の手続等に関する条例第３条第１項の規定によ

り、下記のとおり指定を受けたいので、申し出ます。 

記 

 １ 設立年月日  

 ２ その他の事務所の所在地、電話番号（ファクシミリ番号を含む。）並びに責任者の

役職及び氏名 

 ３ 事業年度 

 ４ 本申出において適用する条例第４条第３号に掲げる基準（いずれかにレ印） 

  □ 条例第４条第３号イ 

  □ 条例第４条第３号ロ 

 ５ 現に行っている事業の概要 

 ６ ５に記載した事業を行っている地域 

 ７ 過去の指定の有無及び指定期間 

 ８ 指定取消しの有無及び取消年月日 

 

 備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第２号（第１条関係） 

 寄 附 金 充 当 予 定 事 業 一 覧 

                                

 １ 特定非営利活動法人の名称 

  

 ２ 寄附金を充当する予定の具体的な事業内容 

 備考 

  １ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。 

  ２ 「受益対象者の範囲及び予定人数」欄には、具体的な受益対象者及び予定人数を

記載すること。 

 

 

 

 

 

 

事 業 名 具体的な事業内容 
実施予

定年月 

実施予

定場所 

従 事 者

の 予 定

人 数 

受益対象者

の範囲及び

予 定 人 数 

寄 附 金

充 当 予

定 額 

 

 

 

      

       

       

       

       

       

       



様式第３号（第１６条関係） 

指 定 更 新 報 告 書 

                                年  月  日 

  （宛先） 

        埼玉県知事 

                  （特定非営利活動法人の主たる事務所の所在地） 

                  （特定非営利活動法人の名称） 

                   代表者氏名              ㊞  

                   電話番号 

                   ファクシミリ番号 

                   代理人氏名              ㊞ 

  埼玉県指定特定非営利活動法人の指定の手続等に関する条例第９条第１項の規定によ

り、下記のとおり報告します。 

記 

 １ 指定年月日（指定更新報告年月日） 

 ２ ５年経過日の９月前の日 

 ３ ５年経過日の７月前の日 

 ４ その他の事務所の所在地、電話番号（ファクシミリ番号を含む。）並びに責任者の

役職及び氏名 

 ５ 事業年度 

 ６ 本報告において適用する条例第４条第３号に掲げる基準（いずれかにレ印） 

  □ 条例第４条第３号イ 

  □ 条例第４条第３号ロ 

 ７ 現に行っている事業の概要 

 ８ ７に記載した事業を行っている地域 

 

 備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第４号（第１８条、第２０条関係） 

 変 更 届 出 書 

                                年  月  日  

  （宛先） 

        埼玉県知事 

                  （特定非営利活動法人の主たる事務所の所在地） 

                  （特定非営利活動法人の名称） 

                   代表者氏名              ㊞  

                   電話番号 

                   ファクシミリ番号 

                   代理人氏名              ㊞ 

  下記のとおり変更があったので、埼玉県指定特定非営利活動法人の指定の手続等に 

       第１０条第１項 

       第１１条第１項 

記 

 １ 変更事項（いずれかにレ印） 

  □ 役員名簿                   □ 事業計画書 

  □ 定款                     □ 名称 

  □ 代表者の氏名                 □ 県内の事務所の所在地 

  □ 条例第３条第１項第２号（事業概要） 

  □ 条例第３条第１項第３号（事業を行っている地域） 

 ２ 変更の内容 

  ⑴ 役員名簿の変更 

    

 

 

  ⑵ 役員名簿以外の変更 

         

 

 

 ３ 変更理由 

 

 

  備考 

   １ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。 

   ２ この届出書は２部提出すること。 

   ３ 代表者の氏名又は役員名簿を変更する場合は、氏名にふりがなを付すこと。 

   ４ 定款を変更した場合は、変更した定款の条文等について、変更前と変更後の内

容を対照させて記載し、併せて変更年月日を記載したものを添付すること。 

   ５ 役員名簿を変更した場合は、「変更事由」欄に、新任、再任等の変更事由を記

載し、「役名」欄に理事、監事の別を記載すること。 

関する条例         の規定により、届け出ます。 

変更年月日 変更事由 役名 氏
ふり

名
がな

 住所又は居所 

     

 

変更前 変更後 変更年月日 

   

 



様式第５号（第２４条関係） 

役 員 報 酬 規 程 等 提 出 書 

                                年  月  日  

  （宛先） 

        埼玉県知事 

       （特定非営利活動法人の主たる事務所の所在地） 

       （特定非営利活動法人の名称） 

        代表者氏名                         ㊞  

        電話番号 

        ファクシミリ番号 

        その他の事務所（県内に所在するものに限る。）の所在地及び電話番号 

        代理人氏名                         ㊞ 

  埼玉県指定特定非営利活動法人の指定の手続等に関する条例第１３条第１項の規定に

より、前事業年度（    年  月  日から    年  月  日まで）の役員

報酬規程等を提出します。 

 

 備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第６号（第２４条関係） 

助 成 金 支 給 実 績 提 出 書 

                                年  月  日  

  （宛先） 

        埼玉県知事 

 

       （特定非営利活動法人の主たる事務所の所在地） 

       （特定非営利活動法人の名称） 

        代表者氏名                         ㊞  

        電話番号 

        ファクシミリ番号 

        その他の事務所（県内に所在するものに限る。）の所在地及び電話番号 

        代理人氏名                         ㊞ 

 

  下記のとおり助成金の支給を行ったので、埼玉県指定特定非営利活動法人の指定の手

続等に関する条例第１３条第２項の規定により、助成金の支給実績を提出します。 

記 

 １ 支給年月日 

 ２ 支給対象者 

 ３ 支給金額 

 ４ 助成対象の事業等 

 

 備考 

  １ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。 

  ２ ４には、事業等の内容を具体的に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第７号（第２４条関係） 

海 外 送 金 等 提 出 書 

                                年  月  日  

  （宛先） 

        埼玉県知事 

 

       （特定非営利活動法人の主たる事務所の所在地） 

       （特定非営利活動法人の名称） 

        代表者氏名                     

        電話番号 

        ファクシミリ番号 

        その他の事務所（県内に所在するものに限る。）の所在地及び電話番号 

        代理人氏名                        

 

                     送金 

                     金銭の持出し              

 定非営利活動法人の指定の手続等に関する条例第１３条第２項の規定により、海外への

送金の予定等を提出します。 

記 

 １ 金額 

 ２ 使途 

 ３ 予定年月日（実施年月日） 

 ４ 事前に提出できなかった場合は、その理由 

 

 備考 

  １ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。 

  ２ ４には、災害に対する援助その他緊急を要したため事前の提出ができなかった場

合に、その理由を具体的に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記のとおり海外へ２００万円を超える        を行うので、埼玉県指定特 

㊞ 

㊞ 



様式第８号（第２６条関係） 

合 併 届 出 書 

                                 年  月  日 

  （宛先） 

        埼玉県知事 

        （合併しようとする特定非営利活動法人（甲）の主たる事務所の所在地） 

        （合併しようとする特定非営利活動法人（甲）の名称） 

         代表者氏名                         ㊞ 

         電話番号                          

         ファクシミリ番号 

        （合併しようとする特定非営利活動法人（乙）の主たる事務所の所在地） 

        （合併しようとする特定非営利活動法人（乙）の名称） 

         代表者氏名                         ㊞ 

         電話番号                          

         ファクシミリ番号 

         代理人氏名                         ㊞ 

  下記のとおり    年  月  日付けで特定非営利活動促進法第３４条第３項の

認証の申請をしましたので、埼玉県指定特定非営利活動法人の指定の手続等に関する条

例第１５条第１項の規定により、届け出ます。 

記 

 １ 法第３４条第３項の認証の申請をした年月日 

 ２ 法第３４条第３項の認証の申請をした所轄庁 

 ３ 直近の条例第２条第１項に規定する指定を受けた日 

 ４ 事業年度 

 ５ 合併後存続する特定非営利活動法人又は合併によって設立する特定非営利活動法人 

法人名及び 

代 表 者 名 

主 た る 事 務 所 の 所 在 地  

及び電話番号（ファクシミリ番号） 

  

現に行っている 

事 業 の 概 要  
現に事業を行っている地域 

  

 ６ 合併によって消滅する特定非営利活動法人 

法人名及び 

代 表 者 名 

主 た る 事 務 所 の 所 在 地 

及び電話番号（ファクシミリ番号） 

  

現に行っている 

事 業 の 概 要 
現に事業を行っている地域 

  



 ７ この届出による確認を行う際に適用する条例第４条第３号に掲げる基準（いずれか

にレ印） 

  □ 条例第４条第３号イ 

  □ 条例第４条第３号ロ 

 

備考 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とすること。 



  

様式第９号（第３０条関係） 

 

 

 

第     号  

 

     身  分  証  明  書 

 

所属           

職名           

氏名           

 上記の者は、埼玉県指定特定非営利活動法人の指定の手続等に関する条

例第１６条第１項の規定により立入検査をする職員であることを証明する。 

        年  月  日発行 

        有効期限     年  月  日 

埼玉県知事        □印  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 

９.１㎝ 

５．５㎝ 

（裏面） 

埼玉県指定特定非営利活動法人の指定の手続等に関する条例（抜粋） 

 

 （報告及び検査） 

第１６条 知事は、指定特定非営利活動法人が第４条各号（第７号を除く。）

に掲げる基準に適合していない疑いがあるとき、第６条各号（第２号を

除く。）のいずれかに該当している疑いがあるときその他この条例の規

定に違反している疑いがあるときは、当該指定特定非営利活動法人に対

し、その業務若しくは財産の状況に関し報告をさせ、又はその職員に、

当該指定特定非営利活動法人の事務所その他の施設に立ち入り、その業

務若しくは財産の状況若しくは帳簿、書類その他の物件を検査させるこ

とができる。 

２ 前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携

帯し、関係人にこれを提示しなければならない。 

３ 第１項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められた

ものと解してはならない。 

 

（表面） 



規 
 

則 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
埼
玉
県
規
則
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
十
二
第
二
号
の
表
の
備
考
一
イ
⑵
中
「
狭
山
近
郊
緑
地
保
全
区
域
」
の
下
に
「
（
入
間

市
の
区
域
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
同
表
の
備
考
一
ロ
⑴
中
「(

ハ
の
⑵
に
掲
げ
る
地
区
を
除
く
。
）
」

を
削
り
、
同
表
の
備
考
一
ロ
⑵
中
「
並
び
に
ニ
に
規
定
す
る
所
沢
三
ヶ
島
工
業
団
地
、
騎
西
城
南

産
業
団
地
及
び
菖
蒲
南
部
産
業
団
地
の
区
域
」
を
削
り
、
同
表
の
備
考
一
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。 

ハ 

第
三
種
区
域 

都
市
計
画
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
近
隣
商
業
地
域
、

 
 

 
 

商
業
地
域
又
は
準
工
業
地
域
の
指
定
が
さ
れ
て
い
る
区
域 

別
表
第
十
二
第
二
号
の
表
の
備
考
一
ニ
中
「
並
び
に
所
沢
市
林
一
丁
目
に
存
す
る
所
沢
三
ヶ
島

工
業
団
地
、
加
須
市
芋
茎
に
存
す
る
騎
西
城
南
産
業
団
地
並
び
に
久
喜
市
菖
蒲
町
三
箇
及
び
菖
蒲

町
台
に
存
す
る
菖
蒲
南
部
産
業
団
地
の
区
域
」
を
削
る
。 

別
表
第
十
五
第
一
号
中
「
、
行
田
市
、
秩
父
市
、
所
沢
市
、
飯
能
市
、
加
須
市
、
本
庄
市
、
東

松
山
市
」
、
「
、
深
谷
市
、
上
尾
市
、
越
谷
市
」
、
「
、
戸
田
市
」
、
「
、
朝
霞
市
」
、
「
、
久

喜
市
」
及
び
「
、
蓮
田
市
、
坂
戸
市
、
幸
手
市
、
鶴
ヶ
島
市
、
日
高
市
、
吉
川
市
、
ふ
じ
み
野
市
、

白
岡
市
」
を
削
り
、
同
号
ロ
中
「
、
加
須
市
正
能
、
戸
崎
及
び
道
地
、
本
庄
市
小
島
南
四
丁
目
」

及
び
「
、
吉
川
市
大
字
中
井
、
大
字
小
松
川
、
中
野
、
栄
町
及
び
旭
」
を
削
り
、
同
表
第
二
号
中

「
飯
能
市
の
区
域
の
う
ち
大
字
下
赤
工
、
大
字
上
赤
工
、
大
字
原
市
場
、
大
字
唐
竹
、
大
字
赤
沢
、

大
字
中
藤
下
郷
、
大
字
中
藤
中
郷
、
大
字
中
藤
上
郷
、
大
字
南
、
大
字
白
子
、
大
字
虎
秀
、
大
字

井
上
、
大
字
平
戸
、
大
字
坂
石
町
分
、
大
字
坂
石
、
大
字
坂
元
、
大
字
南
川
、
大
字
北
川
、
大
字

長
沢
、
大
字
吾
野
、
大
字
上
長
沢
、
大
字
高
山
、
大
字
下
名
栗
及
び
大
字
上
名
栗
の
区
域
、
深
谷

市
の
区
域
の
う
ち
新
戒
、
高
島
、
成
塚
、
血
洗
島
、
南
阿
賀
野
、
北
阿
賀
野
、
横
瀬
、
町
田
、
上

手
計
、
下
手
計
、
大
塚
及
び
中
瀬
の
区
域
並
び
に
」
を
削
る
。 

別
表
第
十
六
第
二
号
を
削
り
、
同
表
第
一
号
中
「
、
行
田
市
、
所
沢
市
、
飯
能
市
、
加
須
市
、

本
庄
市
、
東
松
山
市
」
、
「
、
深
谷
市
、
上
尾
市
、
越
谷
市
」
、
「
、
戸
田
市
」
、
「
、
朝
霞
市
」
、

「
、
久
喜
市
」
及
び
「
、
蓮
田
市
、
坂
戸
市
、
幸
手
市
、
鶴
ヶ
島
市
、
日
高
市
、
吉
川
市
、
ふ
じ

埼
玉
県
規
則
第
七
十
七
号



み
野
市
、
白
岡
市
」
を
削
り
、
同
号
の
号
番
号
を
削
る
。 

 
 

附 

則 
こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

             
 

           



規 
 

則 

埼
玉
県
鳥
獣
保
護
区
等
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。 

  
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

埼
玉
県
鳥
獣
保
護
区
等
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則 

 

埼
玉
県
鳥
獣
保
護
区
等
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条 

例
第
六
十
三
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
寸
法
は
、
別
表 

の
と
お
り
と
す
る
。 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

別
表 一 

条
例
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
指
定
猟
法
禁
止
区
域
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法 

 

           

    

備
考 

 
 

一 

立
木
竹
等
に
固
定
さ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
地
上
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

場
所
で
固
定
さ
せ
る
こ
と
。 

 
 

二 

既
存
工
作
物
を
利
用
し
た
効
果
的
な
設
置
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
制
札
を
容
易 

地
上  

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

指定猟法禁止区域  

 

(存  続  期  間 ) 

埼 玉 県 

 
( 指 定 猟 法 の 種 類 ) 

 

※30センチメートル以上 ※30 センチメートル以上 

80 

※条例第２条第１項第１号に規定する寸法 

埼
玉
県
規
則
第
七
十
八
号



に
視
認
で
き
る
と
き
の
当
該
制
札
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

二 

条
例
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
鳥
獣
保
護
区
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法 

 
 
 

 
 

イ 

標
柱
を
用
い
る
標
識 

             
 

ロ 

制
札
を
用
い
る
標
識 

           

備
考 

 

一 

支
柱
の
太
さ
の
寸
法
は
、
木
材
を
使
用
す
る
場
合
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
鉄
材

等
を
用
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
木
材
を
用
い
た
と
き
と
同
程
度
以
上
の
強
度
が
あ
る
と

き
の
当
該
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 
 
 

二 

既
存
工
作
物
を
利
用
し
た
効
果
的
な
設
置
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
制
札
を
容
易

に
視
認
で
き
る
と
き
の
当
該
制
札
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

7 センチメートル以上 7 センチメートル以上 

埼

玉

県 

埼

玉

県 

9 センチメートル以上 9 センチメートル以上 

※
地
上  

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

※ センチメートル以上 

地
上  

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

 

 

鳥
獣
保
護
区 

鳥
獣
保
護
区 

 
埼 玉 県 

120 

※条例第２条第１項第２号イに規定する寸法 ※条例第２条第１項第２号ロに規定する寸法 

80 

45 

鳥 獣 保 護 区 
 

WILDLIFE PROTECTION AREA 

SAITAMA PREFECTURE 

※ 

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

36 



 

三 

条
例
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
特
別
保
護
地
区
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法 

イ 

標
柱
を
用
い
る
標
識 

            

 

ロ 

制
札
を
用
い
る
標
識 

           

備
考 

 

一 

支
柱
の
太
さ
の
寸
法
は
、
木
材
を
使
用
す
る
場
合
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
鉄
材

等
を
用
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
木
材
を
用
い
た
と
き
と
同
程
度
以
上
の
強
度
が
あ
る
と

き
の
当
該
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

二 

既
存
工
作
物
を
利
用
し
た
効
果
的
な
設
置
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
制
札
を
容
易

に
視
認
で
き
る
と
き
の
当
該
制
札
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

  

○
○
鳥
獣
保
護
区 
特
別
保
護
地
区 

埼

玉

県 

埼

玉

県 

9 センチメートル以上 9 センチメートル以上 

※
地
上  

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

 

120 

※条例第２条第１項第３号イに規定する寸法 

○
○
鳥
獣
保
護
区 

特
別
保
護
地
区 

7 センチメートル以上 7 センチメートル以上 

※ センチメートル以上 

地
上  

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

 

 

※条例第２条第１項第３号ロに規定する寸法 

80 

45 

※ 

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

36 
（○○鳥獣保護区） 
特 別 保 護 地 区 
埼 玉 県 

 

SPECIAL PROTECTION AREA 

SAITAMA PREFECTURE 



四 

条
例
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
休
猟
区
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法 

 

 
 

イ 

標
柱
を
用
い
る
標
識 

            

ロ 

制
札
を
用
い
る
標
識 

               
 

備
考 一 

立
木
竹
等
に
固
定
さ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
地
上
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

場
所
で
固
定
さ
せ
る
こ
と
。 

 
 
 

二 

条
例
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
休
猟
区
を
表
示
す
る
標
識
の
う
ち
、
鳥
獣

の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十

地
上  

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

※30センチメートル以上 

 
休 猟 区 
 
 
 

埼 玉 県 

※30センチメートル以上 

80 

※条例第２条第１項第４号ロに規定する寸法 

埼

玉

県 

埼

玉

県 

9 センチメートル以上 9 センチメートル以上 

※
地
上  

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

休 

猟 

区 

休 

猟 

区 

 

120 

※条例第２条第１項第４号イに規定する寸法 



四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
が
特
定
鳥
獣
に
関
し
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
区
域
を
指
定
し
た
場
合
の
標
識
の
寸
法
は
、
次
に
掲
げ
る
寸
法
と
す
る
。 

 
 
 
 

イ 

標
柱
を
用
い
る
標
識 

            

ロ 

制
札
を
用
い
る
標
識 

              

三 

既
存
工
作
物
を
利
用
し
た
効
果
的
な
設
置
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
制
札
を
容
易

に
視
認
で
き
る
と
き
の
当
該
制
札
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

  

休 
猟 

区 

（
○
○
を
除
く
） 

埼

玉

県 

埼

玉

県 

9 センチメートル以上 9 センチメートル以上 

地
上  

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

 

120 

休 

猟 

区 

（
○
○
を
除
く
） 

地
上  

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

30 センチメートル以上 

 
休 猟 区 
（○○を除く） 
 
 

埼 玉 県 

30 センチメートル以上 

80 



五 

条
例
第
二
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
表
示
す
る
標
識
の
寸

法 イ 

標
柱
を
用
い
る
標
識 

             
 

ロ 

制
札
を
用
い
る
標
識 

            
 

備
考 

 

一 

支
柱
の
太
さ
の
寸
法
は
、
木
材
を
使
用
す
る
場
合
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
鉄
材

等
を
用
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
木
材
を
用
い
た
と
き
と
同
程
度
以
上
の
強
度
が
あ
る
と

き
の
当
該
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

二 

既
存
工
作
物
を
利
用
し
た
効
果
的
な
設
置
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
制
札
を
容
易

に
視
認
で
き
る
と
き
の
当
該
制
札
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

埼

玉

県 

埼

玉

県 

9 センチメートル以上 9 センチメートル以上 

※
地
上  

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

 

120 

※条例第２条第１項第５号イに規定する寸法 

特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域 

(

○
○)

 
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域 

(
○
○)

 

7 センチメートル以上 7 センチメートル以上 

※ センチメートル以上 

地
上  

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

 

 

※条例第２条第１項第５号ロに規定する寸法 

80 

45 

※ 

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

36 
特 定 猟 具 使 用 禁 止 区 域 

（○○） 
埼 玉 県 

  
CERTAIN HUNTING EQUIPMENT 
PROHIBITED AREA 
(○○) 

SAITAMA PREFECTURE 

 



 

六 

条
例
第
二
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
特
定
猟
具
使
用
制
限
区
域
を
表
示
す
る
標
識
の
寸

法 
 

           

    

 
 

備
考 

 
 
 

一 

立
木
竹
等
に
固
定
さ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
地
上
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の

場
所
で
固
定
さ
せ
る
こ
と
。 

 
 
 

二 

既
存
工
作
物
を
利
用
し
た
効
果
的
な
設
置
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
制
札
を
容
易

に
視
認
で
き
る
と
き
の
当
該
制
札
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

            

地
上  

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

 

※30センチメートル以上 ※30 センチメートル以上 

80 

※条例第２条第１項第６号に規定する寸法 

 特定猟具使用制限区域 

 （○○） 

 

 埼 玉 県 



 

七 

条
例
第
二
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
特
別
保
護
指
定
区
域
を
表
示
す
る
標
識
の
寸
法 

 

             

 

備
考 

既
存
工
作
物
を
利
用
し
た
効
果
的
な
設
置
が
で
き
る
場
合
で
あ
っ
て
、
制
札
を
容
易

に
視
認
で
き
る
と
き
の
当
該
制
札
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

  
 

 

 
(○○鳥獣保護区) 
特別保護指定区域 
 

指 定            月   日から 
期 間            月   日まで 

 
 
 
 
 

(注 意 事 項)               
 
 
埼 玉 県 

 

(区域の略図) 

地
上  

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

※ 

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上 

毎年 

※90 センチメートル以上 

70 

80 

※条例第２条第１項第７号に規定する寸法 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規 

 
 

 

則 

 

埼
玉
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
の
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
埼
玉
県
規
則 

第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
二
条
第
四
号
中
「
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生 

省
令
第
六
十
三
号
）
第
五
章
」
を
「
児
童
福
祉
法
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六 

十
八
号
）
第
四
章
第
五
節
」
に
改
め
る
。 

 

第
六
条
第
三
項
第
一
号
中
「
満
一
歳
未
満
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
満 

一
歳
以
上
」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整 

 

備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労 

 

働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
に
お
け
る
認
定
こ
ど
も
園
に
係
る
改
正
後
の
第
六
条
第
三
項
第
一
号 

 

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
同
号
中
「
満
二
歳
未
満 

 

の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
」
と
あ
る
の
は
、
「
満
一
歳
未
満
の
子
ど 

 

も
一
人
に
つ
き
三
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
満
一
歳
以
上
満
二
歳
未
満
の
子
ど
も
一
人
に
つ 

 

き
二
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
」
と
す
る
。 

     

埼
玉
県
規
則
第
七
十
九
号



 
 

規 
 

則 

 
埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 
 
 

  
 
 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
交
付
金
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
百
七

十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

五 

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
の
広
域
化
に
係
る
事
業 

 

附
則
第
二
項
中
「
百
分
の
十
七
・
六
四
七
」
を
「
百
分
の
十
八
・
七
五
」
に
改
め
る
。 

 
 
 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成

二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
第
三
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
四
年
度
以
後
の
年
度
分
の
特
別
調
整
交
付
金
の
交

付
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

埼
玉
県
規
則
第
八
十
号



 

 

規 
 

則 

 
埼
玉
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則 

 

（
車
線
等
） 

第
一
条 

埼
玉
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県

条
例
第
七
十
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
第
二
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
部
分
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

交
差
点 

 

二 

車
両
の
通
行
の
用
に
供
す
る
た
め
分
離
帯
が
切
断
さ
れ
た
車
道
の
部
分 

 

三 

乗
合
自
動
車
停
車
所
及
び
非
常
駐
車
帯 

 

四 

付
加
追
越
車
線
、
屈
折
車
線
、
変
速
車
線
及
び
登
坂
車
線
の
す
り
つ
け
区
間 

 

五 

車
線
の
数
が
増
加
し
、
若
し
く
は
減
少
す
る
場
合
又
は
道
路
が
接
続
す
る
場
合
に
お
け
る

す
り
つ
け
区
間 

２ 

条
例
別
表
第
一
第
二
号
ロ
の
規
則
で
定
め
る
数
は
、
次
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。 

 

一 

計
画
交
通
量
が
次
の
表
の
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
道
路
の
区
分
及
び
地
形
の
欄
に
掲
げ
る
地

形
の
種
類
（
第
四
種
の
道
路
を
除
く
。
）
に
応
じ
、
同
表
の
設
計
基
準
交
通
量
（
自
動
車
の

最
大
許
容
交
通
量
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
欄
に
掲
げ
る
値
以
下
で
あ

る
道
路
の
車
線
（
付
加
追
越
車
線
、
登
坂
車
線
、
屈
折
車
線
及
び
変
速
車
線
を
除
く
。
次
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
数
は
、
二
と
す
る
。 

          
 

第

一

種 区 

分 第

二

級 

第

四

級 

第

三

級 

第

二

級 

平
地
部 

山
地
部 

平
地
部 

山
地
部 

平
地
部 

平
地
部 

地 

形 

九
、
〇
〇
〇 

九
、
〇
〇
〇 

一
三
、
〇
〇
〇 

一
〇
、
〇
〇
〇 

一
四
、
〇
〇
〇 

一
四
、
〇
〇
〇 

設
計
基
準
交
通
量
（
単
位 

一
日
に
つ
き
台
） 

 

埼
玉
県
規
則
第
八
十
一
号



 

 

             

二 

前
号
に
規
定
す
る
道
路
以
外
の
道
路
（
第
二
種
の
道
路
で
対
向
車
線
を
設
け
な
い
も
の
及

び
第
三
種
第
五
級
の
道
路
を
除
く
。
）
の
車
線
の
数
は
四
以
上
（
交
通
の
状
況
に
よ
り
必
要

が
あ
る
場
合
を
除
き
、
二
の
倍
数
）
と
し
、
第
二
種
の
道
路
で
対
向
車
線
を
設
け
な
い
も
の

の
車
線
の
数
は
二
以
上
と
し
、
当
該
道
路
の
区
分
及
び
地
方
部
に
存
す
る
道
路
に
あ
っ
て
は

地
形
の
状
況
に
応
じ
、
次
の
表
の
一
車
線
当
た
り
の
設
計
基
準
交
通
量
の
欄
に
掲
げ
る
台
数

に
対
す
る
当
該
道
路
の
計
画
交
通
量
の
割
合
に
よ
っ
て
定
め
る
。 

                

備
考 

交
差
点
の
多
い
第
四
種
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
の
設
計
基
準
交
通
量
に 

 

〇
・
八
を
乗
じ
た
値
を
設
計
基
準
交
通
量
と
す
る
。 

第

四

種 

  
第

三

種 

 

第

三

級 

第

二

級 

第

一

級 
第

四

級 

第

三

級 

   

山
地
部 

平
地
部 

山
地
部 

平
地
部 

九
、
〇
〇
〇 

一
〇
、
〇
〇
〇 

一
二
、
〇
〇
〇 

六
、
〇
〇
〇 

八
、
〇
〇
〇 

六
、
〇
〇
〇 

八
、
〇
〇
〇 

 

 

第

二

種 

第

一

種 区 

分 第

二

級 

第

二

級 

第

一

級 

第

四

級 

第

三

級 

第

二

級 

山
地
部 

平
地
部 

  

山
地
部 

平
地
部 

山
地
部 

平
地
部 

山
地
部 

平
地
部 

地 

形 

七
、
〇
〇
〇 

九
、
〇
〇
〇 

一
七
、
〇
〇
〇 

一
八
、
〇
〇
〇 

八
、
〇
〇
〇 

一
一
、
〇
〇
〇 

八
、
〇
〇
〇 

一
一
、
〇
〇
〇 

九
、
〇
〇
〇 

一
二
、
〇
〇
〇 

一
車
線
当
た
り
の
設
計
基
準
交
通
量
（
単
位 

一

日
に
つ
き
台
） 

 



 

 

            

３ 

条
例
別
表
第
一
第
二
号
ハ
本
文
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
次
の
表
の
区
分
の
欄
に
掲
げ
る

道
路
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
車
線
の
幅
員
の
欄
に
掲
げ
る
値
と
す
る
。 

                    

備
考 

交
差
点
の
多
い
第
四
種
の
道
路
に
つ
い
て
は
、
こ
の
表
の
一
車
線
当
た
り
の
設

計
基
準
交
通
量
に
〇
・
六
を
乗
じ
た
値
を
一
車
線
当
た
り
の
設
計
基
準
交
通
量
と
す

る
。 

第

四

種 

  
第

三

種 

第

三

級 

第

二

級 
第

一

級 
第

四

級 

第

三

級 

   

山
地
部 

山
地
部 

平
地
部 

一
〇
、
〇
〇
〇 

一
〇
、
〇
〇
〇 

一
二
、
〇
〇
〇 

五
、
〇
〇
〇 

六
、
〇
〇
〇 

八
、
〇
〇
〇 

 

第

三

種 

第

二

種 

第

一

種 

区 

分 

第

四

級 

第

三

級 

第

二

級 

第

二

級 

第

一

級 

第

四

級 

第

三

級 

第

二

級 

小

型

道

路 

普

通

道

路 

小

型

道

路 

普

通

道

路 

小

型

道

路 

普

通

道

路 

小

型

道

路 

普

通

道

路 

小

型

道

路 

普

通

道

路 

小

型

道

路 

普

通

道

路 
二
・
七
五 

二
・
七
五 三 

二
・
七
五 

三
・
二
五 三 

三
・
二
五 

三
・
二
五 

三
・
五 三 

三
・
二
五 

三
・
二
五 
三
・
五 

三
・
五 

車
線
の
幅
員
（
単
位 

メ
ー
ト
ル
） 

 



 

 

      

４ 

条
例
別
表
第
一
第
二
号
ハ
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
車
線
の
幅
員
の
拡
大
又
は
縮
小
を
す
る

場
合
の
当
該
幅
員
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
値
と

す
る
。 

 

一 

第
一
種
第
二
級
、
第
三
種
第
二
級
又
は
第
四
種
第
一
級
の
普
通
道
路
で
あ
っ
て
、
交
通
の

状
況
に
よ
り
必
要
が
あ
る
場
合 

前
項
の
表
の
車
線
の
幅
員
の
欄
に
掲
げ
る
値
に
〇
・
二
五

メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
値 

 

二 

第
一
種
第
二
級
若
し
く
は
第
三
級
の
小
型
道
路
又
は
第
二
種
第
一
級
の
道
路
で
あ
っ
て
、

地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合 

前
項
の
表
の
車
線
の
幅

員
の
欄
に
掲
げ
る
値
か
ら
〇
・
二
五
メ
ー
ト
ル
を
減
じ
た
値 

５ 

条
例
別
表
第
一
第
二
号
ニ
本
文
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
四
メ
ー
ト
ル
と
し
、
同
号
ニ
た
だ

し
書
の
規
定
に
よ
る
車
道
の
幅
員
の
縮
小
は
、
三
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
縮
小
と
す
る
。 

６ 

条
例
別
表
第
一
第
二
号
ホ
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
一
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
（
道
路
の
状

況
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、
一
メ
ー
ト
ル
以
上
一
・
五
メ
ー
ト
ル
未
満
）
と
す
る
。 

 

（
車
線
の
分
離
等
） 

第
二
条 

条
例
別
表
第
一
第
三
号
ニ
本
文
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
次
の
表
の
区
分
の
欄
に
掲
げ

る
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
中
央
帯
の
幅
員
の
欄
の
上
欄
に
掲
げ
る
値
以
上
と
し
、
同
号

ニ
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
中
央
帯
の
幅
員
の
縮
小
は
、
同
表
の
中
央
帯
の
幅
員
の
欄
の
下
欄

に
掲
げ
る
値
ま
で
の
縮
小
と
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

         

第

四

種 

第
二
級
及
び

第

三

級 
第

一

級 

小

型

道

路 

普

通

道

路 

小

型

道

路 

普

通

道

路 

二
・
七
五 三 

二
・
七
五 

三
・
二
五 

 

 

 

第

二

種 

第

一

種 区 

分 第

二

級 

第

二

級 

第

一

級 

第

四

級 

第

三

級 

第

二

級 

 

一
・
七
五 

二
・
二
五 三 

四
・
五 

中
央
帯
の
幅
員
（
単
位 

メ
ー
ト
ル
） 

 

一
・
二
五 

一
・
五 

一
・
五 二 



 

 

       

２ 

条
例
別
表
第
一
第
三
号
ヘ
本
文
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
次
の
表
の
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
道

路
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
中
央
帯
に
設
け
る
側
帯
の
幅
員
の
欄
の
上
欄
に
掲
げ
る
値
と
し
、

同
号
ヘ
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
中
央
帯
に
設
け
る
側
帯
の
縮
小
は
同
表
の
中
央
帯
に
設
け
る

側
帯
の
幅
員
の
欄
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
ま
で
の
縮
小
と
す
る
。 

               

（
副
道
） 

第
三
条 

条
例
別
表
第
一
第
四
号
ロ
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
四
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

 

（
路
肩
） 

第
四
条 

条
例
別
表
第
一
第
五
号
ロ
本
文
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
次
の
表
の
区
分
の
欄
に
掲
げ

る
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
車
道
の
左
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅
員
の
欄
の
上
欄
に
掲
げ
る

値
と
し
、
同
号
ロ
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
車
道
の
左
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅
員
の
縮
小
は
同

表
の
車
道
の
左
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅
員
の
欄
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
ま
で
の
縮
小
と
す
る
。 

  

第

四

種 

 
第

三

種 

第

三

級 

第

二

級 
第

一

級 

第

四

級 

第

三

級 

一  

一
・
七
五 

  一 

 

第

四

種 

第

三

種 

第

二

種 

第

一

種 区 

分 第

三

級 

第

二

級 

第

一

級 

第

四

級 

第

三

級 

第

二

級 

第

四

級 

第

三

級 

第

二

級 

〇
・
二
五 

〇
・
二
五 

〇
・
五 

〇
・
五 

〇
・
七
五 

中
央
帯
に
設
け
る
側
帯
の
幅
員
（
単
位 

メ
ー
ト
ル
） 

  

〇
・
二
五 

〇
・
二
五 

 

 

区 

分 

車
道
の
左
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅

員
（
単
位 

メ
ー
ト
ル
） 



 

 

                    

２ 

条
例
別
表
第
一
第
五
号
ハ
本
文
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
次
の
表
の
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
道

路
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
車
道
の
左
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅
員
の
欄
の
上
欄
に
掲
げ
る
値
と

し
、
同
号
ハ
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
車
道
の
左
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅
員
の
縮
小
は
同
表
の

車
道
の
左
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅
員
の
欄
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
ま
で
の
縮
小
と
す
る
。 

        

３ 

条
例
別
表
第
一
第
五
号
ニ
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
次
の
表
の
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
道
路

の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
車
道
の
右
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅
員
の
欄
に
掲
げ
る
値
と
す
る
。 

第

四

級 

第
二
級
及
び
第
三
級 

区 

分 

小
型
道
路 

普
通
道
路 

小
型
道
路 

普
通
道
路 

一
・
二
五 

二
・
五 

一
・
二
五 

二
・
五 

車
道
の
左
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅
員
（
単
位 

メ

ー
ト
ル
） 

 二  

一
・
七
五 

 

備
考 

 

一 

副
道
に
接
続
す
る
路
肩
に
つ
い
て
は
、
第
三
種
の
項
車
道
の
左
側
に
設
け
る
路
肩

の
幅
員
の
欄
の
上
欄
中
「
〇
・
七
五
」
と
あ
る
の
は
「
〇
・
五
」
と
し
、
条
例
別
表

第
一
第
五
号
ロ
た
だ
し
書
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。 

 

二 

車
道
に
接
続
す
る
路
肩
に
路
上
施
設
を
設
け
る
場
合
に
お
け
る
当
該
路
肩
の
幅
員

に
つ
い
て
は
、
車
道
の
左
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅
員
の
欄
に
掲
げ
る
値
に
当
該
路
上

施
設
を
設
け
る
の
に
必
要
な
値
を
加
え
た
値
と
す
る
。 

第

四

種 

第
三
種 

第

二

種 

第
一
種 

 

第

五

級 

第
二
級
か
ら
第
四
級
ま
で 

第
三
級
及
び
第
四
級 

第

二

級 

小
型
道
路 

普
通
道
路 

小
型
道
路 

普
通
道
路 

小
型
道
路 

普
通
道
路 

小
型
道
路 

普
通
道
路 

〇
・
五 

〇
・
五 

〇
・
五 

〇
・
七
五 一 

一
・
二
五 一 

一
・
七
五 

一
・
二
五 

二
・
五 

 

   

〇
・
五    

一
・
二
五  

一
・
七
五 

 



 

 

                

４ 

条
例
別
表
第
一
第
五
号
ホ
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
第
一
種
第
二
級
の
道
路
に
あ
っ
て
は

一
メ
ー
ト
ル
と
し
、
第
一
種
第
三
級
又
は
第
四
級
の
道
路
に
あ
っ
て
は
〇
・
七
五
メ
ー
ト
ル
と

し
、
第
三
種
（
第
五
級
を
除
く
。
）
の
普
通
道
路
に
あ
っ
て
は
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

５ 

条
例
別
表
第
一
第
五
号
チ
本
文
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
（
普
通
道
路
に
設
け
る
側
帯
の
幅
員

に
限
る
。
）
は
次
の
表
の
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
路
肩
に
設
け
る

側
帯
の
幅
員
の
欄
の
上
欄
に
掲
げ
る
値
と
し
、
同
号
チ
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
普
通
道
路
の

ト
ン
ネ
ル
の
車
道
に
接
続
す
る
路
肩
に
設
け
る
側
帯
の
幅
員
を
同
欄
に
掲
げ
る
幅
員
と
異
な
る

幅
員
と
す
る
場
合
は
同
表
の
路
肩
に
設
け
る
側
帯
の
幅
員
の
欄
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
と
す
る
。 

        

６ 

条
例
別
表
第
一
第
五
号
チ
本
文
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
（
小
型
道
路
に
設
け
る
側
帯
の
幅
員

に
限
る
。
）
は
、
〇
・
二
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

第

二

種 

第

一

種 区 

分 第

二

級 

第

一

級 

第

四

級 

第

三

級 

第

二

級 

〇
・
五 

〇
・
五 

〇
・
七
五 

路
肩
に
設
け
る
側
帯
の
幅
員
（
単
位 

メ
ー
ト
ル
） 

 

〇
・
二
五 

〇
・
五 

 

備
考 

車
道
に
接
続
す
る
路
肩
に
路
上
施
設
を
設
け
る
場
合
に
お
け
る
当
該
路
肩
の
幅
員

は
、
車
道
の
右
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅
員
の
欄
に
掲
げ
る
値
に
当
該
路
上
施
設
を
設
け

る
の
に
必
要
な
値
を
加
え
た
幅
員
と
す
る
。 

第

四

種 

第

三

種 

第

二

種 

第
一
種 

区 

分 

第
三
級
及
び
第
四
級 

第

二

級 

小
型
道
路 

普
通
道
路 

小
型
道
路 

普
通
道
路 

小
型
道
路 

普
通
道
路 

〇
・
五 

〇
・
五 

〇
・
五 

〇
・
七
五 

〇
・
五 

〇
・
七
五 

〇
・
七
五 

一
・
二
五 

車
道
の
右
側
に
設
け
る
路
肩
の
幅
員

（
単
位 

メ
ー
ト
ル
） 

 



 

 

 

（
停
車
帯
） 

第
五
条 

条
例
別
表
第
一
第
六
号
ロ
本
文
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
二
・
五
メ
ー
ト
ル
と
し
、
同

号
ロ
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
停
車
帯
の
幅
員
の
縮
小
は
一
・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
縮
小
と
す

る
。 

 

（
軌
道
敷
） 

第
六
条 

条
例
別
表
第
一
第
七
号
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
次
の
表
の
単
線
又
は
複
線
の
別
の

欄
に
掲
げ
る
軌
道
敷
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
軌
道
敷
の
幅
員
の
欄
に
掲
げ
る
値
と
す
る
。 

     

（
自
転
車
道
） 

第
七
条 

条
例
別
表
第
一
第
八
号
ハ
本
文
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
二
メ
ー
ト
ル
と
し
、
同
号
ハ

た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
自
転
車
道
の
幅
員
の
縮
小
は
一
・
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
縮
小
と
す
る
。 

 

（
自
転
車
歩
行
者
道
） 

第
八
条 

条
例
別
表
第
一
第
九
号
ロ
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
歩
行
者
の
交
通
量
が
多
い
道
路

に
あ
っ
て
は
四
メ
ー
ト
ル
と
し
、
そ
の
他
の
道
路
に
あ
っ
て
は
三
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

２ 

条
例
別
表
第
一
第
九
号
ハ
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
横
断
歩
道
橋
等
を
設
け
る
場
合
に
あ

っ
て
は
三
メ
ー
ト
ル
と
し
、
ベ
ン
チ
の
上
屋
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
と
し
、

並
木
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
・
五
メ
ー
ト
ル
と
し
、
ベ
ン
チ
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て

は
一
メ
ー
ト
ル
と
し
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

 

（
歩
道
） 

第
九
条 

条
例
別
表
第
一
第
十
号
ハ
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
歩
行
者
の
交
通
量
が
多
い
道
路

に
あ
っ
て
は
三
・
五
メ
ー
ト
ル
と
し
、
そ
の
他
の
道
路
に
あ
っ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

２ 

条
例
別
表
第
一
第
十
号
ニ
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
横
断
歩
道
橋
等
を
設
け
る
場
合
に
あ

っ
て
は
三
メ
ー
ト
ル
と
し
、
ベ
ン
チ
の
上
屋
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
と
し
、

並
木
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一
・
五
メ
ー
ト
ル
と
し
、
ベ
ン
チ
を
設
け
る
場
合
に
あ
っ
て

は
一
メ
ー
ト
ル
と
し
、
そ
の
他
の
場
合
に
あ
っ
て
は
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

 

（
植
樹
帯
等
） 

第
十
条 

条
例
別
表
第
一
第
十
二
号
ロ
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
一
・
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

２ 

条
例
別
表
第
一
第
十
二
号
ホ
の
規
則
で
定
め
る
間
隔
及
び
長
さ
は
、
間
隔
に
あ
っ
て
は
二
十

メ
ー
ト
ル
と
し
、
長
さ
に
あ
っ
て
は
一
・
二
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

 

（
設
計
速
度
） 

第
十
一
条 

条
例
別
表
第
一
第
十
三
号
イ
本
文
の
規
則
で
定
め
る
設
計
速
度
は
次
の
表
の
区
分
の

複 

線 

単 

線 

単
線
又
は
複
線
の
別 

六 三 

軌
道
敷
の
幅
員
（
単
位 

メ
ー
ト
ル
） 

 



 

 

欄
に
掲
げ
る
道
路
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
設
計
速
度
の
欄
の
上
欄
に
掲
げ
る
値
と
し
、
同
号

イ
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
道
路
の
設
計
速
度
を
同
欄
に
掲
げ
る
値
以
外
の
値
と
す
る
場
合
は
、

同
表
の
設
計
速
度
の
欄
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
と
す
る
。 

                 

２ 

条
例
別
表
第
一
第
十
三
号
ロ
の
規
則
で
定
め
る
設
計
速
度
は
、
道
路
の
状
況
に
応
じ
、
一
時

間
に
つ
き
、
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
又
は
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

 

（
曲
線
半
径
） 

第
十
二
条 

条
例
別
表
第
一
第
十
五
号
本
文
の
規
則
で
定
め
る
曲
線
半
径
は
次
の
表
の
設
計
速
度

の
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
曲
線
半
径
の
欄
の
上
欄
に
掲
げ
る
値
と
し
、
同
号
た
だ

し
書
の
規
定
に
よ
る
曲
線
半
径
の
縮
小
は
、
同
表
の
曲
線
半
径
の
欄
の
下
欄
に
掲
げ
る
値
ま
で

の
縮
小
と
す
る
。 

       

第

四

種 

第

三

種 

第

二

種 

第

一

種 区 

分 第

三

級 

第

二

級 

第

一

級 

第

五

級 

第

四

級 

第

三

級 

第

二

級 

第

二

級 

第

一

級 

第

四

級 

第

三

級 

第

二

級 

五
〇
、
四
〇
又
は
三
〇 

六
〇
、
五
〇
又
は
四
〇 

六
〇 

四
〇
、
三
〇
又
は
二
〇 

五
〇
、
四
〇
又
は
三
〇 

六
〇
、
五
〇
又
は
四
〇 
六
〇 

六
〇 

八
〇 

六
〇 

八
〇 

一
〇
〇 

設
計
速
度
（
単
位 

一
時
間
に
つ
き
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
） 二

〇 
三
〇 
五
〇
又
は
四
〇  

二
〇 

三
〇 

五
〇
又
は
四
〇 

五
〇
又
は
四
〇 

六
〇 

五
〇 

六
〇 

八
〇 

 

五
〇 

六
〇 

八
〇 

一
〇
〇 

設
計
速
度
（
単
位 

一
時
間
に
つ
き
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
） 

一
〇
〇 

一
五
〇 

二
八
〇 

四
六
〇 

曲
線
半
径
（
単
位 

メ
ー
ト
ル
） 

八
〇 

一
二
〇 

二
三
〇 

三
八
〇 

 



 

 

     

（
曲
線
部
の
片
勾
配
） 

第
十
三
条 

条
例
別
表
第
一
第
十
六
号
の
規
則
で
定
め
る
値
（
第
三
種
の
道
路
で
自
転
車
道
等
を

設
け
な
い
も
の
の
曲
線
部
の
片
勾
配
の
値
を
除
く
。
）
は
、
次
の
表
の
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
道

路
の
区
分
及
び
道
路
の
存
す
る
地
域
の
欄
に
掲
げ
る
地
域
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
最
大
片
勾

配
の
欄
に
掲
げ
る
値
と
す
る
。 

         

２ 

条
例
別
表
第
一
第
十
六
号
の
規
則
で
定
め
る
値
（
第
三
種
の
道
路
で
自
転
車
道
等
を
設
け
な

い
も
の
の
曲
線
部
の
片
勾
配
の
値
に
限
る
。
）
は
、
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。 

 

（
緩
和
区
間
） 

第
十
四
条 

条
例
別
表
第
一
第
十
八
号
ハ
の
規
則
で
定
め
る
長
さ
は
、
次
の
表
の
設
計
速
度
の
欄

に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
緩
和
区
間
の
長
さ
の
欄
に
掲
げ
る
値
と
す
る
。 

           

第

四

種 

第
一
種
、
第
二
種

及

び

第

三

種 

区 

分 

 

そ
の
他
の
地
域 

積
雪
寒
冷
地
域 

道
路
の
存
す
る
地
域 

そ
の
他
の
地
域 

積
雪
寒
冷
の
度
が
甚

だ
し
い
地
域 

六 

一
〇 八 六 

最
大
片
勾
配
（
単
位 

パ
ー
セ
ン
ト
） 

 

二
〇 

三
〇 

四
〇 

一
五 

三
〇 

六
〇 

  

五
〇 

 

二
〇 

三
〇 

四
〇 

五
〇 

六
〇 

八
〇 

一
〇
〇 

設
計
速
度
（
単
位 

一
時
間
に
つ
き
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
） 

二
〇 

二
五 

三
五 

四
〇 

五
〇 

七
〇 

八
五 

緩
和
区
間
の
長
さ
（
単
位 

メ
ー
ト
ル
） 

 



 

 

     

（
視
距
等
） 

第
十
五
条 

条
例
別
表
第
一
第
十
九
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
値
は
、
次
の
表
の
設
計
速
度
の
欄
に

掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
視
距
の
欄
に
掲
げ
る
値
と
す
る
。 

            

（
縦
断
勾
配
） 

第
十
六
条 

条
例
別
表
第
一
第
二
十
号
本
文
の
規
則
で
定
め
る
値
は
次
の
表
の
区
分
の
欄
に
掲
げ

る
道
路
の
区
分
及
び
設
計
速
度
の
欄
に
掲
げ
る
設
計
速
度
に
応
じ
、
同
表
の
縦
断
勾
配
の
欄
の

上
欄
に
掲
げ
る
値
と
し
、
同
号
た
だ
し
書
の
規
則
で
定
め
る
範
囲
は
同
表
の
縦
断
勾
配
の
欄
の

下
欄
に
掲
げ
る
値
以
下
と
す
る
。 

           

備
考 

条
例
別
表
第
一
第
十
八
号
ロ
の
規
定
に
よ
る
す
り
つ
け
に
必
要
な
長
さ
が
緩
和
区

間
の
長
さ
の
欄
に
掲
げ
る
値
を
超
え
る
場
合
に
は
、
同
欄
中
「
緩
和
区
間
の
長
さ
」
と

あ
る
の
は
、
「
す
り
つ
け
に
必
要
な
長
さ
」
と
す
る
。 

 

二
〇 

三
〇 

四
〇 

五
〇 

六
〇 

八
〇 

一
〇
〇 

設
計
速
度
（
単
位 

一
時
間
に
つ
き
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
） 

二
〇 

三
〇 

四
〇 

五
五 

七
五 

一
一
〇 

一
六
〇 

視
距
（
単
位 

メ
ー
ト
ル
） 

 

第
一
種
、
第
二 

区 

分 

普
通
道
路 

二
〇 

三
〇 

四
〇 

五
〇 

六
〇 

八
〇 

一
〇
〇 

設
計
速
度
（
単
位 

一
時
間

に
つ
き
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
） 

九 八 七 六 五 四 三 

縦
断
勾
配
（
単
位 

パ
ー

セ
ン
ト
） 

一
二 

一
一 

一
〇 九 八 七 六 

 



 

 

                       

（
登
坂
車
線
） 

第
十
七
条 

条
例
別
表
第
一
第
二
十
一
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
値
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
値
と
す
る
。 

 

一 

次
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合 

五
パ
ー
セ
ン
ト 

 

二 

設
計
速
度
が
一
時
間
に
つ
き
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
普
通
道
路
の
場
合 

三
パ
ー
セ
ン

ト 

２ 

条
例
別
表
第
一
第
二
十
一
号
ロ
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
三
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

 

（
縦
断
曲
線
） 

第
十
八
条 

条
例
別
表
第
一
第
二
十
二
号
ロ
本
文
の
規
則
で
定
め
る
値
は
次
の
表
の
設
計
速
度
の

欄
に
掲
げ
る
区
分
及
び
縦
断
曲
線
の
曲
線
形
の
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
縦
断
曲
線

の
半
径
の
欄
に
掲
げ
る
値
と
し
、
同
号
ロ
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
凸
形
縦
断
曲
線
の
半
径
の

縮
小
は
、
千
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
縮
小
と
す
る
。 

第

四

種 

種
及
び
第
三
種 

小
型
道
路 

普
通
道
路 

小
型
道
路 

二
〇 

三
〇 

四
〇 

五
〇 

六
〇 

二
〇 

三
〇 
四
〇 

五
〇 

六
〇 

二
〇 

三
〇 

四
〇 

五
〇 

六
〇 

八
〇 

一
〇
〇 

一
二 

一
一 

一
〇 九 八 九 八 七 六 五 

一
二 

一
一 

一
〇 九 八 七 四 

     

一
一 

一
〇 九 八 七       六 

 



 

 

                   

２ 

条
例
別
表
第
一
第
二
十
二
号
ハ
の
規
則
で
定
め
る
値
は
、
次
の
表
の
設
計
速
度
の
欄
に
掲
げ

る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
縦
断
曲
線
の
長
さ
の
欄
に
掲
げ
る
値
と
す
る
。 

            

（
舗
装
） 

第
十
九
条 

条
例
別
表
第
一
第
二
十
三
号
ロ
の
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
車
道
及
び
側
帯
の
舗
装

二
〇 

三
〇 

四
〇 

五
〇 

六
〇 

八
〇 

一
〇
〇 

設
計
速
度
（
単
位 

一
時
間
に
つ
き
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
） 

二
〇 

二
五 

三
五 

四
〇 

五
〇 

七
〇 

八
五 

縦
断
曲
線
の
長
さ
（
単
位 

メ
ー
ト
ル
） 

 

二
〇 

三
〇 

四
〇 

五
〇 

六
〇 

八
〇 

一
〇
〇 

設
計
速
度
（
単
位 

一
時
間

に
つ
き
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
） 

凹

形

曲

線 

凸

形

曲

線 

凹

形

曲

線 

凸

形

曲

線 

凹

形

曲

線 

凸

形

曲

線 

凹

形

曲

線 

凸

形

曲

線 

凹

形

曲

線 
凸

形

曲

線 

凹

形

曲

線 

凸

形

曲

線 

凹

形

曲

線 

凸

形

曲

線 

縦
断
曲
線
の
曲
線
形 

一
〇
〇 
一
〇
〇 

二
五
〇 

二
五
〇 

四
五
〇 

四
五
〇 

七
〇
〇 

八
〇
〇 

一
、
〇
〇
〇 

一
、
四
〇
〇 

二
、
〇
〇
〇 

三
、
〇
〇
〇 

三
、
〇
〇
〇 

六
、
五
〇
〇 

縦
断
曲
線
の
半
径
（
単
位 

メ
ー

ト
ル
） 

 



 

 

の
構
造
の
基
準
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
百
三
号
）
に
規
定
す
る
基
準

の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 
（
横
断
勾
配
） 

第
二
十
条 

条
例
別
表
第
一
第
二
十
四
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
値
は
、
次
の
表
の
路
面
の
種
類
の

欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
横
断
勾
配
の
欄
に
掲
げ
る
値
と
す
る
。 

     

２ 

条
例
別
表
第
一
第
二
十
四
号
ロ
の
規
則
で
定
め
る
値
は
、
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。 

 

（
合
成
勾
配
） 

第
二
十
一
条 

条
例
別
表
第
一
第
二
十
五
号
イ
本
文
の
規
則
で
定
め
る
値
は
次
の
表
の
設
計
速
度

の
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
合
成
勾
配
の
欄
に
掲
げ
る
値
と
し
、
同
号
イ
た
だ
し
書

の
規
則
で
定
め
る
範
囲
は
設
計
速
度
が
一
時
間
に
つ
き
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
又
は
二
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
道
路
に
限
り
、
十
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
。 

           

２ 

条
例
別
表
第
一
第
二
十
五
号
ロ
の
規
則
で
定
め
る
値
は
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
。 

 

（
平
面
交
差
又
は
接
続
） 

第
二
十
二
条 

条
例
別
表
第
一
第
二
十
七
号
ハ
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
第
四
種
第
一
級
の
普

通
道
路
に
あ
っ
て
は
三
メ
ー
ト
ル
と
し
、
第
四
種
第
二
級
又
は
第
三
級
の
普
通
道
路
に
あ
っ
て

は
二
・
七
五
メ
ー
ト
ル
と
し
、
第
四
種
の
小
型
道
路
に
あ
っ
て
は
二
・
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

２ 

条
例
別
表
第
一
第
二
十
七
号
ニ
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
普
通
道
路
に
あ
っ
て
は
三
メ
ー

ト
ル
と
し
、
小
型
道
路
に
あ
っ
て
は
二
・
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

そ
の
他 

条
例
別
表
第
一
第
二
十
三
号
ロ
に
規
定
す
る

基
準
に
適
合
す
る
舗
装
道 

路
面
の
種
類 

三
以
上
五
以
下 

一
・
五
以
上
二
以
下 

横
断
勾
配
（
単
位 

パ
ー
セ
ン
ト
） 

 

二
〇 

三
〇 

四
〇 

五
〇 

六
〇 

八
〇 

一
〇
〇 

設
計
速
度
（
単
位 

一
時
間
に
つ
き
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
） 

一
一
・
五 

一
〇
・
五 

一
〇 

合
成
勾
配
（
単
位 
パ
ー
セ
ン
ト
） 

 



 

 

 

（
鉄
道
等
と
の
平
面
交
差
） 

第
二
十
三
条 

条
例
別
表
第
一
第
二
十
九
号
の
規
則
で
定
め
る
構
造
は
、
次
に
定
め
る
と
お
り
と

す
る
。 

 

一 
交
差
角
は
、
四
十
五
度
以
上
と
す
る
こ
と
。 

 

二 

踏
切
道
の
両
側
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
十
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
区
間
は
、
踏
切
道
を
含
め
て
直
線

と
し
、
そ
の
区
間
の
車
道
の
縦
断
勾
配
は
、
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
自
動
車
の
交
通
量
が
極
め
て
少
な
い
箇
所
又
は
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に

よ
り
や
む
を
得
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

三 

見
通
し
区
間
の
長
さ
（
線
路
の
最
縁
端
軌
道
の
中
心
線
と
車
道
の
中
心
線
と
の
交
点
か
ら
、

軌
道
の
外
方
車
道
の
中
心
線
上
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
お
け
る
一
・
二
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に

お
い
て
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
軌
道
の
中
心
線
上
当
該
交
点
か
ら
の
長
さ
を
い
う
。
）
は
、

踏
切
道
に
お
け
る
鉄
道
等
の
車
両
の
最
高
速
度
に
応
じ
、
次
の
表
の
踏
切
道
に
お
け
る
鉄
道

等
の
車
両
の
最
高
速
度
の
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
見
通
し
区
間
の
長
さ
の
欄
に

掲
げ
る
値
以
上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
踏
切
遮
断
機
そ
の
他
の
保
安
設
備
が
設
置
さ
れ
る

箇
所
又
は
自
動
車
の
交
通
量
及
び
鉄
道
等
の
運
転
回
数
が
極
め
て
少
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。 

            

（
待
避
所
） 

第
二
十
四
条 

条
例
別
表
第
一
第
三
十
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
距
離
は
、二
百
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

２ 

条
例
別
表
第
一
第
三
十
号
ハ
の
規
則
で
定
め
る
長
さ
は
三
十
メ
ー
ト
ル
と
し
、
規
則
で
定
め

る
幅
員
は
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

 

（
交
通
安
全
施
設
） 

第
二
十
五
条 

条
例
別
表
第
一
第
三
十
一
号
の
規
則
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。 

一
一
〇
以
上 

一
〇
〇
以
上
一
一
〇
未
満 

九
〇
以
上
一
〇
〇
未
満 

八
〇
以
上
九
〇
未
満 

七
〇
以
上
八
〇
未
満 

五
〇
以
上
七
〇
未
満 

五
〇
未
満 

踏
切
道
に
お
け
る
鉄
道
等
の
車
両
の
最
高
速

度
（
単
位 

一
時
間
に
つ
き
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
） 

三
五
〇 

三
〇
〇 

二
六
〇 

二
三
〇 

二
〇
〇 

一
六
〇 

一
一
〇 

見
通
し
区
間
の
長
さ
（
単
位 

メ
ー

ト
ル
） 

 



 

 

 

一 

駒
止 

 
二 

道
路
標
識 

 
三 

道
路
情
報
管
理
施
設
（
緊
急
連
絡
施
設
を
除
く
。
） 

 

四 
他
の
車
両
又
は
歩
行
者
を
確
認
す
る
た
め
の
鏡 

 

（
防
雪
施
設
そ
の
他
の
防
護
施
設
） 

第
二
十
六
条 
条
例
別
表
第
一
第
三
十
五
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。 

 

一 

吹
き
だ
ま
り
防
止
施
設 

 

二 

雪
崩
防
止
施
設 

 

（
自
転
車
専
用
道
路
及
び
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
） 

第
二
十
七
条 

条
例
別
表
第
一
第
四
十
一
号
イ
本
文
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
自
転
車
専
用
道

路
に
あ
っ
て
は
三
メ
ー
ト
ル
と
し
、
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
に
あ
っ
て
は
四
メ
ー
ト
ル
と
す

る
。 

２ 

条
例
別
表
第
一
第
四
十
一
号
イ
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
幅
員
の
縮
小
は
、
二
・
五
メ
ー
ト

ル
ま
で
の
縮
小
と
す
る
。 

３ 

条
例
別
表
第
一
第
四
十
一
号
ロ
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

 

（
歩
行
者
専
用
道
路
） 

第
二
十
八
条 

条
例
別
表
第
一
第
四
十
二
号
イ
の
規
則
で
定
め
る
幅
員
は
、二
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。 

 

（
規
則
で
定
め
る
案
内
標
識
） 

第
二
十
九
条 

条
例
別
表
第
二
第
一
号
の
規
則
で
定
め
る
案
内
標
識
は
、
道
路
標
識
、
区
画
線
及

び
道
路
標
示
に
関
す
る
命
令
（
昭
和
三
十
五
年 

 
 

令
第
三
号
）
別
表
第
一
に
規
定
す
る
案

内
標
識
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

方
面
、
方
向
及
び
距
離 

 

二 

方
面
及
び
距
離 

 

三 

方
面
及
び
方
向
の
予
告 

 

四 

方
面
及
び
方
向 

 

五 

方
面
、
方
向
及
び
道
路
の
通
称
名
の
予
告 

 

六 

方
面
、
方
向
及
び
道
路
の
通
称
名 

 

（
標
識
の
寸
法
） 

第
三
十
条 

条
例
別
表
第
二
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
寸
法
は
、
道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道
路

標
示
に
関
す
る
命
令
別
表
第
二
に
規
定
す
る
基
準
の
例
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。 

 

（
道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準
） 

第
三
十
一
条 

条
例
別
表
第
三
の
規
定
に
よ
り
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、別
表
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

総
理
府 

建
設
省 



 

 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

別
表
（
第
三
十
一
条
関
係
） 

                                

５  ４ ３ ２ １ 項 

第
二
号
ロ
⑽ 

第
二
号
ロ
⑴

⑴ 第
一
号
ヘ
⑴ 

第
一
号
ホ
⑵ 

第
一
号
ニ 

条
例
別
表
第

三
の
規
定 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
乗
降
口
に

接
続
す
る
歩
道
等
又
は
通

路
の
部
分
の
有
効
幅
及
び 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
か
ご
の
寸

法
並
び
に
か
ご
及
び
昇
降
路

の
出
入
口
の
有
効
幅 

歩
道
等
（
縁
石
を
除
く
。
）

の
車
道
等
に
対
す
る
高
さ 

歩
道
等
に
設
け
る
縁
石
の

車
道
等
に
対
す
る
高
さ 

歩
道
等
の
縦
断
勾
配 

項 

目 

有
効
幅
及
び
有
効
奥
行
き
は
一
・
五

メ
ー
ト
ル 

イ 
か
ご
の
出
入
口
が
複
数
あ
る
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
っ
て
、
車
椅
子

使
用
者
が
円
滑
に
乗
降
で
き
る
構

造
の
も
の
（
開
閉
す
る
か
ご
の
出

入
口
を
音
声
に
よ
り
知
ら
せ
る
装

置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限

る
。
） 

か
ご
の
内
法 のり
幅
は
一
・

四
メ
ー
ト
ル
、
内
法 のり
奥
行
き
は

一
・
三
五
メ
ー
ト
ル
、
か
ご
及
び

昇
降
路
の
出
入
口
の
有
効
幅
は
八

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

ロ 

イ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
以
外
の
も

の 

内
法 のり
幅
及
び
内
法 のり
奥
行
き
は

一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
か
ご
及
び
昇

降
路
の
出
入
口
の
有
効
幅
は
九
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

五
パ
ー
セ
ン
ト
。
た
だ
し
、
地
形
の

状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り

や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、

八
パ
ー
セ
ン
ト 内 

容 

 



 

 

                                  

 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９ ８ ７ ６  

第
四
号
イ
⑴ 

第
三
号
イ 

第
二
号
ヘ
⑽ 

第
二
号
ヘ
⑼ 

第
二
号
ヘ
⑻ 

第
二
号
ヘ
⑴ 

第
二
号
ホ
⑴ 

第
二
号
ニ
⑸

た
だ
し
書 

第
二
号
ニ
⑸

本
文 

第
二
号
ハ
⑻ 

第
二
号
ハ
⑺ 

第
二
号
ハ
⑵ 

第
二
号
ハ
⑴

た
だ
し
書 

第
二
号
ハ
⑴

本
文 

 

路
面
電
車
停
留
場
の
乗
降 

乗
合
自
動
車
停
留
所
を
設

け
る
歩
道
等
の
部
分
の
車

道
等
に
対
す
る
高
さ 

階
段
の
踊
場
の
踏
み
幅 

階
段
の
高
さ 

階
段
の
下
面
と
歩
道
等
の

路
面
と
の
間
隔 

階
段
の
有
効
幅
員 

通
路
の
有
効
幅
員 

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
踏
み
段

を
縮
小
す
る
場
合
の
有
効

幅 エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
踏
み
段

の
有
効
幅 

傾
斜
路
の
高
さ
及
び
踊
場

の
踏
み
幅 

傾
斜
路
の
下
面
と
歩
道
等

の
路
面
と
の
間
隔 

傾
斜
路
の
縦
断
勾
配 

傾
斜
路
の
幅
員
を
縮
小
す

る
場
合
の
有
効
幅
員 

傾
斜
路
の
有
効
幅
員 

有
効
奥
行
き 

乗
降
場
の
両
側
を
使
用
す
る
も
の
に 

十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

一
・
二
メ
ー
ト
ル 

三
メ
ー
ト
ル 

二
・
五
メ
ー
ト
ル 

一
・
五
メ
ー
ト
ル 

二
メ
ー
ト
ル 

六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
縮
小

と
す
る
こ
と
。 

一
メ
ー
ト
ル 

高
さ
は
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

踏
み
幅
は
高
さ
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
内
ご
と
に
一
・
五
メ
ー
ト
ル 

二
・
五
メ
ー
ト
ル 

五
パ
ー
セ
ン
ト 

一
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
縮
小
と
す
る
こ

と
。 

二
メ
ー
ト
ル 

 

 



 

 

                                  

28 27 26 25 24 23 22 21 20  19 

第
五
号
リ
⑸

㈤ 第
五
号
リ
⑸

㈡ 第
五
号
リ
⑶ 

第
五
号
ニ
⑴ 

第
五
号
ハ
⑵ 

第
五
号
ハ
⑴ 

第
五
号
ロ
⑶ 

第
五
号
イ
⑷ 

第
五
号
イ
⑵ 

 

便
所
の
出
入
口
に
設
け
る

戸
の
有
効
幅 

便
所
の
出
入
口
の
有
効
幅 

小
便
器
の
受
け
口
の
高
さ 

障
害
者
用
駐
車
施
設
に
係

る
通
路
の
有
効
幅
員 

戸
を
設
け
る
出
入
口 

自
動
車
駐
車
場
の
歩
行
者

の
出
入
口
の
有
効
幅 

車
両
へ
の
乗
降
の
用
に
供

す
る
部
分
の
有
効
幅
及
び

有
効
奥
行
き 

障
害
者
用
駐
車
施
設
の
有

効
幅 

自
動
車
駐
車
場
の
全
駐
車

台
数
に
応
じ
た
障
害
者
用

駐
車
施
設
の
数 

場
の
有
効
幅
員 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

二
メ
ー
ト
ル 

有
効
幅
を
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上
と

す
る
当
該
自
動
車
駐
車
場
外
へ
通
ず

る
歩
行
者
の
出
入
口 

九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
た
だ
し
、

自
動
車
駐
車
場
外
へ
通
ず
る
歩
行
者

の
出
入
り
口
の
う
ち
一
以
上
の
出
入

口
の
有
効
幅
は
、
一
・
二
メ
ー
ト
ル 

有
効
幅
及
び
有
効
奥
行
き
は
一
・
五

メ
ー
ト
ル 

三
・
五
メ
ー
ト
ル 

自
動
車
駐
車
場
の
全
駐
車
台
数
が
二

百
台
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該

駐
車
台
数
に
五
十
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
数
、
全
駐
車
台
数
が
二
百
台
を

超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
駐
車

台
数
に
百
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数

に
二
を
加
え
た
数 

あ
っ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
、
片
側
を
使

用
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
一
・
五
メ

ー
ト
ル 

 



 

 

           
 

 

 

32 31 30 29 

第
五
号
リ
⑺

㈣ 第
五
号
リ
⑺

㈡ 第
五
号
リ
⑹

㈥ 第
五
号
リ
⑹

㈤ 

便
所
の
出
入
口
に
設
け
る

戸
の
有
効
幅 

便
所
の
出
入
口
の
有
効
幅 

便
房
の
出
入
口
に
設
け
る

戸
の
有
効
幅 

便
房
の
出
入
口
の
有
効
幅 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
都
市
公
園
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
都
市
公
園
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
都
市
公
園
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
埼
玉
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
条
例
第
一
条
の
二
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
都
市
公
園
） 

第
一
条
の
二 

条
例
第
一
条
の
二
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
都
市
公
園
と

す
る
。 

 

一 

主
と
し
て
都
市
の
自
然
的
環
境
の
保
全
及
び
改
善
並
び
に
都
市
の
景
観
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
る
緑
地
と
し
て
の
都
市
公
園 

 

二 

災
害
時
に
お
け
る
避
難
路
の
確
保
並
び
に
都
市
生
活
の
安
全
性
及
び
快
適
性
の
確
保
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
近
隣
住
区
（
幹
線
街
路
等
に
囲
ま
れ
た
お
お
む
ね
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
四
方
の
居
住
単
位
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
近
隣
住
区
相
互
を

連
絡
す
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
る
植
樹
帯
及
び
歩
行
者
路
又
は
自
転
車
路
を
主
と
す
る
緑
地
と

し
て
の
都
市
公
園 

 

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
都
市
公
園
移
動
等
円
滑
化
基
準
に
係
る
園
路
及
び
広
場
の
通
路
の
幅
等
） 

第
十
四
条 

条
例
別
表
第
一
の
規
定
に
よ
り
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
別
表
第
三
の
と
お
り
と
す

る
。 

 

別
表
第
二
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。 

別
表
第
三
（
第
十
四
条
関
係
） 

       

 

１ 項 

第
一
号
イ
⑴
た
だ
し
書 

第
一
号
イ
⑴
本
文 

条
例
別
表
第
一
の
規
定 

通
路
の
幅
の
縮
小 

通
路
の
幅 項
目 

通
路
の
末
端
の
付
近
の
広

さ
を
車
椅
子
の
転
回
に
支

障
の
な
い
も
の
と
し
、か
つ
、

五
十
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に 

百
八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

内
容 

 

埼
玉
県
規
則
第
八
十
二
号



                                  

10 ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ 

第
四
号
ハ
（
次
項
に
該
当

す
る
も
の
を
除
く
。
） 

第
四
号
ロ
⑷
た
だ
し
書 

第
四
号
ロ
⑷
本
文 

第
四
号
ロ
⑴
た
だ
し
書 

第
四
号
ロ
⑴
本
文 

第
三
号
ロ
⑴ 

第
二
号
イ
⑴
た
だ
し
書 

第
二
号
イ
⑴
本
文 

 

収
用
定
員
の
規
模
に
応

じ
た
車
椅
子
使
用
者
用

観
覧
ス
ペ
ー
ス
の
数 

縦
断
勾
配
及
び
横
断
勾

配
の
値
の
超
過 

縦
断
勾
配
及
び
横
断
勾

配
の
値 

通
路
の
幅
の
縮
小 

通
路
の
幅 

出
入
口
に
設
け
る
戸
の

幅 出
入
口
の
幅
の
縮
小 

出
入
口
の
幅 

 

収
容
定
員
が
二
百
人
以
下

の
場
合
は
当
該
収
容
定
員

に
五
十
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
数
、
収
容
定
員
が
二
百 

縦
断
勾
配
は
八
パ
ー
セ
ン

ト
以
下
、
横
断
勾
配
は
二
パ

ー
セ
ン
ト
以
下
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。 

縦
断
勾
配
は
五
パ
ー
セ
ン

ト
、
横
断
勾
配
は
一
パ
ー
セ

ン
ト 

通
路
の
末
端
の
付
近
の
広

さ
を
車
椅
子
の
転
回
に
支

障
の
な
い
も
の
と
し
た
場
合

は
、
通
路
の
幅
を
八
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
縮
小
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

出
入
口
の
幅
を
八
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
縮
小
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

車
椅
子
が
転
回
す
る
こ
と

が
で
き
る
広
さ
の
場
所
を
設

け
た
場
合
は
、
通
路
の
幅
を

百
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま

で
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。 

 



                   
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

15 14 13 12 11 

 

第
六
号
ハ
⑴
㈤
（イ） 

第
六
号
ハ
⑴
㈠ 

第
六
号
イ
⑵ 

第
五
号
イ 

第
四
号
ハ
⑴ 

 

出
入
口
に
設
け
る
戸
の

幅 出
入
口
の
幅 

受
け
口
の
高
さ 

車
椅
子
使
用
者
用
駐
車

施
設
の
幅 

車
椅
子
使
用
者
用
観
覧

ス
ペ
ー
ス
の
幅
及
び
奥

行
き 

 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

八
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

三
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

三
百
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル 

幅
は
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
奥
行
き
は
百
二
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル 

人
を
超
え
る
場
合
は
当
該

収
容
定
員
に
百
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
数
に
二
を
加

え
た
数 

 



規 
 

則 

 
埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

   
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  
 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
県
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
埼
玉
県
規
則
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
住
戸
の
床
面
積
） 

第
一
条
の
二 

条
例
第
三
条
の
九
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
面
積
は
、
二
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
と

す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

      

埼
玉
県
規
則
第
八
十
三
号



管 

理 

規 

程 

 
埼
玉
県
流
域
下
水
道
事
業
管
理
規
程
第
六
号 

 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
及
び
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
に
関
す
る
規
程

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
下
水
道
事
業
管
理
者 

加 

藤 

孝 

夫 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
流
域
下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
及
び
終
末
処
理
場
の
維
持
管
理
に
関
す
る

規
程 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
程
は
、
埼
玉
県
流
域
下
水
道
の
構
造
の
技
術
上
の
基
準
及
び
終
末
処
理
場
の
維

持
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
七
十
三
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）

の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
地
震
に
よ
っ
て
下
水
の
排
除
及
び
処
理
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
講
ず
る
構
造
上
の
措
置
） 

第
二
条 

条
例
第
三
条
第
二
号
の
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る
措
置
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
（
こ
れ
ら
の
施
設
を
補
完
す
る
施
設
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
周
辺
の
地
盤
（
埋
戻
し
土
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)

に
液
状

化
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
の
周
辺
の

地
盤
の
改
良
、
埋
戻
し
土
の
締
固
め
若
し
く
は
固
化
若
し
く
は
砕
石
に
よ
る
埋
戻
し
又
は
杭

基
礎
の
強
化
そ
の
他
の
有
効
な
損
傷
の
防
止
又
は
軽
減
の
た
め
の
措
置 

 

二 

排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
の
周
辺
の
地
盤
に
側
方
流
動
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
護
岸
の
強
化
又
は
地
下
連
続
壁
の
設
置
そ
の
他
の
有
効
な
損
傷
の
防
止
又
は
軽

減
の
た
め
の
措
置 

 

三 

排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
の
伸
縮
そ
の
他
の
変
形
に
よ
り
当
該
排
水
施
設
又
は
処
理
施
設

に
損
傷
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
可
撓 とう
継
手
又
は
伸
縮
継
手
の
設
置
そ

の
他
の
有
効
な
損
傷
の
防
止
又
は
軽
減
の
た
め
の
措
置 

 

四 

前
三
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
に
用
い
ら
れ
る
材
料
、
排
水

施
設
又
は
処
理
施
設
の
周
辺
の
地
盤
そ
の
他
の
諸
条
件
を
勘
案
し
て
、
耐
震
性
能
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
な
措
置 

２ 

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
「
耐
震
性
能
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
性
能
を
い
う
。 

 

一 

レ
ベ
ル
一
地
震
動
（
排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
の
供
用
期
間
内
に
発
生
す
る
確
率
が
高
い

地
震
動
を
い
う
。
）
に
対
し
て
、
所
要
の
構
造
の
安
定
を
確
保
し
、
か
つ
、
当
該
排
水
施
設

及
び
処
理
施
設
の
健
全
な
流
下
能
力
及
び
処
理
機
能
を
損
な
わ
な
い
こ
と
。 

 

二 

レ
ベ
ル
二
地
震
動
（
排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
の
供
用
期
間
内
に
発
生
す
る
確
率
が
低
い



が
、
大
き
な
強
度
を
有
す
る
地
震
動
を
い
う
。
）
に
対
し
て
、
生
じ
る
被
害
が
軽
微
で
あ
り
、

か
つ
、
地
震
後
の
速
や
か
な
流
下
能
力
及
び
処
理
機
能
の
回
復
が
可
能
な
も
の
と
し
、
当
該

排
水
施
設
及
び
処
理
施
設
の
所
期
の
流
下
能
力
及
び
処
理
機
能
を
保
持
す
る
こ
と
。 

 

（
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
の
な
い
排
水
施
設
又
は

処
理
施
設
） 

第
三
条 

条
例
第
三
条
第
六
号
の
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
排
水
施
設
又
は
処
理
施
設
と
す
る
。 

 

一 

排
水
管
そ
の
他
の
施
設
で
下
水
が
飛
散
し
、
及
び
人
が
立
ち
入
る
お
そ
れ
の
な
い
構
造
の

も
の 

 

二 

人
が
立
ち
入
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
部
分
を
有
す
る
場
合
に
は
、
当
該
部
分
を
流
下
す
る

下
水
の
上
流
端
に
お
け
る
水
質
が
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の 

 
 

イ 

下
水
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
百
四
十
七
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
基
準 

 
 

ロ 

大
腸
菌
が
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
。 

 
 

ハ 

濁
度
が
二
度
以
下
で
あ
る
こ
と
。 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
周
辺
の
土
地
利
用
の
状
況
、
当
該
施
設
に
係
る
下
水
の

水
質
そ
の
他
の
状
況
か
ら
み
て
、
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生
ず

る
お
そ
れ
が
な
い
も
の 

２ 

前
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
基
準
は
別
表
第
一
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
同
号
ハ
に
規
定
す

る
基
準
は
別
表
第
二
か
ら
別
表
第
八
ま
で
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
検
定
し
た
場
合
に
お
け
る
検

出
値
に
よ
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
汚
泥
処
理
施
設
に
お
い
て
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
講
ず
る
構
造
上
の
措
置
） 

第
四
条 

条
例
第
五
条
第
二
号
の
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る
措
置
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

汚
泥
の
処
理
に
伴
う
排
気
に
よ
り
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
排
ガ
ス
処
理
設
備
の
設
置
そ
の
他
の
措
置 

 

二 

汚
泥
の
処
理
に
伴
う
排
液
に
よ
り
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
排
液
を
水
処
理
施
設
に
送
水
す
る
導
管
の
設
置
そ
の
他
の
措
置 

 

三 

汚
泥
の
処
理
に
伴
う
残
さ
い
物
に
よ
り
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
残
さ
い
物
の
飛
散
及
び
流
出
を
防
止
す
る
覆
い
の
設
置
そ

の
他
の
措
置 

 

（
汚
泥
焼
却
炉
に
お
い
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る
よ
う
講
ず
る
構
造
上
の
措
置
） 

第
五
条 

条
例
第
五
条
第
三
号
の
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

汚
泥
を
高
温
（
摂
氏
八
百
五
十
度
以
上
）
で
焼
却
で
き
る
構
造
と
す
る
措
置 



 

二 

汚
泥
を
固
形
燃
料
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
措
置 

 
三 

そ
の
他
汚
泥
焼
却
炉
の
新
設
又
は
改
築
に
お
い
て
既
存
の
汚
泥
焼
却
炉
と
比
較
し
て
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
措
置 

 

（
汚
泥
処
理
施
設
の
維
持
管
理
に
よ
り
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
講
ず
る
措
置
） 

第
六
条 

条
例
第
七
条
第
六
号
の
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る
措
置
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

汚
泥
の
処
理
に
伴
う
排
気
に
よ
り
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
排
ガ
ス
処
理
等
の
措
置 

 

二 

汚
泥
の
処
理
に
伴
う
排
液
に
よ
り
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
排
液
の
水
処
理
施
設
へ
の
送
水
等
の
措
置 

 

三 

汚
泥
の
処
理
に
伴
う
残
さ
い
物
に
よ
り
生
活
環
境
の
保
全
又
は
人
の
健
康
の
保
護
に
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
残
さ
い
物
の
飛
散
及
び
流
出
の
防
止
等
の
措
置 

 

（
汚
泥
焼
却
炉
の
維
持
管
理
に
お
い
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る
よ
う
講
ず
る
措
置
） 

第
七
条 

条
例
第
七
条
第
七
号
の
企
業
管
理
規
程
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

汚
泥
を
高
温
（
摂
氏
八
百
五
十
度
以
上
）
で
焼
却
す
る
措
置 

 

二 

汚
泥
を
固
形
燃
料
化
す
る
措
置 

 

三 

そ
の
他
汚
泥
の
焼
却
に
お
い
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る
措
置 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



別表第１（第３条関係） 

 特定酵素基質培地法 

  ここで対象とする項目は、大腸菌である。 

１  培地 

 (1) ＭＭＯ-ＭＵＧ培地 

 硫酸アンモニウム5g、硫酸マンガン0.5mg、硫酸亜鉛0.5mg、硫酸マグネシウム100mg、

塩化ナトリウム10g、塩化カルシウム50mg、ヘペス(N-2-ヒドロキシエチルピペラジン-N'-2-

エタンスルホン酸)6.9g、ヘペスナトリウム塩(N-2-ヒドロキシエチルピペラジン-N'-2-

エタンスルホン酸ナトリウム)5.3g、亜硫酸ナトリウム40mg、アムホテリシンＢ1mg、o-

ニトロフェニル-β-D-ガラクトピラノシド500mg、4-メチルウンベリフェリル-β-D-グ

ルクロニド75mg及びソラニウム500mgを無菌的に混合し、試験容器に10分の1量ずつ分取

したもの 

   この培地は、黄色く着色したものは使用しない。 

   この培地は、冷暗所に保存する。 

 (2) ＩＰＴＧ添加ＯＮＰＧ-ＭＵＧ培地 

 硫酸アンモニウム2.5g、硫酸マグネシウム100mg、ラウリル硫酸ナトリウム100mg、塩

化ナトリウム2.9g、トリプトース5g、トリプトファン1g、o-ニトロフェニル-β-D-ガラ

クトピラノシド100mg、4-メチルウンベリフェリル-β-D-グルクロニド50mg、イソプロ

ピル-1-チオ-β-D-ガラクトピラノシド100mg及びトリメチルアミン-Ｎ-オキシド1gを精

製水約80mlに溶かし、pH値が6.1～6.3となるように調整した後、精製水を加えて90mlと

し、ろ過除菌した後、試験容器に10mlずつ分注したもの 

   この培地は、冷暗所に保存する。 

 (3) ＸＧａｌ-ＭＵＧ培地 

 塩化ナトリウム5g、リン酸一水素カリウム2.7g、リン酸二水素カリウム2g、ラウリル

硫酸ナトリウム100mg、ソルビトール1g、トリプトース5g、トリプトファン1g、4-メチ

ルウンベリフェリル-β-D-グルクロニド50mg、5-ブロモ-4-クロロ-3-インドリル-β-Ｄ

-ガラクトピラノシド80mg及びイソプロピル-1-チオ-β-D-ガラクトピラノシド100mgを

無菌的に混合し、試験容器に10分の1量ずつ分取したもの 

   この培地は、冷暗所に保存する。 

 (4) ピルビン酸添加ＸＧａｌ-ＭＵＧ培地 

  塩化ナトリウム5g、硝酸カリウム1g、リン酸一水素カリウム4g、リン酸二水素カリ

ウム1g、ラウリル硫酸ナトリウム100mg、ピルビン酸ナトリウム1g、ペプトン5g、4-メ

チルウンベリフェリル-β-D-グルクロニド100mg、5-ブロモ-4-クロロ-3-インドリル-β

-Ｄ-ガラクトピラノシド100mg及びイソプロピル-1-チオ-β-D-ガラクトピラノシド100mg

を無菌的に混合し、試験容器に10分の1量ずつ分取したもの 

   この培地は、冷暗所に保存する。 



２  器具及び装置 

 (1) 採水瓶 

  容量120ml以上の密封できる容器を滅菌したもの 

 なお、残留塩素を含む試料を採取する場合には、あらかじめチオ硫酸ナトリウムを試

料100mlにつき0.02～0.05gの割合で採水瓶に入れ、滅菌したものを使用する。 

 (2) 試験容器 

    検水100mlと培地が密封できるもので、滅菌したもの 

 (3) ＭＭＯ-ＭＵＧ培地用比色液 

   o-ニトロフェノール4mg、ヘペス(N-2-ヒドロキシエチルピペラジン-N'-2-エタンス

ルホン酸)6.9g、ヘペスナトリウム塩(N-2-ヒドロキシエチルピペラジン-N'-2-エタンス

ルホン酸ナトリウム)5.3g及び４－メチルウンベリフェロン１mgを混合し、精製水を加

えて1Lとし、試験容器に分注したもの 

  この溶液は、冷暗所に保存する。 

 (4) ＩＰＴＧ添加ＯＮＰＧ-ＭＵＧ培地用比色液 

    o-ニトロフェノール2.5mg、4-メチルウンベリフェロン1.25mg及びトリプトース5gを

精製水約900mlで溶かし、pH値を7.0となるように調整し、精製水を加えて1Lとし、試験

容器に分注したもの 

  この溶液は、冷暗所に保存する。 

 (5) ＸＧａｌ-ＭＵＧ培地用比色液 

    アミドブラック10B0.25mg、4-メチルウンベリフェロン1mg、タートラジン1.25mg、

ニューコクシン0.25mg及びエチルアルコール150mlを混合し、精製水を加えて1Lとし、

試験容器に分注したもの 

   この溶液は、冷暗所に保存する。 

 (6) ピルビン酸添加ＸＧａｌ-ＭＵＧ培地用比色液 

  インジゴカーミン2mg、o-ニトロフェノール4.8mg、4-メチルウンベリフェロン1mg、

リン酸一水素カリウム4g及びリン酸二水素カリウム1gを混合し、精製水を加えて1Lとし、

試験容器に分注したもの 

 この溶液は、冷暗所に保存する。 

 (7) 恒温器 

    温度を35～37℃に保持できるもの 

 (8) 紫外線ランプ 

   波長366nmの紫外線を照射できるもの 

３  試料の採取及び保存 

 試料は、採水瓶に採取し速やかに試験する。速やかに試験できない場合は、冷暗所に保

存し、12時間以内に試験する。 

４  試験操作 



 検水100mlを上記１のいずれかの培地1本に加え、直ちに試験容器を密封し、試験容器を

振って培地を溶解又は混合させた後、恒温器内に静置して24時間培養する。培養後、紫外 

線ランプを用いて波長366nmの紫外線を照射し、蛍光の有無を確認する。培地に対応する比

色液より蛍光が強い場合は陽性と判定し、蛍光が弱い場合は陰性と判定する。 

 

 

別表第２（第３条関係） 

 比濁法 

  ここで対象とする項目は、濁度である。 

１  試薬 

 (1) ポリスチレン系粒子懸濁液(1w/w％) 

   表１に示す5種類の標準粒子(ポリスチレン系粒子) 

表１ 標準粒子（ポリスチレン系粒子） 

種類 ※ 呼び径(μm) 

No.6 0.5 

No.7 1.0 

No.8 2.0 

No.9 5.0 

No.10 10.0 

     ※印はJISZ8901による種類である。 

 (2) ポリスチレン系粒子懸濁液 

それぞれのポリスチレン系粒子懸濁液(1w/w％)を十分に懸濁させた後、速やかにそれ

ぞれ1.000gを別々のメスフラスコに採り、精製水を加えて100mlとしたもの 

   これらの溶液1mlは、ポリスチレンをそれぞれ0.1mg含む。 

 (3) 濁度標準液 

   5種類のポリスチレン系粒子懸濁液をよく振り混ぜながら表２に示す量をメスフラ 

スコに採り、精製水を加えて500mlとしたもの 

   この溶液は、濁度100度に相当する。 

表２ 濁度標準液(100度)調製時におけるポリスチレン系粒子懸濁液 

(0.1mgポリスチレン/ml)の混合比率及び分取量 

種類 混合比率(％) 分取量(メスフラスコ500mlに対して) (ml) 

No.6 6 10.0 

No.7 17 28.3 

No.8 36 60.0 

No.9 29 48.3 

No.10 12 20.0 



 (4) 濁度標準列 

 濁度標準液0から10mlを段階的に比色管に採り、それぞれに精製水を加えて100mlとし

たもの 

２  器具 

 比色管 

  共栓付き平底無色試験管で、底部から30cmの高さに100mlの刻線を付けたもの 

３  試料の採取及び保存 

 試料は、精製水で洗浄したガラス瓶又はポリエチレン瓶に採取し、速やかに試験する。 

４  試験操作 

 検水100mlを比色管に採り、濁度標準列と比濁して検水の濁度を求める。 

 

 

別表第３（第３条関係） 

 透過光測定法 

  ここで対象とする項目は、濁度である。 

１  試薬 

 (1) ポリスチレン系粒子懸濁液(1w/w％) 

    別表第２の１(1)の例による。 

 (2) ポリスチレン系粒子懸濁液 

   別表第２の１(2)の例による。 

 (3) 濁度標準液 

   別表第２の１(3)の例による。 

２  器具及び装置 

 (1) 吸収セル 

   光路長が50mm又は100mmのもの 

 (2) 分光光度計又は光電光度計 

３  試料の採取及び保存 

 別表第２の３の例による。 

４  試験操作 

 検水を吸収セルに採り、分光光度計又は光電光度計を用いて、波長660nm付近で吸光度を

測定し、下記５により作成した検量線から検水中の濁度を算定する。 

５  検量線の作成 

 濁度標準液を段階的にメスフラスコに採り、それぞれに精製水を加えて100mlとする。 

以下上記４と同様に操作して、濁度と吸光度との関係を求める。 

 

 



別表第４（第３条関係） 

 連続自動測定機器による透過光測定法 

 ここで対象とする項目は、濁度である。 

１  試薬 

 (1) ポリスチレン系粒子懸濁液(1w/w％) 

   別表第２の１(1)の例による。 

 (2) ポリスチレン系粒子懸濁液 

   別表第２の１(2)の例による。 

 (3) 濁度標準液 

   別表第２の１(3)の例による。 

 (4) 濁度校正用標準液 

   濁度標準液を精製水で薄めたもの 

   希釈割合は、装置で指定している濁度となるようにする。装置に付属している濁度

標準板を使用する場合は、この溶液との整合性を確認する。 

 (5) 濁度ゼロ校正水 

   精製水を孔径約0.2μmのメンブランフィルターを通して微粒子を除去したもの 

２  装置 

 透過光方式の連続自動測定機器で、定量下限値が0.1度以下(変動係数10％)の性能を有す

るもの 

３  装置の校正 

 あらかじめ光学系の測定部分及び配管の洗浄を行った後、濁度ゼロ校正水、濁度校正用

標準液を通水して、装置のゼロ点及びスパンを繰り返し校正する。 

 (1) ゼロ点校正 

   装置に濁度ゼロ校正水を通水する。信号が十分に安定するまで通水した後、ゼロ点を

合わせる。 

 (2) スパン校正 

   濁度校正用標準液を通水又は濁度標準板を用いて校正する。 

 なお、機種によって濁度校正用標準液又は濁度標準板で校正したにもかかわらず、水

道水の測定値が別表第３又は別表第５で測定した値と一致しない場合は、別表第３又は

別表第５で測定した値にスパンを合わせる。 

４  測定操作 

 装置に検水を通して濁度を測定する。 

備考 

 １ 定期保守は、下記備考２の保守管理基準を満たすため、装置の取扱説明書に従い、定

期的に洗浄、点検整備、濁度校正用標準液による校正等を行う。 

 ２ 保守管理基準は、運用中の装置について常時保持されていなければならない精度の基



準で、±0.1度以内とする。保守管理基準が満たされていない場合は、上記備考１によ

り、保守管理基準が満たされていることを確認する。 

 

 

別表第５（第３条関係） 

 積分球式光電光度法 

  ここで対象とする項目は、濁度である。 

１  試薬 

 (1) ポリスチレン系粒子懸濁液(1w/w％) 

   別表第２の１(1)の例による。 

 (2) ポリスチレン系粒子懸濁液 

   別表第２の１(2)の例による。 

 (3) 濁度標準液 

   別表第２の１(3)の例による。 

２  装置 

 積分球式濁度計 

３  試料の採取及び保存 

 別表第２の３の例による。 

４  試験操作 

 積分球式濁度計を用いて検水中の散乱光量を測定し、下記５により作成した検量線から

検水中の濁度を算定する。 

５  検量線の作成 

 濁度標準液を段階的にメスフラスコに採り、それぞれに精製水を加えて100mlとする。 

以下上記４と同様に操作して、濁度と吸光度との関係を求める。 

 

 

別表第６（第３条関係） 

 連続自動測定機器による積分球式光電光度法 

  ここで対象とする項目は、濁度である。 

１  試薬 

 (1) ポリスチレン系粒子懸濁液(1w/w％) 

   別表第２の１(1)の例による。 

 (2) ポリスチレン系粒子懸濁液 

   別表第２の１(2)の例による。 

 (3) 濁度標準液 

   別表第２の１(3)の例による。 



 (4) 濁度校正用標準液 

   別表第４の１(4)の例による。 

 (5) 濁度ゼロ校正水 

   別表第４の１(5)の例による。 

２  装置 

 積分球式光電光度方式の連続自動測定機器で、定量下限値が0.1度以下(変動係数10％)の

性能を有するもの 

３  装置の校正 

 別表第４の３の例による。 

４  測定操作 

 別表第４の４の例による。 

備考 

 別表第４の備考の例による。 

 

 

別表第７（第３条関係） 

 散乱光測定法 

  ここで対象とする項目は、濁度である。 

１  試薬 

 (1) ポリスチレン系粒子懸濁液(1w/w％) 

   別表第２の１(1)の例による。 

 (2) ポリスチレン系粒子懸濁液 

   別表第２の１(2)の例による。 

 (3) 濁度標準液 

   別表第２の１(3)の例による。 

 (4) 濁度校正用標準液 

   別表第４の１(4)の例による。 

 (5) 濁度ゼロ校正水 

   別表第４の１(5)の例による。 

２  装置 

 散乱光測定方式の連続自動測定機器で、定量下限値が0.1度以下(変動係数10％)の性能を

有するもの 

３  装置の校正 

 別表第４の３の例による。 

４  測定操作 

 別表第４の４の例による。 



備考 

 別表第４の備考の例による。 

 

 

別表第８（第３条関係） 

 透過散乱法 

  ここで対象とする項目は、濁度である。 

１  試薬 

 (1) ポリスチレン系粒子懸濁液(1w/w％) 

   別表第２の１(1)の例による。 

 (2) ポリスチレン系粒子懸濁液 

   別表第２の１(2)の例による。 

 (3) 濁度標準液 

   別表第２の１(3)の例による。 

 (4) 濁度校正用標準液 

   別表第４の１(4)の例による。 

 (5) 濁度ゼロ校正水 

   別表第４の１(5)の例による。 

２  装置 

 透過散乱方式の連続自動測定機器で、定量下限値が0.1度以下(変動係数10％)の性能を有

するもの 

３  装置の校正 

  別表第４の３の例による。 

４  測定操作 

  別表第４の４の例による。 

備考 

 別表第４の備考の例による。 
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十
四
番
地
八 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 
 

こ
の
法
人
は
、
川
越
市
に
お
い
て
イ
ベ
ン
ト
又
は
講
演
会
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の 

 

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
育
む
環
境
づ
く
り
を
行
い
、
並
び
に
同
市
に

 

お
い
て
保
育
施
設
等
を
開
設
し
、
及
び
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
待
機
児
童
の
減
少
及
び
育
児

 

環
境
の
向
上
を
図
り
、
も
っ
て
同
市
に
お
け
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

 

と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
二
号



告 
 

示 

  
埼
玉
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
五
号
）
第
二
十
七
条
第
二
項
第
四
号
、
第
六
十

四
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
九
十
五
条
第
二
項
第
四
号
の
知
事
が
定
め
る
手
順
は
、
次
の
と
お
り

と
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
発
生
が
疑
わ
れ
る
際
の
対
処
等
に
関
す
る
手

順
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
八
号
）
の
例
に
よ
る
。 

 

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
三
号



告 
 

示 

 
埼
玉
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
五
号
）
第
七
十
九
条
第
二
項
及
び
第
百
十
三
条

第
二
項
の
知
事
が
認
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
形
状
を
有
す
る
固
定
の
間
仕
切
り
等
を
設
け
た
場

合
と
す
る
。
た
だ
し
、
居
室
の
定
員
を
二
人
と
し
た
場
合
で
、
か
つ
、
配
偶
者
等
と
共
に
入
所
す

る
場
合
に
お
い
て
入
所
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
間
仕
切

り
等
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

 

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
四
号



告 
 

示 

 
埼
玉
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
五
号
）
附
則
第
五
条
第
三
項
及
び
第
六
条
第
三

項
の
知
事
が
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
以
後
に
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
十

五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
、
又
は
同
条
第
四
項
の
認
可
を
受
け
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
で
あ
っ
て
、
知
事
が
指
定
す
る
も
の 

 

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
五
号



告 
 

示 

  
介
護
保
険
法
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
六
号
）
第
百
三
条
第
四
項
、
第

百
五
十
四
条
第
四
項
、
第
百
七
十
四
条
第
四
項
、
第
百
九
十
四
条
第
四
項
、
第
二
百
九
条
第
四
項
、

第
二
百
九
十
条
第
四
項
、
第
三
百
二
十
三
条
第
四
項
、
第
三
百
四
十
四
条
第
四
項
、
第
三
百
七
十

六
条
第
四
項
、
第
三
百
九
十
八
条
第
四
項
、
第
四
百
三
十
条
第
四
項
、
第
五
百
三
十
八
条
第
四
項
、

第
五
百
七
十
三
条
第
四
項
、
第
五
百
九
十
四
条
第
四
項
、
第
六
百
十
五
条
第
四
項
及
び
第
六
百
三

十
一
条
第
四
項
の
費
用
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

居
住
、
滞
在
及
び
宿
泊
並
び
に
食
事
の
提
供
に
係
る
利
用
料
等
に
関
す
る
指
針
（
平
成
十
七
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
九
号
）
の
例
に
よ
る
。 

 

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
六
号



告 
 

示 

  
介
護
保
険
法
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
六
号
）
第
百
五
十
四
条
第
三
項

第
三
号
及
び
第
四
号
、
第
百
七
十
四
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
、
第
百
九
十
四
条
第
三
項
第

三
号
及
び
第
四
号
、
第
二
百
九
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
、
第
二
百
九
十
条
第
三
項
第
三
号

及
び
第
四
号
、
第
三
百
二
十
三
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
、
第
三
百
四
十
四
条
第
三
項
第
三

号
及
び
第
四
号
、
第
三
百
七
十
六
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
、
第
三
百
九
十
八
条
第
三
項
第

三
号
及
び
第
四
号
、
第
四
百
三
十
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
、
第
五
百
七
十
三
条
第
三
項
第

三
号
及
び
第
四
号
、
第
五
百
九
十
四
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
、
第
六
百
十
五
条
第
三
項
第

三
号
及
び
第
四
号
並
び
に
第
六
百
三
十
一
条
第
三
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
知
事
が
定
め
る
基
準

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
利
用
者
等
が
選
定
す
る
特
別
な
居
室
等
の
提
供
に
係
る
基
準
等
（
平

成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
百
二
十
三
号
）
の
例
に
よ
る
。 

 

  

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
七
号



告 
 

示 

  
介
護
保
険
法
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
六
号
）
第
百
五
十
四
条
第
三
項

第
五
号
、
第
百
七
十
四
条
第
三
項
第
五
号
、
第
百
九
十
四
条
第
三
項
第
五
号
、
第
二
百
九
条
第
三

項
第
五
号
、
第
五
百
七
十
三
条
第
三
項
第
五
号
、
第
五
百
九
十
四
条
第
三
項
第
五
号
、
第
六
百
十

五
条
第
三
項
第
五
号
及
び
第
六
百
三
十
一
条
第
三
項
第
五
号
の
知
事
が
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示

第
十
九
号
）
又
は
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成

十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
七
号
）
に
規
定
す
る
送
迎
を
行
う
場
合
と
す
る
。 

         

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
八
号



告 
 

示 

 
介
護
保
険
法
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
六
号
）
第
二
百
八
十
二
条
第
二

項
の
知
事
が
認
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
形
状
を
有
す
る
固
定
の
間
仕
切
り
等
を
設
け
た
場

合
と
す
る
。
た
だ
し
、
居
室
の
定
員
を
二
人
と
し
た
場
合
で
、
か
つ
、
配
偶
者
等
と
共
に
入
所
す

る
場
合
に
お
い
て
入
所
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
間
仕
切

り
等
を
設
け
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

  

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
四
十
九
号



告 
 

示 

  
介
護
保
険
法
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
六
号
）
第
三
百
九
条
第
二
項
第

四
号
、
第
三
百
六
十
三
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
四
百
十
五
条
第
二
項
第
四
号
の
知
事
が
定
め
る

手
順
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
感
染
症
又
は
食
中
毒
の
発
生
が
疑
わ
れ
る
際
の
対
処
等
に
関
す
る
手

順
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
八
号
）
の
例
に
よ
る
。 

 

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
五
十
号



告 
 

示 

 
介
護
保
険
法
施
行
条
例
（
平
成
二
十
四
年
埼
玉
県
条
例
第
六
十
六
号
）
附
則
第
五
条
第
三
項
の

知
事
が
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
以
後
に
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
八

条
第
一
項
第
一
号
の
指
定
を
受
け
る
介
護
老
人
福
祉
施
設
で
あ
っ
て
、
知
事
が
指
定
す
る
も
の 

   

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
五
十
一
号



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
ベ
ル
ク
北
本
店 

 
 

 

埼
玉
県
北
本
市
二
ツ
家
一
丁
目
百
二
十
四
―
一
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の 

 
 

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

原
島
功 

 
 

 
 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
五
千
四
百
五
十
六
番
地 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

原
島
功 

 
 

 
 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
五
千
四
百
五
十
六
番
地 

 

ハ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
八
月
十
五
日 

 

ニ 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

 
 

 

二
千
百
七
十
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

ホ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
七
一
台 

 
 

 

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
五
〇
台 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

面
積 

七
二
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

容
量 

一
五
立
方
メ
ー
ト
ル 

 

ヘ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
五
十
二
号



 
 

 
 

午
前
九
時
か
ら
翌
午
前
〇
時 

 
 

 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
翌
午
前
〇
時
三
十
分 

 
 

 
駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 
 

出
入
口
の
数 

二
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
時 

 

ト 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
四
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
五
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
五
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ア
リ
オ
鷲
宮 

 
 

 

埼
玉
県
久
喜
市
久
本
寺
字
新
田
二
百
十
三
番
地
四
外 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称 

 
 

 

（
変
更
前
）
（
仮
称
）
鷲
宮
Ｓ
Ｃ 

 
 

 

（
変
更
後
）
ア
リ
オ
鷲
宮 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人 

 
 

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

亀
井
淳 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

外
未
定 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂 

代
表
取
締
役 

亀
井
淳 

 
 

 
 

 
 

 
 

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八 

外 

計
五
十
七
社 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
二
日 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
四
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
五
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
五
十
三
号



 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
五
日
ま
で 

 
ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 
埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

Ａ
―
Ｇ
Ｅ
Ｏ
・
タ
ウ
ン 

 
 

 

埼
玉
県
上
尾
市
宮
本
町
三
番
二
号 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者
及
び
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の 

 
 

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
設
置
者 

 
 

 
 

上
尾
中
山
道
東
側
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合 

理
事
長 

鈴
木
宏 

 
 

 
 

埼
玉
県
上
尾
市
仲
町
一
丁
目
七
番
八
号 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者 

 
 

 
 

株
式
会
社
ヤ
オ
ヒ
ロ 

代
表
取
締
役 

今
井
博
幸 

 
 

 
 

埼
玉
県
上
尾
市
浅
間
台
二
丁
目
一
番
一
号 

外
未
定 

 

ハ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日 

 
 

 

平
成
二
十
五
年
八
月
十
八
日 

 

ニ 

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計 

 
 

 

千
九
百
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

ホ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

七
〇
台 

 
 

 

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

収
容
台
数 

一
六
九
台 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
の
位
置
及
び
面
積 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

面
積 

八
七
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
位
置
及
び
容
量 

 
 

 
 

位
置 

図
面
省
略 

容
量 

一
〇
立
方
メ
ー
ト
ル 

 

ヘ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻 

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
五
十
四
号



 
 

 
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時 

 
 

 
 

（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
部
分
の
み
午
前
〇
時
か
ら
翌
午
前
〇
時
） 

 
 

 

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
〇
時
か
ら
翌
午
前
〇
時 

 
 

 

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数
及
び
位
置 

 
 

 
 

出
入
口
の
数 

二
か
所 

位
置 

図
面
省
略 

 
 

 

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯 

 
 

 
 

午
前
六
時
か
ら
午
後
九
時 

 

ト 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
七
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
五
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
県
央
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
五
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
昭
和
五

十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
百
三
十
六
号
で
告
示
し
た
毛
呂
山
・
越
生
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業

計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称 

 
 

毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山
公
共
下
水
道
組
合 

二 

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

毛
呂
山
・
越
生
都
市
計
画
下
水
道
事
業
毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山
公
共
下
水
道 

三 

事
業
施
行
期
間 

 
 

昭
和
五
十
五
年
三
月
十
八
日
か
ら 

 
 

平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

変
更
に
係
る
事
業
地 

 

イ 

汚
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

昭
和
五
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
三
十
六
号
、
昭
和
五
十
八
年
埼
玉
県
告
示
第

千
五
百
五
十
九
号
、
平
成
元
年
埼
玉
県
告
示
第
三
百
六
十
号
、
平
成
七
年
埼
玉
県
告

示
第
四
百
八
十
号
、
平
成
十
年
埼
玉
県
告
示
第
九
十
一
号
、
平
成
十
三
年
埼
玉
県
告

示
第
千
四
百
二
十
九
号
、
平
成
十
五
年
埼
玉
県
告
示
第
二
千
二
百
十
一
号
の
事
業
地

に
、
毛
呂
山
町
大
字
市
場
字
光
山
・
字
角
木
・
字
堰
北
及
び
鳩
山
町
大
字
大
豆
戸
字

ヒ
ジ
リ
塚
・
字
イ
ゴ
田
・
字
小
袴
・
字
番
匠
関
、
大
字
小
用
字
大
道
、
大
字
赤
沼
字

上
ノ
前
・
字
小
林
・
字
峰
・
字
四
反
田
を
加
え
る
。 

 

ロ 

雨
水 

 
 

（
１
） 

収
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

 
 

（
２
） 

使
用
の
部
分 

 
 

 
 

 
 

変
更
な
し 

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
五
十
五
号



告 
 

示 

  
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

組
合
の
名
称 

 
 

和
光
北
イ
ン
タ
ー
地
域
土
地
区
画
整
理
組
合 

二 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

施
行
地
区 

 
 

埼
玉
県
和
光
市
新
倉
二
丁
目
、
四
丁
目
、
五
丁
目
の
各
一
部 

四 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
和
光
市
新
倉
五
丁
目
四
番
一
号 

五 

設
立
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日 

六 

変
更
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 

埼
玉
県
告
示
第
千
七
百
五
十
六
号



告 
 

示 

  
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

和
光
市
中
央
第
二
谷
中
土
地
区
画
整
理
組
合
か
ら
理
事
の
氏
名
及
び
住
所
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

 
 

 

退
任
し
た
理
事
の
氏
名
及
び
住
所 

 

石
田 

 

寛 
 

 
 

和
光
市
下
新
倉
四
丁
目
十
七
番
五
号 

 

岸 
 

 

實 
 

 
 

和
光
市
下
新
倉
二
丁
目
十
六
番
一
‐
五
百
五
号 

 

澤
田 

 

義
幸 

 
 

和
光
市
下
新
倉
二
丁
目
三
十
二
番
一
号 

 

田
中 

 

榮
次 

 
 

和
光
市
下
新
倉
二
丁
目
四
十
番
三
号 

 

田
中 

 

健
司 

 
 

和
光
市
下
新
倉
二
丁
目
四
十
番
十
号 

 

深
井 

 

宏
之 

 
 

和
光
市
下
新
倉
二
丁
目
四
十
一
番
五
号 

 

深
井 

 

征
男 

 
 

和
光
市
下
新
倉
二
丁
目
三
十
九
番
二
十
四
号 

 

丸
山 

 

實 
 

 
 

和
光
市
下
新
倉
二
丁
目
二
十
番
十
三
号 

 

光
岡 

 

和
夫 

 
 

和
光
市
新
倉
一
丁
目
十
七
番
七
十
一
号 

 

山
田 

 

智
好 

 
 

和
光
市
下
新
倉
三
丁
目
十
六
番
五
十
号 

 
 

 

就
任
し
た
理
事
の
氏
名
及
び
住
所 

 

石
田 

 

一
雄 

 
 

和
光
市
下
新
倉
三
丁
目
十
番
十
六
号 

 

澤
田 

 

義
幸 

 
 

和
光
市
下
新
倉
二
丁
目
三
十
二
番
一
号 

 

田
中 

 

榮
次 

 
 

和
光
市
下
新
倉
二
丁
目
四
十
番
三
号 

 

田
中 

 

健
司 

 
 

和
光
市
下
新
倉
二
丁
目
四
十
番
十
号 

 

中
井 

 

正
知 

 
 

和
光
市
下
新
倉
二
丁
目
三
十
一
番
十
六
号 

 

深
井 

 

宏
之 

 
 

和
光
市
下
新
倉
二
丁
目
四
十
一
番
五
号 

 

深
井 

 

征
男 

 
 

和
光
市
下
新
倉
二
丁
目
三
十
九
番
二
十
四
号 

 

真
坂 

 

史
朗 

 
 

和
光
市
下
新
倉
二
丁
目
三
十
八
番
五
号 

 

山
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